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東京都地方独立行政法人の平成２３年度における業務実績評価について  

 

東京都地方独立行政法人評価委員会は、地方独立行政法人法第２８条の規定に

基づき、東京都が設立した地方独立行政法人である公立大学法人首都大学東京、

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター及び地方独立行政法人東京都

健康長寿医療センターについて、平成２３年度における業務の実績に関する事業

年度評価を行いました。 
 
地方独立行政法人は、中期目標の期間における業務の実績に関する評価と、各

事業年度における業務の実績に関する評価の２つの評価を、評価委員会から受け

ることとされています。                               

今回実施した事業年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作成

した中期計画及び年度計画の進捗状況を確認し、評価結果を示すことにより、法

人の自主的な業務改善を促すという意義があります。 
 
３つの地方独立行政法人は、事業形態が互いに大きく異なることから、事業年

度評価にあたっては、各法人の特性に応じた評価基準・指標を設定し、法人の活

動を的確に把握するよう努めました。 
 
本評価書では、東京都地方独立行政法人評価委員会が地方独立行政法人東京都

立産業技術研究センターから提出された業務実績報告書及び法人からのヒアリ

ング等を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果について全体評

価、項目別評価の順に掲載しています。 
 
平成２４年度は、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターにとって、

第二期中期目標期間の２年目にあたります。東京都地方独立行政法人評価委員会

では、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターが、この評価結果を積極

的に活用することにより、第二期中期目標期間において中期目標の着実な達成を

図り、中小企業の支援を通じて東京の産業の発展と都民生活の向上により一層寄

与することを期待します。 
 

平成２４年８月２３日 

東京都地方独立行政法人評価委員会 

委 員 長 示村 悦二郎 
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１ 総 評  
 

中期計画の達成に向け、業務全体が優れた進捗状況にある。 
第二期中期目標期間の初年度を迎えた東京都立産業技術研究センターは、

東日本大震災による新本部の被災状況を踏まえて移転日程を迅速に練り直

し、本来業務である中小企業支援事業ならびに前年度末に発生した東日本大

震災に対する復興支援事業において特筆すべき成果をあげた。未曾有の災害

の中で、被災地の公設試験研究機関と連携した被災地域企業への技術支援、

都内中小企業の製品等の放射性物質測定を通じた都民の安全安心の確保や

風評被害の防止等の取組が、理事長のリーダーシップの下で組織一丸となっ

て実施された。こうした取組は、産業技術研究センターの通常業務を十二分

に遂行した上で実施したものであり、全国の公設試験研究機関の模範となる

行動と言える。 
平成２３年１０月の本部移転に際しては、垂直立ち上げの概念の下、サー

ビス低下を最小限に抑え、技術相談、依頼試験、機器利用サービス、製品開

発支援等の各項目において十分な成果を上げていることが認められる。加え

て、「高度分析開発セクター」、「システムデザインセクター」、「実証試験セ

クター」という、複数の研究分野を横断した横串型の組織を立ち上げ、質の

高い支援に取り組んだ点は、大いに評価できる。 
こうした技術、設備の提供に留まらず、サービス産業等ものづくり産業以

外への支援にも資源を振り向ける等、ユーザーニーズに沿った臨機応変な対

応に地方独立行政法人としての効果が顕われている。 
以上のとおり、平成２３年度の技術支援事業の成果は、地方独立行政法人

化のメリットを活かし、経営陣の力が十分に発揮された結果と言える。 
その一方で、研究開発の時間が少なくなっているという懸念がある。技術

支援事業の数値目標を達成することは必要であるが、マンパワーや時間の配

分にも留意し、研究開発のさらなる充実を期待する。 
また、大学や他の研究機関等との連携を進め、これまで以上に産業技術研

究センターが保有する技術的シーズの新たなニーズへの活用を期待したい。 

さらに、今後も中小企業支援の強化のため、設備の導入や更新を継続的に

行うとともに、コストダウンへのバックアップ等にも期待したい。 

 



― 4 ―

２ 中小企業への技術支援・研究開発及び法人の業務運営

等について 

 
（技術支援） 

産業技術研究センターは、技術的課題解決のための技術相談を始め、各種

依頼試験、機器利用サービス、製品の品質・性能の評価等を通じて、中小企

業の新製品・新技術開発や新事業分野への展開を支える技術支援を実施し、

さらには数多くの技術審査を実施することで、優れた技術の発掘にも寄与し

ている。また、経営や知的財産に関する支援機関との連携を通じ、中小企業

の知的財産の取得・活用等を推進している。 
平成２３年度は、東日本大震災の影響により本部の移転が約５か月延期さ

れるといった事態に見舞われた。西が丘本部の支援事業は多大な影響を受け

たが、多摩テクノプラザ等での代替支援や新本部の支援機能拡充により、依

頼試験、機器利用サービス等、中小企業への技術支援事業で過去最高の実績

を上げた。特に、開設２年目を迎えた多摩テクノプラザは、急速な利用企業

増に伴い、依頼試験で前年度比７６％増、機器利用サービスで同４２％増と、

産業技術研究センターの実績に大きく貢献した。このほか、新本部開設直後

からシステムデザインセクターの最新の高速造形機を利用した中小企業の

試作品開発が伸びており、体制強化の効果が既に出ている。環境試験に必要

な設備を集め、試作品の効率的な試験が可能な実証試験セクターにおいては、

恒温恒湿槽や万能試験機を利用した各種試験の実績が着実に増えている。 
新本部に導入された高度な先端機器の利用拡大にも積極的に取り組んで

いる。セミナーを受講して当該機器の利用技術を習得する「機器利用ライセ

ンス制度」を新設するとともに、機器の活用方法に関するセミナーも多数開

催している。さらには、機器の仕様や予約状況等を新たにホームページに掲

載する等、利用者の一層の利便性向上に取り組んでいる。 
こうしたハード、ソフト両面からの取組を通じ、中小企業への技術支援の

実績を伸ばしたことは大いに評価できる。 
 一方、オーダーメード開発支援事業は実績が大幅に増えており、機器利用

だけではなく、高度化・多様化する新製品開発ニーズにきめ細かく対応する

事業を拡大させている。知的財産については、出願、登録及び使用許諾数と

もに中期計画に掲げた目標の達成に向け着実な実施が認められる。また、製
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品開発支援ラボ及び共同研究開発室については、ラボマネージャーの配置等、

ハード・ソフト両面からの様々な支援体制の確保を行っており評価できる。 

今後、これらの取組における一層の効果の発揮を期待したい。 

 
（他機関との連携の推進） 

産業技術研究センターは、中小企業の技術的・経営的課題の解決を促し、

新製品・新技術開発や新事業分野への展開を促進するため、自治体や大学・

研究機関、金融機関と連携した支援を実施している。 
平成２３年度は、新たに都内３区を含む６機関と連携協定を締結する等、

自治体との連携拡大、金融機関との連携推進に取り組んでおり、産業技術研

究センターの利用拡大や地域の産業振興につながるきめ細かな取組を推進

していることは評価できる。 

今後は、東京イノベーションハブや産学公連携コーディネーターの一層の

活用等に期待したい。 

 
（研究開発） 

産業技術研究センターは、中小企業の生産活動の基本となるものづくりの

基盤技術分野と中小企業が強化を図る必要がある重点技術分野について研

究開発を行い、その成果を中小企業の技術力、競争力強化のための支援に活

用している。 
平成２３年度は、今後の成長が期待される環境・省エネルギー、ＥＭＣ・

半導体、メカトロニクス、バイオ応用の４つの技術分野の研究に重点を置く

とともに、高度化、複雑化する課題への積極的な取組として、複数の技術分

野にまたがるプロジェクト型の研究を開始させている。 
これらの研究の成果を確実なものとするため、全ての研究テーマを外部評

価制度の対象にする改革を行うとともに、研究開発のニーズと産業への応用

とを明確化する等、研究事業進捗管理の強化を図っていることは高く評価で

きる。中小企業等との共同研究についても、前年度並みの新規研究実績を確

保していることも評価できる。 
また、平成１８年度に開始した地域結集型研究開発プログラムの最終年度

を迎え、５年間で特許出願４８件、実用化５件、商品化６件の実績を上げた

ことは高く評価できる。今後は、中小企業におけるさらなる事業化への積極
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的な取組を期待する。 
 

（産業人材の育成） 
産業技術研究センターは、セミナーや講習会等を通じて技術的知見の普及

に努めることにより、中小企業の技術力や製品競争力の向上を支援している。 

平成２３年度は、震災復興技術支援フォーラムとして、節電や放射線対策

をテーマとしたセミナーを開催した。さらに、中小企業において研究開発・

製造技術の高度化を担う人材の育成支援を目的とした実践型高度人材育成

講習会や、前年度の分科会の指摘を踏まえたサービス産業等のニーズに対応

したセミナーを多数開催している。 

 これらの新たな取組及び全セミナー、講習会利用者の７割以上が高い満足

度を得ていることは高く評価できる。 

 今後、大学等からの学生の受入れを始めとして、大学や業界団体等への講

師派遣等、関係機関との連携を一層進めて人材育成に寄与していくことを期

待したい。 

 
（情報発信・情報提供） 

産業技術研究センターは、多様な機会を通じて研究成果の普及や事業のＰ

Ｒを積極的に行い、利用拡大につなげている。また、研究開発の成果や保有

する技術情報が多くの中小企業の製品開発や生産活動に活かされるよう、広

報媒体を活用して情報を提供している。 
 平成２３年度は、新本部の認知度向上及び利用者拡大等、戦略的な広報を

実施するべく、広報室を新設し、展示会への出展等、多岐にわたる積極的な

広報活動を展開しており、高く評価できる。 
 とりわけ、東京ビッグサイトで開催された産業交流展と連携した見学会を

新たに実施する等、臨海副都心の地の利を活かした企画は評価できる。 
 
（法人の業務運営等） 

 新本部開設の延期や突発した支援事業等、多くの課題の中、適切な執行体

制を確保しつつ、中小企業への支援を途切れることなく実施していることは

大いに評価できる。 
 また、リスクマネジメントに係る規程や要綱の整備等、安全管理体制の強
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化を図ったことは評価できる。 
このほか、事業別セグメント管理の導入、職員の採用・育成活動等、年度

計画を着実に実施していると認められる。とりわけ、事業別セグメント管理

の導入により、職員のセグメント別作業時間の把握が可能になるとともに、

セグメント毎の収益率の分析が可能となったことは、今後の法人経営の基盤

として高く評価するとともに、今後のさらなる活用を期待したい。 
 

（震災復興支援） 

 平成２３年度は、東日本大震災への対応として、多くの支援事業に迅速か

つ積極的に取り組んだ。 
 ４月には、甚大な被害を受けた東北３県等、６月からは都内の中小企業を

対象とした依頼試験や機器利用等料金半額減免制度を導入した。また、被災

地支援のための職員の派遣等、被災県公設試験研究機関と連携して迅速に対

応した。 
 さらに、都内中小企業の製品の放射線量測定や、都内中小企業や被災地企

業を対象とした節電・省エネルギーに関する技術支援、東京都との協定に基

づく大気浮遊塵及び都内農畜水産物、浄水場水等の放射線測定、冊子やリー

フレットの発行による放射線・放射能の基礎知識等の情報提供等、様々な活

動を実施した。 
 これらについては、産業技術研究センターの通常業務や本部移転対応と同

時並行で取り組んでおり、特筆に値する。 
 
 
 

 





 
 
 
 
Ⅱ 項目別評価 
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項目別評価にあたっては、法人から提出された業務実績報告書や法人からの

ヒアリング等を基に、年度計画に記載されている各項目の進捗状況及び成果等

について検証を行い、中期計画の達成に向けた法人の事業進捗状況・成果を評

価項目ごとに以下の５段階の評語により評価を行った。 
 

評 
 
 
定 

 

Ｓ・・・年度計画を大幅に上回って実施している。 

Ａ・・・年度計画を上回って実施している。 

Ｂ・・・年度計画を概ね順調に実施している。 

Ｃ・・・年度計画を十分に実施できていない。 

Ｄ・・・業務の大幅な見直し、改善が必要である。 
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Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成す
るためにとるべき措置 
１ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

1-1 技術的課題の解決のための支援（技術相談について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

１ 

中 小 企 業 等 に対 し、職 員 の専 門 的 な

知識に基づく技術相談を実施し、製品開

発支援や技術課題の解決を図る。 

①お客様へ的確な技術相談を提供する

ため、本部の実施体制を整備する。 

②第 1 期において試行してきた総合支援

窓 口 の取 組みを本 格 実施 し、料 金 収 納

及び成績証明書の発行窓口の統合や複

数 技 術 分 野にまたがる相 談 への一括 対

応などサービス機能の総合化を図る。 

③都 市 課 題 の解 決 に貢 献 するため、環

境、福祉、安全・安心などの技術相談に

対応する。特に、平成 23 年度は環境分

野への対応に注力する。 

④ものづくりに関連するサービス産業等の

技術分野の相談について積極的に対応

する。 

⑤中小企業の現場での支援が必要な場

合は、職員や専門家を現地に派遣する実

地技術支援を実施する。 

⑥都産技研の保有していない技術につい

ては、他の試験研究機関や大学、専門知

識を有する外部専門家を活用して課題の

解決を図り、利用者の要望に応える。 

⑦協定締結機関と連携した新たな技術相

談体制を開始する。 

⑧震災による電力不足に対応するため、

都内および被災地中小企業の節電や省

エネルギーに関する技 術相 談や実 地技

術支援に取り組む。 

⑨被 災 地 公 設 試 験 研 究 機 関 と連 携 し、

放射線量計測等の現地の課題に対応し

た震 災 対 応 技術 支 援 を実 施 し、被 災 地

復興に貢献する。 

 

S 

震災による電力不足関連や、被災地

公設試験研究機関との連携等、直面し

た危機に対する機動性の高い対応を

行ったことは、大いに評価できる。  
また、こうした対応と並行して新本

部を開設し、下半期は上半期に比べ

84％増の技術相談に対応する等業務

を停止することなく、さらに利用者の

利便性向上の観点に立ったワンスト

ップサービス対応を行う等、新体制を

十分に機能させた点は特筆に値する。

今後も、件数の急増による質の低下

を抑えつつ、ベテラン職員によるワン

ストップサービスの対応実績の数値

化、ホームページからの相談件数等の

一層の増加につながる取組が望まれ

る。  
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1-1 技術的課題の解決のための支援（依頼試験について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

2 

製 品 等 の品 質 ・性 能 の評 価 や、事 故

原因究明など中小企業の生産活動に伴

う技術課題の解決を目的として、依頼試

験を実施する。 

①本部に新たに導入した機器を活用し、

高 品 質 、高 性 能 、高 安全 性 など付 加 価

値の高いものづくりを支 援できるよう、依

頼試験の充実を図る。 

②導入した新たな施設を活用し、都産技

研の特徴的な技術分野である非破壊検

査、照明、音響分野において、試験精度

の向上や試験範囲の拡充など一層高品

質なサービスを実施する。 

③ＪＩＳ等に定めのない分析・評価など、お

客様の個別の試験ニーズに対しては、オ

ーダーメード試験により柔軟に対応する。

④首都圏公設試験研究機関連携体（以

下、「TKF」という。）に参加している近隣

の公設試験研究機関と連携した試験実

施体制を整備する。 

⑤本部の移転に伴い、電気分野の計量

法認定事業者（JCSS）の再登録に向けた

取組を行う。 

⑥公的試験研究 機関としての信頼の維

持向上を図るため、機器の保守・更新、

校正管理をより適切に行う。 

⑦中小企業ニーズ及び最新の技術動向

等に基づき、試験・研究設備及び機器の

導入・更新を実施する。 

⑧震災による電力不足に対応するため、

中小 企 業の省エネルギー、高効 率 化に

関する製品開発を促進する依頼試験の

強化を行う。 

⑨原子力発電所の事故に伴い、工業製

品等の放射線量測定試験を実施する。 

 

S 

震災対応として、中小企業を中心と

する節電・省エネルギー関連依頼試験

の強化、工業製品等の放射線量測定試

験といった、直近の社会情勢を背景と

したニーズに適合する取組を迅速に

実施したことは、高く評価できる。さ

らに、震災対応を行いつつ、新本部へ

の移行に伴うサービス低下を最小限

に抑え、平成 23 年度下期には既に過

去最高の実績を上げるに至ったこと

は、特筆に値する。  
また、新たに 200 機種を超える試験

機器を導入し、120 件以上の試験項目

を新設する等、機能の充実も着実に図

っており、高く評価できる。  
今後は、新本部開設に伴い集中的に

導入・更新した機器のさらなる活用は

もとより、機器の導入・更新が依頼試

験の分野の拡充や質の向上等に及ぼ

した効果について、数値化等により明

確に見えるように分析することが望

まれる。  
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1-2 製品開発、品質評価のための支援（機器利用について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

3 

①中小企業では導入が困難な測

定機器や分析機器を整備し、中

小企業における新製品・新技術

開発のために機器利用のサービ

スを提供する。 

②機 器 の操 作 方 法 のアドバイス

や、測 定 データの説 明 、課 題 解

決 のための的 確 な指 導 ・助 言 を

行う。 

③高 度 な先 端 機 器 は利 用 方 法

習 得 セミナーを開 催 して機 器 利

用ライセンスを発行する制度を試

行する。 

④都産技研ホームページを活用

し、実証試験セクターの利用可能

情報の提供を試行する。 

S 

多摩テクノプラザにおける試験機器の充

実や新規顧客の獲得への努力、新本部開設と

同時の機器利用サービスの提供、被災地から

の要請による機器利用事業代行への積極的

な対応の結果、過去最高の年間利用実績を達

成したことは大いに評価できる。  
また、新たな取組として機器利用ライセン

ス制度を導入するとともに、機器利用マニュ

アルの整備を行うことで、高度な先端機器利

用の促進と管理に役立てていることも評価

できる。  
今後は、これまでの工夫をさらに進め、機

器のさらなる利用促進に取り組むことが望

まれる。  

 

1-2 製品開発、品質評価のための支援（高度分析開発セクターについて） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

4 

①本 部 において、「高 度 分 析 開

発セクター」を開設し、中小企業

による高度な研究開発や技術課

題の解決を支援する。 

B 

都内中小企業の国際競争力強化や、高品

質、高付加価値なものづくりを支援するため

新たに高度分析開発セクターを開設した。平

成 23 年度は、開設初年度にも関わらず、中

期計画目標比で利用実績を 88％達成し、具体

的な製品開発事例も見られており、新体制を

順調にスタートさせたことは年度計画を着

実に実施していると認められる。  
今後は、性能面を含めた機器毎の利活用状

況、依頼企業規模の確認等、よりきめ細かい

実績の分析を踏まえたさらなる利用実績の

向上に期待する。  
 

 



― 15 ―

1-2 製品開発､品質評価のための支援（システムデザインセクターについて） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

5 

②本部において、「システムデザ

インセクター」を開設し、デザイン

を活用した製品開発を支援する。

特に、ラピッド・プロトタイピングに

よる試作支援を充実する。 

A 

これまで産業技術研究センターの強みの

一つであった高速造形機を中心に当セクタ

ーを設け、企業からのニーズの高い機器を中

心に整備した結果、中期計画目標比で利用実

績を 168％達成したこと、具体的な成果事例

も出していることは、高い評価に値する。  
また、高速造形機を 24 時間利用可能とす

る等、地方独立行政法人化による工夫やメリ

ットが見られることも高く評価できる。  
デザインや販路開拓は中小企業にとって

大きな課題であり、今後、一層の利用実績向

上及び成果発揮に期待する。  
 

 

1-2 製品開発､品質評価のための支援（オーダーメード開発支援について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

6 

③中小企業が自社製品を開発す

る際の上流工程の技術課題解決

に対応するため、オーダーメード

開発支援を着実に実施する。 

A 

中小企業に対するオーダーメード開発支

援については、中期計画目標を大幅に上回る

年間 190 件の支援実績を上げ、その中には多

くの製品化・事業化実績があり、さらには共

同研究に発展している事例もある。こうした

ことから、2 年前に開始した当事業が着実に

発展し、大きな成果を上げていると評価でき

る。  
今後は、案件の受入れに関するガイドライ

ンの整理等、これまでの経験を踏まえて必要

な体制の見直しを進めるとともに、バイオ、

ナノ分野等より幅広く取り組んでいくこと

を期待する。  
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1-2 製品開発､品質評価のための支援（製品開発支援ラボ、共同研究開発室に
ついて） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

7 

④新製品・新技術開発を目指す

中小企業に対する支援施設とし

て「製品開発支援ラボ」を本部に

18 室新設する。また、21 年度に

開設した多摩テクノプラザの製品

開発支援ラボ 5 室を引き続き提

供する。 

⑤共 同 研 究 企 業 が無 料 で利 用

可能な共同研究開発室を 3 室設

置し、迅 速な製品の開 発を促進

する。 

⑥製品開発支援ラボと共同研究

開 発 室 の入 居 者 による製 品 化 ・

事業化を支援するため、共同利

用の試作加工室を提供するととも

に、技術経営相談などにも幅広く

対応できる人材を配置する。 

 

B 

ラボマネージャーの配置等、ハード・ソフ

ト両面からの様々な支援体制の確保は評価

できる。  
今後ラボマネージャーには、入居者のニー

ズを踏まえ、大学等外部機関との共同研究調

整等の役割も期待したい。  
その他、現在満室となっている状況だが、

今後利用希望企業の増加にどのように対応

していくかについて、検討が必要である。  
 

 

1-2 製品開発､品質評価のための支援（実証試験セクターについて） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

8 

本部において、「実証試験セク

ター」を開設し、中小企業の安全

で信頼性の高い製品開発を支援

するために、技 術 相 談 、依 頼 試

験、機器利用をワンストップで効

率的に技術支援する体制を整備

する。特に、平成 23 年度は、温

湿度、劣化関連の試験体制を充

実させる。 

S 

ワンストップ体制の整備、講習会・セミナ

ーによる利用拡大への取組、ホームページを

活用した機器利用可能情報の提供等が奏功

し、中期計画目標値を大幅に上回る利用実績

を上げている。また、本セクターの利用によ

る製品開発事例もあり、高く評価できる。  
ホームページにより利用状況を確認でき

る仕組みは、職員の事務の省力化と利用者利

便性向上に寄与するものであり、今後は本セ

クター以外の部門にも展開していくことが

望まれる。  
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1-3 新事業展開、新分野開拓のための支援（中小企業振興公社等との連携、知
的財産総合センターとの連携について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

9 

①財 団 法 人 東京 都 中 小企 業 振 興

公社（以下、「中小企業振興公社」

という。）の経営支援部門等他の機

関との連携を活用して、セミナーの

開催や企業への実地技術支援等を

行う。 

②都産技研を利用して製品開発等

に取 り組 む中 小 企 業 に対 し、東 京

都知的財産総合センターなどの知

的財産支援機関の持つ支援機能を

活用しつつ、知的財産の取得やそ

れを活用した事業戦略を促す。 

 

B 

東京都中小企業振興公社とは、共催セミ

ナー及び両団体が主催するセミナーへの

相互協力等、年度計画を着実に実施してい

るものと認められる。  
今後は、社団法人東京工業団体連合会

等、東京都中小企業振興公社以外の団体と

の連携にも積極的に取り組むことが望ま

れる。  
知的財産総合センターとの連携につい

ては、今後更なる利用実績向上を期待す

る。  
 

 

1-3 新事業展開、新分野開拓のための支援（特許出願及び使用許諾について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

10 

③研究の成 果として得 た新技術に

関 し て 特 許 の 出 願 に 努 め る と と も

に、使用許諾を推進し中小企業支

援に活用する。 

B 

知的財産権管理体制の一元化等特許出

願管理体制の整備や、各種研究ヒアリング

による成果の知財化を促進した結果、特許

出願件数、使用許諾件数とも増加傾向にあ

り、中期計画に掲げた目標の達成に向け着

実な実施が認められる。  
今後も、特許出願や使用許諾件数の増加

を期待したい。  
 

 

1-3 新事業展開、新分野開拓のための支援（国際規格対応支援について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

11 

①中 小 企 業 が製 品 輸 出 や海 外 進

出 を行 う際 に、必 要 な国 際 規 格 へ

の 適 合 性 な ど の 技 術 情 報 を 収 集

し、技術相談やセミナーを開催する

など中小企業支援に活用する。 

②海外展開を目指す中小企業を支

援するため、国際規格の技術情報

に関する相談窓口を設置する。  

B 

産業技術研究センターで対応可能な国

際規格の集約やセミナー開催等、着実に事

業を実施している。1 都 4 県の連携事業と

して計画されている国際規格支援センタ

ーの開設に期待したい。  
中国における国家規格への対応等、最近

の国際経済状況も踏まえ、対応規格の検討

が望まれる。  
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1-3 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術審査への支援について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

12 

①東京都や自治体、経営支援機関等

が実施する中小企業等への助成や表

彰などの際に行われる技術審査に積

極的に協力する。 

②審査・評価の公平かつ中立な実施

と、精度の維持向上を図るため、最新

の技術情報の収集・研究や研修等の

実 施 により審 査 スキルの向 上 に努 め

る。 

 

A 

技術審査の協力件数は高い水準を維

持しており、高く評価できる。さらに、

自らにおいては二重評価体制の継続等

により審査技術の質の確保に努めてい

ること、また、審査依頼機関に対しては

審査方法等の指導を行い、技術審査事業

の公正化、効率化に貢献している点も高

く評価できる。  
 

 

2 中小企業の製品・技術開発、新事業展開等を支える連携の推進 

2-1 産学公連携による支援（東京イノベーションハブの活用、マッチングの場の提
供について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

13 

①本部において、産学公連携の拠点

となる「東京イノベーションハブ」を開設

し、中小企業と大学、学協会、研究機

関との連携を促進する新たなセミナー

や交流会、展示会を開催する。 

②公 立 大 学 法 人 首 都 大 学 東 京 （以

下、「首都大学東京」という。）など豊富

な技術シーズを有する大学や研究機

関と中小企業とのマッチングの場を提

供する。 

 

B 

東京イノベーションハブを有効に活

用し、セミナーや展示会等の連携事業を

確実に実施している。また、学術研究団

体との連携事業については、要望が多い

ことから制度を改正し、前年度を上回る

実績を確保したことは評価できる。  
今後は、マッチングの場の提供に留ま

らず、取組の結果として、中小企業振興

への貢献度合いを重視した事業展開を

図ることを期待する。  
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2-1 産学公連携による支援（コーディネーターによるマッチング、異業種交流会・
業種別交流会・技術研究会の支援又は開催について） 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

14 

③本部や多摩テクノプラザに配置した

産 学 公 連 携 コーディネーターを活 用

し、中小企業のニーズと大学等のシー

ズとのマッチングを実施し、中小企業の

技術開発・製品開発支援を推進する。

④企業同士の連携に意欲のある企業

に対して、本 部及び多 摩テクノプラザ

で異 業 種 交 流 会 を各 １グループ立 ち

上げるとともに、既 存グループの活動

支援を実施する。 

⑤業界団体との業種別交流会を開催

し、研究成果や新技術等の情報提供

及び技術ニーズの収集を行う。 

⑥中小企業の技術者等で構成する技

術研 究会 を通じて、共 同で技 術的 課

題の解決を図る。 

 

B 

コーディネーターによる相談件数・成

約実績、異業種交流会の活動、技術研究

会の開催等、いずれも前年度とほぼ同様

の実績を確保しており、堅実に事業を実

施している。  
今後、コーディネーターを積極的に活

用し、中小企業とのマッチング事業の拡

大に期待する。  
 

 

2-2 行政及び他の支援機関との連携による支援 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

15 

①区市町村との連携強化に努め、地

域における産業振興の取組に貢献す

るとともに都 産 技 研 の利 用 促 進 を図

る。 

②首 都 圏 の公 設 試 験 研 究 機 関 が相

互に連携 ・補 完 して広域 的に中小 企

業の支援を実施している TKF の活動

を継続することにより、広域的なワンスト

ップサービスを確保し、中小企業への

技術支援の充実を図る。 

③都産技研を利用した中小企業にお

いて、製品化や事業化の際に生じる開

発資金の調達、販路の開拓などが円

滑に進められるよう、中小企業振興公

社等の経営支援機関と連携した事業

を実施する。 

④東京都との「放射性物質等による災

害時等対応に関する協定」に基づき、

放射能測定試験を実施する。 

 

S 

区市町村連携の拡大､金融機関との連

携等を積極的に進めている点は評価で

きる｡ 
さらに、震災に際しては、突発的な対

応を求められる中で、東京都との協定に

基づく大気浮遊塵等の測定に対応でき

る体制を速やかに整備し、震災翌日から

測定を開始する等迅速かつ適切に対応

しており、大いに評価できる。  
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3 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

3-1 基盤研究 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

16 

機械、電気・電子、化学等の基盤技術分野

に対する基盤研究を着実に実施するとともに、

中小企業の技術ニーズを踏まえ、付加価値の

高い新製品・新サービス開発や技術課題の解

決に役立つ技術シーズの蓄積、今後発展が

予想 される技術 分野の強化 、都 市課 題の解

決や都民生活の向上に資する研究を基盤研

究として取り組む。 

なかでも、今後の成長が期待される環境・省

エネルギー技術分野を重点研究として取り組

み、都内中小企業による新しいサービスの創

出に貢献する。 

  また、第 1 期中に基盤研究において得られ

た研究成果を事業化・製品化及び共同研究

への実施や外部資金導入研究の採択へ発展

させる。 

 

○取り組む技術分野 

①ナノテクノロジー分野 

②情報技術分野 

③エレクトロニクス分野 

④システムデザイン分野 

⑤環境・省エネルギー分野 

⑥少子高齢・福祉分野 

⑦バイオ応用分野 

⑧メカトロニクス分野 

⑨ＥＭＣ・半導体分野 

⑩品質強化分野 

⑪復興支援に直結する技術分野 

⑫ものづくり基盤技術分野 

 

A 

今後の成長が期待される技術

分野を重点 4 分野として設定す

る等、選択と集中により事業に取

り組んでいる点は高く評価でき

る。論文発表、学会発表等の研究

成果の普及活動、研究成果におけ

る論文賞の受賞実績等について

も十分な成果を上げていると認

められる。  
2 件のプロジェクト研究を始め

たことは、出口指向への積極的取

組として注目に値する。今後は、

基盤研究の枠組みの中で行うか、

より積極的に別の枠組みを設け

る方が良いかについては検討が

必要である。  
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3-2 共同研究 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

17 

基盤研究で得られた研究成果を効

率的かつ効果的に実用化へつなげて

いくため、独自の技術やノウハウを有し

意欲のある中小企業や業界団体、大

学、研究機関と協力して、共同研究に

積極的に取り組むとともに、成果展開

へつなげる。 

平成 23 年度は、年度当初及び年

度途中に研究テーマを公募により設定

し、研究を実施する。 

 

A 

共同研究の実施においては、新規研究

実績で前年度並みを確保しており、高く

評価できる。製品化・事業化実績も、中

期計画の目標値に照らし、十分な成果を

上げている。  
なお、中小企業との共同研究と、大学

等との共同研究は、目的が異なる場合も

あることから、実施による効果等の把握

を確実に行う必要がある。また、サービ

ス分野、医療分野等への一層の展開を期

待する。  
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3-3 外部資金導入研究・調査 

3-4 都市課題解決に資する研究開発 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

18 

3-3 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科

学技術研究費や産業振興を目的とする外部

資金等に積極的に応募し採択を目指す。 

①提案公募型研究 

技術開発の要素が大きい経済産業省や文

部科学省などの提案公募型事業へ積極的に

応募し、採択を目指すとともに、採択された研

究を確実に実施する。 

未利用外部資金の調査を行い、申請可能

なものを抽出して積極的に申請する。 

② 地域結集型研究 

科学技術振興機構（JST）地域結集型研究

開発プログラム「都市の安全･安心を支える環

境浄化技術開発」について、中核機関として

の役割を果たすとともに東京都の環境改善に

直結する製品化研究を引き続き推進する。さ

らに、平成 23 年 12 月からはこれまで得られた

研究成果の事業化を積極的に推進する。 

 

3-4 都市課題解決に資する研究開発 

大都 市 課題に先駆 的に取り組 んでいる首

都大学東京と連携を強化し、それぞれが有す

る知的資源を有効活用した取組を推進する。 

 東京都が進めている「都市課題解決のため

の技術戦略プログラム」事業において策定する

技術戦略ロードマップに基づき、「環境・省エ

ネルギー」及び「安心・安全」分野における首

都大学東京との共同研究を実施する。 

 

A 

外部資金の獲得に向け、研究計

画調書の作成方法等研修や不採

択理由のフィードバック等サポ

ート体制の強化を含め、組織的に

取り組んでいる点は高く評価で

きる。  
また、科学研究費補助金申請団

体の要件（全研究員の 20％以上

の論文著書数）については、平成

23 年度は要件をクリア（24％を

確保）しているが、今後も更なる

継続的な努力を期待する。  
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4 東京の産業を支える産業人材の育成 

4-1 技術者の育成 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

19 

新技術、産業動向、国際化対応

などに関するセミナーや実践に役立

つ講 習 会 の開 催 により、中 小 企 業

の新製品・新サービスの創出を担う

人材育成を進めるとともに、本部の

開設に伴い整備した機器を活用し、

研究開発や製造技術の高度化を担

う中小企業の産業人材の育成を支

援する。 

 サービス業や卸売業・小売業の従

事 者 向 けにおいても、都 産 技 研 の

設備や人材を活かした実践的なセミ

ナーを実施する。 

 個別企業や業界団体等の人材育

成ニーズに対して、希望に対応した

カリキュラムを編成するオーダーメー

ドセミナーを実施し、人材育成ニー

ズにきめ細かく対応する。 

 

A 

平成 23 年度は、例年とは異なる事業運

営環境の中、前年度を上回るセミナーや講

習会の開催実績を残しており、大いに評価

できる。放射線対策関連、繊維関連の充実

が伺えるほか、前年度の分科会の指摘を受

け、サービス分野に関するセミナーも開催

する等、テーマも時宜を得ている。さらに、

利用者アンケートの結果から、質において

も内容、資料、講師いずれも前年度に比べ

格段に向上していると認められ、高く評価

できる。  
今後は、利用者ニーズに合わせた開催内

容に留まらず、将来の社会情勢等を見据え

た先見的なテーマに基づく講習会の開催

を期待する。  
 

 

4-2 関係機関との連携による人材育成 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

20 

首 都 大 学 東 京 をはじめとする大

学、学術 団体 、業 界団 体、行政機

関等が実施している産業人材育成

の取り組みに対して、職員の講師派

遣、インターンシップによる学生の受

入れなどで積極的に協力する。 

 都産技研の設備や研究員の有す

る知識を活用し、東 京都 立職業能

力開発センターや中小企業振興公

社が実施する人材育成事業に積極

的に協力する。 

 また、平成 23 年度開設する東京

都立多摩職業能力開発センターと

の人材育成に関する連携事業を新

たに開始する。 

 

B 

5 大学より 20 名のインターンシップを

受け入れている。また、高度な専門知識を

持つ職員を講師として 37 機関延べ 50 名の

派遣や、東京都立職業能力開発センターと

の人材育成に関する助言協力等、一定の成

果を上げており、年度計画を着実に実施し

ている。  
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5 情報発信・情報提供の推進 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

21 

5-1 情報発信  

東京 都、区市 町村 、中 小企 業振 興公 社、商

工会議所、商工会などの支援機関等が実施する

講演会、イベント・展示会への参加を通じ、都産

技研の事業を積極的に PR し利用拡大につなげ

る。 

都産技 研が開催する研 究発表 会と、首都 大

学東京や TKF 参加の各公設試験研究機関等が

行う研究発表会の間で、相互に発表者を派遣し

合うなど、多様な連携により研究機関が保有する

技術シーズや研究成果を広く中小企業に発信

する。 

 

5-2 情報提供  

中小企業の製品開発や生産活動に役立つ以

下の情報をインターネットや技術情報誌等の広

報媒体により速やかに提供する。 

本部において、公開図書室を開設し、中小企

業に役立つ技術資料等を公開する。 

・研究開発の成果 

・保有する技術情報 

・依頼試験や設備機器の利用に関する情報 

・産業人材育成に関するセミナー開催情報 

・産学公連携コーディネートに関する情報 

・共同研究の公募や受託研究に関する情報 

・最近の技術動向等に関する情報 

・工業製品等の放射能検査に関する情報 

 

S 

 広報室の新設、産業交流展

2011 の運営、民間団体等目的

に特化した展示会への参加、産

業技術研究センターの認知度

向上活動、施設見学の随時実施

等に注力し、見学者、利用者の

増加等、極めて高い水準の成果

を収めている。特に東京ビッグ

サイトでの大規模展示会に合

わせた無料見学バスの運行等、

新たな取組は大いに評価でき

る。  
 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項  
１ 組織体制及び運営 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

22 

1-1 機動性の高い組織体制の確保 

①臨海副都心地区に新しい支援拠点となる本

部を開設し、技術ニーズに的確に対応できる

執行体制を確立させる。 

②事業動向等を踏まえ組織の見直しを継続的

に実施し、各事業の効率的な執行体制を確保

する。 

 

1-2 適正な組織運営 

①事業別のセグメント管理を導入することによ

り、各事業において投入した経営資源と事業

効果を検証できる体制を整備する。 

②都内中小企業に対して高品質な技術支援

サービスを安定かつ継続的に提供する適切な

組織運営を確立する。 

 

1-3 職員の確保・育成 

①大学訪問などの積極的なリクルート活動によ

り優秀な技術職員を計画的に採用する。 

②地方独立行政法人の機動的で柔軟な組織

運営に必要な事務職員についても、計画的に

確保する。 

③公平な業績評価とその昇給等への適切な

反映により、職員一人ひとりのモチベーション

を高めるとともにそのレベルアップを進め、組織

運営の効率化や、技術支援及び研究開発の

水準の向上を図る。 

④中小企業の国際化を適切に支援していくた

め、職員の海外での学会参加による情報収集

など国際規格の相談に対応できる職員の育成

を開始する。 

 

1-4 情報システム化の推進 

ネットワークやインターネット、人事・庶務シス

テムなどの都産技研の業務運営に欠かせない

情報システム基盤を活用し、情報システムの利

便性向上、業務の効率化、セキュリティの向上

等を図る。 

テレビ会 議システムによる遠隔 相談 など情

報システムを活用した利便性の向上に努める。

 

S 

 新本部への移転において、相談

業務の停止等を行わず、いわゆ

る、垂直立上げを計画し着実に実

行したことは、極めて高く評価で

きる。また、新本部開設に伴う執

行体制の確立、必要に応じた組織

の見直し、事業別セグメント管理

の導入、職員の採用・育成活動等

の実績についても、当該年度の厳

しい運営環境を踏まえると、大い

に評価できる。  
研究分野を横断した横串型の

組織である 3 つのセクターの新

設も大きな組織改革として高く

評価できるが、横串型の組織は産

業技術研究センターでは新しい

組織形態であることから、今後、

セクター機能がさらに発揮でき

るような組織運営を期待する。  
また、事業別セグメント管理

は、導入を目的とすることなく、

課題の明確化と、その改善へとつ

なげていくことが重要であり、今

後の有効活用に期待したい。  
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項  
１ 組織体制及び運営 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

22 

1-1 機動性の高い組織体制の確保 

①臨海副都心地区に新しい支援拠点となる本

部を開設し、技術ニーズに的確に対応できる

執行体制を確立させる。 

②事業動向等を踏まえ組織の見直しを継続的

に実施し、各事業の効率的な執行体制を確保

する。 

 

1-2 適正な組織運営 

①事業別のセグメント管理を導入することによ

り、各事業において投入した経営資源と事業

効果を検証できる体制を整備する。 

②都内中小企業に対して高品質な技術支援

サービスを安定かつ継続的に提供する適切な

組織運営を確立する。 

 

1-3 職員の確保・育成 

①大学訪問などの積極的なリクルート活動によ

り優秀な技術職員を計画的に採用する。 

②地方独立行政法人の機動的で柔軟な組織

運営に必要な事務職員についても、計画的に

確保する。 

③公平な業績評価とその昇給等への適切な

反映により、職員一人ひとりのモチベーション

を高めるとともにそのレベルアップを進め、組織

運営の効率化や、技術支援及び研究開発の

水準の向上を図る。 

④中小企業の国際化を適切に支援していくた

め、職員の海外での学会参加による情報収集

など国際規格の相談に対応できる職員の育成

を開始する。 

 

1-4 情報システム化の推進 

ネットワークやインターネット、人事・庶務シス

テムなどの都産技研の業務運営に欠かせない

情報システム基盤を活用し、情報システムの利

便性向上、業務の効率化、セキュリティの向上

等を図る。 

テレビ会 議システムによる遠隔 相談 など情

報システムを活用した利便性の向上に努める。

 

S 

 新本部への移転において、相談

業務の停止等を行わず、いわゆ

る、垂直立上げを計画し着実に実

行したことは、極めて高く評価で

きる。また、新本部開設に伴う執

行体制の確立、必要に応じた組織

の見直し、事業別セグメント管理

の導入、職員の採用・育成活動等

の実績についても、当該年度の厳

しい運営環境を踏まえると、大い

に評価できる。  
研究分野を横断した横串型の

組織である 3 つのセクターの新

設も大きな組織改革として高く

評価できるが、横串型の組織は産

業技術研究センターでは新しい

組織形態であることから、今後、

セクター機能がさらに発揮でき

るような組織運営を期待する。  
また、事業別セグメント管理

は、導入を目的とすることなく、

課題の明確化と、その改善へとつ

なげていくことが重要であり、今

後の有効活用に期待したい。  
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2 業務運営の効率化と経費節減 

Ⅲ 財務内容の改善に関する事項  
１ 資産の適正な管理運用 

2 剰余金の適切な活用 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項  
１ 施設・設備の整備と活用 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

23 

2-1 業務改革の推進 

お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経

費の削減等を目的として、組織と職員からの提案に

より、業務内容や処理手続きの見直等の業務改革

を推進し、外部機関の活用も含め高い経営品質の

実現や利用者満足度の向上を目指す。 

 

2-2 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（プロジェクト的経費を除く。）

を充当して行う業務については、中小企業ニーズの

低下した業務の見直しや複数年契約の推進による

効率化を進める。 

 

１ 資産の適正な管理運用 

安 全 かつ効 率 的 な資金運 用 管 理 を推進 し、建

物、施設については、計画的な維持管理を行うとと

もに、設備機器については校正・保守・点検を的確

に行うことにより国内規格や国際規格に適合する測

定等が確実に実施できるよう管理運用する。 

 

２ 剰余金の適切な活用 

的確な経営判断を行い、新しい事業の開始、研

究開発の推進、設備の更新・導入などにより、都内

中小企業に提供するサービス水準の向上を図るとと

もに、事業実績や成果の向上につながるよう、剰余

金を有効に活用する。 

 

１．施設・設備の整備と活用 

①業務の確実な実施と機能向上のための施設・設

備の整備を計画的に実施する。 

②実施に当たっては、東京都からの施設整備補助

金等の財源を適切に確保し、策定する長期保全計

画に基づき総合的・長期的観点に立った整備・更

新を行う。 

A 

業務改革の推進が継続的

かつ着実に行われており、ア

ウトソーシングの活用等、一

定の合理化、効率化策が遂行

されている。また、本部の移

転に伴い、被災県公設試験研

究機関、区市町村、民間企業

へ機器の譲渡を行う等、資産

の有効活用も図っており評

価できる。  
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2 危機管理対策の推進 

3 社会的責任 

項目 年 度 計 画 評定 評 定 説 明 

24 

第 1 期中に策定した「リスクマネジメントに関する基

本方針」に基づき、内部危機管理体制を整備する。 

①個人情報や企業情報、また製品開発等の職務上

知り得た秘密については、適正な取扱いと確実な漏洩

防止のために、全職員の受講を必須とする研修を実

施する。 

②環境保全や規制物質管理、労働安全衛生に関す

る法令を遵守し、危険物、劇毒物の管理と取扱い、災

害に対する管理体制を確保するとともに、防災訓練等

の実施や職員に対する意識向上のための研修を実施

する。 

③震災の発生や新興感染症の流行などに備え、対応

策を定めるとともに、万が一発生した場合には、被害

拡大の防止に向けた対策を実施する。 

④緊急事態の発生を想定し、対策委員会の設置、緊

急連絡網の設定、通報訓練の実施等をマニュアルとし

てまとめるなど、迅速な情報伝達・意思決定に向けた

管理体制の整備を図る。 

 

3-1 情報公開 

公共性を有する法人として、運営状況の一層の透

明性を確保するため、都産技研ホームページや刊行

物の発行等により経営情報の公開に取り組む。 

事業内容や事業運営状況に関する情報開示請求

については、規則に基づき迅速かつ適正に対応する。

 

3-2 環境への配慮    

法人の社会的責任を踏まえ、省エネルギー対策の

推進、CO２削減等、「環境方針」に沿った取組により

環境負荷の低減や環境改善に配慮した業務運営を

行う。 

 

3-3 法人倫理 

都民から高い信頼性を得られるよう、「地方独立行

政法人東京都立産業技術研究センター憲章」等を踏

まえ、法令遵守を徹底するとともに、職務執行に対す

る中立性と公平性を確保しつつ、高い倫理観を持って

業務を行う。 

 

B 

リスクマネジメント体

制の強化、リスクアセスメ

ントの実施等、安全対策の

基本となる活動を実施し

ている。全職員を対象とし

た情報セキュリティ等の

コンプライアンス研修や、

事故を未然に防ぐための

事例の共有化等、危機管理

対策等の取組は着実に実

施されている。  
 

 





 
 
 
 
Ⅲ 参 考 資 料 
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独
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の
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務
実

績
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評

価
方
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独
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独
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術
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方
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び

方
法
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。
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評
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の
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本
方

針
 

（
１
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中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
、

法
人

の
中

期
計

画
の

事
業

の
進

行
状

況
を

確
認

す
る
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評

価
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通
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、

法
人

の
業

務
運
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状

況
を

わ
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会
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。
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法

人
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業
務

運
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改
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。
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績
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評
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い
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実

施
す
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。
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評
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方

法
 

評
価
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、
法

人
が

提
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す
る

業
務

実
績

報
告

書
等

に
基

づ
き

、「
項

目
別

評
価

」
と
「

全
体

評
価

」
に

よ
り

実
施

す

る
。

 

 

（
１

）
業

務
実

績
報

告
 

①
年

度
評

価
 

法
人

は
、

年
度

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

項
目

ご
と

に
業

務
実

績
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
達

成
状

況
を

評

価
項

目
ご

と
に

別
表

の
評

語
に

よ
り

評
価

し
て

業
務

実
績

報
告

書
を

作
成

す
る

。
業

務
実

績
報

告
書

の
様

式
は

試
験

研
究

分
科

会
が

別
に

指
定

す
る

。
 

②
事

前
評

価
 

法
人

は
、

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

項
目

ご
と

に
業

務
実

績
を

記
載

し
て

業
務

実
績

報
告

書
を

作
成

す

る
。

業
務

実
績

報
告

書
の

様
式

は
試

験
研

究
分

科
会

が
別

に
指

定
す

る
。

 

③
中

期
目

標
期

間
評

価
 

法
人

は
、

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

項
目

ご
と

に
業

務
実

績
を

記
載

す
る

と
と

も
に

、
達

成
状

況
を

評

価
項

目
ご

と
に

別
表

の
評

語
に

よ
り

評
価

し
て

業
務

実
績

報
告

書
を

作
成

す
る

。
業

務
実

績
報

告
書

の
様

式
は

試
験

研
究

分
科

会
が

別
に

指
定

す
る

。
 

 な
お

、
以

下
に

掲
げ

る
項

目
を

特
記

事
項

と
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

 

【
特

記
事

項
】

 

①
こ

れ
ま

で
の

評
価

結
果

を
踏

ま
え

た
改

善
に

向
け

た
取

組
み

 

②
特

色
あ

る
取

組
み

や
特

筆
す

べ
き

優
れ

た
実

績
を

上
げ

た
取

組
み

 

③
遅

滞
が

生
じ

て
い

る
取

組
み

や
そ

の
理

由
 

④
過

年
度

の
実

績
と

の
数

値
に

よ
る

対
比

 

  （
２

）
項

目
別

評
価

 

 
 

①
業

務
実

績
の

検
証

 

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

、
法

人
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
及

び
各

委
員

の
要

求
に

よ
り

法
人

が

提
出

す
る

資
料

を
基

に
検

証
を

行
う

。
 

年
度

評
価

に
つ

い
て

は
、

年
度

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
項

目
の

進
捗

状
況

及
び

成
果

等
に

つ
い

て
、

法

人
の

自
己

評
価

及
び

計
画

設
定

の
妥

当
性

を
含

め
総

合
的

に
行

う
。

 

事
前

評
価

に
つ

い
て

は
、

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
項

目
の

進
捗

状
況

及
び

成
果

等
に

つ
い

て
、

計

画
設

定
の

妥
当

性
を

含
め

総
合

的
に

行
う

。
 

中
期

目
標

期
間

評
価

に
つ

い
て

は
、

中
期

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
項

目
の

達
成

状
況

及
び

成
果

等
に

つ

い
て

、
法

人
の

自
己

評
価

及
び

計
画

設
定

の
妥

当
性

を
含

め
総

合
的

に
行

う
。

 

 

 
 

②
業

務
実

績
の

評
価

 

年
度

評
価

は
、
業

務
実

績
報

告
書

の
各

項
目

の
検

証
及

び
特

記
事

項
等

を
基

に
、
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け

た
法

人
の

事
業

進
捗

状
況

・
成

果
を

評
価

項
目

ご
と

に
別

表
の

評
語

に
よ

り
評

価
す

る
。

 

な
お

、
研

究
に

関
す

る
評

価
は

、
研

究
テ

ー
マ

の
選

定
方

法
、
成

果
の

活
用

、
研

究
評

価
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い

る
か

等
に

つ
い

て
、
組

織
的
・
マ

ク
ロ

的
な

視
点

で
行

う
。
個

別
研

究
内

容
の

評
価

は
法

人
が

行
っ

て
い

る
研

究
評

価
（

外
部

評
価

・
内

部
評

価
）

に
よ

る
こ

と
と

す
る

。
 

事
前

評
価

は
、
業

務
実

績
報

告
書

の
各

項
目

の
検

証
及

び
特

記
事

項
等

を
基

に
、
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け

た
法

人
の

事
業

進
捗

状
況
・
成

果
に

つ
い

て
、
3
年

間
の

成
果

と
し

て
特

に
優

れ
た

実
績

を
上

げ
て

い
る

も
の

、

進
捗

状
況

か
ら

み
て

計
画

達
成

に
向

け
て

業
務

の
見

直
し

、
改

善
が

必
要

で
あ

る
も

の
な

ど
、
特

記
す

べ
き

事

項
に

つ
い

て
個

別
に

記
述

す
る

。
 

中
期

目
標

期
間

評
価

は
、
業

務
実

績
報

告
書

の
各

項
目

の
検

証
及

び
特

記
事

項
等

を
基

に
、
中

期
計

画
の

達

成
状

況
･
成

果
を

評
価

項
目

ご
と

に
別

表
の

評
語

に
よ

り
評

価
す

る
。

 

 （
３

）
全

体
評

価
 

①
年

度
評

価
 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

進
行

状
況

全
体

に
つ

い
て

、
以

下
の

例
を

参
考

に
記

述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

当
該

年
度

に
お

け
る

中
期

計
画

の
達

成
度

、
事

業
活

動
に

よ
る

成
果

の
状

況
、

業
務

運
営

・
財

務
面

を
含

め
た

法
人

の
業

務
全

体
の

状
況

に
つ

い
て

、
法

人
の

目
的

に
照

ら
し

総
合

的
な

視
点

か
ら

判
断

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
中

期
計

画
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
事

項
以

外
で

特
記

す
べ

き
法

人
の

自
主

的
な

取
組

み
が

あ
れ

ば
、

当
該

事
項

も
含

め
て

総
合

的
に

評
価

す
る

。
 

 ②
事

前
評

価
 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

進
行

状
況

全
体

に
つ

い
て

、
中

期
目

標
期

間
評

価
の

例

を
参

考
に

記
述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

中
期

計
画

の
達

成
度

、
事

業
活

動
に

よ
る

成
果

の
状

況
、

業
務

運
営

・
財

務
面

を
含

め
た

法
人

の
業

務
全

体
の

状
況

に
つ

い
て

、
法

人
の

目
的

に
照

ら
し

総
合
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的
な

視
点

か
ら

判
断

す
る

。
ま

た
、

中
期

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

事
項

以
外

で
特

記
す

べ
き

法
人

の
自

主
的

な
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
当

該
事

項
も

含
め

て
総

合
的

に
評

価
す

る
。

あ
わ

せ
て

、
目

標
達

成
に

向
け

た
課

題
や

次
期

中
期

目
標

に
向

け
て

業
務

の
継

続
の

必
要

性
、
組

織
の

あ
り

方
な

ど
検

討
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

も
意

見

を
付

す
も

の
と

す
る

。
 

  ③
中

期
目

標
期

間
評

価
 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

、
以

下
の

例
を

参
考

に
記

述
式

に

よ
り

評
価

す
る

。
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、
中

期
計

画
の

達
成

度
、
事

業
活

動
に

よ
る

成
果

の
状

況
、
業

務
運

営
・

財
務

面
を

含
め

た
法

人
の

業
務

全
体

の
状

況
に

つ
い

て
、
法

人
の

目
的

に
照

ら
し

総
合

的
な

視
点

か
ら

判
断

す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

中
期

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

事
項

以
外

で
特

記
す

べ
き

法
人

の
自

主
的

な
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
当

該
事

項
も

含
め

て
総

合
的

に
評

価
す

る
。

 

 

         

             （
４

）
評

価
結

果
の

決
定

 

 
 

 
評

価
結

果
の

決
定

は
以

下
の

と
お

り
行

う
。

 

①
試

験
研

究
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

る
。

 

②
評

価
結

果
（

案
）

の
内

容
に

つ
い

て
、

法
人

に
事

実
確

認
を

求
め

た
上

で
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
 

③
評

価
結

果
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
決

定
す

る
。

 

 
(
ⅰ

)
年

度
評

価
は

、
試

験
研

究
分

科
会

の
議

決
を

も
っ

て
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

決
定

と
す

る
。

 

 
(
ⅱ

)
事

前
評

価
は

、
試

験
研

究
分

科
会

に
お

い
て

評
価

結
果

を
決

定
す

る
。

 

 
(
ⅲ

)
中

期
目

標
期

間
評

価
は

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
に

お
い

て
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。 

④
評

価
結

果
を

法
人

に
通

知
す

る
と

と
も

に
、

年
度

評
価

及
び

中
期

目
標

期
間

評
価

は
知

事
に

報
告

す
る

。
 

  （
５

）
評

価
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 

【
年

度
評

価
、

事
前

評
価

及
び

中
期

目
標

期
間

評
価

】
（

各
事

業
年

度
）

 

事
 

 
項

 
時

 
期

 
内

 
 

 
 

 
 

容
 

年
度

終
了
 

3
月

末
 

○
年

度
事

業
の

終
了

（
法

人
）

 

評
価

準
備
 

4
月

～
6
月

 
○

業
務

実
績

報
告

書
、

財
務

諸
表

等
作

成
（

法
人

）
 

実
績

報
告
 

6
月

末
 

○
業

務
実

績
報

告
書

、
財

務
諸

表
等

提
出

（
法

人
）

 

（
年

度
終

了
後

、
3
ヶ

月
以

内
に

提
出

）
 

 

【
年

度
評

価
】
（

各
事

業
年

度
）

 

評
価

 
7
月

～
8
月

 

○
業

務
実

績
検

証
（

法
人

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
 

○
財

務
諸

表
検

証
 

○
評

価
結

果
（

案
）

の
作

成
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
 

○
評

価
結

果
の

決
定

 

報
告

・
公

表
 

9
月

 

○
評

価
結

果
の

知
事

へ
の

報
告

及
び

法
人

へ
の

通
知

 

○
財

務
諸

表
へ

の
意

見
表

明
、

財
務

諸
表

承
認

 

○
議

会
報

告
（

評
価

結
果

報
告

）
及

び
公

表
 

  
【

事
前

評
価

】
（

中
期

目
標

期
間

最
終

年
度

の
前

一
年

度
）

 

評
価

 
7
月

～
8
月

 

○
業

務
実

績
検

証
（

法
人

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
 

○
評

価
結

果
（

案
）

の
作

成
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
 

○
評

価
結

果
の

決
定

 

報
告

・
公

表
 

9
月

 
○

評
価

結
果

の
法

人
へ

の
通

知
 

  
【

中
期

目
標

期
間

評
価

】
（

中
期

目
標

期
間

最
終

年
度

の
翌

年
度

）
 

評
価

 
7
月

～
8
月

 

○
業

務
実

績
検

証
（

法
人

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

）
 

○
評

価
結

果
（

案
）

の
作

成
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
 

○
評

価
結

果
の

決
定

 

（
評

価
決

定
は

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
で

行
う

。
）

報
告

・
公

表
 

9
月

 
○

評
価

結
果

の
知

事
へ

の
報

告
及

び
法

人
へ

の
通

知
 

○
議

会
報

告
（

評
価

結
果

報
告

）
及

び
公

表
 

  ４
 

そ
の

他
 

 
本

評
価

方
針

及
び

評
価

方
法

に
つ

い
て

は
、

業
務

実
績

評
価

の
実

施
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
、

本
分

科
会

の
審

議
を

経
て

改
正

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 【
年

度
評

価
記

述
例

】
 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
全

体
が

特
筆

す
べ

き
進

捗

状
況

に
あ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
全

体
が

優
れ

た
進

捗
状

況

に
あ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
全

体
が

概
ね

着
実

な
進

捗

状
況

に
あ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
の

進
捗

状
況

に
遅

れ
が

見

ら
れ

る
 

 

○
当

該
年

度
に

お
け

る
中

期
計

画
の

実
施

状
況

か
ら

見
て

、
計

画
達

成
に

向
け

て
業

務
の

進
捗

状
況

に
大

幅
な

遅

れ
が

見
ら

れ
業

務
の

改
善

が
必

要
 

 【
中

期
目

標
期

間
評

価
記

述
例

】
 

○
～

特
筆

す
べ

き
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

○
～

優
れ

た
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

○
～

概
ね

着
実

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

○
～

や
や

不
十

分
な

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
○

～
不

十
分

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
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項
目

別
評

価
評

語
別

表

評
語

説
明

評
語

説
明

Ｓ
年

度
計

画
を
大

幅
に
上
回

っ
て

実
施
し
て
い
る

評
価
項
目
に
お
い
て
、
年
度
計
画
を
大
幅
に
上
回
っ

て
実
施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
対
外
的
に
高
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

【
例
】

・
時
代
を
先

取
り
し
た
研
究
の
実
施

・
利
用
者
の
声
に
迅
速
に
応
え
た
サ
ー
ビ
ス
実
施

・
目
標
数
値
を
大

幅
に
超
え
た
実
績

・
目
標
到
達
点
を
超
え
た
先
進
の
事
業
展
開

・
全
国
の
公
設
試
で
も
ま
れ
に
見
る
取
組
み

Ｓ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が
極

め
て
良

好
で
あ
る

評
価
項
目
に
お
い
て
、
中
期
計
画
を
大
幅
に
上
回
っ

て
実
施
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
対
外
的
に
高
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

Ａ
年

度
計

画
を
上

回
っ
て
実

施
し

て
い
る

評
価
項
目
に
お
い
て
、
年
度
計
画
を
上
回
っ
て
実
施

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
困
難
な
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を

達
成

し
て
い
る
。

Ａ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が
良

好
で
あ
る

評
価
項
目
に
お
い
て
、
中
期
計
画
を
上
回
っ
て
実
施

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
困
難
な
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を

達
成

し
て
い
る
。

Ｂ
年

度
計

画
を
概

ね
順

調
に

実
施
し
て
い
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
年

度
計

画
に

記
載

さ
れ

た
事

項
を

ほ
ぼ
10
0％

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
。

Ｂ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が
概

ね
良

好
で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
中

期
計

画
に

記
載

さ
れ

た
事

項
を

ほ
ぼ
10
0％

計
画

ど
お

り
実

施
し

て
い

る
。

Ｃ
年

度
計

画
を
十

分
に
実

施
で
き

て
い
な
い

評
価

項
目

に
お

い
て

、
年

度
計

画
を

計
画

ど
お

り
実

施
で

き
て

い
な

い
事

項
が

あ
り

、
実

績
、

成
果

も
計

画
を

下
回

っ
て

い
る

。
Ｃ

中
期

目
標

の
達

成
状

況
が

や
や

不
十

分
で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
中

期
計

画
を

計
画

ど
お

り
実

施
で

き
て

い
な

い
事

項
が

あ
り

、
実

績
、

成
果

も
計

画
を

下
回

っ
て

い
る

。

Ｄ
業

務
の
大

幅
な
見

直
し
、
改

善
が
必

要
で
あ
る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
実

施
状

況
が

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

か
、

ま
た

は
年

度
計

画
を

実
施

し
て

い
な

い
。

Ｄ

中
期

目
標

の
達

成
状

況
が

不
十

分
で

あ
り
、
法

人
の

組
織

、
業

務
等

に
見

直
し
が
必

要
で
あ

る

評
価

項
目

に
お

い
て

、
実

施
状

況
が

中
期

計
画

を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

か
、

ま
た

は
中

期
計

画
を

実
施

し
て

い
な

い
。

年
度
評
価
　
評
語

中
期
目
標
期
間
評
価
　
評
語
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東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
の
評

価
の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い
て

 
 

 
 

平
成

１
９
年

３
月
２

３
日

 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

決
定

 

平
成

２
０
年

 
３

 
月

２
１

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

平
成

２
０
年

１
１
月

２
５

日
 

幹
事

会
一

部
改
正
 

平
成

２
１
年

１
２
月

２
８

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

平
成

２
３
年

 
１

 
月

３
１

日
 

幹
事

会
一

部
改
正

 

 
こ

の
「

基
本

的
な

考
え

方
」

は
、

今
後

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
（

以
下

、
「

評
価

委
員

会
」

と
い

う
。
）
と

し
て

、
地

方
独

立
行

政
法

人
（

以
下

、
「

法
人

」
と

す
る

。
）
の

業
務

の
実

績
に

関
す

る
評

価
を

各

分
科

会
が

実
施

す
る

に
あ

た
っ

て
の

基
本

方
針

や
評

価
方

法
の

基
本

な
ど

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

 １
 

評
価

委
員

会
の

主
な

役
割

 

（
１

）
各

事
業

年
度

に
係

る
業

務
の

実
績

に
関

す
る

評
価

（
以

下
、

「
事

業
年

度
評

価
」

と
い

う
。

）
 

評
価

委
員

会
は

、
各

事
業

年
度

に
お

い
て

、
中

期
計

画
に

定
め

ら
れ

た
各

項
目

の
実

施
状

況
の

調
査

・

分
析

を
し

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

業
務

の
実

績
の

全
体

に
つ

い
て

総
合

的
な

評
価

を
行

う
。

 

（
２

）
中

期
目

標
に

係
る

業
務

の
実

績
に

関
す

る
評

価
（

以
下

、
「

中
期

目
標

期
間

評
価

」
と

い
う

。
）

 

評
価

委
員

会
は

、
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
、
中

期
目

標
に

掲
げ

た
各

項
目

の
達

成
状

況
の

調
査
・
分

析
を

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
業

務
の

実
績

の
全

体
に

つ
い

て
の

総
合

的
な

評
価

を
行

う
。

 

（
３

）
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
の

検
討

 

評
価

委
員

会
は

、
法

人
の

業
務

の
特

性
に

配
慮

し
つ

つ
、

法
人

の
業

務
を

継
続

さ
せ

る
必

要
性

、
組

織

の
在

り
方

そ
の

他
そ

の
組

織
及

び
業

務
の

全
般

に
わ

た
る

検
討

を
行

う
に

あ
た

っ
て

の
意

見
を

行
う

。
 

 ２
 

事
業

年
度

評
価

 

（
１

）
評

価
の

基
本

方
針

 

①
 

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

、
法

人
の

中
期

計
画

の
事

業
の

進
行

状
況

を
確

認
す

る
。

 

②
 

評
価

を
通

じ
て

、
法

人
の

業
務

運
営

状
況

を
分

か
り

や
す

く
社

会
に

示
す

。
 

③
 

法
人

の
業

務
運

営
の

改
善

・
向

上
に

資
す

る
。

 

④
 

都
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

。
 

（
２

）
評

価
方

法
の

基
本

 

法
人

の
評

価
は

、
「

項
目

別
評

価
」

と
「

全
体

評
価

」
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

 

①
 

項
目

別
評

価
 

（
ア

）
中

期
計

画
の

達
成

に
向

け
た

法
人

の
事

業
進

捗
状

況
・

成
果

を
年

度
計

画
の

項
目

ご
と

に
、

別

表
１

の
評

語
に

よ
り

評
価

す
る

。
な

お
、

特
筆

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

コ
メ

ン
ト

を
付

す
。

 

（
イ

）
（

ア
）
を

原
則

と
し

、
法

人
の

業
務

の
特

性
に

応
じ

て
別

表
１

の
評

語
以

外
の

評
語

に
よ

り
評

価

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

独
自

の
評

語
を

設
定

し
た

場
合

は
、

法
人

の
「

業
務

実
績

評
価

（
年

度
評

価
）

方
針

及
び

方
法

」
に

明
記

す
る

。
 

②
 

全
体

評
価

 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、
法

人
の

中
期

計
画

の
進

行
状

況
全

体
に

つ
い

て
、
次

の
例

を
参

考
に

記
述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
 

（
例

）
 

「
 

～
特

筆
す

べ
き

業
務

の
進

捗
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
優

れ
た

業
務

の
進

捗
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
概

ね
着

実
な

業
務

の
進

捗
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
業

務
の

進
捗

状
況

に
遅

れ
が

見
ら

れ
る

 
」

 

「
 

～
業

務
の

進
捗

状
況

に
大

幅
な

遅
れ

が
見

ら
れ

業
務

の
改

善
が

必
要

 
」

 な
ど

 

 

（
３

）
評

価
の

進
め

方
 

①
 

業
務

実
績

の
検

証
 

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

等
を

基
に

検
証

す
る

と
と

も
に

、
法

人
か

ら
ヒ

ア
リ

ン
グ

も
実

施
す

る
。

 

②
 

分
科

会
に

よ
る

評
価

結
果

の
決

定
 

各
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
 

な
お

、
各

分
科

会
に

お
い

て
、

法
人

に
よ

る
事

実
確

認
な

ど
の

方
法

を
と

る
こ

と
に

よ
り

、
適

正
な

評
価

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ３
 

中
期

目
標

期
間

評
価

 

（
１

）
評

価
の

基
本

方
針

 

①
 

中
期

目
標

の
達

成
状

況
を

確
認

す
る

。
 

②
 

評
価

を
通

じ
て

、
法

人
の

業
務

運
営

状
況

を
分

か
り

や
す

く
社

会
に

示
す

。
 

③
 

業
務

を
継

続
さ

せ
る

必
要

性
、

組
織

の
在

り
方

、
そ

の
他

組
織

及
び

業
務

の
全

般
に

わ
た

る
検

討
に

資
す

る
。

 

④
 

都
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

。
 

（
２

）
評

価
方

法
の

基
本

 

法
人

の
評

価
は

、
「

項
目

別
評

価
」

と
「

全
体

評
価

」
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

 

①
 

項
目

別
評

価
 

（
ア

）
中

期
計

画
の

達
成

状
況

・
成

果
を

中
期

計
画

の
項

目
ご

と
に

、
別

表
２

の
評

語
に

よ
り

評
価

す

る
。

な
お

、
特

筆
す

べ
き

点
が

あ
れ

ば
コ

メ
ン

ト
を

付
す

。
 

（
イ

）
（

ア
）

を
原

則
と

し
、

法
人

の
業

務
の

特
性
に

応
じ

て
別

表
２
の

評
語

以
外

の
評

語
に

よ
り
評

価
す

る
こ

と
が

で
き
る

も
の

と
す

る
。
独

自
の

評
語

を
設

定
し

た
場

合
は

、
法

人
の
「

業
務

実
績

評
価

（
中

期
目

標
期

間
評

価
）

方
針

及
び

方
法

」
に

明
記

す
る

。
 

②
 

全
体

評
価

 

項
目

別
評

価
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
中

期
計

画
の

達
成

状
況

全
体

に
つ

い
て

、
次

の
例

を
参

考
に

記
述

式
に

よ
り

評
価

す
る

。
 

（
例

）
 

「
 

～
特

筆
す

べ
き

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
優

れ
た

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
概

ね
着

実
な

業
務

の
達

成
状

況
に

あ
る

 
」

 

「
 

～
や

や
不

十
分

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

」
 

「
 

～
不

十
分

な
業

務
の

達
成

状
況

に
あ

る
 

」
 

な
ど
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（
３

）
評

価
の

進
め

方
 

①
 

分
科

会
に

よ
る

事
前

評
価

の
実

施
 

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度
が

開
始

す
る

ま
で

に
、

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

等
を

基
に

検
証

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
法

人
か

ら
ヒ

ア
リ

ン
グ

も
実

施
す

る
。

 

各
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
そ

れ
ま

で
の

業
務

実
績

に
関

す
る

事
前

評
価

を
行

い
、

各
分

科
会

で
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
事

前
評

価
に

お
い

て
は

、
中

期
目

標
の

達
成

状
況

及
び

そ
の

効
果

を
分

析

し
、

次
期

中
期

目
標

の
検

討
に

資
す

る
意

見
を

述
べ

る
も

の
と

す
る

。
 

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
「

（
２

）
評

価
方

法
の

基
本

」
を

原
則

と
し

、
各

分
科

会
で

法
人

の
業

務
の

特

性
に

応
じ

て
具

体
的

な
評

価
方

法
を

定
め

る
。

 

②
 

分
科

会
に

よ
る

評
価

結
果

（
案

）
作

成
 

各
分

科
会

で
法

人
か

ら
提

出
さ

れ
た

業
務

実
績

報
告

書
や

事
前

評
価

の
結

果
等

を
基

に
検

証
す

る
と

と
も

に
、

法
人

か
ら

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
 

各
分

科
会

で
の

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

る
。

な
お

、
各

分
科

会
に

お
い

て
、

評
価

結
果

（
案

）
の

内
容

に
つ

い
て

、
法

人
に

よ
る

事
実

確
認

な

ど
の

方
法

を
と

る
こ

と
に

よ
り

、
適

正
な

評
価

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

③
 

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

の
決

定
 

各
分

科
会

に
よ

る
評

価
結

果
（

案
）

を
基

に
、

評
価

委
員

会
に

よ
る

審
議

を
通

じ
て

、
項

目
別

評
価

及
び

全
体

評
価

の
評

価
結

果
を

決
定

す
る

。
 

 ４
 

そ
の

他
 

こ
の

「
基

本
的

な
考

え
方

」
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

、
幹

事
会

の
決

定
を

経
て

、
改

正
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 

別
表

１
 

                          

別
表

２
 

 

評
 

語
 

説
 

明
 

Ｓ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

っ
て

実
施

し
て

い
る

 

年
度

計
画

を
上

回
る

実
績
・
成

果
を

あ
げ

て
い

る
項

目
の

う
ち

次
に

掲

げ
る

条
件

に
該

当
す

る
項

目
 

・
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

に
つ

い
て

、
目

標
の

水
準

を
 

大
幅

に
上

回
る

実
績

・
成

果
を

あ
げ

て
い

る
 

・
実

績
・

成
果

が
卓

越
し

た
水

準
に

あ
る

 

・
都

政
・

都
民

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

迅
速

に
対

応
し

た
取

組
に

よ
り

 

高
い

実
績

・
満

足
度

を
実

現
し

て
い

る
 

・
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て

い
る

 

Ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
し

て
い

る
 

年
度

計
画

を
上

回
る

実
績
・
成

果
を

あ
げ

て
い

る
項

目
で

、
Ｓ

評
定

に

は
該

当
し

な
い

項
目

 

Ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
順

調
に

実
施

し
て

い
る

 

年
度

計
画

に
記

載
さ

れ
た

事
項

を
ほ

ぼ
１

０
０

％
計

画
通

り
実

施
し

て
い

る
項

目
 

Ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

で
き

て
い

な
い

 

実
績
・
成

果
が

年
度

計
画

を
下

回
っ

て
い

る
項

目
で

、
Ｄ

評
定

に
は

該

当
し

な
い

項
目

 

Ｄ
 

業
務

の
大

幅
な

見
直

し
、

改
善

が
必

要
で

あ
る

 

実
績
・
成

果
が

年
度

計
画

を
下

回
っ

て
い

る
項

目
の

う
ち

次
に

掲
げ

る

条
件

に
該

当
す

る
項

目
 

・
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

で
、

実
績

・
成

果
が

 

目
標

の
水

準
を

大
幅

に
下

回
っ

て
い

る
 

・
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
財

務
内

容
、

そ
の

他
業

務
運

営
に

 

重
大

な
瑕

疵
が

あ
る

 

・
実

績
・

成
果

が
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
水

準
に

止
ま

っ
て

い
る

 

＜
備

考
＞

 

・
上

記
の

説
明

は
あ

く
ま

で
目

安
で

あ
り

、
実

績
・

成
果

の
水

準
に

加
え

、
 

計
画

の
難

易
度

、
外

的
要

因
、

取
組

み
の

経
緯

・
過

程
等

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
定

す
る

。
 

評
 

語
 

説
 

明
 

Ｓ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

極
め

て
良

好
で
あ

る
 

中
期

計
画

を
上
回

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て
い

る
項

目
の

う
ち

次
に

掲

げ
る

条
件

に
該
当

す
る

項
目

 

・
 
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

に
つ

い
て

、
目

標
の

水
準

を
 

大
幅

に
上

回
る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て

い
る

 

・
 
実

績
・

成
果

が
卓

越
し

た
水

準
に

あ
る

 

・
 
都

政
・

都
民

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

迅
速

に
対

応
し

た
取

組
に

よ
り

 

高
い

実
績

・
満
足

度
を

実
現

し
て

い
る

 

・
 
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て

い
る

 

Ａ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

良
好

で
あ

る
 

中
期

計
画

を
上
回

る
実

績
・

成
果

を
あ

げ
て
い

る
項

目
で

、
Ｓ

評
定

に

は
該

当
し

な
い
項

目
 

Ｂ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

概
ね

良
好

で
あ
る

 

中
期

計
画

に
記
載

さ
れ

た
事

項
を

ほ
ぼ

１
０
０

％
計

画
ど

お
り

実
施

し

て
い

る
項

目
 

Ｃ
中

期
目

標
の

達
成

状
況

が

や
や

不
十

分
で
あ

る
 

実
績

・
成

果
が
中

期
計

画
を

下
回

っ
て

い
る
項

目
で

、
Ｄ

評
定

に
は

該

当
し

な
い

項
目

 

Ｄ

中
期

目
標

の
達
成

状
況

が

不
十

分
で

あ
り
、
法

人
の

組

織
、
業

務
等

に
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

 

実
績

・
成

果
が
中

期
計

画
を

下
回

っ
て

い
る
項

目
の

う
ち

次
に

掲
げ

る

条
件

に
該

当
す
る

項
目

 

・
 
定

量
的

目
標

が
定

め
ら

れ
て

い
る

項
目

で
、

実
績

・
成

果
が

 

目
標

の
水

準
を
大

幅
に

下
回

っ
て

い
る

 

・
 
提

供
す

べ
き

サ
ー

ビ
ス

、
財

務
内

容
、

そ
の

他
業

務
運

営
に

 

重
大

な
瑕

疵
が
あ

る
 

・
 
実

績
・

成
果

が
上

記
の

各
項

目
に

準
ず

る
水

準
に

止
ま

っ
て

い
る

 

＜
備

考
＞

 

・
上

記
の

説
明

は
あ

く
ま

で
目

安
で

あ
り

、
実

績
・

成
果

の
水

準
に

加
え

、
 

計
画

の
難

易
度

、
外

的
要

因
、

取
組

み
の

経
緯

・
過

程
等

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
定

す
る

。
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平
成

2
3

年
度

 
地

方
独

立
行

政
法

人
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
 

業
務

実
績

報
告

書
 

                 

平
成

2
4

年
6

月
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 １
 
現
況
 

（
１
）
 
設
立
目
的
 

産
業
技
術

に
関

す
る
試

験
、
研

究
、

普
及
及

び
技

術
支
援

等
を
行

う
こ

と
に
よ

り
都

内
中
小

企
業
の

振
興

を
図
り

、
も

っ
て
都

民
生
活

の
向

上
に
寄
与
す
る
。
 

 （
２
）
 
事
業
内
容
 

①
 
産
業
技
術
に
係
る
試
験
、
研
究
及
び
調
査
に
関
す
る
こ
と
。
 

②
 
産
業
技
術
に
係
る
普
及
、
相
談
及
び
支
援
に
関
す
る
こ
と
。
 

③
 
試
験
機
器
等
の
設
備
及
び
施
設
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。
 

④
 
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。
 

 （
３
）
 
事
業
所
等
の
所
在
地
 

本
 
 
 
 
 
 
部
：
東
京
都
江
東
区
青
海

2
-4
-1
0（

1
0
月

3
日
業
務
開
始
）
 

西
が

丘
本

部
：
東
京
都
北
区
西
が
丘

3
-1
3-
10
（
9
月

30
日
業
務
終
了
）
 

城
東

支
所
：
東
京
都
葛
飾
区
青
戸

7
-2
-5
 

墨
田

支
所
：
東
京
都
墨
田
区
横
網

1
-6
-1
 

KF
C
ビ
ル

12
階
 

城
南

支
所
：
東
京
都
大
田
区
南
蒲
田

1
-2
0-
20
 

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
：
東
京
都
昭
島
市
東
町

3
-6
-1
 

 （
４
）
 
沿
革
 

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
所
は
、
平
成

1
8
年

4
月
、
城
東
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
城
南
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
多
摩

中
小

企
業
振

興
セ

ン
タ
ー

の
技
術
部

門
を

統
合

す
る

と
と
も

に
、
地
方

独
立

行
政

法
人

へ
移
行

し
、
地
方

独
立

行
政

法
人

東
京
都

立
産
業
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
な
る
。
 

平
成

2
3
年

10
月
、
本
部
を
北
区
西
が
丘
か
ら
江
東
区
青
海
に
変
更
し
た
。
 

 （
５
）
 
役
員
の
状
況
 

理
事
長
 
 
片
 
岡
 
正
 
俊
 

理
 
事
 
 
小
森
谷
 
 
清
 

理
 
事
 
 
吉
 
野
 
 
学
 

監
 
事
 
 
宮
 
内
 
 
忍
 
（
非
常
勤
）
 

 （
６
）
 
資
本
金
の
状
況
 

2
8
,0
51
,8
31

千
円
（
平
成

24
年

3
月

31
日
現
在
）
 

 （
７
）
 
職
員
の
状
況
 

職
員
数
 

29
1
名
（
平
成

24
年

3
月

3
1
日
現
在
。
役
員
を
除
く
。）

 

 （
８
）
 
組
織
 

                  ２
 
基
本
理
念
 

都
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
ニ
ー
ズ
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ド
な
事
業
運
営
、
戦
略
的
技
術
力
強
化
、
事
業
化
を
見
据
え
た
技
術
支
援
を

3
本
柱

と
し
て
取
り
組
み

、「
時
代
の
先
を
読
み
、
技
術
の
力
で
、
産
業
を
リ
ー
ド
す
る

」、
「
お
客
様
と
と
も
に
歩
む
産
技
研
」
を
実
現
す
る
。
 

 ３
 
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
第
２
期
の
取
り
組
み
目
標
 

①
 
も
の
づ
く
り
産
業
の
総
合
的
支
援
の
推
進
 

②
 
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
新
事
業
創
出
型
研
究
の
充
実
 

③
 
中
小
企
業
の
国
際
競
争
力
強
化
 

④
  
サ
ー
ビ
ス
産
業
等
へ
の
技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
推
進
 

⑤
 
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
産
業
人
材
の
育
成
 

⑥
 
震
災
復
興
技
術
支
援
の
推
進
 

 

４
 
法
人
運
営
 

地
方

独
立

行
政

法
人

と
し

て
、

組
織

、
人

事
、
財

務
な

ど
の

経
営

の
基

本
事

項
を
自

己
責

任
の

も
と

実
地

し
、

透
明
で

自
立

的
な

運
営

を

行
う
。
 

ま
た

、
効

率
的

、
効

果
的

な
試

験
・

研
究

・
普
及

事
業

を
行

う
と

と
も

に
、

人
事
制

度
や

財
務

会
計

制
度

の
弾

力
化
を

図
る

。
明

確
な

年

度
計
画
を
設
定
し
た
上
で
、
目
標
を
達
成
し
、
都
内
中
小
企
業
の
振
興
や
産
業
の
活
性
化
に
努
め
る
。
 

 

平
成

23
年

度
法

人
の
概

要
 

理
事

 

監
事

 

理
事

長
 

経
営

企
画

部
 

経
営

企
画

室
、

経
営

情
報

室
、

広
報

室
 

総
務

部
 

総
務

課
、

財
務

会
計

課
、

環
境

安
全

管
理

室
 

高
度

分
析

開
発

Ｓ
、

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

ﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝ
Ｓ

、
実

証
試

験
Ｓ

 

事
業

化
支

援
本

部
 

技
術

経
営

支
援

室
 

城
東

支
所

、
墨

田
支

所
、

城
南

支
所

 
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

 
総

合
支

援
課

、
電

子
・
機

械
Ｇ

、
繊

維
・
化

学
Ｇ

 

開
発

本
部

 
開

発
企

画
室

 

 
  

情
報

技
術

Ｇ
、

電
子

半
導

体
技

術
Ｇ

 

機
械

技
術

Ｇ
、

光
音

技
術

Ｇ
 

開
発

第
一

部
 

地
域

結
集

事
業

推
進

室
 

 
  

表
面

技
術

Ｇ
、

材
料

技
術

Ｇ
 

 

環
境

技
術

Ｇ
、

バ
イ

オ
応

用
技

術
Ｇ

 
開

発
第

二
部

 

（
Ｇ
は
グ
ル
ー
プ
、

Ｓ
は
セ
ク
タ
ー
を
意
味
す
る

。）
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法
人
化

6
年
目
で
あ
り
第

2
期
中
期
計
画
の
初
年
に
あ
た
る
平
成

2
3
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め

1
0
月
に
延
期
と
な
っ
た
本
部
の
垂
直
立
ち

上
げ
を
行
う
と
共
に
、
中
小
企
業
の
技
術
支
援
を
一
層
強
化
し
た
。
ま
た
、
震
災
復
興
支
援
事
業
に
着
手
し
、
多
く
の
成
果
を
得
た
。
 

1
)本

部
の

垂
直

立
ち

上
げ

 

 
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
開
所
が

1
0
月
に
延
期
と
な
っ
た
が
、
周
到
な
準
備
の
も
と
開
所
と
同
時
に
フ
ル
稼
働
を
実
現
す
る
と
共
に
、

3
月
末
に

休
止
し
て
い
た
西
が
丘
本
部
は
再
立
上
げ
し
、
9
月
末
ま
で
実
施
す
る
こ
と
で
中
小
企
業
の
利
便
性
を
確
保
し
た
。
 

 
そ
の
結
果
、
主
要
事
業
で
あ
る
技
術
相
談
、
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
で
過
去
最
高
の
実
績
を
得
た
。
 

2
)も

の
づ

く
り

の
総

合
的

支
援

の
強

化
 

も
の
づ
く
り
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う
国
際

競
争
力
の
あ
る
製
品
開
発
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
、
「
高
度
分
析
開
発
セ

ク
タ
ー
」
、
「
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
セ
ク
タ
ー

」、
「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
 

 
3
)新

事
業

育
成

型
研

究
の

推
進

 

今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
技
術
分
野
で
の
、
中
小
企
業
の
新
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
た
め

、「
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

」、
「
E
MC
・
半
導
体

」、

「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

」、
「
バ
イ
オ
応
用
」
の

4
分
野
の
研
究
を
中
心
に
進
め
、
成
果
の
中
小
企
業
還
元
を
開
始
し
た
。
 

 
4
)震

災
復

興
支

援
事

業
の

実
施

 

 
 
工
業
製
品
等
の
放
射
線
量
測
定
、
節
電
・
省
エ
ネ
技
術
支
援
、
震
災
復
興
技
術
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
、
さ
ら
に
は
被
災
企
業
へ
の
料
金
減
免
な
ど

、

震
災
復
興
技
術
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。
 

１
 
中
小
企

業
の
製

品
・
技

術
開
発

、
新
事
業

展
開
を

支
え
る

技
術
支

援
 

○
技
術
相
談
 

・
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
本
部
開
設
が
当
初
の

5
月
か
ら

10
月
に
延
期
と
な
っ
た
が
、
1
日
も
業
務
停
止
を
行
わ
ず
、
9
月
末
ま
で
西
が
丘

本
部
で
相
談
業
務
を
継
続
し
、
本
部
開
所
当
日
か
ら
技
術
相
談
業
務
を
開
始
し
た
。
 

・
本
部
で
は
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
昼
休
み
時
の
相
談
開
始
、
窓
口
へ
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
配
置
等
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

・
来
所

、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
技
術
相
談
を
都
産
技
研
全
体
で
過
去
最
高
の

1
06
,7
70

件
実
施

(前
年
度
比

17
%増

、
平
成

2
7
年
度
目
標
値

比
1
33
%）
。
 

○
依
頼
試
験
 

・
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
本
部
移
転
の
影
響
に
よ
り
西
が
丘
本
部
の
依
頼
試
験
業
務
を
一
部
停
止
し
た
が
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
城
東
支
所
、
墨
田

支
所
、
城
南
支
所
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
整
備
し
、
過
去
最
高
の
依
頼
試
験
を
実
施
し
た
。
 

・
都
産
技
研
全
体
の
依
頼
試
験
実
績
は
、

10
6,
19
5
件
（
前
年
度
比

7%
増
）、

う
ち
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

2
4
,6
11

件
（
前
年
度
比

7
6
%
増
）
と
急
増
。
 

 
・
非
破
壊
検
査
、
照
明

、
音
響
分
野
に
、
高
電
圧
、
ガ
ラ
ス
分
野
を
加
え
た

5
分
野
を
、
都
産
技
研
の
特
徴
的
な
試
験
を
ブ
ラ
ン
ド
試
験
と
位
置
づ
け

、

依
頼
試
験
業
務
を
拡
充
し
た
。
5
分
野
の
依
頼
試
験
は

1
5,
06
3
件
と
な
り
全
体
の

1
4%
を
占
め
た
。
 

 
○

機
器
利

用
 

・
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
本
部
移
転
の
影
響
に
よ
り
西
が
丘
本
部
の
機
器
利
用
業
務
を
一
時
停
止
し
た
が
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
体
制
を
整
備
し
、
過
去
最
高
の
機
器
利
用
を
実
施
し
た
。
 

・
都
産
技
研
全
体
の
機
器
利
用
実
績
：

74
,1
50

件
(前

年
度
比

16
%増

)
、
う
ち
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

16
,4
42

件
（
前
年
度
比

42
%増

）
と
急
増
。
 

・
高
度
な
先
端
機
器
の
利
用
拡
大
を
は
か
る
た
め
に
利
用
方
法
習
得
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
習
熟
度
に
基
づ
く
「
機
器
利
用
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
」
を
新

規
に
導
入
し
、
2
機
種
に
対
象
に
サ
―
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
 

○
高
付
加
価

値
製
品

の
開
発

支
援
、

製
品
の
品

質
評
価

支
援
 

・
「
高
度
分
析
開
発
セ
ク
タ
ー
」

を
開
設
し
、
中
小

企
業
に
よ
る
高
度
な
研
究
開
発
や

技
術
課
題
の
解
決
を
支
援
し
た
。

依
頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用

の
合
計
実
績
は

4
,4
19

件
（
平
成

2
7
年
度
目
標
値
比
：
8
8%
）。

 

・
「
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
セ
ク
タ

ー
」
を
開
設
し
、

デ
ザ
イ
ン
を
活
用
し
た
製
品
開
発

を
総
合
的
に
支
援
し
た
。
依
頼
試

験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計

実
績
は

1
5,
15
5
件
（
平
成

27
年
度
目
標
値
比
：

16
8%
）。

 

・
「
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
」
を
開

設
し
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
の
試
験
体
制
を
確
立
し
、
中

小
企
業
の
安
全
で
信
頼
性
の
高
い

製
品
開
発
を
支
援
し
た
。
依

頼
試
験
お
よ
び
機
器
利
用
の
合
計
実
績
は

2
9,
84
9
件
（
平
成

27
年
度
目
標
値
比
：

14
9%
）。

 

・
都
産
技
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
実
証
試
験
セ
ク
タ
ー
の
環
境
試
験
技
術
分
野
（
温
湿
度
・
劣
化
、
振
動
・
衝
撃
、
電
気
・
耐
ノ
イ
ズ
等
）
試
 

験
機
器
の
う
ち

3
0
機
種
に
つ
い
て
、
利
用
可
能
情
報
（
予
約
可
能
情
報

）、
機
器
仕
様
情
報
の
提
供
を
開
始
し
た
（
2
月

）。
 

・
中
小
企
業
の
製
品
開
発
に
お
け
る
上
流
設
計
支
援
を
目
的
に
、
製
品
開
発
に
直
接
つ
な
が
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
事
業
を

1
90

件
実
施
し
た

（
平
成

2
7
年
度
目
標
値
比
：
1
58
%）
。
内
、
製
品
化
実
績
が

34
件
。
 

・
本
部
開
設
に
合
わ
せ
、
製
品
開
発
支
援
ラ
ボ
を

1
8
室
設
置
し
、
多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

5
室
と
と
も
に

2
3
室
が
フ
ル
稼
働
し
、
新
製
品
・
新
技
術
開

発
を
目
指
す
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を
大
幅
に
強
化
し
た
。
平
成

2
3
年
度
製
品
化
実
績
が

6
件
。
 

 

○
新
事
業
展

開
、
新

分
野
開

拓
の
た

め
の
支
援
 

・
特
許
出
願
へ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
特
許
推
進
体
制
を
強
化
し
た
結
果
、
新
た
に
特
許

3
1
件
、
実
用
新
案
登
録

2
件
、
意
匠
登
録

2
件
、

商
標
登
録

2
件
の
計

3
7
件
を
出
願
し
た
（
中
期
計
画
期
間
目
標
値
達
成
率

4
0%
）。

 

・
特
許
使
用
許
諾
促
進
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

23
年
度
新
規

4
件
を
含
む

1
5
件
の
特
許
を

21
社
に
使
用
許
諾
（
目
標
値
達
成
率

4
0%
）。

 

・
技
術
相
談
は
、
都
、
区
市
、
商
工
団
体
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
延
べ

3
,5
85

件
実
施
し
、
中
小
企
業
の
優
秀
製
品
の
発
掘
に
寄
与
。
 

２
 
中
小
企

業
の
製

品
・
技

術
開
発

、
新
事
業

展
開
を

支
え
る

連
携
の

推
進
 

・
本
部
に
産
学
公
連
携
の
拠
点
と
な
る
「
東
京
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
」
を
開
設
し
、
中
小
企
業
と
大
学
、
学
協
会
、
研
究
機
関
と
の
連
携
を
促
進

す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
震
災
復
興
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
知
的
資
産
経
営
講
座
、
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
合
同
交
流
会
等

2
5
件
を
開
催
。
 

・
中
小
企
業
の
都
産
技
研
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
3
自
治
体
を
含
む
計

6
機
関
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
（
累
計

2
3
機
関
）。

 

３
 
東
京
の

産
業
発

展
と
成

長
を
支

え
る
研
究

開
発
の

推
進
 

○
基
盤
研
究

・
共
同

研
究
 

・
重
点

4
分
野
に
該
当
す
る

27
研
究
テ
ー
マ
に
加
え
、
品
質
強
化
分
野

9
テ
ー
マ
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
分
野

8
テ
ー
マ
、
震
災
復
興
分
野

4

テ
ー
マ
等
合
計

6
2
テ
ー
マ
を
実
施
し
た

(前
年
度

61
テ
ー
マ

)。
 

・
基
盤
研
究
成
果
を
も
と
に

2
3
年
度
に
共
同
研
究
や
製
品
化
等
へ
成
果
展
開
し
た
実
績
は

1
6
件
（
中
期
目
標
期
間
目
標
値
達
成
率

2
7%
）。

 

・
中
小
企
業
等
と
の
共
同
研
究
を

3
0
テ
ー
マ
新
た
に
実
施
し
た
（
前
年
度

3
3
テ
ー
マ
）。

 

・
共
同
研
究
成
果
を
も
と
に

2
3
年
度
製
品
化
・
事
業
化
し
た
実
績
は

1
1
件
（
中
期
目
標
期
間
目
標
値
達
成
率

5
5%
）。

 

○
外
部
資
金

導
入
研

究
 

・
提
案
公
募
型
事
業
へ
積
極
的
に
応
募
し
、

25
件
（
う
ち
新
規
採
択

1
0
件
）、

総
額

1.
9
億
円
を
実
施
し
た

(昨
年
度

23
件
、
総
額

2
.2

億
円

)。
 

・
地
域
結
集
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
テ
ー
マ
名
「
都
市
の
安
全
安
心
を
支
え
る
環
境
浄
化
技
術
の
開
発

」：
実
施
期
間
：
平
成

1
8
年

1
2
月
～

2
3
年

11
月
）
に
つ
い
て
は
、
都
産
技
研
が
中
核
機
関
と
し
て

6
大
学

8
研
究
室
・
7
企
業
・
1
組
合
・
2
研
究
機
関
を
取
り
ま
と
め
、
事
業
を
完
了

し
た
。

10
月
に
最
終
研
究
成
果
発
表
会
を
開
催
し
、
成
果
普
及
を
行
っ
た
。
ま
た
、

11
月
か
ら
は
研
究
成
果
の
さ
ら
な
る
利
活
用
事
業
を
開
始
し

た
。
 

４
 
東
京
の

産
業
を

支
え
る

産
業
人

材
の
育
成
 

・
中
小
企
業
の
人
材
育
成
、
技
術
力
向
上
、
震
災
復
興
を
目
的
と
し
て
、
技
術
セ
ミ
ナ
ー
及
び
講
習
会

9
5
件
、
デ
ザ
イ
ン
実
践
セ
ミ
ナ
ー
5
件
等
、

計
1
10

件
を
開
催
し
た
（
前
年
度

9
0
件
）
。
新
し
い
取
組
と
し
て
、
研
究
開
発
や
製
造
技
術
の
高
度
化
を
担
う
中
小
企
業
の
産
業
人
材
育
成
支
援
に

向
け
た
実
践
型
高
度
人
材
育
成
講
習
会
を

3
0
件
知
的
財
産
経
営
講
座
関
連
セ
ミ
ナ
ー
2
件
開
催
し
た
。
 

・
次
世
代
の
技
術
者
育
成
と
し
て
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
受
入
れ

7
校

3
0
名
、
職
員
の
講
師
派
遣

3
7
機
関
、
50

名
を
実
施
。
 

５
 
情
報
発

信
・
情

報
提
供

の
推
進

 

・
都
産
技
研
の
事
業
を
積
極
的
に

P
R
し
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
計

4
2
件
の
展
示
会
に
出
展
し
た
（
前
年
度

3
9
件
）。

新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
都
産
技
研
本
部
見
学
会
を
計

2
回
実
施
し
た
（
計

1
85

名
参
加

）。
 

・
全
事
業
所
で

5
49

件
、

7,
23
4
名
の
施
設
見
学
を
実
施
。
特
に
本
部
見
学
が
急
増
、
下
半
期
で

4
04

団
体
、

5,
43
9
名
（
前
年
度
比

79
0％

増
）。

 

６
 
都
産
技

研
の
組

織
運
営
 

・
第
二
期
中
期
計
画
達
成
の
た
め
、
第
一
期
か
ら
の
組
織
体
制
の
見
直
し
を
実
施
し
た
（
３
つ
の
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
広
報
室
の
新
設
、
開
発
企
画
室

へ
の
知
財
管
理
集
約
、
技
術
経
営
支
援
室
強
化
等

）。
 

・
事
業
別
セ
グ
メ
ン
ト
管
理
を
開
始
し
、
事
業
別
の
職
員
業
務
時
間
比
率
を
把
握
す
る
と
共
に
事
業
毎
の
費
用
対
効
果
の
分
析
を
実
施
。
 

・
全
職
場
か
ら
業
務
改
革
と
し
て

8
7
件
の
提
案
に
基
づ
き
、
8
2
項
目
を
実
施
し
た
（
前
年
度

7
7
項
目
）。

23
年
度
は
業
務
改
革
の
充
実
期
と
し
て

引
き
続
き
業
務
の
品
質
向
上
に
重
点
を
置
き
、
経
費
削
減
、
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
も
実
施
し
た
。
 

７
 
都
産
技

研
の
震

災
復
興

技
術
支

援
 

・
都
産
技
研
と
し
て
多
く
の
震
災
復
興
支
援
事
業
を
実
施
す
る
と
共
に

、「
東
京
緊
急
対
策

20
11
」
に
協
力
し
、
被
災
地
支
援
等
を
展
開
し
た
。
 

・
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
都
内
及
び
被
災
地
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
依
頼
試
験
、
機
器
利
用
等
の
料
金
の

50
%
減
額
を

実
施
し
た
（
都
内
中
小
企
業
利
用
実
績
：

 1
,4
47

件
、
被
災
地
企
業
利
用
実
績
：

18
,4
88

件
（
う
ち
東
京
都
関
連
企
業

1
1,
00
4
件
）
）。

 

・
都
内
中
小
企
業
製
品
の
風
評
被
害
対
策
の
た
め
放
射
線
量
試
験

(無
料

)を
、
計

1,
18
4
件
実
施
し
た
。
 

・
東
京
都
と
の
協
定
に
基
づ
く
大
気
浮
遊
塵
、
都
内
農
畜
水
産
物
、
3
浄
水
場
の
浄
水
等
の
放
射
線
量
測
定
を
計

1
,3
56

件
実
施
し
た
。
 

・
中
小
企
業
の
工
場
な
ど
の
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
支
援
を
都
内
お
よ
び
被
災
地
に
て
実
施
し
た
（
都
内
中
小
企
業

2
2
件
、
被
災
地

20
件
実
施

）。
 

・
都
内
中
小
企
業
へ
震
災
復
興
関
連
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
、
震
災
復
興
技
術
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

5
回
開
催
し
た

(延
4
22

名
参
加
)。

 

・
被
災
地
公
設
試
と
連
携
し
た
技
術
支
援
と
し
て
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
へ
の
職
員
派
遣
（
延
べ

1
8
名
）
や
放
射
線
対
策
技
術
冊
子
の
発

行
（

30
,0
00

部
、
1
月
発
行
）
を
実
施
し
た
。
 

全
般

的
な
概

要
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅰ
 

住
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置
 

1
 

中
小

企
業

の
製

品
・

技
術
開

発
、
新

事
業

展
開

を
支

え
る

技
術
支

援
 

1
-
1
 
技

術
的

課
題

の
解

決
の
た

め
の
支

援
 

（
1
）
 

技
術

相
談
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

中
小

企
業

等
に

対
し

、
職

員
の

専

門
的

な
知

識
に

基
づ

く
技

術
相

談
を

実
施

し
、

製
品

開
発

支
援

や
技

術
課

題
の

解
決

を
図

る
。
 

 
 

 
 

 
①

お
客
様

へ
的

確
な

技
術

相
談

を
提

供
す

る
た

め
、

本
部

の
実

施
体

制
を

整
備

す
る

。
 

1
 

Ｓ
 

(
1
)
東
日

本
大

震
災

に
よ

る
本
部

開
設
延

期
に

伴
う

技
術

相
談

の
対
応
 

・
東

日
本

大
震

災
の

影
響

に
よ

り
、
本

部
開

設
が

当
初
の

5
月

か
ら

10
月

3
日
に

延
期
と

な
っ
た

が
、

9
月

末
ま
 

で
西

が
丘

本
部

で
相

談
業

務
を

継
続
実

施
 

・
技

術
相

談
業

務
は

1
日

も
業

務
停
止

を
行

わ
ず

、
移

転
当

日
か
ら

本
部

で
の

業
務

を
開

始
 

上
半

期
（

西
が

丘
本

部
相

談
実

績
）：

2
7
,9
7
5
件

、
下

半
期

（
本
部

相
談

実
績

）：
2
8
,7
2
7
件
 

 

(
2
)
本
部

で
の

技
術

相
談

実
施
体

制
の
整

備
 

 
1
)
本
部

全
所

属
の

電
話

番
号

公
開
に

よ
る

ダ
イ

ヤ
ル

イ
ン

サ
ー
ビ

ス
を

開
始
 

 
 

・
全

所
属

の
直

通
番

号
を

公
開

し
、

外
部

か
ら

の
専

門
性

の
高

い
電

話
問

い
合

わ
せ

に
研

究
員

が
直

接
対

応
で

き
る

体
制

に
変

更
 

 
2
)
相
談

室
お

よ
び

相
談

コ
ー

ナ
ー
の

整
備
 

利
用

者
を

研
究

室
・

実
験

室
に

立
ち

入
ら

せ
る

の
で

は
な

く
、

相
談

室
・

相
談

コ
ー

ナ
ー

で
技

術
相

談
に

対

応
す

る
方

式
に

改
善
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

高
い

端
末
を

備
え

た
技

術
相

談
の

専
用
室

を
整

備
（

1
,2
,
4
,5

階
に
全

22
室
設

置
）
 

 
 

・
簡

易
な

打
合

せ
用

の
相

談
コ
ー

ナ
ー

を
整

備
（

1
,2
,
4
階
に

全
18

カ
所

設
置

）
 

 
3
)
職
員

連
絡
用

P
H
S
の

配
布

に
よ
る

ク
イ

ッ
ク

レ
ス

ポ
ン

ス
の
実

現
 

 
 

・
技

術
相

談
の

即
応

性
確

保
の
た

め
、

職
員

連
絡
用

P
H
S
を
全

職
員

に
配

布
 

・
配

布
し
た

P
H
S
に

よ
り

固
定

電
話
か
ら

P
H
S
へ

転
送

で
き

る
よ
う

体
制

を
整

備
 

 
 
4
)
技
術

相
談

手
引

書
の

作
成

（
毎
年

更
新

）
 

 
 

・
平
成

2
3
年

4
月

、
全
部

署
・
全

職
員

を
掲

載
、

担
当

す
る
技

術
内

容
・

依
頼

試
験

・
機
器

利
用

を
網

羅
し

、

相
談

内
容

に
最

適
な

担
当

者
を

紹
介
 

 
 
 
 
・
本

部
で

の
業

務
開

始
に

合
わ
せ

、
技

術
相

談
手

引
書

を
改
訂
 

 
5
)
公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企
業

振
興

公
社

知
的

財
産

総
合
セ

ン
タ

ー
ア

ド
バ

イ
ザ

に
よ
る

知
財

相
談

窓
口

の
 

再
開
 

 
 

・
1
0
月

か
ら

週
1
回
知
的

財
産
に

関
す

る
相

談
業

務
を

再
開
（

19
件
）
 

6
)
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
受

付
の

新
た
な

試
み
 

 
・

小
型

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

モ
ニ

タ
に

よ
る

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
試

行
し

、
お

客
様

の
入

力
し

や
す

さ
や

ア
ン

ケ

ー
ト

の
分

析
方

法
を

検
証

し
、

イ
ベ
ン

ト
時

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
実
施

に
活

用
 

 

○
本

部
移

転
に

伴
う

技
術

相
談

の
対
応
 

 
技

術
相

談
へ

の
対

応
は

、
1

日
も

業
務

停
止

を

行
わ

ず
、

移
転

当
日

か
ら

本
部

で
の
業

務
を

開
始

上
半

期
（

西
が

丘
）

 
2
7
,
97
5
件
 

下
半

期
（

本
部

）
 

 
2
8
,
72
7
件
 

 ○
本

部
で

の
技

術
相

談
機

能
の

充
実
 

・
全

所
属

の
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
サ

ー
ビ
ス

開
始
 

・
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
高

い
相
談

室
の
整

備
(
2
2
室

)

・
知

財
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

知
財

相
談
の

再
開
 

・
P
H
S
の

全
職

員
へ

の
配

布
に

よ
る
ク

イ
ッ

ク
レ
 

ス
ポ

ン
ス

を
実

現
 

 

第
一

期
中

期
計

画
期

間
に

本
部

に
お
い

て
試

行
し

て
き

た
総

合
支

援
窓

口
の
取

組

み
を

本
格

実
施

し
、

料
金

収
納

及
び
成

績

証
明

書
の

発
行

窓
口

の
統

合
や

複
数
技

術

分
野

に
ま

た
が

る
相

談
へ

の
一

括
対
応

な

ど
サ

ー
ビ

ス
機

能
の

総
合

化
を

図
り
、

お

客
様

へ
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス
を

充

実
す

る
。
 

②
第

一
期

に
お

い
て

試
行

し
て

き
た

総
合

支
援

窓
口

の
取

組
み

を
本

格
実

施
し

、
料

金
収

納
及

び
成

績
証

明
書

の
発

行
窓

口
の

統
合

や
複

数
技

術
分

野
に

ま
た

が
る

相
談

へ
の

一
括

対
応

な
ど

サ
ー

ビ
ス

機
能

の
総

合
化

を
図

る
。
 

(
3
)
総
合

支
援

窓
口

サ
ー

ビ
ス
機

能
の
充

実
 

本
部

で
の

お
客

様
の

利
便

性
向

上
や
機

能
充

実
の

た
め

、
以

下
の
取

り
組

み
を

実
施
 

1
)
昼

休
み

時
に

技
術

相
談

窓
口

と
払
い

込
み

窓
口

を
新

規
に

開
設
 

a
)
本

部
移

転
後
の

1
0
月

か
ら
昼

休
み
も

総
合

支
援

窓
口

を
開

設
し
、
9
時

～
1
7
時
ま

で
常

時
、
利

用
者

カ
ー

ド

発
行

、
料

金
収

納
、

来
所

お
よ

び
電
話

技
術

相
談

に
対

応
 

b
)
1
日
平

均
1
0
件

の
相

談
等
に

対
応
 

c
)
運

用
に

必
要

な
体

制
を

整
備

 

・
運

営
に

必
要

な
職

員
の

新
た

な
勤
務

体
制

の
整

備
と

人
員

補
充
 

・
技

術
経

営
支

援
室

職
員

全
体

に
よ
る

相
談

窓
口

昼
休

み
応

援
体
制

で
対

応
 

 
2
)
代
表

電
話

か
ら

の
技

術
相

談
体
制

を
強

化
 

・
代

表
電

話
か

ら
の

技
術

相
談

対
応
の

た
め

専
用

の
臨

時
職

員
を
配

置
す

る
と

と
も

に
、

簡
易
電

話
交

換
機

を
 

設
置

し
、

問
い

合
わ

せ
か

ら
職

員
へ
の

転
送

ま
で

を
円

滑
に

行
う
体

制
を

整
備
 

・
総

合
支

援
窓

口
か

ら
担

当
研

究
員
へ
約

1
,
40
0
件
/
月
転
送

 

  

 

○
総

合
支

援
窓

口
の

機
能

充
実

 

・
昼

休
み

時
の

相
談

業
務

を
実

施
（
1
日

平
均

1
0

件
）
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
の

相
談

問
い

合
わ

せ
機

能

強
化

に
よ

る
相

談
の

増
加

（
4,
0
3
2

件
、

前
年

度
比

15
0
%増

）
 

・
ベ

テ
ラ

ン
職

員
（

6
名

配
置

）
に

よ
る

ワ
ン

ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上
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3
)
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

以
下
、「

HP
」
と

い
う

）
か
ら

の
技
術

相
談

機
能

を
充

実
 

・
H
P
か

ら
の

技
術

相
談

の
問
い

合
わ
せ

機
能

を
充

実
さ

せ
た

こ
と
に

伴
い

相
談

件
数

が
増

大
 

 
 

HP
か
ら

の
技

術
相

談
件
数

実
績
 

4
,0
3
2
件

（
前

年
比

1
5
0%
増
）
 

・
円

滑
に

対
応

で
き

る
よ

う
「

メ
ー
ル

相
談

業
務

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

作
成

し
、

運
用

体
制

を
整
備
 

 
4
)
ベ
テ

ラ
ン

職
員

に
よ

る
ワ

ン
ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向
上
 

 
 

・
総

合
支

援
窓

口
に

知
識

と
経
験

豊
富

な
上

席
研

究
員

ワ
イ
ド

キ
ャ

リ
ア

ス
タ

ッ
フ

6
名

を
技

術
相

談
員

と
し

て
交

代
制

で
配

置
し

、
ワ

ン
・

ス
ト
ッ

プ
技

術
相

談
サ

ー
ビ

ス
の
質

を
向

上
 

 (
4
)
総
合

支
援

窓
口

で
の

技
術
相

談
等
利

用
実

績
 

1
)
総

合
支

援
窓

口
で

の
サ

ー
ビ

ス
機
能

の
充

実
と

体
制

整
備

に
よ
り

、
技

術
相

談
件

数
が

大
幅
増

加
 

技
術

相
談

件
数

：
1
3
,
42
3
件
（

前
年
度

比
：

1
74
%
増
）
 

 
 

う
ち

、
2
3
年
度

上
半

期
（

西
が
丘

本
部

）
4,
7
2
4
件

→
下

半
期
（

本
部

）
8,
6
9
9
件
（
利

用
実
績
比

8
4
%増

） 

 
2
)
総
合

支
援

窓
口

で
ご

利
用

カ
ー
ド

を
発

行
 

 
 

・
総

合
支

援
窓

口
で

の
ご

利
用
カ

ー
ド

の
発

行
枚

数
が

増
加
 

2
,
9
2
3
枚

（
H
2
2
年

度
2
,
0
59

枚
発

行
、

4
2％

増
）
 

・
累
積

2
4
,2
0
7
枚
 

 

 

         ○
相

談
支

援
窓

口
の

相
談

件
数

急
増
 

 
上

半
期

（
西

が
丘

）
 

4
,7
2
4
件
 

 
下

半
期

（
本

部
）

 
 

8
,6
9
9
件
（

8
4
%増

）
 

も
の

づ
く

り
の

基
盤

的
技

術
分

野
の
技

術
支

援
ニ

ー
ズ

の
み

な
ら

ず
、

環
境
、

福

祉
、

安
全

・
安

心
な

ど
都

市
課

題
の
解

決

に
向

け
、

サ
ー

ビ
ス

産
業

の
分

野
の
相

談

に
も

積
極

的
に

対
応

す
る

な
ど

都
内
中

小

企
業

が
必

要
と

す
る

幅
広

い
技

術
支
援

に

取
組

む
。
 

 

③
都

市
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
た

め
、

環
境

、
福

祉
、

安
全

・
安

心
な

ど
の

技
術

相
談

に
対

応
す

る
。
特

に
、

平
成

23
年
度

は
環

境
分

野
へ
の

対

応
に

注
力

す
る

。
 

(
5
)
都
市

課
題

解
決

に
向

け
た
技

術
支
援

へ
の

対
応
 

1
)
環

境
、

安
全

/安
心

分
野

へ
の

技
術
相

談
対

応
 

 
・

震
災

直
後

か
ら

来
所

、
電

話
問

い
合

わ
せ

の
多

か
っ

た
放

射
線

や
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
の

専
門

相
談

員
を

総

合
支

援
窓

口
に

配
置

し
、

円
滑

な
相
談

業
務

運
営

を
実

施
 

 
 

 
放

射
線

専
門

相
談

員
配

置
 
1
名
 

4
月

～
7
月
 

 
 

 
省

エ
ネ

専
門

相
談

員
配

置
 
2
名
 

6
月

～
9
月

 

 
 

・
専

門
相

談
員

と
各

部
署

と
の
事

業
連

携
 

放
射

線
専

門
相

談
は

工
業

製
品

の
放
射

線
測

定
で

対
応

（
問

い
合
わ
せ

3
4
0
件

、
測

定
実

施
21
7
社
）
 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

専
門

相
談

は
省

エ
ネ
巡

回
事

業
で

対
応

（
問

い
合
わ
せ

4
5
件

、
省

エ
ネ
巡

回
20

社
）
 

 
2
)
都
市

課
題

解
決

に
貢

献
す

る
技
術

相
談

利
用

実
績
 

 
 

 
「

環
境

」
 

 
 

 
5,
6
5
1
件

（
前

年
度

比
 

 
4
%増

）
 

 
 

 
「

安
全

・
安

心
」

 
5,
8
8
3
件

（
前

年
度

比
 

3
8
%増

）
 

 
 

 
「

福
祉

」
 

 
 

 
 

 
7
4
件

（
前

年
度

比
 

6
1%
減

）
 

 

○
都

市
課

題
解

決
の

た
め

の
技

術
相
談

対
応
 

・
原

子
力

発
電

所
事

故
を

受
け

、
省

エ
ネ

や
放

射

線
に

関
す

る
技

術
相

談
体

制
を

充
実
 

・
専

門
相

談
員

に
よ

る
相

談
実

績
 

 
 

放
射

線
専

門
相

談
：

問
い

合
わ
せ

34
0
件
、

 
 

測
定

実
施

21
7
社
 

 
 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

専
門

相
談
：
問

い
合

わ
せ

45

件
、

省
エ

ネ
巡

回
実
施

2
0
社
 

【
利

用
実

績
】
 

「
環

境
」

 
 

 
 5
,
6
51

件
（

前
年
度
比

4
%増

）

「
安

全
・

安
心

」
5
,
8
83

件
（

前
年
度
比

3
8
%増

）

④
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

の
技

術
分

野
の

相
談

に
つ

い
て

積
極

的
に

対
応

す
る

。
 

3
)
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ
ス

産
業

等
へ

の
技

術
相

談
の
対

応
 

・
業

務
提

携
し

て
い

る
金

融
機

関
や
経

営
支

援
機

関
と

協
力

し
、
幅

広
い

業
種

へ
の

都
産

技
研
紹

介
を

実
施

 
・

本
部
の

見
学

会
実

施
な

ど
を

提
携
機

関
と

連
携

し
て

実
施

（
計

4
回
）

 
【

も
の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ
ス

産
業

等
へ

の
技

術
相

談
対
応

実
績

】
 

全
相

談
件

数
の

1
0
% 
 

（
卸

売
・

小
売
業

6
.
8%
、
デ
ザ

イ
ン
業

等
専

門
サ

ー
ビ

ス
業

1
.
1%
、
 

機
械

設
計

等
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

0
.
7%
、
情

報
サ

ー
ビ

ス
業

0
.
6
%
、
他

0.
8
%）

 

 

○
も

の
づ

く
り

に
関

連
す

る
サ

ー
ビ

ス
業

等
へ

の

技
術

相
談

の
対

応
 

・
全

相
談

件
数
の

1
0
%  

（
卸

売
・

小
売

業
6.
8
%
、

専
門

サ
ー

ビ
ス

業

1
.
1
%、

技
術

サ
ー

ビ
ス

業
0.
7
%
、
情

報
サ

ー
ビ

ス
業

0.
6
%）
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中
小

企
業

の
現

場
で

の
支

援
が

必
要

な

場
合

は
、

職
員
や

専
門

家
を
現

地
に

派
遣

す
る

実
地

技
術

支
援

を
実

施
す

る
。
 

⑤
中

小
企

業
の

現
場

で
の

支
援

が
必

要
な

場
合

は
、

職
員

や
専

門
家

を
現

地
に

派
遣

す
る

実
地

技
術

支
援

を
実

施
す

る
。
 

(
6
)
実
地

技
術

支
援

の
実

施
 

1
)
都

産
技

研
職

員
に

よ
る

実
地

技
術
支

援
実

績
（

無
料

）
 

 
a
)
実
施

件
数

：
8
2
8
件

（
前

年
度
な

み
）
 

 
b
)
実
地

技
術

支
援

事
例
 

 
 

・
自

社
製

品
の

セ
ン

サ
ー

の
バ
ラ

つ
き

の
原

因
究

明
と

対
策
（

電
子

部
品

製
造

業
）

 

 
 

・
亜

鉛
ダ

イ
カ

ス
ト

製
品

の
割
れ

の
原

因
究

明
と

解
決

策
の
提

案
（

機
械

製
品

製
造

業
）
 

 
 

・
ホ

ウ
素

の
防

カ
ビ

性
能

に
つ
い

て
の

技
術

情
報

提
供

（
家
具

製
品

輸
入

販
売

業
）

 

 
 

・
現

行
の

製
品

を
大

量
生

産
す
る

た
め

の
部

材
開

発
の

検
討
（

機
械

製
品

製
造

業
）

 

2
)
技

術
指

導
員

と
都

産
技

研
職

員
に
よ

る
実

地
技

術
支

援
（

無
料
）
 

 
a
)
実
施

件
数

：
5
4
件

（
前
年

度
な
み

）
 

 
b
)
実
地

技
術

支
援

事
例
 

 
 
 
 
・
切

削
加

工
に
お

け
る
加
工

硬
化
の
問

題
に
つ

い
て
、
対
策

案
を
提

示
（金

属
製

品
製

造
業

） 

 
 

・
自

社
工

場
の

騒
音

対
策

や
遮
音

性
能

に
関

す
る

技
術

支
援
（

紙
製

品
加

工
業

）
 

 
 

・
ゴ

ム
製

マ
ッ

ト
で

発
生

し
た
ソ

リ
の

原
因

究
明

と
対

応
策
（

電
気

部
品

製
造

販
売

業
）
 

 
 

・
電

気
集

塵
機

の
集

塵
性

能
向
上

の
た

め
の

改
善

案
（

電
気
機

械
器

具
製

造
業

）
 

 

 

都
産

技
研

が
保

有
し

て
い

な
い

技
術
分

野
の

相
談

が
あ

っ
た

場
合

は
、

他
の
試

験

研
究

機
関

や
大

学
へ

紹
介

す
る

な
ど
、

お

客
様

の
利

便
性

向
上

に
努

め
る

。
 

 

⑥
都

産
技

研
の

保
有

し
て

い
な

い
技

術
に

つ
い

て
は

、
他

の
試

験
研

究
機

関
や

大
学

、
専

門
知

識
を

有
す

る
外

部
専

門
家

を
活

用
し

て
課

題
の

解
決

を
図

り
、
利
用

者
の

要
望

に
応
え

る
。

 

3
)
外

部
専

門
家

（
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン
グ

ア
ド

バ
イ

ザ
）

に
よ

る
実
地

技
術

支
援

（
有

料
）

 

 
 

都
産

技
研

に
登

録
さ

れ
た

専
門
知

識
を

有
す

る
外

部
専

門
家
(
全

9
8
名
)
に
よ

る
生
産

現
場
で

の
支

援
を

希
望

す
る

企
業

に
対

し
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

を
現

地
に
派

遣
し

、
実

地
技

術
支

援
を
実

施
 

 
a
)
実
施

件
数

：
2
4
企

業
 
1
6
7
日
（

前
年

比
1
3
%減

）
 

 
b
)
実
地

技
術

支
援

事
例
 

 
 
 
 
・
I
S
O
 1
4
0
01

の
短

期
間

で
の
認

証
取

得
協

力
（

汎
用

機
械
器

具
製

造
業

）
 

 
 
・
ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の
再

構
築
や

実
現

性
が

高
い

シ
ス

テ
ム
開

発
計

画
書

の
策

定
支

援
（

シ
ス

テ
ム

開
発
業
） 

 
 

・
社

員
の

ク
レ

ー
ム

処
理

に
対
す

る
取

り
組

み
協

力
（

金
属
加

工
製

造
業

）
 

 
 

・
製

品
寸

法
の

バ
ラ

つ
き

低
減
化

や
信

頼
性

向
上

に
よ

る
新
規

顧
客

獲
得

戦
略

支
援

（
金
属

製
品

製
造

業
）
 

 
 

・
接

着
剤

製
造

工
程

の
生

産
性
向

上
と

製
品

特
性

の
改

善
（
化

学
製

品
製

造
業

）
 

4
)
自

治
体

と
の

連
携

に
よ

る
外

部
専
門

家
派

遣
支

援
の

取
り

組
み
を

強
化
 

 
 

・
外

部
専

門
家

派
遣

の
企

業
負
担

分
を

助
成

す
る

制
度

を
利
用

で
き

る
自

治
体

を
拡

大
 

従
前

の
港

区
に

2
区

を
追

加
し

て
3
区

で
の

助
成

制
度

利
用

が
可
能

に
。
 

（
千

代
田

、
港

、
品

川
）
 

5
)
都

産
技

研
が

対
応

で
き

な
い

外
部
専

門
機

関
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の
整

備
 

都
産

技
研

が
対

応
で

き
な

い
技

術
分

野
へ

の
相

談
に

応
え

る
た

め
、

専
門

分
野

ご
と

に
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作

成
し

、
利

用
者

の
問

い
合

わ
せ

に
対
応

で
き

る
体

制
を

整
備

 

 

          ○
自

治
体

と
連

携
し

た
外

部
専

門
家

派
遣

の
取

り

組
み

強
化
 

 
・

外
部

専
門

家
派

遣
の

企
業

負
担

分
を

助
成

す

る
制

度
を

利
用

で
き

る
自

治
体

を
拡
大
 

 
 

 
2
区
追

加
し

、
3
区
（
千

代
田
、
港
、
品
川

）

で
利

用
可

能
 

相
談

業
務

の
効

率
的

・
効

果
的

な
実

施

と
利

用
者

の
利
便

性
向

上
の
視

点
か

ら
、

新
た

に
、
I
T
を

活
用

し
協

定
締

結
機
関

と

連
携

し
た

技
術
相

談
体

制
を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

区
市
町

村
と

連
携
し

た
現

地
で

の
技

術
相

談
会
等

の
開

催
や
来

所
相

談
に

お
け

る
予

約
制
の

導
入

な
ど
、

相
談

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

⑦
協

定
締

結
機

関
と

連
携

し
た

新
た

な
技

術
相

談
体

制
を

開
始

す
る

。
 

(
7
)
協
定

締
結

機
関

と
連

携
し
た

技
術
支

援
体

制
 

1
)
板

橋
区

と
の

連
携

開
始
 

 
a
)
「
板

橋
区

産
業

技
術

支
援

セ
ン
タ

ー
」

の
開

設
お

よ
び

運
営
協

力
 

 
 

 
平
成

2
4
年

2
月

1
3
日

開
設
し

た
「

板
橋

区
産

業
技

術
支
援

セ
ン

タ
ー

」
の

開
設

準
備
、
運
営

に
関

し
て
、

都
産

技
研

OB
人
材

派
遣

（
3
名

）
で
連

携
開

始
 

 
b
)
TV

会
議

シ
ス

テ
ム

を
活
用

し
た
技

術
相

談
の

準
備
 

 
 

 
板

橋
区

産
業

技
術

支
援

セ
ン

タ
ー

と
都

産
技

研
本

部
総

合
支

援
窓

口
と

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

通
信

回
線

で

結
ん

だ
技

術
相

談
連

携
体

制
の

2
4
年

度
運

用
開

始
に

向
け
た

準
備
作

業
を

実
施
 

 
2
)
北
区

と
の

連
携

準
備
 

a
)
北

区
役

所
内

の
技

術
相

談
員

配
置
に

向
け

た
準

備
 

北
区

が
区

役
所

内
に

2
4
年

度
か

ら
設
置

を
予

定
し

て
い

る
も

の
づ
く

り
産

業
支

援
の

た
め

の
技
術

相
談
所

に
対

応
す

る
た

め
、
企

業
へ
の

ア
ン
ケ

ー
ト

調
査
（

9
月

）
へ

の
実
施

協
力

や
、
配

置
す
る

技
術
相

談
員
（

都

産
技
研

O
B）

の
情

報
提

供
を
実

施
 

  

○
協

定
機

関
と

連
携

し
た

技
術

相
談
 

・
板

橋
区

産
業

技
術

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

開
設

お

よ
び

運
営

協
力
 

 
 

都
産

技
研

OB
人
材

派
遣
で

連
携
開

始
 

・
北

区
の

技
術

相
談

所
開

設
に

向
け
た

準
備
 

 
 

企
業

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

9
月

）
へ

の

実
施

協
力

や
、

配
置

す
る

技
術

相
談

員
（

都

産
技
研

O
B）

の
情

報
提

供
 

 
⑧

震
災
に

よ
る

電
力

不
足

に
対

応
す

る
た

め
、

都
内

お
よ

び
被

災
地

中
小

企
業

の
節

電
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

技
術

相
談

や
実

地
技

術
支

援
に

取
り

組
む

。
 

(
8
)
 
節
電

や
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す
る

技
術

相
談

や
実

地
技

術
支
援
 

 
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

に
伴

う
電

力
不

足
へ

対
応

す
る

た
め

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る

専
門

相
談

員
の

配
置

や
、

都
産

技
研

職
員

が
中

小
企
業

の
製

造
現

場
に

出
向

い
て
ど

の
機

械
に

ど
れ

く
ら

い
電

力
が

使
用

さ
れ

て
い

る
か

を
計

測
し
、「

見
え
る

化
」

す
る
節

電
・
省

エ
ネ

巡
回

を
実

施
 

 

 ○
節

電
・

省
エ

ネ
巡

回
実

績
 

都
内

お
よ

び
被

災
地

中
小

企
業

を
対
象

に
、
 

4
2
事
業

所
実

施
（

都
内

2
2、

被
災
地

2
0）
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1
)
節

電
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る
技

術
相

談
 

 
 

a
)専

門
相

談
員

を
配

置
し

て
、
節

電
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関
す

る
技

術
相

談
を

実
施

 
【
再

掲
：

(
5）
】
 

 
 

 
 

省
エ

ネ
専

門
相

談
員

配
置
 

2
名

 
6
月
～

9
月
 

2
)
節

電
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関

す
る
実

地
技

術
支

援
 

 
 

a
)都

内
中

小
企

業
へ

の
節

電
・
省

エ
ネ

巡
回
 

 
 

 
・

中
小

企
業

の
工

場
な

ど
の

節
電

・
省

エ
ネ

対
策

と
し

て
電

力
を

計
測

す
る

機
器

を
持

ち
込

ん
で

、
電

力
状

況
を

「
見

え
る

化
」

す
る

無
料

の
出
張

支
援

サ
ー

ビ
ス
を

6
月

27
日
か

ら
開

始
 

 
 

 
・

実
施

件
数

 
都

内
中

小
企
業

合
計

 
2
2
事

業
所
（

6
月

2
7
日

～
3
月

27
日
）
 

 
 

b
)被

災
地

公
設

試
験

研
究

機
関
と

連
携

し
た

省
エ

ネ
巡

回
 

 
 

 
 

岩
手

県
や

宮
城

県
の

機
関

と
連

携
し

て
、

省
エ

ネ
巡

回
を

実
施

す
る

と
と

も
に

測
定

に
必

要
な

機
器

を
貸

与
 

 
 

 
・

貸
与

機
器
 

 
 

 
 

 
照

度
計

、
パ

ワ
ー

メ
ー
タ

、
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

、
バ
ッ

テ
リ

（
1
セ
ッ

ト
金

額
：
約

5,
5
0
0
千

円
）

 
 

 
 

 
 

 
車

両
（

多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
保

有
車

両
を

被
災

地
省
エ

ネ
巡

回
用

に
一

時
貸

出
）
 

 
 

 
・

省
エ

ネ
巡

回
実

施
件

数
合
計

 
2
0
事

業
所
 

 
 

 
 

 
岩

手
県

内
中

小
企

業
 
7
事
業

所
（

8
月

）
 

 
 

 
 

 
宮

城
県

内
中

小
企

業
 
1
2
事

業
所

（
7
月

～
8
月

）
 

 
 

 
 

 
福

島
県

内
中

小
企

業
 
1
事
業

所
（

7
月

）
 

 
3
)
広
域

連
携

で
節

電
、

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
へ

対
応
 

 
 

 
 

24
年
度

も
「

見
え
る

化
」
支

援
を

都
内

企
業

に
継

続
実
施

す
る

と
と

も
に

、
測

定
す
る

事
業

所
が

近
接

県

に
あ

る
要

望
も

多
い

た
め

、
首

都
圏

公
設

試
連

携
推

進
会

議
で

埼
玉

県
、

千
葉

県
公

設
試

験
研

究
機

関
と

連

携
し

、
広

域
で

対
応

す
る

こ
と

を
決
定

（
3
月

2
日
）
 

 

○
節

電
・

省
エ

ネ
巡

回
を

実
施

し
た
利

用
者

の
声

・
「

想
定

以
上

に
待

機
電

力
が
大

き
か
っ

た
の

で
、

分
電

盤
か

ら
遮

断
す

る
必

要
性

を
確

認
し

た
。
」

（
金

属
加

工
製

造
業

）
 

・
「

照
明

器
具

交
換

前
後

2
回

の
測

定
し

て
も

ら

い
、

蛍
光

灯
か
ら

L
ED

電
球
へ

交
換
で

想
定

通

り
の

結
果

を
確

認
で

き
た

。
」
（

一
般

機
械

器
具

製
造

業
）
 

・「
想
定

以
上

に
電

気
炉

か
ら
熱

が
逃
げ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
。
」
（

窯
業

・
土

石
製

品
製

造

業
）
 

○
被

災
地

へ
の

機
器

貸
与
 

 
岩

手
県

、
宮

城
県

、
福

島
県

の
節

電
・

省
エ

ネ

巡
回

に
あ

た
っ

て
は

、
測

定
に

必
要

な
機

器
の

貸

与
も

実
施
 

 ○
節

電
・

省
エ

ネ
巡

回
の

首
都

圏
広

域
実

施
の

決

定
 好

評
に

よ
り

都
内

企
業

へ
の

支
援

を
24

年
度

も
継

続
実

施
す

る
と

と
も

に
、

新
た

に
埼

玉
県

お

よ
び

千
葉

県
の

公
設

試
験

研
究

機
関

と
連

携
し

て
、

広
域

で
実

施
す

る
こ

と
を

決
定
 

 

 
⑨

被
災
地

公
設

試
験

研
究

機
関

と
連

携
し

、
放

射
線

量
測

定
等

の
現

地
の

課
題

に
対

応
し

た
震

災
対

応
技

術
支

援
を

実
施

し
、

被
災

地
復

興
に

貢
献

す
る

。
 

(
9
)
被
災

地
公

設
試

験
研

究
機
関

と
連
携

し
た

震
災

復
興

技
術

支
援
 

都
産

技
研

が
公

設
鉱

工
業

試
験

研
究

機
関

長
協

議
会

の
会

長
機

関
と

し
て

被
災

地
公

設
試

験
研

究
機

関
（

岩

手
、

宮
城

、
福

島
、

栃
木

、
茨

城
）
と

連
携

し
、

震
災

復
興

支
援
事

業
を

実
施
 

1
)
被

災
地

域
企

業
の

利
用

料
金

の
減
額
 

 
 
 

・
被

災
地

公
設

試
験

研
究

機
関
に

よ
る

依
頼

試
験

等
の

実
施
が

困
難

な
状

況
か

ら
、

試
験
等

の
代

行
を

実
施
 

・
被

災
地

の
震

災
復

興
支

援
の

た
め
、

試
験

料
金

等
の

50
％

減
額
を

実
施
 

・
平
成

2
3
年

度
利

用
実

績
：
1
8
,
4
88

件
(依

頼
試

験
＋

機
器

利
用
件

数
合

計
) 

（
う

ち
東

京
都

関
連

企
業

：
11
,
0
0
4
件

,
66
%
）
 

 
5
件
（

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 7

件
（
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援
）
 

減
額

金
額

：
約

17
百
万

円
 

2
)
被

災
地

支
援

の
た

め
の

職
員

派
遣
 

 
 

a
)放

射
線

量
測

定
支

援
 

 
 
 
 
  
福
島

ハ
イ

テ
ク

プ
ラ
ザ

か
ら
の

要
請

に
よ

り
、

職
員

を
派
遣
 

(
4
月

13
日
か

ら
2
7
日

ま
で
（

3
日
交

代
）

延
べ

8
 名

) 

 
 

b
)被

災
地

公
設

試
験

研
究

機
関
か

ら
の

要
請

に
基

づ
く

職
員
派

遣
 

 
 

 ・
岩
手

県
へ

派
遣

 
東
北

6
県
放

射
線

担
当

者
会

議
に

て
放
射

線
に

関
す

る
講

演
実

施
（
9
月

9
日
）
 

 
 

 ・
宮
城

県
へ

派
遣

 
宮
城

県
組
込

み
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
研

究
会
に

て
講

演
実

施
（

7
月

8
日
）
 

3
)
機

関
長

協
議

会
職

員
等

を
対

象
と
し

た
放

射
線

量
測

定
講

習
会
を

開
催
 

 
a
)
西
が

丘
本

部
に

て
放

射
線

測
定
に

関
す

る
講

義
お

よ
び

実
習
を

実
施

（
4
月

2
7
日
）

 

 
 
 
 
・

講
義

：
放

射
線

の
基
礎

知
識
お

よ
び

測
定

の
基

礎
 

 
 
 
・

実
習

：
サ

ー
ベ

イ
メ
ー

タ
に
よ

る
表

面
汚

染
測

定
 

 
 
 
・

参
加

数
：

1
3
機

関
46

名
参
加
 

 
4
)
放
射

線
量

測
定

機
器

の
貸

与
、
斡

旋
活

動
の

実
施
 

 
 

 
 
測
定

機
器

不
足

に
よ
り

機
器
貸

出
可

能
機

関
へ

調
査

お
よ
び

斡
旋

を
実

施
 

 
 

a
)都

産
技

研
か

ら
栃

木
県

産
業
技

術
セ

ン
タ

ー
へ

GM
型

サ
ー
ベ

イ
メ

ー
タ

1
台

 貸
与

期
間
：

4
月

→
9
月
 
 

b
)
都

産
技

研
か

ら
新

潟
県

工
業

技
術
総

合
研

究
所
へ

G
M
型
サ

ー
ベ
イ

メ
ー
タ

1
台
 
貸
与
期

間
：
5
月
→

8
月
 

c
)
理

化
学

研
究

所
か

ら
岩

手
県

工
業
技

術
セ

ン
タ

ー
へ

GM
型

サ
ー
ベ

イ
メ

ー
タ

5
台
 

 
 

貸
与

期
間

：
5
月
→

1
2
月

（
都
産

技
研

が
仲

介
斡

旋
）

 

 
 

d
)神

奈
川

県
産

業
技

術
セ

ン
タ
ー

か
ら

都
産

技
研

へ
貸

与
：
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
型

サ
ー
ベ

イ
メ

ー
タ

1
台
 

貸
与

期
間

：
5
月
→

7
月
 

 ○
被

災
地

公
設

試
と

連
携

し
た

震
災

復
興

技
術

支

援
 

・
試

験
等

の
代

行
実

施
 

・
試

験
料

金
等

50
％
減

額
を
実

施
 

1
)
利

用
実

績
 

依
頼

試
験

・
機

器
利

用
 

1
8,
4
8
8
件
 

 
 

 
う

ち
東

京
都

関
連

企
業

 
1
1,
0
04

件
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
 

5
件
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
 
7
件
 

2
)
減

額
実

績
 
約

1
7
百

万
円
 

 ○
被

災
地

支
援

の
た

め
の

職
員

派
遣
 

1
)
放

射
線

量
測

定
支

援
 

 
 

福
島

ハ
イ

テ
ク

プ
ラ

ザ
へ

職
員
派

遣
 

 
 

4
月

13
日
～

2
7
日

 
延
べ

8
名
 

2
)
公

設
試

験
研

究
機

関
か

ら
の

講
演
依

頼
 

 
 

岩
手

県
（

9
月

9
日

）
 

 
 

宮
城

県
（

7
月

8
日

）
 

 ○
機

関
長

協
議

会
に

お
け

る
活

動
 

1
)
放

射
線

関
連

業
務

に
関

す
る

分
科
会

活
動

等
 

 
 

都
産

技
研
で

2
回
開

催
、
 

 
 

宮
城

県
で

1
回

開
催
 

 
 

 
計

3
回

開
催

 
延
べ

1
7
4
名
参

加
 

2
)
技

術
冊

子
の

作
成
 

 
 

全
国

8
機
関

の
公

設
試
験

研
究
機

関
職

員
の

協
力

を
得

て
、

都
産

技
研

が
放

射
線

対
策

ガ
イ

ド
を

作
成

（
3
万
部

発
行

：
1
月

配
布
開

始
）
 

 
3
月
末

ま
で

1
3,
0
12

部
配
布

済
み
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5
)
機

関
長

協
議

会
に

お
け

る
放

射
線
測

定
に

関
す

る
分

科
会

活
動
等

を
主

宰
 

a
)
機

関
長

協
議

会
に

分
科

会
を

提
案
し

、
講

習
会

を
実

施
 

 
 
 
 放

射
線

測
定

状
況

に
関
す

る
情
報

共
有

を
目

的
と

し
て

、
機

関
長

協
議

会
に

分
科
会

を
設
置

し
、
講

習
会
 

を
実

施
 

 
 
 
b
)分

科
会

の
開

催
 

 
 
 
 

 ・
第

1
回
 

開
催

場
所

：
西
が

丘
本

部
 

 
平
成

2
3
年

8
月

25
日
（

3
5
機
関

5
4
名
参

加
）
 

 
 

 
 

 
 

活
動

内
容

：
全

国
公

設
試

の
放

射
線

対
応

状
況

の
確

認
、

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
の

測
定

方
法

、
技

術
冊

子
掲

載
内

容
の

検
討
 

 
 

 
・
第

2
回
 

開
催

場
所

：
本
部

 
 

 
 

 
平
成

2
3
年

11
月

2
日
（

1
7
機
関

2
8
名
参

加
）
 

 
 

 
 

 
 

活
動

内
容

：
ゲ

ル
マ

ニ
ウ

ム
半

導
体

検
出

器
の

放
射

能
測

定
方

法
と

実
習

、
技

術
冊

子
掲

載
内

容
確

認
 

 
 

 
・
第

3
回
 

開
催

場
所

：
宮
城

県
仙

台
市

 
平
成

2
4
年

3
月

6
日
（

2
5
機

関
46

名
参
加

）
 

 
 

 
 

 
 

活
動

内
容

：
技

術
冊
子

配
布

状
況

報
告

、
仙

台
市
震

災
廃

棄
物

搬
入

場
等

視
察
 

 
 

c
)技

術
冊

子
の

作
成
 

 
 

 
 

①
全
国

8
機
関

の
公

設
試
験

研
究

機
関

の
職

員
の

協
力
を

得
て

、
都

産
技

研
が

放
射
線

対
策

ガ
イ

ド
を

作
 

成
（

3
万

部
発

行
：

1
月

配
布
開

始
）
 

②
全
国

6
7
機

関
か

ら
無

料
配
布

す
る
と

と
も

に
、

都
産

技
研

H
P
に

専
用

申
込

サ
イ

ト
を
立

ち
上
げ

、
申
 

込
者

に
は

郵
送

に
て

配
布
 

 
 

 
 

 
・

書
名

「
放

射
線

・
放
射

能
の

基
礎

と
測

定
の

実
際
」
 

 
 
 
 

 
 

 
配

布
部

数
 
1
3
,
0
12

部
(平

成
2
4
年

3
月
末

時
点
) 

 
 

 
 

 
・

新
聞

報
道

(4
件

) 

 
 

 
 

 
 

 日
刊
工

業
新
聞

（
2
月

2
日

、
3
月

2
7
日
）、

東
京
新

聞
（

2
月

4
日

）、
 

化
学

工
業

日
報

（
2
月

1
0
日
）

 

 

            ○
技

術
冊

子
を

配
布

し
た

利
用

者
の
声
 

理
化

学
機

器
、

計
測

器
商

社
 

・「
放
射

線
測

定
装

置
を

販
売
し

た
お
客

様
に

配

布
し

、
活

用
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。」

 

・「
原
子

力
施

設
向

け
の

製
品
を

取
り
扱

い
ま

す

が
、

放
射

線
に

つ
い

て
の

知
識

不
足

か
ら

社

内
教

育
用

と
し

て
使

用
し

ま
す

。」
 

自
治

体
防

災
セ

ン
タ

ー
担

当
者

 

・「
冊
子

の
内

容
は

大
変

に
興
味

深
い
も

の
で

し

た
の

で
、

消
防

部
隊

の
学

習
用

と
来

館
者

用

の
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
に

も
備

え
た

い
。」

 

技
術

相
談

件
数

に
つ

い
て

は
、

第
二
期

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る
平

成

2
7
年
度

の
年

間
実

績
80
,
0
00

件
を
目

標

と
す

る
。
 

技
術

相
談

の
実

施
《

目
標
：
平

成
27

年
度

 
80
,
0
00

件
》
 

(
1
0
)
技
術

相
談

実
績
 

 
1
)
技
術

相
談

実
績
 

中
小

企
業

に
対

し
、

職
員

の
専

門
的

な
知

識
を

活
用

し
、

来
所

、
電

話
、

電
子

メ
ー

ル
等

に
よ

る
技

術
相

談
を

10
6
,
77
0
件
実

施
し

、
製

品
開
発

支
援

や
技

術
的

課
題

解
決
に

貢
献
 

(
前

年
度

比
1
7
%増

、
第

2
期
中

期
計
画

目
標

値
比

13
3
%）

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 (
来
所

：
25
,
1
27
、

電
話
：

4
8,
5
67

件
、

メ
ー
ル

：
2
4,
3
27

件
、

そ
の

他
：
8
,
7
4
9
件

) 

 
 
2
)
ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
 

平
成

23
年
に

都
産

技
研

を
利
用

し
た
お

客
様

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行
い

、
各

事
業

に
お

け
る

利
用
満

足
度

調

査
や

成
果

取
得

状
況

な
ど

に
つ

い
て
確

認
（

全
回

答
数

：
83
4
社
）
 

相
談

事
業

の
利

用
成

果
(
目
的
達

成
度
)
に
関

し
て

、「
十

分
達

成
で
き

た
」
、「

あ
る
程

度
達

成
で
き

た
」
を

合
わ

せ
て

94
%
の
高

い
満

足
度

を
獲
得
 

 
3
)
技
術

相
談

か
ら

の
成

果
事

例
 

 
 

a
)医

療
用

洗
浄

機
製

造
時

の
温
度

校
正

作
業

の
自

動
化

 

 
 

b
)海

外
製

情
報

端
末

の
技

術
適
合

証
明

取
得

支
援
 

 
 

c
)空

気
清

浄
機

の
モ

ー
タ

制
御
方

法
の

改
善
 

 
 

d
)金

型
転

写
不

良
の

改
善

 

 
 

e
)都

産
技

研
保

有
特

許
を

利
用
し

た
製

品
開

発
に

際
し

て
の
情

報
提

供
 

 
 
 
 
f
)製

品
コ

ン
セ

プ
ト

の
策

定
お
よ

び
事

業
企

画
書

、
商

品
企
画

書
の

作
成

支
援
 

 
 
 
 
g
)金

属
管

溶
接

の
た

め
の

消
磁
方

法
 

 
 
 
 
h
)ケ

ー
ブ

ル
被

覆
材

の
溶

剤
に
よ

る
除

去
方

法
 

○
技

術
相

談
実

績
 

本
部

移
転

に
も

か
か

わ
ら

ず
過

去
最
高

の
 

1
0
6
,
7
70

件
を

実
施

（
前

年
度

比
17
%
増
）
 

 

○
利

用
満

足
度

に
関

す
る

調
査

結
果
 

 
職

員
の

専
門

的
な

知
識

の
活

用
、

利
用

者
へ

の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

の
徹

底
を
図

り
、
 

9
4
%
(
前
年

度
な

み
)
満
足

の
評
価

を
獲
得

。
 

  

成
果

取
得

状
況
 

回
答

比
率

十
分

達
成

で
き

た
 

4
3
% 

あ
る

程
度

達
成

で
き

た
 

5
2
% 

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た
 

4
%
 

達
成

で
き

な
か

っ
た
 

1
%
 

n
=
8
3
4 

 



― 45 ―

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

（
2
）
 

依
頼

試
験
 

 
製

品
等
の

品
質

・
性

能
の

評
価

や
、
事
故

原
因

究
明

な
ど

中
小
企

業

の
生

産
活

動
に

伴
う

技
術

課
題

の

解
決

を
目

的
と

し
て

、
依

頼
試
験

を

実
施

す
る

。
 

 
 

 
 

製
品

の
品

質
・

性
能

証
明

や
事

故
原

因
究

明
な

ど
都

内
中

小
企

業
の

技
術
的

課
題

の
解

決
及

び
高

品
質

、
高

性
能
、

高
安

全
性

な
ど

付
加

価
値

の
高

い
も
の

づ
く

り
を

支
援

で
き

る
よ

う
、

依
頼
試

験
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

効
果
的

な
技

術
的

ア
ド

バ
イ

ス
を

実
施

す
る
。

 

①
本

部
に

新
た

に
導

入
し

た
機

器

を
活

用
し

、
高

品
質

、
高

性
能

、
高

安
全

性
な

ど
付

加
価

値
の

高
い

も

の
づ

く
り

を
支

援
で

き
る

よ
う

、
依

頼
試

験
の

充
実

を
図

る
。
 

2
 

Ｓ
 

(
1
)
依
頼

試
験

の
実

績
 

 
 

 東
日
本

大
震

災
お

よ
び
本

部
移
転

の
影

響
に

よ
り

西
が

丘
本
部

の
依

頼
試

験
業

務
を

一
部
停

止
し

た
が

、
多
 

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
、

城
東

支
所

、
墨
田

支
所

、
城

南
支

所
が

本
部
機

能
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る
体

制
を

整
備
し
、
 

過
去

最
多

の
依

頼
試

験
を

実
施

 

1
)
都

産
技

研
全

体
の

依
頼

試
験

実
績
 

1
0
6
,
1
95

件
（

前
年

度
比

7
%増

）
 

2
)
西

が
丘

本
部

お
よ

び
本

部
の

実
績
 

 
 
 

・
東

日
本

大
震

災
お

よ
び

移
転
の

影
響

に
よ

り
、

年
間

実
績
 

5
6,
7
02

件
（

前
年
度

比
9%
減
）
 

（
前

年
度

実
績

は
西

が
丘

本
部

お
よ
び

駒
沢

支
所

の
実

績
合

計
：
6
2
,
31
4
件

）
 

 
 
 

・
西

が
丘

本
部

実
績

（
上

半
期
：

4
月

～
9
月

）：
1
7,
6
6
3
件
、
 

・
本

部
実

績
（

下
半

期
：

10
月

～
3
月

）
が

、
3
9
,
03
9
件
（

上
半
期

実
績
比

1
2
1%
増
）
と

急
増
 

本
部

依
頼

試
験

実
績

推
移

2
7
.1
0
7

3
0
.1
3
2

1
7
.6
6
3

3
9
.0
3
9

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

H
2
2
上

H
2
2
下

H
2
3
上

H
2
3
下

千
件

 

3
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

依
頼

試
験
 

 
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
試

験
機
器

の
充

実
と

新
規

顧
客

の
増
加

に
よ

り
大

幅
な

試
験

実
績
の

増
加
 

 
 
 

 
 

2
4,
6
11

件
実

施
（
前

年
度
比

76
%
増
）
 

 
 

 
 

 
 

 

9
.3
5
4

1
3
.9
5
5

2
4
.6
1
1

3
4
6

1
,6
1
0

2
,5
4
7

05
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

3
0
0
0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

千
件

多
摩
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

依
頼
試

験
実
績

推
移

依
頼
試
験
実
績

(左
）

利
用

企
業

総
数

（
右

）

件

 
4
)
城

東
、

墨
田

、
城

南
支

所
の

依
頼
試

験
 

 
 

西
が

丘
本

部
機

能
の

バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
体

制
実

施
に

よ
り

3
支
所

の
実

績
も

増
加
 

 
 
 

 
・

城
東

支
所

  
3
,
22
3
件

（
前

年
度

比
4
6
%増

）
 

・
墨

田
支

所
 

 
6,
9
36

件
（
前

年
度
並

み
）
 

・
城

南
支

所
 

1
4,
7
23

件
（
前

年
度
比

4%
増
）
 

  

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

「
国

際
規

格
に

対
応

し
た

認
定

取
得

の
拡

大
や

品
質

保
証

体
制

の
更

な
る

向
上

を
図

り
、
依
頼

試
験

の
品

質

向
上

に
継

続
的

に
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

」
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

1
)
国

際
規

格
認

定
取

得
拡

大
へ

の
取
組

を
強

化
 

・
本

部
移

転
に

伴
う

電
気
・
温

度
分
野

の
再

登
録

へ
向

け
作

業
を

実
施

（
2
4
年

度
再
申

請
予
定

）
 

・
E
M
C
分

野
の

新
規

登
録

へ
向

け
取
組

を
開

始
 

（
2
4
年

度
申

請
予

定
）
 

2
)
品

質
保

証
体

制
の

向
上
 

・
高

精
度

な
機

器
等

を
導

入
し

、
高
品

質
な

依
頼

試
験

を
拡

充
（

44
項
目

）
 

・
「

成
績

証
明

書
書

き
方

講
座

」
を

実
施

し
、

品
質

向

上
へ

の
取

り
組

み
活

動
を

実
施

 

・
試
験

機
器

の
着

実
な

保
守
・
校
正

の
実

施
（
3
5
0
件

）

 ○
依

頼
試

験
実

績
 

・
本

部
移
転

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
過

去
最
高
の

1
0
6,
1
9
5

件
を

実
施

（
前

年
度
比

1
0
7%
）
 

・
下

半
期

本
部

実
績

が
上

半
期

の
約

2
倍
と

急
増
 

都
産

技
研

全
体

の
依

頼
試

験
実

績
推

移

8
7
.6
3
1

1
0
0
.8
4
2
1
0
0
.4
8
2

9
9
.6
2
9

1
0
6
.1
9
5

8
1
.7
3
0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

千
件

○
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

依
頼

試
験
実

績
 

 
2
4
,
61
1
件

（
前

年
度

比
76
%
増

）
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5
)
都
内

中
小

企
業

の
利

用
料

金
減
額
 

 
 

 
震

災
の

影
響

に
よ

り
業

況
が
悪

化
し

て
い

る
中

小
企

業
の
試

験
利

用
料

金
を

50
%
減

額
実

施
 

 
 

a
)対

 
 

象
：
「
り

災
証
明

」
、
「
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
5
号
（

ハ
）」

ま
た

は
「
東

日
本
大

震
災

復
興

緊
急

保
証

」
の

認
定

を
受

け
た

都
内

中
小
企

業
を

減
額

対
象

と
決

定
 

 
 

b
)減

額
期

間
：

6
月

1
日

か
ら
開

始
 

 
 

c
)利

用
実

績
：

1
,4
4
7
件

（
依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
実
績

合
計

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
件

（
オ

ー
ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
）
 

 (
2
)
依
頼

試
験

項
目

の
充

実
 

本
部

開
設

に
合

わ
せ

導
入

し
た

機
器
(
計

2
0
9
機

種
)に

よ
り

、
新
た

な
依

頼
試

験
項

目
を

1
2
9
件

追
加
 

 
1
)
新
規

依
頼

試
験

項
目

の
内

訳
 

 
 

 
・

高
品

質
に

関
す

る
依

頼
試
験

 
 

44
件
 

 
 

 
・

高
性

能
に

関
す

る
依

頼
試
験

 
 

59
件
 

 
 

 
・

高
安

全
性

に
関

す
る

依
頼
試

験
 

26
件
 

 
2
)
新
規

依
頼

試
験

項
目

の
試

験
実
績
 

 
 

 
新

た
な

依
頼

試
験

項
目

追
加
に

よ
り

、
2
,
4
43

件
増

加
 

 
 

 
【

新
規

追
加

し
、

試
験

実
績
が

増
加

し
た

主
な

試
験

名
称
】
 

 
 

 
・

大
型

振
動

試
験

（
10
k
N
以
上

）
 

 
8
8
2
件
 

 
 

 
・

高
精

度
三

次
元

測
定

機
に
よ

る
長

さ
試

験
（

高
精

度
画
像

に
よ

る
）

 
3
2
0
件

 

 
 

 
・

高
性

能
促

進
耐

候
試

験
（
メ

タ
ル

ハ
ラ

イ
ド

ラ
ン

プ
式
）

 
1
2
6
件
 

3
)
依

頼
試

験
項

目
の

見
直

し
 

 
 

 
試

験
利

用
の

少
な

い
依

頼
試
験

項
目

の
見

直
し

を
行

い
、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験

へ
の
切

り
替

え
と

依
頼

試
 

験
項

目
の

廃
止

を
実

施
 

 
 

 
・

廃
止

し
た

試
験

項
目

2
4
件

 
 

 

 ○
都

内
中

小
企

業
の

利
用

減
額

 

・
震

災
の
影

響
に

よ
る

業
況
が

悪
化
し

て
い

る
企

業
を

対
象
に

5
0
%減

額
を

実
施

（
6
月

1
日
開

始
）
 

 
 

（
2
4
年

度
も

継
続

実
施
）

 

・
利

用
実

績
 

 
 

1
,4
4
7
件

（
依

頼
試

験
＋

機
器
利

用
実

績
）
 

 
 

 
 

3
件

（
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
試

験
）
 

  ○
依

頼
試

験
項

目
の

拡
充

お
よ

び
見
直

し
 

・
本

部
開

設
等

に
よ

る
機

器
整

備
に
よ

り
、

1
2
9
件

の

依
頼

試
験

項
目

を
新

た
に

追
加

 

・
新

規
追
加

項
目

に
よ

り
2
,
44
3
件
の

依
頼

試
験

実
績

が
増

加
 

・
試

験
項

目
の

廃
止

 
 2
4
件
 

 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

試
験

項
目

の
追
加

等
を

適
宜

行
う

と
と

も
に

、
全

国
の
公

設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技
研

の
特

徴
あ

る
技

術
分

野
（

E
MC
、
非

破
壊

検
査

、
照

明
、

音
響

、
高

電
圧

等
）
に

つ
い

て
は

、
試

験
精

度
の

向
上

や
試
験

内
容

の
拡

充
を

図
る

な
ど

一
層

高
品
質

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
努

め
る

。
 

 

②
導

入
し

た
新

た
な

施
設

を
活

用

し
、
都
産

技
研

の
特

徴
的

な
技
術

分

野
で

あ
る

非
破

壊
検

査
、
照
明

、
音

響
分

野
に

お
い

て
、
試
験

精
度
の

向

上
や

試
験

範
囲

の
拡

充
な

ど
一

層

高
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
。

(
3
)
都
産

技
研

の
特

徴
的

な
技
術

分
野
の

試
験

精
度

向
上

や
試

験
範
囲

拡
充

へ
の

取
り

組
み

 

都
産

技
研

ブ
ラ

ン
ド

試
験

（
東

京
都
な

ら
で

は
の

試
験

）
の

整
備
 
 

 
 
 

 
 
非
破

壊
検

査
、
照
明
、
音
響

分
野

に
、
高
電

圧
、
ガ

ラ
ス
分

野
を

加
え
た

5
分
野

を
、
都
産

技
研

の
特

徴
的

な
試

験
で

あ
る

ブ
ラ

ン
ド

試
験

と
位
置

づ
け

、
依

頼
試

験
業

務
を
拡

充
 

 
 
a
)非

破
壊

検
査

試
験
 

 
 
 
 
 

新
た

に
2
機
種

を
加
え

て
3
機

種
体

制
と

し
、
電
子

基
板
の

小
型

部
品

の
透

視
か

ら
、
エ

ン
ジ

ン
な
ど
の
大
 

型
部

品
へ

の
対

応
ま

で
を

可
能

に
す
る

な
ど

試
験

範
囲

を
拡

充
 

・
依

頼
試

験
実

績
 

7
,0
6
5
件

 

b
)
照

明
試

験
 

 
 
 
 
 

L
ED

照
明

等
の

照
明
機

器
の
新

需
要

や
新

規
格

に
対

応
し
た

製
品

評
価

試
験

を
充

実
 

・
依

頼
試

験
実

績
 

3
,4
4
2
件

 

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験

実
績

 
1
件
 

c
)
音

響
試

験
 

音
の

技
術

分
野

を
総

合
的

に
技

術
支
援

す
る

公
設

試
唯

一
の

機
関
と

し
て

、
本

部
に

残
響
室

、
結
合

残
響

室
、 

無
響

室
、

半
無

響
室

を
整

備
し

、
よ
り

高
品

質
な

技
術

支
援

を
実
施
 

・
依

頼
試

験
実

績
 

2
,1
8
2
件

 

 
 

 
 

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験
実

績
 

22
件
 

d
)
高

電
圧

試
験
 

①
高

精
度

な
交

流
電

圧
発

生
装

置
や
雷

イ
ン

パ
ル

ス
電

圧
発

生
装
置

を
新

規
導

入
し

高
品

質
な
試

験
を

実
施
 

②
避

雷
器

や
建

物
等

構
造

物
の

雷
保
護

に
関

す
る

IE
C
規
格

で
規
定

さ
れ

た
雷

イ
ン

パ
ル

ス
試
験

に
対

応
 

・
依

頼
試

験
実

績
 

2
,2
1
5
件

 

e
)
ガ

ラ
ス

試
験
 

①
ガ

ラ
ス

断
面

応
力

計
な

ど
を

導
入
し

、
試

験
範

囲
を

拡
充

 

②
ガ

ラ
ス

製
品

の
高

性
能

化
に

向
け
た

製
品

開
発

、
破

損
原

因
究
明

対
応

へ
の

分
析

・
試

験
を
実

施
 

・
依

頼
試

験
実

績
 

1
59

件
 

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験

実
績

 
24

件
 

 
 

  

○
都

産
技

研
ブ

ラ
ン

ド
試

験
の

開
始
 

1
)
東

京
都

な
ら

で
は

の
試

験
を

都
産

技
研

ブ
ラ

ン
ド

試
験

と
位

置
づ

け
、
年
度

計
画

の
非
破

壊
検

査
、
照

明
、
音

響
分

野
の

3
分

野
に
、
高
電

圧
、
ガ
ラ

ス
分

野
を

加
え
た

5
分
野

で
依

頼
試

験
業
務

を
拡

充
 

 2
)
依

頼
試

験
実

績
 

・
非

破
壊

検
査

試
験

 
 7
,
0
65

件
 

・
照

明
試

験
 
 
3
,4
4
2
件
 

・
音

響
試

験
 
 
2
,1
8
2
件
 

・
高

電
圧

試
験

 
 2
,
2
15

件
 

・
ガ

ラ
ス

試
験

 
 1
5
9
件
 

5
ブ

ラ
ン

ド
合

計
1
5
,
06
3
件
 

（
全

依
頼

試
験
中

1
4
%）
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(
4
)
依
頼

試
験

業
務

の
品

質
向
上

へ
の
取

り
組

み
 

 
1
)
成
績

証
明

書
の

品
質

向
上

 

 
 

 
都

産
技

研
職

員
間

の
成

績
証
明

書
の

書
式

や
記

述
方

式
の
統

一
化

を
は

か
る

た
め

、「
成

績
証

明
書

の
書

き
方

講
座

」
を

実
施

（
3
月
）

 
73

名
参
加
 

2
)
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査

の
実

施
 

・
平
成

2
3
年

に
都

産
技

研
を
利

用
し
た

お
客

様
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を
行

い
、
各
事

業
の

目
的

達
成
度

な
ど

に
つ

い

て
調

査
 

・
依

頼
試
験

事
業

の
目

的
達
成

度
は
、「

十
分

達
成

で
き

た
」
、「

あ
る
程

度
達

成
で

き
た
」
を
合

計
し
て

9
9
%の

高
い

評
価

を
獲

得
 

 

○
依

頼
試

験
業

務
の

品
質

向
上

へ
の
取

り
組

み
 

1
)
成

績
証

明
書

の
品

質
向

上
 

・
「

成
績

証
明

書
の

書
き

方
講

座
」

の
職

員
研

修
の

実

施
（

3
月

）
 

7
3
名

参
加
 

2
)
依

頼
試

験
の

目
的

達
成

度
に

関
す
る

調
査

結
果
 

ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
に

よ
り
、
利

用
者
か

ら
非

常
に

高

い
目

的
達

成
度

を
獲

得
 

 目
的

達
成

度
 

回
答

比
率
 

十
分

達
成

で
き

た
 

6
1
%

あ
る

程
度

達
成

で
き

た
 

3
8
%

わ
ず
か
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た
 

1
%

達
成

で
き

な
か

っ
た
 

0
%

(
n
=
8
2
0)

J
I
S
等
に

定
め

の
な

い
分

析
・
評

価
な

ど
、

お
客

様
の

個
別

の
試

験
ニ

ー
ズ
に

対
し

て
は

、
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験
に

よ
り

柔
軟

に
対

応
す

る
。
 

 

③
J
I
S
等

に
定

め
の

な
い

分
析
・
評

価
な

ど
、
お
客

様
の

個
別

の
試
験

ニ

ー
ズ

に
対

し
て

は
、
オ
ー

ダ
ー
メ

ー

ド
試

験
に

よ
り

柔
軟

に
対

応
す

る
。

 

(
5
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
の
実

施
実
績
 

お
客

様
の

個
別

の
試

験
ニ

ー
ズ

に
対
応

す
る

た
め

、
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試

験
を

実
施
 

試
験

実
績

 
2
5
6
件

（
前

年
度

比
29
%
減
）
 

 
 

 
製

品
開

発
要

素
が

大
き

い
実
施

案
件

は
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
開

発
支

援
事

業
へ

移
行

し
た
た

め
若

干
の

件
数

減
 

 (
6
)
依
頼

試
験

お
よ

び
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

試
験

に
よ
る

2
3
年
度

製
品
化

支
援

事
例
 

【
依

頼
試

験
】
 

 
 
 
・
注

射
器

の
J
I
S
 0
6
0
1-
1
規

格
試

験
に

関
す

る
試

験
 

 
 
 
・
会

社
照

明
を

L
ED

に
取
り

替
え
た

と
き

の
電

力
消

費
削

減
効
果

に
関

す
る

試
験
 

 
 
 
・
人

工
関

節
の

可
動

範
囲
の

測
定
 

 
 
 
・
ネ

イ
ル

サ
ロ

ン
向

け
UV

ラ
イ
ト

の
安

全
性

確
認
 

 
 
 
・
反

射
防

止
材

の
特

許
出
願

支
援
と

応
用

先
拡

大
の

支
援

 

 
 
 
・
食

品
容

器
ふ

た
の

U
V
遮

蔽
効
果

の
測

定
 

 
 
 
・
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
用

ス
タ
ン

ド
の
音

響
特

性
評

価
 

 
 
 
・
無

機
塗

料
に

植
物

を
混
ぜ

た
遮
熱

性
能

を
有

す
る

屋
上

用
塗
料

の
促

進
耐

候
性

試
験

 

 
 
 
・
加

湿
器

ヒ
ー

タ
ー

へ
の
ス

ケ
ー
ル

付
着

対
策

の
提

案
 

 
 
 
・
空

調
機

の
調

湿
空

気
に
含

ま
れ
る

イ
オ

ン
濃

度
分

析
 

 
 
 
・
シ

ー
ス

ル
ー

エ
レ

ベ
ー
タ

ー
の
紫

外
線

耐
光

性
評

価
 

 
 
 
・
埋

蔵
文

化
財

の
X
線
透
視

に
よ
る

内
部

破
損

状
況

の
確

認
 

 
 
 
・

IC
タ
グ

の
耐

X
線

性
検

査
 

 
 
 
・
ギ

ア
ボ

ッ
ク

ス
等

ア
ル
ミ

製
自
動

車
部

品
の

CT
ス
キ
ャ

ン
に
よ

る
欠

陥
解

析
・

改
良

支
援
 

【
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験

】
 

 
 
・

US
B
2
.0

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス
試

験
と

プ
ロ

ト
コ

ル
解

析
 

 
 
・
監

視
カ

メ
ラ

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
負

荷
試

験
 

 
 
・
電

子
機

器
の

落
下

試
験
と

高
速
度

撮
影
 

 
 
・

LE
D
照

明
器

具
の

表
面
温

度
分
布

測
定
 

 
 
 
・

Ro
H
S
対

応
鉛

フ
リ

ー
X
線

遮
蔽
材

の
性

能
評

価
 

【
2
3
年

度
製

品
化

事
例

】
 

・
珪

藻
土

コ
ー

ス
タ

ー
の

カ
ビ

抵
抗
性

評
価
 

 
 
 
・

LE
D
照

明
器

具
の

全
光
束

測
定
 

・
シ

リ
コ

ン
ロ

ー
ト

の
自

社
ブ

ラ
ン
ド

立
ち

上
げ

支
援

、
デ

ザ
イ
ン

支
援
 

・
変

圧
器

の
フ

ラ
ッ

シ
ュ

オ
ー

バ
対
策

支
援
 

 
 
・

HD
D
用

ガ
ラ

ス
基

板
の
性

能
評
価
 

 
 
 
・
船

舶
部

品
の

R
oH
S
分
析

 

 
 
 
・
コ

ネ
ク

タ
ー

ク
リ

ー
ニ
ン

グ
機
材

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

デ
ザ

イ
ン
支

援
 

 
 
 
・
ボ

ー
ル

キ
ャ

ス
タ

ー
の
荷

重
試
験

お
よ

び
海

外
技

術
動

向
な
ど

の
助

言
（

名
義

使
用

）
 

 
 
 
・
舞

台
衣

装
の

布
用

イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ

ト
プ

リ
ン

タ
用

デ
ー

タ
作
成
 

・
化

学
強

化
ガ

ラ
ス

の
表

面
応

力
測
定

に
よ

る
強

化
度

の
管

理
支
援
 

     ○
依

頼
試

験
お

よ
び

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
に

よ
る

製
品

化
支

援
事

例
 

 ・
珪

藻
土

コ
ー

ス
タ

ー
の

カ
ビ

抵
抗
性

評
価
 

・
L
E
D
照

明
器

具
の

全
光

束
測

定
 
 

 
 

・
H
D
D
用

ガ
ラ

ス
基

板
の

性
能

評
価
 

・
船

舶
部

品
の

Ro
H
S
分

析
 

・
ボ

ー
ル
キ

ャ
ス

タ
ー

の
荷
重

試
験
お

よ
び

海
外

技
術

動
向

な
ど

の
助

言
（

名
義

使
用

）
 

・
化

学
強
化

ガ
ラ

ス
の

表
面
応

力
測
定

に
よ

る
強

化
度

の
管

理
支

援
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膨
大

か
つ

多
様

な
試

験
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

首
都

圏
公

設
試

連
携
体

（
以

下
「

T
KF
」
と

い
う

。
）
に

参
加
し

て
い

る
近

隣
の

公
設

試
験

研
究

機
関
と

連
携

し
、

お
客

様
の

相
互

紹
介

を
行
う

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を

進
め

る
。

 

         中
小

企
業

の
海

外
取

引
の

拡
大

や
高

度
化

す
る

製
品

開
発

に
伴

っ
て

必
要
と

な
る

品
質

証
明

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に
対

応
し

、
公

的
試

験
研

究
機

関
と

し
て
の

信
頼

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
機
器

の
保

守
・

更
新

、
校

正
管

理
を

よ
り
適

切
に

行
う

と
と

も
に

、
強

度
試

験
等
の

国
際

的
に

通
用

す
る

試
験

所
認

定
の
登

録
分

野
を

拡
充

す
る

。
登

録
分

野
数
に

つ
い

て
は

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間
終

了
時

5
件

を
目

標
と

す
る

。
 

④
首

都
圏

公
設

試
験

研
究

機
関

連

携
体

（
以

下
、
「

TK
F
」
と

い
う

。
）

に
参

加
し

て
い

る
近

隣
の

公
設

試

験
研

究
機

関
と

連
携

し
た

試
験

実

施
体

制
を

整
備

す
る

。
 

          ⑤
本

部
の

移
転

に
伴

い
、
電
気
分

野

の
計

量
法

認
定

事
業

者
（
J
C
SS
）
の

再
登

録
に

向
け

た
取

組
を

行
う

。
 

 

(
7
)
近
隣

の
公

設
試

験
研

究
機
関

と
連
携

し
た

試
験

実
施

体
制

の
整
備
 

1
)
パ

ー
ト

ナ
ー

グ
ル

ー
プ

（
PG
）

の
活

動
継

続
 

 
 

 
P
G
の

活
動

に
よ

り
、
専

門
技
術

分
野

の
相

互
交

流
活

動
を
実

施
 

微
細

加
工

技
術

PG
、
繊

維
評
価

技
術

P
G、

熱
処

理
・

表
面
処

理
PG
、
高

分
子

材
料

P
G、

デ
ザ

イ
ン

PG
、
 

I
T
情
報

P
G、

バ
イ

オ
技

術
PG

等
 

2
)
T
K
F
機

関
の

連
携

試
験

体
制

の
整
備
 

 
a
)
調
査

（
1
都

4
県
公

設
試

を
対
象

）
 

 
T
K
F

機
関

と
国
際

規
格

支
援

事
業

で
連
携

す
る
長

野
県
工

業
技

術
総
合

セ
ン
タ

ー
が
依

頼
試

験
を
実

施
し

て
い
る

1
6
の

技
術

分
野

の
対
応

状
況
に

つ
き

、
書

面
に

よ
る

調
査
と

各
機

関
に

出
向

く
現

地
調
査

を
実

施
 

（
1
2
月

～
3
月

）
 

 
 

b
)連

携
実

施
す

る
技

術
分

野
の
選

定
 

 
 

 
 

16
の
技

術
分

野
か
ら

連
携
実

施
で

き
る

依
頼

試
験

を
2
分

野
（

E
MC

試
験

お
よ

び
Ro
H
S
試

験
）

選
定

し
、

2
4
年
度

体
制

整
備

す
る

こ
と
で

各
機
関

が
合

意
 

 (
8
)
試
験

所
認

定
の

登
録

分
野
拡

充
へ
の

取
り

組
み
 

 
1
)
計
量

法
認

定
事

業
者

（
JC
S
S
）
の

再
登

録
に

向
け

た
取
組

 

 
 

西
が

丘
本

部
で

試
験

所
認

定
さ
れ

た
電

気
お

よ
び

温
度

分
野
は

、
本

部
で

の
再

申
請

が
必
要

で
あ

る
た

め
、
 

認
定

事
業

者
と

し
て

必
須

な
環

境
整
備

等
、

登
録

に
向

け
た

準
備
を

実
施

（
2
4
年

度
再
申

請
予
定

）
 

2
)
登

録
分

野
の

拡
充

に
向

け
た

取
り
組

み
 

 
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

EM
C
サ

イ
ト

で
実

施
し

て
い

る
EM
C
試
験

の
試

験
所

認
定

取
得
へ

向
け
た

取
り

組
み

を
 

開
始

（
2
4
年

度
申

請
予

定
）
 

 
 

【
活

動
内

容
】
 

 
 
・
3
つ

の
ワ
ー

キ
ン

グ
グ
ル

ー
プ
で
、
マ
ニ

ュ
ア

ル
作
成
（

60
種
）、

要
員
教

育
、
お
よ

び
測
定

器
の

校
正

体

系
、

測
定

設
備

の
管

理
体

制
、

不
確
か

さ
評

価
方

法
等

の
検

討
を
実

施
 

 
 

・
規

格
の

調
査

を
実

施
し

、
認
証

対
象

を
決

定
（

C
IS
P
R
2
2
、
E
N
5
50
2
2、

V
C
CI
、

FC
C
）
 

 

    ○
T
K
F
機

関
の

連
携

試
験

体
制

の
整
備
 

・
各

機
関

の
1
6
の
技

術
分
野

の
依
頼

試
験

対
応

状
況

に
関

し
て
、
書
面

に
よ

る
調
査

と
各
機

関
に

出
向

く

現
地

調
査

を
実

施
（

12
月
～
3
月

）
 

・
1
6
の

技
術

分
野

か
ら

連
携
実

施
で
き

る
依

頼
試

験
を

2
分

野
（

E
MC

試
験

お
よ

び
Ro
H
S
試
験

）
選

定
 

   ○
試

験
所

認
定

登
録

分
野

拡
充

へ
の
取

り
組

み
 

・
多

摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

E
MC

サ
イ

ト
で

実
施

し
て

い
る

E
M
C
試
験

の
試

験
所

認
定

登
録

へ
の
向

け
た

取
り

組

み
を

開
始
 

・
認
証

対
象

と
し

て
C
I
S
PR
2
2、

E
N
55
0
2
2、

VC
C
I、

F
CC

を
決

定
 

（
V
C
CI

と
FC
C
の

認
定

測
定
設

備
登
録

は
、
 

2
2
年
度

登
録

済
み

）
 

 
⑥

公
的
試

験
研

究
機

関
と

し
て

の

信
頼

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
機

器
の

保
守
・
更
新
、
校
正

管
理
を

よ

り
適

切
に

行
う

。
 

(
9
)
機
器

の
保

守
・

更
新

、
校
正

管
理
の

適
切

な
実

施
 

・
機

器
の

保
守

・
校

正
実

施
件

数
 
 

3
50

件
（

前
年

度
比

6
%減

）
 

○
機

器
の

保
守

、
更

新
、

校
正

の
実
施
 

・
3
5
0
件

実
施

（
う

ち
、

新
規

導
入
時

の
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

校
正

17
6
件
）
 

⑦
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

及
び

最
新

の

技
術

動
向

等
に

基
づ

き
、
試
験
・
研

究
設

備
及

び
機

器
の

導
入
・
更
新

を

実
施

す
る

。
 

(
1
0
)
新
た

な
機

器
整

備
（

年
報

：
P
.1
2
）
 

 
1
)
機
器

整
備

の
概

要
 

・
本

部
移

転
に

際
し
て

2
0
9
機

種
の
機

器
を

新
規

導
入

・
更

新
（
H
2
2
年

度
先

行
分

含
む

）
 

・
平
成

2
2
年

度
の

「
産

技
研
の

利
用
に

関
す

る
調

査
（

ア
ウ

ト
カ
ム

）」
等
か

ら
機

器
の
ニ

ー
ズ
を

把
握

し
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
3
支
所

に
計

3
1
件

の
機

器
を

新
規
導

入
・
更

新
 

 
 
 
 
・
(
財

)J
K
A
の

外
部

資
金

を
活
用

し
、

整
備

を
実

施
（

3
件
）
 

2
)
本

部
（

2
09

機
種

）
 

 
【

導
入

し
た

代
表

的
な

機
器

】
 

 
 

a
)セ

ク
タ

ー
で

用
い

る
高

度
な
装

置
 

【
新

規
】

複
合

環
境
試

験
装
置

、
I
C
P
-飛

行
時

間
型

質
量
分

析
計

、
レ
ー

ザ
ー
干

渉
計
、

透
過

型
電
子

顕

微
鏡
、
非
接

触
3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

、
三

次
元

モ
デ

ラ
、
ナ

イ
ロ

ン
粉
末

造
形

装
置
（

高
精
細

機
） 

【
更

新
】
F
E
走

査
型

電
子

顕
微

鏡
、
核
磁

気
共

鳴
分

析
装
置

、
超

低
温

恒
温

恒
湿

器
、
高

度
加
速

寿
命

試

験
装

置
 

 
 
b
)重

点
4
分
野

対
応

機
器
 

【
新

規
】
次
世

代
シ

ー
ケ

ン
サ

ー
、
セ

ル
ソ

ー
タ

ー
シ

ス
テ

ム
、
ミ

リ
波

帯
用

ア
ン

テ
ナ

評
価
シ

ス
テ

ム
、

電
子

ビ
ー

ム
描

画
装

置
、

3
源

ス
パ
ッ

タ
装

置
、

産
業

用
ロ

ボ
ッ
ト

シ
ス

テ
ム

、
収

束
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
装

置
、

自
動

ハ
ロ

ゲ
ン

・
硫
黄

分
析

シ
ス

テ
ム
 

 
 

c
)非

破
壊

検
査

試
験
 

【
新

規
】

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

X
線

C
T
装

置
 

【
更

新
】

マ
イ

ク
ロ

フ
ォ

ー
カ

ス
X
線

透
視

検
査

装
置
 

 
 

d
)照

明
試

験
 

【
新

規
】

L
ED

測
定

シ
ス

テ
ム

、
分
光

応
答

度
測

定
シ

ス
テ

ム
 

  

 ○
試

験
・

研
究

設
備

及
び

機
器

の
導
入
 

 
・

本
部

 
2
0
9
機

種
 

 
・

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

・
3
支

所
 

3
1
機

種
 

【
セ

ク
タ

ー
導

入
高

度
機

器
例

】
 

複
合

環
境

試
験

装
置

、
I
C
P
-
飛

行
時

間
型

質
量

分
析

計
、
レ

ー
ザ

ー
干

渉
計

、
透
過

型
電
子

顕
微

鏡
、
非

接

触
3
D
デ
ジ

タ
イ

ザ
、

三
次
元

モ
デ
ラ

、
ナ

イ
ロ

ン
粉

末
造

形
装

置
（

高
精

細
機

）
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e
)音

響
試

験
 

【
新

規
】

多
チ

ャ
ン

ネ
ル

音
響

分
析
装

置
、

音
質

分
析

装
置

 

 
 

f
)高

電
圧

試
験
 

 
 

 
【

新
規

】
雷

イ
ン

パ
ル

ス
発
生

装
置

（
電

流
）
 

【
更

新
】

耐
電

圧
試

験
装

置
、

雷
イ
ン

パ
ル

ス
発

生
装

置
（

電
圧
）
 

 
 

g
)ガ

ラ
ス

試
験
 

【
新

規
】

ガ
ラ

ス
断

面
応

力
計

 

【
更

新
】

ガ
ラ

ス
溶

融
電

気
炉

（
2
台

）、
大
型

雰
囲

気
炉
、

熱
処
理

炉
 

3
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
（

8
機

種
）
 

新
規

利
用

者
増

に
よ

る
需

要
拡

大
の
た

め
、

機
器

を
拡

充
 

 
 

 
 【

新
規
】
基

板
加

工
機

、
画

像
寸

法
測

定
器

、
携
帯

用
小
型

熱
画

像
カ

メ
ラ
、
バ

ッ
テ
リ

ー
内

蔵
オ

シ
ロ

ス
 

コ
ー

プ
（

1
GH
z
帯

）
、
I
C
P
発
光

分
光
分

析
装

置
、

自
動

研
磨

機
、
布

用
連

続
転

写
機
 

【
更

新
】

ド
ビ

ー
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー
装

置
 

4
)
城

東
支

所
（

11
機
種

）
 

 
 

城
北

地
区

の
本

部
利

用
減

（
単
月

あ
た

り
依

頼
試

験
件

数
：
板

橋
区

7%
減
、

北
区

4
6
%
減
）

に
対

応
す

る
た
 

め
、

城
北

地
区

の
ニ

ー
ズ

の
高

い
機
器

を
城

東
支

所
へ

拡
充

配
備
 

【
新

規
】

三
次

元
座

標
測

定
装

置
（
多

関
節

型
）、

三
次

元
座

標
測
定

装
置

、
促

進
耐

候
試

験
機
、

分
光

測

色
計

、
カ

ン
プ

プ
リ

ン
タ
ー
、

シ
ー
ル

プ
リ

ン
タ

ー
、
雷
サ

ー
ジ
試

験
機

、
3D

測
定

レ
ー

ザ
ー

顕
微

鏡
、

フ
ル

カ
ラ

ー
三

次
元

造
形
機
 

【
更

新
】

旋
盤

、
耐

電
圧

計
 

5
)
墨

田
支

所
（

5
機

種
）
 

 
 

利
用

ニ
ー

ズ
の

高
い

機
器

の
新
規

導
入

や
機

器
更

新
を

実
施
 

【
新

規
】

吸
水

性
試

験
機
 

【
更

新
】

電
子

顕
微

鏡
、

無
縫

製
自
動

横
編

機
、

ア
パ

レ
ル

C
A
D、

イ
ン

ク
ジ

ェ
ッ

ト
染

色
機
 

6
)
城

南
支

所
（

7
機

種
）
 

 
 

利
用

ニ
ー

ズ
の

高
い

機
器

の
新
規

導
入

や
機

器
更

新
を

実
施
 

 
 

 
 
【
新

規
】

グ
ロ

ー
放
電

質
量
分

析
装

置
、

小
型

3D
ス

キ
ャ
ナ

ー
、

画
像

寸
法

測
定

器
、
乾

式
自

動
粉

体
密

度
計
 

【
更

新
】

工
業
用

X
線
透

視
／

C
T
シ

ス
テ

ム
、

非
接

触
型
三

次
元
座

標
測

定
装

置
、

測
色

計
 

 

            ○
城

東
支

所
の

機
器

整
備
 

城
北

地
区

の
本

部
利

用
減

な
ら

び
に

城
東

地
区

利

用
拡

大
に

対
応

す
る

た
め

城
東

支
所
の

機
器

を
拡

充
 

・
1
1
機

種
整

備
 

 
⑧

震
災
に

よ
る

電
力

不
足

に
対

応

す
る

た
め

、
中

小
企

業
の

節
電
や

省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
製

品
開

発

を
促

進
す

る
依

頼
試

験
の

強
化

を

行
う

。
 

(
1
1
)
中
小

企
業

の
節

電
や

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
に

関
す

る
製

品
開

発
を
促

進
す

る
依

頼
試

験
の

強
化
 

 
 
 
 
 
節

電
や

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
関
す

る
製

品
開

発
を

促
進

す
る
た

め
の

試
験

等
 

試
験

実
績

：
4
,
1
26

件
 

 
 

 
 

（
全

依
頼

試
験

の
約

4
%を

実
施

）
 

1
)
L
E
D
照

明
器

具
の

照
明

試
験

 

 
 

a
)効

率
的

な
試

験
実

施
体

制
へ
の

充
実
 

照
明

器
具

の
性

能
試
験

測
定
時

間
を

短
縮
化

で
き
る

機
器
を

新
た

に
導
入

し
、
よ

り
効
率

的
な

試
験
サ

ー

ビ
ス

を
開

始
 

 
 

b
)実

績
 

L
ED

照
明

評
価

試
験
：

 
2,
4
73

件
（

前
年
度

比
7%
減
）
 

2
)
L
E
D
照

明
の

電
気

安
全

性
試

験
 

 
 

a
) 
試
験

体
制

の
強

化
 

 
 

 
・

L
ED

照
明

器
具

の
製

品
開
発

支
援

と
し

て
、

電
気

的
な
安

全
性

及
び

EM
C
に
関

す
る
性

能
評

価
試

験
を

実
 

施
 

・
電

気
用

品
安

全
法

適
応

（
平

成
24

年
7
月

1
日
適

用
）
に

対
す
る

支
援

体
制

を
強

化
 

 
 

b
)実

績
 

L
ED

照
明

の
電

気
安
全

性
試

験
：

 
75
6
件
（

前
年
度
比

4
8
%減

）
 

 
 
3
)
L
ED

照
明

の
環

境
試

験
等

 

 
 

（
実

績
）

L
ED

照
明

の
環

境
試
験

等
：

5
93

件
（

前
年

度
比

9
3
%増

）
 

4
)
モ

ー
タ

に
関

す
る

製
品

開
発

支
援
の

評
価

試
験
 

モ
ー

タ
の

効
率

向
上

等
を

支
援

す
る
た

め
、

モ
ー

タ
の

負
荷

試
験
等

を
実

施
 

 
 

（
実

績
）

モ
ー

タ
に

関
す

る
性

能
評
価

試
験

：
3
1
件
 

 
 
5
)
消
費

電
力

の
測

定
に

関
す

る
試
験
 

 
 

（
実

績
）

1
34

件
 

 
 
6
)
摩
擦

の
低

減
に

関
す

る
試

験
 

 
 

表
面

改
質

等
の

摩
擦

低
減

効
果
を

評
価

す
る

摩
擦

試
験

を
実
施

 
（

実
績

）
1
3
9
件

 

○
中

小
企

業
の

節
電

や
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
製

品
開

発
を

促
進

す
る

依
頼

試
験

の
強
化
 

合
計

4,
1
2
6
件

（
全

依
頼

試
験

の
約

4
%）

 

・
L
E
D
照

明
器

具
に

関
す

る
試

験
 

照
明

試
験

 
2
,
4
73

件
 

電
気

安
全

性
試

験
 

7
56

件
 

環
境

試
験

等
 

5
93

件
 

・
モ

ー
タ

に
関

す
る

評
価

試
験

 
31

件
 

・
消

費
電

力
試

験
 

1
34

件
 

・
摩

擦
の

低
減

に
関

す
る

試
験

 
1
39

件
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⑨

原
子
力

発
電

所
の

事
故

に
伴

い
、

工
業

製
品

等
の

放
射

線
量

測
定

試

験
を

実
施

す
る

。
 

(
1
2
)
工
業

製
品

等
の

放
射

線
量

測
定
試

験
 

 
 
 
 
 都

内
中

小
企

業
製

品
の

風
評
被

害
対

策
の

た
め

放
射

線
量
試

験
を

、
計

1,
1
8
4
件

実
施
 

1
)
持

ち
込

み
に

よ
る

放
射

線
量

測
定
試

験
 

a
)
西

が
丘

本
部

で
の

試
験

実
施

体
制
 

・
4
月

1
5
日

か
ら

試
験

業
務
開

始
（
都

内
中

小
企

業
は

無
料

）
 

・
西

が
丘

本
部

全
研

究
員

が
測

定
補
助

員
と

し
て

対
応

す
る

緊
急
体

制
を

整
備

し
、

測
定

依
頼
急

増
に

対
応
 

 
 

 
・

汚
染

防
止

対
策

の
た

め
専
用

受
付

窓
口

を
別

館
受

付
に
設

置
 

 
 

 
・

予
備

測
定

室
に

て
汚

染
確
認

を
実

施
し

た
後

、
専

用
試
験

室
に

て
本

測
定

す
る

実
施
体

制
を

整
備
 

 
 

 
・

英
語

版
成

績
証

明
書

を
新
た

に
発

行
（

5
月

20
日

発
行
開

始
）
 

 
 

 
 

（
サ

イ
ン

証
明

は
東

京
商
工

会
議

所
と

連
携

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 b
)
本

部
で

の
試

験
実

施
体

制
 

 
 

 
・

開
設

当
日

か
ら

本
部

で
の
業

務
を

開
始
 

 
 

 
・

専
用

試
験

室
に

て
本

測
定
す

る
実

施
体

制
を

継
続

 

 
 

 
・

放
射

線
量

測
定

機
器

の
整
備
 

G
M
型
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

ー
5
台

（
5
月

）、
 

N
a
I
シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

型
サ

ー
ベ
イ

メ
ー

タ
ー

3
台

（
9
月

）、
 

ポ
ケ

ッ
ト

型
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

ー
3
台

導
入

（
1
2
月
）
 

 
 

 
・

職
員

向
け

研
修

の
実

施
（
4
月

2
回
開

催
、

7
4
名

参
加
）
 

 
 

c
)試

験
実

績
 

・
持

ち
込

み
試

験
件

数
：

1
,0
4
9
件
（

上
半

期
（

西
が

丘
本
部

）：
67
9
件

、
下

半
期

（
本
部

）：
37
0
件

）
 

・
成

績
証

明
書

発
行

数
：

7
97

件
（
う

ち
英

語
：

3
46

件
）
 

 
（

う
ち

都
内

中
小

企
業

 
試

験
件
数

：
9
2
3
件

、
成

績
証

明
書
：

7
36

件
）
 

・
主

要
業

種
：

医
薬

品
・

化
粧

品
等
卸

売
業

、
繊

維
品

卸
売

業
等
 

【
依

頼
品

目
】
 

 
 

繊
維

製
品

（
衣

類
等

）、
化

粧
品
・

化
粧

用
具

、
精

密
機

械
、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
、

ガ
ラ
ス

瓶
、
 

 
 

医
療

用
品

（
注

射
器

）、
機

械
部
品

、
文

房
具

、
電

化
製

品
、
食

器
,
調
理

器
、

木
材
 

な
ど
 

 
2
)出

張
に

よ
る

放
射

線
量

測
定
試

験
 

大
型

の
試

験
品

へ
の
測

定
依
頼

に
対

し
て
は

、
測
定

試
験
機

器
を

工
場
等

へ
持
ち

込
み
、

職
員

が
現
場

で
測

定
を

実
施
 

a
)
試

験
実

施
体

制
 

・
7
月

1
4
日

か
ら

試
験

業
務
開

始
（
都

内
中

小
企

業
は

無
料

）
 

 
 

b
)試

験
実

績
 

 
 

 
・

出
張

回
数

：
8
回
 

・
出

張
試

験
件

数
：

45
件
（
う

ち
都
内

中
小

企
業

 
試

験
件

数
：
2
5
件

 
）
 

・
成

績
証

明
書

発
行

数
：

19
件

（
う
ち

都
内

中
小

企
業

 
成

績
証
明

書
：

8
件

）
 

・
主

要
業

種
：

鉱
業

、
電

気
機

械
器
具

製
造

業
等
 

       

 

  ○
工

業
製

品
等

の
放

射
線

量
測

定
試
験
 

都
内

中
小

企
業

製
品

の
風

評
被

害
対

策
の

た
め

放
射

線
量

試
験

を
実

施
（

本
事

業
は

2
4
年

度
も

継
続

中
）

・
4
月

1
5
日

か
ら

試
験

開
始
 

・
都

内
中

小
企

業
は

無
料

実
施
 

・
試

験
実

施
件

数
 

1
,1
8
4
件
 

 
 

持
ち

込
み

試
験

 
 

1
,0
4
9
件
 

 
 

出
張

試
験

 
 

 
 

 
 4
5
件
 

 
 

核
種

分
析

試
験

 
 

 
 9
0
件
 

 
 

成
績

証
明

書
発

行
 

 
81
6
件
 

（
う

ち
、

英
語

証
明
書

3
4
6
件

）
 

       ○
試

験
実

施
体

制
の

整
備
 

1
)
汚

染
防

止
対

策
と

し
て

、
専

用
受
付

窓
口

、
専

用
試

験
室

を
新

た
に

設
置
 

2
)
測

定
依

頼
増

加
へ

の
対

応
策

と
し
て
、
西
が

丘
本

部

全
研

究
員

が
測

定
を

実
施
 

 
・

職
員

向
け

研
修

の
実

施
 

 
・

全
研

究
員

の
シ

フ
ト

体
制

に
よ
る

測
定

補
助
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3
)
ゲ
ル

マ
ニ

ウ
ム

半
導

体
検

出
器
に

よ
る

放
射

線
核

種
分

析
試
験
 

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
や
ヨ

ウ
素
の

濃
度

測
定
依

頼
に
対

し
て
は

、
ゲ

ル
マ
ニ

ウ
ム
半

導
体
検

出
器

に
よ
る

放
射

線
核

種
分

析
試

験
を

実
施
 

a
)
試

験
実

施
体

制
 

・
ゲ

ル
マ

ニ
ウ

ム
半

導
体

検
出

器
の
購

入
。

2
機

種
か

ら
3
機

種
体

制
へ

増
強

（
6
月
）
 

 
（

農
水

畜
産

物
の

放
射

線
試

験
を
農

林
水

産
部

に
移

管
す

る
た
め

、
機

器
を

譲
渡

（
12

月
））

 

・
放

射
線

核
種

分
析
は

東
京
都

と
の

協
定
に

基
づ
く

測
定
を

優
先

し
、
行

政
機
関

以
外
か

ら
の

測
定
は

、
浄

水
場

水
の

測
定

移
管

が
終

了
し

た
、
7
月
か

ら
受

付
を

開
始

 

b
)
試

験
実

績
 

90
件
 

 
 

4
)
放

射
線

量
試

験
に

関
す

る
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

を
作

成
（

8
月

）
 

 
 
 
 
 
 放

射
線
に

関
す
る

測
定

方
法

や
測
定

単
位
に

つ
い
て

、
問

い
合
わ

せ
が
多

数
寄
せ

ら
れ

た
た
め

、
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
測

定
依

頼
者

へ
の
配

布
等

を
実

施
 

 
 

 
・
「
放

射
線

・
放

射
能
測

定
の
概

要
～

福
島

第
一

原
子

力
発
電

所
事

故
後

の
対

応
～

」
 

 
 

 
・

1
,0
0
0
部

発
行
 

5
)
放

射
線

測
定

試
験

実
績
 

 
 

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

工
業
製

品
等
の
放

射
線
測
定

試
験
月
別

実
績

半
導

体
検
出

装
置

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー

件

 
（

※
東
京

都
の

要
請

に
よ

り
実

施
し
た

試
験

を
除

く
）
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中

期
計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

1
-
2
 
製
品

開
発

、
品

質
評

価
の

た
め
の

支
援
 

(
1
)
 
機

器
利

用
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
 

中
小

企
業

で
は

導
入

が
困

難
な

測
定

機
器

や
分

析
機

器
を

整
備

し
、
中

小
企
業

に
お

け
る

新
製

品
・
新

技
術

開
発

の
た
め

に
機

器
の

直
接

利
用

の
サ

ー
ビ

ス
を
提

供
す

る
。
 

①
中

小
企

業
で

は
導

入
が

困
難

な

測
定

機
器

や
分

析
機

器
を

整
備

し
、

中
小

企
業

に
お

け
る

新
製

品
・
新

技

術
開

発
の

た
め

に
機

器
利

用
の

サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
 

3
 

Ｓ
 

(
1
)
機
器

利
用

の
実

績
（

年
報
：

P
.
1
4）

 

東
日

本
大

震
災

お
よ
び

本
部
移

転
の
影

響
に

よ
り
西

が
丘
本

部
の
機

器
利

用
業
務

を
一
時

停
止
し

た
が

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
が

本
部

機
能

を
バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

体
制

を
整
備

し
、

過
去

最
高

の
機

器
利
用

実
績

を
達

成
 

1
)
都

産
技

研
全

体
の

機
器

利
用

実
績
 

 
 
 
 
7
4,
1
50

件
 

(
前
年

度
比

1
6
%増

) 

2
)
西

が
丘

本
部

お
よ

び
本

部
の

実
績
 

 
 
 

本
部

開
設

と
同

時
に

大
半

の
機
器

利
用

事
業

を
立

ち
上

げ
る
こ

と
に

よ
り

、
大

幅
な

利
用
増

を
達

成
 

・
年

間
実

績
 

3
5,
8
89

件
（
前

年
度
比

25
%
増
）
 

 
 
 

 
・

西
が

丘
本

部
実

績
（

上
半
期

：
4
月
～

9
月

）：
11
,
0
8
6
件

、
 

・
本

部
実

績
（

下
半

期
：

10
月

～
3
月

）
 

2
4,
8
0
3
件

（
上

半
期
実

績
比

12
4
%増

）
と
急

増
 

本
部

機
器

利
用

実
績

推
移

1
3
.6
6
7

1
5
.0
0
1

1
1
.0
8
6

2
4
.8
0
3

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

H
2
2
上

H
2
2
下

H
2
3
上

H
2
3
下

千
件

 

3
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

機
器

利
用
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
試

験
機

器
の
充

実
や

新
規

顧
客

の
増

加
に
よ

り
、
大
幅

な
機

器
利

用
実
績

増
を
達
成
 

 
 
 

 
 

1
6,
4
42

件
（

前
年
度

比
42
%
増
）
 

  
 

 
 

 

4
.0
0
9

1
1
.6
1
1

1
6
.4
4
2

3
4
6

1
6
1
0

2
5
4
7

01
0
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

05

1
0

1
5

2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

利
用
者
数

千
件

多
摩

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

機
器

利
用

実
績
推

移

機
器

利
用

実
績

(左
）

利
用

企
業

総
数
(右

）

件

 

4
)
被

災
地

か
ら

の
利

用
急

増
 

 
 

 
東

日
本

大
震
災

の
影
響

に
よ
り

、
被

災
県
公

設
試
験

研
究
機

関
か

ら
の
機

器
利
用

事
業
対

応
要

請
に
基

づ
き

都
産

技
研

が
事

業
を

代
行
 

 
 

 
 

利
用

実
績

 
2
3
年
度

計
：
5
,
2
32

件
（

前
年

度
計

：
1
,6
4
0
件

）
 

 
 

 
 

 
1
)
岩
手

県
（

22
年

度
：
2
1
2
件

→
2
3
年
度

：
16
2
件
）

 
2)
宮
城

県
（

0
件
→

1
,
2
21

件
）
 

 
 

 
 

 
3
)
福
島

県
（

43
件

→
1
,6
3
0
件

）
 

4
)茨

城
県

（
1
,2
4
9
件

→
1
,
9
80

件
）
 

 
 

 
 

 
5
)
栃
木

県
（

1
36

件
→
2
3
9
件

）
 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

（
2
2
年

度
指

摘
事

項
）
 

「
機

器
利

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新
な
ど
、
利
用

者
の

利

便
性

の
一

層
の

向
上

に
努

め
る

と
と
も

に
、
機

器
利

用

促
進

の
た

め
の

講
習

会
の

参
加

者
を

増
や

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。」
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

利
用

者
の

利
便

性
向

上
を

図
る

た
め
、
機

器
利

用
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

更
新

や
、
機

器
利

用
の
講

習
会

を
積

極

的
に

実
施
 

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

新
規

・
更

新
数

 
2
0
機

種
、

計
10
2

機
種
 

・
講

習
会
・
セ
ミ

ナ
ー

開
催

回
数

お
よ
び

参
加

者
数

の

急
増
 

H
2
2
年
度

10
回
開

催
40

名
参

加
 

→
H
2
3
年

度
2
8
回

開
催

1
66

名
参

加
 

 ○
過

去
最

高
の

機
器

利
用

実
績

を
達
成
 

7
4
,
1
50

件
（

前
年

度
比

1
6
%増

）
 

都
産
技
研
全
体
の
機
器
利
用
実
績

4
5
.8
0
6

6
0
.4
6
3

5
7
.5
4
2

5
5
.1
0
1

6
3
.7
2
4

7
4
.1
5
0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

千
件

○
本

部
の

垂
直

立
ち

上
げ
 

 
 

本
部

開
設

と
同

時
に

大
半

の
機

器
利

用
を

立
ち

上
げ

、
機

器
利

用
実

績
増

加
に

貢
献
 

 
 

 
上

半
期

 
1
1
,
08
6
件
 

下
半

期
 

2
4,
8
03

件
（

1
2
4%
増

）
 

 ○
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

機
器

利
用
実

績
増

加
 

 
 

試
験

機
器

の
充

実
や

新
規

顧
客
の

増
加

に
よ

り
、

利
用

実
績

の
拡

大
に

貢
献
 

 
 

23
年
度

機
器

利
用

実
績
：

1
6
,
44
2
件
 

 
 

 
（

前
年

度
比

42
%
増
）
 

 ○
被

災
地

か
ら

の
利

用
急

増
 

 
岩

手
、

宮
城

、
福

島
、

茨
城

、
栃
木

か
ら

の
利

用
 

 
 

5
,2
3
2
件

（
前

年
度

比
22
0
％

増
）
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(
2
)
機
器

利
用

サ
ー

ビ
ス

の
拡
大

 

本
部

開
設

に
合

わ
せ

導
入

し
た

機
器
(
計

2
0
9
機

種
)に

よ
り

、
新
た

な
機

器
利

用
項

目
を

7
1
件

追
加
 

1
)
新

規
機

器
利

用
項

目
の

試
験

実
績
 

 
 

 
 

71
項
目

の
新

た
な
機

器
利
用

項
目

追
加

に
よ

り
、

8
,
7
05

件
増

加
 

（
全

機
器

利
用

項
目

30
5
項
目

）
 

 
 

 
【

新
規

追
加

し
、

利
用

実
績
が

増
加

し
た

主
な

試
験

名
称
】
 

 
 

 
・

造
形

装
置

（
精

細
機

）
 
 

2
,2
4
2
件
 

 
 

 
・

恒
温

恒
湿

室
（

大
型

）
 
 

 
9
2
2
件
 

 
 

 
・

3D
デ
ジ

タ
イ

ザ
（
高

精
細
機

）
 

 
 2
0
1
件
 

2
)
機

器
利

用
項

目
の

見
直

し
 

 
 

 
 

利
用

の
少

な
い

機
器

利
用
項

目
の

見
直

し
を

実
施

 

 
 

 
・

廃
止

し
た

項
目

3
件

 

 (
3
)
ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
に

よ
る
機

器
利
用

満
足

度
 

 
平

成
2
3
年

に
都

産
技

研
を
利

用
し
た

お
客

様
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を
行

い
、

各
事

業
に

お
け

る
目
的

達
成

度
な

ど

に
つ

い
て

調
査

を
実

施
 

 
機

器
利

用
事

業
に
関

す
る
目

的
達
成

度
は

、「
十

分
達
成
で

き
た

」、
「

あ
る

程
度

達
成
で

き
た
」

を
合

わ
せ
て

9
9
%
と
非

常
に

高
い

満
足

度
を
獲

得
（
全

回
答

数
：

5
16

社
）

 

 

 ○
機

器
利

用
サ

ー
ビ

ス
の

拡
大

、
見
直

し
 

・
新

規
機

器
利

用
項
目

7
1
項
目

の
追
加

に
よ

り
、
 

8
,
7
0
5
件

の
利

用
増
 

・
利

用
少

な
い

項
目

の
廃

止
 

3
件
 

 ○
機

器
利

用
事

業
に

関
す

る
目

的
達

成
度

に
関

す
る

調
査

結
果
 

 
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

サ
ー

ビ
ス

の
拡
充

を
図

っ
た
 

結
果

、「
十
分

及
び

あ
る

程
度
達

成
で
き

た
」

が
、

9
9
%
の
満

足
度

評
価
 

 

目
的

達
成

度
 

回
答

比
 

十
分

達
成

で
き

た
 

5
6
%

あ
る

程
度

達
成

で
き

た
 

4
3
%

わ
ず

か
し

か
達

成
で

き
な

か
っ

た
1
%

達
成

で
き

な
か

っ
た
 

0
%

(
n
=
5
1
6)

利
用

に
際

し
て

は
、
職

員
の

豊
富

な
知

識
を

活
か

し
て
、
的
確

な
機

器
利

用
に
関

す
る

指
導

・
助

言
を

行
う

。
 

 

②
機

器
の

操
作

方
法

の
ア

ド
バ

イ

ス
や
、
測
定

デ
ー

タ
の

説
明
、
課

題

解
決

の
た

め
の

的
確

な
指

導
・
助

言

を
行

う
。
 

 

(
4
)
機
器

利
用

に
関

す
る

指
導
・

助
言
の

実
施
 

1
)
機

器
利

用
に

関
す

る
指

導
実

績
 

 
 

機
器

の
的

確
な

操
作

法
取

得
を
指

導
：

7
,7
9
7
件

 
（

前
年
度
比

1
2
6%
増
）
 

 
 

【
機

器
利

用
指

導
の

多
い

機
器
】
 

 
 

 
・

非
破

壊
透

視
試

験
機

、
振
動

試
験

機
、

高
周

波
デ

ー
タ
伝

送
試

験
機

 
 

2
)
機

器
利

用
促

進
の

た
め

の
講

習
会
・

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
 

 
 

 
機

器
利

用
促

進
の

た
め

の
講
習

会
・

セ
ミ

ナ
ー
を

2
8
回
開

催
し

、
機

器
利

用
増
に

貢
献
 

（
2
2
年

度
10

回
4
0
名

→
H2
3
年

度
2
8
回

1
66

名
）
 

 
 
 
 
a
)本

部
 

 
計

13
回
、
7
8
名
参

加
 

 
 
 

・「
省
エ

ネ
の

た
め

の
熱
設

計
入
門

」（
計

3
回
（

6
月

2
4
日
、

7
月

3
0
日

、
1
月

20
日

）、
計

10
名
）
 

 
 
 
・「

産
業

用
ロ

ボ
ッ

ト
実
習

」（
計

5
回
（
1
0
月

1
8・

19
日

、
1
1
月

2
1・

2
2
日

、
1
2
月

1
9・

2
0
日

、
2
月

1
7

日
、

3
月

22
日

）、
計

1
8
名
）

 

 
 
 

・「
三
次

元
C
A
D
入

門
」（

計
2
回

（
1
1
月

2
4・

2
5
日

、
12

月
10

日
）、

計
2
1
名

）
 

 
 
 

・「
U
SB

機
器

開
発

の
基
礎

」（
12

月
1
4
日

、
3
名

）
 

 
 
 

・「
低
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
子
線

照
射
装

置
の

紹
介

と
利

用
の

実
際
」（

1
月

24
日
、

9
名
）

 

 
 
 

・「
3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

の
基

礎
と
そ

の
活

用
方

法
」（

2
月

2
9
日

、
17

名
）、

等
 

b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
 

 
計

1
1
回

、
68

名
参

加
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

ま
な

ぶ
も
の

づ
く

り
シ

リ
ー

ズ
 「

三
次
元

CA
D
に
よ

る
設

計
か

ら
施
策

活
用

方
法
」
 

 
（

6
月

10
日
、

6
名
）
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

ま
な

ぶ
も
の

づ
く

り
シ

リ
ー

ズ
 「

三
次
元

CA
D
と

C
A
E
の

連
携

に
よ
る

設
計

へ
の
 

活
用

」（
8
月

5
日

、
8
名

）
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

ま
な

ぶ
も
の

づ
く

り
シ

リ
ー

ズ
 「

表
面
粗

さ
測

定
入

門
」（

計
2
回
（

11
月

1
7
日
、

1
2
月

1
日

）、
計

1
2
名

）
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

ま
な

ぶ
も
の

づ
く

り
シ

リ
ー

ズ
 「

三
次
元

CA
D
を
用

い
た

応
力

解
析
入

門
」
 

 
（

11
月

25
日
、

6
名

）
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

ま
な

ぶ
EM
C
シ
リ

ー
ズ

 「
エ

ミ
ッ

シ
ョ
ン

測
定

実
習

」（
計

3
回
（

9
月

1
4
日

、
10

月
1
3
日

、
11

月
1
0
日

）
、
計

1
8
名

）
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

ま
な

ぶ
EM
C
シ
リ

ー
ズ

 「
イ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

測
定

実
習

」（
計

3
回
（

9
月

1
6
日

、
10

月
1
4
日

、
11

月
1
1
日

）
、
計

1
8
名

）
、
等
 

c
)
城

東
、

墨
田

、
城

南
支

所
 

 
計

4
回
、

20
名
参

加
 

・
「

振
動

試
験

装
置

の
使

い
方
」（

城
東

、
9
月

16
日
、

7
名
）

 

・
「

イ
ン

ク
ジ

ェ
ッ

ト
式

三
次
元

造
形
装

置
に

よ
る

モ
デ

リ
ン

グ
入
門

」（
城
東

、
9
月

14
日

、
4
名
）
 

・
「

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
ー

と
温
度

セ
ン
サ

ー
の

使
い

方
」（

墨
田

、
6
月

24
日
、

6
名
）
 

○
機

器
利

用
指

導
に

よ
る

的
確

な
指
導
・
助
言

の
実
施

・
7
,
7
97

件
 

（
前

年
度

比
12
6
%
増
）
 

・
機

器
利

用
指

導
の

多
い

機
器

 

 
a
)
非
破

壊
透

視
試

験
機
 

 
b
)
振
動

試
験

機
 

 
c
)
高
周

波
デ

ー
タ

伝
送

試
験

機
 

 ○
機

器
利

用
促

進
の

た
め

の
講

習
会
・
セ

ミ
ナ

ー
を

大

幅
増
 2
2
年
度

1
0
回

、
4
0
名
 

→
 

 
 

23
年
度

2
8
回

、
1
6
6
名
 

 ○
講

習
会

実
施

に
よ

り
増

加
し

た
機
器

利
用
 

・
表

面
粗

さ
・

輪
郭

形
状

測
定

機
 

 
 
 

 
5
1
2
件

（
前

年
度

比
13
%
増

）
 

・
E
M
C（

放
射

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン
他

）
 

 
 
 

 
2
9
7
件

（
前

年
度

比
3%
増

）
 

・
U
S
B
ア

ナ
ラ

イ
ザ
 

 
2
6
件
（

前
年

度
0
件
）
 

  ○
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

機
器

利
用
促

進
講

習
会
 

・
計

11
回
、

6
8
名

開
催
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・
「

非
破

壊
検

査
各

技
法

入
門
」（

城
南

、
10

月
2
8
日

、
3
名

）
 

3
)
機

器
利

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
 

機
器

各
部

の
写

真
掲
載

や
利
用

者
か
ら

の
操

作
難
易

点
の
聞

き
取
り

調
査

か
ら
、

使
い
や

す
い
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
 

a
)
機

器
利

用
マ

ニ
ュ

ア
ル

整
備

数
 

新
規

・
更
新

2
0
機

種
、

計
10
2
機
種
 

b
)
平
成

2
3
年

度
機

器
マ

ニ
ュ
ア

ル
作
成

例
 

・
熱

流
解

析
シ

ス
テ

ム
 

・
漏

れ
電

流
測

定
器
 

・
高

エ
ネ

ル
ギ

ー
X
線

C
T 

・
瞬

間
停

電
・

電
圧

振
動

試
験

機
 

・
蛍
光

X
線
分

析
装

置
 

 (
5
)
課
題

解
決

の
た

め
の

技
術
相

談
の
実

施
 

 
 

 
機

器
利

用
に

と
も

な
う

技
術
相

談
の

実
施

に
よ

り
、
品

質
向

上
・
改

善
・
製

品
ク
レ

ー
ム
等

の
課

題
解

決
を

支
援
 

 
【

技
術

相
談

対
応

事
例

】
 

 
 
 

・
印

刷
イ

ン
ク
の

R
o
HS

分
析

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
散

型
蛍

光
X
線

分
析

装
置

）
 

 
 

 
・
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
後

の
生

地
の
変

形
、

白
点

の
原

因
（

光
学
顕

微
鏡

）
 

 
 

 
・
サ

ー
バ

の
静

電
気

ノ
イ

ズ
対
策

（
静

電
気

障
害

試
験

器
）
 

 
 

 
・
B
l
u
et
o
o
th

キ
ー

ボ
ー

ド
の
接

続
不

良
原

因
（

シ
グ

ナ
ル
ア

ナ
ラ

イ
ザ

）
 

 
 
 

・
ブ

ザ
ー

の
音

量
測

定
方

法
（
騒

音
計

）
 

 
 
 

・
フ

ラ
ッ

ト
ケ

ー
ブ

ル
の

C
T
撮

影
方

法
（

マ
イ

ク
ロ
フ

ォ
ー
カ
ス

X
線

C
T）

 

 
 
 

・
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

の
振
動

試
験

方
法

（
振

動
試

験
機
）
 

 
 
 

・
ロ

ケ
ッ

ト
搭

載
部

品
の

衝
撃
試

験
方

法
（

落
下

衝
撃

試
験
器

）
 

 
 

・
回

路
基

板
ス

ル
ー

ホ
ー

ル
の
メ

ッ
キ

剥
離

確
認

方
法

（
マ
イ

ク
ロ

ハ
イ

ス
コ

ー
プ

、
走
査

型
電

子
顕
微
鏡
）
 

 
 

・
カ

ー
ド

式
施

錠
装

置
の

バ
ー
ス

ト
対

策
（

高
周

波
ノ

イ
ズ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
）
 

 

第
一

期
中

期
目

標
期

間
に

機
器

利
用

の
対

象
と

し
て

い
な

か
っ

た
高

度
な
先

端
機

器
に

つ
い

て
も
、
利
用

方
法

習
得
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
て

機
器

利
用

ラ
イ
セ

ン
ス

を
発

行
す

る
制

度
を

導
入

し
、
中
小

企
業

の
機

器
利

用
の

促
進

を
図

る
。
 

③
高

度
な

先
端

機
器

は
利

用
方

法

習
得

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
機

器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
を

発
行

す
る

制

度
を

試
行

す
る

。
 

(
6
)
機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
制
度

の
開
始
 

 
 

高
度

な
先

端
機
器

の
利
用

拡
大
を

は
か

る
た
め

に
利
用

方
法
習

得
セ

ミ
ナ
ー

を
開
催

し
、
習

熟
度

に
基
づ

き

機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
を

発
行

す
る
制

度
を

新
規

に
導

入
、

ラ
イ
セ

ン
ス

発
行

を
開

始
し

た
。
 

対
象

機
種

 
 

 
 

23
年
度

は
2
機
種

を
対
象

と
し
、

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
（

2
月
）
 

a
)
分

析
機

能
付

き
走

査
型

電
子

顕
微
鏡
 

 
 

 
・

機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
発
行

数
 

11
件
 

 
 

 
・

機
器

利
用

実
績

 
 

1
2
5
件
 

 
 

b
)キ

セ
ノ

ン
フ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ナ
ラ

イ
ザ
 

 
 

 
・

機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
発
行

数
 

2
件
 

 
 

 
・

機
器

利
用

実
績

 
 

 
 
 
  
 
 
  
1
3
件
 

 

○
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

の
開
始
 

・
2
機
種

を
対

象
に

サ
ー

ビ
ス

開
始
 

・
計

13
枚
の

ラ
イ

セ
ン

ス
を
発

行
 

【
利

用
企

業
例

】
 

 
 

電
気

機
器

製
造

業
、

情
報

通
信
機

器
製

造
業

、
 

金
属

製
品

製
造

業
、

化
学

工
業

、
繊
維

工
業
 

新
た

に
、

都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
以

下
、
「

都
産

技
研

H
P
」
と

い
う
。
）

を
活

用
し
、
利
用

可
能

情
報

を
提

供
す
る

な
ど
、
機
器

利
用

に
際

し
て

の
利

便
性
向

上
を

図
る

。
 

④
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活

用
し

、
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
の
利

用

可
能

情
報

の
提

供
を

試
行

す
る

。
 

(
7
)
実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

の
機
器

利
用
情

報
の

提
供

を
試

行
 

都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を
活

用
し
、

環
境

試
験
技

術
分
野

（
温
湿

度
・

劣
化
、

振
動
・

衝
撃
、

電
気

・
耐

ノ
イ

ズ
等

）
試

験
機

器
の

う
ち

3
0
機
種

に
つ

い
て

、
4
週
間

先
ま
で

の
利

用
可

能
情

報
（

予
約
可

能
情

報
）、

機
器

仕
様

の
提

供
を

開
始

(2
月

9
日
) 

機
器

利
用

可
能

情
報

に
関

す
る

電
話
問

い
合

わ
せ

が
大

幅
に

減
り
、

窓
口

業
務

の
効

率
化

に
貢
献
 

 

○
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
機

器
利

用
情
報

提
供
 

・
都
産

技
研

H
P
に

30
機
種

の
利

用
可
能

情
報

の
提

供

を
開

始
 

・
機

器
利
用

可
能

情
報

提
供
に

よ
り
、
電

話
問

い
合

わ

せ
が

大
幅

に
減

（
1
8
%減

）
 

 



― 55 ―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

(
2
)
 
高

付
加

価
値

製
品

の
開
発

支
援
 

機
能

性
材

料
、

環
境

対
応

製
品

、
高
精

度
加

工
製

品
等

の
開

発
や

、
製

品
の
不

具

合
発

生
の

原
因

究
明

な
ど

に
用

い
る
高

度

先
端

機
器

を
集

中
配

置
し

た
「

高
度
分

析

開
発

セ
ク

タ
ー

」
を

開
設

し
、

中
小
企

業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課
題

の

解
決

を
支

援
す

る
。「

高
度

分
析

開
発
セ

ク

タ
ー

」
に

お
け

る
依

頼
試

験
と

機
器
利

用

の
総

件
数

に
つ

い
て

は
、

第
二

期
中
期

計

画
期

間
の

最
終

年
度

で
あ

る
平

成
27

年

度
の

年
間

実
績

5,
0
0
0
件

を
目

標
と
す

る
。

 
 
 

①
本

部
に

お
い

て
、「

高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー

」
を

開
設

し
、

中
小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

を
支

援
す

る
。
 

4
 

Ｂ
 

(
1
)
高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー
の

開
設
 

 
 
1
)
高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー

組
織
の

発
足

（
4
月
）
 

 
 

 
都

内
中

小
企

業
の

国
際

競
争
力

強
化

や
高

品
質
・
高

付
加
価

値
な

も
の

づ
く

り
、
技
術

課
題

を
解

決
す

べ
く

、

7
名

か
ら

な
る

高
度

分
析

開
発

セ
ク
タ

ー
を

新
設
 

 
2
)
西
が

丘
本

部
で

の
運

営
 

 
 

 
西

が
丘

本
部

で
は

、
本

部
移

転
の

際
に

更
新

す
る

走
査

型
電

子
顕

微
鏡

や
三

次
元

座
標

測
定

機
な

ど
の

機
器

（
1
8
機

種
）

で
業

務
を

実
施
 

 
3
)
本
部

で
の

運
営
 

本
部

開
設

に
伴

い
、
新

規
に
導

入
し
た

装
置

15
機
種
、
西
が

丘
本
部

や
駒

沢
支

所
か

ら
移

設
し
た

11
機
種

、

合
計

26
機
種

の
装

置
を

配
備
 

表
面

・
微

小
領

域
の

観
察

や
成

分
分

析
な

ら
び

に
物

質
の

構
造

解
析

な
ど

を
行

う
化

学
計

測
分

野
と

、
高

精

度
な

形
状

計
測

を
行

う
精

密
測

定
分
野

を
設

置
 

 
4
)
機
器

整
備
 

 
 

 
機

能
性

材
料

、
環

境
対

応
製

品
、

高
精

度
加

工
製

品
等

の
開

発
や

、
製

品
の

不
具

合
発

生
の

原
因

究
明

な
ど

に
用

い
る

高
度

先
端

機
器

を
整

備
 

【
主

要
装

置
】
 

化
学

計
測

：
透

過
型

電
子

顕
微

鏡
、

走
査

型
電

子
顕

微
鏡

、
Ⅹ

線
光

電
子

分
光

分
析

装
置

、
誘

導
結

合
プ

ラ

ズ
マ

質
量

分
析

装
置

、
蛍

光
Ⅹ

線
分
析

装
置

、
Ⅹ

線
回

折
装

置
、
核

磁
気

共
鳴

分
析

装
置

、
 

集
束

イ
オ

ン
ビ

ー
ム

装
置

、
飛

行
時
間

型
二

次
イ

オ
ン

質
量

分
析
装

置
な

ど
 

精
密

測
定

：
三

次
元

座
標

測
定

機
、

走
査

型
白

色
干

渉
計

、
高

精
度

画
像

測
定

機
、

真
円

度
測

定
機

、
表

面

粗
さ

測
定

機
、

レ
ー

ザ
ー

測
長

器
、
レ

ー
ザ

ー
干

渉
計

な
ど

 

 
 

(
2
)
高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー
の

利
用
実

績
 

 
1
)
試
験

利
用

実
績
 

・
依

頼
試

験
お

よ
び

機
器

利
用

の
合
計

利
用

実
績

：
4
,
4
19

件
（
H
2
7
年

度
目

標
値

比
：
8
8
％

）
 

 
 

 
（

依
頼

試
験

：
4
,
2
00

件
、
 

機
器

利
用

：
2
1
9
件
）

 

 
 

 
（

上
半

期
（

西
が

丘
本

部
）：

1
,
29
7
件

、
下

半
期
（

本
部
）：

3,
1
22

件
）
 

 
2
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
 6

件
 

 
3
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
 2
0
件
 

 (
3
)
高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー
利

用
に
よ

る
製

品
開

発
事

例
 

【
依

頼
試

験
】
 

・
自

動
車

ブ
レ

ー
キ

部
品

の
表

面
観

察
や

表
面

分
析

を
行

い
、

表
面

の
特

性
を

評
価

し
、

材
料

歩
留

ま
り

を
向

上
（

走
査

型
電

子
顕

微
鏡

及
び

Ⅹ
線
光

電
子

分
光

分
析

装
置

）
 

・
家

具
製

造
に

用
い

る
ネ

ジ
の

破
損
事

例
に

対
し

、
ネ

ジ
の

精
密
形

状
測

定
に

よ
り

原
因

が
究
明

、
ネ

ジ
形

状
 

を
改

良
し

、
不

良
品

発
生

率
を

低
下
（

走
査

型
白

色
干

渉
計

）
 

・
は

ん
だ

の
製

造
工

程
に

お
い

て
、
表

面
分

析
を

実
施

し
、

表
面
の

組
成

の
違

い
や

付
着

物
の
違

い
が

判
明

、
 

高
品

質
な

は
ん

だ
製

造
を

支
援

 

 
 

・
R
o
HS

規
制

に
関

す
る
依

頼
試
験

を
行

い
、

国
際

化
を

支
援
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

散
蛍

光
Ｘ
線

分
析

装
置

）
 

【
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

】
 

・
差

動
ト

ラ
ン

ス
の

高
精

度
な

駆
動
変

位
を

制
御

し
、

高
品

質
化
を

支
援

（
レ

ー
ザ

ー
測

長
器
）
 

・
抗

菌
ガ

ラ
ス

の
開

発
、

製
品

化
（
波

長
分

散
蛍

光
Ⅹ

線
分

析
及
び

走
査

型
電

子
顕

微
鏡

）
 

 
・

フ
ィ

ル
ム

の
極

表
面

分
析

に
よ
る

表
面

処
理

状
態

解
析

（
飛
行

時
間

型
二

次
イ

オ
ン

質
量
分

析
装

置
）
 

【
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

】
 

 
 

・
め

っ
き

製
品

の
表

面
及

び
断
面

の
観

察
手

法
を

教
示

し
、
め

っ
き

製
品

を
改

良
（

走
査
型

電
子

顕
微

鏡
）
 

【
共

同
研

究
】
 

 
 

・
低

周
波

通
電

鍼
治

療
に

お
け
る

金
属

溶
出

量
を

解
明

し
、
安

全
性

を
評

価
 

分
析

結
果
が

I
S
O
基

準
値

設
定

へ
発
展

（
I
C
P
-飛

行
時

間
型

質
量
分

析
計

）
 

・
分

光
分

析
装

置
に

お
け

る
極

表
層

領
域

の
サ

ン
プ

リ
ン

グ
機

構
を

開
発

し
、

製
品

化
準

備
中

（
走

査
型

白
色

干
渉

計
）
 

 

 ○
高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
の

開
設
 

・
国

際
競

争
力

強
化

、
高

品
質

・
高

付
加

価
値

な

も
の

づ
く

り
を

目
指

し
た

7
名

か
ら
な

る
新

組
織

を
設

立
（

4
月

）
 

   ・
高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
の

機
器
整

備
状

況
 

 
 

本
部

開
所

と
同

時
に

合
計

2
6
機

種
で

開
設
 

 
 

 
新

規
導

入
：

15
機
種
 

移
設

機
器

：
1
1
機

種
、
 

（
西

が
丘

本
部

、
駒

沢
支

所
か

ら
移
設

）

         

・
高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
の

利
用
実

績
 

 
 

依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

 
4
,4
1
9
件
 

 
 

（
H
2
7
年

度
目

標
値

比
88
％

）
 

      ○
製

品
開

発
事

例
 

・
自

動
車

ブ
レ

ー
キ

部
品

の
材

料
歩
留

ま
り

向
上

 
 

金
属

部
品

表
面

観
察

や
表

面
分

析
を

行
い

、

表
面

の
特

性
を

評
価

（
走

査
型

電
子

顕
微

鏡
お

よ
び

Ⅹ
線

光
電

子
分

光
分

析
装

置
）
 

・
差

動
ト

ラ
ン

ス
の

高
精

度
な

駆
動
変

位
を

制
御

し
、

高
品

質
化

を
支

援
（

レ
ー

ザ
ー
測

長
器

）

・
め

っ
き

製
品

の
表

面
及

び
断

面
の
観

察
手

法
を

教
示

し
、

め
っ

き
製

品
を

改
良

（
走

査
型

電
子

顕
微

鏡
）
 

・
低

周
波

通
電

鍼
治

療
に

お
け

る
金

属
溶

出
量

を

解
明

し
、

安
全

性
を

評
価
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・
超

音
波

接
合

は
ん

だ
の

接
合

面
を

解
析

し
、

接
合

条
件

を
最

適
化

し
て

、
製

品
品

質
を

向
上

（
走

査
型

電
子

顕
微

鏡
）
 

【
首

都
大

連
携

研
究

へ
の

支
援

】
 

 
 

・
集

束
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
に

よ
り
人

工
骨

部
材

を
超

微
細

加
工
し

、
断

面
を

観
察

、
特

許
出
願

を
支

援
 

（
研

究
実

施
中

）
 

 (
4
)
利
用

促
進

に
向

け
た

取
り
組

み
 

 
1
)
ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
に

よ
る

機
器
利

用
の

開
始
 

 
 
・
従
来

機
器

利
用

に
供
し

な
か
っ

た
高

度
な

装
置

を
中

小
企
業

の
製

品
開

発
へ

活
用

支
援
す

る
た

め
、
2
月
か

ら

機
器

利
用

方
法

習
得

セ
ミ

ナ
ー

受
講
者

を
対

象
に

機
器

利
用

を
開
始
 

・
2
3
年

度
は

試
行

と
し

て
1
機

種
を
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

対
象

機
器
に

選
定
 

機
器

名
：

分
析

機
能

付
き

走
査

電
子
顕

微
鏡
 

ラ
イ

セ
ン

ス
発

行
数

 
1
1
名
 

利
用

件
数

 
1
2
5
件
 

 
2
)
見
学

対
応
 

 
 

a
)見

学
対

応
用

に
実

験
室

を
設
計
 

 
 

 
 

高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー

の
多

く
の

実
験

室
は

高
精

度
の

温
湿

度
管

理
が

求
め

ら
れ

見
学

者
の

入
退

出
が

不
可

能
で

あ
る

た
め

、
壁

面
に

大
型
ガ

ラ
ス

を
設

置
し

、
室

外
か
ら

見
学

対
応

が
実

施
で

き
る
設

計
を

導
入
 

 
 

b
)高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
（
本

部
）

見
学

実
施

数
 

 
 

 
・

実
施

対
応

回
数

 
 

2
1
0
回
 

 
 

 
・

見
学

者
数

 
 

 
3,
5
6
7
名

（
本

部
全

見
学

者
数
の

6
6
%）

 

3
)
広

報
活

動
 

 
 

a
)3

セ
ク

タ
ー

共
同

に
よ

る
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

 
 

計
8
,
00
0
部
配

布
(
初
版

5
,0
0
0
部
 

第
2
版

3,
0
00

部
) 

 
 

b
)イ

ベ
ン

ト
や

展
示

会
で

の
PR

活
動
 

①
T
E
S
T2
0
11

展
（

第
11

回
総

合
試
験

機
器

展
）

(
10

月
12

日
～
1
4
日
) 

内
容

：
都

産
技

研
案

内
、

高
度

分
析
開

発
セ

ク
タ

ー
事

業
案

内
（
対

応
職

員
数

：
延
べ

3
名

）
 

②
も

の
づ

く
り

in
府
中

（
第

2
2
回

府
中

市
工

業
技

術
展
、

ふ
ち
ゅ

う
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾌｪ
ｱ
）
(
1
0
月

2
1
日

～
22

日
) 

内
容

：
都

産
技

研
案

内
、

高
度

分
析
開

発
セ

ク
タ

ー
事

業
案

内
（
対

応
職

員
数

：
延
べ

2
名

）
 

③
産

業
交

流
展

20
1
1
(1
0
月

2
6
日
～

2
8
日

) 

内
容

：
高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
事
業

案
内

、
担

当
分

野
別

事
業
案

内
、

共
同

開
発

品
等

の
案
内
 

 
 

 
付

随
見

学
：

本
部

1
階

案
内
（

対
応

職
員

数
：

延
べ

9
名
）
 

④
2
0
11

国
際

ロ
ボ

ッ
ト

展
(1
1
月

9
日

～
1
2
日
）
 

内
容

：
都

産
技

研
案

内
、

高
度

分
析
開

発
セ

ク
タ

ー
事

業
案

内
（
対

応
職

員
数

：
延
べ

3
名

）
 

 
 

 
 

⑤
第

8
回

国
際

水
素

・
燃
料

電
池

展
(
2
月

2
9
日

～
3
月

2
日

) 

 
 

 
 

 
内

容
：

都
産

技
研

案
内
、

高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー
事

業
案

内
（

対
応

職
員

数
：
延
べ

3
名
）
 

 

        ○
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

の
導

入
 

・
高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
の

高
度
な

機
器

を
ラ

イ
セ

ン
ス

導
入

に
よ

り
、

機
器

利
用

で
の

利
用

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
（

2
月

）
 

・
ラ

イ
セ

ン
ス

発
行

数
：

11
名
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

(
2
)
 
高

付
加

価
値

製
品

の
開
発

支
援
 

第
一

期
で

開
設

し
た

「
デ

ザ
イ

ン
セ

ン

タ
ー
」
の
機

能
と
設

備
を

拡
充
・
強

化
し

、

中
小

企
業

の
ブ

ラ
ン

ド
確

立
支

援
、

デ
ザ

イ
ン

ギ
ャ

ラ
リ

ー
に

よ
る

製
品

企
画

支

援
、

ラ
ピ

ッ
ド

・
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
設

備
に

よ
る

試
作

支
援

、
三

次
元

C
AD

デ
ー

タ
作

成
等

の
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
支

援
を

行
う

た
め

の
「

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー

」
を

開
設

し
、

デ
ザ

イ
ン

を
活

用
し

た
製

品
開

発
を

総
合

的
に

支
援

す
る

。「
シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン
セ

ク
タ
ー
」

に
お

け
る

依
頼

試
験

と
機

器
利

用
の

総
件

数
に

つ
い

て
は

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

平
成

27
年

度
の

年

間
実
績

9
,
00
0
件
を

目
標

と
す

る
。
 

②
本

部
に

お
い

て
、「

シ
ス
テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー

」
を

開
設

し
、

デ
ザ

イ
ン

を
活

用
し

た
製

品
開

発
を

支
援

す
る

。
特

に
、

ラ
ピ

ッ
ド

・
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
に

よ
る

試
作

支
援

を
充

実
す

る
。
 

5
 

Ａ
 

(
1
)
シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク
タ

ー
の
事

業
 

 
1
)
シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー
組

織
の

発
足

（
4
月
）

 

 
 
 ・

デ
ザ
イ

ン
を

活
用

し
た

製
品
開

発
を

総
合

的
に

支
援

す
る
た

め
、
8
名

か
ら

成
る
「

シ
ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
セ

ク

タ
ー

」
組

織
を

発
足
 

 
 
・

売
れ

る
も

の
づ

く
り

を
商

品
企

画
か

ら
、

試
作

、
販

売
促

進
ま

で
一

貫
し

て
支

援
す

る
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル

デ
ザ

イ
ン

支
援

、
高

速
造

形
機

、
3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

、
C
A
D
/C
A
E
装
置

な
ど

各
種

の
設

計
ツ

ー
ル
を
利
用
し
た

設
計

開
発

支
援

を
柱

に
事

業
を

実
施
 

2
)
西

が
丘

本
部

で
の

運
営
 

 
 

・
更

新
対

象
で

あ
っ

た
高

速
造

形
機

、
大

型
プ

リ
ン

タ
、

シ
ー

ル
プ

リ
ン

タ
等

の
機

器
は

、
西

が
丘

本
部

で
の

業
務

終
了

日
（

9
月

30
日
）
ま

で
稼
働

さ
せ

、
支

援
業

務
を

実
施
 

（
上

半
期

（
西

が
丘

本
部

）：
2
,
8
2
1
件

、
下

半
期

（
本

部
）：

1
2
,
27
1
件

）
 

・
本

部
へ

新
規

導
入

予
定

で
あ

っ
た

非
接

触
デ

ジ
タ

イ
ザ

等
を

急
遽

西
が

丘
本

部
へ

導
入

し
、

職
員

に
使

用
方

法
を

習
得

さ
せ

る
た

め
の

講
習

を
実
施
 

 
3
)
本
部

で
の

運
営
 

a
)
本

部
開

設
と

同
時

に
機

器
利

用
等
業

務
を

開
始
 

b
)
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
支
援

事
業

の
開

始
（

新
規

）
 

 
 

 
 

イ
ン

ダ
ス

ト
リ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

支
援

事
業

と
し

て
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

及
び

プ
ロ

ダ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
の

2
分

野
を

設
立

し
、

リ
ー

フ
レ
ッ

ト
作

成
、

L
ED

照
明

の
イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

等
の

依
頼
試

験
を

実
施

 
 

c
)
高

速
造

形
機

、
非

接
触

型
三

次
元
デ

ジ
タ

イ
ザ

等
新

機
種

を
導
入

し
、

体
制

を
強

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

d
)
商

品
企

画
か

ら
デ

ザ
イ

ン
開

発
、

試
作

開
発

の
支

援
、

そ
し

て
、

自
社

ブ
ラ

ン
ド

の
構

築
と

販
売

促
進

の
支

援
ま

で
を

総
合

的
に

製
品

開
発

を
支
援

す
る

た
め

、
セ

ミ
ナ

ー
等
を

実
施

や
、
創
作

実
験

ギ
ャ
ラ

リ
ー

な
ど

3

室
、
全

1
9
機

種
の

機
器

を
整
備

 

 
4
)
本
部

で
の

機
器

整
備
 

a
)
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
支
援

の
機

器
（
全

8
機
種

：
新
規

2
機

種
、

更
新

3
機

種
、
移
設

3
機
種

）
 

・
新
規

2
機
種

：
切

削
モ

デ
リ

ン
グ
マ

シ
ン

（
１

台
増

強
し

2
台
体

制
）、

ス
タ
ジ

オ
撮
影

シ
ス
テ

ム
 

・
更
新

3
機
種

：
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

（
フ

ォ
ト
シ

ョ
ッ

プ
、

イ
ラ

ス
ト

レ
ー
タ

）、
 

大
判

プ
リ

ン
タ

、
印

刷
カ

ン
プ

用
プ
リ

ン
タ
 

・
移
設

3
機
種

：
シ

ー
ル

プ
リ

ン
タ
、

映
像

編
集

装
置
 

b
)
設

計
開

発
支

援
の

機
器

（
全

1
1
機

種
：

新
規

3
機

種
、
更

新
1
機

種
、

移
設

7
機

種
）

 

・
新
規

3
機
種

：
高

速
造

形
機

（
利
用

増
と

機
能

向
上

を
目

的
に
よ
り

2
台
体

制
（

大
型

機
、
高

精
細

機
）
 

非
接

触
三

次
元

デ
ジ

タ
イ

ザ
(1

台
増
強

し
2
台
体

制
) 

・
更
新

1
機
種

：
三

次
元

CA
D
/
C
A
E（

構
造

解
析

、
機

構
解
析

他
）
 

・
移
設

7
機
種

：
三

次
元

モ
デ

リ
ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
卓
上

3
D
ス
キ

ャ
ナ

ー
、

X
線

C
T、

製
品

複
合

試
験
器
、
 

小
型

製
品

耐
衝

撃
製

解
析

シ
ス

テ
ム
、

非
接

触
同

時
多

点
計

測
シ
ス

テ
ム

、
 

非
接

触
三

次
元

デ
ジ

タ
イ

ザ
 

 
5
)
創
作

実
験

ギ
ャ

ラ
リ

ー
等

の
新
設
 

 
 

a
)高

度
人

材
育

成
に

向
け

新
し
い

設
備

を
充

実
 

 
・

創
作

実
験

ギ
ャ

ラ
リ

ー
、

デ
ザ
イ

ン
支

援
室

、
実

践
セ

ミ
ナ
ー

室
を

新
設
 

・
デ

ザ
イ

ン
実

践
セ

ミ
ナ

ー
（

計
26

回
）、

売
れ

て
い

る
デ

ザ
イ
ン

の
展

示
（

計
1
7
件

）、
デ

ザ
イ

ン
関
連

研
究

会
で

の
活

用
な

ど
を

開
始

 

 
 

b
)デ

ザ
イ

ン
関

係
の

2
研

究
会
を

設
置
 

・
「

デ
ザ

イ
ン

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ

研
究
会

」
 

10
回
開

催
 
会

員
 
3
0
名
 

 
 

・「
東
京

都
ロ

ボ
ッ

ト
研
究

会
」
 

 
 

 
 

20
回
開
催

 
会
員

 
2
0
名
 

 

(
2
)
利
用

実
績
 

1
)
試

験
利

用
実

績
 

依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

の
合

計
実
績

：
1
5
,
15
5
件

（
平
成

2
7
年

度
目

標
値

比
：

1
6
8%
）

 

 
 

 
 

（
依

頼
試

験
：

2
82

件
 
機

器
利

用
：

1
4,
8
7
3
件

）
 

 
 
 
 
 
・

高
速

造
形

装
置

 
 

 
 
 

8
,1
8
7
件
 

 
・

カ
ラ

ー
カ

ン
プ

プ
リ

ン
タ

 
1
,0
9
0
件
 

 
・

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

 
 
 4
9
0
件
 

 
・

シ
ー

ル
プ

リ
ン

タ
 

 
 

 
 
 3
8
1
件
 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

（
2
2
年

度
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ
ー

へ
の
指

摘
事

項
）

「
中

小
企

業
の

要
望

に
応

え
た

機
器

整
備

を
行

う

と
と

も
に

、
製

品
化

支
援

に
係

る
セ

ミ
ナ

ー
を

強

化
す

る
な

ど
、

商
品

企
画

や
製

品
開

発
に

関
す

る

総
合

的
な

支
援

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

重

要
で

あ
る

。」
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

1
)
中

小
企

業
の

要
望

に
応

え
た

機
器
整

備
 

 
ニ

ー
ズ

の
高

い
高

速
造

形
機

や
非
接

触
三

次
元

デ
ジ

タ
イ

ザ
等

を
2
台
体

制
に

す
る
な

ど
、

全

1
9
機
種

で
事

業
開

始
 

2
)
製

品
化

支
援

に
係

る
セ

ミ
ナ

ー
の
強

化
 

・
総

合
的

な
支

援
へ

充
実

さ
せ

る
た
め

、
従

来
型

セ
ミ

ナ
ー

を
見

直
し

、
商

品
企

画
か

ら
販

売
促

進
ま

で
の

セ
ミ

ナ
ー

、
講

習
会

に
再
編
 

・
本

部
に

創
作

実
験

ギ
ャ

ラ
リ

ー
、
デ

ザ
イ

ン
支

援
室

、
実

践
セ

ミ
ナ

ー
室

を
新

設
し

、
高

度
人

材
育

成
事

業
の

た
め

の
施

設
を

充
実
 

 
 

○
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
セ

ク
タ

ー
の
開

設
 

・
商

品
企

画
か

ら
試

作
、

販
売

ま
で

の
一

貫
支

援

を
行
う

8
名
か

ら
成

る
組

織
を

発
足
（

4
月

）
 

・
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
セ

ク
タ

ー
の

機
器

整
備

状

況
 

 
本

部
開

所
と

同
時

に
合
計

1
9
機
種

で
開

設
 

・
依

頼
試

験
及

び
機

器
利

用
の

合
計
実

績
 

1
5
,
1
55

件
、

内
、

高
速

造
形
機

 
8
,
18
7
件
 

 
 

（
H
2
7
年

度
目

標
値

比
 

1
6
8％

）
 

＜
主

要
設

備
＞
 

・
高

速
造

形
機

 
          ・

創
作
実

験
ギ

ャ
ラ

リ
ー
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・

大
判

プ
リ

ン
タ

 
 

 
 

 
 
 3
0
6
件
 

 
 
 

 
年

度
別
機

器
利

用
実

績
 

（
注
）

H1
9-
H2
2
は
旧
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
実
績
 

 (
3
)
製
品

開
発

支
援

事
例
 

【
機

器
利

用
】
 

 

 
1
)
防
災

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
製

品
開
発

支
援
 

 
 

 
平
成

2
0
年

度
に

試
作
協

力
し
た

機
能

性
防

災
用

ヘ
ル

メ
ッ
ト

が
、

ヒ
ッ

ト
商

品
へ

成
長
(
R
P
活

用
) 

 
2
)
車
椅

子
用

エ
ア

ー
バ

ッ
ク

の
製
品

開
発

支
援
 

本
体

部
分

の
意

匠
デ

ザ
イ

ン
、
試

作
設

計
、
試
作

品
作

成
、
展

示
会

出
展

等
総

合
的

に
支

援
（
3
D
C
AD
、
RP

活
 

用
、

デ
ザ

イ
ン

支
援

）
 

 
3
)
高
機

能
扇

風
機

の
試

作
支

援
 

昨
年

来
ヒ

ッ
ト

商
品

で
あ

っ
た

扇
風
機

の
新

型
の

試
作

を
実

施
（
R
P
活

用
）
 

【
共

同
研

究
】
 

 
1
)
照
明

の
製

品
開

発
支

援
 

 
 
 
 
 
伝

統
工

芸
品

で
あ

る
鼈

甲
の
新

し
い

商
品

づ
く

り
の

支
援
し

、
照

明
器

具
等

製
品

開
発
支

援
（

東
京

鼈
甲

組
 

合
連

合
会

）（
グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク
デ

ザ
イ
ン

シ
ス

テ
ム

、
カ

ン
プ

プ
リ
ン

タ
活

用
）

 
 

【
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

】
 

 
1
)
ア
ニ

メ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

使
っ
た

建
具

金
物

の
開

発
 

事
業

企
画

・
商

品
企

画
・

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

の
指

導
～

デ
ザ

イ
ナ
ー

紹
介

～
販

売
促

進
方

法
の
技

術
支

援
を
 

行
い

、
関

東
周

辺
の

中
堅

ハ
ウ

ス
メ
ー

カ
ー

、
工

務
店

、
パ

ワ
ー
ビ

ル
ダ

ー
1
7
社

と
契
約

締
結
し

、
平

均
売

上
 

高
4
0
0
万

円
/
月
を

達
成
 

2
)
ブ

レ
ス

レ
ッ

ト
な

ど
ア

ク
セ

サ
リ
ー

業
の

販
売

促
進

支
援

 

小
売

店
の

店
内

用
チ

ラ
シ

作
成

を
実
施

し
、

7
月

の
店

販
売

り
上
げ

37
万
円

に
貢

献
（
グ

ラ
フ
ィ

ッ
ク

デ
ザ
 

イ
ン

シ
ス

テ
ム

、
カ

ン
プ

プ
リ

ン
タ
活

用
）
 

3
)
天

然
植

物
性

化
粧

水
の

販
路

開
拓
支

援
 

天
然

植
物

性
化

粧
水

販
売

に
お

い
て
販

路
が

拡
が

ら
な

い
た

め
、
販

売
設

計
、

見
や

す
い

ラ
ベ
ル

デ
ザ

イ
ン
 

等
の

作
成

を
実

施
し

、
平

均
売

上
高

3
0
万

円
/月

を
達

成
。

ま
た
、

銀
座

の
群

馬
県

の
ア

ン
テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

に
 

常
設

展
示

実
現

 
(グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

活
用

) 

 
4
)
ビ
ー

ズ
印

刷
を

用
い

た
携

帯
用
装

飾
製

品
の

開
発

支
援

 
 

特
殊

印
刷

（
ビ

ー
ズ

印
刷

）
を

使
っ
た

携
帯

に
貼

付
す

る
装

飾
品
の

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン
、

試
作

品
 

開
発

の
技

術
支

援
（

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク
デ

ザ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
、

カ
ン
プ

プ
リ

ン
タ

活
用

）
 

 
5
)
漆
と

木
粉

か
ら

な
る

天
然

素
材
サ

ス
テ

ィ
ー

モ
を

用
い

た
商
品

の
意

匠
デ

ザ
イ

ン
と

試
作
設

計
支

援
 

サ
ス

テ
ィ

ー
モ

を
用

い
た

印
籠

の
意
匠

デ
ザ

イ
ン

と
試

作
設

計
を
支

援
（

3
DC
A
D、

R
P
活

用
）
 

   

 ○
機

器
整

備
の

内
容

（
全

19
機

種
）
 

・
高

速
造

形
機

(2
台

)  

 
利

用
増

と
機

能
向

上
を

目
的

に
よ
り

大
型
 

機
、

高
精

細
機
の

2
台
を

導
入
 

・
切

削
モ

デ
リ

ン
グ

マ
シ

ン
(2

台
) 

 
 

切
削

サ
イ

ズ
の

拡
大
 

・
非

接
触

三
次

元
デ

ジ
ザ

イ
ザ

(
2
台

）
 

 
 

パ
タ

ー
ン

投
影

型
高

精
細

機
の
導

入
 

 ○
創

作
実

験
ギ

ャ
ラ

リ
ー

等
の

新
設
 

・
創

作
実

験
ギ

ャ
ラ

リ
ー

、
デ

ザ
イ
ン

支
援

室
、

実
践

セ
ミ

ナ
ー

室
の

新
設
 

・
デ

ザ
イ

ン
関

係
の

2
研

究
会

を
新
規

設
置
 

・
創

作
実

験
ギ

ャ
ラ

リ
ー

に
売

れ
て
い

る
デ

ザ
イ

ン
を

展
示
 

 

    ○
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
セ

ク
タ

ー
の

製
品

開
発

支

援
事

例
 

1
)
防

災
用

ヘ
ル

メ
ッ

ト
の

開
発

支
援
 

2
)
東

京
都

鼈
甲

組
合

連
合

会
と

連
携
し

た
製

品
開

発
支

援
 

(
鼈

甲
を

使
っ

た
ラ

ン
プ

シ
ェ

ー
ド

が
東

京
の

伝
統

工
芸

品
チ

ャ
レ

ン
ジ

大
賞

で
優

秀
賞

を

受
賞

) 

3
)
ア

ニ
メ

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

を
使

っ
た
建

具
金

物
の

開
発
 

                       

中
期

計
画

目
標

値
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(
4
)
利
用

促
進

に
向

け
た

取
組
 

1
)
広
報

P
R
活

動
 

 
 

 
a)
シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン
セ

ク
タ
ー

見
学

対
応
 

 
 

 
 

 年
間
：

3
,
73
0
人
、

実
施
対

応
回

数
：

2
35

回
 

 

 
 

 
 

 
（

上
半

期
：

見
学

者
数

1
5
3
人

、
実

施
対

応
回

数
 
1
9
回
 

 
 

 
 

 
 

下
半

期
：

見
学

者
数

3
,
57
7
人
、

実
施

対
応

回
数
 

2
16

回
）
 

b
)
展

示
会

へ
の

出
展

 
・

第
6
回

国
際

雑
貨

EX
P
O、

中
小

機
構

に
よ

る
地

域
資

源
テ

ス
ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

シ
ョ

ッ
プ

R
i
n、

 

第
7
3
回

東
京

イ
ン

タ
ー

ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ

フ
ト

シ
ョ

ー
な

ど
、

外
部
の

展
示

会
に

出
展
 

・
東

京
鼈

甲
組

合
連

合
会

と
共

同
開
発

し
た

べ
っ

甲
ラ

ン
プ

シ
ェ
ー

ド
な

ど
の

作
品

を
出

展
 

・
デ

ザ
イ

ン
を

活
用

し
た

製
品

開
発
の

啓
発

活
動

を
実

施
 

 

 
 

 
c)
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配
布

 

 
 

 
・

事
業

案
内

の
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

を
作

成
し

、
講

演
会

・
セ
ミ

ナ
ー

や
展

示
会

等
で

配
布
 

 
 

 
 

 
作

成
部

数
：

8
,0
0
0
部
配

布
済
 

 (
5
)
高
度

産
業

人
材

育
成

へ
の
取

り
組
み
 

1
)
従

来
型

セ
ミ

ナ
ー

の
見

直
し

を
実
施
 

・
デ

ザ
イ

ン
実

践
セ

ミ
ナ

ー
を
要

望
に
合

わ
せ

て
、
販
売

促
進
を

強
化
充

実
で

き
る

よ
う

に
分

離
独
立

さ
せ

、『
商

品
企

画
基

礎
講

座
』

と
『

販
売

促
進
基

礎
講

座
』
の

2
講
座

と
し
て

開
催
 

・「
3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

の
基

礎
と

そ
の
活

用
方

法
」「

デ
ザ
イ
ン

活
用
が

経
営

戦
略

を
生

む
」（

セ
ミ
ナ

ー
）
、「

3D
モ

デ
ラ

ー
入

門
」
「
販

売
促

進
の
た

め
の
「

売
れ

る
こ

と
ば

」
文

章
作
成

講
座

」、
「

C
A
E
に
よ

る
構
造

解
析

入
門

」

（
講

習
会

）
を

従
来

通
り

実
施

 

 
2
)
受
講

実
績

 （
計

6
件
）
 

 
 
 
 
・
デ

ザ
イ

ン
実

践
セ

ミ
ナ

ー
 
合
計

1
4
社

、
受

講
者
：

7
2
名
 

 
 

 
 

商
品

企
画

基
礎

講
座

 
全

1
7
回

 
8
社
 

1
8
名
 

 
 

 
 

販
売

促
進

企
画

講
座

 
全

9
回
 

 6
社
 

5
4
名
 

 
 

・
3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

の
基
礎

と
そ
の

活
用

法
（

セ
ミ

ナ
ー

）
全

1
回
 

17
名
 

 
 

・
デ

ザ
イ

ン
活

用
が

経
営

戦
略
を

生
む

（
セ

ミ
ナ

ー
）

 
全

1
回
 

41
名
 

 
 

・
3
D
モ

デ
ラ

ー
入

門
（
講

習
会
）

全
１

回
 

4
名
 

 
 

・
販

売
促

進
の

た
め

の
「

売
れ
る

こ
と

ば
」

文
章

作
成

講
座
（

講
習

会
）

 
全

1
回

 
26

名
 

 
 

・
C
A
E
に

よ
る

構
造

解
析

入
門
(
講
習

会
) 

全
1
回
 

4
名
 

3
)
受

講
企

業
の

成
果
 

・
こ

の
デ

ザ
イ

ン
実

践
セ

ミ
ナ

ー
を

通
じ

て
、

こ
れ

ま
で

自
社

製
品

を
持

た
な

か
っ

た
企

業
に

対
し

て
、

自
社

製
品

を
企

画
・

開
発

・
販

売
で

き
る
ま

で
に

、
高

度
な

産
業

人
材
育

成
を

継
続

的
に

実
施

 

・
平
成

2
3
年

度
東

京
都

デ
ザ
イ

ン
導
入

実
践

セ
ミ

ナ
ー

～
商

品
企
画

基
礎

講
座

～
成

果
事

例
集
の

発
行
 

(
3
月

) 

【
成

果
事

例
】
 

・
講

座
の

受
講

を
機

に
創

業
し

、「
変

形
性

股
関

節
症

患
者
向

け
ソ
ッ

ク
ス

着
脱

保
護

具
」

を
開
発
 

・
簡

易
金

型
等

に
よ

る
試

作
モ

デ
ル

製
品

制
作

を
主

要
事

業
と

す
る

会
社

が
、

講
座

の
受

講
を

機
に

自
社

製
品

の
立

ち
上

げ
を

検
討
 

                ○
高

度
産

業
人

材
育

成
へ

の
取

組
み
 

従
来

型
セ

ミ
ナ

ー
を

見
直

し
、

商
品

企
画

か
ら

販
売

促
進

に
至

る
セ

ミ
ナ

ー
、

講
習
会

に
再

編
 

<
セ

ミ
ナ

ー
> 

1
)
デ

ザ
イ

ン
実

践
セ

ミ
ナ

ー
（

7
2
名

）
 

 
「
商

品
企

画
基

礎
講

座
」「

販
売

促
進

基
礎

講
座

」

2
)
3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

の
基

礎
と
そ

の
活
用

法（
17

名
）

3
)
デ

ザ
イ

ン
活

用
が

経
営

戦
略

を
生
む

（
4
1
名

）

<
講

習
会

> 

1
)
3
D
モ

デ
ラ

ー
入

門
（

4
名
）

 

2
)
販

売
促

進
の

た
め

の
「

売
れ

る
こ

と
ば

」
文

章

作
成

講
座

（
2
6
名

）
 

3
)
C
A
E
に

よ
る

構
造

解
析

入
門

（
4
名

）
 

 【
受

講
者

の
声

】
 

・「
受

講
後

、
チ

ラ
シ

を
変

更
し

展
示
会

を
絞

り
込

ん
で

出
展

し
た

と
こ

ろ
、

今
ま

で
全

く
な

か
っ

た
注

文
が

2
3
件

に
な

り
、

す
ぐ

10
件
の

追
加

申
し

込
み

が
あ

っ
た

」
(
販
売
促

進
企
画

講
座

)

・「
初

め
て

デ
ザ

イ
ン
・
企
画
・
試

作
の

体
験

が
で

き
ま

し
た

。
自

分
た

ち
の

手
で

企
画

・
試

作
ま

で
行

う
、

こ
れ

が
弊

社
の

持
ち

味
と

し
商

品
開

発
に

取
組

み
た

い
と

思
い

ま
す

」
(
商
品

企
画

基

礎
講

座
) 

・「
当

講
座

は
、
仕
事

を
お

客
様

か
ら
い

た
だ

く
立

場
か

ら
、

世
の

中
に

役
立

つ
テ

ー
マ

を
自

ら
考

え
、

そ
し

て
作

り
上

げ
て

い
け

る
企

業
に

変
わ

ろ
う

と
い

う
弊

社
の

志
向

に
ピ

ッ
タ

リ
の

も
の

で
し

た
」

(商
品
企

画
基

礎
講
座

) 
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

中
小

企
業

が
自

社
製

品
を

開
発

す
る

際

の
上

流
工

程
の
技

術
課

題
解
決

に
対

応
す

る
た

め
、

オ
ー
ダ

ー
メ

ー
ド
開

発
支

援
を

実
施

し
、

新
製
品

や
新

技
術
の

開
発

を
支

援
す

る
。

オ
ー
ダ

ー
メ

ー
ド
開

発
支

援
の

利
用

件
数

に
つ
い

て
は

、
第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

最
終

年
度

で
あ

る
平

成
2
7
年

度
の

年
間

利
用

実
績

1
20

件
を

目
標
と

す

る
。
 

 

③
中

小
企

業
が

自
社

製
品

を
開

発
す

る
際

の
上

流
工

程
の

技
術

課
題

解
決

に
対

応
す

る
た

め
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
を

着
実

に
実

施
す

る
。

6
 

Ｓ
 

(
1
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支
援

事
業
の

実
施

（
年

報
：

P
.2
3
）
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
に

お
け

る
上
流

工
程
・
上
流

設
計
支

援
を
目

的
に
、
製
品

開
発
に

直
接
つ

な
が

る
オ
ー
 

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
事

業
を

実
施
 

1
)
実

施
実

績
 

1
90

件
 

 
 

27
年
度

利
用

実
績

目
標
値

達
成
率

 
＝

 
1
9
0
 /
 
1
20
 
＝

 
1
58
% 

 
 

前
年

度
比

 
1
9
0
 /
 
1
30
 
＝

 
1
46
% 

 
2
)
分
野

毎
の

内
訳
 

環
境

 
 

 
 

 
 

 
 

 9
件

 
 
 

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

 
 

26
件

 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

 
 

26
件

 

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
 

 3
件

 

 
 

 
I
T
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 7

件
 

 
 

 
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
 

 
 8

件
 

 
 

 
材

料
 

 
 

 
 

 
 

 
46

件
 

 
 

 
精

密
加

工
 

 
 

 
 

 
 9

件
 

 
 

 
光

音
・

照
明

 
 

 
 

 
23

件
 

 
 

 
繊

維
 

 
 

 
 

 
 

 
26

件
 

 
 

 
評

価
技

術
 

 
 

 
 

 
 5

件
 

 
 

 
そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
 2

件
 

3
)
製

品
化

・
事

業
化

実
績

 
34

件
 

 (
2
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支
援

事
例
 

1
)
環

境
 
 

・
部

材
再

生
用

真
空

ベ
ー

ク
炉

の
開
発

支
援
 

2
)
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
 

 
 

・
静

電
植

毛
加

工
に

よ
る

玩
具
の

開
発

支
援
 

・
半

導
体

検
査

用
部

品
の

漏
れ

電
流
対

策
 

 
 

・
静

電
気

シ
ョ

ッ
ク

防
止

用
品
の

防
止

性
能

向
上
 

・
空

気
洗

浄
機

の
静

音
技

術
開

発
 

3
)
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
 

・
立

体
デ

ー
タ

制
作

に
よ

る
弁

当
箱
の

開
発

支
援
 

・
組

立
式

貯
水

タ
ン

ク
の

開
発

支
援
 

・
経

木
モ

ビ
ー

ル
動

物
シ

リ
ー

ズ
4
種

類
の

デ
ザ

イ
ン

作
成

お
よ
び

パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ

ン
の
作

成
 

・
携

帯
電

話
用

シ
ー

ル
ス

テ
ッ

カ
ー
商

品
デ

ザ
イ

ン
開
 

・
生

活
雑

貨
の

デ
ザ

イ
ン

設
計

 

4
)
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー
 

 
・

高
速

か
つ

大
量

解
読

可
能

な
遺
伝

子
解

析
 

5
)
I
T
  

 
 

・
画

像
の

切
替

表
示

シ
ス

テ
ム
の

構
築
 

 
・

A
cc
e
ss

に
よ

る
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
シ

ス
テ

ム
の

開
発

支
援

 

 
 
6
)
ナ
ノ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

 
 

 
 

・
廃

材
か

ら
の

再
生

複
合

材
の
性

能
向

上
に

対
す

る
支

援
 

 
 

・
ビ

ー
ズ

ミ
ル

法
に

よ
る

ナ
ノ
カ

ー
ボ

ン
分

散
液

の
開

発
 

 
 

・
精

密
研

磨
用

研
磨

剤
の

開
発
支

援
 

7
)
材

料
 

 
 

・
ガ

ラ
ス

製
品

の
開

発
支

援
 

・
教

材
用

小
型

燃
料

電
池

の
セ

パ
レ
ー

タ
開

発
支

援
 

 
 

・
ガ

ラ
ス

フ
リ

ッ
ト

の
製

品
開
発

支
援
 

 
 

・
帯

電
防

止
剤

の
開

発
支

援
 

8
)
精

密
加

工
 

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
型

溶
解

る
つ

ぼ
の
構

造
調

査
 

・
耐

圧
ダ

イ
カ

ス
ト

部
品

の
高

品
質
化

に
関

す
る

技
術

支
援

 

 
 

・
熱

処
理

に
よ

る
精

密
加

工
用
材

料
の

応
力

制
御

技
術

の
開
発
 

 ○
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

事
業
の

拡
大
 

中
期

計
画

年
間

目
標

1
2
0
件
を

大
幅
に

上
回

る

1
9
0
件
 

(
中

期
目

標
比

1
58
%
/前

年
度
比

4
6
%増

)
  

 
 
 

  
 

 
 

            ○
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

の
製

品
化

・
事

業

化
実

績
（
全

3
4
件

）
 

【
事

例
】
 

1
)
環

境
 
 

・
部

材
再

生
用

真
空

ベ
ー

ク
炉

の
開
発

支
援
 

2
)
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
 

・
静

電
植

毛
加

工
に

よ
る

玩
具

の
開
発

支
援
 

・
半

導
体

検
査

用
部

品
の

漏
れ

電
流
対

策
 

3
)
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
 

・
立

体
デ

ー
タ

制
作

に
よ

る
弁

当
箱
の

開
発

支

 
援
 

・
組

立
式

貯
水

タ
ン

ク
の

開
発

支
援
 

・
経

木
モ

ビ
ー

ル
動

物
シ

リ
ー

ズ
4
種
類

の
デ

ザ
イ

ン
作

成
お

よ
び

パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ

ン

の
作

成
 

・
携

帯
電

話
用

シ
ー

ル
ス

テ
ッ

カ
ー

商
品

デ
ザ

イ
ン

開
発
 

5
)
 
I
T 

・
画

像
の

切
替

表
示

シ
ス

テ
ム

の
構
築
 

7
)
材

料
 

・
ガ

ラ
ス

製
品

の
開

発
支

援
 

・
教

材
用

小
型

燃
料

電
池

の
セ

パ
レ
ー

タ
開

発

支
援
 

・
ガ

ラ
ス

フ
リ

ッ
ト

の
製

品
開

発
支
援
 

8
)
精

密
加

工
 

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
型

溶
解

る
つ

ぼ
の
構

造
調

査

・
耐

圧
ダ

イ
カ

ス
ト

部
品

の
高

品
質

化
に

関
す

る
技

術
支

援
 

9
)
光

音
・

照
明
 

・
ス

ピ
ー

カ
内

蔵
枕

の
振

動
・

音
響

特
性

測
定

に
よ

る
開

発
支

援
 

・
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
用

拡
声

器
の

開
発
 

・
遮

光
フ

ィ
ル

ム
の

遮
光

特
性

 

件

1
0

0

1
3

0

1
9

0

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
の
年
度
別
推
移
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9
)
光
音

・
照

明
 

 
 

・
ス

ピ
ー

カ
内

蔵
枕

の
振

動
・
音

響
特

性
測

定
に

よ
る

開
発
支

援
 

 
 

・
ス

マ
ー

ト
ホ

ン
用

拡
声

器
の
開

発
 

 
 

・
遮

光
フ

ィ
ル

ム
の

遮
光

特
性
 

 
 

・
赤

外
線

放
射

シ
ー

ト
の

分
光
反

射
率

評
価
 

 
1
0
)繊

維
 

 
 

・
金

属
繊

維
を

活
用

し
た

燃
料
電

池
用

集
電

材
の

開
発

 

・
マ

ス
ク

販
促

用
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
デ
ザ

イ
ン
 

・
ユ

ー
ズ

ド
感

を
デ

ジ
タ

ル
表

現
し
た

ス
カ

ー
フ

の
開

発
支

援
 

・
ニ

ッ
ト

パ
ス

ケ
ー

ス
の

製
品

開
発
 

・
子

供
服

用
型

紙
作

成
 

 
1
1
)評

価
技

術
 
 

 
 

・
表

面
処

理
品

の
特

性
評

価
 

 
 

・
め

っ
き

皮
膜

の
物

性
評

価
と
品

質
向

上
 

 
1
2
)そ

の
他
 

 
 

・
三

次
元

CA
D
に
よ

る
梱

包
部
材

の
設

計
 

 （
3
）
共

同
研

究
に

結
び

つ
い
た

事
例
 

a
)
平
成

2
3
年

度
実

施
の

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
か

ら
共

同
研
究

に
結

び
つ

い
た

事
例

 

・
オ

ゾ
ン

測
定

装
置

の
制

御
用

デ
バ
イ

ス
お

よ
び

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
の

試
作
 

（
共

同
研

究
実

施
期

間
 

23
年

1
0
月

～
24

年
9
月
）
 

・
強

誘
電

体
薄

膜
前

駆
対

の
開

発
 

（
共

同
研

究
実

施
期

間
 

平
成

2
4
年

4
月

～
平

成
2
5
年

3
月

）
 

・
環

境
低
負

荷
型
の

め
っ
き
皮

膜
の

開
発

 

 
（

共
同

研
究

実
施

期
間

 
24

年
4
月

～
2
5
年

3
月
）
 

 
b
)
過
去
の

O
M
開

発
支

援
か
ら

共
同
研

究
に

結
び

つ
い

た
事

例
 

 
・

ブ
ラ

ウ
ン

管
パ

ネ
ル

ガ
ラ

ス
発
泡

体
の

製
造

方
法

の
開

発
と
用

途
展

開
 

（
共

同
研

究
実

施
期

間
 

22
年

1
0
月

～
23

年
9
月
）
 

 

1
0
)
繊
維
 

・
金

属
繊

維
を

活
用

し
た

燃
料

電
池

用
集

電
材

の
開

発
 

・
マ

ス
ク

販
促

用
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
デ
ザ

イ
ン
 

・
ユ

ー
ズ

ド
感

を
デ

ジ
タ

ル
表

現
し

た
ス

カ
ー

フ
の

開
発

支
援
 

・
ニ

ッ
ト

パ
ス

ケ
ー

ス
の

製
品

開
発
 

・
子

供
服

用
型

紙
作

成
 

    ○
共

同
研

究
に

結
び

つ
い

た
事

例
 

・
オ

ゾ
ン

測
定

装
置

の
制

御
用

デ
バ

イ
ス

お
よ

び
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

試
作
 

 
・

強
誘

電
体

薄
膜

前
駆

対
の

開
発
 

・
環

境
低
負

荷
型
の

め
っ
き
皮

膜
の

開
発

 

  【
利

用
者

の
声

（
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査
よ

り
）】

 

・
「

開
発

途
上

で
あ

り
、

更
に
開

発
支
援

を
頂

き
、

製
品

を
完

成
さ

せ
た

い
と

考
え

て
お
り

ま
す
。」

・
「

デ
ザ

イ
ン

も
支

援
頂

き
助

か
っ

て
い

ま
す

。
・

光
造

形
に

よ
る

試
作

で
カ

ッ
ト

ア
ン

ド
ト

ラ
イ

が
何

度
も

で
き

助
か

り
ま

し
た

。」
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

(
2
)
 
高

付
加

価
値

製
品

の
開
発

支
援
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す
中

小
企

業
の

研
究

・
実

験
ス

ペ
ー

ス
へ

の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
多

摩
テ

ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
5
室

を
引

き
続

き
利

用
に

供
す

る
と

と
も

に
、

本
部

に
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
を

新

た
に

18
室
設

置
し

、
支

援
対
象

の
拡
充

を
図

る
。
 

 

④
新

製
品
・
新
技

術
開

発
を

目
指

す

中
小

企
業

に
対

す
る

支
援

施
設

と

し
て
「
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
」
を

本

部
に

18
室
新

設
す

る
。

ま
た
、

2
1

年
度

に
開

設
し

た
多

摩
テ

ク
ノ

プ

ラ
ザ

の
製

品
開

発
支

援
ラ
ボ

5
室

を
引

き
続

き
提

供
す

る
。
 

7
 

Ａ
 

(
1
)
2
4
時

間
利

用
可

能
な

製
品

開
発
支

援
ラ

ボ
の

運
営
 

1
)
本

部
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

新
設
 

本
部

開
設

に
合

わ
せ

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
を

18
室
設

置
し
、

西
が
丘

本
部

3
室

か
ら

大
幅

増
加
 

電
気

系
：

5
室

、
機

械
系

：
5
室

、
IT

系
：

5
室
、

化
学

系
：

3
室
の

計
1
8
室

を
設

置
 

（
化

学
系

1
室

は
、

東
京

都
地

域
結
集

研
究

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
に
お

け
る

製
品

化
・

事
業

化
で
活

用
）
 

2
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

ラ
ボ

運
営
 

5
室

の
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
の

提
供
を

継
続
 

3
)
西

が
丘

本
部

の
ラ

ボ
運

営
 

 

震
災

の
影

響
に

よ
り

本
部

開
設

が
10

月
に

延
期

と
な

っ
た
た

め
、
西

が
丘

本
部

3
室

の
入
居

者
に
は

9
月

末

ま
で

の
継

続
利

用
を

許
可
 

4
)
ラ

ボ
利

用
状

況
 

2
3
室
満

室
（

3
月
末

現
在

）
 

 
5
)
入
居

率
 

 
 

a
)本

部
 

9
3%
（
１

社
キ
ャ

ン
セ
ル

あ
り

）
 

 
 

b
)多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
 

1
0
0
% 

6
)
本

部
お

よ
び

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
入

居
者

の
業

種
分

類
 

 
 

製
造

業
だ

け
で

な
く

、
卸

売
小
売

業
、

サ
ー

ビ
ス

業
等

へ
の
拡

大
を

実
現
 

製
造
業

4
0
.9
％
、

卸
売

・
小
売

業
22
.
7％

、
サ

ー
ビ

ス
業

1
8
.
2
％
、
 

情
報

通
信
業

9
.
1％

、
建

設
業

4
.
5％

、
教

育
学

習
支

援
業

4
.
5％

。
 

 

製
造

業

4
0

.9
%

 

卸
売

・
小

売
業

2
2

.7
 %

サ
ー

ビ
ス

業

1
8

.2
%

 

情
報

通
信

業

9
.1

 %

建
設

業

4
.5

 %

教
育

学
習

支
援

4
.5

%
 

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
入

居
者
の

業
種
分

類

製
造
業

卸
売
・
小
売
業

サ
ー
ビ
ス
業

情
報
通
信
業

建
設
業

教
育
学
習

支
援

ｎ
＝

2
2

 
  (
2
)
入
居

者
に

対
す

る
製

品
化
・

事
業
化

支
援
 

1
)
利

用
説

明
会

・
交

流
会

の
実

施
（
新

規
）
 

 
 

入
居

者
へ

の
利

用
説

明
会

を
9
月

6
日

な
ど

3
回

実
施

し
、
交

流
会

を
開

催
 

2
)
知

的
財

産
支

援
の

強
化

（
新

規
）
 

 
a
)
東
京

都
知

的
財

産
総

合
セ

ン
タ
ー

と
連

携
し

、
知

財
支

援
説
明

会
を

開
催

（
2
月

28
日

）
 

毎
週

火
曜

日
の

知
財

相
談

の
活

用
を
推

進
 

b
)
入

居
者

に
区

等
の

国
内

特
許

出
願
補

助
事

業
等

の
紹

介
を

実
施
 

    

 ○
本

部
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
の

新
設
 

・
本

部
に

18
室
設

置
(
電

気
系
：
5
室

、
機

械
系
：
5
室
、

I
T
系
：

5
室
、

化
学

系
：

3
室

) 

西
が

丘
本
部

3
室
か

ら
大

幅
増

加
 

・
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

5
室

と
合

わ
せ
ラ
ボ

2
3
室

を
満

室
状

態
で

運
営
 

 

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

設
置

数
の

推
移
 

 

3
3

1
8

5

5

0

05

1
0

1
5

2
0

2
5

H
2

1
.4

H
2

2
.2

H
2

3
.1

0

多
摩

本
部

 
 

 

・
ラ

ボ
入

居
者

の
比

率
 

 
 

製
造

業
だ

け
で

な
く

、
卸

売
・

小
売

業
、

サ
ー

ビ

ス
業

な
ど

の
利

用
が

拡
大
 

（
製

造
業

以
外

37
.
5
%→

5
9%
）
 

       ○
入

居
者

へ
の

製
品

化
・

事
業

化
支
援
 

・
利

用
説

明
会

開
催

（
3
回
）（

新
規
）
 

・
交

流
会

開
催

（
1
回
）
（
新
規

）
 

・
知

財
支

援
説

明
会

（
1
回
：

2
月
）（

新
規
）
 

 
 

本
部

知
財

相
談

会
の

案
内
 

 
 

特
許

出
願

補
助

事
業

の
説

明
等
 

        

（
室

）
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(
3
)
入
居

者
の

都
産

技
研

事
業
利

用
実
績
 

 
1
)
各
事

業
の

利
用

実
績
 

 
依

頼
 

試
験
 

機
器
 

利
用
 

技
術
 

相
談
 

ｵ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾞ

開
発

支
援
 

ｵ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾒｰ
ﾄ
ﾞ 

セ
ミ

ナ
ー
 

本
部

入
居

者
 

2
1
6

3
9
5

8
0

5
 

1
 

多
摩

入
居

者
 

2
0

1
,
0
7
1

7
9

1
 

0
 

合
計
 

2
3
6

1
,
4
6
6

1
5
9

6
 

1
 

＊
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

、
技

術
相
談

は
利

用
件

数
 

＊
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

、
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
は
受

付
件

数
 

 
2
)
顕
著

な
利

用
事

例
 

 
 

・
本

部
入

居
者

A 
 

 
 

 
 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク
タ

ー
の

高
速

造
形

機
で

試
作
後

、
開

発
品

を
作

成
 

開
発

品
を

バ
イ

オ
応

用
技

術
グ

ル
ー
プ
の

X
線
透

過
装

置
で

品
質
確

認
を

実
施
 

 
 

・
本

部
入

居
者

B 

 
 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー
の

機
器

を
活

用
し

、
商

品
パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

デ
ザ

イ
ン

試
作
 

・
多

摩
入

居
者

C 

 
 

 
 

開
発

品
稼

働
時

の
温

度
分
布

を
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
で
機

器
利

用
や

め
っ

き
処

理
を
技

術
相

談
で

解
決
 

 (
4
)
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

の
入
居

者
選
定
 

 
 

30
機
関

の
応

募
か

ら
18

企
業
等

(大
学

1
含
む

)
を
選

定
 

1
)
本

部
の

入
居

選
定

審
査

会
の

開
催
 

 
a
)第

1
回
選

定
委

員
会

（
7
月

1
3,
1
4
日

）
 

 
 

 
入

居
者

を
公

募
し

た
結

果
、
2
0
企

業
等

か
ら

の
応
募

が
あ
り

、
1
3
企

業
等

(
大
学

1
含
む

)を
選
定
 

 
b
)第

2
回
選

定
委

員
会

（
8
月

19
日
）
 

 
 

 
追

加
募

集
を

実
施

し
た

結
果
、

5
企

業
か

ら
の

応
募

が
あ
り

、
3
企
業

を
選

定
 

 
c
)第

3
回
選

定
委

員
会

（
11

月
25

日
）
 

 
 

 
追

加
募

集
を

実
施

し
、

2
企
業

か
ら

の
応

募
が

あ
り

、
1
企

業
を

選
定
 

 
d
)第

4
回
選

定
委

員
会

（
3
月

16
日
）
 

 
 

 
化

学
系

ラ
ボ

1
室
の
地

域
結
集

事
業

終
了

に
と

も
な

い
追
加

募
集

し
、

4
企
業
か

ら
の
応

募
が

あ
り

1
企

業
を

選
定
 

2
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

入
居

選
定
審

査
会

の
開

催
 

 
 

 
1
企
業

退
出

の
た

め
、

選
定
委

員
会

を
開

催
（

10
月

1
9
日

）
 

 
 

  ○
入

居
者

の
都

産
技

研
利

用
実

績
 

 
 

依
頼

試
験

 
 

 
 

 
 

 
 
2
3
6
件
 

 
 

機
器

利
用

 
 

 
 

 
 

 
1
,4
6
6
件
 

 
 

技
術

相
談

 
 
 
 
 

 
 

 
 
1
5
9
件
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
 
 

6
件
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
 
 

1
件
 

         

共
同

研
究

企
業

が
無

料
で

利
用

可
能

な
共

同
研

究
開

発
室
を

3
室
設

置
し
、

共
同

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

迅
速
な

製
品

の
開

発
を

促
進

す
る

。
 

 

⑤
共

同
研

究
企

業
が

無
料

で
利

用

可
能

な
共

同
研

究
開

発
室
を

3
室

設
置

し
、
迅
速

な
製

品
の

開
発
を

促

進
す

る
。
 

(
5
)
共
同

研
究

開
発

室
の

設
置
と

活
用
 

 
1
)
共
同

研
究

開
発

室
の

設
置

 

 
 

本
部
に

3
室
を

設
置
 

都
産

技
研

研
究

担
当

者
と

企
業

等
研
究

担
当

者
が

共
同

し
て

実
験
研

究
で

き
る

環
境

を
整

備
 

2
)
3
室
の

利
用

状
況
 

a
)
都

市
課

題
解

決
の

た
め

の
技

術
戦
略

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

の
首

都
大
学

東
京

と
の

共
同

研
究

（
１
室

）
 

b
)
共

同
研

究
事
業

2
テ
ー

マ
（

2
室
）
 

 

○
共

同
研

究
開

発
室

の
設

置
 

・
本

部
に

3
室

設
置
 

 
 

首
都

大
学

東
京

と
の

共
同

研
究
な
ど

3
テ
ー

マ
 

利
用
 

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

と
共

同
研

究
開

発
室

の
入

居
者

に
よ

る
製

品
化

・
事
業

化
を

支
援

す
る

た
め

、
共

同
利

用
の
試

作
加

工
室

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、
技

術
経

営
相

談
な

ど
に

も
幅

広
く

対
応
で

き
る

人
材

を
配

置
し

、
技

術
及

び
経
営

の
両

面
か

ら
の

支
援

を
行

う
。

第
二
期

中
期

計
画

期
間

中
に

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
及

び
共

同
研

究
開

発
室

入
居

者
が
製

品
化

又
は

事
業

化
に

至
っ

た
件

数
に
つ

い
て

は
、

20
件
を

目
標

と
す
る

。
 

⑥
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
と

共
同

研

究
開

発
室

の
入

居
者

に
よ

る
製

品

化
・
事

業
化

を
支

援
す

る
た
め

、
共

同
利

用
の

試
作

加
工

室
を

提
供

す

る
と

と
も

に
、
技
術

経
営

相
談
な

ど

に
も

幅
広

く
対

応
で

き
る

人
材

を

配
置

す
る

。
 

   

(
6
)
共
同

利
用

の
試

作
加

工
室
を

提
供
 

1
)
試

作
加

工
室

の
設

置
（

新
規

）
 

入
居

者
の

製
品

化
・

事
業

化
を

支
援
す

る
た

め
、

無
料

で
利

用
で
き

る
共

用
の

試
作

加
工

室
を
設

置
 

2
)
試

作
加

工
室

に
各

種
機

器
を

整
備
 

簡
易

な
試

作
加

工
作

業
に

対
応

す
る
た

め
、

加
工

機
器

等
を

設
置
し

無
料

で
貸

出
 

a
)
機

械
加

工
機

器
 

旋
盤

、
フ

ラ
イ

ス
盤

、
ボ

ー
ル

盤
、
グ

ラ
イ

ン
ダ

、
コ

ン
タ

ー
マ
シ

ン
、

フ
ァ

イ
ン

カ
ッ

タ
、
 

自
動

研
磨

機
、

石
定

盤
、

ハ
イ

ト
ゲ
ー

ジ
な

ど
機

械
加

工
機

器
16

機
種
 

b
)
電

気
試

験
機

器
 

各
種

安
定

化
電

源
、

オ
シ

ロ
ス

コ
ー
プ

、
マ

ル
チ

テ
ス

タ
な

ど
電
気

試
験

機
器
計

1
2
機
種

 

入
居

者
か

ら
の

要
望

が
多

か
っ

た
フ
ァ

ン
ク

シ
ョ

ン
任

意
波

形
発
生

器
な

ど
を

追
加

配
備

 

 ○
試

作
加

工
室

の
設

置
（

新
規

）
 

・
無

料
で

利
用

で
き

る
共

用
の

試
作
加

工
室

を
整

備
 

・
機

械
加

工
機

器
や

電
気

試
験

機
器
を

配
備
 

 
（
計

2
8
機

種
）
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3
)
試

作
加

工
室

の
利

用
実

績
 

 
 

機
械

・
工

具
に

つ
い

て
の

利
用
実

績
（

件
数

は
日

単
位

）
 

a
)
機

械
加

工
機

器
 

（
計

64
件

）
 

 
 

 
工

具
 

 
 

 
 

 
 

 
 
2
3
件
 

 
 

 
ボ

ー
ル

盤
 

 
 

 
 

 
 
1
1
件

（
試

作
部

品
加
工

等
）
 

 
 

 
フ

ラ
イ

ス
盤

 
 

 
 

 
 
9
件
（

試
作

部
品

加
工

等
）
 

 
 

 
石

定
盤

・
ハ

イ
ト

ゲ
ー

ジ
 
8
件
(
部
品

加
工

時
計
測

）
 
 

 
 

 
旋

盤
 

 
 

 
 

 
 

 
 
4
件
 

(試
作
部

品
加
工

等
）
 

 
 

 
コ

ン
タ

ー
マ

シ
ン

 
 

 
 
3
件
（

材
料

切
断

等
）

 

 
 

 
フ

ァ
イ

ン
カ

ッ
タ

 
 

 
 
2
件
（

材
料

切
断

等
）

 

 
 

 
ス

チ
ー

ル
カ

ッ
タ

 
 

 
 
2
件
（

材
料

切
断

）
 

 
 

 
両

頭
グ

ラ
イ

ン
ダ

 
 

 
 
2
件
（

各
種

加
工

）
 

 
b
)
電
気

試
験

機
器

 
（
計

4
5
件
）
 

 
 

 
ハ

ン
ド

ヘ
ル

ド
・

デ
ジ

タ
ル
・

オ
シ

ロ
ス

コ
ー

プ
 

2
1
件
 

 
 

 
デ

ジ
タ

ル
・

オ
シ

ロ
ス

コ
ー
プ

 
 

 
 

 
 

 
 

6
件
 

 
 

 
電

源
安

定
化

装
置

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
件
 

 
 

 
メ

モ
リ

ハ
イ

ロ
ガ

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
件
 

 
 

 
マ

ル
チ

メ
ー

タ
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
件
 

 
 

 
微

小
電

流
計

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
件
 

 
 

 
L
C
R
ハ

イ
テ

ス
タ

 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
2
件
 

 
 

 
任

意
波

形
発

生
器

 
  
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  

 
 

 
 
2
件
 

 
4
)
試
作

加
工

室
の

活
用

状
況

 

 
 

 
外

注
に

頼
っ

て
い

た
部

品
加
工

や
今

ま
で

時
間

と
費

用
を
か

け
て

い
た

簡
易

な
電

気
試
験

等
を

迅
速

に
行

え

る
メ

リ
ッ

ト
が

入
居

者
か

ら
評

価
 

【
試

作
加

工
室

の
活

用
事

例
】

 

・
試

作
品

製
作

及
び

実
験

時
に

必
要
な

部
品

加
工

 
 

・
開

発
試

作
品

の
電

気
特

性
試

験
 
(
I
T
系

入
居

者
及

び
共

同
研
究

開
発

室
利

用
者

）
 

 

(
7
)
共
同

利
用

の
化

学
実

験
室
を

提
供
 

1
)
化

学
実

験
室

の
設

置
（

新
規

）
 

薬
品

取
扱

や
排

気
・

洗
浄

を
必

要
と
す

る
簡

易
な

作
業

用
に

、
共
同

利
用

の
化

学
実

験
室

を
整
備
 

 
2
)
化
学

実
験

室
に

各
種

機
器

を
整
備
 

ド
ラ

フ
ト

チ
ャ

ン
バ

ー
4
機
種

（
有
機
用

2
機
種

・
無

機
用

2
機
種

）
を

設
置

し
、

精
密

天
秤
等

を
整

備
 

 
3
)
化
学

実
験

室
の

利
用

実
績

 

 
 

 
平
成

2
3
年

度
1
0
月
以

降
の
ド

ラ
フ

ト
等

設
備

に
つ

い
て
の

利
用

実
績

（
件

数
は

日
単
位

）
 

 
 

 
 

無
機

系
ド

ラ
フ

ト
 

 
 
 

17
件
 

主
に

安
全

確
保

及
び

試
作

機
器

使
用
の

伴
う

発
生

フ
ュ

ー
ム

・
ガ
ス

対
策
 

 
 

 
 

有
機

系
ド

ラ
フ

ト
 

 
 
 

 9
件
 

主
に

安
全

確
保

及
び

試
作

機
器

の
熱
処

理
特

性
試

験
に

伴
う

発
生
有

機
ガ

ス
対

策
 

 
 

 
 

精
密

天
秤

 
 

 
 

 
 
 

12
件
 

 
 

 
 

そ
の

他
化

学
実

験
 

 
 
 

 5
件

(薬
品
や

純
水

使
用
を

伴
う

実
験

）
 

4
)
化

学
実

験
室

の
活

用
状

況
 

化
学

系
だ

け
で

な
く

、
I
T
系
、

電
気
系

ラ
ボ

入
居

者
も

活
用

 

製
品

試
作

品
の

説
明

や
性

能
評

価
の
場

と
し

て
利

用
し

、
特

に
納
品

先
等

へ
の

立
合

実
験

に
効
果

的
 

受
注

が
見

込
ま

れ
る

機
器

の
デ

モ
ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し
て

も
活

用
で

き
る

こ
と

が
入
居

者
に

評
価
 

【
化

学
実

験
室

の
活

用
事

例
】

 

・
過

熱
水

蒸
気

発
生

装
置

を
用

い
た
加

工
試

験
（

処
理

時
間

及
び
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

幅
節
減

を
実

証
）
 

・
受

注
が

見
込

ま
れ

る
特

注
機

器
の
熱

処
理

特
性

確
認

試
験

 

・
開

発
製

品
を

用
い

て
の

切
断

試
験
（

ユ
ー

ザ
ー

等
か

ら
の

持
込
試

料
の

切
断

時
に

お
け

る
特
性

把
握

）
 

 (
8
)
共
用

利
用

施
設

に
お

け
る
安

全
確
保
 

1
)
共

同
利

用
施

設
に

つ
い

て
の

安
全
取

扱
等

説
明

会
を

2
回

実
施
 

・
化

学
実

験
室

安
全

取
扱

説
明

会
 
(ド

ラ
フ

ト
、

化
学

天
秤

等
)（

1
0
月

20
日
）
 

・
機

器
安

全
操

作
説

明
会

(試
作

加
工
室

機
器

12
点

) 
（

11
月

7
日

）
 

 ○
試

作
加

工
室

の
利

用
実

績
 

・
利

用
実

績
 

 
 

 
機

械
加

工
機

器
 

 
64

件
 

 
 

 
電

気
試

験
機

器
 

 
45

件
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
 

 
10
9
件
 

               ○
試

作
加

工
室

の
活

用
事

例
 

・
試

作
品

製
作

及
び

実
験

時
に

必
要
な

部
品

加
工

 

・
開

発
試

作
品

の
電

気
特

性
試

験
 
(
I
T
系

入
居

者

及
び

共
同

研
究

開
発

室
利

用
者

）
 

   ○
化

学
実

験
室

の
設

置
（

新
規

）
 

・
無

料
で

利
用

で
き

る
共

用
の

化
学
実

験
室

を
整

備

・
ド

ラ
フ

ト
チ

ャ
ン

バ
ー

4
機

種
や
天

秤
を

配
備
 

・
利

用
実

績
 

 
 

無
機

系
ド

ラ
フ

ト
 

17
件

 

有
機

系
ド

ラ
フ

ト
 

 9
件
 

 
 

精
密

天
秤

 
 

 
 

12
件

 

そ
の

他
化

学
実

験
 
 
5
件
 

 
 

 
 

 
計

 
 

 
 

34
件

 

    ○
化

学
実

験
室

の
活

用
事

例
 

・
過

熱
水

蒸
気

発
生

装
置

を
用

い
た
加

工
試

験
 

・
受

注
が

見
込

ま
れ

る
特

注
機

器
の
熱

処
理

特
性

確
認

試
験
 

・
開

発
製

品
を

用
い

て
の

切
断

試
験

 
 【

利
用
者

の
声

】
 

・「
ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト
開

催
時
期

に
全

国
か

ら
関

係
者

が
集

ま
る

と
い

う
優

れ
た

立
地
特

性
が

あ
り

、

販
路

開
拓

に
つ

な
が

る
の

で
有

り
難
い

」
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2
)
機

械
加

工
機

器
の

安
全

取
扱

指
導
及

び
機

器
管

理
体

制
の

準
備
 

機
械

加
工

機
器

の
利

用
頻

度
増

大
の
た

め
、

職
業

能
力

開
発

セ
ン
タ

ー
と

連
携

し
、

機
械

加
工
機

器
の

安
全
 

取
扱

指
導

の
充

実
に

向
け

て
取

扱
指
導

等
の

対
応

を
準

備
 

 (
9
)
技
術

経
営

相
談

な
ど

に
も
幅

広
く
対

応
で

き
る

人
材

を
配

置
 

 
1
)
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
配

置
（
新

規
）
 

 
 

 
製

品
化

・
事

業
化

に
向

け
た
技

術
経

営
相

談
に

対
応

す
る
た

め
、

本
部

お
よ

び
多

摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
ラ

ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
を

1
名
ず

つ
配

置
 

 
 

 
 

本
部

：
2
2
年

度
ま
で

都
産
技

研
主

席
研

究
員

で
、

幅
広
い

技
術

分
野

の
相

談
に

対
応
可

能
 

 
 

 
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

：
元
金

融
機

関
職

員
で

経
営

相
談
に

も
対

応
可

能
 

 
2
)
各
種

相
談

対
応
 

 
 

 
 

他
部

門
研

究
者

等
へ

の
橋
渡

し
な

ど
、

各
種

相
談

に
つ
い

て
対

応
 

相
談

対
応

件
数

：
2
2
6
件
 

 
(
1
0
)
入
居

者
の

製
品

化
・

事
業

化
の
実

績
 

 
1
)
23

年
度

製
品

化
・

事
業
化

件
数
 

6
件
 

 
 

 
（

本
部

：
5
件
、

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
：

1
件

）
 

 
 

 
第

二
期

中
期

計
画

目
標

値
達
成

率
：

3
3%
 

 
2
)
製
品

化
事

例
 

 
 

a
)本

部
入

居
者

A 
製
品

名
：「

ア
ロ

マ
エ

ア
ウ

ォ
ッ
シ

ャ
ー
」（

1
月
販

売
開

始
）
 

 
 

 
 

機
器

の
静

音
設

計
を

都
産
技

研
光

音
技

術
お

よ
び

電
子
半

導
体

技
術

グ
ル

ー
プ

が
協
力
 

 
 

b
)本

部
入

居
者

A 
 
デ

ィ
フ
ュ

ー
ザ

ー
 

(
10

月
販

売
開
始

) 

 
 

 
 

自
動

車
純

正
ア

ク
セ

サ
リ
ー

キ
ッ

ト
と

し
て

採
用

 
O
EM

製
品

 
環

境
技

術
グ

ル
ー
プ

が
協

力
 

 
 

c
)本

部
入

居
者

B 
 
製

品
名
：「

UN
I
S
ON
I
K 

U
S
-0
2
」（

3
月

販
売

開
始

）
  

デ
ジ

タ
ル

制
御

方
式

の
超

音
波

は
ん
だ

付
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
 

d
)
本

部
入

居
者

C 
米
プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

Ri
c
e
ro
n○

Ｒ
を

用
い
た

製
品
(
1
0
月

販
売

開
始

) 
O
E
M
製
品
 

 
 

 
 

子
供

が
な

め
て

も
安

心
な
玩

具
 

材
料

の
性

能
評

価
を
材

料
グ

ル
ー

プ
が

協
力

 

 
 

e
)本

部
入

居
者

D 
特
殊

ボ
ー
ル

デ
フ

グ
リ

ス
 
(
1
月

販
売
開

始
) 

 
 

 
 

業
務

用
潤

滑
剤

 
OE
M
製
品
 

 
 

f
)多

摩
入

居
者

E 
製
品

名
：「

ロ
ー

タ
リ

ー
コ

ネ
ク
タ

」
(1

月
販

売
開

始
) 

 
 

 
 

小
型

ロ
ー

タ
リ

ー
コ

ネ
ク
タ

を
出

荷
 

 
3
)
入
居

者
の

顕
著

事
例
 

 
 

a
)本

部
入

居
者

G 
東
京

都
ベ
ン

チ
ャ

ー
技

術
大

賞
 

大
賞
受

賞
 

 
 

 
 

受
賞

技
術

名
「

完
全

な
緩
止

め
が

可
能

な
ネ

ジ
締

結
体

L
/
R
ネ

ジ
」
 

 
 

b
)本

部
入

居
者

H 
全
国

中
小
企

業
中

央
会

補
助

金
採

択
 

 

     ○
ラ

ボ
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

配
置

（
新
規

）
 

・
本

部
お

よ
び

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
に

ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

を
各

1
名

ず
つ

配
置
 

・
製

品
化

・
事

業
化

の
技

術
経

営
相
談

、
ラ

ボ
の

活
用

相
談

に
対

応
 

 
 

相
談

対
応

件
数

：
2
2
6
件
 

   ○
入

居
者

の
製

品
化

・
事

業
化

実
績

 
・

製
品
化

・
事

業
化

実
績

：
6
件
 

第
二

期
中

期
計

画
目

標
値

達
成

率
：
3
3
%  

 【
入

居
者

の
製

品
化

事
例

】
 

1
)
ア

ロ
マ

エ
ア

ウ
ォ

ッ
シ

ャ
ー

 

2
)
米

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
を

用
い
た

子
供

が
な

め
て

も
安

心

な
玩

具
 

3
)
ロ

ー
タ

リ
ー

コ
ネ

ク
タ
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

(
3
)
 
製

品
の

品
質

評
価

支
援
 

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い
製

品
開

発
の

た
め

に
必

要
な

温
湿

度
、
振

動
、

衝
撃

、
劣

化
、

ノ
イ

ズ
等

の
試

験
を
行

う

際
に

、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験

、
機
器

利

用
を

一
貫

し
て

支
援

す
る

こ
と

が
で
き

る

よ
う

、
環

境
試

験
機

器
を

集
約

し
た
「

実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
」

を
開

設
し

、
迅
速

か

つ
効

率
的

な
試

験
サ

ー
ビ

ス
を

提
供
す

る
。「

実
証
試

験
セ
ク

タ
ー

」
に

お
け
る

依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に
つ
い

て

は
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

最
終
年

度

で
あ

る
平
成

2
7
年

度
の

年
間
実

績

2
0
,
0
00

件
を

目
標

と
す

る
。
 

本
部

に
お

い
て

、「
実

証
試

験
セ

ク

タ
ー

」
を

開
設

し
、

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
す

る
た

め
に

、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験

、
機

器
利

用
を

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
効

率
的

に
技

術
支

援
す

る
体

制
を

整
備

す
る

。
特

に
、
平

成
2
3
年
度

は
、

温
湿

度
、

劣
化

関
連

の
試

験
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。
 

<
目

標
：

平
成

2
7
年
度

2
0
,0
0
0
件

>

８
 

Ｓ
 

(
1
) 
実

証
試
験

セ
ク

タ
ー

の
開

設
 

1
)
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
組

織
の

発
足
（

4
月

）
 

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い
製

品
開

発
を

支
援

す
る

た
め
、
1
1
名

の
体

制
で
「
実

証
試
験

セ
ク

タ
ー
」

事
業

を
開

始
(
4
月

1
日

) 

2
)
西

が
丘

本
部

で
の

運
営
 

 
a
)
他
拠

点
の

機
器

の
活

用
 

 
 

 
本

部
へ

移
設

対
象

で
あ

っ
た

衝
撃

試
験

機
器

、
強

度
試

験
機

器
等

は
、

地
震

発
生

以
前

に
移

設
し

て
い

た

た
め

、
本

部
開

設
時

ま
で

使
用

で
き

な
い

状
況

と
な

り
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
城

東
支

所
や

城
南

支
所

の

機
器

を
代

替
活

用
し

、
お

客
様

の
要
望

に
対

応
 

 
（

4
機

種
、
2
0
2
件

）
 

 
b
)
西
が

丘
で

の
業

務
終

了
日

ま
で
の

活
動
 

 
 

 
ま

た
、

更
新

対
象

で
あ

っ
た
温

湿
度

・
劣

化
試

験
機

器
等
は

、
西

が
丘

本
部

で
の

業
務
終

了
日

（
9
月

30

日
）

ま
で

稼
働

し
、

業
務

を
実

施
 
 

（
2
0
機

種
、

約
8,
0
0
0
件
）
 

3
)
本

部
で

の
運

営
 

 
a
)
ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

体
制

の
整

備
 

 
 

 
・

本
部

に
高

品
質

、
高

性
能

な
製

品
開

発
を

支
援

す
る

た
め

、
出

荷
前

検
査

と
し

て
必

要
と

な
る

温
湿

度
・

劣
化

、
振

動
・

衝
撃

、
電

気
・

耐
ノ
イ

ズ
等

の
試

験
機

器
全

1
3
1
機
種

設
置

し
た

実
証
試

験
セ
ク

タ
ー

を

開
設
 

・
環

境
試

験
機

器
は

主
に

本
部

2
階
に

38
機
種

を
集

約
・
配

置
し
、
信
頼

性
や

品
質

に
関

す
る
試

験
を

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

で
実

施
で

き
る
技

術
支

援
体

制
を

整
備

 

 
 

b
)ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
た
機

器
利

用
可

能
情

報
の

提
供
 

 
 

 
・

ご
利

用
者

の
利

便
性

と
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

の
た

め
、

温
湿

度
・

劣
化

、
振

動
・

衝
撃

、
電

気
・

耐
ノ

イ
ズ

等
試

験
機
器

30
機
種

に
つ

い
て

、
4
週
先

ま
で

の
予

約
状
況

を
都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公
開

（
2
月

9
日

開
始

）
 

・
予

約
状

況
に

加
え

、
機

器
仕

様
や
用

途
、

製
造

メ
ー

カ
名

、
写
真

画
像

等
も

表
示

し
、

機
能
を

充
実
 

4
)
機

器
整

備
 

 
a
)
環
境

試
験

の
温

湿
度

、
劣

化
、
振

動
、

衝
撃

、
電

気
・

耐
ノ
イ

ズ
等

試
験

機
器

（
全

3
8
機

種
）
 

・
温

湿
度

、
劣

化
試

験
機

器
：

3
0
機

種
導

入
（

新
規

：
12

機
種

、
更
新

1
2
機

種
、

移
設

6
機
種

）
 

 
 

【
主

要
機

器
】

 
恒

温
恒

湿
槽
、

冷
熱

衝
撃

試
験

機
、

恒
温
恒

湿
室

、
耐

候
性

試
験

機
、
 

複
合

サ
イ

ク
ル

試
験

機
、

ガ
ス

腐
食
試

験
機
 

・
振

動
、

衝
撃

試
験

機
器

：
新

規
1
機

種
、

更
新

2
機

種
 

 
 

【
主

要
機

器
】

 
温

度
・

振
動
複

合
試

験
機

、
落

下
衝

撃
試
験

機
 

・
電

気
・

耐
ノ

イ
ズ

試
験

機
器

：
新
規

1
機

種
、

移
設

4
機

種
 

 
 

 
 

 
 

【
主

要
機

器
】

 
瞬
時

停
電

、
雷

サ
ー

ジ
、

バ
ー
ス

ト
、

静
電

気
障

害
発

生
器
 

b
)
電

気
・

温
度

試
験

、
製

品
・

材
料

強
度

試
験

分
野

の
機

器
を

本
部

開
設

の
際

に
、

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

へ
再

配
置

を
実

施
（
全

9
3
機

種
）
 

 
 

・
電

気
・

温
度

試
験

機
器

：
新
規

4
機

種
、

移
設

75
機

種
 

 
 

 
 

【
主

要
機

器
】

 
金

属
炭

素
共

晶
点

実
現

装
置

、
熱

電
対

自
動

校
正

装
置

、
抵

抗
測

定
装

置
、

 

直
流

電
圧

発
生

・
測

定
装

置
 

 
 

・
製

品
・

材
料

強
度

試
験

機
器
：

新
規

3
機

種
、

更
新

2
機
種

、
移
設

9
機
種
 

 
 

 
 
 
【

主
要

機
器

】
 

万
能

試
験

機
（

30
0
0
KN

）
、

万
能

試
験

機
(
50
0
k
N)

、
ね

じ
り

試
験

機
(3
0
0
0N
m
)
、
 

油
圧

疲
労

試
験

機
(
1
0
0k
N
) 

 

(
2
)
実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

の
利
用

状
況
 

 
1
)
依
頼

試
験

・
機

器
利

用
実

績
 

 
 

 
依

頼
試

験
お

よ
び

機
器

利
用
の

合
計

利
用

実
績

：
29
,
8
4
9
件

（
中

期
計

画
目

標
値

比
：
1
4
9
%）

 

 
 

 
（

依
頼

試
験

：
1
1
,
06
2
件

、
 

機
器

利
用

：
1
8
,
78
7
件

）
 

 
 

 
（

上
半

期
（

西
が

丘
本

部
）：

1
1
,2
4
1
件

、
下

半
期

（
本
部

）：
1
8
,6
0
8
件

）
 

 
＜

上
半

期
分

野
別

上
位

5
試

験
＞
 

①
温

湿
度

試
験

 
5
,
6
80

件
、

②
劣
化

試
験

 
1
,
5
04

件
、

③
 電

気
試

験
（

校
正

等
）
 

1
,
1
24

件
 

④
電

気
・

耐
ノ

イ
ズ

試
験

 
92
7
件
、

⑤
 強

度
試

験
 

4
11

件
 

 
＜

下
半

期
分

野
別

上
位

5
試

験
＞
 

○
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
の

開
設

 

・
震

災
の

影
響

に
よ

り
、

運
用

で
き

な
い

機
器

が

発
生

し
た

が
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

や
城

東
支

所
の

機
器

を
活

用
し

、
お

客
様

の
要
望

に
対

応

 
 

4
月

 
1
1
名
の

体
制

で
ス

タ
ー
ト
 

 
 

10
月

 本
部
に

全
1
3
1
機

種
を
設

置
 

   ・
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
す

る

た
め

、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験

、
機

器
利

用
を

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

で
効

率
的

に
技

術
支

援
す

る
体

制
を

整
備
 

   
 

 
 

  

    ○
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
の

機
器

整
備
 

・
温

湿
度

、
劣

化
、

振
動

、
衝

撃
、
電

気
・

耐
ノ

イ
ズ
等

3
8
機

種
 

・
電

気
・

温
度

試
験

、
製

品
・

材
料
強

度
等
 

9
3
機
種
 

      ○
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
の

利
用

実
績
 

・
依

頼
試

験
お

よ
び

機
器

利
用

の
合
計

利
用

実
 

績
：
29
,
8
49

件
（

2
7
年

度
目
標

値
比
：
14
9
％
）

・
本
部

実
績

で
は

下
半

期
に

18
,
6
0
8
件

と
大

き
く

増
加

（
上

半
期

比
：

6
6％

増
）
 

下
半

期
分

野
別

上
位

5
試

験
 

①
温

湿
度

試
験

 
8
,
8
52

件
 

②
劣

化
試

験
 

2
,4
2
7
件
 

③
強

度
試

験
 

2
,7
1
3
件

、
 

④
電

気
・

耐
ノ

イ
ズ

試
験

 
1,
9
9
4
件
 

⑤
電

気
試

験
（

校
正

等
）

 
83
0
件
 

・
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

、
技

術
相
談
 

3
事

業
で

の
全

体
実

績
へ

の
貢

献
大
 

 
 

依
頼

試
験

 
1
1
,
06
2
件
（

全
体
の

10
.
4％

）

 
 

機
器

利
用

 
1
8
,
78
7
件
（

全
体
の

25
.
3％

）

技
術

相
談

 
 
6
,
93
6
件

（
全
体

の
6.
5
％
）
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①
温

湿
度

試
験

 
8
,
8
52

件
、

②
劣
化

試
験

 
2
,
4
27

件
、

③
強
度

試
験

 
2
,
7
13

件
、

 

④
電

気
・

耐
ノ

イ
ズ

試
験

 
1,
9
9
4
件

、
⑤

電
気

試
験

（
校
正

等
）
 

8
30

件
 

 
2
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
 
 

5
件
 

 
3
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
実

績
 
 

7
件
 

4
)
利

用
者

か
ら

の
評

価
 

平
成

23
年
ア

ウ
ト

カ
ム

評
価
報

告
書
「

各
事

業
へ

の
要

望
・

期
待
」

よ
り
 

都
産

技
研
の

1
5
の

サ
ー

ビ
ス
・

分
野

の
中

で
「
実

証
試
験
セ

ク
タ
ー

へ
興

味
が

あ
る
」
と

い
う
回

答
が

有

効
回

答
数

1,
2
7
7
件
中

9
7
9
件

（
7
7%
）
と

件
数

、
割

合
と
も

最
も
高

い
数

字
と

な
っ

た
。

 

 

9
7
9

5
8
3

5
4
3

5
2
7

4
9
5

4
0
3

3
4
2

2
7
2

2
6
8

2
3
9

2
1
2

2
1
0

1
6
9

1
4
0

1
3
3

2
4
7

4
4
3

3
8
6

4
5
4

4
5
0

3
3
6

4
5
6

4
6
9

3
8
2

5
4
4

4
8
0

3
5
9

3
7
6

4
0
2

4
2
6

1
3
5

2
1
8

1
8
4

1
9
4

3
9
0

2
9
1

3
4
9

4
5
5

3
0
5

3
9
6

5
2
0

5
3
1

5
3
5

5
2
2

5
1

0

2
0
0

4
0
0

6
0
0

8
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

1
4
0
0

実
証

実
験

セ
ク

タ
ー

高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー

非
破

壊
透

視
試

験

環
境

・省
エ

ネ
ル

ギ
ー

国
際

規
格

対
応

支
援

ＥＭ
Ｃ

・半
導

体

節
電

・省
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

支
援 メ

カ
トロ

ニ
ク

ス
照

明
試

験

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー 放

射
線

測
定

音
響

試
験 高

電
圧

試
験 ガ

ラ
ス

技
術 バ

イ
オ

応
用

分
野

回 答 数
興

味
が

な
い

ま
だ
わ

か
ら
な
い

興
味

が
あ
る

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

都
産
技

研
の

15
の
サ

ー
ビ
ス

・
分
野

に
対

す
る

要
望

・
期

待
 

 

 
(
3
)
実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

利
用

に
よ
る

製
品

開
発

事
例
 

【
依

頼
試

験
】
 

1
)
石

英
ガ

ラ
ス

マ
イ

ク
ロ

リ
ア

ク
タ
ー

の
開

発
 

ガ
ラ

ス
フ

リ
ッ

ト
を

用
い

た
マ

イ
ク
ロ

リ
ア

ク
タ

ー
の

開
発

に
お
い

て
、
品

質
試

験
で
性

能
評
価

を
実

施
し

、

製
品

化
を

達
成

（
恒

温
槽

、
冷

熱
衝
撃

試
験

）
 

2
)
高

齢
者

用
転

倒
骨

折
予

防
保

護
具
の

開
発
 

 
 

 
紫

外
線

照
射

前
後

等
の

衝
撃
緩

衝
材

の
有

効
性

を
確

認
す
る

た
め

、
紫

外
線

照
射

の
劣
化

試
験

、
衝

撃
特

性
 

評
価

試
験

を
実

施
し

、
製

品
化

を
達
成

（
紫

外
線

フ
ェ

ー
ド

メ
ー
タ

ー
、

衝
撃

特
性

評
価

試
験
装

置
）
 

 
3
)
耐
光

性
実

証
試

験
を

利
用

し
た
塗

装
製

品
の

開
発
 

 
屋

外
で

使
用

す
る

塗
装

製
品

の
開

発
に

お
い

て
、

劣
化

促
進

試
験

を
実

施
し

、
製

品
化

を
達

成
 
(
紫

外
線

フ

ェ
ー

ド
メ

ー
タ

ー
、

サ
ン

シ
ャ

イ
ン
ウ

エ
ザ

ー
メ

ー
タ

ー
) 
 

【
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

】
 

 
 
1
)
光
フ

ァ
イ

バ
ー

温
度

計
測

シ
ス
テ

ム
の

開
発
 

 
 

 
温

度
計

感
温

部
に

金
属

コ
ー
テ

ィ
ン

グ
す

る
こ

と
で

高
感
度

化
し

、
温

度
と

光
の

ト
レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
確

保
 

の
技

術
支

援
を

実
施

し
て

製
品

化
を
達

成
（

恒
温

槽
、

波
長

測
定
装

置
）
 

2
)
L
E
D
放

熱
板

の
温

度
特

性
評

価
 

 
 

 
配

列
し
た

L
E
D
の

放
熱

板
の
温

度
上

昇
等

の
温

度
特

性
評
価

を
行

い
、
規

格
に

対
応

し
た
製

品
化

を
達
成
（
恒
 

温
槽

、
接

触
式

表
面

温
度

測
定

）
 

【
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

試
験

】
 

1
)
融

雪
用

発
熱

シ
ー

ト
の

開
発

 

 
 

 
建

築
資

材
の

融
雪

用
発

熱
シ
ー

ト
の

開
発

に
於

い
て

、
寒
冷

地
の

模
擬

環
境

に
お

け
る
性

能
評

価
を

実
施

し
、

   ＜
利

用
者

の
声

（
ア

ウ
ト

カ
ム

調
査
よ

り
）

＞
 

・「
IS
O
が
温

湿
度

試
験

を
要
求

し
て
い

る
の

で
利

用
し

た
い

」
 

・
「

あ
ら

ゆ
る

場
面

を
想

定
し
て

安
全
を

考
え

た
 

い
」
 

                        ○
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
で

の
製

品
開
発

事
例
 

・
石

英
マ

イ
ク

ロ
リ

ア
ク

タ
ー

の
開
発
 

・
高

齢
者

用
転

倒
骨

折
予

防
保

護
具
の

開
発
 

・
光

フ
ァ

イ
バ

ー
温

度
計

測
シ

ス
テ
ム

の
開

発
 

・
L
E
D
放

熱
板

の
温

度
特

性
評

価
 

・
ス

ピ
ー

カ
ー

の
開

発
 

・
融

雪
用

発
熱

シ
ー

ト
の

開
発

 

・
車

載
用

LE
D
ラ
ン

プ
の

開
発

 

・
航

空
機

用
制

御
基

板
の

開
発
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製
品

化
を

達
成

（
恒

温
槽

、
接

触
式
表

面
温

度
測

定
）
 

2
)
ス

ピ
ー

カ
ー

の
開

発
 

 
 

 
 高

温
多

湿
環

境
下

で
の

ス
ピ
ー

カ
ー

の
発

熱
特

性
評

価
を
実

施
し

、
製
品

化
を
達

成
(温

恒
湿

槽
、
表

面
温

度

測
定

）
 

【
機

器
利

用
】
 

 
1
)
車
載
用

L
E
D
ラ

ン
プ

の
開

発
 

 
 

 
集

約
配

置
し

た
測

定
機

器
を
有

効
活

用
し

、
実

環
境

を
想
定

し
た

環
境

試
験

や
電

気
試
験

を
連

続
的

に
実

施
 

（
①

温
試

験
機

、
②

低
温

試
験

機
、
③

耐
湿

性
試

験
機

、
④

温
度
サ

イ
ク

ル
（

急
変

）
試

験
機
、

⑤
結

露
サ

 

 
イ

ク
ル

試
験

機
、

⑥
端

子
電

圧
降
下

試
験

機
、

⑦
定

電
流

点
灯
試

験
、

⑧
絶

縁
抵

抗
試

験
、
⑨

耐
電

圧
試
 

験
）
 

 
2
)
航
空

機
用

制
御

基
板

の
開

発
 

 
航

空
機

内
で

の
低

温
及

び
高

温
時
の

温
度

ス
ト

レ
ス

を
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
新

規
導
入

の
な

ど
の
 

能
評

価
試

験
を

実
施

（
①

大
型

冷
熱
衝

撃
試

験
装

置
を

活
用

し
た
急

速
温

度
サ

イ
ク

ル
試

験
や
②

端
子

電
圧

降
 

下
測

定
、

③
絶

縁
抵

抗
測

定
、

④
耐
電

圧
測

定
）
 

 
3
)
オ
フ

ィ
ス

用
直

管
型

LE
D
ラ

イ
ト

の
開

発
 

 
 

 
評

価
試

験
機

を
部

屋
型

の
恒
温

恒
湿

室
に

入
れ

、
温

度
特
性

、
光

学
特

性
、

電
気

特
性
試

験
を

同
時

実
施

し
 

信
頼

性
評

価
を

効
率

よ
く

短
期

間
で
実

証
（

①
恒

温
恒

湿
室

、
②
静

電
気

放
電

試
験

、
③

雷
サ
ー

ジ
試

験
、

④
 

バ
ー

ス
ト

試
験

、
⑤

瞬
時

停
電

試
験
、

⑥
照

度
測

定
）
 

4
)
屋

外
設

置
用

灯
光

器
の

開
発

 
 

 
 
工

場
の

プ
ラ

ン
ト

照
明

用
と
し

て
低

電
力

タ
イ

プ
と

な
る
イ

ン
ダ

ク
シ

ョ
ン

ラ
ン

プ
に
つ

い
て

、
E
M
C
試

験
 

に
よ

る
電

気
的

な
耐

性
の

確
認

と
、
屋

外
設

置
時

の
風

振
動

に
対
す

る
安

定
性

の
確

認
を

行
い
、

製
品

化
を

達
 

成
（

①
雷

サ
ー

ジ
試

験
、

②
バ

ー
ス
ト

試
験

、
③

耐
電

圧
試

験
、
④

振
動

試
験

）
 

【
共

同
研

究
】
 

直
流

電
流

校
正

用
測

定
器

の
開

発
 

 
 
 

 
直

流
電

流
の

校
正

方
法

の
検

討
お

よ
び

不
確

か
さ

要
因

の
抽

出
と

検
討

を
行

い
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
評

価
と

妥
当

性
、

温
度

や
ノ

イ
ズ

に
対

す
る

安
定

性
を

確
認
す

る
各

種
試

験
を

実
施

し
、
製

品
化

を
達

成
（

①
シ

ャ
ン

ト
抵

抗
測

定
、

②
直

流
電

流
校

正
試
験

、
③

恒
温

槽
、

④
ノ

イ
ズ
試

験
）
 

 

(
4
)
利
用

促
進

に
向

け
た

取
り
組

み
（
新

規
）
 

 
1
)
機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
導
入

に
よ

る
機

器
利

用
の

開
始
 

 
 

 
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
が

保
有
す

る
今

ま
で

機
器

利
用

で
き
な

か
っ

た
操

作
の

習
熟

が
必
要

な
機

器
1
機
種

を
、

「
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

」
対
象

機
器

と
し

、
機

器
利

用
サ
ー

ビ
ス

を
開

始
 

 
 

 
 

23
年
度

対
象

機
器
：

1
機
種

（
機

器
名

：
キ

セ
ノ

ン
フ
ラ

ッ
シ

ュ
熱

流
量

計
）

 

 
 

 
 

ラ
イ

セ
ン

ス
カ

ー
ド

発
行
数

：
2
枚
 
 

機
器

利
用

件
数

 
1
3
件

 
（
3
月

12
日
～

3
月
末

）
 

対
応

業
種

：
化

学
工

業
（

油
脂

加
工
製

品
・

界
面

活
性

剤
）

製
造
業

、
情

報
通

信
機

械
器

具
製
造

業
 

 
2
)
広
報

PR
対
応
 

 
 

a
)実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
（

本
部
）

見
学

者
数

 
(1
0
月

1
日

～
3
月
末

) 

 
 

 
・

見
学

者
数

 
 

 
3,
7
8
8
名

（
本

部
全

体
見

学
者
数

の
70
%
）
 
 

 
・

実
施

対
応

回
数

 
 

2
79

回
 

 
 

b
)大

型
6
0
イ

ン
チ

モ
ニ
タ

導
入
に

よ
る

新
た

な
見

学
対

応
 

 
 

 
 

本
部

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー
受

付
場

所
に

大
型

モ
ニ

タ
を
導

入
し

、
効

果
的

な
見

学
方
式

を
導

入
 

 
 

 
 

 
導

入
機

器
の

一
覧

表
示
、

機
器

仕
様

の
表

示
、

予
約
状

況
の

表
示

等
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                            ○
利

用
促

進
に

向
け

た
取

り
組

み
（
新

規
）
 

a
)
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

の
導
入
 

 
 

今
ま

で
機

器
利

用
で

き
な

か
っ

た
操

作
の

習

熟
が

必
要

な
機

器
を

「
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

」
に

よ
り

機
器

利
用

サ
ー

ビ
ス
を

開
始
 

 
 
2
3
年

度
対

象
機

器
：

1
機
種

 

b
)
本

部
見

学
へ

の
対

応
 

 
・

大
型

モ
ニ

タ
に

よ
り

効
果

的
な
見

学
対

応
 

 
・
約

3
,
80
0
名
の

見
学

者
へ

の
対
応
 

（
本

部
見

学
者

の
70
%
が

実
証

試
験

セ
ク

タ
ー

を
視

察
）
 

              



― 69 ―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

c
)パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
 

 

計
8
,
00
0
部
配

布
済

み
(
初
版

5
,
00
0
部
 
第

2
版

3
,
00
0
部

) 

 
 

d
)イ

ベ
ン

ト
や

展
示

会
で

の
PR

活
動
 

①
T
E
S
T2
0
11

展
（

第
11

回
総

合
試
験

機
器

展
）

(
10

月
12

日
～
1
4
日
) 

内
容

：
都

産
技

研
案

内
、

実
証

試
験
セ

ク
タ

ー
事

業
案

内
（

対
応
職

員
数

：
延
べ

3
名
）

 

②
も

の
づ

く
り

in
府
中

（
第

2
2
回

府
中

市
工

業
技

術
展
、

ふ
ち
ゅ

う
ﾃ
ｸ
ﾉ
ﾌｪ
ｱ
）
(
1
0
月

2
1
日

～
22

日
) 

内
容

：
都

産
技

研
案

内
、

実
証

試
験
セ

ク
タ

ー
事

業
案

内
（

対
応
職

員
数

：
延
べ

2
名
）

 

③
産

業
交

流
展

20
1
1
(1
0
月

2
6
日
～

2
8
日

) 

内
容

：
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
事

業
案
内

、
担

当
分

野
別

事
業

案
内
、

共
同

開
発

品
等

の
案

内
 

 
 

 
付

随
見

学
：

2
階

実
証

試
験
セ

ク
タ

ー
窓

口
、

環
境

試
験
室

（
対

応
職

員
数

：
延

べ
15

名
）
 

④
2
0
11

国
際

ロ
ボ

ッ
ト

展
(1
1
月

9
日

～
1
2
日
）
 

内
容

：
都

産
技

研
案

内
、

実
証

試
験
セ

ク
タ

ー
事

業
案

内
（

対
応
職

員
数

：
延
べ

3
名
）

 

 (
5
)
講
習

会
・

セ
ミ

ナ
ー

等
の
実

施
に
よ

る
利

用
拡

大
へ

の
取

り
組
み
 

通
常

の
講

習
会
・
セ
ミ

ナ
ー
に

加
え
、
学

協
会

連
携

事
業
開

催
に
よ

り
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
事
業

の
利

用
拡
大
 

に
貢

献
 

 
1
)
講
習

会
・

セ
ミ

ナ
ー
 

a
)
「

熱
拡

散
率

測
定

講
習

会
」

1
7
名

参
加

(
3
月

7
日

)
（
新

規
）
 

 
 

内
容

：
熱

拡
散

率
や

フ
ラ

ッ
シ

ュ
法

に
つ

い
て

、
原

理
や

測
定

法
な

ど
の

講
義

と
、

実
際

に
キ

セ
ノ

ン
フ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ナ

ラ
イ

ザ
ー

を
使

用
し
て

、
固

体
材

料
の

熱
拡

散
率
を

測
定

す
る

実
習
 

b
)「

電
気
・
温
度

試
験

講
習
会
：
計
測

不
確

か
さ

評
価

」（
校

正
証
明

書
及

び
不

確
か

さ
評

価
バ
ジ

ェ
ッ

ト
表

作

成
の

実
習

）
1
8
名

参
加

（
7
月

1
8
日

）（
継

続
）
 

 
 

内
容

：
長

さ
の

マ
イ

ク
ロ

メ
ー

タ
を

校
正

事
例

と
し

て
ブ

ロ
ッ

ク
ゲ

ー
ジ

を
使

用
し

て
測

定
デ

ー
タ

を
取

得
し

、
そ

の
測

定
デ

ー
タ

か
ら

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
使

用
し

て
の

不
確

か
さ

評
価

や
バ

ジ
ェ

ッ
ト

表

の
作

成
及

び
校

正
証

明
書

作
成

の
実
習
 

 
2
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
 

a
)
「

材
料

強
度

試
験

の
実

技
セ

ミ
ナ
ー

」
7
名
参

加
(
1
1
月

2
2
日

)
  

b
)
「

恒
温

恒
湿

槽
、

高
温

槽
の

運
転
実

習
セ

ミ
ナ

ー
」

3
名

参
加
(
1
2
月

5
日

～
7
日

) 
 

c
)「

マ
イ
ク

ロ
ビ

ッ
カ

ー
ス
、
ロ
ッ

ク
ウ

ェ
ル

硬
さ

試
験
の

実
習
セ

ミ
ナ

ー
」
(1
2
月

12
日
、
1
3
日

)
1
名

参
加

 

 
3
)
学
協

会
連

携
セ

ミ
ナ

ー
 

 
 

a
)
日

本
材

料
試

験
技

術
協

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

「
表

面
改

質
：

め
っ

き
処

理
に

よ
る

金
属

材
料

の
機

械
特

性
改

善
と

そ
の

評
価

技
術

」（
1
月

25
日
）

 
77

名
参

加
（
新

規
）
 

 
 

b
)計

測
制

御
学

会
連

携
セ

ミ
ナ
ー

の
実

施
「

地
球

の
温

度
を
測

る
」（

3
月

9
日
）
4
0
名
参

加
（

新
規

）
 

c
)
日

本
塑

性
加

工
学

会
 
接
合
・

複
合
分

科
会

連
携

セ
ミ

ナ
ー

の
実
施

「
第

81
回
、

シ
ー

ト
メ
タ

ル
加

工
技

術

と
応

用
製

品
の

最
新

動
向

」（
3
月

16
日
）

3
3
名

参
加

（
新
規

）
 

d
)
電

気
学

会
連

携
セ

ミ
ナ

ー
「

安
全
で

省
エ

ネ
・

省
資

源
社

会
の
構

築
」

(
12

月
8
日
) 

5
0
名

参
加

（
継

続
）
 

 
 
 

(
6
)
長
時

間
運

転
機

種
に

つ
い
て

の
集
中

監
視

シ
ス

テ
ム

を
新

規
導
入
 

夜
間

の
稼

働
が

あ
る

長
時

間
運

転
機
種

に
つ

い
て

、
機

器
故

障
や
稼

働
状

況
を

2
4
時
間

体
制
で

集
中

監
視
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
本

部
に

新
規

導
入
し

、
効

率
的

な
メ

ン
テ

ナ
ン
ス

と
機

器
管

理
体

制
を

強
化
 

異
常

時
に

中
央

監
視

室
へ

通
報

や
担
当

職
員

へ
の

緊
急

連
絡

体
制
を

整
備
 

 
 
 
 
  
・
集

中
管

理
対

象
機
器

（
19

機
種

）
 

恒
温

恒
湿

槽
、

冷
熱

衝
撃

試
験

機
、
結

露
サ

イ
ク

ル
試

験
機

、
急
速

温
度

変
化

試
験

機
、

 

恒
温

恒
湿

室
等
 

             ○
講

習
会

セ
ミ

ナ
ー

等
に

よ
る

実
証

試
験

セ
ク

タ

ー
利

用
拡

大
へ

の
取

り
組

み
 

 
・

講
習

会
・

セ
ミ

ナ
ー

21
件
 

・
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

3
件
 

・
学

協
会

連
携

セ
ミ

ナ
ー

4
件

を
実
施
 

 ＜
講

習
会

・
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

の
声
＞
 

・「
測
定

実
習

が
で

き
て

よ
い
の

で
、
他
部

署
の

社

員
に

も
参

加
さ

せ
た

い
」
 

・
「

よ
り

詳
細

な
試

験
内

容
を
受

講
し
た

い
の

で
、

実
施

期
間

の
延

長
や

複
数

回
実

施
を
希

望
」
 

（
2
4
年

度
、

2
回
実

施
予

定
）

 

 ＜
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

参
加
者

の
声

＞
 

・「
教
科

書
上

の
理

論
的

な
こ
と

か
ら
、
実

技
を

と

お
し

て
実

践
的

な
こ

と
が

学
べ

た
。

当
所

の
試

験
、
設

備
利

用
に

つ
い

て
の
認

識
が
深

ま
っ

た
」

・「
マ
ニ

ュ
ア

ル
に

な
い

試
験
装

置
特
有

の
ノ

ウ
ハ

ウ
や

注
意

事
項

の
把

握
が

で
き

た
。

今
後

も
機

器
利

用
等

に
役

立
て

た
い

。」
 

・「
試
験

法
の

違
い

に
よ

る
デ
ー

タ
の
意

味
に

つ
い

て
も

理
解

が
深

ま
り

、
今

後
も

機
器

利
用

、
製

品
開

発
に

役
立

て
た

い
。
」
 

 ＜
学

協
会

連
携

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
の
声

＞
 

・「
一
般

照
明

器
具

の
規

格
を
類

似
適
用

す
る

な
ど

の
情

報
が

得
ら

れ
た

。
今

後
も

産
技

研
を

利
用

し
た

い
。
」
 

・「
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
見

学
会
を

通
し
、
産

技
研

の

試
験

内
容

や
研

究
内

容
を

知
る

こ
と

が
で

き
、

今
後

都
産

技
研

を
利

用
し

て
み

た
い

し
、

中
で

も
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
に

興
味

を
も
っ

た
。」

 

 ○
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
の

新
規

導
入
 

 
都

産
技

研
初

め
て

の
集

中
監

視
シ

ス
テ

ム
導

入

に
よ

り
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
機

器
管

理
体

制
を

強

化
（

19
機
種

を
集

中
管

理
）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

1
-
3
 
新
事

業
展

開
、

新
分

野
開

拓
の
た

め
の

支
援
 

(
1
)
 
技

術
経

営
へ

の
支

援
 

中
小

企
業

が
自

社
の

「
技

術
力

」
を
強

力
な

経
営

基
盤

と
し

て
活

用
し

、
戦
略

的

な
事

業
展

開
や

技
術

経
営

手
法

の
導
入

等

に
活

か
し

て
い

け
る

よ
う

、
財

団
法
人

東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社
（
以

下
、「

中
小

企
業

振
興

公
社

」
と

い
う

。
）
な

ど
の
経

営

支
援

機
関

と
連

携
し

て
、

セ
ミ

ナ
ー
の

開

催
や

企
業

へ
の

実
地

技
術

支
援

等
を
行

う
。
 

 

①
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社
（
以

下
、「

中
小

企
業

振
興

公
社

」
と

い
う

。
）
の

経
営

支
援

部
門

等
他

の
機

関
と

の
連

携
を

活
用

し

て
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

企
業

へ
の

実
地

技
術

支
援

等
を

行
う

。
 

9
 

Ｂ
 

(
1
)
公
社

と
の

戦
略

的
連

携
の
推

進
 

産
技

研
理

事
長

、
公

社
理

事
長

な
ら
び

に
両

幹
部

職
員

に
よ

る
連
携

推
進

会
議
を

2
回
開

催
 

1
)
第

1
回

（
5
月

3
1
日

 
開
催

場
所
：

公
社

本
社

）
 

 
 

 
各

機
関

の
平
成

2
3
年
度

の
取
組

み
や

知
的

財
産

総
合

セ
ン
タ

ー
と

の
連

携
実

績
等

に
つ
い

て
意

見
交

換
し
、
 

各
機

関
で

実
施

す
る

復
興

支
援

事
業
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

連
携
・

協
力

し
て

い
く

こ
と

を
確
認
 

2
)
第

2
回

（
1
2
月

1
9
日

 
都

産
技
研

本
部

）
 

a
)
震

災
関

連
事

業
の

実
績

に
つ

い
て
報

告
、

都
内

中
小

企
業

の
海
外

展
開

支
援

に
つ

い
て

意
見
交

換
 

b
)
公

社
職

員
向

け
都

産
技

研
本

部
見
学

会
を

実
施

し
、

事
業

理
解
を

深
め

る
こ

と
を

確
認

 

 
公

社
職

員
見

学
参

加
者

実
績

 
計

1
8
2
人
 

・
第

1
回

見
学

会
 

48
人
参
加

（
2
月

23
日
）
 

 
 

 
 

 
 

 
・
第

2
回
見

学
会
 

82
人
参

加
（

3
月

1
日

）
 

 
 

 
 

 
 

 
・

個
別

見
学

対
応
 

52
人
（

計
6
回
）
 

 
 

c
)公

社
の

要
請

に
基

づ
き

、
公
社

の
理

事
会

に
産

技
研

理
事
が

参
加

 
（

4
月

2
6
日

、
6
月

13
日
、
7
月

7
日

、
8
月

9
日
、

3
月

2
9
日
）
 

 (
2
)
公
社

と
連

携
し

た
セ

ミ
ナ
ー

の
開
催
 

1
)
都

産
技

研
、

公
社

共
催

セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

①
講

座
名

「
研

究
開

発
に

す
ぐ

役
立
つ

実
践

MO
T
（
技

術
経

営
）
講

座
」
 

（
2
1
年

度
開

始
し

た
公

社
本
社

と
の
共

同
企

画
セ

ミ
ナ

ー
を

3
年
継

続
実

施
）
 

・
内

容
：

技
術

経
営

（
M
O
T：

M
a
n
a
g
em
e
n
t
 o
f
 T
ec
h
n
ol
o
gy
）

を
行

う
上

で
の

必
要

な
理
論

、
ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
会

社
運

営
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

実
習

等
を

混
ぜ

、
実

践
力

を
習

得
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 

・
会

場
：

公
社

本
社

 
（

12
月

1
2
日

、
29

人
参

加
）
 

2
)
都

産
技

研
主

催
セ

ミ
ナ

ー
に

公
社
が

後
援

（
2
件
）（

新
規

）
 

①
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
「

事
業

者
が

取
り

組
む

節
電
対

策
」（

6
月

23
日
、

8
1
人

受
講

）
 

②
知

的
資

産
経

営
講

座
オ

ー
プ

ニ
ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

（
1
月

16
日

、
7
0
人
受

講
）
 

3
)
公

社
主

催
セ

ミ
ナ

ー
を

都
産

技
研
が

協
力

 
 

①
城

東
支

社
主

催
「

伝
統

工
芸

品
後
継

者
育

成
セ

ミ
ナ

ー
」

に
協
力

（
新

規
）
 

・
チ

ラ
シ

や
ポ

ス
タ

ー
、

ス
テ

ー
ジ
用

横
断

幕
、

会
場

パ
ネ

ル
、
受

付
パ

ネ
ル

等
の

デ
ザ

イ
ン
作

成
協

力
 

 
 

 
・

会
場

：
東

京
国

立
博

物
館
小

講
堂

（
7
月

1
4
日
）

 

②
城

南
支

社
主

催
「

事
業

化
チ

ャ
レ
ン

ジ
道

場
（

売
れ

る
製

品
開
発

道
場

）
」

に
協

力
 

・
城

南
支

所
の

装
置

を
使

用
し

て
技
能

習
得

（
1
3
 社

、
39
 
名

) 

4
)
都

産
技

研
主

催
セ

ミ
ナ

ー
で

公
社
が

協
力

 
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

開
設

2
周

年
記
念

講
演

会
で

連
携
 

①
「

次
世

代
自

動
車

技
術

と
先

端
車
両

」
 

会
場

：
公

社
多

摩
支

社
大

会
議

室
（
2
月

1
6
日

、
63

人
参
加

）
 

②
「

電
子

機
器

開
発

に
お

け
る

最
新
の

EM
C
対
策

お
よ

び
電

波
暗
室

の
活

用
」
 

会
場

：
公

社
多

摩
支

社
大

会
議

室
(2

月
22

日
、

7
9
人

参
加

) 

③
「

次
世

代
自

動
車

技
術

講
演

会
」
 

会
場

：
東

京
都

立
多

摩
職

業
能

力
開
発

セ
ン

タ
ー

（
3
月

1
日

、
8
7
人
参

加
）
 

 (
3
)
公
社

と
連

携
し

た
実

地
技
術

支
援
 

 
1
)
公
社

職
員

と
連

携
し

た
実

地
技
術

支
援
 

 
 

a
)連

携
実

績
 
計

2
2
件
（

前
年
度

8
件

）
 

 
 

 
 

（
西

が
丘

本
部

・
本

部
：
1
5
件

、
城

東
支

所
：
5
件

、
城

南
支

所
：

1
件

、
多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
：

1
件

）
 

 
 

b
)実

施
事

例
 

 
 

 
・

機
能

性
紛

体
を

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

へ
の

顔
料

練
り

込
み

す
る

際
の

静
電

気
発

生
を

抑
制

す
る

方
法

に
つ

い
て

情
報

提
供

（
金

属
加

工
業

）
 

 
 

 
・

機
能

性
樹

脂
の

保
管

に
関
す

る
注

意
事

項
や

通
年

の
原
料

供
給

体
制

の
整

備
方

法
に
つ

い
て

情
報

提
供
 

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

造
業

）
 

 ○
公

社
と

の
戦

略
的

連
携

の
推

進
 

・
産

技
研

理
事

長
、

公
社

理
事

長
な

ら
び

に
両

幹

部
職

員
に

よ
る

連
携

推
進

会
議

を
2
回

開
催

 
・
2
3
年

度
は

特
に

復
興

支
援
事

業
に
関

す
る

連
携

に
注

力
 

         ○
都

産
技

研
と

公
社

に
よ

る
技

術
及

び
経

営
の

一

体
化

支
援

と
し
て

8
件
の

セ
ミ

ナ
ー
を

開
催
 

1
)
共

催
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催
 

・
2
1
年

度
開

始
し

た
共

催
セ
ミ

ナ
ー
を

3
年

継

続
実

施
し

、
定

着
化
 

2
)
都

産
技

研
主

催
セ

ミ
ナ

ー
 

 
・

震
災

復
興

技
術

支
援

フ
ォ

ー
ラ

ム
「

事
業

者

が
取

り
組

む
節

電
対

策
」
 

 
・

知
的

資
産

経
営

講
座

オ
ー

プ
ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

 
 

ー
 

3
)
公

社
主

催
セ

ミ
ナ

ー
 

 
・

城
東

支
社

主
催

「
伝

統
工

芸
品

後
継

者
育

成

セ
ミ

ナ
ー

」
に

協
力

 
 
 

 
・

城
南

支
社

主
催

「
事

業
化

チ
ャ

レ
ン

ジ
道

場

（
売

れ
る

製
品

開
発

道
場

）」
に

協
力
 

4
)
2
3
年

度
新

規
セ

ミ
ナ

ー
3
件

 

<
都

産
技

研
主

催
事

業
>  

①
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
「

事
業

者
が

取
り

組
む

節
電

対
策

」
(
6
月

2
3
日
、

8
1
人

受

講
) 

②
知

的
資

産
経

営
講

座
オ

ー
プ

ニ
ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

(
1
月

16
日
、

7
0
人

受
講

) 

<
公

社
主

催
事

業
> 

③
「

伝
統

工
芸

品
後

継
者

育
成

セ
ミ
ナ

ー
」
 

(
6
月

28
日
 

2
5
人

受
講
 

 
 

 7
月

14
日
 

3
2
人

受
講

 

 
 

 9
月

14
日
 

2
9
人

受
講

 

 
 

10
月
 

3
日
 

14
人
受
講

 

 
 

10
月

27
日
 

2
5
人

受
講

 

 
 
計

5
回
 

 
1
2
5
人

受
講

）
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・

医
療

用
機

器
製

品
に

お
け
る

デ
ザ

イ
ン

の
考

え
方

に
つ
い

て
技

術
相

談
を

対
応

（
精
密

機
器

製
造

業
）
 

 (
4
)
公
社

主
催

事
業

と
連

携
し
た

被
災
地

支
援

(新
規

) 

1
)
公

社
主

催
「

被
災

地
企

業
コ

ラ
ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

商
談

会
」

の
技
術

相
談

コ
ー

ナ
ー

へ
都

産
技
研

職
員

を
派

遣
 

a
)
第

1
回

 
宮

城
県

仙
台

市
開

催
 
4
名
派

遣
(
9
月

8
日
) 

 
 
（

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
放

射
線

技
術
に

関
す

る
技

術
専

門
職

員
を
派

遣
し

、
技

術
相

談
に

対
応
）
 

b
)
第

3
回

 
福

島
県

郡
山

市
開

催
 
3
名
派

遣
(
3
月
７

日
) 

 
（

環
境

技
術

に
関

す
る

技
術

専
門
職

員
を

派
遣

し
、

技
術

相
談
に

対
応

）
 
 

 
2
)
各
会

場
で

被
災

地
公

設
試

と
連
携
 

宮
城

県
産

業
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー
や
福

島
県

ハ
イ

テ
ク

プ
ラ

ザ
と
連

携
し

、
商

談
会

の
発

注
及
び

受
注

企
業
 

か
ら

の
技

術
相

談
に

対
応
 

 (
5
)
公
社

と
技

術
審

査
事

業
・
表

彰
事
業

の
連

携
 

1
)
公

社
助

成
事

業
に

都
産

技
研

が
技
術

力
評

価
で

積
極

的
に

協
力
 

 
 

 
技

術
審

査
合

計
数

：
79
5
件
 

（
平

成
22

年
度

8
21

件
）
 

・
申

請
時

に
書

類
・
面
接

方
式

に
よ
り

、
新

規
性
・
優

秀
性

等
の
技

術
力

を
都

産
技

研
の
「

技
術

の
目

利
き
」

で
評

価
 

・
中

間
検

査
及

び
完

了
検

査
で

は
工

場
等

の
生

産
現

場
で

実
現

性
な

ど
の

技
術

力
評

価
を

行
い

、
助

成
事

業

の
実

効
性

評
価

に
協

力
 

【
技

術
審

査
協

力
の

内
訳

】
 

・
公

社
助

成
金

審
査

(新
製
品
･
新

技
術

開
発

、
共

同
研

究
、
創

業
）
4
9
0
件
 

（
書

類
審
査

2
0
6
件

、
面

接
審

査
19
4
件
、

中
間

・
完

了
検

査
90

件
）
 

・
東

京
都

中
小

企
業

応
援

フ
ァ

ン
ド
地

域
資

源
活

用
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
創

出
助

成
事

業
審

査
 
1
4
9
件
 

・
都

市
課

題
解

決
の

た
め

の
技

術
戦
略

プ
ロ

グ
ラ

ム
製

品
開

発
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

助
成

事
業

 
1
11

件
 

・
基

盤
技

術
産

業
グ

ル
ー

プ
支

援
事
業

助
成

金
審

査
 

27
件

 

・
公

社
助

成
金

審
査

 
(社

会
的

課
題
・

重
点

戦
略

）
中

間
・

完
了
検
査

1
0
件
 

・
中

小
企

業
経

営
・

技
術

活
性

化
助
成

事
業

助
成

金
審

査
 

3
件
 

2
)
公

社
主

催
表

彰
事

業
に

都
産

技
研
が

後
援
 

事
業

名
：
「
平

成
2
3
年
度

東
京

の
伝
統

的
工

芸
品

チ
ャ

レ
ン

ジ
大
賞

」
 

会
場

：
江

戸
東

京
博

物
館

（
11

月
3
日

～
1
1
月

1
5
日

）
 

・
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

デ
ザ

イ
ン

、
ロ
ゴ

マ
ー

ク
デ

ザ
イ

ン
、

シ
グ
ネ

チ
ュ

ア
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ
ン

、
 

説
明

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
デ

ザ
イ

ン
、
チ
ャ

レ
ン

ジ
大

賞
応
募

要
項
デ

ザ
イ

ン
、
表

彰
式
パ

ネ
ル
デ

ザ
イ

ン
、 

横
断

幕
の

デ
ザ

イ
ン

を
都

産
技

研
が
作

成
 

 
 

 
・

事
前

打
ち

合
わ

せ
に

参
加
（

8
回

出
席

、
4
月
～
1
1
月
）
 

 
 

(
6
)
公
社

と
広

報
・

普
及

事
業
の

連
携
 
 

1
)
展

示
会

等
へ

の
共

催
・

後
援

協
力
（

4
件

）
 

a
)
公

社
主

催
事

業
に

都
産

技
研

が
後
援
 

①
東

京
都

地
域

中
小

企
業

応
援

フ
ァ
ン

ド
事

業
 
「
地

域
産
業

資
源
活

用
マ

ッ
チ

ン
グ

20
1
1
」
 

会
場

：
中

小
企

業
振

興
公

社
本

社
（
1
1
月

4
日

）
 

②
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

フ
ェ

ア
～

防
災
、

安
全

、
環

境
・

省
エ

ネ
～
 

会
場

：
東

京
都

立
産

業
貿

易
セ

ン
タ
ー

浜
松

町
館

（
1
2
月

6
,
7
日
）
 

 
 

 
③

た
ま

工
業

交
流

展
 

会
場

：
都

立
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ
ン

タ
ー

(2
月

24
,
25

日
) 

b
)
都

産
技

研
主

催
事

業
に

公
社

が
後
援
 

・
異

業
種

交
流

事
業

「
異

業
種

グ
ル
ー

プ
合

同
交

流
会

」
に

公
社
ブ

ー
ス

を
設

置
し

、
事

業
PR

を
実

施
 

 
 

会
場

：
都

産
技

研
本

部
東

京
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
（

2
月

9
日
）
 

2
)
広

報
普

及
事

業
の

連
携
 

a
)
公

社
広

報
誌

「
ア

ー
ガ
ス

2
1
」

に
都

産
技

研
事

業
の

記
事

を
掲
載
 

①
「

あ
ら

た
め

て
知

っ
て

お
き

た
い
技

術
の

は
な

し
」（

全
4
回
）

で
技

術
情

報
を

掲
載

 

 
 

 
②

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
の
会

員
募

集
案

内
の

掲
載

（
4
月

号
）
 

b
)
公

社
の

広
報

サ
ー

ビ
ス

を
活

用
し
た

都
産

技
研

事
業

の
普

及
 

公
社

「
印

刷
物

送
付

サ
ー

ビ
ス

」
を
利

用
し

、
都

産
技

研
異

業
種
交

流
グ

ル
ー

プ
会

員
募

集
チ
ラ

シ
を

配
布
 

（
都

内
企

業
：

2
0,
0
00

社
）
 

  ○
公

社
主

催
被

災
地

支
援

商
談

会
に
協

力
(
新
規

)

 
 

開
催

地
の

技
術

課
題

に
対

応
し
た

都
産

技
研

職
員

の
派

遣
（
計

7
名
）
 

・
宮

城
県

仙
台

市
開

催
(
9
月

8
日

)  

 
 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
放

射
線

技
術
の

技
術

専
門

職
員

を
派

遣
 

・
福

島
県

郡
山

市
開

催
（

3
月

7
日
）
 

 
 

環
境

技
術

の
技

術
専

門
職

員
を
派

遣
 

  ○
技

術
審

査
事

業
へ

の
積

極
的

協
力
 

公
社

依
頼

審
査

件
数

：
7
9
5
件
 

 ○
「

技
術

の
目

利
き

」
で

事
業

へ
協
力
 

都
産

技
研

技
術

審
査

件
数

3,
5
8
5
件
の
 

2
2
%
が
公

社
か

ら
の

依
頼
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3
)
施
設

公
開

の
合

同
実

施
 

 
 

a
)城

東
支

所
施

設
公

開
を

連
携
実

施
(
葛
飾

区
産

業
フ
ェ

ア
と
同

時
開

催
 

10
月

14
日

～
1
6
日
) 

 
 

b
)城

南
支

所
施

設
公

開
を

連
携
実

施
 

（
大

田
区

「
第

1
回

お
お

た
研

究
開
発

フ
ェ

ア
」

と
同

時
開

催
（
1
0
月

1
1
,1
2
日

）
 

 
 

c
)多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
施

設
公
開

を
連

携
実

施
 

 
 
 

 
 

（
産

業
サ

ポ
ー

ト
ス

ク
エ
ア

・
T
A
M
A
の

公
社

を
含

む
5
機
関

（
多

摩
テ

ク
ノ
プ

ラ
ザ
、

中
小

企
業

振
興

公

社
多

摩
支

社
、

都
商

工
会

連
合

会
、

農
林

水
産

振
興

財
団

、
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
）

が
合

同

で
施

設
公

開
を

実
施

(
10

月
21
,
2
2
日

) 

 (
7
)
公
社

と
産

産
連

携
事

業
の
連

携
 

公
社

主
催

事
業

に
都

産
技

研
が

協
力
 

「
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
交

流
会

」
へ
都

産
技

研
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
を

1
名

派
遣
 

 
 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
が

コ
ラ

ボ
レ
ー

シ
ョ

ン
交

流
会

で
企

業
か
ら

の
技

術
相

談
に

対
応

 

 
 

 
会

場
：

パ
レ

ス
ホ

テ
ル

立
川
（

9
月

7
日

）
 

 (
8
)
公
社

多
摩

支
社

が
推

進
す
る

「
多
摩

・
産

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

へ
の
協

力
と

連
携
 

 
1
)
「
多

摩
・

産
業

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
 

東
京

都
の

都
市

機
能

活
用

型
産

業
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
の

一
環

と
し

て
、

公
社

多
摩

支
社

が
推

進
機

構
事

務
局

と
な

り
、

東
京

都
及

び
都

産
技

研
が

連
携

し
て

以
下

の
成

長
産

業
分

野
ご

と
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
形

成
を

推
進

（
支

援
期

間
：

平
成

2
1
-2
3
年
度

）
 

①
計

測
・

分
析

器
産

業
 

②
半

導
体

・
電

子
デ

バ
イ

ス
産

業
 

③
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
 

2
)
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
都

産
技

研
職
員

派
遣

や
事

業
連

携
 

 

 
・

事
業

進
行

を
検

討
す

る
連

絡
会
議

に
職

員
派

遣
(
2
回
、

各
1
名

派
遣

)、
 

・
推

進
状

況
と

計
画

を
検

討
す

る
戦
略

会
議

に
職

員
派

遣
（

2
回
、

各
2
名
派

遣
) 

①
計

測
・

分
析

器
産

業
：

計
測

・
分
析

器
産

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

職
員

1
名

参
加
 

（
2
月

2
7
日

）
 

②
半

導
体

・
電

子
デ

バ
イ

ス
産

業
：
運

営
委

員
会

ア
ド

バ
イ

ザ
ー
と

し
て

職
員

派
遣

（
2
回

、
1
名
派

遣
）
 

③
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
：

定
期

的
な

会
合
に

よ
る

情
報

交
換

(5
回

、
各

2
名
参

加
) 

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

セ
ミ

ナ
ー

に
て

都
産
技

研
本

部
見

学
会

を
実

施
（
2
4
名

参
加

、
11

月
11

日
）
 

（
日

刊
工

業
新

聞
社
・
青
梅
商

工
会
議

所
共

同
開

催
「

20
11

国
際
ロ

ボ
ッ

ト
展
・
産

業
技

術
総
合

研

究
所

・
東

京
都
立

産
業

技
術
研

究
セ

ン
タ

ー
に

み
る

最
新
の

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

と
メ

カ
ト
ロ

ニ
ク

ス
の

将
来

の
見

学
・

勉
強

会
」
）
 

 
 

・
相

談
事

例
 

 
 

 
「

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

」
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

活
動

内
の

企
業

か
ら
の

技
術

相
談

に
対

応
 

 
 
 
 
 
  
 
 見

守
り

シ
ス

テ
ム
を

有
す
る

福
祉

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
を
技

術
支

援
、
成
果

は
第

1
回
首

都
圏

西
部
地
域
イ
 

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

推
進

地
域

に
て
展

示
 

 (
9
)
都
産

技
研

技
術

相
談

事
業
や

公
社
知

財
相

談
事

業
へ

の
お

客
様
相

互
紹

介
連

携
 

 
1
)
公
社

相
談

員
か

ら
お

客
様

を
都
産

技
研

職
員

へ
紹

介
 

 
 

a
)紹

介
実

績
件

数
：

7
件

 

 
 

b
)紹

介
事

例
 

 
 

 
・

多
摩

の
公

社
の

イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
に

入
る
企

業
か

ら
の

技
術

相
談

に
対
応
 

・
金

属
部

品
の

強
度

測
定

に
関

す
る
相

談
対

応
、

依
頼

試
験

実
施
 

・
製

品
の

強
度

試
験

，
製

品
内

部
の
溶

接
欠

陥
，

溶
接

に
関

す
る
相

談
 

 
2
)
都
産

技
研

職
員

か
ら

お
客

様
を
公

社
へ

紹
介
 

 
 

 
紹

介
実

績
：

1
件
 

・
H
2
3
年

度
共

同
研

究
企

業
か

ら
の
知

財
相

談
に

対
応
 

・
そ

の
他

電
話

に
よ

る
紹

介
等

多
数
あ

り
 
 

 (
1
0
)
公
社

職
員

と
都

産
技

研
職

員
間
の

交
流

連
携
 

公
社

人
材

ナ
ビ

ゲ
ー

タ
の

都
産

技
研
見

学
会

及
び

産
業

人
材

育
成
事

業
担

当
者

と
の

意
見

交
換
会

実
施
 

・
公

社
の

中
小

企
業

の
人

材
育

成
計
画

の
支

援
事

業
の

確
認

 

 ○
施

設
公

開
の

合
同

実
施
 

・
城

東
支

所
施

設
公

開
を

連
携

実
施
 

・
城

南
支

所
施

設
公

開
を

連
携

実
施
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
施

設
公

開
を
連

携
実

施
 

          ○
「

多
摩

・
産

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

性
化

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
」

へ
の

協
力
 

1
)
3

分
野

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
会

議
に

職
員

を
派

遣

（
計

7
名

）
 

2
)
戦

略
会

議
に

職
員

派
遣

(2
回

、
各

1
名
派

遣
)  

3
)
「

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

」
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
と

連

携
事

業
 

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

で
開

催
さ

れ
た

「
20
1
1

ロ
ボ

ッ
ト

展
」

に
合

わ
せ

て
、

都
産

技
研

本
部

見
学

会
を

実
施

 
 

24
名
参
加

 

4
)
相

談
対

応
 

「
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
」

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

内
の

企
業

か
ら

の
技

術
相

談
に

対
応

 

  
 見

守
り

シ
ス

テ
ム

を
有

す
る

福
祉

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
を

技
術

支
援

、
成

果
は

第
1
回
首

都
圏

西
部

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
推

進
地

域
に

て
展

示
 

                      



― 73 ―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

・
都

産
技

研
の

産
業

人
材

育
成

事
業
を

紹
介

や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
セ

ミ
ナ

ー
の

活
用

・
連

携
 

（
6
月

6
日
 

計
9
人
参

加
）

 

 

 

都
産

技
研

を
利

用
し

て
製

品
開

発
等
に

取
り

組
む

中
小

企
業

に
対

し
、

東
京
都

知

的
財

産
総

合
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

知
的
財

産

支
援

機
関

の
持

つ
支

援
機

能
を

活
用
し

つ

つ
、

知
的

財
産

の
取

得
や

そ
れ

を
活
用

し

た
事

業
戦

略
を

促
す

。
 
 

②
都

産
技

研
を

利
用

し
て

製
品

開
発

等
に

取
り

組
む

中
小

企
業

に
対

し
、

東
京

都
知

的
財

産
総

合
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

知
的

財
産

支
援

機
関

の
持

つ
支

援
機

能
を

活
用

し
つ

つ
、

知
的

財
産

の
取

得
や

そ
れ

を
活

用
し

た
事

業
戦

略
を

促
す

。
 

 

(
1
1
)
東
京

都
知

的
財

産
総

合
セ

ン
タ
ー

(以
下
、

｢
知
財

セ
ン

タ
ー
｣
と
い

う
)と

の
連

携
 

 
1)
知

財
セ

ン
タ

ー
特

許
情

報
活

用
支

援
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
(
以

下
「

知
財

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
と

い
う

)
に

よ
る

知
的

財

産
支

援
 

 
 

a
)都

産
技

研
本

部
で

知
財

相
談
を

開
始
 

 
 

 
・

1
階

総
合

支
援

窓
口

前
の
相

談
コ

ー
ナ

ー
で

毎
週

火
曜
日

に
実

施
（

10
月
か
ら

再
開
）【

再
掲
：

項
目

1】
 

（
対

面
相
談

1
9
件

、
電

話
相
談

多
数
）
 

 
 

 
・

都
産

技
研

の
職

務
発

明
審
査

会
で

上
程

す
る

審
査

案
件
の

事
前

相
談

に
対

応
 

 
 

b
)都

産
技

研
職

務
発

明
審

査
会
へ

知
財

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
招
聘

（
審

査
会
全

1
1
回
中

7
回
参

加
）
 

 
2
)
本
部

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

入
居
者

向
け

の
知

財
相

談
会

を
実
施

（
新

規
）
 

 
・
「
都

の
知

財
支

援
の

概
要
」

と
「
知

財
支

援
事

例
の

紹
介

」
の
演

題
で

説
明

を
実

施
 

（
知

財
セ

ン
タ

ー
の

紹
介

及
び

知
財
セ

ン
タ

ー
の

利
用

方
法

等
）
 

 
 

 
・

8
企

業
 
1
1
名

参
加
 
(
2
月

2
8
日

) 

 
3
)
都
産

技
研

職
員

向
け

の
セ

ミ
ナ
ー

を
実

施
 

・「
研
究

者
の

た
め

の
知

財
講
座

」
と
「

研
究

者
が

知
っ

て
お

き
た
い

知
財

の
基

礎
知

識
」
の

演
題

で
、
説
明

を
実

施
 

 
 

 
・

研
究
員

2
0
名

参
加
 
(
会

場
：

本
部

会
議

室
 

3
月

9
日
) 

 

 ○
本

部
に

お
け

る
知

財
セ

ン
タ

ー
知

的
財

産
支

援

の
開

始
 

1
)
本

部
に

て
知

財
相

談
を

開
始

（
10

月
）
 

2
)
本

部
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
入

居
者

向
け

知
財

相

談
会

を
実

施
（

2
月

28
日
）
 

 
 

8
社

11
名
参

加
 

3
)
都

産
技

研
職

員
向

け
セ

ミ
ナ

ー
を
実

施
 

 
 

研
究
員

2
0
名

参
加
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

都
産

技
研

の
成

果
と

し
て

蓄
積

し
た
優

れ
た

新
技

術
や

技
術

的
知

見
を

、
中
小

企

業
の

技
術

開
発

や
製

品
開

発
に

活
か
す

た

め
、

知
的

財
産

権
の

出
願

や
そ

れ
ら
を

活

用
す

る
使

用
許

諾
を

推
進

す
る

。
第
二

期

中
期

計
画

期
間

中
の

知
的

財
産

権
出
願

件

数
に

つ
い

て
は

、
7
5
件

を
目
標

と
す
る
。

ま
た

、
都

産
技

研
の

知
的

財
産

権
を
中

小

企
業

等
へ

実
施

許
諾

す
る

件
数

に
つ
い

て

は
、
第

二
期

中
期

計
画

期
間
中

1
0
件

を
目

標
と

す
る

。
 

 

③
研

究
の

成
果

と
し

て
得

た
新

技
術

に
関

し
て

特
許

の
出

願
に

努
め

る
と

と
も

に
、

使
用

許
諾

を
推

進
し

中
小

企
業

支
援

に
活

用
す

る
。
<目

標
：
中

期
計

画
期

間
中

 
出
願

7
5
件
、
許
諾

1
0
件

> 

1
0 

Ａ
 

(
1
)
知
的

財
産

権
管

理
体

制
の
確

立
 

 
 
 
 
 開

発
企

画
室

の
強

化
 

 
 
・
知

的
財

産
管

理
体

制
の
一

元
化
 

 
 
 
 

  
知
的

財
産

管
理

担
当
を

技
術
経

営
支

援
室

か
ら

開
発

企
画
室

に
配

置
替

え
し

、
体

制
の
一

元
化

を
実

施
 

・
特

許
戦

略
の

策
定
 

 
 

 技
術
分

野
別

に
都

産
技
研

特
許
戦

略
を

策
定
 

 

(
2
)
優
れ

た
特

許
出

願
へ

の
取
り

組
み
 

・
各

種
研

究
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
と

お
し
て

、
研

究
成

果
を

製
品

化
・
事

業
化

に
活

用
で

き
る

知
的
財

産
取

得
の

た
め

 
の

目
利
き

を
実

施
（

19
回
開
催

）
 

・
申

請
案

件
全

件
に

つ
い

て
、

新
規
性

・
進

歩
性

な
ど

を
十

分
に
協

議
し

た
後

、
職

務
発

明
審
査

会
で

審
議

 
(
1
1
回
開

催
) 

・
毎

年
、

登
録

特
許

の
見

直
し

を
行
い

、
適

切
な

管
理

を
実

施
 

 (
3
)
特
許

等
出

願
登

録
実

績
 (
年

報
：
P
.
2
8)
 

1
)
知

的
財

産
出

願
状

況
 
全

3
7
件
 

（
前

年
度

：
25

件
 
4
8
%
増
）
 

特
許

出
願

：
3
1
件

（
前

年
度
：

2
5
件

）
 
 

う
ち

共
同

研
究

機
関

と
の

特
許

出
願

1
1
件

 
(前

年
度

：
10

件
) 

中
期

計
画

期
間

目
標

値
達

成
率

：
4
0%
 

実
用

新
案

登
録

出
願

：
2
件
（

前
年
度

：
0
件
）
 

意
匠

登
録

出
願

：
2
件
（

前
年

度
：
0
件
）
 

商
標

登
録

出
願

：
2
件
（

前
年

度
：
1
件
）
 

2
)
知

的
財

産
登

録
状

況
 

特
許

登
録

：
1
3
件

（
前

年
度
：

4
件
）
 

実
用

新
案

登
録

：
2
件
（

前
年

度
：
0
件
）
 

 
 

 
 

意
匠

登
録

：
2
件
（

前
年
度

：
0
件
）
 

 
 

 
 

商
標

登
録

：
2
件
（

前
年
度

：
1
件
）

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

表
 

特
許

出
願

等
件

数
の
推

移
 
 

 
 
 

(
4
)
特
許

使
用

許
諾

促
進
 

1
)
使

用
許

諾
促

進
の

取
り

組
み

 

・
展

示
会

｢産
業
交

流
展

2
01
1
」

(
東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

、
3
日

間
)
へ
保

有
特

許
を

出
展
 

・
共

同
研

究
先

の
企

業
の

製
品

展
開
に

応
じ

て
知

財
化

及
び

許
諾
を

積
極

的
に

推
進
 

・
都

産
技

研
本

部
研

究
成

果
発

表
会
に

お
い
て

2
8
件

の
基
盤

研
究
成

果
を

PR
 

・
広

報
誌

TI
R
I
 N
e
w
s（

2
01
2
年

2
月

号
）

で
特

許
特

集
号

を
刊
行

 
(7

件
掲

載
)
 

  

・
広

報
誌

TI
R
I
 N
e
w
s(
2
0
12

年
3
月
号

)で
製
品

化
事

例
特
集

号
を
刊

行
(
8
件

掲
載

) 

・
広

報
誌

TI
R
I
 N
e
w
s
に

お
け

る
研
究

紹
介

等
で

知
財
の

P
R
(
3
件

掲
載

) 

・
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
、
保

有
す

る
特

許
の

広
報

活
動
を

実
施
 

    
H
1
8 

H
1
9 

H
2
0 

H
2
1 

H
2
2 

H
2
3 

計
 

特
許

出
願

件
数
 

1
0

2
6

2
7

3
6

2
5

3
1
 

1
5
5 

実
用

新
案

登
録

出
願

件
数
 

1
2
 

3
 

意
匠

登
録

出
願

件
数
 

2
 

2
 

商
標

出
願

件
数
 

1
1

2
 

4
 

特
許

登
録

件
数
 

１
7

5
3

4
1
3
 

3
3
 

実
用

新
案

登
録

件
数
 

1
2
 

3
 

意
匠

登
録

件
数
 

2
 

2
 

商
標

登
録

件
数
 

1
2
 

3
 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項
 

・「
今

後
と

も
、
積
極

的
に

特
許

出
願
を

行
っ

て
い

く
と

と
も

に
、

中
小

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

研
究

成
果

の
蓄

積
や

中
小

企
業

と
の

共
同

出
願

を
増

や
す

な
ど

、
使

用
許

諾
数

の
増

加
を

目
指

し
、

知
的

財
産

の
戦

略
的

な
活

用
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。」
（

22
年

度
指

摘
事

項
）

・「
新

た
な

特
許

許
諾

の
一

層
の

推
進
を

目
指

す
な

ど
、

知
的

財
産

の
戦

略
的

な
活

用
を

図
る

こ
と

で
、

製
品

化
支

援
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
」
（

第
一

期
中

期
計

画
期

間
指

摘
事

項
）
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

1
)
特

許
出

願
管

理
体

制
の

整
備

（
開
発

企
画

室
の

強
化

）
 

・
知

的
財

産
管

理
体

制
の

一
元

化
 

・
都

産
技

研
特

許
戦

略
の

策
定
 

2
)
各

種
研

究
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

る
研
究

成
果

の
知

財
化

の
促

進
 

3
)
新

規
性

・
進

歩
性

な
ど

を
十

分
な
協

議
に

よ
る

特
許

取
得

に
向

け
た

取
り

組
み

を
強
化
 

4
)
共

同
研

究
機

関
と

の
共

同
出

願
を
拡

大
 

 
 

共
同

研
究

機
関

と
の

特
許

出
願
 

 
 

21
年
度

 
→
 
2
2
年

度
 →

 
2
3
年

度
 

 
 

 
 5

件
 
 
→
 
1
0
件

 
 →

 
1
1
件
 

5
)
イ

ベ
ン

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
の

特
許

使

用
許

諾
推

進
活

動
を

継
続
 

 ○
出

願
の

推
進
 

・
特
許

出
願
：
3
1
件
（
前

年
度
：
25

件
 

2
4
%増

）

 
 
 
中
期

計
画

期
間

目
標

値
達

成
率
：

4
0%
 

・
実
用

新
案

登
録

出
願
：
2
件
 （

前
年

度
：
0
件

）

・
意

匠
登

録
出

願
：

2
件

（
前

年
度
：

0
件

）
 

・
商

標
登

録
出

願
：

2
件

（
前

年
度
：

1
件

）
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2
)
2
3
年

度
新

た
に

使
用

許
諾
し

た
実
績
 

 
使

用
許

諾
：

4
件

（
前

年
度

：
6
件

）
 

 
中

期
計

画
期

間
目

標
値

達
成

率
：
4
0
% 

 

3
)
使

用
許

諾
率
 

  
 

 
保

有
特

許
等

20
4
件
(出

願
中
お

よ
び

実
用

新
案

、
商

標
を
含

む
)
の
う

ち
、
新
規

4
件
を

含
む

15
件
の

特
許
 

等
を

21
社
に

使
用

許
諾
 

 
 

 
（

使
用

許
諾

率
:
2
1
/2
0
4
＝

1
0.
3
％
）
 

 
4
)
平
成

23
年
度

か
ら

許
諾
開

始
し
、

商
品

化
さ

れ
た

事
例

 

a
)
「

特
願

20
0
8
-3
2
2
62
1
：
粉

体
分
離

装
置

、
粉

体
分

離
シ

ス
テ
ム

、
及

び
粉

体
分

離
方

法
」
 

複
合

材
料

の
粉

体
化

物
を

好
適

に
分

離
可

能
な

粉
体

分
離

装
置

や
、

こ
れ

を
用

い
た

粉
体

分
離

シ
ス

テ

ム
の

発
明
 

 
 

 
 

 
許

諾
先

：
主

に
、

複
合
樹

脂
廃

材
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ス
テ

ム
の

開
発

、
製

造
、

販
売
業

を
営

む
企

業
 

 
 
 
b
)「

特
願

20
1
0
-0
4
7
99
7
：

防
護

服
」
 

着
脱

し
易

く
、

製
造

が
容

易
で

充
分
な

防
護

性
を

確
保

で
き

る
防
護

服
の

発
明
 

 
 

 
 

 
許

諾
先
：
主
に
不

織
布
の

製
造
（

委
託

）・
加
工
・
販

売
・
輸
出

入
・
コ

ン
サ

ル
タ
ン

ト
業

を
営

む
企
業
 

 
 

c
)「

特
願

20
0
9
-2
6
6
46
7
：

家
畜

骨
残

渣
の

処
理

方
法
」

 

家
畜

骨
材

料
か

ら
エ

キ
ス

を
抽

出
し

た
後

の
家

畜
骨

残
渣

を
無

駄
な

く
再

利
用

す
る

た
め

の
、

低
コ

ス

ト
か

つ
簡

便
な

家
畜

骨
残

渣
の

処
理
方

法
の

発
明
 

 
 

 
 

 
許

諾
先

：
主

に
、

カ
ル

シ
ウ

ム
製

品
の

研
究

開
発

、
天

然
カ

ル
シ

ウ
ム

（
天

然
ア

パ
タ

イ
ト

、
焼

成
牛

骨
粉

）
の

製
造

販
売

、
水

処
理

濾
過
材

の
製

造
販

売
業

な
ど

を
営
む

企
業
 

d
)
「

特
願

20
1
1
-2
7
6
32
6
：
防

護
帽
、

防
護

帽
の

使
用

方
法

、
防
護

服
及

び
膨

防
護

装
置

」
 

  
 

 
 

件
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
図

 
特
許

出
願

等
件

数
の

推
移

 

○
許

諾
の

促
進
 

・
新

た
な

使
用

許
諾

実
績
 

 
 

4
件

 
（

前
年

度
：

6
件
）
 

・
中

期
計

画
期

間
目

標
値

達
成

率
：
4
0
%  

 ○
使

用
許

諾
率

 
使

用
許
諾

率
：

2
1/
2
0
4＝

1
0.
3
%
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

(
2
)
 
国

際
規

格
対

応
へ

の
支
援

 

中
小

企
業

が
製

品
輸

出
や

海
外

進
出
な

ど
を

行
う

際
に

、
相

手
国

の
規

格
へ
の

適

合
性

を
確

認
す

る
た

め
の

測
定

や
分
析

の

必
要

性
な

ど
の

情
報

が
中

小
企

業
に
十

分

に
提

供
さ

れ
て

い
な

い
現

状
を

踏
ま
え

、

国
際

規
格

に
関

す
る

相
談

や
国

際
規
格

の

動
向

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し
、

海

外
展

開
を

目
指

す
都

内
中

小
企

業
を
支

援

す
る

。
 

①
中

小
企

業
が

製
品

輸
出

や
海

外
進

出
を

行
う

際
に

、
必

要
な

国
際

規
格

へ
の

適
合

性
な

ど
の

技
術

情
報

を
収

集
し

、
技

術
相

談
や

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
な

ど
中

小
企

業
支

援
に

活
用

す
る

。
 

 

1
1 

Ｂ
 

(
1
)
技
術

情
報

の
収

集
 

 
 

国
際

規
格

対
応

へ
の

支
援

す
る
た

め
、

技
術

情
報

の
収

集
と
し

て
以

下
の

取
り

組
み

を
実
施
 

 
 

・
都

産
技

研
が

試
験

実
施

可
能
な

国
際

規
格

や
集

約
 

 
 

 
 
計

7
7
規

格
（

電
気
・

E
M
C
関

連
：

6
4、

情
報

通
信

：
6、

音
響

：
3、

そ
の

他
：

5
）
 

 
 

・
業

界
か

ら
国

際
規

格
対

応
へ
の

適
合

に
向

け
た

課
題

等
を
意

見
交

換
 

・
都

産
技

研
が

対
応

す
べ

き
国

際
規
格

の
ニ

ー
ズ

把
握
 

・
L
E
D
照

明
の

海
外

普
及

率
に

関
す
る

調
査

委
託

を
実

施
し

、
国
際

的
な

動
向

を
把

握
 

 

(
2
)
海
外

展
開

を
目

指
す

都
内
中

小
企
業

を
支

援
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の
開

催
 

 
 

 海
外
展

開
を

目
指

す
都
内

中
小
企

業
を

支
援

す
る

た
め

、
国
際

規
格

に
関

す
る

都
産

技
研
独

自
の

セ
ミ

ナ
ー
 

や
経

済
産

業
省

と
連

携
し

た
セ

ミ
ナ
ー

を
開

催
 

・
「

R
oH
S
指

令
・

R
E
AC
H
規
制

の
動
向

と
そ

の
対

策
」

(
12

月
2
日

 
8
2
名
受

講
) 

 
 

 
 
E
U
規

制
へ

の
対

応
の

た
め
の

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
 

・
「

中
小

企
業

の
た

め
の

輸
出
者

等
遵
守

基
準

説
明

会
」

(2
月

1
4
日

 
57

名
受

講
) 

 
 

 
講

師
に

経
済

産
業

省
職

員
を
招

き
、

輸
出

規
制

に
関

す
る
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催
 

 

 ○
技

術
情

報
の

収
集
 

・
都

産
技

研
で

対
応

で
き

る
国

際
規
格

を
集

約
 

 
 
計

7
7
規

格
 

（
E
M
C
:6
6
、
情

報
通

信
：

6、
音

響
：
3
）
 

・
業

界
か

ら
国

際
規

格
対

応
へ

の
課
題

を
意

見
 

交
換
 

・
対

応
す

べ
き

国
際

規
格

の
ニ

ー
ズ
把

握
 

 

②
海

外
展

開
を

目
指

す
中

小
企

業
を

支
援

す
る

た
め

、
国

際
規

格
の

技
術

情
報

に
関

す
る

相
談

窓
口

を
設

置
す

る
。
 

 

(
3
)
国
際

規
格

の
技

術
情

報
に
関

す
る
相

談
窓

口
の

準
備
 

 
 

 ・
都
産

技
研

の
各

所
属
が

保
有
す

る
国

際
規

格
書

を
集

約
し
、

一
覧

表
を

作
成
 

 
 
 
・

技
術

相
談

や
依

頼
試
験

の
問
い

合
わ

せ
は

、
集

約
し

た
一
覧

表
を

基
に

国
際

規
格

支
援
セ

ン
タ

ー
（

仮
称
）
 

開
設

ま
で

は
、

技
術

分
野

に
対

応
す
る

所
属

で
対

応
 

 (
4
)
国
際

規
格

支
援

セ
ン

タ
ー
（

仮
称
）

設
立

に
向

け
た

取
り

組
み
 

 
1
)
国
際

規
格

に
関

す
る

問
い

合
わ
せ

を
一

括
に

対
応

す
る

国
際
規

格
支

援
セ

ン
タ

ー
の

開
設
準

備
を

開
始
 

 
 

 
(
2
4
年

度
開

設
予

定
）

 

 
2
)
1
都

4
県

の
公

設
試

験
研

究
機
関

が
連

携
し

て
事

業
を

運
営
 

東
京

都
、

埼
玉

県
、

千
葉

県
、

神
奈
川

県
、

長
野

県
の

5
機

関
が
協

力
し

て
実

施
す

る
支

援
体
制

を
確

立
 

 
3
)第

1
回
検

討
会

開
催

（
12

月
26

日
 

都
産

技
研

本
部
 

1
2
名

参
加

）
 

 
 

 
支

援
事

業
内

容
の

検
討

 

 (
5
)
国
の

機
関

と
の

情
報

共
有
 

 
 
 
 
支

援
セ

ン
タ

ー
設

立
に

向
け

、
経

済
産

業
省

や
中

小
企

業
庁

、
内

閣
官

房
、

(
独

）
産

業
技

術
総

合
研

究
所

等

の
国

の
機

関
と

情
報

共
有

し
、

事
業
方

向
性

の
確

認
や

、
利

用
者
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

調
査

を
実
施
 

 

○
国

際
規

格
支

援
セ

ン
タ

ー
（

仮
称

）
設

立
に

向

け
た

取
り

組
み
 

 ・
1
都

4
県

の
連

携
事

業
と
し

て
取
り

組
む

こ
と

を
決

定
 

・
国

の
機

関
と

連
携

し
て

、
事

業
内

容
や

利
用

者

ニ
ー

ズ
の

調
査

を
実

施
 

（
平
成

2
4
年

1
0
月

開
設

予
定

）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

(
3
)
 
技

術
審

査
へ

の
貢

献
 

東
京

都
や

自
治

体
、
経
営

支
援

機
関
等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ
の

助
成
や

表
彰

な
ど

の
際

に
行

わ
れ

る
技

術
審
査

に
積

極
的

に
協

力
す

る
。

 
 

 

①
東

京
都

や
自

治
体

、
経

営
支

援
機

関
等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ
の

助
成

や
表

彰
な

ど
の

際
に

行
わ

れ
る

技
術

審
査

に
積

極
的

に
協

力
す

る
。

1
2 

Ａ
 

(
1
)
技
術

審
査

実
施

実
績

（
年
報

：
P
.4
4
）
 

 
公

平
、
公

正
、
中

立
な
技
術

審
査

が
可

能
な
公

的
機
関
と

し
て

評
価

を
受
け

、
都
、
区

市
、

商
工

団
体
等

か
ら
全

国
の

公
設

試
で

も
類

を
見

な
い

技
術
審

査
を

多
数

受
託

し
、

中
小
企

業
の

優
秀

製
品

、
優

秀
技
術

の
発

掘
に

寄
与
 

1
)
審

査
実

績
 

 
 

 
技

術
書

類
審

査
に

加
え

、
現
地

審
査

、
面

接
審

査
、

審
査
会

出
席

に
よ

り
審

査
を

実
施
 

 
 

a
)実

績
合

計
 

 
 

 
・

審
査

件
数

：
3
,
5
85

件
（
H
2
2
年

度
：

3
,
45
5
件
 

前
年
度
比

3
%増

）
 

 
 

 
・

実
施

団
体

数
：

26
団

体
（
H
2
2
年

度
：

2
4
団

体
 

前
年
度
比

8
%増

）
 

 
 

 
 

 
1
団
体

か
ら

新
た

に
審
査

業
務

を
受

託
（（

社
）

日
本
電

設
工

業
協

会
）
 

 
 

 
・

事
業

件
数

：
5
1
件
（

H
2
2
年

度
：

4
9
件

 
前

年
度

比
5%
増
）
 

 
 

 
 

 
1
0
事

業
の

新
た
な

審
査
業

務
を

受
託

（
新

規
審

査
件
数

：
全

34
8
件
 

全
体

比
9%
）
 

 
 

 
 

 
（

平
成

2
3
年

度
東

京
都
革

新
商

材
事

業
化

支
援

事
業
、
東
京

都
オ
ー

プ
ン
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
促

進
助

成

事
業
、
大
田

区
も

の
づ

く
り
新

製
品
・
新

技
術

実
用

化
緊
急

支
援
事

業
、
中

小
企

業
団
体

中
央
会

平
成

2
3

年
度
受

注
型

中
小
製

造
業
競

争
力
強

化
支
援

事
業

助
成
金

、
発
明

振
興
公

社
発

明
研
究

奨
励
金

交

付
審

査
委

員
会
、
日
本

電
設

工
業

協
会

2
0
11

日
本

電
設

工
業
展

製
品
コ

ン
ク

ー
ル

審
査

委
員

会
 
等
） 

b
)
現

地
審

査
、

面
接

審
査

、
審

査
会
実

績
 

 
 

 
 

審
査

件
数

：
2
,
6
93

件
（
前

年
度

比
4
3
%増

）
 

 
 

 
 

実
施

職
員

：
延

37
0
名

（
前

年
度

比
1
0
%増

）
 

2
)
実

施
し

た
主

な
技

術
審

査
 

 
 

a
)東

京
都

：
1
3
事

業
、
1
,
2
8
2
件
 

 
 

 
・

東
京

都
ベ

ン
チ

ャ
ー

技
術
大

賞
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

5
08

件
 

 
 

 
・

新
事

業
分

野
開

拓
者

認
定
（

東
京

ト
ラ

イ
ア

ル
発

注
認
定

制
度

）
 

2
29

件
 

 
 

 
・

経
営

革
新

計
画

等
承

認
審
査

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

3
20

件
 

 
 

 
・

文
部

科
学

大
臣

表
彰

創
意
工

夫
功

労
者

賞
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

81
件
 

 
等
 

b
)
公

社
助

成
事

業
：

7
事

業
、

7
9
5
件
 

 
 

 
・

新
製

品
・

新
技

術
開

発
、
共

同
研

究
、

創
業

助
成

金
 
 

 
 

 
 

4
94

件
 

 
 

 
・

中
小

企
業

応
援

フ
ァ

ン
ド
（

地
域

資
源

活
用

助
成

）
 
 

 
 

 
 

1
49

件
 

 
 

 
・

も
の

づ
く

り
産

業
基

盤
強
化

グ
ル

ー
プ

支
援

事
業

 
 
 

 
 

 
 
 

27
件
 

 
等
 

c
)
区

市
：

21
事
業

、
67
5
件
 

 
 

 
・

大
田

区
中

小
企

業
新

製
品
・

新
技

術
コ

ン
ク

ー
ル

審
査
会

 
 

 
 

2
00

件
 

 
 

 
・

大
田

区
新

製
品

新
技

術
開
発

支
援

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

1
38

件
 

 
 

 
・

品
川

区
新

製
品

・
新

技
術
開

発
促

進
事

業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
52

件
 

 
 

 
・

江
東

区
中

小
企

業
新

製
品
・

新
技

術
開

発
補

助
事

業
 
 

 
 

 
 

 
32

件
 

 
 

 
・

北
区

新
製

品
・

新
技

術
開
発

支
援

事
業

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
20

件
 

 
 

 
・

葛
飾

区
新

製
品

・
新

技
術
開

発
等

補
助

金
交

付
審

査
会
 

 
 

 
 

 
19

件
 

 
 

 
・

府
中

市
新

製
品

・
新

技
術
開

発
支

援
事

業
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
18

件
 

 
等
 

 
 

d
)商

工
団

体
な

ど
：

10
事

業
、
8
3
3
件
 

 
 

 
・

勇
気

あ
る

経
営

大
賞

[
東
京

商
工

会
議

所
] 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
73

件
 

 
 

 
・

発
明

大
賞

表
彰

[
(公

財
）
日

本
発

明
振

興
協

会
] 

 
 
 
 
 

 
 

2
80

件
 

 
 

 
・

た
ま

ブ
ル

ー
・

グ
リ

ー
ン
賞

[多
摩
信

用
金

庫
] 

 
 
 

  
 
 

 
1
53

件
 

 
等
 

3
)
現

地
に

足
を

運
ん

だ
主

な
審

査
業
務
 

 
 

 
新

製
品

・
新

技
術

開
発

助
成
事

業
（

公
社

）
 

 
 

 
 

4
94

件
、

1
,9
5
7
時
間

、
延

3
2
8
名

（
H
2
2
年

度
：

4
6
6
件

、
2
,
4
40

時
間

、
延

3
3
6
名

）
 

 
 

 
 

書
類

審
査

（
2
0
6
件

×
8
時

間
）
 

 
 

 
 

 
→

面
接

審
査

（
19
4
件
×

4
0
分

、
5
会
場

/
日
×

3
日
×

2
名

）
→

助
成

対
象
者

決
定
 

 
 

 
 

 
→

現
地

中
間

・
完

了
検
査

（
9
0
件

×
2
時

間
、

各
1
名

）
 

4
)
技

術
審

査
事

業
の

指
導
 

 
 

 
東

京
都
、
区
等

の
自
治

体
、
商
工

団
体

が
行

う
技
術

審
査
事

業
に

関
し
、
審
査
を

受
託
す

る
だ

け
で

は
な

く
、 

審
査

の
方

法
や

進
め

方
等

に
つ

い
て
指

導
を

行
い

、
他

団
体

の
技
術

審
査

事
業

の
公

正
化

、
効
率

化
に

貢
献
 

 
 

  

○
技

術
審

査
実

績
 

 
全

国
の

公
設

試
で

も
類

を
見

な
い

技
術

審
査

件

数
を

実
施
 

 
・

審
査

件
数

：
3
,
5
85

件
（

前
年
度
比

3
%増

）
 

 
・

実
施

団
体

数
：

26
団
体
（

前
年
度
比

8
%増

）

 
・

事
業

件
数

：
5
1
件

（
前
年

度
比

5
%増

）
 

 
・
現
地

審
査

実
施

職
員

数
：
延

3
70

人
（
前

年
度

比
1
0
%増

）
 

○
新

た
な

審
査

業
務

受
託

へ
の

取
り
組

み
 

 
公

平
・

公
正

・
中

立
な

技
術

審
査
が

評
価

さ
れ
、

着
実

に
新

た
な

団
体

、
新

た
な

審
査
業

務
を

受
託
 

 1
)
新

た
な

審
査

業
務

受
託

団
体

 

（
社

）
日

本
電

設
工

業
協

会
 

 
 

電
気

工
事

業
並

び
に

そ
の

関
連

事
業

に
有

益

な
調

査
研

究
、
調
査

研
究

成
果

の
発
表

、
展

示
会

の
開

催
等

を
主

な
事

業
と

す
る

す
る
団

体
 

2
)
新

た
な

審
査

事
業

を
受

託
 

1
0
事

業
 

＜
東

京
都

＞
 

 
・

平
成

23
年
度

東
京

都
革
新

商
材
事

業
化

支
援

事
業
 

 
・
東

京
都

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

促
進

助
成

事
業
 

＜
区

市
＞
 

・
大

田
区

も
の

づ
く

り
新

製
品
・
新
技

術
実

用
化

緊
急

支
援

事
業
 

＜
商

工
団

体
等

＞
 

・
中

小
企

業
団

体
中

央
会

平
成

2
3
年
度

受
注

型

中
小

製
造

業
競

争
力

強
化

支
援

事
業
助

成
金
 

 
・
発

明
振

興
公

社
発

明
研

究
奨

励
金
交

付
審

査
委

員
会
 

 
・

日
本

電
設

工
業
会

2
0
11

日
本

電
設

工
業

展
製

品
コ

ン
ク

ー
ル

審
査

委
員

会
 

 
等
 

 

○
現

地
に

足
を

運
ん

だ
主

な
審

査
業
務
 

 
新

製
品

・
新

技
術

開
発

助
成

事
業
（

公
社

）
 

 
技

術
書

類
審

査
に

加
え
、
現
地

審
査
、
面

接
審

査
、

審
査

会
出

席
に

よ
り

厳
正

な
審

査
を
実

施
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【

指
導

団
体

】
 

 
 

a
)自

治
体
 

港
区
（

新
製

品
・
新

技
術

開
発

支
援
事

業
）、

板
橋

区
（
新
製

品
・
新
技

術
開

発
チ

ャ
レ
ン

ジ
支
援

事
業

助
成

金
）

 
等
 

 
 

 
計

10
回
（

電
話

に
よ
る

指
導
も

含
む

）
 

 
 

b
)商

工
団

体
 

 
 

 
中

小
企

業
団

体
中

央
会

（
H
23

年
度

受
注

型
中

小
製

造
業
競

争
力

強
化

支
援

事
業

助
成
金

）
 

等
 

 
 

 
計

5
回

（
電

話
に

よ
る

指
導
も

含
む

）
 

5
)
優

秀
製

品
や

優
秀

技
術

の
発

掘
 

 
 

 
都

産
技

研
は

優
れ

た
製

品
や
技

術
の

発
掘

に
技

術
審

査
を
通

し
て

貢
献
 

 
 

a
)東

京
都

ベ
ン

チ
ャ

ー
技

術
大
賞
 

 
 

 
・

受
賞

企
業

8
社

の
う

ち
6
社

は
（

7
5％

）
は

都
産

技
研
利

用
企

業
（

前
年

度
：

5
7
％
）
 

 
 

b
)新

事
業

分
野

開
拓

者
認

定
（
東

京
ト

ラ
イ

ア
ル

発
注

認
定
制

度
）
 

 
 

 
・

認
定

企
業

26
社
の
う

ち
10

社
（

3
8％

）
は

都
産
技

研
利
用

企
業

（
前

年
度

：
60
%
）
 

 
 

c
)経

営
革

新
計

画
承

認
審

査
会
（

東
京

都
）
 

 
 

 
 
合
計

1
2
回

、
延

32
0
件

、
8
4
時
間

、
延

12
名
 

 
 

 
 
毎
月

1
回

開
催

（
9:
3
0
～

1
7:
3
0
）、

30
件
程

度
の
審

査
を
実

施
 

 

  審
査

内
容
：
書
類
・
面
接

審
査

、
中

間
・
完

了
検

査

 
審

査
件

数
：

4
94

件
 

 
対

応
時

間
：

1
,9
5
7
時

間
 

 
対

応
職

員
数

：
延

32
8
名
 

 ○
技

術
審

査
事

業
の

指
導
 

審
査

を
受

託
す

る
だ

け
で

は
な

く
、
審
査

の
方

法

や
進

め
方

等
に

つ
い

て
指

導
を

行
い
、
他

団
体

の
技

術
審

査
事

業
の

公
正

化
、

効
率

化
に
貢

献
 

・
自

治
体

 
計

10
回
 

・
商

工
団

体
 
計

5
回
 

公
的

試
験

研
究

機
関

と
し

て
公

平
・
公

正
・
中
立

な
審

査
を

効
率

的
に

行
え
る

よ

う
、
学
会

や
展

示
会

な
ど

で
の

最
新
の

技

術
情

報
の

収
集
・
研

究
や

研
修

等
の
実

施

に
よ

り
審

査
ス

キ
ル

の
向

上
に

努
め
る
。
 

②
審

査
・

評
価

の
公

平
か

つ
中

立
な

実
施

と
、

精
度

の
維

持
向

上
を

図
る

た
め

、
最

新
の

技
術

情
報

の
収

集
・

研
究

や
研

修
等

の
実

施
に

よ
り

審
査

ス
キ

ル
の

向
上

に
努

め
る

。
 

 

 
 

(
2
)
技
術

審
査

実
施

体
制

の
強
化

 

1
)
審

査
体

制
の

維
持
 

 
 

 
専

任
の

上
席

研
究

員
を

キ
ー
マ

ン
と

し
、

各
部

門
が

連
携
協

力
す

る
体

制
を

継
続

 

2
)
審

査
の

質
向

上
へ

の
取

り
組

み
 

・
新

事
業
分

野
開

拓
者

認
定

(東
京

ト
ラ

イ
ア

ル
発

注
認

定
制

度
)、

東
京
都

ベ
ン

チ
ャ

ー
技

術
大
賞

審
査

会
、 

公
社

助
成

金
審

査
、

中
小

企
業

団
体
中

央
会

受
注

型
中

小
製

造
業
競

争
力

強
化

支
援

事
業

助
成
金

、
都

市
課
 

題
解

決
の

た
め

の
技

術
戦

略
プ

ロ
グ
ラ

ム
製

品
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

助
成

事
業

等
は

、
1
つ

の
案
件
を

2
人
が
 

個
別

に
評

定
 

・
二

重
評

価
体

制
を

実
施

す
る

こ
と
に

よ
る

評
定

の
バ

ラ
ツ

キ
を
低

減
さ

せ
る

等
、

技
術

審
査
の

質
向

上
に
 

向
け

た
取

り
組

み
を

展
開
 

3
)
職

員
専

門
研

修
の

実
施

  

技
術

審
査

能
力

向
上

を
図

る
た

め
に
職

員
専

門
研

修
を

実
施

 
3
件

(前
年
度

：
5
件

) 

 
 

 ・
東
京

ト
ラ

イ
ア

ル
発
注

認
定
制

度
の

概
要

と
申

請
 

 
1
件

（
4
5
名
受

講
）
 

・
特

許
電

子
図

書
館

初
心

者
向

け
講
習

会
 

 
 

 
 

 
1
件

（
1
2
名
受

講
）
 

・
若

手
向

け
知

財
セ

ミ
ナ

ー
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
件

（
2
0
名
受

講
）
 

4
)
技

術
審

査
能

力
向

上
の

た
め

の
技
術

情
報

の
収

集
 

・
技

術
審

査
の

精
度

向
上

を
目

的
と
し

た
中

小
企

業
が

活
用

可
能
な

最
新

の
事

例
調

査
 

8
5
件
 

（
学

会
・

講
習

会
・

展
示

会
等

に
参
加

）
 

 
 

 ・
最
新

技
術

情
報

の
文
献

、
図
書

等
購

入
 

51
件
 

5
)
審

査
依

頼
団

体
へ

の
改

善
要

請
に
よ

る
効

率
的

な
審

査
実

施
 

 
 

 ・
応
募

企
業

の
特

許
書
類

の
添
付

義
務

付
け
 

 
 

 ・
類
似

特
許

調
査

の
徹
底

 

 
 

 ・
審
査

申
請

評
価

表
の
項

目
改
善
 

6
)
審

査
書

類
配

布
計

画
に

よ
る

効
率
的

な
審

査
実

施
 

 
 

 ・
審
査

実
施

期
間

と
都
産

技
研
業

務
と

の
調

整
 

 
 

 ・
ベ
テ

ラ
ン

職
員

に
よ
る

審
査
案

件
の

最
適

職
員

へ
の

割
り
振

り
 

 

 
 

○
審

査
ス

キ
ル

の
向

上
対

策
を

実
施
 

・
二

重
評

価
体

制
の

実
施
 

・
職

員
専

門
研

修
の

実
施

（
3
件

）
 

・
技

術
情

報
の

収
集

、
調

査
（

1
3
6
件

）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

2
.
 

中
小

企
業

の
製

品
・

技
術

開
発
、

新
事

業
展

開
等

を
支

え
る
連

携
の

推
進
 

2
-
1
 
産
学

公
連

携
に

よ
る

支
援

 

本
部

に
開

設
す

る
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
に

お
い

て
、

中
小

企
業
と

大

学
、

学
協

会
、

研
究

機
関

と
の

連
携
を

促

進
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

交
流

会
、

展
示
会

を

開
催

し
、
産
学

公
連

携
支

援
を
推

進
す
る

。 

①
本

部
に

お
い

て
、

産
学

公
連

携
の

拠
点

と
な

る
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
」

を
開

設
し

、
中

小
企

業
と

大
学

、
学

協
会

、
研

究
機

関
と

の
連

携
を

促
進

す
る

新
た

な
セ

ミ
ナ

ー
や

交
流

会
、

展
示

会
を

開
催

す
る

。
 

1
3 

Ｂ
 

(
1
)
本
部

に
産

学
公

連
携

の
拠
点

と
な
る

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ハ

ブ
」

を
新

設
（

10
月

）
 

 
 

・
西

が
丘

本
部

に
仮

設
置

し
て
あ

っ
た

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
ハ

ブ
」

を
本

部
開

所
と
同

時
に

本
格

稼
働

さ
 

せ
、

中
小

企
業

間
の

交
流

、
企

業
と
大

学
、

学
協

会
、

研
究

機
関
等

と
交

流
・

連
携

し
、

新
た
な

ビ
ジ

ネ
ス

を
 

創
出

す
る

場
と

し
て

活
用

を
開

始
 

 
 

・
都

産
技

研
が

主
催

す
る

情
報
発

信
事

業
や

学
協

会
と

の
連
携

事
業

、
異

業
種

交
流

事
業
等

を
開

催
 

 
 

・「
東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ブ
」

PR
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成
（

1
,0
0
0
部

配
布

）
 

 (
2
)
「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ハ

ブ
」
の

稼
働

実
績

（
年

報
：

P
.
4
5）

 

1
)
都

産
技

研
主

催
事

業
 

 
計

1
1
件

実
施
 

 
a
)
セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（

4
件

）
 

 
 

・
都

産
技

研
研

究
成

果
発

表
会
（

本
部

会
場

）
(
1
1
月

9
,
10

日
、

1
53

人
) 

 
 

・
本

部
開

設
記

念
講

演
会

 

「
創

発
的

破
壊

 
未

来
を

創
る

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
（

11
月

2
9
日

、
38
4
人

）
 

 
講

師
：

一
橋

大
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

研
究

セ
ン

タ
ー

長
・

教
授
 

米
倉

誠
一

郎
 

・
知

的
資

産
経

営
講

座
キ

ッ
ク

オ
フ
セ

ミ
ナ

ー
(
1
月

1
6
日

、
70

人
、

3
月

1
5
日

、
49

人
) 

 
 

・
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー
ラ

ム
 

 
 

 
 

「
震

災
を

超
え

て
次

世
代
の

も
の

づ
く

り
企

業
の

経
営
戦

略
」

(2
月

2
日
、
1
5
6
人
) 

 
 

b
)交

流
会

の
開

催
（

2
件

）
 

・
第

27
回
東

京
都

異
業

種
交
流

グ
ル
ー

プ
合

同
交

流
会

(2
月

9
日
、

2
00

人
) 

 
 

・
第

5
回

TK
F
フ
ォ

ー
ラ

ム
(3

月
2
日
、

1
3
3
人

) 

 
c
)
展
示

会
や

見
学

会
の

開
催

（
5
件

）
 

 
 
・
産

業
交

流
展

2
01
1
 
見

学
会
(
1
0
月

2
6～

28
日

、
26
9
人

) 
（
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ
ト

開
催
展

示
会

と
連

携
） 

・
2
0
11

国
際

ロ
ボ

ッ
ト

展
 
見

学
会
(
1
1
月

11
日
、

9
3
人
)
 
（

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

開
催

展
示
会

と
連

携
）
 

・
東

京
都

工
業

団
体

連
合

会
見

学
会
（

10
月

18
日
、

5
1
人

）
 

・
東

京
商

工
会

議
所

見
学

会
（

1
0
月

2
4
日

、
5
5
人
）
 

・
東

京
都

中
小

企
業

団
体

中
央

会
向
け

見
学

会
（

11
月

4
日

、
37

人
）
 

2
)
都

産
技

研
共

催
事

業
 

 
計

1
0
件

実
施
 

a
)
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
6
件
）

 

・
講

演
会

：
技

術
者

生
活

の
安

全
・
安

心
(
1
0
月

31
日
、
5
6
人

) 
 

主
催

機
関

：
中

小
規

模
材

料
加

工
実
践

技
術

経
営

研
究

会
 

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
：

1
DC
A
E
公

開
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

高
付

加
価

値
製
品

の
開

発
に

向
け

て
(1
2
月

1
日
、

9
8
人

) 

 
 

主
催

機
関

：
一

般
社

団
法

人
日
本

計
算

工
学

会
 

・
講

演
会

：
安

全
で

省
エ

ネ
・

省
資
源

社
会

の
構

築
(
1
2
月

8
日
、

50
人

) 

 
 

主
催

機
関

：
一

般
社

団
法

人
電
気

学
会
 

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
：

表
面

改
質

、
め
っ

き
処

理
に

よ
る

金
属

材
料
の

機
械

特
性

改
善

と
そ

の
評
価

技
術
 

(
1
月

25
日
、

6
0
人

) 
 
主
催

機
関
：

日
本

材
料

試
験

技
術

協
会
 

・
講

演
会

：
製

品
開

発
に

お
け

る
EM
I
規
制
と

V
C
CI
 
(
2
月

7
日
、

95
人

) 

 
 

主
催

機
関

：
一

般
財

団
法

人
VC
C
I
協

会
 

・
講

演
会

：
地

球
の

温
度

を
測

る
(3

月
9
日
、

3
6
人

) 

 
 

主
催

機
関

：
社

団
法

人
計

測
事
業

制
御

学
会

SI
C
E
温
度

計
測
部

会
 

 
b
)
交
流

会
の

開
催

（
2
件
）

 

 
 

・
福

祉
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

化
(
12

月
1
2
日

、
40

人
) 

 
 

 
 

主
催

機
関

：
日

本
福

祉
工
学

会
 

 
 

・
東
京

F
P
GA

カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス

2
0
11
(
1
月

2
7
日

、
11
1
人

) 

 
 

 
 

主
催

機
関

：
特

定
非

営
利
活

動
法
人

F
P
GA

コ
ン
ソ

ー
シ
ア

ム
 

 
c
)
展
示

会
や

見
学

会
の

開
催

（
2
件

）
 

・
イ

ベ
ン

ト
：

サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

2
0
11
(
1
1
月

19
～

20
日

、
都
産

技
研

見
学

ツ
ア

ー
参

加
者

1
5
2
人

) 

（
新

規
）
 

 
 

主
催

機
関

：
独

立
行

政
法

人
科
学

技
術

振
興

機
構
 

・
電
析

N
i
お

よ
び

N
i
合

金
め

っ
き
に

関
す

る
研

究
会

と
施

設
見
学

(
12

月
1
6
日

、
66

人
) 

○
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
」
の

新
設
 

本
部

開
設

と
同

時
に

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
を

本
格

稼
働

さ
せ

、
連

携
事
業

を
拡

大
 

・
主

催
事

業
 

11
件
実

施
 

・
共

催
事

業
 

10
件
実

施
 

・
後

援
事

業
 

 1
件
実

施
 

・
連

携
協

定
機

関
と

の
事

業
 

2
件
実

施
 

 
 

  
 
計

2
4
件

の
事

業
を

実
施
 

 ○
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
」

で
の

事
業

実

施
事

例
 

・
本

部
開

設
記

念
講

演
会

（
38
4
人
）
 

・
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
（

1
56

人
）
 

・
異

業
種
交

流
グ

ル
ー

プ
合
同

交
流
会
（

2
0
0
人

）

・
T
K
F
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
1
3
3
人
）

 

・
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ

ラ
見

学
ツ

ア
ー
（

1
52

人
）
 

・
H
D
M
I 
P
l
ug
f
e
st
（

19
4
人
）
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主
催

機
関

：
社

団
法

人
日

本
金
属

学
会
 

3
)
都

産
技

研
後

援
事

業
 

 
1
件

実
施
 

a
)
交

流
会

の
開

催
 

・
H
D
M
I 

P
lu
g
f
es
t
(3

月
15
～

1
6
日

、
19
4
人
)
（
新

規
）
 

 
 

主
催

機
関

：
一

般
社

団
法

人
組
込

み
シ

ス
テ

ム
技

術
協

会
 

4
)
連

携
協

定
締

結
機

関
と

の
事

業
 
 

2
件

実
施
 

・
平
成

2
4
年

度
助

成
事

業
説
明

会
(1

月
31

日
、

6
0
人

)、
 

 
 

連
携

協
定

機
関

：
公

益
財

団
法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公
社
 

・
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

産
業

活
性

化
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
(
3
月

2
3
日
、

8
3
人

) 

 
 

連
携

協
定

機
関

：
独

立
行

政
法
人

産
業

技
術

総
合

研
究

所
 

 
5
)
そ
の

他
事

業
の

「
東

京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
」

活
用

事
例
 

 
 

 
・

都
産

技
研

本
部

開
所

式
 

・
東

京
都

職
員

向
け

研
修
 

 
 

 
・

都
産

技
研

25
年
度
職

員
採
用

説
明

会
（
計

3
回
開

催
）
等
 

 (
3
)
「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ハ

ブ
」
稼

働
率
 

 
 

 
稼

働
率

：
4
5
% 

 
・
稼

働
率
＝

総
イ

ベ
ン

ト
日

数
（

準
備
、

片
づ

け
日

含
む

）
/本

部
営
業

日
数

で
算

定
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ・
Ｈ

2
3
下

半
期

稼
働

率
は

4
5％

 

 

               ○
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
」
稼

働
率
 

 
 

4
5%
 

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

（
以
下

「
首

都
大

学
東

京
」
と
い

う
。）

な
ど
豊

富

な
技

術
シ

ー
ズ

を
有

す
る

大
学

や
研
究

機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の
場

を

提
供

す
る

。
 

 

②
公

立
大

学
法

人
首

都
大

学
東

京

（
以

下
、
「
首

都
大

学
東

京
」
と

い

う
。
）
な
ど

豊
富

な
技

術
シ

ー
ズ

を
有

す
る

大
学

や
研

究
機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

場
を

提
供

す

る
。
 

(
4
)
豊
富

な
技

術
シ

ー
ズ

を
有
す

る
大
学

や
研

究
機

関
と

中
小

企
業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
場

を
提
供
 

 
1
)
中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の
場

を
提

供
 

 
 

 
中

小
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ
を

実
施

す
る

た
め

、
本

部
「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ
」

や
講

堂
等

を
提

供
 

 
2
)
豊
富

な
技

術
シ

ー
ズ

を
有

す
る
大

学
や

研
究

機
関

と
の

連
携
事

業
 

 
 

 
学

協
会

か
ら

の
連

携
要

望
多
数

に
よ

り
制

度
を

変
更

し
、
中

小
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ
事

業
を

拡
大
 

 
 

a
)連

携
事

業
実

績
 

14
件

実
施
（

前
年

度
：

4
件

）
 

参
加

者
数

 
8
6
4
人

（
前

年
度

：
2
50

人
）
 

 
 

b
)連

携
事

業
実

施
内

容
 

①
セ

ラ
ミ

ッ
ク

ス
化

学
分

析
技

術
セ
ミ

ナ
ー

【
公

益
社

団
法

人
日
本

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

協
会

】
 

②
安

全
で

省
エ

ネ
・

省
資

源
社

会
の
構

築
【

一
般

社
団

法
人

電
気
学

会
】
 

③
福

祉
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
用

化
【

日
本
福

祉
工

学
会

】
 

④
電
析

N
i
お

よ
び

N
i
合

金
め

っ
き
に

関
す

る
研

究
会

と
施

設
見
学

【
社

団
法

人
日

本
金

属
学
会

】
 

⑤
表

面
改

質
、

め
っ

き
処

理
に

よ
る
金

属
材

料
の

機
械

特
性

改
善
と

そ
の

評
価

技
術
 

【
日

本
材

料
試

験
技

術
協

会
】

 

⑥
ア

ジ
ア

に
向

か
う

金
型

技
術

戦
略
を

問
う

【
一

般
社

団
法

人
日
本

塑
性

加
工

学
会

】
 

⑦
心

惹
か

れ
る

工
学

設
計

の
基

礎
講
習

-造
形
デ

ザ
イ

ン
を
工

学
設
計

に
取

り
込

む
極

意
- 

【
公

益
社

団
法

人
日

本
設

計
工

学
会
】
 

⑧
技

術
者

生
活

の
安

全
・

安
心

【
中
小

規
模

材
料

加
工

実
践

技
術
経

営
研

究
会

】
 

⑨
1
D
C
AE

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 
高
付

加
価

値
製

品
の

開
発

に
向
け

て
【

一
般

社
団

法
人

日
本
計
算
工
学
会
】
 

⑩
音

・
振

動
問

題
と

の
つ

き
あ

い
方
【

一
般

社
団

法
人

日
本

機
械
学

会
東

京
ブ

ロ
ッ

ク
】

 

⑪
東
京

F
P
GA

カ
ン

フ
ァ

レ
ン
ス

2
0
11
 
【
特

定
非

営
利

活
動

法
人

F
P
GA

コ
ン

ソ
ー

シ
ア
ム

】
 

⑫
製

品
開

発
に

お
け
る

E
M
I
規

制
と

V
C
CI
【
一

般
財

団
法
人

V
C
CI

協
会

】
 

⑬
S
I
CE

温
度

計
測

部
会

講
演
会

 
地
球

の
温

度
を

測
る

【
公

益
社
団

法
人

計
測

自
動

制
御

学
会
】
 

⑭
ミ

ニ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
海

水
、

塩
、
食

品
な

ど
の

分
析

に
関

す
る
最

近
の

進
歩

と
話

題
【

日
本
海

水
学

会
】
 

 

○
研

究
機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

場

の
提

供
事

業
を

拡
大
 

・
学

協
会

か
ら

の
連

携
事

業
の

拡
大
 

 
 

実
施

事
業
数

1
4
件

（
前
年

度
4
件

）
 

 
 

参
加

者
数

 
8
6
4
人

（
前

年
度

2
5
0
人

）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

2
.
 

中
小

企
業

の
製

品
・

技
術

開
発
、

新
事

業
展

開
等

を
支

え
る
連

携
の

推
進
 

2
-
1
 
産
学

公
連

携
に

よ
る

支
援

 

都
産

技
研

の
本

部
や

多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
に

配
置

し
た

産
学

公
連

携
コ

ー
デ
ィ

ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

中
小

企
業

の
ニ

ー
ズ
と

大

学
等

の
シ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を
実

施

し
、

共
同

研
究

に
つ

な
げ

る
な

ど
、
中

小

企
業

の
技

術
開

発
・

製
品

開
発

支
援
を

推

進
す

る
。
 

③
本

部
や

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
配

置
し

た
産

学
公

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
活

用
し

、
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
と

大
学

等
の

シ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
実

施
し

、
中

小
企

業
の

技
術

開
発
・
製

品
開

発
支

援
を

推
進
す

る
。

1
4 

Ｂ
 

(
1
)
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配
置

（
年
報

：
P
.
4
6）

 

 
1
)
西
が

丘
本

部
、

本
部

の
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

事
業
 

 
 

・
要

員
：

5
名

配
置
 

 
 

・
対

応
分

野
：
電
機

・
電

子
、

セ
ン

サ
ー
・

シ
ス
テ
ム

、
機

械
・

金
属
、

情
報
・
通

信
、

 
環

境
化

学
・

分
析
分

野
 

 
 

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
事

業
は
本

部
移

転
に

伴
う

業
務

停
止
を

行
わ

ず
、

相
談

業
務

を
継
続

実
施
 

 
2
)
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
 

 
 

・
要

員
：

3
名

配
置
 

 
 

・
対

応
分

野
：

機
械

設
計

、
環
境

・
化

学
、

機
械

・
金

属
 

 (
2
)
中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン
グ

を
実
施

に
よ

る
技

術
開

発
・

製
品
開

発
支

援
 

1
)
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

連
携
相

談
、

成
約

実
績
 

連
携

・
技

術
相

談
：

6
74

件
 

（
来
所

：
3
6
4
件

、
電

話
・

メ
ー
ル

：
3
1
0
件

）
 

成
約

件
数

：
3
1
件
 

 
 

 
 

（
大

学
等

と
の

共
同

研
究
等

12
件
、

オ
ー

ダ
ー
メ

ー
ド
開

発
支

援
 
5
件

、
産
産

連
携

1
4
件

）
 

 
 

 
 

（
前

年
度

 
連

携
・

技
術
相

談
：

6
49

件
、

成
約

件
数
：

28
件
）
 

＊
大

学
及

び
都

産
技

研
と

の
共

同
研

究
や

都
産

技
研

の
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

、
受

託
研

究
等

の
実

施

で
成

約
 

 
【

成
約

事
例

】
 

 
 

・
流

体
力

学
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

技
術

を
用

い
た

エ
ア

ー
タ

オ
ル

用
環

境
配

慮
型

タ
ー

ボ
フ

ァ
ン

の
技

術
改

良
 

・
原

子
間

力
顕

微
鏡

向
け

高
品

質
ズ
ー

ム
ス

コ
ー

プ
の

共
同

研
究
 

・
電

子
部

品
の

放
熱

対
策

用
ア

ル
ミ
基

板
の

開
発
 

・
ポ

リ
ウ

レ
タ

ン
を

用
い

た
電

子
治
療

器
用

誘
電

体
素

材
の

開
発
 

 
 

・
化

粧
品

等
の

液
剤

用
携

帯
ア
ン

プ
ル

へ
の

自
動

封
入

装
置
の

開
発
 

・
マ

イ
ク

ロ
バ

ブ
ル

を
使

っ
た

タ
オ
ル

製
造

に
お

け
る

生
地

の
漂
白

・
染

色
工

程
の

糊
抜

き
 

2
)
成

約
後

の
共

同
研

究
成

果
な

ど
に
よ

る
製

品
化

事
例
 

・
放

熱
と

ノ
イ

ズ
シ

ー
ト

特
性

を
有
す

る
多

機
能

シ
ー

ト
 

・
1
極
ロ

ー
タ

リ
ー

コ
ネ

ク
タ

ー
【
再

掲
：

項
目

7】
 

3
)
成

約
案

件
の

公
的

資
金

獲
得

へ
の
取

り
組

み
と

採
択

実
績

 
計

9
件
（

前
年
度

4
件
）

 

・
東

京
都

「
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
促

進
助

成
金

交
付

事
業
」

 
採
択

5
件
 

・（
公

財
）
東

京
都

中
小

企
業
振

興
公
社
「

新
製

品
・
新

技
術

開
発
助

成
事

業
」
 

採
択

2
件
（

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

入
居

企
業

）
 

・
（

公
財

）
東

京
都

中
小

企
業
振

興
公
社

「
ニ

ュ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
開
拓

支
援

事
業

」
 

採
択

1
件
 

・
愛

知
県

「
円

高
対

応
支

援
金

助
成
」

 
採

択
１

件
 

 
 

(
3
)
交
流

会
・

展
示

会
に

出
向
い

て
の
相

談
対

応
 

 
 

交
流

会
・

展
示

会
等

に
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
派

遣
し

、
産
学

公
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
相

談
を

実
施
 

 
 

(延
べ

8
回

) 

1
)
金

融
機

関
と

連
携

し
た

相
談

対
応
 

 
 

 
金

融
機

関
主

催
の

展
示

会
で
連

携
相

談
 

 
 

 
・

西
京

信
金

主
催

 
第

1
0
回

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

会
 
4
月

15
日
（

7
件
）
 

 
 

 
・

西
京

信
金

主
催

 
第

1
4
回

産
学

交
流

セ
ミ

ナ
ー
 

6
月

1
7
日

（
2
件

）
 

 
 

 
・

西
京

信
金

主
催

 
第

1
5
回

産
学

交
流

セ
ミ

ナ
ー
 

1
1
月

1
8
日

（
1
件
）
 

 
 

 
・

西
武

信
金

主
催

 
第

1
2
回

ビ
ジ

ネ
ス

フ
ェ

ア
fr
o
m
 
T
AM
A
 
1
1
月

1
7
日

（
3
件

）
 

2
)
イ

ベ
ン

ト
会

場
で

の
相

談
対

応
 

・
産

業
交

流
展

20
1
1（

会
場
：

東
京
ビ

ッ
グ

サ
イ

ト
 

1
0/
2
6
～

1
0/
2
8 

3
2
件

）
 

・
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
交

流
会

（
公
社

主
催

、
会

場
：

パ
レ

ス
ホ
テ

ル
立

川
 

9
/2
8
 
4
件

）
 

  

○
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
事

業
の

成
果
 

1
)
相

談
件

数
・

成
約

実
績

の
増

加
 

相
談

件
数

：
6
7
4
件

（
前

年
度

6
4
9
件

）
 

成
約

件
数
：

31
件
（

2
2
年
度

2
8
件

、
21

年

度
2
0
件

）
 

2
)
平
成

2
3
年

度
成

約
事

例
 

・
放

熱
と

ノ
イ

ズ
シ

ー
ト

特
性

を
有

す
る

多
機

能
シ

ー
ト

（
製

品
化

）
 

・
原

子
間

力
顕

微
鏡

向
け

高
品

質
ズ

ー
ム

ス
コ

ー
プ
 

・
電

子
部

品
の

放
熱

対
策

用
ア

ル
ミ
基

板
 

3
)
成

約
案

件
の

公
的

資
金

獲
得

へ
の
取

り
組

み
 

実
績
計

9
件
 

（
前

年
度

4
件

）
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企
業

同
士

の
連

携
に

意
欲

の
あ

る
企

業

に
対

し
て

、
異
業

種
交

流
会
や

技
術

研
究

会
の

設
立

支
援
、

業
界

団
体
と

の
業

種
別

交
流

会
の

開
催
等

を
継

続
実
施

し
、

単
独

企
業

で
は

困
難
な

技
術

的
課
題

の
解

決
や

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

促
進

す
る
。
 

 

④
企

業
同

士
の

連
携

に
意

欲
の

あ
る

企
業

に
対

し
て

、
本

部
及

び
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

異
業

種
交

流
会

を
各

1
グ

ル
ー

プ
立

ち
上

げ
る

と
と
も

に
、

既
存

グ
ル

ー
プ

の
活

動
支

援
を

実
施

す
る

。
 

(
4
)
異
業

種
交

流
活

動
の

支
援
（

年
報
：

P
.4
7
）
 

1
)
新

グ
ル

ー
プ

の
結

成
支

援
 

 
a
)
西
が

丘
本

部
、

本
部

で
活

動
す
る

グ
ル

ー
プ

結
成

支
援

と
開
催

実
績
 

 
 

・
グ

ル
ー

プ
発

足
：

参
加

企
業
数

：
3
0
（
7
月
）
 

 
 

・
開

催
数

：
9
回
、

延
べ

参
加
者

数
：

1
53

人
 

 
b
)
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
活

動
す
る

グ
ル

ー
プ

結
成

支
援

と
開
催

実
績
 

 
 

・
グ

ル
ー

プ
発

足
：

参
加

企
業
数

：
1
8
（
7
月
）
 

 
 

・
開

催
数

：
9
回
、

延
べ

参
加
者

数
：

1
09

人
 

 
 

2
)
既

存
グ

ル
ー

プ
の

活
動

支
援

 

既
存

20
グ
ル

ー
プ

に
対

し
、
会

議
室
の

利
用

、
講

演
依

頼
へ

の
対
応

、
情

報
の

提
供

等
、
グ

ル
ー

プ
活

動
へ

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
グ

ル
ー
プ

会
員

か
ら

の
相

談
に

つ
い
て

対
応
 

・
都

産
技

研
で

の
開

催
回

数
：

6
1
回
 

・
参

加
者

数
：

6
08

名
 

・
都

産
技

研
講

師
派

遣
回

数
：

3
回
 

・
グ

ル
ー

プ
間

交
流

活
動

へ
の

情
報
提

供
：

11
回
 

3
)
第

27
回
異

業
種

交
流

グ
ル
ー

プ
合
同

交
流

会
の

開
催
 

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
の

連
携

交
流
を

図
る

た
め

、
全

グ
ル

ー
プ
が

参
加

す
る

合
同

交
流

会
を
開

催
 

・
開

催
日

、
会

場
：

2
月

9
日

、
本
部
 

・
参

加
者

数
：

2
00

名
 

・
開

催
テ

ー
マ

：「
中
小

企
業
が

新
興
国

の
興

隆
の

波
に

乗
る

に
は
」
 

 
 

 
・

実
施

内
容
 

①
製

品
展

示
会

(
52

社
)
、
②
基

調
講
演

、
③

分
科

会
（

イ
ン

ド
ネ
シ

ア
事

情
等

2
課

題
）

 

 
4
)
異
業

種
交

流
活

動
に

よ
る

成
果
 

 
 

a
)製

品
化

お
よ

び
技

術
開

発
事
例

 
 

 
 
①

自
動

溶
接

装
置

の
開

発
（
原

子
炉

本
体

に
燃

料
制

御
装
置

を
溶

接
す

る
装

置
）

  
  

 
 

 
②

鋳
造

工
場

向
け

注
湯

用
ロ
ボ

ッ
ト

の
特

殊
ポ

ー
ル

の
開
発

 
 

 
 
③

め
っ

き
排

水
中

の
亜

鉛
濃
度

を
低

価
格

で
低

減
さ

せ
る
技

術
の

開
発

 
 

 
b
)そ

の
他

の
活

動
事

例
 

①
受

発
中

取
引

：
窓

ガ
ラ

ス
遮

熱
コ
ー

テ
ィ

ン
グ

工
事

、
LE
D
ラ
ン

プ
の

販
売
 

②
共

同
開

発
活

動
：

ピ
コ

水
力

発
電
事

業
開

発
、

主
観

量
計

測
シ
ス

テ
ム

の
開

発
、
 

ク
レ

ー
ン

カ
メ

ラ
シ

ス
テ

ム
の

開
発
 

③
海

外
視

察
：

ミ
ャ

ン
マ

ー
、

ロ
シ
ア

、
ベ

ト
ナ

ム
 

④
国

内
施

設
見

学
：

都
産

技
研

(
本
部

・
支

所
)、

東
京

大
学

（
柏
）、

電
気
通

信
大

学
、
産

総
研
(
筑
波

)
、
 

 

神
奈

川
サ

イ
エ

ン
ス

パ
ー

ク
、

核
融
合

科
学

研
究

所
、

ト
ヨ

タ
自
動

車
（

北
九

州
）、

 

ア
タ

ゴ
、

東
村

山
浄

水
場

、
会

員
企
業

 
な

ど
 

⑤
講

演
会

：
最

新
機

械
加

工
技

術
、
放

射
能

の
話

、
経

済
展

望
と
中

小
企

業
施

策
、

被
災

の
現
状

と
そ

の
後
 

の
復

興
策

、
ミ

ャ
ン

マ
ー

現
況

報
告
、

ボ
ー

ル
ペ

ン
ボ

ー
ル

の
開
発

、
中

小
企

業
の

現
状

と
 

今
後

の
課

題
、

家
庭

用
小

型
発

電
機
の

話
、

会
員

に
よ

る
講

演
 
外
 

⑥
そ

の
他

定
例

会
活

動
 

会
員

企
業

の
製

品
、

新
技

術
、

経
営
情

報
等

の
紹

介
、

会
員

企
業
の

海
外

活
動

に
関

す
る

報
告
 

被
災

地
支

援
(
福
島

) 

○
異

業
種

交
流

活
動
 

1
)
合

同
交

流
会

の
開

催
 

製
品

展
示

会
参

加
企
業

5
2
社
 

製
品

紹
介

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
16

社
 

2
)
成

果
事

例
 

製
品

化
お

よ
び

技
術

開
発

事
例

 

・
自

動
溶

接
装

置
の

開
発

（
原

子
炉

本
体

に
燃

料
制

御
装

置
を

溶
接

す
る

装
置

）
 

・
鋳

造
工

場
向

け
注

湯
用

ロ
ボ

ッ
ト

の
特

殊
ポ

ー
ル

の
開

発
 

外
 

⑤
業

界
団

体
と

の
業

種
別

交
流

会
を

開
催

し
、

研
究

成
果

や
新

技
術

等
の

情
報

提
供

及
び

技
術

ニ
ー

ズ
の

収
集

を
行

う
。
 

 

(
5
)
業
種

別
交

流
会

の
開

催
（
年

報
：
P
.
4
9）

 

 
1
)
開
催

実
績
 

業
界

団
体

と
業

種
別

交
流

会
を

開
催
  

開
催

数
：

7
回

、
参

加
者

数
：

1
2
3
人

（
う

ち
業

界
：

7
8
人

）
 

（
前

年
度

：
7
回
）
 

2
)
開

催
内

容
 

・
東

京
都

椅
子

張
り

技
能

士
会

（
1
月

17
日
 

1
9
名

出
席
）（

新
規

）
 

 
 

・
東

京
鼈

甲
組

合
連

合
会

（
5
月

13
日
 

2
4
名

出
席
）

 

 
 

・
首

都
圏

ガ
ラ

ス
リ

サ
イ

ク
ル
業

界
（

6
月

22
日
 
9
名

出
席

）
 

 
 

・
区

内
繊

維
関

連
業

界
（

7
月

2
8
日

 
19

名
出

席
）
 

 
 

・
多

摩
繊

維
関

連
業

界
（

7
月

2
9
日

 
22

名
出

席
）
 

 
 

・
超

音
波

応
用

懇
談

会
（

1
月

2
4
日

 
15

名
出

席
）
 

 
 

・
東

京
鼈

甲
組

合
連

合
会

（
3
月

27
日
 

2
2
名

出
席
）

 

○
業

種
別

交
流

会
新

規
実

施
 

・
東

京
都
椅

子
張

り
技

能
士
会
（
1
月

17
日
 

1
5

名
出

席
）

共
同

研
究

「
桐

た
ん

す
用

防
カ

ビ
剤

の
開

発
」

に
つ

い
て

の
成

果
発

表
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3
)
研
究

成
果

や
新

技
術

等
の

情
報
提

供
事

例
 

 
 

・
東

京
鼈

甲
組

合
連

合
会

 

 
 

 
「

べ
っ

甲
材

料
と

異
種

素
材
の

張
り

合
わ

せ
に

よ
る

新
素
材

の
開

発
」

研
究

成
果

発
表
 

 
 

・
多

摩
繊

維
業

界
 

 
 

 
「

CG
技
術

を
用

い
た
伝

統
的
工

芸
品

の
新

規
製

品
開

発
」
他

2
件

の
研

究
テ

ー
マ

案
内
 

 
 

 
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
所

持
機

器
「

濃
色

生
地

対
応

 
イ

ン
ク

ジ
ェ

ッ
ト

プ
リ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

」
技

術
に

関
す

る
情

報
提

供
 

 
 

・
区

内
繊

維
関

連
業

界
 

 
 

 
 
墨
田

支
所

の
研

究
、
省

エ
ネ
の

技
術

支
援

お
よ

び
放

射
線
計

測
な

ど
の

情
報

提
供

 

・
東

京
椅

子
張

り
技

能
士

会
 

 
 

 
 
共
同

研
究

「
桐

た
ん
す

用
防
カ

ビ
剤

の
開

発
」

に
つ

い
て
の

成
果

発
表
 

 
 
 
・
超

音
波

応
用

懇
談

会
 

 
 
ブ

ラ
ン

ド
試

験
(
音
響

試
験
)
な

ど
産

技
研

事
業

に
関

す
る
情

報
提
供
 

 
4
)
技
術

ニ
ー

ズ
の

収
集
 

 
 
 
・
東

京
鼈

甲
組

合
連

合
会

 

 
 

 
  
展
覧

会
等

に
出

展
出
来

る
よ
う

な
新

た
な

べ
っ

甲
商

品
の
提

案
要

望
（
ジ

ョ
イ
ン

ト
箸
・
ラ

ン
プ

シ
ェ

ー
ド
 

等
）
 

 
 
 
・
首

都
圏

ガ
ラ

ス
リ

サ
イ

ク
ル
業

界
 

 
 

 
  
屋
上

緑
化

資
材

用
ガ
ラ

ス
発
泡

体
の

開
発

と
販

路
開

拓
 

 
 
 
・
多

摩
繊

維
業

界
 

 
 

 
 
海
外

輸
出

向
け

の
タ
オ

ル
製
品

に
つ

い
て

、
国

際
規

格
に
対

応
し

た
試

験
の

実
施

 

⑥
中

小
企

業
の

技
術

者
等

で
構

成
す

る
技

術
研

究
会

を
通

じ
て

、
共

同
で

技
術

的
課

題
の

解
決

を
図

る
 

(
6
)
技
術

研
究

会
事

業
（

年
報
：

P
.
5
0）

 

 
1
)
技
術

研
究

会
設

置
数
 

 
 

 
新
規

5
団
体

を
含

む
、

2
6
団

体
で

活
動

（
昨

年
度

2
1
団
体

）
 

2
)
新

規
設
立

5
団
体
 

・
デ

ザ
イ

ン
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

技
術
研

究
会

 
4
月
 

 
「

デ
ザ

イ
ナ

ー
の

セ
ル

フ
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

研
究

。
地

域
地

場
産

業
と

の
合

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
体

制
や

営
業

技
術

の
研

究
」
 

・
東

京
都

ロ
ボ

ッ
ト

研
究

会
 

4
月
 

「
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
や

そ
の

類
似
技

術
に

つ
い

て
、

会
員

相
互
の

技
術

交
流

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ
デ

ル
、

ブ
ラ
 

ン
ド

確
立

に
向

け
た

連
携

 」
 

・
航

空
宇

宙
部

品
製

造
技

術
研

究
会

1
0
月
 

 
「

現
在

、
個

別
的

、
断

片
的

な
技
術

に
つ

い
て

、
航

空
宇

宙
産
業

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
て

ま
と
め

、
サ

プ
ラ

イ
 

ヤ
ー

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
、

マ
ー

ケ
ッ
ト

の
獲

得
を

目
指

す
」

 

・
塗

膜
性

能
評

価
研

究
会

 
12

月
 

 
 

 
「

情
報

交
換

、
共

同
調

査
・
研

究
等

を
通

じ
、

既
存

の
技
術

に
と

ら
わ

れ
な

い
新

た
な
評

価
方

法
の
 

検
討

・
普

及
」
 

・
ガ

ラ
ス

技
術

交
流

会
 

3
月

 

 
 

「
会

員
相

互
の

交
流

や
国

際
交
流

を
推

進
し

、
技

術
者

の
活
性

化
や

新
技

術
の

理
解

・
習
得

」
 

3
)
開

催
実

績
 

開
催

数
：
計

1
5
5
回

開
催

、
参

加
者
数

：
1
,
9
55

人
 

（
前

年
度

：
1
2
3
回

、
1
,
7
04

人
）
 

4
)
活

動
事

例
 

 
 

・「
デ
ザ

イ
ン

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
技

術
研

究
会

」
8
回
開

催
 

も
の

づ
く
り

企
業
の

技
術
を
活

か
す

製
品

開
発
・

人
材
育
成

を
支

援
す

る
た
め

都
産

技
研

デ
ザ
イ

ン
 

ギ
ャ

ラ
リ

ー
に

つ
い

て
、

展
示

す
る
企

業
の

選
定

等
を

実
施

 

 
 

・「
東
京

都
ロ

ボ
ッ

ト
研
究

会
」
1
2
回

開
催
 

 
 

 
 
各
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル
ー

プ
（
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
、
電

気
自

動
車
、
教
育

用
ロ

ボ
ッ

ト
ビ

ジ
ネ
ス

、
ブ

ラ
ン

ド
化

） 

 
 
 
 
  
を
結

成
し

活
動

、
定
例

会
中
で

の
活

動
報

告
に

よ
り

技
術
情

報
を

共
有

す
る

講
演

会
を
実

施
 

・
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

フ
ァ

ッ
シ
ョ

ン
製
品

の
企

画
開

発
研

究
会

」
12

回
開

催
 

 
 

 
「

か
ら

だ
に

優
し

い
ポ

ロ
シ
ャ

ツ
」

商
品

化
・

販
売

開
始
に

向
け

、
販

売
プ

ロ
モ

ー
シ
ョ

ン
の

計
画

等
の

活
 

動
を

実
施
 

 
 

 新
規
ブ

ラ
ン

ド
を

確
立
 

○
技

術
研

究
会

事
業

の
拡

大
 

・
新
規

設
立

5
団

体
を

含
む

26
団

体
で

活
動
（
前

年
度

21
団
体

）
 

・
開

催
実

績
 

 
 
計

1
5
5
回

、
参

加
者
数

1
,
9
5
5
人
 

 
 

（
前

年
度
計

1
2
3
回

、
1,
7
0
4
人

）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

2
-
2
 
行
政

及
び

他
の

支
援

機
関

と
の
連

携
に

よ
る

支
援
 

区
市

町
村

や
そ

れ
ら

の
自

治
体

が

運
営

す
る

中
小

企
業

支
援

機
関

が
開

催
す

る
展

示
会

及
び

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

の
要

請
や
、
職
員

派
遣
の

要
請
等

に
き

め
細

か
く

対
応

す
る

こ
と

で
、
地

域
に

お
け

る
産

業
振

興
の

取
組

み
に

貢
献

す
る

と
と

も
に

都
産

技
研

の
利

用
促

進
を

図
る

。
 

 

①
区

市
町

村
と

の
連

携
強

化
に

努

め
、

地
域

に
お

け
る

産
業

振
興

の

取
組

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
都

産

技
研

の
利

用
促

進
を

図
る

。
 

1
5 

Ｓ
 

(
1
) 
区

市
と
の

連
携

協
定

締
結

に
よ

る
都
産

技
研

の
利

用
促

進
（

年
報

P
.
54
）
 

1
)
区

市
と

の
連

携
協

定
拡

大
 

 
 

 新
た
に

千
代

田
区

、
江
東

区
、
品

川
区

を
加

え
、
計

8
区

市
に

拡
大
 

 (
2
)
連
携

協
定

し
た

自
治

体
と
の

連
携
事

例
 

 
1
)
千
代

田
区

【
新

規
】（

覚
書

締
結
の

合
意

及
び

準
備
は

H
2
2
年
度

中
に

実
施

）
 

a
)
財

団
法

人
ま

ち
み

ら
い

千
代

田
と
覚

書
を

締
結

（
4
月

14
日

）
 

 
 

 
 企

業
等

の
支

援
に

関
す

る
業
務

を
連

携
・

協
働

実
施

し
、
地

域
産

業
の

活
性

化
を

推
進
 

 
 
 

 技
術
相

談
、

技
術

審
査

が
重
点

実
施

事
業
 

b
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
2
回
 

c
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
平

成
23

年
6
月
よ

り
開

始
 

 
 

 対
象
：

実
地

技
術

支
援
 

通
常

1
1
,2
0
0
円

/
日
の

う
ち

1
0
,0
0
0
円

を
最

大
年

間
20

日
間
ま

で
助

成
 

2
)
港

区
 

a
)
港

区
企

業
間

連
携

講
演

会
で

都
産
技

研
の

研
究

事
業

及
び

共
同
研

究
成

果
紹

介
（

11
月

）
 

b
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
3
回
 

c
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
継

続
し
て

実
施
 

 
 

 
 対

象
：

実
地

技
術

支
援

 
通
常

11
,
2
00

円
/日

を
最

大
年
間

8
日

間
ま

で
無

料
で

利
用
可

能
 

3
)
新

宿
区
 

 
 
 
専
門

委
員

の
派

遣
 

1
回

 

4
)
江

東
区

【
新

規
】
 

a
)
業

務
連

携
に

関
す

る
協

定
書

を
締
結

（
9
月

1
4
日

）
 

 
 
 
企
業

等
の

支
援

に
関
す

る
業
務

の
連

携
・

協
働

実
施

に
よ
り

、
地

域
連

携
を

深
め

、
地
域

産
業

を
よ

り
一

層
活

性
化
 

b
)
第

7
回

こ
う

と
う

産
学

交
流

会
（
7
月
）
 

c
)
産

学
公

連
携

事
業

も
の

づ
く

り
企
業

本
部

見
学

会
（

12
月

）
46

名
 

d
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
6
回
 

e
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
平

成
24

年
4
月
よ

り
開

始
予
定

 

 
 

 対
象
：

依
頼

試
験

、
オ
ー

ダ
ー
メ

ー
ド

試
験

、
実

地
技

術
支
援

、
機

器
利

用
、

オ
ー

ダ
ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

、
 

 
 

 
 

 
 
製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
使
用

料
金

 
料

金
の

2/
3
（

最
大

1
5
万

円
ま

で
）

を
助

成
 

5
)
品

川
区

【
新

規
】
 

a
)
業

務
連

携
に

関
す

る
協

定
書

を
締
結

（
6
月

1
日
）
 

 
 
  

 
両
者

の
取

り
組

み
の

特
徴
を

活
か

し
た

連
携
・
協

働
関
係

を
構

築
し

、
中

小
企

業
の
製

品
化

や
事

業
化

に
向

け
た
支

援
、

中
小

企
業

に
と

っ
て

有
効

な
情

報
提
供

な
ど

連
携

事
業

を
実

施
 

b
)
産

業
界

と
区

長
と

の
懇

談
会

（
産
業

振
興

懇
談

会
）（

9
月

）
 

c
)
品

川
ビ

ジ
ネ

ス
ク

ラ
ブ

本
部

見
学
会

（
1
1
月

）
25

名
 

d
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
5
回
 

e
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成
を

8
月

よ
り

開
始

 
利

用
件

数
13

件
 

 
 
対
象

：
実

地
技

術
支

援
、
依

頼
試
験

、
機

器
利

用
、

オ
ー

ダ
ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

の
経

費
、
 

 
 

 
 

 製
品
開

発
支

援
ラ
ボ

使
用
料

 
料

金
の

2/
3
（
1
社

あ
た
り

最
大

10
万
円

ま
で
）

を
助
成
 

6
)
北

区
 

a
)
区

内
企

業
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

へ
の
協

力
 

 
 
本
部

移
転

に
よ

る
影

響
調
査

に
か
か

る
北

区
の

都
産

技
研

利
用
企

業
の

情
報

提
供

に
つ

い
て
依

頼
が

あ
り
、
協
力
を
実
施
 

b
)
都

産
技

研
・

北
区

・
板

橋
区

共
催
セ

ミ
ナ

ー
開

催
「

経
営

戦
略
の

た
め

の
デ

ザ
イ

ン
」（

会
場
：

北
と

ぴ
あ

）（
3
月
）

 

 
 
本
部

移
転

後
も

区
内

企
業
に

引
き
続

き
都

産
技

研
を

利
用

し
て
い

た
だ

け
る

よ
う
、
北

区
会
場

に
て

開
催

す
る

出
張

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
に

つ
い

て
協

力
要

請
が
あ

り
実

施
 

c
)
も

の
づ

く
り

夜
間

大
学

校
（

北
区
・

板
橋

区
・

大
学

・
研

究
機
関

共
催

）
の

本
部

見
学

会
（
2
月
）
 

d
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
5
回
 

e
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
平

成
24

年
度

よ
り

開
始

予
定
 

 
 

 
対
象

：
依

頼
試

験
の

経
費

の
1/
2
（
1
社
あ

た
り

最
大

1
0
万

円
ま

で
）

を
助

成
 

 
 
 
 

 
 委

託
研

究
の

助
成

対
象
経

費
の

2/
3
（
上

限
20
0
万
円

ま
で

）
を

助
成
 

  

○
区

市
と

の
連

携
拡

大
 

 
新

た
に

千
代

田
区
、
江
東
区

、
品

川
区

を
加

え
、

連
携

協
定

締
結

区
市
が

8
区

市
に

拡
大
 

（
区

市
を

含
む

連
携

機
関
全

2
3
機
関

に
 

拡
大

）
 

              ○
江

東
区

と
の

協
定

締
結

（
新

規
）
 

・
本

部
の
江

東
区

へ
の

移
転
に

伴
い
、
新

た
に

業
務

連
携

に
関

す
る

協
定

書
を

締
結
 

・
企

業
等
の

支
援

に
関

す
る
業

務
を
連

携
・
協

働
実

施
に

よ
り
、
地
域

連
携
を

深
め
、
地

域

産
業

を
よ

り
一

層
活

性
化
 

・
専
門

委
員

派
遣

 
6
回
（
江

東
区
中

小
企

業

新
製

品
・
新

技
術

開
発

補
助
事

業
（

4
回

）
、

江
東

区
産

学
連

携
共

同
研

究
（

2
回
））

 

 ○
品

川
区

と
の

協
定

締
結

（
新

規
）
 

・
専
門

委
員

派
遣

 
5
回
（
品

川
区
産

業
振

興

懇
談

会
（
工

業
部

門
）（

1
回
）
、
品

川
区

環

境
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
事

業
（

2
回
）
、
新

製
品

・

新
技

術
開

発
促

進
事

業
（

2
回

））
 

・
都

産
技

研
利

用
料

助
成
を

8
月

よ
り

開
始
 

 
 

利
用

件
数

13
件
 

   ○
北

区
と

の
協

定
に

基
づ

く
活

動
 

・
専
門

委
員

派
遣

 
5
回
（
北

区
産
業

振
興

会

議
委

員
（

1
回

）
、

北
区

新
製

品
・

新
技

術

開
発

支
援

事
業

（
3

回
）
、

北
区

き
ら

り
と

光
る

モ
ノ

づ
く

り
顕

彰
（

1
回

））
 

・
本

部
移
転

後
も

、
都

産
技
研

の
継
続

利
用

を

目
的

に
、
影
響

調
査
・
共
催
セ

ミ
ナ
ー
・
見

学
会

等
を

実
施
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7
)
板
橋

区
 

 
 
a
)専

門
委

員
派

遣
 

5
件
 

 

 
 
 
b
)都

産
技

研
・

板
橋

区
・
北

区
共
催

セ
ミ

ナ
ー

開
催

「
Ro
H
S
指
令

・
R
E
A
CH

規
制

の
動
向

と
対
策

」
 

（
会

場
：

ハ
イ

ラ
イ

フ
プ

ラ
ザ

板
橋
）（

12
月
 

参
加

者
82

名
）
 

本
部

移
転

後
も

区
内

企
業

に
引

き
続

き
都

産
技

研
を

利
用

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

板
橋

区
会

場
に

て
開

催
す

る
出

張
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
つ

い
て

協
力
要

請
が

あ
り

実
施
 

 
 
 
c
)第

1
5
回

い
た

ば
し

産
業

見
本
市

へ
の

出
展

（
1
1
月
）

 

 
 
 
d
)板

橋
産

業
技

術
支

援
セ
ン

タ
ー
設

立
支

援
（

2月
1
3日

開
所

）【
再
掲

：
項

目
1】

 

 
 
 
本
部

移
転

に
伴

い
、

板
橋

産
業
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
設

立
に
向

け
協

力
 

 
 
 
 
技

術
・

人
材

面
等

に
つ

い
て
、

緊
密

な
連

携
を

行
い

、
区
内

企
業

へ
の

支
援

強
化

を
拡
充
 

 
 
 
・
技
術
相
談
員
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
（
無
償
譲
渡
し
た
分
析
機
器
等
6機

種
の
操
作
方
法
）
実
施
（
11
～
12
月
） 

 
 

 ・
都
産

技
研

O
B
人

材
の

活
用
 

3
名
 

 
 

 ・
什
器

・
機

器
の

無
償
譲

渡
（
2
月
）

8
2
件
 

 
 
e
)専

門
委

員
の

派
遣

 
21

回
 

8
)
府

中
市
 

 
 
 
a
)第

22
回
府

中
市

工
業
技

術
展
へ

の
出

展
（

10
月
）
 

 
 
 
b
)第

22
回
府

中
市

工
業
技

術
展
に

お
い

て
、

都
産

技
研

の
研
究

成
果

発
表

会
を

実
施

 
発
表

5
件
 

 
 
 
c
)府

中
市

役
所

経
済

観
光

課
見
学

（
1
2
月

）
4
名
 

 
 
 
d
)府

中
市

工
業

技
術

情
報

セ
ン
タ

ー
と

の
連

携
 

 
 

 ・
府
中

市
工

業
技

術
情
報

セ
ン
タ

ー
メ

ー
ル

ニ
ュ

ー
ス

で
、
都

産
技

研
の

情
報

配
信

 
7
回
 

 
 

 ・
府

中
市

工
業

技
術

情
報

セ
ン
タ

ー
で

の
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者
に

、
本

部
移

転
紹

介
チ

ラ
シ
・
ノ
ベ

ル
テ

ィ
（
う
ち

わ
）
を

各
1
0
0
部

配
布
 

 
 

 ・
府
中

市
工

業
技

術
情
報

セ
ン
タ

ー
宛

の
相

談
・

依
頼

試
験
に

つ
い

て
、

都
産

技
研

を
紹
介

 
1
0
件
 

 
 
 
e
)専

門
委

員
の

派
遣

 
2
回
 

 (
3
)
そ
の

他
区

市
と

の
連

携
協
力

を
推
進
 

1
)
大

田
区
 

a
)
大

田
区

加
工

技
術

展
示

商
談

会
へ
の

出
展

（
7
月
）
 

b
)
第

8
回

中
小

企
業

都
市

サ
ミ

ッ
ト
（

お
お

た
サ

ミ
ッ

ト
）

に
お
い

て
パ

ネ
ル

展
示

（
8
月

）
 

c
)
城

南
支

所
「

施
設

公
開

」
を

お
お
た

研
究

開
発

フ
ェ

ア
と

同
時
開

催
（

10
月
）
 

 
 
d
)お

お
た

工
業

フ
ェ

ア
20
1
2
に
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
展

示
（

2
月
）
 

 
 
 
e
)専

門
委

員
の

派
遣

 
15

回
 

 
2
)
豊
島

区
 

a
)
第

4
回

と
し

ま
も

の
づ

く
り

メ
ッ
セ

へ
の

出
展

（
3
月
）

 

b
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
2
回
 

 
3
)
荒
川

区
 

a
)
産

業
経

済
部

、
企

業
の

本
部

見
学
会

（
1
2
月

）
60

名
 

b
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
継

続
し
て

実
施

 
利

用
件
数

1
0
件
 

 
 

 対
象
：

依
頼

試
験

、
機
器

利
用
等

の
経

費
の

1/
2
（
1
社

あ
た
り

最
大

5
万

円
ま

で
）

を
助
成
 

 
4
)
足
立

区
 

a
)
足

立
ブ

ラ
ン

ド
「

F
C 
A
D
AC
H
I
」

交
流

会
の

技
術

セ
ミ

ナ
ー

（
足
立

区
役

所
）（

6
月
）
 

b
)
足

立
区

産
業

経
済

部
、

F
C 
A
D
A
C
HI

企
業

の
本

部
見

学
会
（

1
1
月

）
17

名
 

c
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
5
回
 

d
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
継

続
し
て

実
施
 

 
 

 対
象
；

依
頼

試
験

、
機
器

利
用
等

の
経

費
の

1/
2
（
1
社

あ
た
り

最
大

5
万

円
ま

で
）

を
助
成
 

 
 

 
 

 
 
都
産

技
研

と
の
共

同
研
究

の
助

成
対

象
経

費
の

1
/
2（

上
限

1
00

万
円

ま
で

）
を
助

成
 

5
)
葛

飾
区
 

a
)
城

東
支

所
「

施
設

公
開

」
を

葛
飾
区

産
業

フ
ェ

ア
と

同
時

開
催
（

10
月
）
 

b
)
副

区
長

、
商

工
振

興
課

、
東

商
葛
飾

支
部

、
企

業
の

本
部

見
学
会

（
1
2
月

）
27

名
 

 
 
 
c
)産

学
公

連
携

協
議

会
 
東

京
理
科

大
学

野
田

キ
ャ

ン
パ

ス
視
察

（
3
月
）
 

 
 
葛
飾

区
か

ら
の

要
請

に
よ
り

会
議
に

出
席

し
、

東
京

理
科

大
学
葛

飾
キ

ャ
ン

パ
ス

開
設

（
平

成
2
5
年

4
月

）
に
伴

う
今

後
の

産
学

公
連

携
の

進
め

方
に

つ
い
て

協
議
 

d
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
2
3
回
 

 

○
板

橋
区

と
の

協
定

に
基

づ
く

活
動
 

・
専

門
委

員
派

遣
 

21
回

（
い

た
ば

し
産

業

見
本

市
実

行
委

員
会

（
4

回
）
、

板
橋

新
産

業
育

成
プ

ラ
ザ

検
討

会
（

4
回

）
、

板
橋

経

営
品

質
賞

認
定

委
員

会
（

2
回
）
、
板
橋

F
in
e 

W
o
r
k
s
事

業
の

審
査

員
（

4
回
）、

板
橋

青
年

優
秀

技
能

者
・

技
術

者
表

彰
（

1
回

）
、

板

橋
区

新
製

品
・
新

技
術

開
発
チ

ャ
レ
ン

ジ
支

援
事

業
助

成
金

（
2

回
）
、

板
橋

製
品

技
術

大
賞

（
4
回
）
）
 

・
都

産
技
研

利
用

継
続

を
目

的
に

都
産

技
研

・

板
橋

区
・
北

区
共

催
セ

ミ
ナ
ー

開
催
を

板
橋

区
会

場
で

実
施
 

 
 
 

○
府

中
市

と
の

協
定

に
基

づ
く

活
動
 

・
第

22
回
府

中
市

工
業

技
術
展

に
出
展
 

・
府
中

市
工

業
技

術
展

で
都
産

技
研
の

研
究

成

果
発

表
会

を
実

施
 

発
表

5
件

 

・
専

門
委

員
の

派
遣

 
2
回
（
府

中
市
新

製
品
・

新
技

術
開

発
支

援
事

業
（

2
回

））
 

                    ○
葛

飾
区

と
の

連
携

活
動
 

・
専

門
委

員
の

派
遣

 
2
3

回
（

産
学

公
連

携

協
議

会
（

2
回

）
、

葛
飾

区
産

業
フ

ェ
ア

実

行
委

員
（

6
回

）
、

葛
飾

ブ
ラ

ン
ド

認
定

委

員
（

3
回

）
、

葛
飾

区
内

官
公

署
長

連
絡

協

議
会

委
員

（
2

回
）
、

東
商

葛
飾

支
部

役
員

会
委

員
（

6
回

）
、

葛
飾

区
有

料
工

場
審

査

会
（

2
回

）
、

葛
飾

区
新

製
品

・
新

技
術

開

発
等

補
助

金
交

付
審

査
会

（
2
回

））
 

・
葛

飾
区

か
ら

の
要

請
に

よ
り

会
議

に
出

席

し
、
東

京
理

科
大

学
葛

飾
キ
ャ

ン
パ
ス

開
設

（
平

成
2
5
年

4
月
）

に
伴
う

今
後
の

産
学

公
連

携
の

進
め

方
に

つ
い

て
協

議
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6
)
八

王
子

市
 

a
)
企

業
支

援
統

合
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
事

業
へ

協
力

（
9
月
）

 

b
)
専

門
委

員
の

派
遣

 
4
回
 

7
)
立

川
市
 

a
)
小

学
校

教
育

委
員

会
見

学
（

7
月
）

2
名
 

 
 
b
)中

学
校

職
場

体
験

受
入
（

9
月
）
 

 
8
)
青
梅

市
 

 
 
 
専
門

委
員

の
派

遣
 

4
回

 

 
9
)
昭
島

市
 

a
)
昭

島
観

光
ま

ち
づ

く
り

協
会

事
業
協

力
（

2
回

）
 

 
 

 ・
フ
ォ

ト
コ

ン
テ

ス
ト
協

力
（
9
月
）
 

 
 

 ・
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
研
究

と
町
の

歴
史

コ
ー

ス
見

学
（

1
2
月

、
24

名
）
 

b
)
中

学
校

職
場

体
験

受
入

（
9
月

）
 

c
)
昭

島
市

役
所

秘
書

広
報

課
見

学
（
1
1
月

）
22

名
 
 

d
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

を
継

続
し
て

実
施

 
利

用
件
数

5
件
 

 
 

 対
象
：

依
頼

試
験

、
機
器

利
用
等

の
経

費
の

1/
3
（
最

大
2
万

円
ま

で
）

を
助

成
 

 (
4
)
専
門

委
員

の
派

遣
 

 
 
a
)千

代
田

区
：

第
4
回
千
代

田
ビ
ジ

ネ
ス

大
賞

諮
問

委
員

（
2
回

）
 

b
)
港

区
：

港
区

新
製

品
・

新
技

術
開
発

支
援

事
業

（
3
回
）

 

c
)
新

宿
区

：
新

宿
も

の
づ

く
り

マ
イ
ス

タ
ー

認
定

事
業

実
技

審
査
（

1
回

）
 

d
)
文

京
区

：
文

京
区

新
製

品
等

開
発
・

販
路

拡
大

補
助

事
業

（
2
回

）
 

e
)
台

東
区

：
台

東
区

新
製

品
・

新
技
術

開
発

支
援

事
業

等
審

査
会
（

1
回

）
 

f
)
江

東
区

：
江

東
区

中
小

企
業

新
製
品

・
新

技
術

開
発

補
助

事
業
（

4
回

）、
江
東

区
産
学

連
携
共

同
研

究
（

2
回

）
 

g
)
品

川
区
：
品

川
区

産
業

振
興

懇
談
会
（
工

業
部

門
）（

1
回

）
、
品

川
区

環
境

ビ
ジ

ネ
ス
支

援
事
業
（
2
回

）、
新
製

品
・
新

技
術

開
発

促
進

事
業

（
2
回
）

 

h
)
大

田
区
：
大

田
区

新
製

品
・
新

技
術
開

発
支
援

事
業

審
査

会
（

6
回
）
、
大

田
区

中
小
企

業
新
製

品
・
新
技

術
コ

ン
ク

ー
ル

審
査

会
（

5
回

）、
大
田

区
も
の

づ
く
り

新
製

品
・

新
技

術
実

用
化
緊

急
支

援
事

業
（

4
回

）
 

i
)
豊

島
区

：
第

4
回

と
し

ま
も

の
づ
く

り
メ

ッ
セ

実
行

委
員

会
（
2
回
）
 

j
)
北

区
：

北
区

産
業

振
興

会
議

委
員
（

1
回

）、
北

区
新

製
品

・
新
技

術
開

発
支

援
事

業
（

3
回

）、
北
区

き
ら

り
と

光
る
モ

ノ
づ

く
り

顕
彰

（
1
回
）
 

k
)
板

橋
区

：
い

た
ば

し
産

業
見

本
市
実

行
委

員
会

（
4
回

）、
板

橋
新

産
業

育
成

プ
ラ

ザ
検

討
会
（

4
回

）、
板

橋
経

営
品
質

賞
認

定
委

員
会

（
2
回
）
、
板
橋

F
i
ne
 W
or
k
s
事

業
の

審
査
員

（
4
回

）、
板
橋

青
年

優
秀
技

能
者
・

技
術

者
表

彰
（
1
回

）、
板
橋

区
新

製
品
・

新
技
術

開
発

チ
ャ

レ
ン

ジ
支

援
事
業

助
成

金
（

2
回

）、
板

橋
製
品

技
術

大
賞

（
4
回
）
 

l
)
足

立
区

：
足

立
ブ

ラ
ン

ド
「

F
C
 
AD
A
C
HI
」
審

査
会

（
1
回

）、
あ

だ
ち

ブ
ラ

ン
ド

「
FC
 
A
D
A
C
HI
」
認

定
選

考
委

員
会
（

3

回
）
、
足

立
区

経
済

活
性

化
推
進

協
議
会

（
1
回
）
 

m
)
葛

飾
区

：
産

学
公

連
携

協
議

会
（
2
回

）、
葛
飾

区
産

業
フ

ェ
ア
実

行
委

員
（

6
回

）、
葛

飾
ブ
ラ

ン
ド

「
葛

飾
町

工
場
物

語
」
認
定

委
員
（

3
回

）
、
葛
飾

区
内
官

公
署

長
連

絡
協

議
会

委
員
（

2
回
）、

東
商

葛
飾
支

部
役
員

会
委

員
（

6

回
）
、
葛

飾
区

有
料

工
場

審
査
会

（
2
回

）、
葛
飾

区
新

製
品
・

新
技
術

開
発

等
補

助
金

交
付

審
査
会

（
2
回
）
 

n
)
八

王
子

市
：

先
端

技
術

セ
ン

タ
ー
運

営
委

員
（

2
回

）、
八

王
子
市

地
域

も
の

づ
く

り
産

業
活
性

化
協

議
会

（
1
回

）、
八

王
子

市
新

製
品

・
新

技
術

開
発

等
支
援

事
業

審
査

（
1
回
）

 

o
)
青

梅
市

：
青

梅
市

工
業

振
興

対
策
審

議
会

（
2
回
）、

お
う

め
も
の

づ
く

り
支

援
事

業
補

助
金
交

付
審

査
委

員
会

（
2
回
）
 

p
)
府

中
市

：
府

中
市

新
製

品
・

新
技
術

開
発

支
援

事
業

（
2
回

）
 

 (
5
)
技
術

審
査

の
協

力
【

再
掲
：

項
目

1
2】

 

 
 
 
12

区
3
市
の

技
術

審
査
に

協
力
（

21
事
業

、
67
5
件
）

 

 (
6
)
経
済

産
業

省
・
（

独
）

産
業

技
術
総

合
研

究
所

と
の

連
携

協
力
を

推
進
 

1
)
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

検
討
会

へ
の

参
加

（
2
回
開

催
：
1
1
月

8
日

、
2
月

7
日

）
 

 
 

 
理

事
長

が
公

立
鉱

工
業

試
験
研

究
機

関
長

協
議

会
会

長
と
し

て
、

パ
ネ

リ
ス

ト
と

し
て
参

加
 

 
2
)
中
小

企
業

の
海

外
展

開
支

援
へ
の

連
携
 

 
 

 
経

済
産

業
省

・（
独
）
産

業
技
術

総
合

研
究

所
と

中
小

企
業
の

国
際

規
格

適
合

へ
の

検
討
会

を
開

催
 

 

        ○
昭

島
市

と
の

連
携

活
動
 

1
)
昭

島
観

光
ま

ち
づ

く
り

協
会

事
業
協

力
 

（
2
回
）
 

・
フ

ォ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
協

力
（

9
月
）
 

・
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
研

究
と
町

の
歴
史

コ
ー

ス

見
学

（
1
2
月

、
24

名
）
 

2
)
都

産
技

研
利

用
料

助
成

 
利

用
件
数

5
件
 

  ○
専

門
委

員
派

遣
 

【
専

門
委

員
派

遣
実

績
】
 

 
1
3
区

3
市

 
10
1
回
 

（
前

年
度

：
1
2
区

3
市

 
76

回
 

 
前

年
度

比
回
数

3
3
%増

）
 

                      ○
審

査
協

力
 

【
審

査
協

力
実

績
】
 

 
1
2
区

3
市

 
21

事
業

、
67
5
件
 

（
前

年
度

区
市

数
 

11
区

3
市

）
 

 
前

年
度

事
業
比

1
7
%増

、
件

数
4%
増
 

 千
代

田
区

、
港

区
、
新

宿
区
、
文

京
区

、
台
東

区
、
江

東
区

、
品

川
区
、
大
田

区
、
北
区

、
板

橋
区

、
足

立
区

、
葛
飾

区
、
八

王
子
市

、
青

梅

市
、

府
中

市
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首
都

圏
の

公
設

試
験

研
究

機
関

が

相
互

に
連

携
・
補

完
し

て
広
域

的
に
中

小
企

業
の

支
援

を
実

施
し

て
い

る
TK
F

の
活

動
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
、
広

域
的

な
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

確
保

し
、
中

小
企

業
へ

の
技
術

支
援
の

充
実

を
図

る
。
 

 

②
首

都
圏

の
公

設
試

験
研

究
機

関

が
相

互
に

連
携

・
補

完
し

て
広

域

的
に

中
小

企
業

の
支

援
を

実
施

し

て
い
る

T
K
F
の

活
動

を
継

続
す

る

こ
と

に
よ

り
、

広
域

的
な

ワ
ン

ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

確
保

し
、

中

小
企

業
へ

の
技

術
支

援
の

充
実

を

図
る

。
 

(
7
)
T
KF

の
活

動
を

継
続

（
年
報

：
P
.6
0
）
 

1
)
首

都
圏

公
設

試
連

携
推

進
会

議
 

a
)
開

催
実

績
 

3
回

開
催

(
6
月

3
日
、

10
月

24
日
、

3
月

2
日
) 

b
)
参

加
人

数
 
延

6
5
名

参
加
 

（
第

3
回

は
都

産
技

研
本

部
で

実
施
、

19
名
参

加
）
 

c
)
全

機
関

が
参

加
す

る
第

5
回

T
K
F
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
 

（
フ

ォ
ー

ラ
ム

会
場

：
都

産
技

研
本
部

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ
ブ

3
月

2
日

、
参

加
者

数
13
3
名
）
 

2
)
展

示
会

へ
の

参
加
 

 
 

 
展

示
会

で
連

携
成

果
の

合
同
展

示
を

行
い

、
中

小
企

業
に
成

果
を

普
及
 

 
 

 
・

産
業

交
流
展

2
0
11
（

1
0
月

2
6
日

～
1
0
月

2
8
日
）

 

 
 

 
・

テ
ク

ニ
カ

ル
シ

ョ
ウ

ヨ
コ
ハ
マ

2
0
12
（

2
月

1
日

～
2
月

3
日

）
 

3
)
研

究
発

表
会

へ
の

研
究

員
の

相
互
派

遣
 

 
 

 
都

産
技

研
の

研
究

発
表

会
に
、

T
KF

参
加

の
公

設
試

を
招
聘

し
、

広
域

的
な

研
究

成
果
の

普
及

を
実

施
 

（
4
テ
ー

マ
発

表
）
 

 
 

 
・

埼
玉

県
産

業
技

術
総

合
セ
ン

タ
ー

 
 

2
件
 

 
 

 
・

千
葉

県
産

業
支

援
技

術
研
究

所
 

 
 

1
件
 

 
 

 
・

神
奈

川
県

産
業

技
術

セ
ン
タ

ー
 

 
 

1
件
 

 
4
)
T
KF

参
加

の
公

設
試

の
研

究
成
果

発
表

会
へ

職
員

を
派

遣
（
4
テ
ー

マ
発

表
）
 

 
 

 
・

千
葉

県
産

業
支

援
技

術
研
究

所
 

 
 

2
件

（
4
名

）
 

 
 

 
・

埼
玉

県
産

業
技

術
総

合
セ
ン

タ
ー

 
 

2
件

（
8
名

）
 

 
5
)
パ
ー

ト
ナ

ー
グ

ル
ー

プ
（

P
G
）
の

活
動

継
続

【
再

掲
：

項
目

2
】
 

 
 
 
a
)バ

イ
オ

技
術

PG
の
新
規

設
立
 

 
 

 
 新

PG
と
し

て
、

バ
イ
オ

技
術

P
G
を

設
立

（
H2
2
年
度

に
立
ち

上
げ

準
備

を
実

施
）

 

 
 
 
b
)P
G
の

活
動

に
よ

り
、
専

門
技
術

分
野

の
相

互
交

流
活

動
を
実

施
 

【
P
G
の

活
動

事
例

】
 

 
 
 
 
 ・

微
細

加
工

技
術

PG
：

定
例
会

を
通

じ
た

技
術

情
報

交
換
会

、
都

産
技

研
本

部
見

学
会
 

 
 
 
 
 ・

繊
維

評
価

技
術

PG
：

新
人
研

修
会

、
関

連
工

場
見

学
会
、

I
SO
・

JI
S
の

動
向
等

の
情
報

交
換
 

 
 
 
 
 ・

熱
処

理
・

表
面

処
理

P
G：

定
例

会
を

通
じ

た
技
術

情
報
交

換
会

、
都

産
技

研
本

部
見
学

会
 

 
 
 
 
 ・

高
分

子
材
料

P
G：

公
設

試
で

対
応

不
可

の
技

術
を

補
完
す

る
た

め
連

携
と

し
て

、
民
間

の
分

析
セ

ン
タ

ー
技

術
調
査
 

 
 
 
 
 ・

デ
ザ

イ
ン

PG
：
定
例

会
を
通

じ
た

技
術

情
報

交
換

会
、
都

産
技

研
本

部
見

学
会

 

 
 
 
 
 ・

IT
情
報

P
G：

T
KF

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

利
用

度
向

上
に

向
け
た

検
討

、
各

公
設

試
の

最
新
情

報
を

収
集

・
発

信
す

る
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

し
、

T
KF

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
上

で
運

用
を

開
始

 

 
 
 
 
 ・

バ
イ

オ
技
術

P
G
:定

例
会
を

通
じ

、
研

究
・

依
頼

試
験
・

保
有

機
器

情
報

を
と

り
ま
と

め
た

技
術

マ
ッ

プ
の

作
成
に
 

向
け

た
取

り
組

み
開

始
 

 
6
)
新
た

な
取

り
組

み
 

 
 

a
)国

際
規

格
へ

の
対

応
検

討
の
開

始
 

 
 

 
 ・

国
際

規
格

へ
の

対
応

検
討
開

始
を

機
に

長
野

県
が

オ
ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

 

 
 

 
 ・

平
成

24
年
度

か
ら
の

本
格
的

な
支

援
事

業
の

開
始

を
決
定
 

 
 

b
)省

エ
ネ

巡
回

共
同

実
施

の
準
備

活
動
 

 
 

 
・
平
成

2
4
年

4
月

か
ら

東
京
都

、
埼

玉
県

、
千
葉
県

が
共
同

で
、
中
小

企
業

の
工

場
な
ど

の
節

電
・
省
エ

ネ
対

策
の
一

つ
で

あ
る

電
力

状
況

を
「

見
え

る
化
」

す
る

省
エ

ネ
巡

回
の

開
始
を

決
定

(3
月

2
日

) 

 
 

 
・

埼
玉

県
、

千
葉

県
職

員
向
け

測
定

講
習

会
を

実
施

（
埼
玉
県

2
月

1
3
日

、
千
葉

県
3
月

23
日
）
 

 

○
T
K
F
の

活
動

継
続
 

 
1
都

3
県

1
市
の

公
設

試
連

携
活
動

を
2
3

年
度

も
継

続
 

・
推

進
会

議
 

3
回

開
催
 

・
第

5
回

TK
F
フ

ォ
ー

ラ
ム
開

催
（

都
産

技
研

本
部

）
 

               ○
バ

イ
オ

技
術

PG
の
新

規
設
立

 

・
新

PG
と
し

て
、

バ
イ

オ
技
術

P
G
を

設
立
 

研
究
・
依
頼

試
験
・
保

有
機
器

情
報
を

と
り

ま
と

め
た

技
術

マ
ッ

プ
作

成
に

向
け

取
り

組
み

開
始
 

     ○
T
K
F
活

動
の

新
た

な
取

り
組

み
 

・
国
際

規
格

へ
の

対
応

検
討
開

始
を
機

に
長

野

県
が

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
し

て
参

加
 

・
平
成

2
4
年

度
か

ら
の

本
格
的

な
国
際

規
格

支
援

事
業

の
開

始
を

決
定
 

・
省

エ
ネ

巡
回

共
同

実
施

の
準

備
活
動
 

平
成

2
4
年

4
月

か
ら

東
京
都

、
埼
玉

県
、

千
葉

県
が

共
同

で
、
中

小
企
業

の
工
場

な
ど

の
節

電
・
省

エ
ネ

対
策

の
一
つ

で
あ
る

電
力

状
況

を
「
見

え
る

化
」
す
る
省

エ
ネ
巡

回
の

開
始

を
決

定
(
3
月

2
日

) 

都
産

技
研

を
利

用
し

た
中

小
企

業

に
お

い
て
、
製
品

化
や

事
業
化

の
際
に

生
じ

る
開

発
資

金
の

調
達
、
販

路
の
開

拓
な

ど
が

円
滑

に
進

め
ら

れ
る

よ
う
、

中
小

企
業

振
興

公
社

等
の

経
営

支
援

機
関

と
連

携
し

て
技

術
と

経
営

の
両

面
か

ら
総

合
的

な
支

援
に

努
め

る
。
 

③
都

産
技

研
を

利
用

し
た

中
小

企

業
に

お
い

て
、

製
品

化
や

事
業

化

の
際

に
生

じ
る

開
発

資
金

の
調

達
、

販
路

の
開

拓
な

ど
が

円
滑

に

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

中
小

企
業

振

興
公

社
等

の
経

営
支

援
機

関
と

連

携
し

た
事

業
を

実
施

す
る

。
 

(
8
)
開
発

資
金

調
達

や
販

路
開
拓

に
向
け

経
営

支
援

機
関

と
の

連
携
事

業
（

年
報

：
P
.
5
8）

 

 
1
)
公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企
業

振
興

公
社

（
以

下
「

公
社
」）

と
の
連

携
 

 
 

a
)開

発
資

金
調

達
に

向
け

た
支
援
 

 
 

 
・

公
社

助
成

事
業

説
明

会
を
本

部
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ハ

ブ
で

開
催

（
1
月

31
日

 
6
0
名
参

加
）
 

 
 

b
) 
販
路

開
拓

に
向

け
た
支

援
 

 
 

 
・

平
成

23
年
度

事
業
可

能
性
評

価
事

業
成

果
発

表
会

を
本
部

で
開

催
（

2
月

10
日

 
30

名
参

加
）
 

 
・

都
産

技
研

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
共

催
の

「
異

業
種

グ
ル

ー
プ

合
同

交
流

会
」

に
公

社
が

後
援

で
実

施
【

再
掲

：
項

目
9
】
 

公
社

ブ
ー

ス
を

設
置

し
、

相
談

・
事
業

PR
を
実

施
(2

月
9
日

) 

 
 
 
 
・
公

社
事

業
「

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ
ョ

ン
交

流
会

」
へ

の
助

言
・
支

援
【

再
掲

：
項
目

9
】
 

 
 

 
 

 コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

に
よ
る

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

交
流
会

に
お

け
る

助
言

・
支

援
お
よ

び
企

業
相

談
対

応
の

実
施
 

 
 

          



― 88 ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
)
（

社
）

首
都

圏
産

業
活

性
化

協
会
（

T
AM
A
協

会
）

と
の
連

携
 

 
 

 
a
)昨

年
度

に
引

き
続

き
、

都
産
技

研
理

事
が

協
会

理
事

と
し
て

理
事

会
に

出
席

（
3
回

）
 

 
 
 

b
)販

路
開

拓
に

向
け

た
支

援
 

①
地

域
の

産
業

活
性

化
を

目
的

と
し
た

以
下

の
協

議
会

に
委

員
と
し

て
参

加
 

 
 

 
・

第
一

回
首

都
圏

西
部

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

協
議

会
（
9
月

1
5
日

）
 

 
 

 
・

首
都

圏
西

部
地

域
産

業
活
性

化
協

議
会

（
2
月

13
日

）
 

 
 

 
・

多
摩

・
産

業
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
計

測
・

分
析

器
」
 

 
 

 
 

 
連

絡
会

議
（

5
月

1
7
日

、
1
月

31
日
）、

戦
略

会
議
（

6
月

7
日

、
2
月

8
日

）
 

 
 

 
 ②

産
業

連
携

を
目

的
と

し
た
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・

交
流

会
へ
の

参
加
 

 
 

 
・

ミ
ニ

TA
M
A
三

多
摩
会

（
5
月

27
日
）
 

 
 

 
・
「
地

域
イ

ノ
ベ

・
技
術

連
携
交

流
会

」
(
1
0
月

7
日

・
場
所

：
中

野
サ

ン
プ

ラ
ザ

) 

 
 

 
・

産
学

官
金

サ
ミ

ッ
ト

（
11

月
 2
4
日
・

場
所

:首
都

大
学
東

京
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
）
 

 
 

 
・

首
都

圏
西

部
ス

マ
ー

ト
QO
L
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
3
月

19
日
・

場
所

：
京

王
プ
ラ

ザ
ホ
テ

ル
八

王
子

）
 

 (
9
)
金
融

機
関

と
の

連
携

（
年
報

：
P
.5
7
）
 

 
 

 計
７
行

と
の

連
携

を
推
進

 

1
)
新

銀
行

東
京
 

 
a
)
震
災

復
興

技
術

支
援

フ
ォ

ー
ラ
ム

を
共

催
で

実
施
 

 
 ・
「
震

災
を

越
え

て
次

世
代

の
も
の

づ
く

り
企

業
の

経
営

戦
略
」（

2
月

2
日

 
場

所
：
都

産
技

研
本

部
 

参
加

者
15
6
人
） 

 
・

 同
フ
ォ

ー
ラ

ム
内

で
新
銀

行
東
京

社
長

の
講

演
を

実
施

 

 
b
)
銀
行

職
員

の
本

部
見

学
会

を
実
施

（
1
月
）

6
人
 

2
)
さ

わ
や

か
信

用
金

庫
 

2
2
年
度

業
務

協
定

締
結

し
、
製

品
化
や

事
業

化
へ

の
支

援
を

実
施
 

 
 

a
)第

7
回

ビ
ジ

ネ
ス

フ
ェ

ア
へ
の

出
展

（
6
月

1
7
日
）

 

 
 

b
)信

金
幹

部
職

員
、

支
店

長
な
ど

の
城

南
支

所
見

学
会

を
実
施

（
6
月
）

6
5
人
 

 
c
)
信
金

顧
客

用
の

相
談

シ
ー

ト
を
作

成
、

技
術

相
談

企
業

を
都
産

技
研

に
紹

介
 

 
 
3
)
朝
日

信
用

金
庫
 

 
 

a
)業

務
協

定
の

締
結

（
1
月

27
日
）
 

都
内

城
東

・
城

北
地

域
の

中
小

企
業

支
援

を
強

化
す

る
た

め
、

こ
の

地
域

で
の

地
域

密
着

型
金

融
機

関
で

あ
る

朝
日

信
用

金
庫

と
連

携
・

協
働

関
係

を
構
築

し
、

中
小

企
業

へ
の

有
効
な

技
術

支
援

、
情

報
提

供
な
ど

を
迅

速
に

実
施
 

 
 

b
)信

金
顧

客
企

業
の

本
部

見
学
会

を
実

施
（

2
月

27
日

）
9
人
 

 
 
4
)
多
摩

信
用

金
庫
 

 
 

 
H
2
1
年

度
業

務
協

定
し

た
支
援

内
容

に
基

づ
き

多
摩

地
区
の

震
災

復
興

技
術

支
援

フ
ォ
ー

ラ
ム

を
共

催
で

実
施

 

（
9
月

5
日
 

場
所

：
た

ま
し

ん
事
業

支
援

セ
ン

タ
ー

 
参

加
者

2
6
人

）
 

 
 
5
)
西
武

信
用

金
庫

【
再

掲
：

項
目

1
4】

 

 
 

 
 ビ

ジ
ネ

ス
フ

ェ
ア

fr
o
m
 
T
A
MA

に
参

加
し

、
産

学
公

連
携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

相
談

に
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
派

遣
 

（
1
1
月

1
7
 日

）
 

 
 
6
)
青
梅

信
用

金
庫
 

 
 

a
)あ

お
し

ん
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ
ン

グ
大

会
に

参
加

（
10

月
18

日
）
 

 
 

b
)信

金
職

員
の

多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
見

学
会

を
実

施
（

1
1
月

9
日

）
44

人
 

 
7
)
西
京

信
用

金
庫

【
再

掲
：

項
目

1
4】

 

 
 

 
 以

下
の

展
示

会
に

参
加

し
、
産

学
公

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
ト

相
談

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

を
派

遣
 

 
 

a
)ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

（
4
月

15
日
）
 

 
 

b
)第

14
回
産

学
交

流
セ
ミ

ナ
ー
各

種
相

談
会

（
6
月

17
日

）
 

 
 

c
)第

15
回
産

学
交

流
セ
ミ

ナ
ー
各

種
相

談
会

（
1
1
月

1
8
日
）
 

         

               ○
金

融
機

関
と

の
連

携
 

 
 

7
行

と
連

携
実

施
 

・
新

銀
行

東
京
 

 
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
を

共
催
、

同
フ

ォ
ー

ラ
ム

内
で

新
銀

行
東

京
社

長
の

講
演

を
実

施
（
2
月

2
日
、
場

所
：
都
産

技

研
本

部
、

参
加
者

1
5
6
名

）
 

・
新
規

1
件
の

協
定

を
締

結
 

 
「

朝
日

信
用

金
庫

」（
1
月
）
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④

東
京
都

と
の

「
放

射
性

物
質

等

に
よ

る
災

害
時

等
対

応
に

関
す

る

協
定

」
に

基
づ

き
、

放
射

線
量

測

定
試

験
を

実
施

す
る

。
 

(
1
0
)
東
京

都
と

の
協

定
に

基
づ

く
放
射

線
量

測
定

試
験

を
実

施
（
年

報
：

P
.1
7
）
 

 
・

東
京

都
産

業
労

働
局

と
締

結
し
た

「
放

射
性

物
質

等
に

よ
る
災

害
時

等
対

応
に

関
す

る
協
定

」（
平
成

1
9
年

3
月

締
結
）
 

に
基

づ
き

、
大

気
浮

遊
塵

及
び

都
内
農

畜
水

産
物

等
の

放
射

線
量
測

定
を

実
施
 

 
・

大
気

浮
遊

塵
に

つ
い

て
は

震
災
翌

日
（

平
成

23
年

3
月

1
2
日

）
か

ら
緊

急
測

定
体
制

を
整
備

し
、

平
成

23
年

3
月

1
5 

日
か

ら
東

京
都

産
業

労
働

局
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

で
測

定
結

果
を

公
表
。

功
績

が
認

め
ら

れ
、

バ
イ
オ

応
用

技
術

グ
ル

ー
プ

が
 

産
業

労
働

局
功

績
賞

を
受

賞
 

 
 
1
)
測
定

体
制

の
整

備
 

 
 

a
)大

気
浮

遊
塵

の
放

射
能

測
定
 

 
 

 
・

原
発

事
故

直
後

か
ら

2
4
時

間
体

制
で

環
境

放
射
能

測
定
を

実
施

（
平
成

2
3
年

3
月

1
3
日

か
ら

）
 

 
 

 
・

測
定

結
果

は
産

業
労

働
局
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

毎
日

公
表
 

 
 

 
・

本
部

移
転

後
も

補
集

場
所
を

本
部

に
変

更
し

、
測

定
を
継

続
（

平
成

23
年

10
月

13
日
か

ら
）
 

 
 

 
・

半
年

単
位

で
分

析
を

し
、
産

業
労

働
局

に
報

告
書

を
提
出
 

 
 

b
)浄

水
場

浄
水

の
放

射
能

測
定
 

 
 

 
・

金
町

・
朝

霞
・

小
作

の
3
浄

水
場

に
て

浄
水

の
放

射
能
濃

度
測

定
を

実
施

（
平

成
23

年
3
月

2
2
日
か

ら
）

 

 
 

 
・

測
定

結
果

は
水

道
局

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
毎

日
公

表
 

 
  
c
)
農

畜
水

産
物

の
放

射
能

測
定
 

・
産

業
労

働
局

か
ら

の
依

頼
に

よ
り
、

農
畜

産
物

37
種
類
と

水
産
物

3
種

類
を

測
定
 

 
 

d
)堆

肥
の

放
射

能
測

定
 

 
 

 
・

産
業

労
働

局
か

ら
の

依
頼
に

よ
り

、
家

畜
ふ

ん
堆

肥
及
び

落
葉

・
剪

定
枝

堆
肥

を
測
定
 

 
 

e
)空

間
線

量
率

測
定
 

 
 

 
・

旧
駒

沢
支

所
か

ら
建

設
中
の

新
本

部
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
ポ

ス
ト

を
移

設
し

、
空

間
線
量

率
測

定
を

開
始
 

（
平
成

2
3
年

3
月

1
5
日

午
前

1
1
時

か
ら

）
 

 
2
)
測
定

品
目

と
測

定
実

績
 

 
 

 
東

京
都

と
の

協
定

に
基

づ
き
、

大
気

浮
遊

塵
、

浄
水

場
水
、

野
菜

や
剪

定
枝

な
ど

の
農
畜

水
産

物
・

堆
肥

の
放

射
線
量
 

測
定

試
験

を
計

1,
3
5
6
件

実
施

 

 
 

a
)大

気
浮

遊
塵

（
平
成

2
3
年

3
月

12
日
～

平
成

24
年

3
月
末

ま
で

継
続

実
施

）
 

 
 

 
 

測
定

実
績

：
5
5
4
件

 

 
 

b
)浄

水
場

水
 

 
金

町
、

朝
霞
、

小
作
の

3
浄
水

場
水

（
平
成

23
年

3
月

2
2
日
～

8
月

7
日
）
 

 
 

 
 

測
定

実
績

：
4
2
1
件

 

c
)
農

畜
水

産
物

・
堆

肥
 

（
平

成
23

年
3
月

1
9
日
～

12
月

1
5
日

）
 

 
 

測
定

実
績

：
3
8
1
件
 

主
な

品
目
 

 
 

 
 

 
野

菜
・

果
実

等
 

コ
マ
ツ

ナ
、

ワ
ケ

ネ
ギ

、
ホ

ウ
レ
ン

ソ
ウ

、
ア

シ
タ

バ
、

ミ
カ
ン

、
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
等

 

 
 

 
 

 
茶

葉
等

 
 

 
 

生
茶
葉

、
荒

茶
葉

、
製

茶
葉

、
抽
出

液
 

 
 

 
 

 
水

産
物

 
 

 
 

ア
ユ
、

ヤ
マ

メ
、

ニ
ジ

マ
ス

 

 
 

 
 

 
堆

肥
 

 
 

 
 

原
材
料

（
剪

定
枝

、
落

葉
、

稲
わ
ら

、
米

ぬ
か

、
お

が
く

ず
、
牛

糞
、

馬
糞

、
鶏

糞
等

）
 

 

図
 

東
京

都
と

の
協

定
に

基
づ

く
放
射

線
量

測
定

試
験

実
績

 
 

 ○
東

京
都

と
の

協
定

に
基

づ
き

放
射

線
量

測

定
試

験
を

実
施
 

・
東

京
都
産

業
労

働
局

と
締
結

し
た
「
放

射
性

物
質

等
に

よ
る

災
害

時
等

対
応

に
関

す
る

協
定

」（
平
成

19
年

3
月
締

結
）
に
基

づ
き

、

大
気

浮
遊

塵
及

び
都

内
農

畜
水

産
物

等
の

放
射

線
量

測
定

を
実

施
 

 
・
大

気
浮
遊

塵
に

つ
い

て
は
震

災
翌
日
（

平
成

2
3
年

3
月

12
日
）

か
ら

緊
急

測
定
体

制
を

整
備
 

（
測

定
結

果
は

平
成

23
年

3
月

1
5
日

か
ら

産
業

労
働

局
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表
）
 

・
功

績
が
認

め
ら

れ
、
産

業
労

働
局
功

績
賞
を

受
賞
 

・
金

町
・
朝

霞
・
小
作

の
3
浄

水
場
に

て
、
平

成
2
3
年

3
月

2
2
日

か
ら

浄
水

の
放
射

能
濃

度
測

定
を

実
施
 

（
測

定
結

果
は

水
道

局
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

表
）
 

・
産

業
労
働

局
か

ら
の

依
頼
に

よ
り
、
農

畜
産

物
3
7
種

類
と

水
産

物
3
種
類
を

測
定
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

3
.
 

東
京

の
産

業
発

展
と

成
長

を
支
え

る
研

究
開

発
の

推
進

 

3
-
1
 
基
盤

研
究
 

機
械

、
電

気
・

電
子

、
化

学
等

の
基
盤

技
術

分
野

に
対

す
る

基
盤

研
究

を
着
実

に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
中

小
企

業
の
技

術

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

付
加

価
値

の
高
い

新

製
品

・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課
題

の

解
決

に
役

立
つ

技
術

シ
ー

ズ
の

蓄
積
、

今

後
発

展
が

予
想

さ
れ

る
技

術
分

野
の
強

化
、

都
市

課
題

の
解

決
や

都
民

生
活
の

向

上
に

資
す

る
研

究
を

基
盤

研
究

と
し
て

取

組
む

。
 

な
か

で
も

、
今

後
の

成
長

が
期

待
さ
れ

る
4
つ
の

技
術

分
野

を
重

点
と

し
て
、

新

産
業

育
成

を
図

る
研

究
に

取
組

み
、
都

内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス
の

創

出
に

貢
献

す
る

。
 

ア
）

環
境

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
 

製
品

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

を
見

通
し
た

環

境
性

能
評

価
に

関
す

る
研

究
に

よ
り
、

も

の
づ

く
り

の
上

流
工

程
か

ら
の

省
エ
ネ

ル

ギ
ー

製
品

開
発

の
研

究
を

通
じ

て
都
市

課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
。
 

イ
）

E
MC
・
半

導
体

分
野
 

電
磁

ノ
イ

ズ
対

策
、

電
子

機
器

の
高
密

度

化
、
F
P
GA

の
応

用
な

ど
に

対
応

す
る
研

究

に
取

り
組

み
、

高
信

頼
・

高
機

能
製
品

開

発
の

研
究

を
通

じ
て

、
付

加
価

値
の
高

い

新
製

品
や

新
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

に
貢
献

す

る
。
 

F
P
G
A
：
F
i
e
ld
-
P
ro
g
r
am
m
a
bl
e
 
G
a
t
e 

A
r
r
a
y 

の
略
 

ウ
）

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
分

野
 

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
技

術
の

応
用

に
よ
る

、

製
品

の
高

速
化

や
高

精
度

化
、

イ
ン
テ

リ

ジ
ェ

ン
ト

化
な

ど
の

研
究

を
通

じ
た
付

加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
に

よ
り

都
民
生

活

の
向

上
に

寄
与

す
る

。
 

エ
）

バ
イ

オ
応

用
分

野
 

今
後

発
展

が
予

想
さ

れ
る

バ
イ

オ
セ
ン

サ

や
バ

イ
オ

チ
ッ

プ
等

の
バ

イ
オ

応
用
研

究

に
取

組
み

、
都

民
生

活
の

向
上

に
寄
与

す

る
技

術
開

発
を

促
進

す
る

。
 

基
盤

研
究

の
成

果
は

、
都

産
技

研
の
技

術

レ
ベ

ル
の

向
上

、
対

応
技

術
分
野

の
拡
充

、

新
た

な
依

頼
試

験
項

目
の

追
加

な
ど
中

小

企
業

へ
の

技
術

支
援

の
強

化
に

つ
な
げ

て

い
く

ほ
か

、
中

小
企

業
と

の
共

同
研
究

の

実
施

や
外

部
資

金
導

入
研

究
に

も
発
展

さ

せ
て

い
く

。
基

盤
研

究
の

成
果

を
基
に

、

事
業

化
・

製
品

化
さ

れ
た

件
数

、
共
同

研

究
に

発
展

し
た

件
数

、
外

部
資

金
導
入

研

機
械

、
電

気
・

電
子

、
化

学
等

の

基
盤

技
術

分
野

に
対

す
る

基
盤

研
究

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
中

小
企

業
の

技
術

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

付
加

価
値

の
高

い
新

製
品

・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

に
役

立
つ

技
術

シ
ー

ズ
の

蓄
積

、
今

後
発

展
が

予
想

さ
れ

る
技

術
分

野
の

強

化
、

都
市

課
題

の
解

決
や

都
民

生
活

の
向

上
に

資
す

る
研

究
を

基
盤

研
究

と
し

て
取

り
組

む
。
 

な
か

で
も

、
今

後
の

成
長

が
期

待

さ
れ

る
環

境
・

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

技
術

分
野

を
重

点
研

究
と

し
て

取
り

組

み
、

都
内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
に

貢
献

す
る

。
 

ま
た

、
第

一
期

中
に

基
盤

研
究

に

お
い

て
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

事
業

化
・

製
品

化
及

び
共

同
研

究
へ

の
実

施
や

外
部

資
金

導
入

研
究

の
採

択
へ

発
展

さ
せ

る
。
 

○
取

り
組

む
技

術
分

野
 

①
 
環

境
・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
 

②
 
E
M
C
・
半

導
体

分
野
 

③
 
メ

カ
ト
ロ

ニ
ク

ス
分

野
 

④
 
バ

イ
オ
応

用
分

野
 

⑤
 
少

子
高
齢

・
福

祉
分

野
 

⑥
 
シ

ス
テ
ム

デ
ザ

イ
ン

分
野
 

⑦
 
エ

レ
ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

分
野
 

⑧
 
ナ

ノ
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

分
野
 

⑨
 
情

報
技
術

分
野
 

⑩
 
品
質

強
化

分
野
 

⑪
 
震
災

復
興

支
援

に
貢

献
す
る

技

術
分

野
 

⑫
 
も
の

づ
く

り
基

盤
技

術
分
野

 

<
目

標
：

中
期

計
画

期
間

中
 
製

品

化
・

事
業

化
等

60
件

> 

1
6 

Ａ
 

(
1
)
基
盤

研
究

の
実

施
(年

報
：

P
.
6
8)
 

・
重

点
4
分

野
に

該
当

す
る

27
研

究
テ

ー
マ

に
加

え
品

質
強

化
分
野

9
テ

ー
マ
、
も
の
づ

く
り
基

盤
技

術
分

野
の

8
テ

ー
マ

に
、

震
災

復
興

支
援

分
野

4
テ
ー

マ
等

で
合
計

6
2
テ
ー

マ
を

実
施
 

・
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

迅
速

か
つ
的

確
に

応
え

る
べ

く
、

4
月
お

よ
び

1
0
月
に

研
究
を

開
始
す

る
研

究
制

度
に

加
え

て
新

た
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
の
基

盤
研

究
制

度
を

開
始

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

基
盤

研
究

制
度

（
複

数
の

技
術

分
野

に
ま

た
が

る
も

の
や

境
界

領
域

の
課

題
解

決
の

た
め

に

組
織

横
断

的
な

形
で

行
う

研
究

制
度
）
 

(
前

年
度

実
施

テ
ー

マ
数

：
61

テ
ー
マ

) 

1
)
技

術
分

野
 

①
 
環

境
・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
  

 
 
 
13

テ
ー

マ
 

 
⑦

エ
レ

ク
ト
ロ

ニ
ク

ス
 
分
野

 
 
 
 
 
 
2
テ

ー
マ
 

②
 
E
M
C
・
半

導
体

分
野

 
 

 
 
 

 
 
6
テ
ー

マ
 

 
⑧

ナ
ノ

テ
ク
ノ

ロ
ジ

ー
分

野
 

 
 

 
 
2
テ
ー

マ
 

③
 
メ

カ
ト
ロ

ニ
ク

ス
分

野
 

 
 

 
 
 
 
3
テ

ー
マ

 
 

⑨
情
報

技
術
分

野
 

 
 

 
 

 
 

 
 5

テ
ー

マ
 

④
 
バ

イ
オ
応

用
分

野
 

 
 

 
 

 
 
 
5
テ

ー
マ

 
 

⑩
品
質

強
化
分

野
 

 
 

 
 

 
 

 
 9

テ
ー

マ
 

⑤
 
少

子
高
齢

・
福

祉
分

野
 

 
 

 
 
 
  
3
 テ

ー
マ

 
 
  
⑪
復
興

支
援
に

直
結

す
る

技
術

分
野

 
 
 4

テ
ー

マ
 

⑥
 
シ

ス
テ
ム

デ
ザ

イ
ン

分
野

 
 

 
 
 
2
テ

ー
マ

 
 
  
⑫
も
の

づ
く
り

基
盤

技
術

分
野

 
  

 
 
8
テ

ー
マ
 

2
)
今

後
の

成
長

が
期

待
さ

れ
る

4
つ
の

技
術

分
野

の
重

点
化

 

・
環

境
・

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
EM
C
・

半
導

体
、

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
、
バ

イ
オ

応
用

分
野

に
注

力
 

重
点

4
分

野
の

テ
ー

マ
比

率
 

2
7
/
62
＝

43
.
5％

 

 
 

・
技

術
研

究
会

、
異

業
種

別
交
流

会
、

業
種

別
交

流
会

等
の
活

動
を

通
じ

て
研

究
の

ニ
ー
ズ

を
把

握
 

a
)
環

境
・

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
13

テ
ー
マ

）
 

・
「
【

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
研

究
】

新
酸
化

物
触

媒
と

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
型

悪
臭

分
解

装
置

の
開

発
」
 

・
「

微
生

物
を

利
用

し
た

レ
ア
メ

タ
ル
吸

着
剤

の
開

発
」
 

・
「

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

工
具

を
用
い

た
ス
テ

ン
レ

ス
鋼

板
の

ド
ラ

イ
せ
ん

断
加

工
の

FE
M
 解

析
」
 

・
「

音
響

粒
子

速
度

プ
ロ

ー
ブ
に

よ
る
吸

音
材

料
測

定
の

妥
当

性
検
証

」
 

・
「

試
料

面
積

の
違

い
が

音
響
透

過
損
失

に
及

ぼ
す

影
響

」
 

・
「

生
分

解
性

ポ
リ

エ
ス

テ
ル
と

の
複
合

化
に

よ
る

未
利

用
バ

ナ
ナ
繊

維
の

再
利

用
」
 

・
「

微
生

物
を

利
用

し
た

低
VO
C
型

木
材

防
腐

剤
の

開
発

」
 

・
「

多
段

電
解

型
ト

リ
チ

ウ
ム
濃

縮
器
の

開
発

」
 

・
「

多
変

量
解

析
と

赤
外

分
光
分

析
装
置

に
よ

る
天

然
材

料
の

鑑
別
」
 

・
「

省
電

力
シ

ョ
ー

ケ
ー

ス
へ
の

R
P
技
術

の
応

用
」
 

・
「

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

ス
ク
ラ

ッ
プ
の

迅
速

種
別

判
定

に
向

け
た
現

場
分

析
の

最
適

化
」

 

・
「

現
場

分
析

に
よ

る
ア

ル
ミ
ニ

ウ
ム
合

金
ス

ク
ラ

ッ
プ

の
迅

速
種
別

判
定

技
術

」
 

・
「

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
子

線
照
射

装
置
に

よ
る

マ
レ

イ
ミ

ド
系

共
重
合

体
合

成
法

の
確

立
」

 

b
)
E
M
C・

半
導

体
（

6
テ

ー
マ
）

 

・
「

E
MC

サ
イ

ト
に

お
け

る
IS
O
1
7
0
25

測
定

手
順

の
確

立
と
不

確
か
さ

の
算

出
」
 

・
「

減
法

混
色

M
EM
S
デ
ィ

ス
プ

レ
イ
画

素
の

た
め

の
マ

イ
ク

ロ
ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
と

そ
の

モ
ジ
ュ

ー
ル

化
」
 

・
「

高
速

パ
ル

ス
ノ

イ
ズ

（
EF
T
/
B
等
）

抑
制

の
た

め
の

対
策

部
品
の

活
用

の
研

究
」
 

・
「

伝
導

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

の
対
策

部
品
選

定
手

順
に

関
す

る
研

究
」
 

・
「

高
速

デ
バ

イ
ス

の
高

周
波
特

性
評
価

手
法

の
確

立
」
 

・
「

高
い

信
頼

性
を

有
す

る
ガ
ス

電
子
増

幅
器

用
電

極
の

開
発

」
 

c
)
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

（
3
テ
ー

マ
）
 

・
「
【

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
研

究
】

天
井
移

動
型

案
内

ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発

」
 
 

・
「

ロ
ボ

ッ
ト

・
ミ

ド
ル

ウ
ェ
ア

に
よ
る

ロ
ボ

テ
ィ

ク
ス

・
メ

カ
ト
ロ

ニ
ク

ス
機

器
の

制
御

手
法
の

確
立

」
 

・
「

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発

環
境
構

築
と

案
内

ロ
ボ

ッ
ト

の
試
作

」
 

d
)
バ

イ
オ

応
用

分
野

（
5
テ
ー

マ
）
 

・「
放

射
性

炭
素

1
4
C
計
測

技
術

を
用
い
た

E
T
BE

ガ
ソ

リ
ン
お

よ
び
産

業
排

煙
の

バ
イ

オ
比

率
検
知

方
法

の
開

発
」
 

・
「

包
接

現
象

を
利

用
し

た
蛍
光

色
素
の

開
発

」
 

・
「

3
次

元
幹

細
胞

包
埋

用
の
自

己
組
織

化
人

工
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ
ク

ス
の

開
発

」
 

・
「

E
SR

を
利

用
し

た
活

性
酸
素

消
去
能

評
価

シ
ス

テ
ム

の
構

築
」
 

 ○
基

盤
研

究
の

取
り

組
み
 

重
点

4
分
野

2
7
件

を
含

む
62

件
の
基

盤
研

究

を
実

施
（

昨
年
度

6
1
件

）
 

重
点

4
分

野
の

テ
ー

マ
比

率
 

2
7
/
6
2＝

4
3
.5
％
 

 ○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
の

開
始

 

高
度

化
、

複
雑

化
す

る
課

題
に

対
応
す

べ
く

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

基
盤

研
究

を
開

始
 

複
数

の
技

術
分

野
に

ま
た

が
る

も
の

や
境

界

領
域

の
課

題
解

決
の

た
め

に
組

織
横

断
的

な
形

で
研

究
を

行
う

制
度

を
発

展
さ

せ
、
以
下

2
件

を
開

始
 

・
新

酸
化

物
触

媒
と

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
型

悪
臭

分
解

装
置

の
開

発
 

・
天

井
移

動
型

案
内

ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発
 

  ○
重
点

4
分
野

の
研

究
成

果
事

例
 

1
)
環

境
・

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
 

・「
微
生

物
を

利
用

し
た

レ
ア
メ

タ
ル
吸

着
剤

の
開

発
」
 

 
 

微
生

物
（

担
子

菌
）

を
利

用
し

た
重

金
属

回

収
処

理
 

2
)
E
M
C
半

導
体
 

・
「

E
MC

サ
イ

ト
に

お
け
る

IS
O
1
7
0
25

測
定
手

順

の
確

立
と

不
確

か
さ

の
算

出
」

 

 
 

C
E 

マ
ー

キ
ン

グ
取

得
時

の
デ

ー
タ

と
し

て

信
頼

度
向

上
 

3
)
メ

カ
ト

ロ
ニ

ク
ス
 

・「
シ
ー

ル
部

材
用

C
VD

多
結
晶

ダ
イ
ヤ

モ
ン

ド
被

覆
技

術
の

開
発

」
 

 
 

摩
擦

低
減

に
よ

る
ド

ラ
イ

シ
ー
ル

用
途

拡
大

4
)
バ

イ
オ

応
用
 

・
「

放
射

性
炭

素
1
4
C
計

測
技

術
を

用
い

た
E
TB
E

ガ
ソ

リ
ン

お
よ

び
産

業
排

煙
の

バ
イ

オ
比

率
検

知
方

法
の

開
発

」
 

 
 

1
4
C

積
算

に
よ

る
バ

イ
オ

マ
ス

比
率

検
知

方

法
の

確
立
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究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ

せ
て
、

第

二
期

中
期

計
画

期
間

中
に

60
件

を
目
標

と
す

る
。
 

 

・
「

T
L
測

定
対

象
の

拡
大

の
た

め
の
測

定
法

の
確

立
」
 

 
3
)
 復

興
支

援
に

直
結

す
る
技

術
分
野

(4
テ
ー

マ
) 

 
 

 
・
「
被

災
地

で
発

生
し
た

廃
木
材

中
塩

素
の

高
精

度
分

析
法
の

開
発

」
 

 
 

 
・
「
全

光
束

測
定

に
お
け

る
出
力

安
定

度
の

評
価

方
法

お
よ
び

計
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」
 

 
 

 
・
「
面

発
光

パ
ネ

ル
照
明

に
対
応

し
た

小
型

配
光

測
定

装
置
の

開
発

」
 

 
 

 
・
「
木

材
を

用
い

た
2
面

せ
ん
断

ボ
ル

ト
接

合
部

に
お

け
る
ナ

ッ
ト

の
弛

み
と

強
度

特
性
の

関
係

」
 

 (
2
)
基
盤

研
究

成
果

拡
大

に
向
け

た
取
り

組
み
 

 
1
)
研
究

課
題

外
部

評
価

制
度

の
見
直

し
 

 
 

昨
年

度
ま

で
の

課
題

評
価

1
0
テ

ー
マ

程
度

の
対

象
を
全

テ
ー
マ

評
価

対
象

へ
変

更
 

 
 

 研
究
成

果
発

表
会

で
評
価

を
実
施
 

 
評

価
テ

ー
マ

数
：

23
件
 

 
 
評

価
分

野
：

10
件
 

 
【

平
成

22
年
度

か
ら

の
変
更

箇
所
】
 

 
 

a
)研

究
発

表
会

で
の

外
部

評
価
委

員
に

よ
る

評
価
 

 
 

b
)個

別
評

価
と

分
野

評
価

に
評
価

項
目

を
分

類
 

 
 

 
・

個
別

評
価

3
項

目
（

計
画
性

・
技

術
性

・
発

展
性

）
 

 
 

 
・

分
野

評
価

3
項

目
(公

共
性
・

技
術

性
・

発
展

性
) 

 
 

c
)4

段
階

評
価

を
5
段
階

評
価
に

変
更
 

 
2
)
研
究

事
業

進
捗

管
理

の
強

化
 

 
 

 
・

研
究

開
発

の
入

り
口

（
ニ
ー

ズ
）

と
出

口
（

産
業

の
応
用

）
の

明
確

化
 

 
 

 
・

研
究

達
成

目
標

の
設

定
強
化
 

 
 

 
・

各
グ

ル
ー

プ
、

セ
ク

タ
ー

、
支

所
か

ら
の

前
年

度
ま

で
に

終
了

し
た

テ
ー

マ
の

成
果

取
組

状
況

及
び

平
成

2
4
年
度

研
究

事
業

方
針

に
関
す

る
報
告

の
義

務
付

け
 

 
3
)
研
究

事
業

拡
大

の
た

め
の

職
員
研

修
を

実
施
 

・
研

究
事

業
拡

大
の

た
め

、「
研

究
事
業

説
明

会
」

を
実

施
 

参
加

者
数

69
名
（

1
月

1
8
日

）
 

 
 

(
3
)
基
盤

研
究

成
果

の
展

開
 

1
)
基

盤
研

究
の

実
施

に
よ
り

2
3
年
度

に
成

果
展

開
し

た
実
績

：
16

件
 

（
前

年
度

：
31

件
）
 

 
 

 
中

期
目

標
期

間
目

標
値

達
成
率

：
2
7
% 

 
 

 
・

共
同

研
究

へ
展

開
 

7
件
（

前
年

度
：

1
3
件

）
 

 
 

 
・

外
部

資
金

導
入

研
究

へ
展
開

 
4
件
（

前
年

度
：

1
2
件

）
 

 
 

 
・

都
市

課
題

解
決

の
た

め
の
技

術
戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
展
開

 
3
件
（

前
年

度
：

3
件
）
 

 
 

・
中

小
企

業
の

製
品

化
・

事
業
化

へ
展

開
 

2
件

（
前

年
度
：

3
件

）
 

2
)
共

同
研

究
へ

の
展

開
 

平
成

23
年
度

実
施

共
同

研
究

4
3
件

中
7
件
が

過
去

の
基
盤

研
究
か

ら
発

展
 

共
同

研
究

テ
ー

マ
名
 

 
 

 
・
「
シ

ー
ル

部
材

用
CV
D
多
結

晶
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
被
覆

技
術
の

開
発

」
 

 
 

 
・
「
視

線
計

測
デ

ー
タ
の

解
析
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

開
発

」
 

 
 

 
・
「
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ
ト

用
標
準

回
路

基
板

の
開

発
」

 

 
・
「
超

微
小

気
泡

を
利

用
し
た

綿
布
の

染
色

加
工

」
 

 
 

 
・
「
細

幅
織

物
技

術
を
活

用
し
た

歯
間

ク
リ

ー
ナ

ー
の

開
発
」
 

 
 

 
・
「
ガ

ラ
ス

発
砲

体
に
よ

っ
て
回

収
さ

れ
た

リ
ン

の
農

業
利
用

法
の

開
発

」
 

 
 

 
・
「
容

リ
材

の
付

加
価
値

製
品
へ

の
適

用
」

 
 

 
3
)
外
部

資
金

導
入

研
究

へ
の

展
開
 

平
成

23
年
度

新
規

実
施

外
部
資

金
導
入

研
究

11
件
中

4
件
が

基
盤
研

究
か

ら
成

果
展

開
 

新
規

採
択

金
額

：
 
1
2
,9
0
7
千

円
 

 
 

 
テ

ー
マ

事
例
 

・
「

震
災

で
発

生
し

た
廃

木
材
・

土
壌
等

に
含

ま
れ

る
塩

分
の

簡
易
自

動
測

定
器

の
開

発
」（

経
産
省

）
 

・
「

バ
イ

オ
燃

料
の

混
合

ガ
ソ
リ

ン
中
の

バ
イ

オ
炭

素
比

率
の

簡
便
な

決
定

法
」（

JS
T
）
 

・
「

地
域

の
安

心
・

安
全

を
実
現

す
る
異

種
情

報
の

無
線

伝
送

制
御
シ

ス
テ

ム
」（

JS
T
）
 

・
「

人
間

の
手

操
作

の
評

価
シ
ス

テ
ム
の

た
め

の
3
次

元
距
離

デ
ー
タ

を
用

い
た

手
の

姿
勢

推
定
」（

電
気
学

会
）
 

 ○
復

興
支

援
に

直
結

す
る

研
究

テ
ー

マ
が

外
部

資

金
導

入
研

究
へ

展
開
 

・「
震
災

で
発

生
し

た
廃

木
材
・
土
壌

等
に

含
ま

れ

る
塩

分
の

簡
易

自
動

測
定

器
の

開
発
」
 

経
済

産
業

省
事

業
外

部
資

金
導

入
研
究

に
 

採
択
 

  ○
基

盤
研

究
成

果
拡

大
に

向
け

た
取
り

組
み
 

1
)
研

究
課

題
外

部
評

価
制

度
の

見
直
し
 

・
全

テ
ー

マ
を

評
価

対
象

に
変

更
 

 
・

個
別

テ
ー

マ
と

は
別

に
技

術
分
野

別
評

価
も

開
始
 

2
)
研

究
事

業
進

捗
管

理
の

強
化
 

・
研

究
開

発
の

入
り

口
（

ニ
ー
ズ

）
と
出

口
（

産

業
の

応
用

）
の

明
確

化
 

・
研

究
達

成
目

標
の

設
定

強
化
 

・
各

グ
ル

ー
プ

、
セ

ク
タ

ー
、

支
所

か
ら

の
前

年
度

ま
で

に
終

了
し

た
テ

ー
マ

の
成

果
取

組

状
況

及
び

平
成

2
4

年
度

研
究

事
業

方
針

に

関
す

る
報

告
の

義
務

付
け
 

3
)
研

究
事

業
説

明
会

の
開

催
 

 
 

参
加
者

6
9
名
 

      ○
基

盤
研

究
か

ら
の

成
果

展
開

 

成
果

展
開

実
績

 
1
6
件
 

中
期

目
標

期
間

目
標

値
達

成
率

：
2
7%
 

・
共

同
研

究
へ

展
開

 
7
件
 

・
外

部
資

金
導

入
研

究
へ

展
開

 
4
件
 

・
都

市
課

題
解

決
の

た
め

の
技

術
戦
略

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

展
開

 
3
件
 

・
中

小
企

業
の

製
品

化
・

事
業

化
へ
展

開
 

2
件
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4
)
都
市

課
題

解
決

の
た

め
の

技
術
戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
首

都
大
学

東
京

と
の

共
同

研
究

）
へ
の

展
開
 

 
 

 
平
成

2
3
年

度
新

規
実
施

プ
ロ
グ

ラ
ム

3
件

が
基

盤
研

究
か
ら

成
果

展
開
 

 
 

 
 

研
究

実
施

予
算

 
新

規
3
件

（
合
計

3
0
,0
0
0
千
円

）
 

 
 

 
平
成

2
3
年

度
開

始
テ
ー

マ
（
安

全
・

安
心

分
野

）
 

・
「

放
射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
デ
バ

イ
ス
の

開
発

」
 

 
 

 
・
「
呼

吸
・

心
拍

の
非
接

触
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
開
発

」
 

 
 

 
・
「
電

動
車

椅
子

危
険
探

知
お
よ

び
回

避
シ

ス
テ

ム
」

 

 
5
)
基
盤

研
究

実
施

に
よ

り
中

小
企
業

の
製

品
化

・
事

業
化

に
展
開
 

 
 

 
2
件
が

基
盤

研
究

か
ら

製
品
化

へ
成

果
展

開
 

 
 

 
・

イ
ン

ラ
イ

ン
計

測
の

た
め
の

生
産

デ
ー

タ
記

録
装

置
 

平
成

20
年
度

基
盤

研
究

 
→
 

平
成

2
1～

2
3
年

度
共

同
研
究

 
→
 

平
成

23
年
度

製
品
化

 

・
医

療
用

電
動

フ
ァ

ン
付

き
呼

吸
保
護

具
の

改
良
 

平
成

21
年
度

基
盤

研
究

 
→
 

平
成

2
2
年

度
共

同
研

究
 
→

 
平
成

23
年
度

製
品

化
 

 (
4
)
研
究

成
果

の
普

及
活

動
 

基
盤

研
究

を
中

心
に

各
研

究
か

ら
得
ら

れ
た

成
果

の
学

会
発

表
等
を

推
進
 

研
究

発
表

等
の

研
究

成
果

発
表

数
 
計

42
7
件
（

前
年
比

8
％

増
）

 
 

1
)
都

産
技

研
研

究
成

果
発

表
会

8
6
件

、
参

加
者

2
90

名
（
平

成
22

年
度

9
6
件

、
参

加
者

5
8
1
名

）
 

本
部

（
1
1
月

、
52

件
、

1
53

名
）
 

産
業

サ
ポ

ー
ト

ス
ク

エ
ア

・
TA
M
A
（
6
月
、

2
6
件

、
77

名
）

 

墨
田

支
所

（
7
月
、

8
件

、
60

名
）
 

 
 
【
発

表
テ

ー
マ

例
】
 

 
 

 
「

非
接

触
型

セ
ン

サ
を

用
い
た

電
力

監
視

シ
ス

テ
ム

の
構
築

」
 
 

 
 

 
「

プ
レ

ス
加

工
用

金
型

へ
の
高

耐
久
性

D
L
C
膜

の
成

膜
方
法

の
検

討
」

 
 

「
強

化
ガ

ラ
ス

の
特

性
と

破
壊

現
象
の

相
関

」
 
 

「
鉛

フ
リ

ー
は

ん
だ

の
分

析
法

の
開
発

」
 
 

2
)
都

産
技

研
研

究
成

果
発

表
会

の
活
性

化
 

 
 

 
・

口
頭

発
表

だ
け

で
は

な
く
、

よ
り

詳
細

に
伝

え
る

パ
ネ
ル

展
示

、
研

究
見

学
会

を
開
催
 

 
 

 
・
産
業

サ
ポ

ー
ト

ス
ク

エ
ア
・
T
AM
A
で

、「
多

摩
の
中

小
企
業

と
学

生
で

つ
く

る
コ

ン
バ
ー
ト

E
V
-中

古
車

を

E
V
に

-」
と
題

し
て

首
都

大
学

東
京
都

市
教

養
学

部
吉

村
卓

也
教
授

の
特

別
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実
施
 

 
 

 
・
本
部

会
場

で
、「

宮
城

県
に
お

け
る

産
業

振
興

と
東

日
本
大

震
災

」
と

題
し

て
、
財

団
法

人
み

や
ぎ

産
業
振
 

 
 

 
 

興
機

構
理

事
長

（
東

北
大
学

名
誉

教
授

）
中

塚
勝

人
氏
の

基
調

講
演

を
実

施
 

 
 

 
・

研
究

成
果

発
表

の
み

な
ら

ず
各

会
場

で
「

震
災

復
興

支
援

セ
ッ

シ
ョ

ン
」

を
設

け
、

省
電

力
対

策
に

関
す

る
一

般
講

演
を

併
せ

て
実

施
（

計
12

件
）
 

 
 

 
・

口
頭

発
表

及
び

展
示

パ
ネ

ル
の

内
容

が
優

れ
て

い
る

者
を

選
出

し
、

表
彰

す
る

制
度

（
「

発
表

賞
」
「

パ
ネ

ル
賞

」）
を
継

続
（

発
表

賞
5
件

 
パ
ネ

ル
賞

5
件

）
 

3
)
自

治
体

主
催

展
示

会
で

の
研

究
成
果

発
表
 

 
 
 

 ・
「
放

射
線

計
測

の
基
礎

 
～
測

定
の

原
理

及
び

放
射

線
量
を

表
す

単
位

に
つ

い
て

～
」（

府
中

市
）
 

 
 

 
・
「
市

販
さ

れ
て

い
る

L
E
D
照

明
器

具
の

省
エ

ネ
と

ノ
イ
ズ

に
つ

い
て

」（
府
中
市

）
 

 
 

 
・
「
非

接
触

型
セ

ン
サ
を

用
い
た

電
力

監
視

シ
ス

テ
ム

の
開
発

」（
府
中

市
）
 

 
 

 
・
「
も

の
づ

く
り

産
業
の

総
合
的

な
支

援
拠

点
 

新
本

部
紹
介

」（
府
中

市
）
 

 
 

 
・
「
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

で
の
も

の
づ

く
り

支
援

」（
府

中
市
）
 

 
 
 
 
 
 ・
「
放

射
線

の
人

体
影
響

―
何
が

ど
う

コ
ワ

イ
の

か
」（

羽
村
市

）
 

 
 

 
・
「
廃

棄
物

リ
サ

イ
ク
ル

の
た
め

の
放

射
能

測
定

」（
岩

手
県
）
 

 
 

 
・
「
コ

ラ
ー

ゲ
ン

マ
ニ
ピ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
技

術
に

よ
る

生
体
材

料
開

発
」（

山
梨
県
）

 

4
)
産

業
技

術
連

携
推

進
会

議
や

近
接
県

公
設

試
験

研
究

機
関

で
の
成

果
発

表
 

 
 

 
発

表
数

：
 
4
2
件

（
前

年
度

3
0
件

）
 

 
5
)
学
協

会
等

で
の

成
果

発
表

 

 
 

 
発

表
数

：
 
2
91

件
（
前

年
度

2
5
8
件

、
前

年
度
比

1
3
%
増
）
 

 
 
 

a)
学
協

会
で

の
論

文
発
表

3
3
件

(
国
際
誌

1
5
件

含
む
)
 

 
 
 
 
b)
学
協

会
で

の
口

頭
発
表

1
0
1
件

(国
際
会

議
1
7
件
含

む
) 

 
 
 
 
c)
学
協

会
で

の
ポ

ス
タ
ー

発
表
 

42
件

(国
際
会

議
14

件
含
む

) 

 
 
 
 
d)
技
術

解
説

・
技

術
ノ
ー

ト
 

 
 
 
 

・
学

協
会

や
工

業
団
体

・
報
道

機
関

か
ら

の
依

頼
に

対
応
 

47
件
 

 
 

  

               ○
研

究
成

果
の

普
及

活
動
 

基
盤

研
究

を
中

心
に

各
研

究
か

ら
得

ら
れ

た
成

果
の

学
会

発
表

等
を

推
進
 

研
究

発
表

等
の

研
究

成
果

発
表

数
 
計

42
7
件

（
前

年
度

39
6
件
 

前
年
比

8
％

増
）
 

1
)
都

産
技

研
研

究
発

表
会

86
件

 

2
)
自

治
体

主
催

展
示

会
で

の
研

究
成
果

発
表

8
件

3
)
産

業
技

術
連

携
推

進
会

議
や

近
接

県
公

設
試

験

研
究

機
関

で
の

成
果

発
表

 
42

件
 

4
)
学

協
会

等
で

の
成

果
発

表
 2
9
1
件
 

   ○
研

究
成

果
発

表
会

の
活

性
化

 

・
研

究
成

果
発

表
の

み
な

ら
ず

各
会

場
で

「
震

災

復
興

支
援

セ
ッ

シ
ョ

ン
」

を
設

け
、

省
電

力
対

策
に

関
す

る
一

般
講

演
を

併
せ

て
実
施
（

計
1
2

件
）
 

 ○
職

員
表

彰
（

発
表

賞
・

パ
ネ

ル
賞
）

の
実

施
 

（
継

続
）
 

・
よ

り
正

確
で

わ
か

り
や

す
い

研
究
成

果
発

表
会

を
実

施
す

る
た

め
、

各
会

場
で

、
プ

レ
ゼ

ン
能

力
が

優
れ

た
「
発

表
賞

」
、
研
究

成
果
を

的
確

に

表
現

し
た

「
パ

ネ
ル

賞
」

を
設

定
 

「
発

表
賞

」
計

5
件
 

「
パ

ネ
ル

賞
」
計

5
件
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e
)
依

頼
講

演
 

 
 
 

 
  
試
験

研
究

機
関

や
工
業

団
体
か

ら
の

講
演

依
頼

に
対

応
 

 
 

 
 

 
依

頼
講

演
数

：
 5
7
件

 （
前
年

度
：

4
1
件

）
 

f
)
依

頼
原

稿
 

 
 

 
  
学
協

会
誌

や
業

界
誌
か

ら
の
依

頼
に

対
応

し
て

研
究

成
果
を

寄
稿
 

 
 

 
  
 
 
 依

頼
原

稿
数

：
11

件
 

 (
5
)
基
盤

研
究

実
施

に
よ

る
知
的

財
産
権

へ
の

成
果

実
績
 

1
)
特

許
出

願
等

 
 

 
 

 
国

内
特
許

9
件
（

前
年

度
9
件

、
外
国

1
件
）
 

・
「

数
値

デ
ー

タ
の

圧
縮

シ
ス
テ

ム
及
び

方
法

」
 

・
「

絹
繊

維
品

の
プ

リ
ー

ツ
加
工

方
法
及

び
プ

リ
ー

ツ
加

工
品

」
 

・
「
相

溶
化
剤
、

そ
の

相
溶

化
剤

に
よ
り

相
溶

さ
れ

て
な

る
複

合
体
、
相

溶
化

剤
の

製
造
方

法
お
よ

び
そ

の
相

溶
化

剤
に

よ
り

相
溶

さ
れ

て
な

る
複
合

体
の

製
造

方
法

」
 

・
「

熱
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
C
V
D
装
置

及
び
成

膜
方

法
」
 

・
「

人
体

模
型

」
 

・
「

は
ん

だ
の

組
成

分
析

方
法
お

よ
び
は

ん
だ

溶
解

酸
液

」
 

・
「

骨
結

合
性

材
料

及
び

人
工
骨

」
 

・
「

吸
音

率
測

定
装

置
、

吸
音
率

測
定
方

法
お

よ
び

吸
音

率
測

定
プ
ロ

グ
ラ

ム
」
 

・
「

コ
ラ

ー
ゲ

ン
膜

及
び

培
養
容

器
」
(
優
先

権
主

張
出

願
) 

 
2
)
特
許

登
録
 

 
 

 
平
成

1
8
年

度
以

降
の
研

究
成
果

の
特

許
出

願
に

つ
い

て
は

3
件
が

特
許

登
録

（
累

計
31

件
）。

 

 (
6
)
研
究

成
果

に
よ

る
受

賞
実
績

(
年
報

：
P.
1
0
3)
 

 
 
 

 
 国

内
及

び
海

外
の

学
協

会
等
か

ら
論

文
賞

な
ど

を
受

賞
 
受

賞
数

：
1
3
件

（
前
年

度
：
1
0
件

）
 

1
)
国

内
で

の
受

賞
 

 
 
・
公
益

財
団

法
人

電
気
科

学
技
術

奨
励

会
 
第

5
9
回
電

気
科
学

技
術

奨
励

賞
：
騒
音

低
減
及

び
超

音
波

応
用

技

術
に

関
す

る
調

査
・

研
究

及
び

中
小
企

業
へ

の
技

術
移

転
 

・
全

国
繊
維

工
業

技
術

協
会
 

第
49

回
全

国
繊

維
技

術
交
流

プ
ラ
ザ

 
中

小
企

業
庁

長
官

賞
：
か
ら

だ
に

優
し

い
授

乳
用

ブ
ラ

ジ
ャ

ー
 

・
全

国
繊
維

工
業

技
術

協
会
 

第
49

回
全

国
繊

維
技

術
交
流

プ
ラ
ザ

 
奨

励
賞
：
多
摩
織

翠
紗
婦

人
春

夏
物

帽

子
 

・
公

益
財
団

法
人

り
そ

な
中
小

企
業
振

興
財

団
 
第

2
3
回
中

小
企
業

優
秀

新
技

術
・
新
製

品
賞
 

産
学

官
連

携

特
別

賞
：

有
毒

ガ
ス

分
解

・
浄

化
装
置

「
V
O
C 

K
i
ll
e
r」

 

 
 

・
第

7
8
回

日
本

分
析

化
学

会
有
機

微
量

分
析

研
究

懇
談

会
・
第

8
6
回

計
測

自
動

制
御

学
会
力

学
量

計
測
部
会
 

第
2
8
回

合
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
ポ

ス
タ
ー

賞
：

ベ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
賞

 

 
 

・
社

団
法

人
日

本
熱

処
理

技
術
協

会
 

技
術

精
励

賞
：

熱
処
理

技
術

の
発

展
へ

の
寄

与
 

 
 

・
第

７
回

東
京

の
伝

統
的

工
芸
品

チ
ャ

レ
ン

ジ
大

賞
 

優
秀
賞

：
べ

っ
甲

ラ
ン

プ
シ

ェ
ー
ド
 

 
 

・
明

治
大

学
創

立
13
0
周

年
記
念

懸
賞

論
文

学
際

領
域

系
最
優

秀
賞

：
ア

ジ
ア

の
漆

文
化
と

漆
工

技
術

の
保

存

科
学

的
意

義
 

・
第

5
回

キ
ッ

ズ
デ

ザ
イ

ン
賞

 
入
選

：
E
C
O
経

木
モ

ビ
ー

ル
木
工

工
作

キ
ッ

ト
 

・
塩

ビ
も

の
づ

く
り

コ
ン

テ
ス

ト
20
1
1 

優
秀

賞
：

雨
水
ろ

過
貯
水

容
器

PA
C
K
20
0
（
貯

タ
ン
く

ん
）
 

・
平
成

2
3
年

度
T
A
S
K
も

の
づ

く
り
大

賞
 

優
秀

賞
：

く
る

り
ん
ろ

ー
と
 

・
日

本
ロ
ボ

ッ
ト

学
会

 
第

26
回

 
研

究
奨

励
賞
：
仮
想

非
ホ

ロ
ノ
ミ

ッ
ク

拘
束

を
用

い
た

ス
ピ
ニ

ン
グ

加
工

用
教

示
シ

ス
テ

ム
の

開
発
 

2
)
海

外
学

会
か

ら
の

受
賞
 

・
I
E
E
E 

R
el
i
a
bi
l
i
ty
 
S
oc
i
e
t
y
 
Ja
p
a
n 
C
h
ap
t
e
r 
2
0
10
 

O
U
T
ST
A
N
DI
N
G
 Y
O
U
NG
 S
CI
E
N
T
I
S
T 
A
W
AR
D 

O
p
t
i
m
al
 
C
he
c
k
po
i
n
t 
D
e
ns
i
t
y
 
f
or
 
H
yb
r
i
d 
S
t
at
e
 
Sa
v
i
n
g 

 

                        ○
研

究
成

果
に

よ
る

受
賞

実
績

 

論
文

賞
受

賞
者

の
増

加
 

（
国

内
及

び
海

外
の

学
協

会
等

か
ら

論
文

賞
な

ど
を

受
賞

）
 

 
 

受
賞

数
：

13
件
（

前
年
度

：
10

件
）
 

 

 



― 94 ―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画
【

項
目

別
評

価
単

位
】
 

項
目

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

3
-
2
 
共
同

研
究
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

用

化
へ

つ
な

げ
て

い
く

た
め
、
独

自
の

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲

の

あ
る

中
小

企
業

や
業

界
団

体
、

大

学
、
研

究
機

関
と

協
力

し
て
、
共
同

研
究

に
積

極
的

に
取

組
む
。
共

同
研

究
の

実
施

に
よ

り
、
第

二
期
中

期
計

画
期

間
中

に
製

品
化

又
は

事
業

化

に
至

っ
た

件
数

に
つ

い
て

は
、

2
0

件
を

目
標

と
す

る
。
 

 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究

成
果

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

実
用

化
へ

つ
な

げ
て

い
く

た

め
、

独
自

の
技

術
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
有

し
意

欲
の

あ
る

中
小

企
業

や
業

界
団

体
、

大
学

、
研

究
機

関
と

協
力

し
て

、
共

同
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
む

と
と

も

に
、

成
果

展
開

へ
つ

な
げ

る
。

平
成

23
年
度

は
、
年

度
当

初
及

び
年

度
途

中
に

研
究

テ
ー

マ
を

公
募

に
よ

り
設

定
し

、
研

究
を

実
施

す
る
。
<
目
標
：
中
期

計
画

期
間

中
 

製
品

化
・
事
業

化
2
0

件
> 

 

1
7 

Ａ
 

(
1
)
共
同

研
究

の
実

施
 (
年
報
：

P
.
7
1)
 

1
)
中

小
企

業
等

と
の

共
同

研
究

の
推
進

  

a
)
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
共

同
研

究
を
公

募
し

た
結

果
、

30
テ

ー
マ
の

共
同

研
究

を
新

規
に

実
施
 

(
4
月
開

始
：

1
9
件

、
10

月
開

始
：
 
1
1
件

) 
(
前
年

度
：

3
3
テ

ー
マ

) 

 
 

b
)研

究
課

題
選

定
ヒ

ア
リ

ン
グ
で

は
、
共
同

研
究

先
に

も
出
席

を
求

め
、
目
的

や
役

割
分
担

、
実

現
性

、
波

及
効

果
、
研

究
成

果
等

を
総

合
的

に
評

価
し

て
課
題

を
選

定
 

 
 

c
)中

間
、

最
終

の
ヒ

ア
リ

ン
グ
で

確
実

な
フ

ォ
ロ

ー
を

実
施
 

2
)
大

学
等
と

1
9
テ

ー
マ

の
研
究

を
実
施

(前
年
度

：
24

テ
ー

マ
) 

 
a
)
実
施

機
関

：
首

都
大

学
東

京
、
北

海
道

大
学

、
岩

手
大

学
、
埼

玉
大

学
、

東
京

大
学

、
芝
浦

工
業

大
学

、
 

早
稲

田
大

学
、

東
海

大
学

、
成

蹊
大
学

、
慶

応
義

塾
大

学
、

東
京
都

農
林

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
 

産
業

技
術

総
合

研
究

所
、

国
立

医
薬
品

食
品

衛
生

研
究

所
、

日
本
原

子
力

開
発

機
構
 

 
 

【
共

同
研

究
実

施
事

例
】

 

・
東

京
都

農
林

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
と

の
農

商
工

連
携

研
究

（
3
件

実
施

）
 

 
①

灌
水

労
力

を
軽

減
す

る
吸

水
性
シ

ー
ト

の
開

発
 

 
②

ガ
ラ

ス
発

砲
体

に
よ

っ
て

回
収
さ

れ
た

リ
ン

の
農

業
利

用
法
の

開
発
 

 
③

放
射

性
物

質
の

回
収

・
減

容
化
・

固
化

方
法

の
開

発
 

3
)
共

同
研

究
開

発
室

の
利

用
 

 
 

 
本

部
に

3
室

の
共

同
研

究
開
発

室
を

新
た

に
設

置
【

再
掲
：

項
目

7】
 

都
産

技
研

内
の

設
備

お
よ

び
都

産
技
研

職
員

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
を
効

果
的

に
活

用
す

る
こ

と
で
研

究
開

発
を

加
速
 

【
共

同
研

究
開

発
室

で
の

共
同

研
究
実

施
テ

ー
マ

】
 

・
「

塗
装

工
場

か
ら

排
出

V
OC

の
捕

集
・

回
収

技
術

の
確

立
と

商
品
化

」
 

・
「

直
管

型
L
E
D
ラ

ン
プ

の
自
然

光
を
利

用
し

た
照

度
調

整
に

よ
る
省

エ
ネ

シ
ス

テ
ム

の
研

究
」
 

・
「

放
射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
デ
バ

イ
ス
の

開
発

」（
首
都

大
学
東

京
と
の

共
同

研
究

）
 

4
)
共

同
企

業
先

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
実
施

（
新

規
）
 

 
 

共
同

研
究

先
（

12
社
）
に

対
し
て

応
募

動
機

に
関

す
る

ア
ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
(4

月
) 

技
術

相
談

5
件

、
依

頼
試
験

3
件

等
、

技
術

支
援

事
業

か
ら

応
募
に

発
展

し
た

共
同

研
究

が
半
数

以
上
 

 (
2
)
共
同

研
究

に
よ

る
製

品
化
・

事
業
化

実
績
 

 
1
)
共
同

研
究

の
実

施
に

よ
り

2
3
年

度
製

品
化

・
事

業
化
へ

展
開
し

た
実

績
：

11
件
 
(
前

年
度

：
10

件
) 

 
 

 
中

期
目

標
期

間
目

標
値

達
成
率

：
5
5
% 

2
)
 
平
成

2
3
度

研
究

テ
ー

マ
に

よ
る
製

品
化

・
事

業
化

事
例

 

・
「

視
線

計
測

デ
ー

タ
の

解
析
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
」

販
売

開
始
 

3
)
平
成

2
2
度

以
前

の
テ

ー
マ
に

よ
る
平
成

2
3
度

製
品

化
・
事

業
化
事

例
等
 

 
 
・
「

LE
D
お

よ
び

拡
散

板
を
用

い
た
広

範
囲

光
照

射
装

置
の

開
発
」

販
売

開
始

（
L
E
D
バ

ス
停
掲

示
板

を
本

部
に

設
置

）
 

 
 
 
 
・「

迅
速

に
脱

衣
可

能
な
防

護
服
の

開
発

」
受

注
生

産
開

始
 

・
「

直
流

電
流

校
正

用
測

定
器
」

販
売
開

始
【

再
掲

】
 

・
「

1
0
0％

バ
イ

オ
マ

ス
成

形
材

料
に
よ

る
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
セ

ス
を
活

用
し

た
商

品
化

」
販

売
開
始
 

・
「

医
療

用
電

動
フ

ァ
ン

付
き
呼

吸
保
護

具
の

改
良

」
販

売
開

始
【
再

掲
】
 

・
「

東
京

ス
カ

イ
・

ツ
リ

ー
観
光

グ
ッ
ズ

の
製

品
開

発
」

販
売

開
始
 

・
「

伝
統

工
芸

多
摩

織
を

用
い
た

新
製
品

開
発

」
販

売
中
 

・
「

高
精

度
型

光
フ

ァ
イ

バ
ー
温

度
計
の

開
発

」
販

売
開

始
 

4
)
事

業
化

支
援

活
動
 

 
 

展
示

会
等

に
積

極
的

に
出

展
し
、

開
発

品
の

事
業

化
を

支
援
（
計

3
件
）

 
 

 
 ・
「

1
0
0％

バ
イ

オ
マ

ス
成
形

材
料
に

よ
る

デ
ザ

イ
ン

プ
ロ

セ
ス
を

活
用

し
た

商
品

化
」（

第
6
回
国

際
雑

貨
E
X
P
O：

出
展
） 

・
「

東
京

ス
カ

イ
・

ツ
リ

ー
観
光

グ
ッ
ズ

の
製

品
開

発
」（

第
一

ホ
テ
ル

両
国

：
常

設
展

示
・

販
売
）
 

・
「

伝
統

工
芸

多
摩

織
を

用
い
た

新
製
品

開
発

」（
2
0
12
J
FW

ジ
ャ

パ
ン

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

A
/
W
：
出

展
、
 

産
業

交
流
展

2
0
11
：
出

展
、
第

7
回
東

京
都

伝
統

工
芸

品
チ

ャ
レ
ン

ジ
大

賞
：

出
展

）
 

 

(
3
)
共
同

研
究

に
よ

る
特

許
・
商

標
出
願
 

 
 

共
同

で
の

特
許

出
願

10
件

(
国
内

新
規

出
願

7
件

、
国
内

優
先
権

出
願

2
件

、
P
C
T
出

願
1
件

)、
 

実
用

新
案

出
願

1
件

(登
録
済
)
、

商
標

出
願

2
件
 

 
 

(前
年
度

：
特

許
出

願
12

件
(国

内
11

件
、

P
CT
1
件
)、

商
標
登
録

1
件
 

 ○
共

同
研

究
の

継
続

的
推

進
 

・
3
0
件

の
新

規
実

施
（

全
43

件
実
施

）
 

・
フ

ォ
ロ

ー
強

化
に

よ
る

質
の

向
上
 

 ○
共

同
研

究
先
に

対
し
応

募
動

機
に
関

す
る
ア

ン
ケ

ー

ト
調

査
を

実
施
 

技
術

相
談

5
件

、
依

頼
試

験
3
件

等
、
技

術
支

援
事

業
か

ら
応

募
に

発
展

し
た

共
同

研
究
が

半
数

以
上
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

○
共

同
研

究
に

よ
る

製
品

化
・

事
業
化

実
績
 

1
)
2
3
年

度
製

品
化

・
事

業
化
へ

展
開
し

た
実
績

1
1
件

（
前

年
度

：
1
0
件

）
 

中
期

目
標

期
間

目
標

値
達

成
率

：
5
5%
 

2
)
2
3
年

度
の

製
品

化
・

事
業
化

事
例
 

・
「

視
線

計
測

デ
ー

タ
の

解
析
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
」

・
「

L
E
D

お
よ

び
拡

散
板

を
用

い
た

広
範

囲
光

照
射

装

置
」
 

・
「

迅
速

に
脱

衣
可

能
な

防
護
服

」
 

 
 ○

事
業
化

支
援

活
動
 

 
 

展
示

会
等
に

積
極
的

に
出

展
し
、

開
発
品

の
事

業

化
を

支
援

（
計

3
件

）
 

・
「

1
0
0％

バ
イ
オ

マ
ス
成

形
材

料
に
よ

る
デ
ザ

イ
ン

プ

ロ
セ

ス
を

活
用

し
た

商
品

化
」（

展
示
会

出
展

）
 

・
「

東
京

ス
カ

イ
・

ツ
リ

ー
観
光

グ
ッ
ズ

の
製

品
開

発
」

 
（

ホ
テ

ル
内

で
常

設
展

示
・

販
売
）
 

・
「

伝
統

工
芸

多
摩

織
を

用
い
た

新
製
品

開
発

」
 

 
（

展
示

会
３

会
場

に
出

展
）

 

  ○
共

同
研

究
に

よ
る

特
許

・
商

標
出
願
 

・
共

同
で

の
特

許
出
願

1
0
件
（

国
内
新

規
出
願

7
件
、

国
内

優
先

権
出
願

2
件
、

P
CT

出
願

1
件
）

 
 

・
実

用
新

案
出
願

1
件
（

登
録

済
）
 

・
商

標
登
録

2
件
 

 
計

13
件
を

実
施

（
前

年
度
並

み
）
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【
特

許
出

願
】
 

・
「

燃
料

電
池

、
そ

の
駆

動
シ
ス

テ
ム
及

び
燃

料
電

池
組

み
立

て
キ
ッ

ト
」
 

・
「

成
形

用
材

料
及

び
そ

の
製
造

方
法
並

び
に

該
成

形
用

材
料

を
用
い

た
圧

縮
成

形
体

」
 

・
「

成
形

体
の

製
造

方
法

」
 

・
「

成
形

用
材

料
と

、
こ

れ
を
用

い
た
成

形
体

」
 

・
「

有
機

溶
剤

の
脱

着
方

法
お
よ

び
有
機

溶
剤

の
脱

着
装

置
」

 

・
「

防
護

帽
、

防
護

帽
の

使
用
方

法
、
防

護
服

及
び

防
護

装
置

」
 

・
「

造
粒

体
、

造
粒

体
の

製
造
方

法
、
水

質
浄

化
装

置
、

リ
ン

酸
肥
料

、
及

び
土

壌
改

良
資

材
」
 

・
「

流
路
形

成
用

ガ
ラ

ス
組

成
物

、
そ
の

組
成

物
で

形
成
さ
れ

る
微
細

流
路

を
備

え
る
石
英

ガ
ラ
ス

マ
イ

ク
ロ

リ
ア
ク
タ

ー
及

び
そ

の
流

路
形

成
方

法
」

(
優
先

権
主

張
出

願
) 

・
「

冷
却

基
材

、
冷

却
シ

ー
ト
及

び
ネ
ッ

ク
ク

ー
ラ

ー
」

(優
先

権
主
張

出
願

) 

・
「

燃
料

電
池

用
集

電
材

」
(P
C
T
出
願

) 

【
実

用
新

案
出

願
】
 

・
「

ブ
ラ

ジ
ャ

ー
」
 

【
商

標
出

願
】

  

・
「

茜
硝

子
」（

1
月

27
日
登
録

）
 

・
「

m
e
ri
l
a
bo
」
 
 

     (
4
)
共
同

研
究

か
ら

外
部

資
金
獲

得
等
へ

展
開
 

 
 

・
外

部
資

金
導

入
研

究
に

採
択
「

V
OC

吸
着

リ
サ

イ
ク

ル
シ
ス

テ
ム

の
開

発
」
 

 
 

 
 

共
同

研
究

先
が

、
平

成
23

年
度

公
社

「
新

製
品
・

新
技
術

開
発

助
成

金
」

に
採

択
さ
れ

、
さ

ら
に

経
済

産
業

省
 

「
異

分
野

連
携

事
業

分
野

開
拓

計
画
」

に
も

認
定
 

 (
5
)
共
同

研
究

成
果

の
普

及
活
動

 

1
)
T
I
R
I 
N
e
ws

の
事

例
紹

介
に

よ
る
製

品
化

・
事

業
化

支
援

 

・
「

医
療

用
電

動
フ

ァ
ン

付
き
呼

吸
保
護

具
の

改
良

」【
再
掲
】

 

・
「

1
0
0％

バ
イ

オ
マ

ス
成

形
材

料
に
よ

る
デ

ザ
イ

ン
プ

ロ
セ

ス
を
活

用
し

た
商

品
化

」【
再

掲
】
 

2
)
成

果
発

表
 

 
 

a
)都

産
技

研
研

究
発

表
会

(
5
件

) 

①
 
エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

分
野
(
1
件

) 

②
 
環
境

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
分
野

(
2
件

)
 
 

③
 
バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
分
野

(
1
件

)
 
 
  

④
 
品
質

強
化

分
野

(
1
件

) 
 

 
 

b
)
そ

の
他

発
表

(
56

件
)
(
国
際

会
議
等

13
件
含

む
) 

 
（

22
年
度

以
前

の
共

同
研
究

成
果
も

含
む

）
 

【
発

表
事

例
】
 

・
「

桐
た

ん
す

の
変

色
部

に
生

育
し
た

糸
状

菌
の

分
離

お
よ

び
同
定

」
日

本
防

菌
防

黴
学

会
 
論

文
 

・
「

純
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
粉

末
の

圧
縮
性

と
焼

結
性

に
及

ぼ
す

温
間
成

形
の

影
響

」
（

社
）
紛

体
粉

末
治

金
協

会
 
論
文
 

・
「
ハ

ロ
ゲ

ン
及

び
硫

黄
の
自

動
分
析

装
置

の
開

発
」
第

78
回

日
本

分
析

化
学

会
有

機
微
量

分
析
研

究
懇

談
会

 
第

8
6

回
計

測
自

動
制

御
学

会
力

学
量

計
測
部

会
 

第
2
8
回
合

同
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

 
口

頭
発

表
 

・
「

E
ff
e
c
t 
o
f 
C
om
p
a
ct
i
o
n 
T
e
m
pe
r
a
tu
r
e 
o
n
 S
i
n
te
r
a
bi
l
i
t
y 
o
f 
M
a
gn
e
s
iu
m
 a
n
d
 A
lu
m
i
n
u
m 
P
ow
d
e
r 
M
ix
t
u
re
s 

b
y
 
W
a
rm
 
C
om
p
a
ct
i
o
n 
M
e
th
o
d
」

（
社

）
日

本
金

属
学

会
 

論
文
 

・
「

F
or
c
e
-d
i
s
tr
i
b
ut
i
o
n-
b
a
s
e
d
 E
v
a
l
ua
t
i
on
 o
f
 P
r
o
du
c
t
 D
e
si
g
n
 S
u
i
t
ab
l
e
 f
o
r
 D
y
n
a
m
ic
a
l
ly
 D
e
xt
e
r
ou
s 

H
u
m
a
n
 H
a
n
d 
M
a
ni
p
u
la
t
i
on
」

2
0
t
h 
I
E
EE
 
I
nt
e
r
na
t
i
on
a
l
 
S
y
mp
o
s
iu
m
 
on
 
I
nd
u
s
tr
i
a
l
 

E
l
e
c
t
ro
n
i
cs
(
I
SI
E
2
01
1
)
 口

頭
発
表
 

・
「

S
ur
f
a
ce
 
m
od
i
f
ic
a
t
io
n
 
o
f
 
DL
C
 
co
a
t
ed
 
r
ub
b
e
r 
b
y
 
i
r
ra
d
i
at
i
o
n 
o
f
 e
l
e
ct
r
o
n
 
b
ea
m
」
日

本
ト

ラ
イ

ボ
ロ

ジ
ー

学
会

 
I
n
t
er
n
a
ti
o
n
a
l
 
Tr
i
b
ol
o
g
y 
C
o
nf
e
r
en
c
e
 
2
0
11
 
ポ
ス

タ
ー

発
表
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3
)
新

聞
報

道
、

雑
誌

掲
載

 
11

件
 
(
前
年

度
：

1
3
件

) 

 

 

掲
載

日
 

掲
載

紙
(
誌

) 
記

事
タ
イ

ト
ル

・
内

容
な

ど
 

9
月

1
日
 

B
u
l
l
e
ti
n
 
J
AS
A
 
9

月
号

v
o
l
.
3
9,
p
p
.6
-
7
(2
0
1
1)
 

も
の

づ
く

り
産

業
の

総
合

的
な

支
援

拠
点

 
地

方
独

立
行

政
法

人

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー
の

新
本

部
が

オ
ー

プ
ン

 

1
0
月

14
日

岐
阜

新
聞
 

漆
と

木
粉

だ
け

で
成

形
素

材
開

発
 
立

体
的

な
造

形
可

能
に

 

1
0
月

21
日

日
経

速
報

ニ
ュ

ー
ス

ア
ー

カ

イ
ブ
 

リ
ン

酸
回

収
、
薄
型

T
V
の

廃
ガ

ラ
ス
活

用
 

都
産

業
技

研
・
JE
I
TA
 

1
0
月

30
日

読
売

新
聞
 

シ
ニ

ア
の

お
し

ゃ
れ

応
援

 
60

歳
か
ら

の
女

性
用

下
着

デ
ザ

イ
ナ

ー
 

1
1
月

10
日

工
団

連
, 

11
月

号
,
第

5
38

号
,
p
2
(2
0
1
1)
 

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

 
見
学

会
・

講
演

会
を

開
催

 

1
1
月

15
日

強
化

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ス
,
v
ol
.
5
7,
N
o
11
,
p
p.
1
8
-2

0
（

2
0
11
）
 

研
究

機
関

紹
介

 
地

方
独

立
行

政
法

人
 

東
京

都
立

産
業

技
術

研

究
セ

ン
タ

ー
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
 

1
1
月

21
日

日
経

産
業

新
聞
 

麦
わ

ら
か

ら
活

性
炭

、
ハ

マ
リ

化
成

・
都

立
産

技
研

、
製

紙
廃

液

活
用

 
コ

ス
ト

も
安

く
 

1
1
月

21
日

日
経

速
報

ニ
ュ

ー
ス

ア
ー

カ

イ
ブ
 

麦
わ

ら
か

ら
活

性
炭

、
ハ

マ
リ

化
成

・
都

立
産

技
研

、
製

紙
廃

液

活
用

 
コ

ス
ト

も
安

く
 

1
2
月

1
日
 

塗
装

技
術

,
12

月

号
,
p
.
37
(
2
01
1
) 

研
究

成
果

発
表

会
を

開
催
 

2
月

15
日
 

日
刊

建
設

工
業

新
聞
 

関
東

経
済

局
/
震

災
復

興
技

術
 

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
実

証
研

究
事

業
/
1
1
件

を
採

択
 

2
月

25
日
 

中
小

企
業

応
援

情
報

満
載

「
M
I
N
AT
O
あ

ら
か

る
と

」
 

未
来

に
託

す
技

巧
「

「
伝

統
工

芸
を

守
り

た
い

」
と

い
う

思
い

が

生
ん

だ
新

技
術

」
ヤ

マ
ト

化
工

株
式

会
社

 
取

締
役

社
長

 
荒

川
博

史
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

3
-
3
 
外
部

資
金

導
入

研
究

・
調

査
 

 
都

産
技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果

を
基

に
、

科
学

技
術

研
究

費
や

産
業

振
興

を
目

的
と

す
る

外
部

資
金

等
に

積
極

的
に

応
募

し
採

択
を

目
指

す
。

 
 

 
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果
を
基

に
、

科
学

技
術

研
究

費
や

産
業

振
興
を

目

的
と

す
る

外
部

資
金

等
に

積
極

的
に
応

募

し
採

択
を

目
指

す
。

外
部

資
金

を
導
入

し

た
研

究
・

調
査

を
実

施
し

た
成

果
を
も

っ

て
、

中
小

企
業

の
ニ

ー
ズ

や
社

会
的
ニ

ー

ズ
の

解
決

に
応

え
て

い
く

。
外

部
資
金

導

入
研

究
・
調
査

の
採

択
件

数
に
つ

い
て
は

、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
中
に

6
0
件
を

目

標
と

す
る

。
 

 

①
提

案
公

募
型

研
究
 

・
技

術
開

発
の

要
素

が
大

き
い

経
済

産
業

省
や

文
部

科
学

省
な

ど
の

提
案

公
募

型
事

業
へ

積
極

的
に

応
募

し
、

採
択

を
目

指
す

と
と

も
に

、
採

択
さ

れ
た

研
究

を
確

実
に

実
施

す
る

。
 

・
未

利
用

外
部

資
金

の
調

査
を
行

い
、

申
請

可
能

な
も

の
を

抽
出

し
て

積
極

的
に

申
請

す
る

。
 

1
8 

Ａ
 

(
1
)
外
部

資
金

導
入

研
究

の
実
績

 

1
)
採

択
実

績
 

・
2
5
件

実
施

（
う

ち
新

規
採
択

：
10

件
）

  

（
前

年
度

：
2
3
件

実
施

 
う
ち

新
規
採

択
：

12
件
）
 

 
 

・
応
募

6
1
件

の
う

ち
、
1
0
件
採

択
 

 
中

期
目

標
期

間
目

標
値

達
成

率
：
 
1
0
 /
 
6
0 
=
 
17
% 

 

提
案

公
募

型
研

究
テ

ー
マ

応
募

件
数
(
前
年

度
比

) 

 
平

成
23

年
度
 

平
成

22
年
度
 

文
部

科
学

省
事

業
（
科

研
費

）
3
8
件
 

2
5
件
 

科
学

技
術

振
興

機
構

事
業
 

6
件
 

3
件
 

経
済

産
業

省
事

業
 

4
件
 

1
1
件
 

農
林

水
産

省
事

業
等
 

3
件
 

2
件
 

そ
の

他
 

1
0
件
 

1
0
件
 

合
計
 

6
1
件
 

5
1
件
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
※

応
募

件
数

が
昨

年
度
よ
り

1
0
件

増
加
 

2
)
獲

得
資

金
実

績
 

総
額

1.
9
億
円

（
う

ち
新

規
採

択
0.
3
億
円

）
 

(
前

年
度

獲
得

資
金

：
2.
2
億
円

、
う
ち

新
規

採
択

：
1
.
7
億

円
) 

 
 
 

a
)提

案
公

募
型

及
び

受
託

研
究
：

獲
得
額

1
.
6
億

円
（

経
産
省

1.
2
億
円

、
そ

の
他

0
.
4
億

円
）
 

 
 
 
b
)地

域
結

集
型

研
究

 
  
 
 
 
 
 
 :
獲
得

額
0
.
1
億

円
 

 
3
)
受
託

研
究

の
実

施
 

 
 

中
小

企
業

の
技

術
課

題
、

行
政
課

題
解

決
の

迅
速

な
支

援
を
実

施
 

 
 

 
受

託
研

究
の

実
施

状
況

：
6
件

実
施

（
前

年
度

：
4
件

）
 

 
 
【
実

施
テ

ー
マ

事
例

】
 

・
「

べ
っ

甲
材

の
有

効
利

用
に
関

す
る
研

究
」
 

・
「

軽
金

属
の

微
量

成
分

分
析
に

関
す
る

研
究

」
 

 (
2
)
外
部

資
金

獲
得

活
動

の
強
化

 

1
)
未

利
用

外
部

資
金

へ
の

応
募

 
 

未
利

用
外

部
資

金
の

積
極

的
な

活
用
を

図
る

た
め

、
利

用
可

能
な
提

案
公

募
型

研
究

に
つ

い
て
、

募
集

案
内
 

を
全

職
員

に
通

知
し

積
極

的
に

応
募
 

2
)
採

択
状

況
 

未
利

用
外

部
資

金
に

10
件
応
募

し
、
3
件
採

択
 

（
前

年
度

：
9
件
応

募
、

3
件
採

択
）
 

【
新

た
に

採
択

さ
れ

た
未

利
用

外
部
資

金
事

例
】
 

 
 

・
平
成

2
3
年

度
補

正
予
算

震
災
復

興
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
創

出
実

証
研

究
事

業
（

経
済
産

業
省

）
 

・
国

際
会
議

へ
の

出
席

助
成

｢人
間

の
手

操
作

の
評

価
シ

ス
テ

ム
の
た

め
の

3
次

元
距

離
デ

ー
タ
を

用
い

た
手

の

姿
勢

推
定

」（
一
般

社
団

法
人
電

気
学
会

）
 

・
一

般
研

究
開

発
助
成

｢ス
ー
パ

ー
・
ハ

イ
テ

ン
材
の

高
精
度

せ
ん
断

加
工

に
用

い
る

工
具

の
長
寿

命
化

技
術

の

開
発

」（
公
益

財
団

法
人

天
田
財

団
）
 

3
)
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
研

修
、
指

導
を

強
化
 

 
 

a
)活

動
内

容
 

①
外

部
資

金
の

獲
得

へ
職

員
の

能
力
向

上
を

図
る

た
め

、
科

学
研
究

費
制

度
、

公
的

研
究

費
の
管

理
体

制
、
 

研
究

計
画

調
書

作
成

方
法

の
職

員
専
門

研
修

を
実

施
(
受
講
者

3
5
名

：
7
月

20
日
開

催
) 

②
幹

部
職

員
に

よ
る

科
学

研
究

費
調
書

の
作

成
の

個
別

指
導

 

③
応

募
書

類
の

事
前

確
認

、
事

前
持
込

み
相

談
の

実
施
 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

 
(
2
2
年

度
評

価
指

摘
事

項
) 

「
外

部
資

金
獲

得
の

活
動

を
強

化
し

て
い

く
と

と

も
に

、
研

究
の

着
実

な
実

施
や

成
果

の
達

成
に

向

け
て

、
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

し
っ

か
り

と
確

立
し

て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。」
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

1
)
外

部
資

金
獲

得
活

動
の

強
化

 

・
未

利
用

外
部

資
金

制
度

の
周

知
と
応

募
 
 

・
外
部

資
金

獲
得

の
職

員
能
力

向
上
を

図
る

た
め

、

科
学

研
究

費
制

度
、
公

的
研
究

費
の
管

理
体

制
、

研
究

計
画

調
書

作
成

方
法

の
職

員
専

門
研

修
を

実
施

(受
講
者

3
5
名

) 

・
応

募
書

類
の

事
前

確
認

、
事

前
持
込

み
相

談
の

実
施

に
よ

る
応

募
の

質
の

向
上
 

・
科

学
研

究
費

の
不

採
択

理
由

を
研
究

者
に
 

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
制

度
を

構
築
 

2
)
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

確
立
 

・
進

行
管

理
の

実
施
 

 
外

部
資

金
導

入
研

究
の

進
行

管
理
を

新
た

に
開

始
（

中
間

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

追
加

）
 

・
幹

部
職

員
に

よ
る

科
学

研
究

費
調
書

作
成

の
個

別
指

導
（

58
件
）
 

  ○
外

部
資

金
導

入
研

究
の

実
績

 

1
)
実

施
テ

ー
マ

数
 

 
 

25
件
（

前
年

度
：

2
3
件
）
 

 2
)
経

済
産

業
省

関
連

事
業
 

・
サ

ポ
イ

ン
事
業

5
件
を

継
続

 

 3
)
科

学
研

究
費

補
助

金
 

・
1
1
件

実
施

（
う

ち
5
件
が
新

規
）
 

・
｢
複
合

表
面

改
質

処
理

に
よ
る

高
機
能

DL
C
膜
の

開
発

｣ 

・
｢
3
次

元
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
の
硬

さ
が
幹

細
胞

に
よ

る
軟

骨
細

胞
の

分
化

に
及

ぼ
す

影
響
｣ 

等
を

実
施
 

 4
)
J
S
T
 A
-
S
TE
P
事

業
に

2
件
採

択
（
新

規
）
 

・
｢
バ
イ

オ
燃

料
混

合
ガ

ソ
リ
ン

中
の
バ

イ
オ

炭
素

比
率

の
簡

便
な

決
定

法
-
炭

素
排

出
権

取
引

普

及
に

向
け

た
技

術
基

盤
の

確
立

-
｣ 

・
｢
地
域

の
安

心
・
安
全

を
実
現

す
る
異

種
情

報
の

無
線

伝
送

制
御

シ
ス

テ
ム

｣ 
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b
)
活

動
成

果
 

 
①

23
年
度

競
争

的
外

部
資
金

導
入
研

究
へ

の
応

募
 

 
 

 
応

募
総

数
 

61
件
 
（

前
年
度

：
5
1
件

）
 

②
2
4
年

度
科

学
研

究
費

補
助
金

事
業
応

募
（

研
究

代
表

者
）

 

応
募

29
件
（

前
年

度
：

2
7
件

）
 
う

ち
採

択
件

数
 

5
件

（
前
年

度
：

2
件

）
 

 
4
)
科
学

研
究

費
補

助
金

申
請

団
体
と

し
て

の
要

件
確

保
 

 
 

a
)活

動
内

容
 

 
 

 
・

査
読

付
き

論
文

の
執

筆
・
掲

載
状

況
の

調
査

及
び

把
握
 

 
 

 
・

査
読

付
き

論
文

へ
の

投
稿
促

進
、

適
切

な
共

著
者

選
定
の

指
導
 

 
 

b
)活

動
成

果
 

 
 

 
・

年
度

途
中
で

2
回
の

調
査
を

行
い

、
著

者
数

の
推

移
を
把

握
し

、
研

究
者

に
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
 

 
 

 
・

論
文

著
者

数
の

要
件

を
大
き

く
ク

リ
ア

（
執

筆
割

合
が
研

究
者

数
の

20
％
以
上

が
要
件

）
 

 
 

 
 

 
4
2
名

 
24
.
1％

（
前

年
度

：
3
5
名

 
20
.
2％

）
 

 
 

 
 
 

論
文

著
者

数
と

執
筆

割
合
の

推
移

 
 

 
 

 
 

年
度
 

2
1
 

2
2
 

2
3
 

研
究

者
数
 

1
5
4

1
7
3

1
7
4

執
筆

者
数
 

3
2

3
5

4
2

執
筆

割
合
 

2
0
.
8

2
0
.
2

2
4
.
1

 (
3
)
経
済

産
業

省
関

連
事

業
 
 

 
1
)
実
施

状
況
 

6
件

実
施

（
2
3
年
度

新
規

4
件

応
募
し

1
件

採
択

、
前

年
度

継
続
テ

ー
マ

5
件

）
 

 
2
)
実
施

事
業

名
 

 
 

a
)新

規
採

択
事

業
：

1
件

 

・
震

災
復

興
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
創

出
実

証
研

究
事

業
（

民
間
企

業
と

共
同

で
実

施
）

 

【
実

施
テ

ー
マ

名
】
 

 
｢
震
災

で
発

生
し

た
廃

木
材
・

土
壌
等

に
含

ま
れ

る
塩

分
の

簡
易
自

動
測

定
器

の
開

発
｣ 

 
 

b
)継

続
事

業
：

5
件

 
 

・
サ

ポ
ー

テ
ィ

ン
グ

イ
ン

ダ
ス

ト
リ
ー

 
(も

の
づ

く
り

基
盤

技
術
)
 
5
件
 

【
実

施
テ

ー
マ

名
】
 

・
｢
ド
ラ

イ
プ

レ
ス

加
工

用
の
ボ

ロ
ン
ド

ー
プ

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド

コ
ー
テ

ッ
ド

高
靱

性
超

硬
合

金
工
具

の
開

発
｣ 

・
「

低
温

プ
ラ

ズ
マ

窒
素

イ
オ
ン

注
入
に

よ
る

低
摩

擦
高

耐
摩

耗
駆
動

系
部

材
表

面
の

開
発

」
 

・
「

温
・

熱
間

プ
レ

ス
成

形
金
型

寿
命
向

上
の

た
め

の
高

温
潤

滑
剤
お

よ
び

製
造

装
置

の
開

発
」
 

・
「

プ
レ

ス
加

工
で

バ
ッ

ク
ラ
イ

ト
導
光

板
の

低
コ

ス
ト

化
・

薄
型
化

を
実

現
す

る
金

型
の

開
発
」
 

・
「

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
用
金

属
缶
の

ド
ラ

イ
プ

レ
ス

技
術

開
発
」
 

 
3
)
実
施

金
額
 

総
額

:
 1
3
1
,4
4
3
千

円
（

新
規

：
6
,9
4
9
千

円
、

継
続

1
24
,
4
9
4
千

円
）
 

 (
4
)
独
立

行
政

法
人

日
本

学
術
振

興
会
 

科
学

研
究

費
補

助
金

事
業
 

1
)
実

施
状

況
 

1
1
件
実

施
（

2
3
年

度
新

規
38

件
応
募

し
5
件
採

択
、

前
年

度
継
続

テ
ー
マ

6
件
）

  

 
2
)
実
施

事
業

名
 

 
 

a
)若

手
研

究
 

7
件

（
新

規
2
件

、
継
続

5
件
）
 

 
 
 
 
 【

実
施

テ
ー

マ
名

】
 

 
 

 
・

｢複
合
表

面
改

質
処
理

に
よ
る

高
機
能

D
L
C
膜

の
開

発
｣（

新
規

）
 

 
 

 
・

｢3
次
元

マ
ト

リ
ッ
ク

ス
の
硬

さ
が

幹
細

胞
に

よ
る

軟
骨
細

胞
の

分
化

に
及

ぼ
す

影
響
｣
（
新

規
）
 

 
 

 
・
「
黒

色
漆

塗
膜

の
変
色

メ
カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
と

強
化

法
確
立

の
た

め
の

基
礎

的
研

究
」
 

 
 

 
・
「
ス

マ
ー

ト
ア

ク
チ
ュ

エ
ー
タ

ー
に

よ
る

一
般

構
造

物
の
ア

ク
テ

ィ
ブ

振
動

制
御

」
 

 
 

 
・
「
レ

ー
ザ

ー
加

工
と
エ

ッ
チ
ン

グ
を

併
用

し
た

3
次

元
鏡
面

微
細

形
状

創
成

法
」

 

 
 

 
・
「
光

学
応

答
を

利
用
し

た
生
体

組
織

配
向

評
価

法
の

開
発
」
 

 
 

 
・
「
亜

鉛
め

っ
き

の
ク
ロ

ム
フ
リ

ー
耐

食
性

化
成

皮
膜

形
成
に

関
す

る
基

礎
的

検
討

」
 

 
 

b
)基

盤
研

究
 

4
件

（
新

規
3
件

、
継
続

1
件
）
 

【
実

施
テ

ー
マ

名
】
 

 
 

・
｢
イ
ン

ス
リ

ン
自

己
注
射

器
材
の

ユ
ー

ザ
ビ

リ
テ

ィ
と

安
全
性

の
向

上
に

関
す

る
研

究
｣（

新
規

）
 

    ○
科

学
研

究
費

補
助

金
申

請
団

体
と

し
て

の
要

件

確
保
 

1
)
活

動
内

容
 

・
査

読
付

き
論

文
の

執
筆

・
掲

載
状

況
の

調
査

及

び
把

握
 

・
査

読
付

き
論

文
へ

の
計

画
的

投
稿

の
促

進
、

適

切
な

共
著

者
選

定
の

指
導
 

2
)
活

動
成

果
 

・
年

度
途

中
で

2
回
の

調
査
を

行
い
、

著
者

数
の

推
移

を
把

握
し

、
研

究
者

に
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ

ク

・
論

文
著

者
数

の
要

件
を

大
き

く
ク
リ

ア
 

 
 

執
筆

者
数

：
4
2
名
 

執
筆

比
率

：
2
4
%  
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・

｢
CV
D
ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド

が
真
空

中
で

超
潤

滑
特

性
を

発
現
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
研

究
｣（

新
規

）
 

 
 

 
・
｢ス

ー
パ

ー
ミ

ク
ロ
ポ

ー
ラ
ス

シ
リ

カ
細

孔
径

制
御

法
の
確

立
と

そ
の

細
孔

を
利

用
し
た

新
機

能
性

材
料
の
 

創
製

｣（
新
規

）
 

 
 

 
・
「
窯

跡
出

土
陶

磁
器
片

の
破
壊

分
析

法
（

I
CP
）
に
よ

る
基
準

値
の

確
立

」
 

3
)
実

施
金

額
 

総
額

:
 1
3
,
94
3
千

円
 

(
5
)
独
立

行
政

法
人

科
学

技
術
振

興
機
構

事
業

  

 
1
)
実
施

状
況
 

 
 

 
2
件
実

施
（

2
3
年

度
新

規
6
件

応
募
し

2
件
採

択
）

 

 
2
)
実
施

事
業

名
 

 
 

a
)研

究
成

果
最

適
展

開
支

援
プ
ロ

グ
ラ
ム

A
-
ST
E
P 

2
件

（
新

規
2
件
）
 

 
 
 
【
実

施
テ

ー
マ

名
】
 

・
｢
バ
イ

オ
燃

料
混

合
ガ

ソ
リ
ン

中
の
バ

イ
オ

炭
素

比
率

の
簡

便
な
決

定
法

-炭
素
排

出
権
取

引
普
及

に
向

け
 

た
技

術
基

盤
の

確
立

-
｣ 

・
｢
地
域

の
安

心
・

安
全

を
実
現

す
る
異

種
情

報
の

無
線

伝
送

制
御
シ

ス
テ

ム
｣ 

 
3
)
実
施

金
額
 

 
総

額
:
 
5
,8
1
4
千

円
(
地
域
結

集
は
除

く
) 

 

(
6
)
そ
の

他
の

国
・

民
間

機
関
の

提
案
公

募
型

に
採

択
さ

れ
た

事
業
 

1
)
実

施
状

況
 

 
 

 
6
件
実

施
（

2
3
年

度
新

規
採
択

2
件

、
継
続

4
件
）

 

 
2
)
新
規

実
施

事
業

名
 

 
 

a
)一

般
社

団
法

人
電

気
学

会
 
1
件
実

施
 

 
 

 
【

実
施

テ
ー

マ
名

】
 

 
 

 
・

｢人
間
の

手
操

作
の
評

価
シ
ス

テ
ム

の
た

め
の

3
次

元
距
離

デ
ー

タ
を

用
い

た
手

の
姿
勢

推
定

」（
国
際

会

議
へ

の
出

席
助

成
）
 

 
 

b
)公

益
財

団
法

人
天

田
財

団
 

 
 

 
・

｢
ス

ー
パ

ー
・

ハ
イ

テ
ン

材
の

高
精

度
せ

ん
断

加
工

に
用

い
る

工
具

の
長

寿
命

化
技

術
の

開
発

」
（

一
般

研

究
開

発
助

成
）
 

 
3
)
実
施

金
額
 

 
 

 
総

額
：

6
,5
2
2
千

円
 

（
新
規

：
1
,
7
44

千
円

、
継

続
：
4
,
7
88

千
円

）
 

 
 

(
7
)
外
部

資
金

導
入

研
究

に
よ
る

成
果
事

例
 
 

【
製

品
化

】
 

 
1
)
平
成

22
年
度

サ
ポ

イ
ン
事

業
「
低

温
プ

ラ
ズ

マ
窒

素
イ

オ
ン
注

入
法

に
よ

る
低

摩
擦

高
耐
摩

耗
駆

動
系

部
材

表

面
の

開
発

」
 

 
金

属
糸

等
に

よ
る

編
成

が
可

能
な
よ

こ
編

機
の

開
発
 

 
2
)
平
成

2
2
年

度
か

ら
23

年
度

の
サ

ポ
イ

ン
事

業
「

バ
ッ

ク
ラ
イ

ト
導

光
板

の
低

コ
ス

ト
化
・

薄
型

化
を

実
現

す

る
金

型
と

プ
レ

ス
機

の
開

発
」

 

入
光

部
加

工
用

プ
レ

ス
金

型
や

反
射
ド

ッ
ト

加
工

用
プ

レ
ス

金
型
等

の
製

品
を

開
発
 

 
 
3
)
平
成

22
年
度

サ
ポ

イ
ン
事

業
「
ド

ラ
イ

プ
レ

ス
加

工
用

の
ボ
ロ

ン
ド

ー
プ

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
コ

ー
テ

ィ
ド

高
靭

性

超
硬

合
金

工
具

の
開

発
」
 

メ
ン

バ
ー

企
業

を
中

心
に

本
研

究
成
果

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

事
業

を
展

開
 

【
外

部
資

金
採

択
】
 

 
1
)
平
成

20
年
度

か
ら

の
カ
ー

ボ
ン
マ

イ
ナ

ス
東
京

1
0
年
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
「

バ
イ

オ
燃
料

評
価
技

術
の

開
発
」
J
ST

研
究

成
果

最
適

展
開

支
援

プ
ロ

グ
ラ
ム

（
A
-
S
TE
P
）
平
成

2
3
年
度

採
択
 

【
特

許
出

願
】

 
 

 
1
)
平
成

2
2
年

財
団

法
人

向
科

学
技
術

振
興

財
団

研
究

助
成

「
i
PS

細
胞

等
幹

細
胞

／
フ

ィ
ー
ダ

ー
細

胞
の

分
離

培

養
膜

の
開

発
」
 

特
願

20
1
2
-0
7
4
77
5
「
コ

ラ
ー

ゲ
ン
膜

及
び

培
養

容
器

」
 

2
)
平
成

2
2
年

科
研

費
若

手
Ｂ
「

ダ
イ
ヤ

モ
ン

ド
マ

イ
ク

ロ
切

削
工
具

の
機

上
メ

カ
ノ

ケ
ミ

カ
ル
研

磨
」
 

特
願

20
1
1
-2
8
7
40
8
「
ダ

イ
ヤ

モ
ン
ド

膜
の

研
磨

方
法

お
よ

び
装
置

」
 

 

 

                               ○
外

部
資

金
導

入
研

究
に

よ
る

製
品
化

事
例
 

・
平
成

2
2
年

度
サ

ポ
イ

ン
事
業
「
低

温
プ

ラ
ズ

マ

窒
素

イ
オ

ン
注

入
法

に
よ

る
低

摩
擦

高
耐

摩
擦

駆
動

系
部

材
表

面
の

開
発

」
 

・
平
成

2
2
-2
3
年
度

サ
ポ

イ
ン

事
業
「

バ
ッ

ク
ラ

イ
ト

導
光

板
の

低
コ

ス
ト

化
・

薄
型

化
を

実
現

す
る

金
型

と
プ

レ
ス

機
の

開
発

」
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②

 
地
域

結
集

型
研

究
 

科
学

技
術

振
興

機
構
（
J
S
T
）
地

域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
都

市
の

安
全

･安
心
を

支
え

る
環
境

浄

化
技

術
開

発
」

に
つ

い
て

、
中

核
機

関
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
東

京
都

の
環

境
改

善
に

直
結

す
る

製
品

化
研

究
を

引
き

続
き

推
進

す

る
。

さ
ら

に
、

平
成

23
年

12
月

か

ら
は

こ
れ

ま
で

得
ら

れ
た

研
究

成
果

の
事

業
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

 

(
8
)
地
域

結
集

型
研

究
の

推
進
 

1
)
事

業
全

体
概

要
 

a
)
事

業
名

 
 

J
ST

地
域

結
集

型
研
究

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

b
)
実

施
期

間
 

平
成

18
年

12
月

～
平

成
2
3
年

1
1
月
 

c
)
テ

ー
マ

名
 

「
都

市
の

安
全

安
心
を

支
え

る
環

境
浄

化
技

術
開
発

」
 

d
)
中

核
機

関
 

地
方

独
立

行
政

法
人
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ
ン

タ
ー
 

e
)
企

業
化

統
括

 
片

岡
正

俊
（

都
産
技

研
理

事
長

）
 

f
)
代

表
研

究
者

 
堂

免
一

成
（

東
大
教

授
）
 

g
)
5
年
間

の
事

業
費

 
約

1
9.
6
億

円
（

J
ST
：

7.
7
億
円

、
東

京
都
：

1
1.
9
億

円
）
 

2
)
2
3
年

度
事

業
概

要
 

 
a
)
参
画

機
関
 

6
大

学
8
研
究

室
・

7
企

業
・
1
組

合
・

2
研

究
機

関
の

共
同
研

究
で
都

産
技

研
が

中
核

機
関

と
し
て

推
進
 

b
)
2
3
年

度
事

業
費
 

 
1
0
4
,0
0
0
千

円
 

(
JS
T
負
担

経
費

3
1
,0
0
0
千

円
、

東
京
都

 
約

7
3
,0
0
0
千

円
) 

c
)
研

究
員

・
ス

タ
ッ

フ
 

 
 

 
・

雇
用

研
究

員
 

3
名

 

 
 

 
・

都
産

技
研

共
同

研
究

員
 
2
1
名
 

 
 

 
・

都
環

境
科

学
研

共
同

研
究
員

 
2
名
 

 
 

 
・

そ
の

他
共

同
研

究
員

 
24

名
（

う
ち

、
企

業
10

名
、
大

学
1
3
名

、
協

同
組
合

1
名
）
 

・
事

務
局

ス
タ

ッ
フ

（
地

域
結

集
事
業

推
進

室
）

6
人
 

ｄ
)
主
な

活
動

実
績
 

 
①

コ
バ

ル
ト

-セ
リ
ウ

ム
系
酸

化
物
触

媒
の

開
発
 

 
 

V
OC

や
悪

臭
を

白
金

触
媒

よ
り
低

温
で

処
理

で
き

る
、

低
価
格

な
コ

バ
ル

ト
-
セ
リ
ウ

ム
系
酸

化
物

触
媒

を
 

開
発
 

 
②

塗
装

乾
燥

炉
排

ガ
ス
用

V
O
C
処
理

装
置

の
開

発
 

 
 
 
上
記

触
媒

を
搭

載
し

、
乾

燥
炉
と

処
理

装
置

を
一

体
化

し
て
浄

化
ガ

ス
を

乾
燥

炉
に

循
環
す

る
省

エ
ネ

、
 

省
面

積
な

中
小

工
場

向
け

の
処

理
装
置

を
試

作
。

H
23

年
12

月
か
ら

実
用

化
に

向
け

て
企

業
と
共

同
研

究

中
 

 
③

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

バ
イ

オ
セ
ン

サ
の

開
発
 

 
 

環
境

中
の

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド
ガ

ス
を

高
感

度
、

高
選

択
的
に

測
定

で
き

る
バ

イ
オ

セ
ン
サ

を
企

業
と

開
 

発
し

、
製

品
化

試
作

。
従

来
技

術
と
比

較
し

て
約

30
倍
高
感

度
の

0
.
75
p
p
b～

で
の

測
定

が
可
能

。
 

 
 

 
④

光
イ

オ
ン
化

V
O
C
セ

ン
サ
の

開
発
 

 
 

 
 

作
業

場
等
の

V
O
C
濃

度
を
連

続
的

に
測

定
す

る
た

め
に
、

チ
ャ

ー
ジ

方
式

の
汚

れ
に
強

い
光

イ
オ

ン
化

セ
 

ン
サ

を
企

業
と

製
品

化
試

作
 

 
 

 
 

 
⑤

V
OC

排
出

対
策

ガ
イ

ド
の
作

成
、

配
布
 

 
当

事
業

で
得

ら
れ
た

V
O
C
発

生
実
態

の
調

査
や

技
術

開
発

の
成
果

を
ま

と
め

た
「

V
OC

排
出
対

策
ガ

イ
ド

- 

基
礎

か
ら

実
践

・
評

価
法

ま
で

-
」
を

作
成

し
、

H
P
に

掲
載

す
る
と

と
も

に
印

刷
図

書
を

工
業
塗

装
組
合
、
 

中
小

企
業

等
に

配
布

（
配

布
部

数
51
1
部
）
 

 
 3
)
都

産
技

研
職

員
や

共
同

機
関

と
の
連

携
 

 
 
 

a
)共

同
研

究
推

進
委

員
会

：
1
回
 

 
 
 

b
)企

業
化

促
進

会
議

：
1
回
 

c
)
製

品
化

推
進

会
議

：
5
回
 

d
)
産

技
研

研
究

担
当

者
会
議

2
回
 

 

4
)
研

究
成

果
実

績
（

23
年
度
総

件
数
）
 

 
 
 

a
)ポ

ス
タ

ー
・

口
頭

発
表

：
36

件
(国

内
2
7
件

、
海
外

9
件
) 

b
)
論

文
投

稿
：

7
件

(国
内

3
件

、
海
外

4
件

) 

 
 
 

c
)特

許
出

願
：

6
件

  

d
)
特

許
取
得

2
件
 

 
 
 
e
)実

用
化

：
4
件
 

 
 
 
f
)起

業
化

：
1
件
（

電
子

回
路
系

ベ
ン

チ
ャ

ー
1
社
立

ち
上
げ

）
 

 
 
 

g
)他

事
業

展
開

2
件

（
新

製
品
・

新
技

術
助

成
、

新
連

携
計
画

認
定

事
業

）
 

 
 
 
h
)展

示
会

の
出

展
：

3
件

 

 ○
J
S
T

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
完

遂
 

・
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

都
市

の
安

全
安

心
を

支
え

る

環
境

浄
化

技
術

開
発

」
を

都
産

技
研

が
中

核
機

関
と

な
り

実
施

し
、

平
成

23
年

1
1
月

完
了
 

・
多

く
の

特
許

出
願

、
論

文
発

表
を

果
た

す
と

共

に
製

品
化

・
実

用
化

を
推

進
 

            ○
2
3
年

度
の

主
な

活
動

実
績
 

①
コ

バ
ル

ト
-
セ
リ

ウ
ム

系
酸
化

物
触
媒

の
開

発
 

②
塗

装
乾

燥
炉

排
ガ

ス
用

VO
C
処

理
装

置
の

開
発

③
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
バ

イ
オ

セ
ン
サ

の
開

発
 

④
光

イ
オ

ン
化

VO
C
セ
ン

サ
の

開
発
 

⑤
V
O
C
排

出
対

策
ガ

イ
ド

の
作

成
、
配

布
 

               ○
2
3
年

度
研

究
成

果
実

績
 

・
ポ

ス
タ

ー
・

口
頭

発
表

：
36

件
 

(
国

内
2
7
件
、

海
外

9
件

) 

・
論

文
投

稿
：

7
件

(国
内

3
件

、
海
外

4
件

)  

・
特

許
出

願
：

6
件

  

・
特

許
取
得

2
件
 

・
実

用
化

：
4
件
 

・
起

業
化

：
1
件
（

ベ
ン

チ
ャ

ー
立
ち

上
げ

）
 

・
他

事
業

展
開

2
件
（

新
製
品

・
新
技

術
助

成
、

新
連

携
計

画
認

定
事

業
）
 

・
最

終
研

究
成

果
発

表
会

を
本

部
で
開

催
 

(
1
0
月

6
日
）

(参
加
者

：
15
7
名

)  
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i
)
成

果
集

Ⅱ
、
「

VO
C
排

出
対
策

ガ
イ
ド

」
を

作
成

、
配

布
 

 
・

成
果

集
Ⅱ

：
5
0
0
部

作
成

、
2
77

部
配

布
 

 
・
「

VO
C
排

出
対

策
ガ

イ
ド
」：

1
,
00
0
部

作
成

、
91
7
部
配

布
 

j
)
季

刊
誌

「
と

う
き

ょ
う

の
そ

ら
」
発

行
（

4
月

、
8
月
）
 

 
5
)
最
終

研
究

成
果

発
表

会
の

開
催
(
参
加

者
：

1
57

名
) 

 
 

a
)J
S
T
理

事
、
東

京
都

産
業

労
働
局

長
は

じ
め

多
数
の

J
S
T、

東
京

都
関

係
者

を
迎

え
て

最
終
研

究
成

果
発

表
会

を
開

催
（

10
月

6
日

(木
)、

場
所

：
都

産
技

研
本

部
、

参
加

者
15
7
名
）
 

 
 
 
b
)参

加
者

全
員

に
成

果
集

Ⅱ
と
「

V
OC

排
出

対
策

ガ
イ

ド
」
を

配
布
 

 
 
 
 
c
)当

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

成
果

を
発
表

し
、

隣
接

す
る

展
示

室
で
開

発
担

当
者

に
よ

る
開

発
品
を

説
明
 

6
)
総

事
業

（
5
年
間

）
の

実
績

 
 

 
a
)
論
文

 
海
外

3
0
件

、
国
内

3
6
件
 

 
 

b
)口

頭
発

表
 

海
外

28
件

、
国
内

13
8
件
、
 

 
 

c
)特

許
 

国
内

出
願

45
件

、
外
国

出
願

3
件

、
登
録

2
件
 

 
 

d
)実

用
化

 
5
件
 

 
 

e
)商

品
化

6
件
 

 
 

f
)起

業
化

1
件
 

 
 

g
)他

事
業

展
開

12
件
 

 
 

h
)雇

用
研

究
員

の
就

職
状

況
 
実
数

1
5
名

の
雇

用
研
究

員
の
う
ち

1
2
名

が
就

職
 

 
 

i
)展

示
会

出
展

34
件
 

7
)
J
S
T
の

事
後

評
価

活
動

に
対

応
 

 
 
 
a
)現

地
調

査
（

10
月

31
日

）
 

 
 

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

オ
フ

ィ
サ

ー
、
J
S
T
関

係
者

に
よ

り
、

都
産
技

研
本

部
、

柴
田

科
学

㈱
の
現

地
調

査
を

実
施

 
 

企
業

化
統

括
、

代
表

研
究

者
、

東
京

都
産

業
労

働
局

商
工

部
創

業
支

援
課

長
、

テ
ー

マ
リ

ー
ダ

ら
に

よ
る

事

業
化

成
果

の
説

明
と

、
研

究
現

場
と
し

て
都

産
技

研
本

部
及

び
柴
田

科
学

㈱
の

視
察

実
施

（
参
加
者

3
6
名

）
 

b
)
5
年
間

の
事

業
終

了
報

告
書

を
作
成

し
、

12
月

20
日
に

J
S
T
に

提
出
 

c
)
面

接
調

査
（

平
成

24
年

2
月

6
日
）
 

 
 

 
J
S
T
の

評
価

委
員

に
よ

る
当
事

業
の

面
接

調
査
が

J
S
T
東
京

本
部

別
館

で
実

施
 

 
 

企
業

化
統

括
、

代
表

研
究

者
、

東
京

都
産

業
労

働
局

商
工

部
創

業
支

援
課

長
ら

に
よ

る
事

業
説

明
の

後
、

質

疑
応

答
を

実
施

（
当

プ
ロ

グ
ラ

ム
か
ら

の
参

加
者

8
名

）
 

 
 

(
9
)
地
域

結
集

型
共

同
研

究
の
利

活
用
事

業
の

開
始
 

 
 

 
12

月
か
ら

J
ST

地
域
結

集
型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
得
ら

れ
た

研
究

成
果

を
中

小
企
業

等
の

製
品

開
発

へ

展
開

す
る

利
活

用
事

業
を

新
た

に
開
始
 

1
)
事

業
実

施
期

間
 

平
成

23
年

1
2
月

～
平

成
2
6
年

1
1
月
 

 
2
)
事
業

概
要
 

東
京

都
か

ら
の

委
託

事
業

で
地

域
結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

成
果

の
製

品
化

・
事

業
化
を

推
進
 

3
)
事

業
費

 
平
成

2
3
年

度
事
業

費
 
9
4
2
万

円
 

4
)
地

域
結

集
事

業
推

進
室

職
員

 
6
人
 

5
)
利

活
用

事
業

運
営

体
制

の
構

築
 

 
a
)
事
業

の
全

体
管

理
の

た
め
、
東
京

都
は

事
業

化
の

専
門

家
な

ど
か
ら

構
成

さ
れ

る
「
環

境
浄

化
技
術

連
絡

会
議

」

を
設

置
し

、
座

長
を

都
産

技
研

理
事
長

に
委

嘱
 

 
b
)
環
境

浄
化

技
術

連
絡

会
議
の

下
に
「

環
境

ビ
ジ

ネ
ス

推
進

協
議
会

」
を

置
き

、
具

体
的

な
製
品

化
を

推
進
 

 
c
)
こ
れ

ら
の

体
制

構
築

の
た
め

、
東
京

都
や

企
業

関
係

者
と

協
定
・

要
綱

作
成

や
委

員
選

任
を
実

施
 

 
d
)
都
産

技
研

内
の

地
域

結
集
事

業
担
当

者
に

よ
る

運
営

会
議

と
し
て

、「
産
技

研
研

究
担
当

者
会
議

」
を

設
置
 

6
)
利

活
用

事
業

運
営

の
開

始
 

 
 

a
)環

境
浄

化
技

術
連

絡
会

議
：
1
回
（

1
月

2
3
日

）
 

 
 

b
)産

技
研

研
究

担
当

者
会

議
：
1
回
（

1
2
月

22
日
）
 

      

 

○
地

域
結

集
事

業
研

究
成

果
発

表
会
の

開
催
 

・
平
成

1
8～

2
3
年

の
フ

ェ
ー
ズ

Ⅰ
及
び

Ⅱ
の

成
果

8
テ

ー
マ

を
発

表
 

 
都

産
技

研
職

員
に

よ
る

発
表

(
2
テ

ー
マ

) 

 
連

携
機

関
(
大

学
・

民
間

企
業

)
に

よ
る

発
表

(
6

テ
ー

マ
) 

・
成

果
集

等
を

作
成

し
、

参
加

者
に
配

布
 

①
「

東
京

都
地

域
結

集
型

研
究

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
成

果
集

Ⅱ
」
 

②
「

V
O
C 

排
出

対
策

ガ
イ

ド
‐

基
礎

か
ら

実

践
・

評
価

法
ま

で
‐

」
（

印
刷

版
）
 

 ○
総

事
業

（
5
年
間

）
の

実
績

 

a
)
論

文
 

海
外

30
件
、

国
内

3
6
件
 

 
b
)
口
頭

発
表

 
海
外

2
8
件
、

国
内

1
3
8
件

、
 

 
c
)
特
許

 
国

内
出
願

4
5
件
、

外
国
出
願

3
件
、

登
録

2
件
 

 
d
)
実
用

化
 

5
件
 

 
e
)
商
品
化

6
件
 

 
f
)
起
業
化

1
件
 

 
g
)
他
事

業
展
開

1
2
件
 

 
h
)
雇
用

研
究

員
の

正
規

就
職

1
5
名

中
1
2
名
 

 
i
)
展
示

会
出
展

3
4
件
 

 ○
成

果
事

例
 

1
)
粒

度
分

布
測

定
器
 

2
)
P
I
D
セ

ン
サ
 

3
)
コ

バ
ル

ト
-
セ
リ

ウ
ム

系
酸
化

物
触
媒
 

4
)
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
バ

イ
オ

セ
ン
サ
 

5
)
金

属
繊

維
フ

ィ
ル

タ
ー
 

 ○
利

活
用

事
業
を

1
2
月

か
ら
開

始
 

・
事

業
の

全
体

管
理

の
た

め
、

東
京

都
は

事
業

化

の
専

門
家

な
ど

か
ら

構
成

さ
れ

る
「

環
境

浄
化

技
術

連
絡

会
議

」
を

設
置

し
、

座
長

を
都

産
技

研
理

事
長

に
委

嘱
 

・「
環
境

浄
化

技
術

連
絡

会
議
」
の
下

に
「

環
境

ビ

ジ
ネ

ス
推

進
協

議
会

」
を

置
き

、
具

体
的

な
製

品
化

を
推

進
 

・
こ

れ
ら

の
体

制
構

築
の

た
め

、
東

京
都

や
企

業

関
係

者
と

協
定

・
要

綱
作

成
や

委
員

選
任

を
実

施
 

・
都

産
技

研
内

の
地

域
結

集
事

業
担
当

者
に

よ
る

運
営

会
議

と
し

て
、
「
産

技
研
研

究
担
当

者
会
 

議
」

を
設

置
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3
-
4
 
都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究
開

発
 

 
 

 
 

大
都

市
課

題
に

先
駆

的
に

取
組

ん
で
い

る
首

都
大

学
東

京
と

連
携

を
強

化
し
、

そ

れ
ぞ

れ
が

有
す

る
知

的
資

源
を

有
効
活

用

し
た

取
組

を
推

進
す

る
。
 

東
京

都
が

進
め

て
い

る
「

都
市

科
学
・

産
業

技
術

連
携

戦
略

会
議

」
が

策
定
す

る

技
術

戦
略

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
基

づ
き
、

首

都
大

学
東

京
と

の
共

同
研

究
を

実
施
し

、

そ
の

成
果

を
中

小
企

業
の

事
業

化
に
結

び

付
け

る
こ

と
に

よ
り

都
市

課
題

の
解
決

に

貢
献

す
る

。
 

大
都

市
課

題
に

先
駆

的
に

取
り

組

ん
で

い
る

首
都

大
学

東
京

と
連

携
を

強
化

し
、

そ
れ

ぞ
れ

が
有

す
る

知
的

資
源

を
有

効
活

用
し

た
取

組
を

推
進

す
る

。
 

東
京

都
が

進
め

て
い

る
「

都
市

課

題
解

決
の

た
め

の
技

術
戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
事

業
に

お
い

て
策

定
す

る
技

術
戦

略
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

基
づ

き
、

「
環

境
・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
」
及
び
「
安

心
・

安
全

」
分

野
に

お
け

る
首

都
大

学
東

京
と

の
共

同
研

究
を

実
施

す

る
。
 

 
 

(
1
0
)
首
都

大
学

東
京

と
連

携
し

、
知
的

資
源

を
活

用
し

た
取

り
組
み
 

 
1
)
共
同

研
究

の
実

施
 

 
 

 
都

産
技

研
の

基
盤

研
究

で
得
ら

れ
た

成
果

を
実

用
化

へ
の
展

開
を

目
的

と
し

た
共

同
研
究

を
実

施
 

1
件
 

 
2
)
中
小

企
業

施
策

に
係

る
共

同
研
究
 

・「
中

小
企

業
の

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

へ
の
参

入
円

滑
化

に
資

す
 

ロ
ボ
ッ

ト
・
メ

カ
ト

ロ
機
器

の
制
御

共
通

化
の

共
同

研
究

」
 

 

(
1
1
)
東
京

都
が

進
め

る
「

都
市

課
題
解

決
の

た
め

の
技

術
戦

略
プ
ロ

グ
ラ

ム
」

事
業
 

 
 

 
「

都
市

科
学

・
産

業
技

術
連

携
戦

略
会

議
」

が
策

定
す

る
技

術
戦

略
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

基
づ

き
、

首
都

大
学

東
京

と
の

共
同

研
究

の
実

施
 

1
)
実

施
状

況
 

 
 

6
件

実
施

（
2
3
年
度

新
規

3
件
、

継
続

3
件

）
 

2
)
実

施
事

業
名
 

都
市

課
題

解
決

の
た

め
の

技
術

戦
略
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

環
と

し
て
、

首
都

大
学

東
京

と
の

都
市
課

題
解

決
の
 

た
め

の
共

同
研

究
を

新
た
に

3
件

開
始

し
、

3
件

を
継

続
実
施

中
 

2
3
年
度

課
題

 
安

全
・

安
心
分

野
 

【
実

施
テ

ー
マ

名
】
 

・
｢
放
射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
デ
バ

イ
ス
の

開
発

｣（
新
規

）【
再

掲
：
項
目

1
7】

 

・
「

呼
吸

・
心

拍
の

非
接

触
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」（
新

規
）
 

・
「

電
動

車
椅

子
危

険
探

知
お
よ

び
回
避

シ
ス

テ
ム

の
開

発
｣（

新
規
）
 

2
2
年
度

課
題

 
環

境
分

野
 

【
実

施
テ

ー
マ

名
】
 

・
「

生
活

環
境

に
調

和
し

た
小
型

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
機

器
の

研
究

開
発
」
 

・
「

照
明

環
境

に
適

し
た

高
効
率

L
E
D
照

明
器

具
の

安
全

性
評

価
と
試

作
開

発
」
 

・
「

高
感

度
光

セ
ン

シ
ン

グ
シ
ス

テ
ム
の

開
発

」
 

 
 
 

            ○
2
3
年

度
新

規
実

施
テ

ー
マ
（

安
全
・
安

心
分
野

）

・
｢
放
射

線
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
デ
バ

イ
ス
の

開
発

｣  

・「
呼

吸
・
心

拍
の

非
接

触
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」
 

・「
電
動

車
椅

子
危

険
探

知
お
よ

び
回
避

シ
ス

テ
ム

の
開

発
｣ 
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

4
.
 

東
京

の
産

業
を

支
え

る
産

業
人
材

の
育

成
 

4
-
1
 
技
術

者
の

育
成
 

新
技

術
、

産
業

動
向

、
国

際
化

対
応
な

ど
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

実
践

に
役
立

つ

講
習

会
の

開
催

に
よ

り
、

中
小

企
業
の

新

製
品

・
新

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
を

担
う
人

材

育
成

を
進

め
る

と
と

も
に

、
本

部
の
開

設

に
伴

い
整

備
し

た
機

器
を

活
用

し
、
研

究

開
発

や
製

造
技

術
の

高
度

化
を

担
う
中

小

企
業

の
産

業
人

材
の

育
成

を
支

援
す
る

。
 

①
新

技
術

、
産

業
動

向
、

国
際

化
対

応
な

ど
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

実
践

に
役

立
つ

講
習

会
の

開
催

に
よ

り
、

中
小

企
業

の
新

製
品

・
新

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
を

担
う

人
材

育
成

を
進

め
る

と
と

も
に

、
本

部
の

開
設

に
伴

い
整

備
し

た
機

器
を

活
用

し
、

研
究

開
発

や
製

造
技

術
の

高
度

化
を

担
う

中
小

企
業

の
産

業
人

材
の

育
成

を
支

援
す

る
。
 

 

1
9 

Ｓ
 

(
1
)
技
術

セ
ミ

ナ
ー

及
び

講
習
会

の
事
業

実
績

（
年

報
：

P
.1
1
0
）
 

中
小

企
業

の
人

材
育

成
、

技
術

力
向

上
、

震
災

復
興

を
目

的
と

し
て

、
技

術
セ

ミ
ナ

ー
及

び
講

習
会

等
を

合
計

1
1
0
件
（

前
年

度
比

2
2％

）
開
催

し
、
延
べ

2
,
09
7
名
（

前
年
度

比
15
％
）
の
人

材
を

育
成
（

前
年
度

90
件
、
1
,
83
0

名
）
 

内
訳
 

 
・

技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会

 
 
 

 
 

 
 

 
9
5
件
 

 

 
・

デ
ザ

イ
ン

実
践

セ
ミ

ナ
ー

 
 
 

 
 

  
 
 

5
件
 

 
・

知
的

資
産

経
営

講
座

関
連

セ
ミ
ナ

ー
 

 
 

 
 
2
件
 

 
・

震
災

復
興

技
術

支
援

フ
ォ

ー
ラ
ム

（
無

料
）

 
 
5
件
 

 
・

共
催

セ
ミ

ナ
ー

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
3
件
 

 

特
に

、
機

器
等

を
活

用
し

た
セ

ミ
ナ
ー

・
講

習
会

で
は

10
月

開
設
し

た
本

部
で

開
催

テ
ー

マ
を
充

実
（

52
件
）
 

 
・

上
半

期
：

西
が

丘
本

部
で

の
開
催

件
数

 
8
件
 

・
下

半
期

：
本

部
で

の
開

催
件

数
 
 

  
4
4
件
 

 
 

(
2
)
 
技
術

セ
ミ

ナ
ー

及
び

講
習

会
の
開

催
内

容
 

1
)
新

規
企

画
開

催
（
計

3
9
件
）

 

a
)
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
の

開
催
 

平
成

23
年

3
月

1
1
日
の

東
日

本
大
震

災
の

影
響

を
受

け
、
中

小
企
業

の
復

興
技

術
支
援

を
目
的

に
、「

震
災

復
興

技
術

支
援

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
企
画

 
（

5
件

開
催

、
42
2
名
受

講
）
 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

事
業

者
が

取
り

組
む

節
電
対

策
～
今

夏
を

乗
り

切
る

た
め

に
～
」

(6
月

23
日
：

8
1
名

受
講
)
西
が

丘
本

部
 

 
 

 
 

都
産

技
研

の
省

エ
ネ

関
連
研

究
の

紹
介

展
示

・
取

扱
い
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

会
の
同

時
開

催
 

・
「

事
業

者
が

取
り

組
む

放
射
能

汚
染
対

策
」

(8
月

25
日
：

1
4
6
名

受
講

)西
が
丘

本
部
 

・
「

震
災

を
超

え
て

次
世

代
の
も

の
づ
く

り
企

業
の

経
営

戦
略

」
(2

月
2
日
：

1
5
6
名

受
講

)
本
部
 

b
)
知

的
資

産
経

営
講

座
関

連
セ

ミ
ナ
ー

の
開

催
 

技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
、

人
材

な
ど

の
企

業
が

持
つ

「
強

み
や

知
恵

」
を

見
え

る
化

し
、

活
用

す
る

こ
と

で
事

業

に
結

び
付

け
て

い
く

「
知

的
資

産
経
営

」
に

つ
い

て
セ

ミ
ナ

ー
を
開

催
（

2
件

実
施

、
計

1
1
9
名

受
講

）
 

・
「

自
社

の
強

み
と

知
恵

を
生
か

し
た
経

営
に

向
け

て
」

(1
月

1
6
日

：
70

名
受

講
) 

・
「

知
的

資
産

経
営

導
入

企
業
の

事
例
紹

介
」

(3
月

15
日
：

4
9
名

受
講

) 

c
)
北

区
・

板
橋

区
と

の
共

催
セ

ミ
ナ
ー

の
開

催
 

本
部

移
転

後
に

、
北

区
と

板
橋

区
を

会
場

と
し

た
出

張
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

板
橋

区
、

北
区

へ
の

中
小

企

業
支

援
を

継
続

（
2
件
実

施
、

計
11
2
名
受

講
）
 

【
実

施
テ

ー
マ

】
 

・
「

R
o
HS

指
令

・
R
E
A
CH

規
制
の

動
向
と

そ
の

対
策

」
(
板
橋
区

会
場
 

12
月

2
日
：

8
2
名
受

講
) 

・
「

経
営

戦
略

の
た

め
の

デ
ザ
イ

ン
」
(
北
区

会
場

 
3
月

2
日

：
30

名
受

講
) 

d
)
 
実
践

型
高

度
人

材
育

成
講
習

会
の
開

催
 

研
究

開
発

や
製

造
技

術
の

高
度

化
を

担
う

中
小

企
業

の
産

業
人

材
育

成
支

援
に

向
け

た
実

践
型

高
度

人
材

育

成
セ

ミ
ナ

ー
と

し
て

実
施

、（
計

3
0
件

開
催

、
26
1
名

受
講
）

 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

①
も

の
づ

く
り

上
流

工
程

に
関

わ
る
テ

ー
マ
 

「
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

学
ぶ

も
の
づ

く
り

シ
リ

ー
ズ

 三
次

元
C
A
D
と

C
A
E
の

連
携

に
よ

る
設
計

へ
の

活

用
」
（
6
名
受

講
）
 

「
デ

ジ
タ

ル
回

路
設

計
応

用
(全

4
回
)
」

(1
0
月

～
2
月

ま
で

に
4
回

実
施

、
1
2
名

受
講
)
 

「
3
D
計

測
か

ら
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

へ
の
展

開
技

法
」（

5
名
受
講

）
  

「
金

属
製

品
の

損
傷

と
そ

の
調

べ
方
」

(7
名
受

講
) 

②
連

続
受

講
に

よ
る

高
度

技
術

習
得
テ

ー
マ
 

・
E
M
C
測

定
シ

リ
ー

ズ
3
テ
ー

マ
 

「
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

学
ぶ

E
M
C
シ

リ
ー

ズ
 
エ
ミ

ッ
シ
ョ

ン
試
験

実
習

」
 

(
計

3
回

実
施

 
18

名
受

講
) 

「
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

学
ぶ

E
M
C
シ

リ
ー

ズ
 
イ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
試
験

実
習

」
 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

今
後

と
も

、
も

の
づ

く
り

分
野

に
加

え
て

サ
ー

ビ
ス

分
野

も
含

め
、

技
術

的
課

題
に

関
す

る
ニ

ー

ズ
を

幅
広

く
捉

え
た

産
業

人
材

育
成

の
事

業
展

開

を
一

層
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

必
要
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

 
2
3
年

度
は

実
践

型
高

度
人
材

育
成
講

習
会

の
開

始
や
、
新
た

に
震

災
復

興
技
術

支
援
フ

ォ
ー

ラ
ム

、

知
的

資
産

経
営

講
座

等
を

新
た

に
開

催
す

る
な

ど
、

製
造

業
の

み
な

ら
ず

サ
ー

ビ
ス

産
業

等
の

幅

広
い

分
野

の
産

業
人

材
育

成
の

事
業
展

開
を

実
施

  ○
技

術
セ

ミ
ナ

ー
及

び
講

習
会

の
件
数

増
加
 

・
新

た
に

、
震

災
復

興
技

術
支

援
フ
ォ

ー
ラ
ム

5

回
を

開
催

す
る

な
ど

、
昨

年
度

を
22
%
上
回

る

技
術

セ
ミ

ナ
ー

お
よ

び
講

習
会

を
開
催
 

総
件

数
 

 
 

1
10

件
（

前
年

度
比

2
2％

増
）

受
講

者
数

 
2
,
0
97

名
（

前
年

度
比

1
5％

増
）

 
 

○
新

規
企

画
（
計

3
9
件

）
 

・
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
 

計
5
件
、

4
22

名
 

・
知

的
資

産
経

営
講

座
関

連
セ

ミ
ナ
ー
 

 
 
計

2
件
、

1
19

名
 

・
北

区
・

板
橋

区
と

の
共

催
セ

ミ
ナ
ー
 

 
 
計

2
件
、

1
12

名
 

・
実

践
型

高
度

人
材

育
成

講
習

会
 

 
 
計

3
0
件

、
26
1
名
 

  ○
技

術
セ

ミ
ナ

ー
及

び
講

習
会

の
評
価
 

1
)
利

用
満

足
度

・
講

師
に

対
す

る
評

価
の

調
査

結

果
 

・
講
座

に
対

す
る

満
足

度
評
価

に
お
い

て
、「

十
分

得
ら

れ
た

」
～

「
普

通
」

の
回

答
率

が
9
5.
6
%

と
高

い
満

足
度

を
獲

得
 

   

成
果
取
得
状
況
 

回
答
比
率
 

十
分
得
ら
れ
た
 

3
1.
7％

 

あ
る
程
度
得
ら
れ
た
 

4
0.
0％

 

普
通
 

2
3.
9
% 

わ
ず

か
し

か
得

ら
れ

な
か

っ
た

 
3
.9
％
 

得
ら
れ
な
か
っ
た
 

0
.5
％
 

ｎ
=
1
,
37
5 
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（
計

3
回

実
施

 
1
8
名

受
講
）

 

「
V
C
CI

規
格

応
用

 
1G
H
z
超
の

測
定
／

通
信

ポ
ー

ト
測

定
」

(
1
3
名

受
講

) 

 
 
 
 ・

電
子

技
術

シ
リ

ー
ズ

2
テ
ー

マ
 

 
 

 
 

「
電

子
技

術
Ⅰ

ア
ナ

ロ
グ
回

路
と

電
子

回
路

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
」

（
1
8
名
受

講
）
 

 
 

 
 

「
電

子
技

術
Ⅱ

デ
ジ

タ
ル
回

路
と

PI
C
マ
イ

コ
ン

」
（
1
8
名

受
講

）
 

2
)
デ

ザ
イ

ン
実

践
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催
 

 
 
 
 
も

の
づ

く
り

上
流

技
術

支
援
を

テ
ー

マ
と

し
て

、「
売

れ
る
商

品
づ

く
り

」
を

企
画

し
、
開

催
  

（
実

施
件
数

5
件
、

受
講
者

1
3
7
名
）
 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

「
商

品
企

画
基

礎
講

座
」

(計
8
社

1
8
名

受
講

) 

「
販

売
促

進
企

画
講

座
」

(計
5
4
名

受
講

) 

 
 

 
 
 
「
公

開
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ
ョ

ン
」

(
65

名
受

講
) 

3
)
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業
振

興
公

社
と

の
共

催
セ

ミ
ナ
ー

の
開

催
 

 
 

 
  
経
営

者
と

技
術

者
に
共

通
す
る

課
題

を
取

り
上

げ
、

会
場
は

利
便

性
の

良
い

秋
葉

原
庁
舎

(公
社
本

社
)と

し
、

平
成

23
年
度

は
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
を

都
産

技
研

が
担

当
し

開
催
 

・
｢
研
究

開
発

に
す

ぐ
に

役
立
つ

実
践

M
O
T(
技
術

経
営

)
講
座

｣
(
29

名
受

講
) 

 (
3
)
 
都
産

技
研

の
シ

ー
ズ

や
ノ

ウ
ハ
ウ

を
活

用
し

た
技

術
セ

ミ
ナ
ー

の
充

実
 

実
施

し
た

セ
ミ

ナ
ー

件
数

 
24

件
（
前

年
度

比
：

6
件

増
）、

受
講
者

79
1
名
（

前
年

度
比

：
2
67

名
増

）
 

a
)
本

部
の

開
設

に
伴

い
整

備
し

た
機
器

を
活

用
し

た
新

規
セ

ミ
ナ
ー

5
件

の
実

施
 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

3
D
デ

ジ
タ

イ
ザ

ー
の

基
礎

と
そ
の

活
用

方
法

」（
1
7
名

受
講
）
 

・
「

低
エ

ネ
ル

ギ
ー

電
子

線
照
射

装
置
の

紹
介

と
利

用
の

実
際

」
(9

名
受

講
) 

・
「

イ
オ

ン
ビ

ー
ム

応
用

技
術
」

(
9
名

受
講

) 

 
 

 
・
「
超

音
波

応
用

技
術
」（

3
0
名

受
講

）
 

 
 

b
)最

新
技

術
対

応
テ

ー
マ

（
5
件

）
 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

自
動

車
用

粉
末

冶
金

材
料
の

最
前
線

」
(
3
0
名

受
講

) 

・
「

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
提
唱

す
る
最

新
の

ノ
イ

ズ
対

策
手

法
と
回

路
設

計
手

法
」（

57
名

受
講

）
 

c
)
定

員
を

超
え

た
受

講
生

受
け

入
れ
テ

ー
マ

(
10

件
) 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

破
断

面
の

見
方

」
(定

員
3
0
名
、

応
募

4
4
名

、
受

講
43

名
) 

・
「

2
0
12

年
春

夏
レ

デ
ィ

ス
･フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ン
ド

情
報

」
(定

員
4
0
名
、

応
募

50
名

、
受
講

49
名

) 

 (
4
)
実
習

を
伴

う
実

践
的

講
習
会

の
充
実
 

実
施

し
た

講
習

会
の

件
数

74
件

（
前
年

度
比

11
件
増

）、
受

講
者

6
2
8
名

（
前

年
度
比

1
2
7
名
増

）
 

a
)
本

部
の

開
設

に
伴

い
整

備
し

た
機
器

を
活

用
し

た
新

規
の

講
習
会

テ
ー

マ
（
計

5
件
）

 

・
「

省
エ

ネ
の

た
め

の
熱

設
計
入

門
」
(
全

3
回
実

施
、

計
9
名

受
講
) 

・
「

産
業

用
ロ

ボ
ッ

ト
実

習
」
(
全

5
回

実
施

、
計

1
8
名

受
講

) 

・
「

液
体

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン
に

よ
る
バ

イ
オ

燃
料

判
別

技
術

」
(2

回
実

施
、

6
名
受

講
) 

 
 
 
 
 ・
「
薄

膜
作

製
技

術
」
(
9
名
受

講
) 

 
 

 
・
「
製

品
開

発
に

役
立
つ

音
質
評

価
技

術
」

(
18

名
受

講
) 

b
)
定

員
を

超
え

た
受

講
生

受
け

入
れ
テ

ー
マ

（
2
8
件

）
 

 
 

 
 

応
募

が
多

か
っ

た
講

習
会
は

、
追

加
開

催
し

て
対

応
 

【
実

施
テ

ー
マ

例
】
 

・
「

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
学
ぶ

も
の
づ

く
り

シ
リ

ー
ズ

 
不

規
則
振

動
試

験
入

門
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 

（
定
員

5
名
 

応
募

24
名

 
追
加

開
催

含
め

14
名
受
講

）
 

 
 
 
 
 ・
「
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

で
学
ぶ

電
子

機
器

設
計

シ
リ

ー
ズ
 
は
じ

め
て

の
電

子
回
路

設
計
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 

（
定
員

1
0
名

 
応

募
26

名
 
追

加
開

催
含

め
2
4
名
受

講
）
 

 
 
 
 
 ・
「

SP
I
CE

シ
ミ

ュ
レ
ー

タ
を
用

い
た

伝
送

線
路

解
析

入
門
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 
（
定
員

1
0
名

 
応

募
20

名
 
追

加
開

催
含

め
2
0
名
受

講
）
 

 (
5
)
質
の

向
上

へ
の

取
り

組
み
 
 

1
)
受

講
申

込
に

お
い

て
、

W
eb

フ
ォ
ー

ム
受

付
に

よ
り

利
用

者
負
担

軽
減
 

・
講

師
に

対
す

る
評

価
に

つ
い

て
「
良

い
」
～
「

普

通
」

の
回

答
率
が

9
6
.6
%
と
高

い
評
価

を
獲

得
 

 

       

ｎ
=
1
,
42
1  

○
実

習
を

伴
う

実
践

的
講

習
会

の
充
実
 

【
定

員
を

超
え

た
受

講
生

受
け

入
れ
テ

ー
マ

例
】

①
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

学
ぶ

も
の
づ

く
り

シ
リ

ー
ズ

 不
規
則

振
動

試
験

入
門
｣
 

②
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

学
ぶ

電
子
機

器
設

計
シ

リ
ー

ズ
 
は
じ

め
て

の
電

子
回
路

設
計
」
 

③
S
P
I
CE

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
用

い
た
伝

送
線

路
解
 

析
入

門
」
 

  【
受

講
者

の
声

】
 

1
)
震

災
復

興
技

術
支

援
フ

ォ
ー

ラ
ム
 

・「
通
常

の
セ

ミ
ナ

ー
と

違
い
、
こ
れ

か
ら

の
技

術

に
つ

い
て

の
話

、
時

代
の

変
わ

り
目

と
し

て
の

視
点

が
あ

り
、

興
味

深
く

思
っ

た
。
」
（

事
業

者

が
取

り
組

む
節

電
対

策
）
 

 2
)
知

的
資

産
経

営
講

座
関

連
セ

ミ
ナ
ー
 

・「
こ
の

よ
う

な
活

動
が

あ
る
こ

と
を
知

っ
て

今
後

の
経

営
の

参
考

に
し

て
い

き
た

い
と

思
う

。
」

（
自

社
の

強
み

と
知

恵
を

生
か

し
た

経
営

に
向

け
て

）
 

 3
)
共

催
セ

ミ
ナ

ー
 

・「
疑
問

に
思

っ
た

部
分

に
対
し

て
色
々

教
え

て
も

ら
え

た
。
」
（
R
o
HS

指
令

・
RE
A
C
H
規
制

）
 

 4
)
実

践
型

高
度

人
材

育
成

テ
ー

マ
 

①
デ

ジ
タ

ル
回

路
設

計
応

用
 

・「
今
回

の
よ

う
な

実
習

形
式
の

テ
ー
マ

を
多

く
開

い
て

く
れ

る
と

助
か

る
。」

 

・「
今
回

の
よ

う
に

、
課

題
が
あ

り
複
数

回
で

こ
な

す
テ

ー
マ

が
あ

る
と

、
机

上
だ

け
で

は
わ

か
ら

な
い

部
分

も
理

解
で

き
る

。」
 

②
金

属
製

品
の

損
傷

と
そ

の
調

べ
方
 

・「
い
つ

も
、
比
較

的
安

い
価
格

で
講
習

を
開

催
し

て
頂

い
て

助
か

っ
て

い
る

、
今

後
、

講
習

以
外

で
も

活
用

し
た

い
。
」
 

③
V
C
CI

規
格

応
用

 
１

G
Hz

超
の

測
定

／
通

信
ポ

ー
ト

測
定
 

・「
講
義

と
実

習
、
大
変

参
考
と

な
る
内

容
で

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
」
 

成
果
取
得
状
況
 

回
答
比
率

良
い
 

4
1.
9％

 

や
や
良
い
 

3
5.
1％

 

普
通
 

1
9.
6％

 

や
や

悪
い

 
2
.8
％
 

悪
い
 

0
.6
％
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平
成

23
年
度

 

2
2
年
度

よ
り

W
eb

フ
ォ

ー
ム
よ

り
申
込

を
受

付
け

る
サ

ー
ビ

ス
を
継

続
し

、
お

客
様

の
利

便
性
を

向
上
 

2
3
年
度

W
eb

フ
ォ

ー
ム

か
ら
申

し
込
み

件
数

：
1
,
2
81

件
（

平
成

2
2
年

度
2
0
0
件

、
6.
4
倍

に
増

加
）
 

2
)
セ

ミ
ナ

ー
専

用
の

メ
ー

ル
ニ

ュ
ー
ス

配
信

を
開

始
（

新
規

）
 

 
 
 
10

月
よ

り
We
b
フ

ォ
ー
ム

か
ら
申

込
者

に
対

し
、

セ
ミ

ナ
ー
募

集
メ

ー
ル

ニ
ュ

ー
ス

を
配
信
 

（
6
回
、

延
べ

1
,7
1
4
名

配
信

）
 

 
 

メ
ー

ル
ニ

ュ
ー

ス
の

情
報

か
ら
申

込
ま

れ
た

受
講

者
が

、
平
成

22
年
度

2
76

名
(全

体
の

2
7
%)
か
ら
 

4
8
1
名
(
全
体

の
36
%
)に

増
加
 

 

3
)
産

業
動

向
、

平
成

22
年
度
受

講
者
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

内
容

を
見
直

し
て

企
画
 

・
新

規
ま

た
は

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
て
実

施
し

た
技

術
セ

ミ
ナ

ー
・
講

習
会
 

2
3
年
度

5
3
件

、
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
率

4
8
% 

2
2
年
度

4
3
件

、
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
率

5
7
% 

2
1
年
度

3
4
件

、
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
率

4
9
% 

 
 

・
講

習
会

実
習

比
率
 

2
3
年
度

 
合

計
56
3
.5

時
間
中

.
3
6
2.
5
時

間
(6
4
%
) 

（
2
2
年

度
 

合
計

5
1
8.
5
時
間

中
.
30
6
時

間
(5
9
%
) 

・
自

主
テ

キ
ス

ト
率
 

2
3
年
度

 
10
0
%（

2
2
年

度
 
1
0
0
%
）
 

4
)
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

集
計

 

お
客

様
か

ら
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や
受

講
率

の
結

果
を

所
属

長
に
報

告
し

、
次

年
度

の
テ

ー
マ
企

画
に

反
映
 

 
＜

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

結
果

＞
 

 
 

・
2
3
年

度
は

「
内

容
」「

テ
キ
ス

ト
・

資
料

」「
講
師
」

に
つ
い

て
全

て
の

テ
ー

マ
で

平
均
以

上
で

あ
り

、
高
 

評
価

の
方

に
集

中
 

 
 
・

2
2
年

度
の

よ
う

な
バ
ラ

ツ
キ
が

な
く

な
り

、
講

座
の

品
質
向

上
が

認
め

ら
れ

る
。

 

 

④
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

学
ぶ

E
MC

シ
リ

ー
ズ
 

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

試
験

実
習
 

・「
実
際

の
経

験
に

基
づ

い
た
ア

ド
バ
イ

ス
を

説
明

し
て

も
ら

え
た

の
が

よ
か

っ
た

。」
 

 5
)
本

部
の

開
設

に
伴

い
整

備
し

た
機

器
を

活
用

し

た
新

規
テ

ー
マ
 

・「
初
め

て
の

熱
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
で
、
今
ま

で

の
カ

ッ
ト

ア
ン

ド
エ

ラ
ー

か
ら

、
競

争
力

強
化

に
つ

な
が

る
と

思
い

ま
し

た
。
」
（

省
エ

ネ
の

た

め
の

熱
設

計
入

門
）
 

・「
実
践

を
通

し
て

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
作
る

こ
と

が
で

き
、

参
考

に
な

っ
た

。
」
（

産
業

用
ロ

ボ
ッ

ト
実

習
）
 

 6
)
定

員
を

超
え

た
受

講
生

受
け

入
れ
テ

ー
マ
 

実
施

テ
ー

マ
例
 

・「
例
題

が
現

状
問

題
を

課
題
と

し
て
お

り
、
参

考

に
な

っ
た

。
」
（

S
P
I
CE

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
用

い

た
伝

送
線

路
解

析
入

門
）
 

    ○
セ

ミ
ナ

ー
専

用
の

メ
ー

ル
ニ

ュ
ー

ル
配

信
開

始

（
1
0
月

）
 

 
メ

ー
ル

ニ
ュ

ー
ス

の
情

報
か

ら
申

し
込

ま
れ

た

受
講

者
の

増
加
 

 
2
3
年

度
 

4
8
1
名

（
全

体
の

3
6％

）
 

 
2
2
年

度
 

2
7
6
名

（
全

体
の

2
7％

）
 

   ○
企

画
内

容
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

率
の
向

上
 

平
成

23
年
度

5
3
件

、
リ

ニ
ュ

ー
ア
ル
率

4
8
% 

           ○
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果
 

・「
内
容

」「
テ

キ
ス

ト
・
資
料

」「
講

師
」
に

つ
い

て
全

75
テ
ー

マ
で

平
均

以
上
 

・
2
2
年

度
の

よ
う

な
バ

ラ
ツ
キ

が
な
く

な
り
、
講

座
の

品
質

向
上

が
認

め
ら

れ
る
 

 

平
成

22
年
度
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5
)
セ

ミ
ナ

ー
契

約
業

務
の

作
業

効
率
化
 

 
 
 
 

 
講

師
等

の
契

約
事

務
を

シ
ス

テ
ム

化
し

、
事

務
作

業
の

効
率

化
に

よ
り

作
業

時
間

を
大

幅
短

縮
化

す
る

と

と
も

に
、

業
務

ミ
ス

の
低

減
化

を
達
成
 

 
シ

ス
テ

ム
化

内
容
 

・
事

務
書

類
「

起
案

書
（

開
催

・
終
了

）、
受
講

内
定

通
知
書

、
外
部

講
師

関
連

書
類

等
」

に
お
い

て
、

全
1
3
種

類
の

様
式

の
内

、
各
書

類
に
入

力
す

る
手

間
を

省
い

た
ツ
ー

ル
を

作
成
 

 
サ

ー
ビ
ス

業
や

卸
売

業
・

小
売

業
に
お

い
て

も
、

製
品

の
製

造
や

品
質

管
理
に

関

す
る

知
識

を
有

す
る

人
材

育
成

が
必
要

と

な
っ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

都
産
技

研

の
設

備
や

人
材

を
活

か
し

た
実

践
的
な

セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。
 

①
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小

売
業

の
従

事
者

向
け

に
お

い
て

も
、

都
産

技
研

の
設

備
や

人
材

を
活

か
し

た
実

践
的

な
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

す
る

。
 

(
6
)
サ
ー

ビ
ス

産
業

等
の

ニ
ー
ズ

に
対
応

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
（
新

規
）

 
 

 
 
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小
売

業
の

従
事

者
向

け
の

セ
ミ
ナ

ー
を

実
施
 

（
開

催
実

績
：

8
件

、
2
7
2
名
受

講
）
 

【
実

施
テ

ー
マ

】
 

①
墨

田
支

所
開

催
 

・
「

2
0
12

年
春

夏
レ

デ
ィ

ス
･フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ン
ド

情
報

」
(6

月
23

日
 

4
9
名

受
講

) 

・
｢
3
D
計

測
か

ら
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
へ
の

展
開

技
法

」
(
7
月

1
5
日
 

5
名
受

講
) 

・
「

洗
濯

取
扱

い
絵

表
示

規
格
の

動
向
」

(
11

月
2
日
 

4
9
名

受
講
) 

・
「

2
0
12

年
秋

冬
レ

デ
ィ

ス
･フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン

ト
レ

ン
ド

情
報

」
(
11

月
1
6
日

 
41

名
受
講

) 

 
②

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー
開

催
 

 

・
「

デ
ザ

イ
ン

活
用

が
経

営
戦
略

を
生
む

」
(
1
0
月

5
日

 
41

名
受
講

) 

・
「

販
売

促
進

の
た

め
の

「
売
れ

る
言
葉

」
文

章
作

成
講

座
」

(
1
2
月

6
日

 
2
6
名
受

講
) 

③
技

術
経

営
支

援
室

開
催
 

・
「

経
営

戦
略

の
た

め
の

デ
ザ
イ

ン
」
(
3
月

2
日

 
30

名
受
講

) 

 
④

情
報

技
術

グ
ル

ー
プ

開
催

 

・
「

A
n
dr
o
id

が
も

た
ら

す
組
込

み
シ
ス

テ
ム

開
発

」
(
7
月

8
日

 
3
1
名
受

講
) 

 

○
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
セ

ミ

ナ
ー

の
開

催
（

新
規

）
 

 
 

サ
ー

ビ
ス

業
や

卸
売

業
・

小
売

業
の

従
事

者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施
 

開
催

実
績

：
8
件
、

2
72

名
受
講
 

 【
受

講
者

の
声

】
 

・「
大
変

興
味

深
か

っ
た

。
今
後

こ
の
セ

ン
タ

ー
を

積
極

的
に

利
用

し
た

い
。
」
 

・「
講
義

の
内

容
は

難
し

い
点
も

あ
っ
た

が
、
デ

ザ

イ
ン

に
つ

い
て

と
て

も
興

味
が

わ
い

た
。
」
（

デ

ザ
イ

ン
活

用
が

経
営

戦
略

を
生

む
）
 

 

個
別

企
業

や
業

界
団

体
等

の
人

材
育
成

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

希
望

に
対

応
し
た

カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

オ
ー

ダ
ー
メ

ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

人
材

育
成
ニ

ー

ズ
に

き
め

細
か

く
対

応
す

る
。

 

①
個

別
企

業
や

業
界

団
体

等
の

人
材

育
成

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

希
望

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

人
材

育
成

ニ
ー

ズ
に

き
め

細
か

く
対

応
す

る
。
 

(
7
)
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ

ミ
ナ
ー

の
実
施

（
年

報
：

P
.1
1
6）

 

 
 

 
企

業
や

業
界

団
体

等
の

人
材

育
成

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

個
別

の
要

望
に

幅
広

く
対

応
す

る
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
 

1
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実
績
 

実
績

：
1
3
4
件

 
（

前
年

度
比

：
1
2%
減
）
 

 
 

 
 利

用
者

内
訳
 

企
業

77
件
（

卸
・

小
売

り
8
件

含
む
）、

工
業
団

体
等

2
3
件

、
教
育

機
関

15
件
、
 

自
治
体

1
5
件

、
そ

の
他

4
件
 

 

2
)
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実
施

例
 

a
)
製

造
業

の
製

品
開

発
を

目
的

と
し
た

ニ
ー

ズ
に

対
応

（
30

件
実
施

）
 

 
 
 
 
 
 【

実
施

テ
ー

マ
】
 

・
「

F
P
GA
 
基
礎

及
び

ツ
ー

ル
操

作
指
導

 
(3

日
コ

ー
ス

)」
 

(
生

活
関

連
産

業
用

機
械

製
造

業
 

3
日

 
4
名
受

講
) 

 
 

 
 

・「
ス
タ

ジ
オ

撮
影
」

(
製
造

業
 

1
日

 
2
名

受
講

) 

 
 

 
 

・「
3
D
-C
A
D（

S
o
li
d
W
o
r
k
s2
0
1
2）

講
習

」
(
製
造
業

 
4
日

 
4
名
受

講
) 

 
 

 
 

・「
L
ED

制
御

回
路
設

計
講
座

」
(
製

造
業

 
 
3
日
 

2
名
受

講
) 

b
)
製

造
業

の
品

質
管

理
を

目
的

と
し
た

ニ
ー

ズ
に

対
応

（
28

件
実
施

）
 

 
 
 
 
 
 【

実
施

テ
ー

マ
】
 

・
「

圧
粉

体
の

プ
レ

ス
成

形
」
(
金

属
加

工
機

械
製

造
業

 
1
日

 
2
名

受
講

) 

 
 
 
 
 

・「
ゴ
ム

の
動

的
粘
弾

性
評
価

」（
は
ん

用
機

械
器
具

製
造
業

 
1
日
 

1
名

受
講
）

 

 
 
 
 
 

・「
医
用

電
子

機
器
の

規
格
と

考
え

方
」（

生
産
用
機

械
器
具

製
造

業
 

1
日

 
2
名

受
講
）
 

 
 
 
 
 
 

・「
測
定

機
器

管
理
の

基
礎
」

(プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
製
品

製
造
業

 
2
日
 

1
0
名

受
講

) 

 
 
 
 
 

・「
V
OC

セ
ン

サ
ー
に

よ
る

V
O
C
濃

度
の

測
定

方
法

」（
木

材
・

木
製

品
製

造
業
 

1
日
 

3
名

受
講

）
 

c
)
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

の
ニ

ー
ズ

に
対
応

（
1
8
件

）
 

 
百

貨
店

や
小

売
業

等
へ

の
要
望

に
対
応
 

【
実

施
テ

ー
マ

】
 

 
 
 
 
 

・「
繊
維

素
材

と
ク
レ

ー
ム
」（

百
貨
店

 
述

べ
2
日

 
計

1
3
名

受
講

）
 

・
「

繊
維

の
基

礎
と

繊
維

製
品
の

製
造
工

程
、

繊
維

製
品

の
染

色
技
術

の
習

得
 

（
卸

商
業

組
合

 
計

2
日

40
名

受
講
）
 

   ○
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

の
実
施

例
 

・
放

射
線

対
策

へ
の

対
応

 
5
件

 
計

3
91

名
 

・
板

橋
産

業
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
向

け
機

器

セ
ミ

ナ
ー
 

 
 

分
析

機
器
等

6
機
種

 
14

名
受
講
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・
「

金
属

製
品

と
ク

レ
ー

ム
」（

百
貨
店

 
1
日
 

1
0
名

受
講

）
 

・
「

売
れ

る
チ

ラ
シ

の
作

り
方
」（

協
会

 
1
日
 

4
2
名

受
講
）

 

d
)
教

育
機

関
、

業
界

団
体

等
の

教
育
・

後
継

者
育

成
を

目
的

と
し
た

ニ
ー

ズ
に

対
応
 

【
実

施
テ

ー
マ

】
 

・
「

繊
維

の
製

造
工

程
お

よ
び
品

質
管
理

」
 

（
教

育
関

係
 

延
べ

2
日
 

1
68

名
受

講
）

 

 
 
 
 
 

 
・「

衣
料

管
理

実
習
」
（

7
教

育
機

関
で

実
施

 
各
教

育
機
関

5
日

間
(
3
5
日

間
) 

計
14

名
受

講
）
 

・
「

繊
維

製
品

の
製

造
工

程
技
術

の
習
得

」（
財
団

法
人

 
3
日

 
10

名
受

講
）
 

・
「

繊
維

製
品

の
染

色
技

術
の
習

得
」
 
(
法
人

向
け

新
人

職
員

コ
ー
ス

 
述
べ

3
日
 
計

2
2
名
受

講
）

  

e
)
放

射
線

対
策

へ
の

対
応

（
5
件

実
施

）
 

自
治

体
や

協
会

向
け

に
、

放
射

線
の
人

体
影

響
に

関
す

る
基

本
的
な

知
識

の
講

演
等

を
行

い
、
計

39
1
名
 

の
受

講
 

（
羽

村
市

教
育

委
員
会

6
0
名
、

東
京
都

環
境
局

8
2
名

、
東
京

都
産
業

労
働
局

3
5
名

、
 

関
東

連
合

若
鳶
会

1
5
0
名

、
日

本
筆
記

具
工

業
協
会

6
4
名
）

 

f
)
板

橋
産

業
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
の
職

員
向

け
機

器
操

作
セ

ミ
ナ
ー
 

 
 
 
 
  
 
分
析

機
器
等

6
機
種

の
操
作

セ
ミ

ナ
ー

（
8
日
間

(
1
1
月

14
日
～

1
2
月

1
3
日

)
、

14
名
受

講
）
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

4
-
2
 
関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
人
材

育
成
 

首
都

大
学

東
京

を
は

じ
め

と
す

る
大

学
、

学
術

団
体

、
業

界
団

体
、

行
政
機

関

等
が

実
施

し
て

い
る

産
業

人
材

育
成
の

取

組
み

に
対

し
て

、
職

員
の

講
師

派
遣
、

イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

よ
る

学
生

の
受
入

れ

な
ど

で
積

極
的

に
協

力
す

る
。

 

 

①
首

都
大

学
東

京
を

は
じ

め
と

す
る

大
学

、
学

術
団

体
、

業
界

団
体

、
行

政
機

関
等

が
実

施
し

て
い

る
産

業
人

材
育

成
の

取
り

組
み

に
対

し
て

、
職

員
の

講
師

派
遣

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

よ
る

学
生

の
受

入
れ

な
ど

で
積

極
的

に
協

力
す

る
。
 

2
0 

Ｂ
 

(
1
)
研
修

学
生

・
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
受

入
れ
 

大
学

・
大

学
院

の
学

生
を

一
定

期
間
受

入
れ

、
人

材
育

成
や

専
門
技

術
の

技
能

習
得

に
寄

与
 

1
)
学

生
受

入
れ

実
績

 
 
 

a
)
研

修
学

生
受

入
れ

 
卒

業
研

究
・
修

士
論

文
指

導
 

5
大

学
2
0
名

（
大

学
生

1
2
名

、
大
学

院
生

8
名

）（
前
年
度

：
8
大

学
3
1
名

）
 

 
 

【
指

導
例

】
 

 
 

 
・

長
岡

技
術

科
学

大
学

 
1
名

（
広

報
室

1
名

）（
平

成
23

年
1
0
月

1
1
日

～
平
成

2
4
年

2
月

1
7
日

）
 

 
 

 
 

 
長

期
（

5
か

月
間

）
実
務

訓
練

生
と

し
て

受
入

れ
 

 
 

 
 

 
 

広
報

事
業

の
改

善
案
と

し
て

iP
a
d
(タ

ブ
レ

ッ
ト
型

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

)の
ユ

ー
ザ
ー

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー

ス
を

利
用

し
た

、
電

子
書

籍
(パ

ン
フ
レ

ッ
ト

)を
開
発
 

 
 

 
・

芝
浦

工
業

大
学

 
計

2
名
（

情
報

技
術

グ
ル

ー
プ

1
名
、

材
料

技
術

グ
ル

ー
プ

1
名
）
 

 
 

 
 

連
携

大
学

院
生

と
し

て
2
名

受
入

れ
 

 
 

 
 

 
情

報
技

術
グ

ル
ー

プ
：
ユ

ビ
キ

タ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

低
消

費
電

力
化

研
究

 

 
 

 
 

 
材

料
技

術
グ

ル
ー

プ
：
脂

肪
族

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

の
改
質

お
よ

び
バ

ナ
ナ

繊
維

の
有
効

利
用

法
の

提
案
 

連
携

大
学

院
の

規
程

に
基

づ
き

産
技
研

職
員

を
客

員
教

授
と

し
て

7
名
登

録
 

・
工

学
院

大
学

 
計

11
名
（
墨

田
支
所

2
名

、
繊

維
・

化
学

グ
ル
ー
プ

5
名
、

材
料

技
術

グ
ル
ー
プ

4
名
）
 

 
 

墨
田

支
所

：
高

分
子

素
材

の
機
能

性
付

与
に

関
す

る
研

究
 

 
 

繊
維

・
化

学
グ

ル
ー

プ
：

N
H
L
(天

然
水

硬
性

石
灰

)の
微

細
構
造

と
環

境
性

能
に

関
す

る
調
査

研
究
 

材
料

技
術

グ
ル

ー
プ

：
高

分
子

材
料
の

熱
物

性
測

定
 

・
成

蹊
大

学
 

 
計

6
名

（
環

境
技
術

グ
ル

ー
プ

3
名

、
表

面
技
術

グ
ル

ー
プ

3
名

）
 

 
 

環
境

技
術

グ
ル

ー
プ

：
促

進
参
加

法
に

よ
る

排
水

処
理

 

表
面

技
術

グ
ル

ー
プ

：
光

科
学

的
表
面

処
理

技
術

の
基

礎
的

検
討
 

 
 
 

 
 

b
)イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
れ
実

績
 

1
大

学
2
名
、

1
工

業
高

校
8
名

（
前
年

度
：

3
大

学
1
7
名
）

 

【
指

導
例

】
 

・
首

都
大

学
東

京
 
計

2
名
(城

南
支
所

2
名

) 

 
 

 
レ

ー
ザ

型
彫

り
・

光
造

形
機
に

よ
る

試
作

品
製

作
を

指
導
 

 
 

(
2
)
講
師

派
遣

 
 

 
 
 
 
 高

度
な

専
門

知
識

を
持
つ

職
員
を

大
学

、
学

術
団

体
、
業

界
団

体
、
行
政

機
関

等
へ

非
常
勤

講
師

や
指
導
員
と
 

し
て

、
3
7
機

関
合

計
50

名
を

派
遣
 

【
大

学
等

へ
の

派
遣

事
例

】
 

 
 
・
東

京
都

立
産

業
技

術
高
等

専
門
学

校
 

 
 
 
「

も
の

づ
く

り
工

学
科
 

ロ
ボ
ッ

ト
工

学
コ

ー
ス

 
ロ

ボ
ッ
ト

工
学

実
験

Ⅰ
」

講
師

 

 
 
・
東

京
都

立
多

摩
科

学
技
術

高
校
 

2
年

生
向

け
特

別
授

業
「
リ

ソ
グ

ラ
フ
ィ

入
門

 
－

分
子

サ
イ

ズ
に
近

づ
く

半
導

体
-」

技
術

ア
ド
バ

イ
ザ
ー
 

 
 

 ・
電
気

通
信

大
学

「
メ
カ

ト
ロ
ニ

ク
ス

応
用

」
講

師
 

・
東

京
学

芸
大

学
「

化
学

概
論

」
講
師
 

・
法

政
大

学
「

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学
」

講
師
 

 
【

学
術

団
体

等
へ

の
派

遣
事

例
】
 

・
社

団
法

人
日

本
熱

処
理

技
術

協
会
 

S
UR
T
E
C2
0
1
1「

表
面

改
質
、
浸
炭
・
窒

化
、
高
周

波
熱
処

理
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ

」
講

師
 

・
公

益
社

団
法

人
日

本
分

析
化

学
会
「

第
2
7
回
、

第
2
8
回

、
第

2
9
回
分

析
化

学
基

礎
セ

ミ
ナ
ー

（
無

機
分

析
編

）」
講
師
 

 
【

業
界

団
体

へ
の

派
遣

事
例

】
 

・
東

京
都

鍍
金

工
業

組
合

 「
塗

装
」「

電
着

塗
装

」
「
め

っ
き

被
膜
の

品
質

試
験

方
法

」
講

師
 

 
【

行
政

機
関

等
へ

の
派

遣
事

例
】
 

・
独

立
行

政
法

人
中

小
企

業
基

盤
整
備

機
構
 

「
平
成

2
3
年

度
中

小
企

業
支
援

担
当
者

等
研

修
基

礎
」

講
師

 

「
農

工
大

・
多

摩
小

金
井

ベ
ン

チ
ャ
ー

ポ
ー
ト

7
月
例

会
」

講
師
 

・
独

立
行

政
法

人
日

本
学

術
振

興
会
 
「
薄

膜
第

1
31

委
員
会

」
講
師
 

【
研

修
学

生
受

入
れ

後
の

発
表

事
例
】
 

研
修

学
生

が
産

技
研

職
員

と
連

名
で

以
下

の
学

会
発

表
を

実
施
 

1
)
芝

浦
工

業
大

学
 

 
情

報
技

術
グ

ル
ー

プ
受

入
れ

学
生
 

・
国

際
会

議
 

 
 

 
1
件
 

・
学

会
全

国
大

会
 

 
1
件
 

2
)
成

蹊
大

学
 

 
環

境
技

術
グ

ル
ー

プ
受

入
れ

学
生
 

・
国

際
会

議
 

 
1
件
 

・
学

会
秋

季
大

会
 

 
1
件
 

 【
研

修
学

生
の

声
】
 

・「
大
学

の
研

究
室

と
違

っ
て
多

く
の
設

備
が

整
っ

て
い

る
の

で
、

研
究

さ
せ

て
も

ら
え

た
こ

と
に

感
謝

」
 

・「
測
定

原
理

か
ら

装
置

操
作
、
デ
ー

タ
取

得
、
そ

の
解

析
方

法
ま

で
の

一
連

の
流

れ
を

基
礎

か
ら

学
習

さ
せ

て
頂

き
、

卒
論

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

、
大

変
感

謝
」
 

         ○
講

師
派

遣
 

高
度

な
専

門
知

識
を

持
つ

職
員

を
大

学
、

学
術

団
体

、
業

界
団

体
、

行
政

機
関

等
へ

非
常

勤
講

師

や
指

導
員

と
し

て
、

37
機
関
合

計
50

名
を

派
遣
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都
産

技
研

の
設

備
や

研
究

員
の

有
す
る

知
識

を
活

用
し

、
東

京
都

立
職

業
能
力

開

発
セ

ン
タ

ー
や

中
小

企
業

振
興

公
社
が

実

施
す

る
人

材
育

成
事

業
に

積
極

的
に
協

力

す
る

。
 

②
都

産
技

研
の

設
備

や
研

究
員

の
有

す
る

知
識

を
活

用
し

、
東

京
都

立
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
や

中
小

企
業

振
興

公
社

が
実

施
す

る
人

材
育

成
事

業
に

積
極

的
に

協
力

す
る

。
 

 
ま

た
、
平
成

2
3
年

度
開

設
す

る
東

京
都

立
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
と

の
人

材
育

成
に

関
す

る
連

携
事

業
を

新
た

に
開

始
す

る
。
 

(
3
)
東
京

都
立

職
業

能
力

開
発
セ

ン
タ
ー

と
の

連
携
 

 
 
 
都

立
職

業
能

力
開

発
セ
ン

タ
ー
の

若
手

技
能

者
育

成
及

び
雇
用

促
進

事
業

に
貢

献
 

1
)
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
と
の

人
材

育
成

協
力
 

4
月

に
開

所
し

た
多

摩
職

業
能

力
開
発

セ
ン

タ
ー

と
多

摩
テ

ク
ノ
プ

ラ
ザ

が
連

携
事

業
を

開
始
 

 
 

 
 ・

多
摩

職
業

能
力

開
発

連
絡
協

議
会

（
人

材
育

成
分

科
会
）

に
参

加
し

人
材

育
成

に
関
し

、
助

言
等

協
力
 

（
1
2
月

8
日

、
3
月

14
日
）
 

 
 

 
 ・

授
業

の
一

環
と

し
て

、
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

を
見

学
（
1
1
月

1
4
日

：
1
6
名
、

1
1
月

1
7
日

：
1
5
名
）
 

・
多

摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

開
設

2
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
を

職
能

セ
ン
タ

ー
の

人
材

育
成

プ
ラ

ザ
・
教
室

で
実

施
、

職
能

セ
ン

タ
ー

生
徒

が
参

加
（

3
月

1
日
：

2
7
名

）
 

 
2
)
多
摩

職
業

能
力

開
発

セ
ン

タ
ー
と

の
連

携
事

業
協

力
 

・
「

若
年

・
訓

練
生

合
同

就
職
面

接
会

I
N
都

立
多

摩
職

業
能
力

開
発
セ

ン
タ

ー
」

に
広

報
活

動
等
協

力
 

 
 

 
 
 
参

加
企

業
4
0
社
、

参
加
者

15
9
人
、

会
場

 
多

摩
職
業

能
力

開
発

セ
ン

タ
ー

実
習
室

(
11

月
2
5
日

) 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
施

設
公

開
と
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ
ー

「
技

能
祭

」
を

同
日

開
催
 

（
1
0
月

2
1
日

・
2
2
日
）
 

・
た

ま
工

業
交

流
展

を
多

摩
職

業
能
力

開
発

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し
、

出
展

協
力

（
2
月

24
,
2
5
日

）
 

・
出

展
企

業
の

多
摩

テ
ク

見
学

会
を
実

施
(
2
月

2
5
日

：
71

名
) 

3
)
東

京
都

立
城

南
職

業
能

力
開

発
セ
ン

タ
ー

大
田

校
と

の
人

材
育
成

協
力
 

職
業

能
力

開
発

セ
ン

タ
ー

が
保

有
し
て

い
な

い
材

料
試

験
等

の
実
技

研
修

を
実

施
 

a
)
実

績
：

延
べ

88
人
受

講
(1
0
月

2
4,
2
5
,2
7
日

）
 

b
)
受

入
部

署
：

本
部

4
部

署
が

講
師
と

し
て

人
材

育
成

事
業

に
協
力
 

高
度

分
析

開
発

セ
ク

タ
ー

、
実

証
試
験

セ
ク

タ
ー

、
機

械
技

術
グ
ル

ー
プ

、
表

面
技

術
グ

ル
ー
プ
 

c
)
担

当
分

野
 

①
高

度
分

析
開

発
セ

ク
タ

ー
：

走
査
型

電
子

顕
微

鏡
観

察
実

習
（
受

講
者

数
：

22
人

) 
 

 
 

②
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
：

金
属

材
料
の

材
料

強
度

試
験

（
受

講
者
数

：
7
人
) 

③
機

械
技

術
グ

ル
ー

プ
：

 エ
ン

ド
ミ
ル

に
よ

る
金

属
材

料
加

工
法
（

受
講

者
数

：
1
6
人
)
 

材
料

実
験

等
に

よ
る

材
料

特
性

を
学
ぶ
 

－
高

速
度

カ
メ

ラ
、

振
動

試
験

、
耐
久

試
験

－
（

受
講

者
数

：
20

人
) 

④
表

面
技

術
グ

ル
ー

プ
：

表
面

処
理
品

の
機

械
的

評
価

（
受

講
者
数

：
2
3
人

) 

 (
4
)
公
益

財
団

法
人

東
京

都
中
小

企
業
振

興
公

社
と

人
材

育
成

事
業
で

連
携

 
【

再
掲

：
項

目
9】

 

 
1
)
共
催

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
 

 

 
 

「
研

究
開

発
に

す
ぐ

に
役

立
つ
実
践

M
O
T（

技
術

経
営

）
講
座

」
 

 
2
)
中
小

企
業

振
興

公
社

人
材

ナ
ビ
ゲ

ー
タ

ー
の

都
産

技
研

見
学
会

及
び

産
業

人
材

育
成

事
業
担

当
者

と
の

意
見

交
 

会
実

施
 

 

  ○
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
と

連
携

事
業

を

開
始
 

・
多

摩
職

業
能

力
開

発
連

絡
協

議
会
 

（
人

材
育

成
分

科
会

）
に

参
加
 

・
授

業
の

一
環

と
し

て
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

を

見
学

 
等
 

       ○
城

南
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
大

田
校

と
連

携

し
人

材
育

成
事

業
へ

の
協

力
 

・
本
部

4
部
署

が
講

師
と

し
て

実
施
 

 
 

延
べ

88
人
受

講
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

5
.
 

情
報

発
信

・
情

報
提

供
の

推
進
 

5
-
1
 
情
報

発
信
 

東
京

都
、
区

市
町

村
、

中
小
企

業
振
興

公
社
、

商
工

会
議

所
、

商
工
会

な
ど
の

支

援
機

関
等

が
実

施
す

る
講

演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・
展

示
会

へ
の

参
加

を
通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的
に

P
R
し
利

用
拡
大

に
つ

な
げ

る
。
 

 

①
東

京
都

、
区

市
町

村
、

中
小

企
業

振
興

公
社

、
商

工
会

議
所

、
商

工
会

な
ど

の
支

援
機

関
等

が
実

施
す

る
講

演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・

展
示

会
へ

の
参

加
を

通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的
に

P
R
し

利
用

拡
大

に
つ
な

げ

る
。
 

 

2
1                   

Ｓ
 

(
1
)
広
報

室
の

新
設
 

 
1)
本

部
開

設
、

他
機

関
と

の
連

携
強

化
、

さ
ら

に
は

認
知

度
向

上
の

一
層

の
促

進
を

図
る

べ
く

、
経

営
情

報
室

広

報
係

を
「

広
報

室
」

と
し

て
分

離
独
立
 

 
2
)
戦
略

的
広

報
を

図
る

べ
く

、
広
報

年
度

計
画

を
立

て
、

計
画
的

な
広

報
を

実
現
 

 (
2
)
産
業

交
流

展
2
0
1
1
の

運
営

 
 
 

1
)
主

催
者

と
し

て
参

画
し

、
展

示
会
を

実
施
 

（
1
0
月

2
6～

2
8
日

、
東

京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト
東

5
・
6
ホ
ー
ル

、
来
場

者
数

52
,
4
02

名
) 

 
 

 
産

業
交

流
展

20
1
1
の
主

催
者
と

し
て

企
画

や
運

営
受

託
業
者

の
選

定
な

ど
に

参
画

。
首

都
圏

テ
ク

ノ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ゾ

ー
ン

（
約

50
0
㎡
使

用
）
に

対
す

る
都

産
技

研
や

首
都
圏

公
設

試
験

研
究

機
関

(
埼
玉

県
、

千
葉
県
、

神
奈

川
県

、
横

浜
市

)の
展
示
計

画
の
策

定
（

全
機

関
パ

ネ
ル

展
示
数

11
0
枚
）
や
連

絡
調

整
。
出

展
者

プ
レ

ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

(サ
ブ
ス

テ
ー
ジ

に
て
実

施
)
の
企

画
お

よ
び
運

営
 
 

 
2
)
都
産

技
研

展
示

ブ
ー

ス
で

の
展
示
 

 
 
 
・
都

産
技

研
事

業
内

容
お

よ
び
研

究
成

果
紹

介
 

 
 

 
事

業
成

果
パ

ネ
ル

展
示

8
0
枚

、
製

品
・

試
作

品
の
展

示
52

枚
 

 
 

・
本

部
新

規
事

業
紹

介
及

び
各
セ

ク
タ

ー
紹

介
 

 
 

・
各

室
、

グ
ル

ー
プ

、
支

所
、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

紹
介
 

 
3
)
サ
ブ

ス
テ

ー
ジ

に
て

出
展

者
プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施
 

 
 

 
産

業
交

流
展

2
01
1
の

サ
ブ
ス

テ
ー

ジ
に

て
、「

知
っ

て
役
立

つ
！

 
震

災
復

興
に

向
け
た

公
設

試
の

技
術

支

援
」

と
題

し
、

東
京

、
埼

玉
、

千
葉

、
神

奈
川

の
各

機
関

が
取

り
組

ん
で

い
る

震
災

復
興

支
援

事
業

を
中

心
と

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

企
画
、

実
施

（
1
日

4
テ
ー

マ
、
3
日
間

実
施

）
 

 
 

 
・

都
産

技
研

新
本

部
紹

介
 

 
 

 
・

福
島

原
発

事
故

に
関

わ
る
放

射
線

測
定

と
支

援
事

業
 

 
 

 
・

省
エ

ネ
巡

回
支

援
（

東
日
本

大
震

災
復

興
支

援
事

業
）
 

 
 

 
・

T
KF
（
埼

玉
、

千
葉
、

神
奈
川

）
よ

り
そ

れ
ぞ
れ

1
テ

ー
マ
 

4
)
本

部
見

学
会

と
連

携
し

た
バ

ス
ツ
ア

ー
を

開
催
 

 
 

 
・
産
業

交
流

展
2
0
1
1
の

来
場
者

に
対

し
、
直
接

、
都
産

技
研
本

部
の

設
備

や
機

器
を

見
学
し

て
も
ら
う
た
め
、 

会
場

で
あ

る
東

京
ビ

ッ
ク

サ
イ

ト
と
都

産
技

研
本

部
間

に
無

料
送
迎

バ
ス

を
運

行
。

見
学

時
間

1
時
間
程

度
の

バ
ス

ツ
ア

ー
を

1
日

4
回

（
計

1
2
回

）
実

施
、

9
2
人

参
加
 

 
 

 
・

バ
ス

ツ
ア

ー
は

参
加

者
か

ら
好

評
で

あ
り

、
こ

の
方

式
の

有
効

性
を

確
認

し
た

た
め

、
他

の
イ

ベ
ン

ト
で

も
同

様
に

実
施

（
2
0
11

国
際
ロ

ボ
ッ
ト

展
 

11
月

11
日
、

9
3
名

）
 

 
5
)
首
都

圏
テ

ク
ノ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
ゾ

ー
ン

ブ
ー

ス
の

ア
ン

ケ
ー
ト

結
果
 

 
 

 
ブ

ー
ス

の
満

足
度

に
つ

い
て
、
9
％
が

非
常

に
満

足
、
3
7％

が
満

足
と

回
答
。
ま
た

、
来

訪
者

の
約

4
7％

が
都
 

産
技

研
を

知
っ

て
い

た
と

回
答

し
、
53
％
の

方
へ

新
た

に
都

産
技
研
を

P
R
す

る
こ

と
で
、
認

知
度

向
上

に
貢
献
 

非
常
に
満
足

9.
2%

満
足

37
.2
%

ど
ち
ら
で
も
な
い

11
.2
%

不
満
足

0.
3%

無
回
答

42
.2
% 首

都
圏

テ
ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
の
満

足
度

n
=
3
5
8

利
用

し
て
い
た

2
0
.1
%

知
っ
て
い
た

26
.8
%

知
ら
な
か
っ
た

1
5.
1
%

無
回

答

3
8.
0
%

産
業

交
流

展
2
0
1
1
以

前
に
都

産
技

研
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
か

？n
=
3
5
8

 
(
3
)
区
市

等
と

の
連

携
に

よ
り
地

域
の
産

業
振

興
に

貢
献

【
再

掲
：
項
目

1
5】

 
 
 
1
)
自
治

体
と

連
携

し
た

展
示

会
に
出

展
 
8
件
 

 
 

 
本

部
、

各
支

所
、

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

紹
介

等
、

地
域
に

合
せ

た
展

示
を

実
施

 
 

 
 
 

(江
東
区

、
大

田
区
、

豊
島
区

、
板

橋
区

、
葛

飾
区

、
府
中

市
、

多
摩

地
域

、
つ

く
ば
市

) 
 

 
2
)
展
示

会
の

実
行

委
員

会
に

企
画
立

案
時

か
ら

参
画

 
4
件
 

 
 

 
自

治
体

の
特

性
に

合
わ

せ
た
展

示
会

企
画

に
技

術
面

か
ら
助

言
す

る
な

ど
の

事
業

協
力
を

実
施
 

○
広

報
室

の
新

設
 

・
本
部

開
設

、
他

機
関

と
の

連
携

強
化
、
さ

ら
に

は

認
知

度
向

上
の

一
層

の
促

進
を

図
る
べ

く
、経

営

情
報

室
広

報
係

を
「
広

報
室

」
と

し
て
分
離
独
立

・
戦

略
的
広

報
を

図
る

べ
く

、
広

報
年
度

計
画

を
立

て
、

計
画

的
な

広
報

を
実

現
 

 ○
産

業
交

流
展

2
0
11

と
連

動
し

た
新
し

い
取

り
組

み
 

・
産

業
交

流
展

2
0
11

の
会

場
で

あ
る
東

京
ビ

ッ
ク

サ
イ

ト
と

都
産

技
研

本
部

間
を

無
料

で
送

迎
す

る
バ

ス
ツ

ア
ー

を
実

施
 

（
都

産
技

研
本

部
設

備
や

機
器

を
展

示
パ

ネ
ル

で
は

な
く

実
際

見
る

こ
と

が
で

き
る

無
料

の
見

学
会

を
開

催
）
 

・
1
日

4
回
（

計
1
2
回

）
実
施

、
92

人
参

加
 

・
バ

ス
ツ
ア

ー
は

参
加

者
か
ら

好
評
で

あ
り
、
こ
の

方
式

の
有

効
性

を
確

認
し

た
た

め
、
他
の

イ
ベ
ン

ト
で

も
同

様
に
実

施
（

2
0
11

国
際

ロ
ボ

ッ
ト
展

1
1
月

11
日
 

9
3
名

）
 

・
2
0
11

国
際
ロ

ボ
ッ

ト
展

見
学

会
の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
、
都

産
技

研
を

利
用

し
た

こ
と
が

あ
る
と

の
回

答
が

4
2
％
、

残
り

5
8
％
の

方
が
都

産
技
研

を
見

学
さ

れ
た

こ
と

で
、

認
知

度
向
上

に
貢

献
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(
大

田
区

、
豊

島
区

、
板

橋
区
、

葛
飾
区

) 
 

3
)
自
治

体
主

催
の

展
示

会
を

後
援
・

協
力

 
5
件
 

 
第

27
回
葛

飾
区

産
業

フ
ェ
ア

、
第

2
2
回

府
中

市
工

業
技
術

展
、
第

15
回
い

た
ば

し
産
業

見
本
市

、
 

 
第

11
回
た

ま
工

業
交

流
展
、

第
5
回

つ
く

ば
産

産
学

連
携

推
進
市

in
ア
キ

バ
 

 
4
)
協
定

締
結

に
基

づ
き

区
市

の
展
示

会
会

場
で

成
果

発
表

会
を
実

施
 

府
中

市
が

主
催

す
る

｢第
2
2
回

府
中
市

工
業

技
術

展
 

ふ
ち

ゅ
う
テ

ク
ノ

フ
ェ

ア
」

で
、

産
業
へ

の
応
用
技

術
や

震
災

復
興

支
援

に
関

す
る

研
究
成
果

5
テ
ー

マ
を

発
表

(
1
0
月

21
日
、
も
の

づ
く
り

セ
ミ
ナ

ー
i
n
府

中
)、

府
中

市
中

小
企

業
の

技
術

力
向

上
に
寄

与
 

 
5
)
都
産

技
研

の
施

設
公

開
と

自
治
体

の
イ

ベ
ン

ト
を

同
時

開
催
 

大
田

区
、

葛
飾

区
は

産
業

イ
ベ

ン
ト

と
城

南
支

所
、

城
東

支
所

の
施

設
公

開
を

同
時

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
集

客
力
向

上
 

 (
4
)
民
間

団
体

、
そ

の
他

団
体
と

の
交
流

等
、

目
的

に
特

化
し

た
展
示

会
等

へ
の

参
加

（
年

報
：
P
.
1
31
）
 

3
3
の
展

示
会

お
よ

び
イ

ベ
ン
ト

へ
出
展

し
、

都
産

技
研

の
事

業
PR

を
行

っ
た

。
 

（
延

べ
展

示
会

日
数

：
6
2
日
、

延
べ
対

応
説

明
員

人
数

：
約

4
9
0
名
）
 

1
)
民

間
団

体
主

催
の

展
示

会
 

 
 

集
客

が
多

く
、

専
門

技
術

の
普
及

が
期

待
で

き
る

展
示

会
に
出

展
 

 
 
 
 
 ・

第
6
回
 

国
際

雑
貨

E
X
PO
（

7
月

6～
8
日

)
【
新

規
】
 

 
 

 
・

S
UR
T
E
CH
 
2
01
1
 
[表

面
処
理

技
術

展
]
（
7
月

13
～

1
5
日

）
 

 
 
 
 
 ・

2
01
1
国

際
ロ

ボ
ッ
ト

展
（
1
1
月

9
～
1
2
日

)
【
新

規
】
 

 
 

 
・

T
ES
T
2
01
1
 ［

第
11

回
総
合

試
験

機
器

展
］（

10
月

1
2～

1
4
日

）
 

 
 

 
・

E
mb
e
d
de
d
 
Te
c
h
no
l
o
g
y
 
20
1
1［

組
込

み
総

合
技
術

展
］
 

（
1
1
月

1
6～

1
8
日

）
 

 
 
 
 
 ・

伝
統

産
業

の
新

し
い

か
た
ち

 
べ

っ
甲

×
漆

デ
ザ

イ
ン
展

（
1
2
月

1
4
,1
5
日
）【

新
規

】
 

 
 

 
・
第

4
回
 
国
際

カ
ー
エ

レ
ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

技
術

展
（

1
月

1
8
～
2
0
日

）
 

 
 

 
・

F
C 
E
X
PO
 
2
01
2
 
第

8
回
 
国
際

水
素

・
燃

料
電
池

展
（
2
月

2
9
日

～
3
月

2
日

）
 

2
)
学

協
会

等
主

催
の

展
示

会
 

 
 
 
 
 ・

第
2
2
回

 
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
成

形
加

工
学

会
 
年
次
大

会
（
6
月

2
2
,
23

日
）【

新
規

】
 

 
・
第

3
回
 
産
学

官
連

携
の
集

い
 
日

本
不

織
布

協
会

（
7
月

8
日

) 
 

 
3
)
金
融

機
関

主
催

の
イ

ベ
ン

ト
【
再

掲
：

項
目

15
】
 

 
 

 
地

域
金

融
機

関
の

イ
ベ

ン
ト
を

活
用

し
、

都
産

技
研

の
PR

を
実

施
 

 
 
 

・
さ

わ
や

か
信

金
 
第

7
回

ビ
ジ

ネ
ス

フ
ェ

ア
（

6
月

1
7
日

）
 

 
 

・
西

京
信

金
 
第

1
0
回
ビ

ジ
ネ
ス

交
流

会
（

4
月

15
日

）
 

 
 

・
青

梅
信

金
 
第

1
1
回
ビ

ジ
ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
大

会
（

1
0
月

1
8
日

）
 

 
 

・
西

武
信

金
 
第

1
2
回
ビ

ジ
ネ
ス

フ
ェ
ア

f
r
om
 
T
AM
A
（

1
1
月

17
日
）
 

 
 

・
東

京
信

用
保

証
協

会
 

江
戸
・

T
OK
Y
O
技

と
テ

ク
ノ

の
融
合

展
（

11
月

2
日
）
 

 (
5
)
都
産

技
研

本
部

開
設

事
業
（

年
報
：

P
.1
2
7）

 

 
1
)
開
所

式
の

開
催

（
1
0
月

3
日

）
 

 
 

 
 ・

本
部

開
所

式
を

東
京

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

で
開

催
、
1
2
1
名

が
出

席
 

 
 

 
 ・

式
典

開
始

前
に

、
都

知
事
、

副
知

事
（

2
名

）
が

視
察
を

実
施

（
見

学
箇
所

7
箇

所
）
 

 
 

 
 ・

評
価

委
員

を
は

じ
め

、
自
治

体
の

産
業

振
興

担
当

や
連
携

機
関

、
近

 
  
 

隣
機

関
、

工
業

団
体

等
を

招
待

し
、
式

典
終

了
後

、
施

設
見

学
会
を
 

実
施

（
1
0
班

編
成

、
3
コ

ー
ス

、
12

箇
所

を
見

学
）
 

 
 

 
【

式
典

参
列

者
】
 

 
 

 
主

催
者

：
東

京
都

知
事

、
東
京

都
産

業
労

働
局

長
、

都
産
技

研
理

事
長
 

 
 

 
 

来
賓

：
関

東
経

済
産

業
局
長

、
東

京
都

議
会

副
議

長
、
 

 
 

 
 

 
 

 
江

東
区

長
、

東
京
商

工
会

議
所

副
会

頭
 

2
)
開

設
記

念
講

演
会

・
見

学
会

の
開
催

（
1
1
月

2
9
日

）
 

 
 

 
・

本
部

開
設

を
記

念
し

た
講
演

会
・

見
学

会
を

東
京

イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

  

ハ
ブ

で
開

催
 

 
 

 
・

自
治

体
の

産
業

振
興

担
当

や
連

携
機

関
、

近
隣

機
関

、
工

業
団

体
等

だ
け

で
な

く
、

都
産

技
研

の
利

用
企

業
や

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
、

技
術
研

究
会

の
メ

ン
バ

ー
等

を
招
待

し
、

3
84

名
が

参
加

 

 
 

 
【

講
演

会
】

講
師

：
米

倉
誠
一

郎
氏

（
一

橋
大

学
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
研

究
セ

ン
タ

ー
長
・

教
授

）
 

 
 

題
目

：「
創
発

的
破

壊
 
未

来
を
創

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
 

             ○
民

間
団

体
等

目
的

に
特

化
し

た
展

示
会

へ
の

参

加
 

・
3
3
件

に
出

展
（

前
年

度
18

件
）
 

・
集

客
が

多
く

PR
効
果

の
大
き

い
展
示

会
を

選
択

 
①
第

6
回
国

際
雑
貨

E
X
PO
（

7
月

6
～
8
日

) 

 
②

2
01
1
国

際
ロ

ボ
ッ

ト
展
（

1
1
月

9
～
1
2
日

) 

 
③
第

4
回
国

際
カ

ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ

ク
ス

技
術

展
（

1
月

1
8～

20
日
）
 

 
④

F
C 
EX
P
O 
2
0
12

第
8
回

 国
際

水
素

・
燃

料
電

池
展

（
2
月

2
9
日

～
3
月

2
日

）
 
外
 

             ○
本

部
開

所
式

の
開

催
 

・
本

部
開

所
式

を
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
ハ

ブ
で
 

開
催

、
1
2
1
名

が
出

席
（

1
0
月

3
日
）
 

・
式
典

開
始

前
に

、
都

知
事
、
副
知

事
（

2
名

）
が

視
察

（
見

学
箇
所

7
箇
所

）
 

・
評

価
委
員

を
は

じ
め

、
自

治
体

の
産
業

振
興

担
当

や
連

携
機

関
、
近

隣
機

関
、
工
業

団
体
等

を
招
待

し
、

式
典

終
了

後
、

施
設

見
学

会
を

実
施

（
10

班
編

成
、

3
コ

ー
ス

、
1
2
箇
所

を
見
学

）
 

 ○
開

設
記

念
講

演
会

・
見

学
会

の
開
催
 

・
本

部
開
設

を
記

念
し

た
講
演

会
・
見
学

会
を

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
で

開
催

（
11

月
29

日
）

・
自

治
体
の

産
業

振
興

担
当
や

連
携
機

関
、
近

隣
機

関
、
工

業
団

体
等

だ
け

で
な
く

、
都

産
技

研
の

利

用
企

業
や

異
業

種
交

流
グ

ル
ー

プ
、
技
術

研
究
会

の
メ

ン
バ

ー
等

を
招

待
し

、
38
4
名
が

参
加
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3
)
本

部
開

設
に

向
け
た

P
R
活
動

 

 
各

種
媒

体
を

利
用

し
た

PR
を

積
極
的

に
実

施
 

 
 

 
・

開
設

前
に

記
者

向
け

内
覧
会

を
実

施
（

9
月

30
日

）
 
参
加

9
社
 

 
 

 
 

 
産

経
新

聞
社

、
中

日
新
聞

社
、

日
本

経
済

新
聞

社
、
塗

料
報

知
新

聞
社

、
医

理
産
業

新
聞

社
、
 

 
 

 
 

 
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
・

エ
ー
ジ

、
東
京

M
X
テ

レ
ビ
、

o
d
u
k、

東
京

都
生

活
文

化
局

広
報
課
 

 
 

 
・

本
部

開
設

に
合

わ
せ

た
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
の

作
成

【
再
掲

：
項
目

4
、
5
、

8】
 

 
 

 
 

 
本

部
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

10
,
0
00

部
、

3
セ
ク

タ
ー
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

5
,
00
0
部

、
 

 
 

 
 

 
ブ

ラ
ン

ド
試

験
リ

ー
フ
レ

ッ
ト

5,
0
0
0
部

配
布

 

 
 

 
・

本
部

建
物

内
整

備
（

展
示
約

20
件
、

パ
ネ

ル
約

1
4
0
枚

新
設

）
 

 
 

 
 

 
館

内
常

設
展

示
：

エ
ン
ト

ラ
ン

ス
、

2
階

北
エ

レ
ベ
ー

タ
ー

ホ
ー

ル
前
 

 
 

 
 

 
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ハ

ブ
：

ブ
ラ

ン
ド

試
験

、
セ
ク

タ
ー

紹
介

パ
ネ

ル
 

2
0
枚
 

 
 

 
 

 
研

修
室

前
ホ

ワ
イ

エ
：
各

事
業

所
、

グ
ル

ー
プ

紹
介
パ

ネ
ル

 
1
8
枚
 

 
 

 
 

 
講

堂
ホ

ワ
イ

エ
：

各
事
業

所
、

震
災

復
興

技
術

支
援
関

連
パ

ネ
ル

 
2
3
枚
 

 
 

 
 

 
部

屋
パ

ネ
ル

の
設

置
：
パ
ネ

ル
デ

ザ
イ

ン
を
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

提
示

し
、
各
所

属
で
作

成
・
展

示
（
約

1
0
0

枚
）
 

 
 

 
・

番
組

製
作
 

 
 

 
 

①
中

小
企

業
対

象
 

番
組
名

：
企

業
魂

（
M
X
-
TV
）

3
月

3
日
放

送
 

 
 

 
 
 
②
都

民
対

象
 

番
組

名
：
大

ス
キ

！
S
e
a
si
d
e（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

T
V）

1
0
月

2
2
日

放
送
 

 
 

 
 

 
な

お
、

放
送

し
た

コ
ン
テ

ン
ツ

は
本

部
で

常
時

放
映
（

1
階

正
面

大
型

ビ
ジ

ョ
ン
や

見
学

ほ
か
 

 
 

 
 

 
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

に
適
時

活
用

）
 

 (
6
)
都
産

技
研

の
認

知
度

向
上
活

動
 

1
)
本

部
 

 
電

車
広

告
、

駅
ポ

ス
タ

ー
、

そ
の
他

広
告

の
掲

出
に

よ
る

認
知
度

向
上
 

 
 

 
・

東
京

ビ
ッ

グ
サ

イ
ト

 
 

 
 

 
 

（
屋

根
付

き
歩

道
、

エ
ン
ト

ラ
ン

ス
、

メ
デ

ィ
ア

タ
ワ
ー

：
通

年
継

続
中

）
 

 
 

 
・

り
ん

か
い

線
窓

上
広

告
 
（

4
月

～
9
月
【

終
了
】）

 

 
 

 
・

ゆ
り

か
も

め
新

橋
駅

、
豊
洲

駅
 

（
通

年
継

続
中

）
 

 
 

 
・

東
京

テ
レ

ポ
ー

ト
駅

 
（
通

年
継

続
中

）、
送
迎
バ

ス
時
刻

表
掲

出
 

（
1
月
～

継
続
中

）
 

 
 

 
・

都
バ

ス
広

告
 

（
9
月

～
継

続
中

）
 

 
 

 
・

青
海

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

ビ
ル
案

内
掲

示
 

（
1
月
～

継
続
中

) 

 
 

 
・

そ
の

他
広

告
：

17
件

 

 
 

 
 

（
日

刊
工

業
新

聞
、

都
政
新

報
、

工
団

連
、

タ
ウ

ン
誌
（

東
京

シ
ー

サ
イ

ド
ス

ト
ー
リ

ー
）

な
ど

）
 

 
2
)
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

の
認

知
度
向

上
活

動
 

a
)
子

ど
も

科
学

技
術

教
室

～
夏

休
み
も

の
づ

く
り

体
験

！
～

の
開
催

（
8
月

4
,
5
日

、
33

名
参
加

）
 

 
 

 
・

体
験

型
イ

ベ
ン

ト
を

4
テ
ー

マ
（

各
日

2
テ

ー
マ

）
実
施
 

・
首

都
大

学
東

京
産

学
公

連
携

セ
ン
タ

ー
を

通
じ

、
東

京
都

立
産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
連
携

し
て

実
施
 

b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
開
設

2
周

年
記

念
事

業
 

・
次

世
代

自
動

車
技

術
講

演
会

「
次
世

代
自

動
車

技
術

と
先

端
車
両

」（
2
月

1
6
日

、
63

名
参
加

）
 

 
 

講
演

：
5
テ
ー

マ
、

電
気

自
動
車

・
燃

料
電

池
車

等
車

両
展
示

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
見
学

会
 

・
次

世
代

自
動

車
技

術
講

演
会

「
ワ
ー

ル
ド

ソ
ー

ラ
ー

チ
ャ

レ
ン
ジ

2
連

覇
に

見
る

最
先

端
電
気

自
動

車
 

 
技

術
」

（
3
月

1
日
、

8
7
名

参
加
）
 

 
 

講
演
：
2
テ

ー
マ

、
電

気
自

動
車
・
燃

料
電

池
車

等
車
両

展
示
、
多

摩
職

業
能

力
開
発

セ
ン
タ

ー
見
学
会
 

・
EM
C
サ
イ

ト
設

置
記

念
セ

ミ
ナ

ー
「

電
子

機
器

開
発

に
お

け
る

最
新
の

EM
C
対
策

お
よ

び
電

波
暗
室

の
活
用
」

（
2
月

2
2
日

、
79

名
参

加
）
 

 
 

c
)T
I
R
I 
N
e
ws
「
多

摩
テ
ク

の
ひ
ろ

ば
」

 
6
月
号

よ
り

連
載
開

始
（

10
回
掲

載
）
 

d
)
昭

島
市

産
業

観
光

事
業

へ
の

協
力
【

再
掲

：
項
目

1
5】

 

 
 

 
・

昭
島

市
観

光
ま

ち
づ

く
り
協

会
 
フ
ォ

ト
コ

ン
テ
ス

ト
（
9
月

1
1
日

）
協

力
 

 
 

 
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
研

究
と
町

の
歴

史
コ

ー
ス

見
学

（
12

月
7
日
、

 
2
4
名

）
 

e
)
電

柱
広

告
、

バ
ス

車
内

案
内

実
施
 

 
 

 
 電

柱
広
告

1
6
本

:
西
立

川
駅
か

ら
の

利
用

者
向

け
案

内
表
示

に
活

用
 

 
 

 
 バ

ス
車

内
案

内
：

利
用

者
の
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
へ

の
誘
導

に
貢

献
 

 

              ○
開

設
記
念

T
V
番

組
の

制
作
 

・
中

小
企

業
対

象
 

番
組

名
：
企

業
魂
（

M
X
-T
V
）
3

月
3
日
放

送
 

・
都

民
対

象
 
番

組
名

：
大
ス

キ
！

Se
a
s
id
e
（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

TV
）

10
月

22
日

放
送
 

   ○
都

産
技

研
の

認
知

度
向

上
活

動
 

【
本

部
】
 

・
東

京
ビ

ッ
グ

サ
イ

ト
 

（
屋

根
付

き
歩

道
、

エ
ン

ト
ラ

ン
ス
、
 

メ
デ

ィ
ア

タ
ワ

ー
：

通
年

継
続

中
）
 

・
ゆ

り
か

も
め

新
橋

駅
、

豊
洲

駅
（
通

年
）

外
 

 【
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
】
 

・
子
ど

も
科

学
技

術
教

室
～

夏
休

み
も
の

づ
く

り
体

験
！

～
の

開
催

（
8
月

4
,
5
日

、
33

名
参

加
）
 

・
多

摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

開
設

2
周

年
記

念
事

業
、
外

  ○
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
利

用
企

業
数
の

増
加
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

認
知

度
向

上
活

動
に

よ
り

利
用

企
業

数
の

大
幅

増
加

に
貢

献
 

 
3
4
6 

→
 

1
,
61
0
 
→

 
2,
5
4
7
社
 

（
H
2
1）

 
 

(
H
22
)
 
 

 
 (
H
2
3
) 
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都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、
首

都
大

学
東

京
や

T
KF

参
加

の
各

公

設
試

験
研

究
機

関
等

が
行

う
研

究
発
表

会
の

間
で
、

相
互

に
発

表
者
を

派
遣
し

合

う
な

ど
、
多

様
な

連
携

に
よ
り

研
究
機

関

が
保

有
す

る
技

術
シ

ー
ズ

や
研

究
成
果

を
広

く
中

小
企

業
に

発
信

す
る

。
 

 

②
都

産
技

研
が

開
催

す
る

研
究

発
表

会
と

、
首

都
大

学
東

京
や

TK
F
参

加

の
各

公
設

試
験

研
究

機
関

等
が

行
う

研
究

発
表

会
の

間
で

、
相

互
に

発
表

者
を

派
遣

し
合

う
な

ど
、

多
様

な
連

携
に

よ
り

研
究

機
関

が
保

有
す

る
技

術
シ

ー
ズ

や
研

究
成

果
を

広
く

中
小

企
業

に
発

信
す

る
。
 

(
7
)
研
究

成
果

発
表

会
に

よ
る
成

果
の
普

及
（

年
報

：
P
.
1
20
）

 

 
・

本
部

へ
移

転
し

初
め

て
の

研
究
成

果
発

表
会

（
1
1
月
）

を
開
催

す
る

と
と

も
に

、
墨

田
支
所

（
7
月
）、

 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

（
6
月
）

の
2
会

場
で

も
実

施
 

 
・

口
頭

発
表

だ
け

で
な

く
、

よ
り
詳

細
な

内
容

を
伝

え
る

パ
ネ
ル

展
示

、
施

設
見

学
会

を
開
催
 

各
発

表
会

場
で

「
震

災
復

興
支

援
セ
ッ

シ
ョ

ン
」

を
企

画
・

開
催
 

 
・

本
部

で
は

、
開

発
企

画
室

と
連
携

し
、

研
究

課
題

外
部

評
価
制

度
を

導
入
 

発
表

し
た

基
盤

研
究

テ
ー

マ
を

評
価
対

象
に

決
定
 

1
)
本

部
会

場
(
1
1
月

9、
1
0
日

、
発
表

52
件
、

1
53

名
参
加

) 

a
)
発

表
分

野
：

計
測

・
評

価
、

機
械
・

金
属

、
I
T
、
電

気
・

電
子
、

環
境

、
材

料
・

化
学

分
野
 

b
)
震

災
復

興
支

援
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
3
件
 

 
 

 
「

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所
事

故
に

伴
う

環
境

放
射

能
測
定

」
バ

イ
オ

応
用

技
術

グ
ル
ー

プ
 

 
 

 
「

L
ED
 
照
明

器
具

の
EM
C
 
評
価

方
法

に
関

す
る

一
考
察

」
電
子

半
導

体
技

術
グ

ル
ー

プ
 

 
 

 
「

L
ED
 
照
明

器
具

の
光

学
特
性

お
よ

び
電

気
特

性
に

関
す
る

考
察

」
光

音
技

術
グ

ル
ー
プ
 

c
)
基

調
講

演
：

財
団

法
人

み
や

ぎ
産
業

振
興

機
構

理
事

長
「

宮
城
県

に
お

け
る

産
業

振
興

と
東
日

本
大

震
災

」
 

d
)
他

機
関

か
ら

の
研

究
発

表
【

再
掲
：

項
目

15
】
 

T
K
F
参
加

の
公

設
試

や
協

定
を

締
結
し

て
い

る
大

学
か

ら
教

員
を
招

聘
し
、
広
域

的
な

研
究

成
果
の

普
及
を

実
施

（
5
件
発

表
）
 

・
埼

玉
県

産
業

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー
 

2
件
 

・
千

葉
県

産
業

支
援

技
術

研
究

所
 
 
 
1
件
 

 
 

 
  

・
神

奈
川

県
産

業
技

術
セ
ン

タ
ー

 
 
 
1
件
 

 
 

 
 

・
産

業
技

術
大

学
院

大
学
 
 
 
  
 
 
  

1
件
 

e
)
研

究
成

果
の

パ
ネ

ル
を

展
示

 
パ
ネ
ル

4
7
枚
 

f
)
研

究
発

表
終

了
後

、
施

設
見

学
を
実

施
（

96
名
参

加
）
 

g
)
本

部
研

究
成

果
発

表
会

の
ア

ン
ケ
ー

ト
結

果
 

発
表

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

71
％

が
満

足
と

回
答

。
ま

た
、

7
5
％

以
上

が
、

技
術

開
発

に
役

立
つ

と
回

答
し

、
研

究
成

果
を

活
用

し
た

企
業
の

技
術

開
発

・
製

品
開

発
が
期

待
で

き
る
 

 

十
分

満
足

1
9
.8
%

ほ
ぼ
満

足

5
1
.9
%

や
や
不

満

3
.7
%

無
回

答

2
4
.7
%

プ
ロ
グ
ラ
ム

ｎ
=
8
1

十
分

役
立
つ

1
8
.5
%

あ
る
程
度

役
立

つ
4
6.
9
%

わ
ず

か
に
役
立

つ 9
.9
%

無
回

答

2
4
.7
%

発
表

内
容

は
、
御

社
の
技

術
開

発
に
と
っ
て
有

用
か
？

ｎ
=
8
1

 

 

2
)
多

摩
会

場
(
産
業

サ
ポ

ー
ト
ス

ク
エ
ア

･
TA
M
A
)(
6
月

2
8
日

、
発
表

26
件
、

7
7
名

参
加

) 

a
)
発

表
分

野
：

電
気

・
電

子
、

環
境
、

機
械

・
材

料
分

野
 

b
)
震

災
復

興
支

援
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
5
件
 

 
 

 
「

福
島

第
一

原
発

事
故

に
伴
う

環
境

放
射

能
測

定
」

バ
イ
オ

応
用

技
術

グ
ル

ー
プ

 

 
 

 
「

L
ED
 
照
明

器
具

の
測

光
方
法

と
光

学
特

性
」

光
音

技
術
グ

ル
ー

プ
 

 
 

 
「

L
ED
 
照
明

器
具

の
評

価
方
法

…
電

気
分

野
か

ら
の

ア
ド
バ

イ
ス

」
電

子
半

導
体

技
術
グ

ル
ー

プ
 

 
 

 
「

都
産

技
研

で
の

燃
料

電
池
開

発
に

向
け

た
取

り
組

み
」
繊

維
・

化
学

グ
ル

ー
プ

 

 
 

 
「

都
産

技
研

の
復

興
支

援
の
取

り
組

み
」

多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
 

c
)
近

隣
機

関
と

の
連

携
：

東
京

都
農

林
総

合
研

究
セ

ン
タ

ー
「

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

に
よ

る
園

芸
ハ

ウ
ス

の
冷

暖
房

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」
 

d
)
特

別
セ

ッ
シ

ョ
ン
：
首

都
大

学
東
京

教
授
「
多

摩
の

中
小

企
業
と

学
生

で
つ

く
る

コ
ン

バ
ー
ト

EV
-
中
古

車
を

E
V
に

-」
 

 
 
 
e
)研

究
発

表
終

了
後

、
施

設
見
学

会
を

実
施

（
3
6
名
参

加
）
 

f
)
研

究
成

果
の

パ
ネ

ル
を

展
示

 
パ
ネ
ル

2
4
枚
 

         ○
研

究
成

果
発

表
会

の
時

宜
に

合
せ
た

特
別

企
画
 

・
「

震
災
復

興
支

援
セ

ッ
シ
ョ
ン

」
は
、

本
部

・
墨

田
支

所
・

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

で
そ

れ
ぞ

れ
企

画
・

開
催

、
全

12
テ
ー

マ
発
表
 

    ○
他

機
関

か
ら

の
研

究
発

表
 

T
K
F

参
加

の
公

設
試

や
協

定
を

締
結

し
て

い
る

大
学

か
ら

教
員

を
招

聘
し
、
広
域

的
な
研

究
成

果
の

普
及

を
実

施
（

8
件

発
表

）
 

・
埼

玉
県

産
業

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー
 

2
件
 

・
千

葉
県

産
業

支
援

技
術

研
究

所
 
 
 
1
件
 

・
神

奈
川

県
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
 
 
 
1
件
 

・
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 
  
 
 
 
 
  

1
件
 

・
東

京
都

農
林

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー
 

1
件
 

・
首

都
大

学
東

京
 

 
 

 
 

 
 
 

1
件
 

・
栃

木
県

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

 
 
 

1
件
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3
)
墨

田
会

場
(
墨
田

支
所

実
習
室

)
(
7
月

8
日

、
発

表
8
件
、

6
0
名

参
加

) 

a
)
発

表
分

野
：

繊
維

技
術

、
ア

パ
レ
ル

製
品

開
発

に
関

連
し

た
分
野
 

b
)
震

災
復

興
支

援
セ

ッ
シ

ョ
ン

：
4
件
 

 
 

 
「

簡
易

避
難

服
の

製
品

開
発
」

墨
田

支
所
 

 
 

 
「

迅
速

に
脱

衣
可

能
な

防
護
服

の
開

発
」

墨
田

支
所

 

 
 

 
「

節
電

ビ
ズ

・
ク

ー
ル

ビ
ズ
・

ウ
ォ

ー
ム

ビ
ズ

の
評

価
方
法

」
墨

田
支

所
 

 
 

 
「

腰
部

締
め

付
け

に
お

け
る
人

体
形

状
の

変
化

と
衣

服
圧
」

墨
田

支
所
 

 
 
 
c)
公

設
試

と
の

連
携

：
栃

木
県

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

繊
維

技
術

支
援

セ
ン

タ
ー

「
ト

ー
シ

ョ
ン

レ
ー

ス
機

に
よ

る
4
軸
織

物
組

織
の

開
発

」
 

 
 
 
d
)研

究
発

表
終

了
後

、
施

設
見
学

会
を

実
施

（
6
0
名
参

加
）
 

4
)
発

表
賞

・
パ

ネ
ル

賞
を

実
施

【
再
掲

：
項
目

1
6】

 

 
 

 
各

会
場

で
、
プ

レ
ゼ
ン

能
力
が

優
れ

た
「
発

表
賞

」、
研
究

成
果

を
的

確
に

表
現
し

た
「

パ
ネ

ル
賞

」
を

設
定

 

 
 

 
よ

り
正

確
で

わ
か

り
や

す
い
研

究
成

果
発

表
会

を
実

施
 

 
 

・「
発
表

賞
」

計
5
件
（
多

摩
1
件

、
墨
田

1
件
、

本
部

3
件
）
 

 
 

・「
パ
ネ

ル
賞

」
5
件
（
本

部
5
件

）
 

 
【

選
出

方
法

】
 

 
 

・
発

表
賞

：
座

長
が

各
発

表
テ
ー

マ
に

つ
い

て
採

点
を

行
い
、

そ
の

結
果

を
元

に
主

席
研
究

員
に

お
い

て
3
件

を
選

出
 

 
 

・
パ

ネ
ル

賞
：

１
人

に
つ

き
3
票

を
選

出
し

、
得

票
の

多
い
パ

ネ
ル

か
ら

新
人

職
員

と
管
理

職
そ

れ
ぞ

れ
3
件

を
選

出
 

 (
8
)
他
機

関
の

研
究

発
表

会
へ
の

研
究
員

の
派

遣
 

も
の

づ
く

り
等

へ
発

展
が

期
待

で
き
る

研
究

テ
ー

マ
を

中
心

に
他
の

公
設

試
等

で
の

研
究

成
果
発

表
会

や
特
 

別
講

演
会

へ
職

員
を

派
遣

(7
テ

ー
マ
発

表
）
 

 
 

 
 ・

千
葉

県
産

業
支

援
技

術
研
究

所
研

究
発

表
会

 
 

2
件
 

 
 

 
 ・

埼
玉

県
産

業
技

術
総

合
セ
ン

タ
ー

研
究

発
表

会
 

2
件
 

 
 

 
 ・

神
奈

川
県

産
業

技
術

セ
ン
タ

ー
・

神
奈

川
県

産
業

技
術
交

流
協

会
 

神
奈

川
県

も
の

づ
く

り
技

術
交

流
会
 

 
 

 
3
件
 

 
 

 
 

(
9
)
地
域

結
集

事
業

研
究

成
果
発

表
会
の

開
催

【
再

掲
：

項
目

1
8】

 

 
 

最
終

研
究

成
果

発
表

会
を

本
部
で

開
催

（
1
0
月

6
日
、

8
テ
ー

マ
、

参
加

者
1
5
0
名

）
 

 
a
)
来
賓
 

 
 

・
独

立
行

政
法

人
科

学
技

術
振
興

機
構

理
事
 

 
 

・
東

京
都

産
業

労
働

局
長

 

 
 

発
表

会
で

挨
拶

を
い

た
だ

き
、
展

示
の

見
学

等
も

実
施

 

 
b
)
成
果

発
表

及
び

成
果

物
展

示
 

 
平
成

1
8～

2
3
年

の
フ

ェ
ー
ズ

Ⅰ
及
び

Ⅱ
の

成
果

8
テ

ー
マ

を
発
表
 

・
都

産
技

研
職

員
に

よ
る

発
表

(
2
テ

ー
マ

) 

・
連

携
機

関
(
大
学

・
民

間
企
業

)
に
よ

る
発

表
(6

テ
ー

マ
) 

成
果

発
表

に
加

え
、

研
究

成
果

パ
ネ
ル

（
3
6
枚

）
や

開
発
装

置
等
（

22
点
）

を
展

示
 

 
c
)
印
刷

物
を

作
成

し
、

参
加

者
に
配

布
 

 
・

「
東

京
都

地
域

結
集

型
研

究
開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
成

果
集

Ⅱ
」
 

 
 

・
「

V
OC
 
排
出

対
策

ガ
イ

ド
‐
基

礎
か

ら
実

践
・

評
価

法
ま
で

‐
」

（
印

刷
版

）
 

 (
1
0
)
施
設

公
開

の
開

催
 
（
年
報

：
P
.1
2
6）

 

1
)
施

設
公

開
の

実
施

状
況

（
開

催
日
、

来
場

者
数

は
後

掲
）

 

 
本

部
は

移
転

時
期

と
重

な
っ

た
た
め

、
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ

ラ
20
1
1（

1
1
月

）
に

参
加
す

る
形
で

実
施
 

 
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
、
城
東

支
所
、
墨

田
支

所
、
城
南
支

所
の
各

事
業

所
で

は
例

年
ど

お
り
実

施
（
延

9
日

間
） 

 
a
)
近
隣

住
民

を
含

む
一

般
都

民
へ
の

都
産

技
研

の
事

業
普

及
や
理

解
を

得
る

た
め

休
日

も
実
施
 

 
 
 
  

本
部

（
土

、
日

曜
日
）、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

（
金
、

土
曜
日

）、
城
東

支
所

（
金
、

土
、
日

曜
日

）
 

 
 
b
)自

治
体

や
近

隣
施

設
が
主

催
す
る

産
業

振
興

イ
ベ

ン
ト

等
と
同

時
開

催
 

 
 
 
  

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
：

東
京
都

農
林

水
産

フ
ェ

ア
お

よ
び
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ
ー

技
能

祭
 

 
 
 
  

城
東

支
所

：
葛

飾
区
産

業
フ
ェ

ア
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城
南

支
所

：
第

1
回
お

お
た
研

究
・

開
発

フ
ェ

ア
 

2
)
施

設
公

開
来

場
者

数
 

4
事

業
所

の
施

設
公

開
で

合
計

5
,
84
9
名
が

来
場
 

3
)
実

施
内

容
 

 
a
)
本
部

（
下

記
(
1
0
)に

掲
載

）
 

b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
（

10
月

2
1
,2
2
日
、

1
,6
9
7
名

）
 

 
 

 
・

産
業

サ
ポ

ー
ト

ス
ク

エ
ア
・

T
AM
A
ウ

ェ
ル

カ
ム
デ

ー
と
し

、
拠

点
全

体
を

公
開

 

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
多

摩
支
社

、
東

京
都

商
工

会
連

合
会
と

共
同

で
実

施
 

・
隣

接
す

る
東

京
都

農
林

水
産

振
興

財
団

が
実

施
す

る
「

東
京

都
農

林
水

産
フ

ェ
ア

」
と

東
京

都
立

多
摩

職

業
能

力
開

発
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

「
技

能
祭

」
と

同
時

開
催

し
、

来
場

者
を

相
互

イ
ベ

ン
ト

へ
積

極
的

に
案

内
 

c
)
城

東
支

所
（

10
月

14
～

16
日

、
3
,
3
00

名
）
 

・
第

27
回
葛

飾
区

産
業

フ
ェ
ア

と
同
時

開
催

し
、

来
場

者
を

相
互
に

積
極

的
に

案
内
 

・
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

城
東
支

社
、

葛
飾

区
と

連
携

展
示
を

実
施
 

d
)
墨

田
支

所
（

10
月

5,
6
日
、

4
5
6
名

）
 

 
 

 
・

各
種

繊
維

関
連

機
器

の
紹
介

、
熱

転
写

プ
リ

ン
ト

等
の
体

験
コ

ー
ナ

ー
を

設
置

 

e
)
城

南
支

所
(
1
0
月

1
1,
1
2
日

、
3
96

名
) 

 
 

 
・
第

1
回
お

お
た

研
究

・
開
発

フ
ェ

ア
と

同
時

開
催

し
、
来

場
者

を
相

互
に

積
極

的
に
案

内
 

 
 

 
 ・

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公
社

城
南

支
社

、
大

田
区

と
の
連

携
展

示
を

実
施
 

 (
1
1
)
サ
イ

エ
ン

ス
ア

ゴ
ラ

20
1
1
の
共

催
（

年
報

：
P.
1
2
8）

 

 
（

1
1
月

1
8～

20
日
、

3
日
間

延
べ
参

加
者
数

7
,
05
7
人
）

 

・
独

立
行

政
法

人
科

学
技

術
振

興
機
構

が
主

催
す

る
サ

イ
エ

ン
ス
ア

ゴ
ラ

20
1
1
に

共
催
者

と
し
て

参
画
 

・
日

本
科

学
未

来
館

、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

臨
海

副
都

心
セ

ン
タ

ー
、

シ
ン

ボ
ル

プ
ロ

ム
ナ

ー
ド

公
園

ウ
エ

ス
ト

プ
ロ

ム
ナ

ー
ド

の
一

部
、

都
産
技

研
本

部
を

会
場

と
し

、
1
94

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
 

・
独

立
行

政
法

人
科

学
技

術
振

興
機
構

か
ら

の
依

頼
を

受
け

、
各
種

委
員

会
に

役
員

等
を

派
遣
 

・
公

募
企

画
実

施
の

た
め

本
部

会
場
を

提
供

す
る

な
ど

、
企

画
か
ら

運
営

ま
で

を
共

同
で

推
進
 

1
)
各

種
委

員
の

派
遣
 

 
 

・
平
成

2
3
年

度
科

学
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

推
進

委
員

 
理
事

長
 

 
 

・
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ
ラ

2
0
1
1
企

画
委

員
 

広
報

室
長
 

2
)
開

幕
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

パ
ネ

リ
ス
ト

に
出

席
 

 
 

・
タ

イ
ト

ル
：

私
た

ち
に

と
っ
て

科
学

技
術

と
は

何
か

～
震
災

か
ら

の
再

生
を

め
ざ

し
て
 

 
 

・
会

場
：

国
連

大
学

ウ
・

タ
ン
ト

国
際

会
議

場
（

青
山

）
 

 
 
・
パ

ネ
リ

ス
ト
：
理
事
長
【

他
、
日

本
学

術
会

議
会
長

、
大
阪

大
学

教
授

、
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ

ョ
ン

ラ
イ

タ
ー

】 

 
 

 
（

11
月

18
日
、

1
65

名
参

加
）
 

3
)
ア

ゴ
ラ

ス
テ

ー
ジ

「
も

の
づ

く
り
マ

イ
ス

タ
ー

」
開

催
 

独
自

の
技

術
を

持
ち

製
品

開
発

を
行
っ

て
い

る
中

小
企

業
3
社

と
都

産
技

研
若

手
研

究
員

が
開
発

製
品
へ
の

思
い

や
将

来
の

展
望

を
対

話
形

式
で
発

表
 

・
登

壇
者
：
中

小
企

業
3
名
 

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
：
都

産
技

研
職
員

4
名
 
 

（
1
1
月

1
9
日

、
約

50
名
参
加

）
 

4
)
都

産
技

研
見

学
ツ

ア
ー

の
実

施
 

 
 

・
タ

イ
ト

ル
：

も
の

づ
く

り
の
世

界
に

触
れ

て
み

よ
う

 

 
 

（
1
1
月

1
9
,2
0
日

、
15
2
名

参
加

）
 

5
)
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ

等
の
本

部
施

設
の

貸
出
 

1
階

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

、
中

2
階
東

京
イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
、
5
階
講

堂
を

公
募

企
画

の
出
展

者
に
貸

し
出

す

と
と

も
に

、
食

堂
の

運
営

や
東

京
テ

レ
ポ

ー
ト

駅
か

ら
の

無
料

送
迎

バ
ス

の
運

行
等

、
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ

ラ
の

運
営

に
寄

与
 

 
 

※
都

産
技

研
内

で
開

催
さ

れ
た
主

な
イ

ベ
ン

ト
 

〈
1
階
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
〉
 

 
 

「
ジ

ャ
ン

プ
ロ

ボ
ッ

ト
を

つ
く
ろ

う
」

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

19
日

2
0
日

 
10
:
0
0～

1
7:
0
0 

 
 

「
電

気
二

重
層

キ
ャ

パ
シ

タ
で
走

る
充

電
式

電
気

自
動

車
を
作

ろ
う

」
 

 
 

19
日

2
0
日

 
10
:
0
0～

1
7:
0
0 

 
 

「
遺

伝
学

へ
よ

う
こ

そ
～

生
命
の

更
な

る
謎

を
解

き
明

か
す
」

 
 

 
 

 
 

19
日

2
0
日

 
10
:
0
0～

1
7:
0
0 

 

      ○
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

お
け

る
施
設

公
開

の
 

共
催
 

・
東

京
都
中

小
企

業
振

興
公
社

多
摩
支

社
、
東

京
都

商
工

会
連

合
会

と
共

同
で

実
施

し
、
拠
点

全
体
を

公
開
 

・
隣
接

す
る

東
京

都
農

林
水

産
振

興
財
団

が
実
施
す

る
「

東
京

都
農

林
水
産

フ
ェ
ア

」
と
東

京
都

立
多

摩
職

業
能

力
開

発
セ
ン

タ
ー
が

実
施
す

る
「

技
能

祭
」

と
同

時
開

催
し
、

来
場
者

を
相
互

イ
ベ

ン
ト

へ
積

極
的

に
案

内
 

     ○
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ
ラ

2
0
11

の
共

催
 

1
)
独

立
行

政
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
が

主
催

す

る
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ
ラ

2
01
1
に

共
催
者

と
し
て

初
め

て
参

画
 

2
)
独

立
行

政
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
か

ら
の

依

頼
を

受
け

、
各
種

委
員

会
に

役
員

お
よ
び
職
員
を

派
遣
 

3
)
開

幕
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

パ
ネ

リ
ス

ト
に

都
産

技

研
理

事
長

が
出

席
 

4
)
公

募
企

画
実

施
の

た
め

の
本

部
会
場

を
提

供
 

（
1
1
月

1
8～

2
0
日

、
3
日
間
 

延
べ

参
加

者
数

7,
0
5
7
人

）
 

5
)
都

産
技

研
見

学
ツ

ア
ー

 
15
2
名
参

加
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〈
中

2
階

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ
ブ

〉
 

 
 

「
デ

ジ
タ

ル
立

体
地

球
儀

で
み
る

地
球

と
惑

星
」

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

19
日

1
5
:0
0
～
1
6
:
30
 

 
 

「
ウ

ィ
キ

ペ
デ

ィ
ア

と
サ

イ
エ
ン

ス
/
百
科

事
典

と
科
学

」
 
 

 
 

 
 

 
 
1
9
日

1
5
:0
0
～
1
6
:
30
 

 
 

「
未

来
の

宇
宙

エ
レ

ベ
ー

タ
ー
を

レ
ゴ

で
つ

く
っ

て
み

よ
う
」

 
  
 
 
  
 
 
  
 
20

日
1
0
:0
0
～
1
7
:
00
 

 
 

「
レ

ゴ
宇

宙
エ

レ
ベ

ー
タ

 
ク
ラ

イ
マ

ー
レ

ー
ス

20
1
1
＠

ア
ゴ

ラ
」

 
  
 
 
  
 
20

日
1
0
:0
0
～
1
7
:
00
 

〈
5
階
講

堂
〉
 

 
 

「
千

石
先

生
の

 
い

の
ち

は
つ
な

が
っ

て
い

る
」

 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
1
9
日

1
5
:0
0
～
1
6
:
30
 

 
 

「
サ

イ
エ

ン
ス

ア
ゴ
ラ

2
0
1
1
出

張
『

ユ
ニ

バ
ー

ス
』」

 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
20

日
1
2
:4
5
～
1
4
:
15
 

 
 

「
ポ

ッ
ド

キ
ャ

ス
ト

を
使

っ
た
科

学
情

報
番

組
配

信
へ

の
取
り

組
み

」
 
 
 
  
 
19

日
1
2
:4
5
～
1
4
:
15
 

 
 

「
計

算
科

学
と

化
学

の
不

思
議
で

楽
し

い
関

係
」

 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
2
0
日

1
0
:3
0
～
1
2
:
00
 

 (
1
2
)
施
設

見
学

の
随

時
実

施
（

年
報
：

P
.1
3
0）

 

1
)
見

学
者

数
 

 
 

 
全

事
業

所
で

54
3
件
、

7
,
2
34

名
の

施
設

見
学

を
実

施
、
都

産
技

研
の

技
術

や
事

業
内
容

を
普

及
 

     2
)
本

部
見

学
対

応
へ

の
取

り
組

み
 

 
 

 
1
0
月

の
本

部
開

設
に
伴

い
、
本

部
見

学
の

申
し

込
み

依
頼
が

急
増

（
前

年
度
比

7
9
0
％
増

）
 

3
)
自

治
体

商
工

関
連

部
署

等
が

主
催
す

る
本

部
見

学
会

を
実

施
 

自
治

体
の

商
工

関
連

部
署

や
東

京
商

工
会

議
所

支
部

が
主

催
し

、
地

域
の

工
業

団
体

や
中

小
企

業
を

集
め

た

本
部

見
学

会
を

9
自

治
体

等
と

実
施
。

実
施

に
際

し
て

は
、

都
産
技

研
か

ら
無

料
の

送
迎

バ
ス
を

運
行

す
る
な

ど
、

利
便

性
を

向
上
 

 
 

 
 

台
東

区
、

品
川

区
、

大
田
区

、
北

区
・

板
橋

区
、

江
東
区

、
足

立
区

、
荒

川
区

 

 
 

 
 

商
工

会
議

所
墨

田
支

部
、
商

工
会

議
所

品
川

支
部

、
商
工

会
議

所
葛

飾
支

部
 

 

事
業
所

西
が
丘

本
部
 

本
部
 

城
東
 

墨
田
 

城
南
 

多
摩
 

テ
ク
 

合
 
計
 

件
 
数

（
件
）

2
5
 

4
0
4

4
 

1
8
 

1
2
 

8
6
 

5
4
9
 

見
学
者

数
（
名
）

1
5
3
 

5
,
4
39
 

2
8
 

4
2
4
 

1
0
9
 

1
,
0
81
 

7
,
2
34
 

             ○
本
部

P
R
に

向
け

た
見

学
会
活

動
を
推

進
 

1
)
本

部
見

学
の

申
し

込
み

が
前

年
度
に

比
べ
 

7
9
0
％
増

加
 

（
H
2
2：

 
76

件
、

 
 
62
8
名
 →

 

H
2
3
：

42
9
件

、
5,
5
9
2
名

）
 

 2
)
自

治
体

の
商

工
施

策
担

当
部

署
を
中

心
に

、地
域

の
工

業
団

体
や

中
小

企
業

を
対

象
と

し
た

本
部

見
学

会
を

開
催
 

・
各

自
治

体
と

本
部
を

結
ぶ
送

迎
バ
ス

を
運

行
す

る
な

ど
利

便
性

を
考

慮
）
 

・
9
自
治

体
等

 
延

べ
参

加
者

数
28
1
名
 

台
東

区
、

品
川

区
、

大
田

区
、

北
区
・

板
橋
区
、

江
東

区
、
足

立
区

、
荒

川
区

、
東

京
商
工
会
議
所

5
-
2
 
情
報

提
供
 

 
 

 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体
に

よ
り

速
や

か
に

提
供

す
る

。
 

・
研

究
開

発
の

成
果
 

・
保

有
す

る
技

術
情

報
や

ノ
ウ

ハ
ウ
 

・
依
頼

試
験

や
設

備
機

器
の
利

用
に
関

す

る
情

報
 

・
産
業

人
材

育
成

に
関

す
る
セ

ミ
ナ
ー

開

催
情

報
 

・
産
学

公
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

ト
に
関

す

る
情

報
 

・
共
同

研
究

や
受

託
研

究
の
公

募
に
関

す

る
情

報
 

・
最

近
の

技
術

動
向

等
に

関
す

る
情
報
 

  

①
中

小
企

業
の

製
品

開
発

や
生

産
活

動
に

役
立

つ
以

下
の

情
報

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体

に
よ

り
速

や
か

に
提

供
す

る
。

(
1
3
)
都
産

技
研

事
業

の
情

報
提

供
（
年

報
：

P
.1
3
6）

 

1
)
中

小
企

業
の

製
品

開
発

や
生

産
活
動

に
役

立
つ

情
報

提
供

 

 
 

a
)漫

画
で

わ
か

る
都

産
技

研
-東

京
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
発
信

！
-（

1
1
月

29
日
発

行
）
 

 
 

 
計

20
,
0
00

部
配

布
（
第

1
版

1
0
,0
0
0
部

、
増

刷
10
,
0
0
0
部

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

b
)日

経
ビ

ジ
ネ

ス
 

2
月

2
7
日

号
 

 
 

 
 

掲
載

タ
イ

ト
ル

：
東

京
か
ら

始
め

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
 

世
界

で
勝

つ
”

も
の

づ
く
り

”
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「

知
恵
」

と
「

設
備

」
で

強
力

に
支
援

 
（

2
ペ

ー
ジ

掲
載

）
 

 
 

c
)キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

活
用

し
た
広

報
活

動
 

う
ち

わ
 

1
0,
0
00

枚
、

紙
袋
 

1
7
,
00
0
枚

、
不

織
布

袋
 
4
,
5
0
0
枚
 

 
 

 
 

ポ
ケ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
 
4
0
,
00
0
個

、
セ

ン
タ
ー

車
2
台

ド
ア

ス
テ

ッ
カ

ー
 

2
)
マ

ス
コ

ミ
報

道
 
計

2
5
2
回

（
前
年

度
計

17
6
回
 

前
年

度
比

4
3
%増

）
 

 
（

内
訳

）
 

 
 

 
 
a)
プ
レ

ス
発

表
 

 
33

回
 

 
 

 
 
b)
テ
レ

ビ
報

道
 

 
13

回
（

他
、

テ
レ

ビ
撮

影
協

力
 

8
回
）
 

 
 

 
 
c)
新
聞

報
道

 
  
1
58

件
 

 
 

 
d)
雑
誌

報
道

 
  
 
48

件
 

 ○
本

部
お

よ
び

都
産

技
研

認
知

度
向

上
に

向
け

た

各
種

印
刷

物
の

制
作
 

都
産

技
研

を
積

極
的
に

PR
す
る

た
め
、

都
産
技

研
独

自
に

制
作

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
だ

け
で

な
く

、

漫
画

を
採

用
し

た
り

雑
誌

を
活

用
す
る

な
ど

、
様
々

な
方

法
で

PR
を
実

行
 

・
漫

画
で

わ
か

る
都
産

技
研

-東
京

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

発
信

！
発

行
（

2
万

部
発

行
）
 

・
日

経
ビ

ジ
ネ

ス
掲

載
 

・
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

活
用

し
た

広
報
活

動
 

   ○
マ

ス
コ

ミ
報

道
の

増
加
 

 
計

25
2
回
 

（
前

年
度
計

1
7
6
回

 
前

年
度

比
43
%
増
）
 

（
内

訳
）
 

 
プ

レ
ス

発
表

 
 
3
3
回
 

 
テ

レ
ビ

報
道

 
 
1
3
回
 

 
新

聞
報

道
 

 
1
5
8
件
 

 
雑

誌
報

道
 

 
  
4
8
件
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3
)
都
産

技
研

年
報

（
6
月
発

行
）
 
 
8
00

部
 

 

4
)
研

究
報

告
第

6
号

（
9
月
発

行
）
 

1
,1
0
0
部
 

 
 

例
年

11
月
に

発
行

し
て
い

た
も
の

を
、
成
果

普
及

を
早

め
る
べ

く
、
前
年

度
よ

り
2
ヶ

月
前

倒
し

し
て

9
月

に
発

行
 

5
)
技

術
情

報
誌

と
し
て

T
I
RI
 
N
e
w
s
を

発
行

  

 
 

 
毎
月

2
5
日

発
行

(
1
冊

：
12

ペ
ー

ジ
)、

発
行

部
数

 
5
,0
0
0
部

/号
 

 
 

 
シ

リ
ー

ズ
新

拠
点

（
本

部
PR
）、

多
摩
テ

ク
ノ

広
場

（
6
月

号
よ

り
）

の
連

載
 

6
)
事

業
案

内
 

3
,0
0
0
部

（
改

訂
2
回

 
計

8,
0
0
0
部

）
 

7
)
 
各
事

業
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

等
 

 
 

a
)事

業
案

内
（

簡
易

版
）

リ
ー
フ

レ
ッ

ト
 

5
2,
0
00

部
 

 
 
 
b
)本

部
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
 
1
0
,
00
0
部

（
改

訂
増
刷

1
0
,0
0
0
部

 
計

2
0,
0
0
0
部

）
 

 
 
c
)3

セ
ク

タ
ー

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
 
各

5,
0
0
0
部

（
改

訂
 

各
3,
0
0
0
部

）
 

 
d
)
5
ブ

ラ
ン

ド
試

験
リ

ー
フ

レ
ッ
ト

 
各

5,
0
0
0
部
 

8
)
適

時
な

情
報

提
供

と
し

て
メ

ー
ル
ニ

ュ
ー

ス
を

発
信

 
 

 
 
 
 
 
 配

信
7
4
回

、
発

信
数
 

約
8,
4
0
0
件
 

9
)
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

 
 
 
a
)ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数
 
年

2
8
8,
5
0
5
件

（
前

年
度

2
8
0,
5
9
9
件

 
前

年
度

比
2%
増
）
 

 
 
 
b
)掲

載
内

容
：
 

 
 

 
 

事
業

概
要

：
組

織
紹

介
、
ア

ク
セ

ス
・

交
通

、
各

種
規
程
 

 
 

 
 

技
術

支
援

：
総

合
支

援
窓
口

、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験
 

 
 

 
 

製
品

開
発

支
援

：
設

備
紹
介

、
製

品
開

発
支

援
ラ

ボ
 

 
 

 
 

研
究

開
発

：
研

究
成

果
概
要
 

 
 

 
 

産
業

人
材

育
成

：
セ

ミ
ナ
ー

・
講

習
会

情
報
 

 
 

 
 

産
業

交
流

：
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
紹

介
、

学
協

会
連

携
事
業

、
異

業
種

交
流

、
技

術
研
究

会
 

 
 

 
 

情
報

発
信

：
プ

レ
ス

報
告
、

刊
行

物
情

報
、

各
種

イ
ベ
ン

ト
開

催
情

報
 

1
0
)
そ
の

他
の

広
報

媒
体

に
よ
る

情
報
提

供
 

 
 
 
 

公
社

情
報

誌
｢ア

ー
ガ

ス
｣（

毎
月

2
1,
6
0
0
部

発
行

 
1
冊

16
ペ
ー

ジ
）

に
技
術

情
報
を

掲
載
 

 
 

 
 
・
「
あ

ら
た

め
て

知
っ

て
お
き

た
い

技
術

の
は

な
し

」
と
題

し
、

都
産

技
研

が
扱

う
技
術

に
つ

い
て

、
 

 
 

 
 
 
 わ

か
り

や
す

く
解
説

(
6
、
9
、

12
、
3
月
に

そ
れ
ぞ

れ
1
ペ

ー
ジ

掲
載

) 

 (
1
4
)
地
域

結
集

型
研

究
開

発
事

業
に
関

す
る

情
報

提
供

【
再

掲
：
項
目

1
8】

 

 
1
)
東
京

都
地

域
結

集
型

研
究

開
発
プ

ロ
グ

ラ
ム

 成
果
集
Ⅱ

 

 
 

「
都

市
の

安
全

・
安

心
を

支
え
る

環
境

浄
化

技
術

開
発

」
（
9
0
0部

）
 

2
)
東

京
都

地
域

結
集

型
研

究
会

開
発
プ

ロ
グ

ラ
ム

季
刊

誌
 

と
う

き
ょ

う
の

そ
ら

（
4
0
0
部

、
4、

8
月

発
行

）
 

 
3
)
V
OC
排
出

対
策

ガ
イ

ド
-基

礎
か
ら

実
践

・
評

価
法

ま
で

-
（

50
0
部
）
 

 (
1
5
)
首
都

圏
公

設
試

験
研

究
機

関
連
合

体
(
T
K
F)
の
推

進
に
よ

る
情
報

提
供

【
再

掲
：

項
目

1
5】

 

1
)
展

示
会

の
合

同
出

展
 

 
 
 

a)
産
業

交
流

展
2
0
1
1（

東
京
都

）
 

 
 
 

b)
テ
ク

ニ
カ

ル
シ

ョ
ウ
・

ヨ
コ
ハ
マ

2
0
12
（
神

奈
川
県

）
 

2
)
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

情
報

提
供
 

 
 

 
独

自
の

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を
運

営
し

、
参

加
機

関
の

イ
ベ
ン

ト
情

報
や

設
備

お
よ

び
技
術

情
報

を
提

供
 

 (
1
6
)
理
工

系
大

学
へ

の
都

産
技

研
事
業

情
報

提
供
 

1
)
各

種
事

業
の

情
報

提
供

 
 

 
 

施
設

公
開

、
研

究
発

表
会

の
案
内

、
研

究
報

告
書

の
送

付
に
よ

る
情

報
提

供
を

実
施

（
約

4
2
大

学
）
 

2
)
リ

ク
ル

ー
ト

活
動

を
通

じ
た

情
報
提

供
【

再
掲

：
項
目

2
2
】
 

 
 

管
理

職
全

員
が

34
大
学
を

訪
問
し

、
都

産
技

研
事

業
の

情
報
提

供
お

よ
び

リ
ク

ル
ー

ト
活
動

を
実

施
 

 
 

  
 

(訪
問
大

学
は

前
年

度
な
み

) 
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②

本
部
に

お
い

て
、

公
開

図
書

室
を

開
設

し
、

中
小

企
業

に
役

立
つ

技
術

資
料

等
を

公
開

す
る

。
 

 

(
1
7
)
公
開

図
書

室
の

開
設

（
年

報
：
P
.
1
50
）
 

 
 

本
部

図
書

室
を

都
産

技
研

利
用
の

中
小

企
業

者
等

に
公

開
し
、

技
術

情
報

の
提

供
を

実
施
 

開
設

日
 

2
月

15
日
 

外
部

利
用

者
数

 
延
べ

2
5
0
名

 

  (
1
8
)
都
産

技
研

蔵
書

の
整

理
（

年
報
：

P
.1
5
0）

 

 
 

 
本

部
移

転
時

に
図

書
シ

ス
テ
ム

を
更

新
し

、
本

部
所

蔵
図
書

の
整

理
を

実
施
 

ま
た

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
、

墨
田
支

所
の

図
書

類
に

つ
い

て
登
録

と
整

理
を

実
施
 

 
 

【
図

書
管

理
数

（
3
月
末

）】
 

 
 

 
・

和
書

（
冊

）
 

本
部

9
,
10
0
、
多

摩
2
,
3
09
、
墨
田

2
,
63
4 

 
 

 
・

洋
書

（
冊

）
 

本
部

9
6
0、

多
摩

4
5、

墨
田

94
 

 
 

 
・

和
文

雑
誌

（
種

）
 

本
部

2
1
5、

多
摩

8
6、

墨
田

9
3 

 
 

 
・

欧
文

雑
誌

（
種

）
 

本
部

1
9、

多
摩

1
5、

墨
田

1
6 

 

 ○
公

開
図

書
室

の
開

設
 

本
部

図
書

室
を

都
産

技
研

利
用

の
中

小
企

業
者

等
に

公
開

し
、

技
術

情
報

の
提

供
を
実

施
 

 
 

開
設

日
 

2
月

15
日
 

 
 

外
部

利
用

者
数

 
延
べ

2
5
0
名
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

Ⅱ
．

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率
化

に
関

す
る

事
項
 

1
.
 

組
織

体
制

及
び

運
営
 

1
-
1
 
機
動

性
の

高
い

組
織

体
制

の
確
保
 

社
会

経
済

情
勢

や
中

小
企

業
の

変

化
す

る
技

術
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

で
き

る
機

動
性

の
高

い
執

行
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
地

方
独

立
行
政

法
人

の
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
た

柔
軟

か
つ

迅
速

な
経

営
判

断
に

よ
り

、
組
織

体
制

を
弾

力
的

に
見

直
し

て
い

く
。

 

①
臨

海
副

都
心

地
区

に
新

し
い

支
援

拠
点

と
な

る
本

部
を

開
設

し
、
技
術

ニ
ー

ズ
に

的
確

に
対

応

で
き

る
執

行
体

制
を

確
立

さ
せ

る
。
 

2
2 

Ｓ
 

(
1
)
本
部

開
設

に
関

わ
る

活
動
 

 
 

東
日

本
大

震
災

に
よ

り
5
月

か
ら

1
0
月

に
開

所
が

延
期

と
な
っ

た
こ

と
に

伴
い

、
機

器
設
置

、
特

殊
設

備
の

導
入

を
上
半

期
に

実
施
 

 
 
1
)
機
器

設
備

等
の

設
置

工
事

 

 
 

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

方
式

に
よ

り
施
工

業
者

を
決

定
、

設
備

工
事
に

協
力
 

 
 

・
特

殊
ガ

ス
減

圧
供

給
設

備
（
平
成

2
2
年

9
月

～
平
成

2
3
年

7
月

）
 

 
 

・
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
整

備
（
平
成

2
2
年

1
1
月

～
平

成
23

年
9
月
）
 

 
 

・
実

験
諸

室
（

平
成

21
年

1
2
月

～
平

成
2
3
年

6
月
）

 

 
 

・
P
H
S
電

話
設

置
設

備
（

平
成

2
2
年

7
月

～
平

成
23

年
6
月

）
 

 
 

・
映

像
音

響
設

備
（

平
成

2
2
年

7
月

～
平

成
2
3
年

6
月

）
 

 
 
2
)
特
殊

設
備

の
導

入
 

 
 

専
門

性
の

高
い

特
殊

設
備

は
、
都

産
技

研
職

員
が

設
置

工
事
に

直
接

協
力
 

 
 

・
高

電
圧

実
験

室
（

2
名

）
 

 
 

・
音

響
試

験
室

（
4
名
）

 

 
 

・
恒

温
恒

湿
室

（
4
名
）

 

 
 

・
電

磁
シ

ー
ル

ド
室

（
4
名

）
 

 
3
)
広
報

活
動

 
 

【
再

掲
：

項
目

2
1】

 

 
 

 各
種
媒

体
を

利
用

し
た

P
R
を

実
施
 

 
 

 
・

開
設

前
に

記
者

向
け

内
覧
会

を
実

施
（

9
月

30
日

）
 
参
加

9
社
 

 
 

 
 

（
産

経
新

聞
社

、
中

日
新
聞

社
、

日
本

経
済

新
聞

社
、
塗

料
報

知
新

聞
社

、
医

理
産
業

新
聞

社
、
 

 
 

 
 

 
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
・

エ
ー
ジ

、
東
京

M
X
テ

レ
ビ
、

o
d
u
k、

東
京

都
生

活
文

化
局

広
報
課

）
 

 
 

 
・

本
部

開
設

に
合

わ
せ

た
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

類
の

作
成

 

 
 

 
 

（
本

部
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

10
,
0
00

部
、

3
セ
ク

タ
ー
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

5
,
00
0
部

、
 

 
 

 
 

 
ブ

ラ
ン

ド
試

験
リ

ー
フ
レ

ッ
ト

5,
0
0
0
部

）
 

 
 
4
)
式
典

等
の

準
備

活
動
 

 
 
 
a
)開

所
式

(
10

月
3
日

) 

 
 

・
開

所
式

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
を
作

成
（

3
種

）
 

 
 

・
招

待
状

発
送

、
受

付
・

ク
ロ
ー

ク
、

司
会

を
業

者
委

託
 

 
 

・
本

部
施

設
見

学
会

の
予

行
練
習

実
施
 

 
 

・
最

寄
駅

（
テ

レ
コ

ム
セ

ン
タ
ー

、
東

京
テ

レ
ポ

ー
ト

）
か
ら

本
部

の
経

路
に

案
内

者
配
置
 

 
 
 
b
)記

念
講

演
会

（
11

月
29

日
）
 

 
 

・
都

産
技

研
利

用
者

、
業

界
団
体

等
か

ら
約

60
0
名
を

招
待
 

 
 

・
記

念
講

演
会

運
営

マ
ニ

ュ
ア
ル

を
作

成
（

2
種

）
 

 
 

・
招

待
状

発
送

、
受

付
・

ク
ロ
ー

ク
を

業
者

委
託
 

 
 

・
多

数
の

お
客

様
に

対
応

す
る
た

め
の

見
学

コ
ー

ス
の

設
定
（

5
コ

ー
ス

、
2
0
班
）

 

 
 

・
最

寄
駅

（
テ

レ
コ

ム
セ

ン
タ
ー

、
東

京
テ

レ
ポ

ー
ト

）
か
ら

本
部

の
経

路
に

案
内

者
配
置
 

 
 

・
お

礼
状

の
送

付
 

 (
2
)
本
部

を
開

設
し

、
技

術
ニ
ー

ズ
に
対

応
す

る
執

行
体

制
の

確
立
 

 
 

中
小

企
業

支
援

を
的

確
に

実
施
す

る
た

め
、

以
下

の
取

り
組
み

等
に

よ
り

執
行

体
制

を
整
備
 

1
)
新

し
い

技
術

拠
点

と
な

る
本

部
の
開

設
 

 
・

10
月

3
日
業

務
開

始
し
、

事
業
の

垂
直

立
ち

上
げ

を
実

施
 

 
・

本
部

設
備

や
導

入
機

器
の

充
実
し

、
支

援
体

制
を

整
備

 

（
固

定
資

産
 

 
新

規
・

更
新

：
7
83

点
、

移
転

：
4
9
3
点
）

 

（
少

額
物

品
 

 
新

規
・

更
新

：
約

3
,
40
0
点
、

移
転

：
約

2
,
30
0
点
）
 

2
)
も

の
づ

く
り

産
業

の
総

合
的

支
援
の

推
進
 

・
高

付
加

価
値

化
、

デ
ザ

イ
ン

活
用
、

高
信

頼
性

の
製

品
開

発
体
制

を
整

備
 

・
3
つ

の
セ

ク
タ

ー
新

設
、
製

品
化
支

援
ラ

ボ
の

大
幅

増
設

な
ど
の

新
た

な
組

織
体

制
へ

変
更
し

て
開

発
型

企
業

の
支
援

を
充

実
 

○
本

部
開

設
に

関
わ

る
活

動
 

・
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る
機

器
設
備

等
設

置
工

事
の

実
施

や
設

備
工

事
に

協
力
 

・
特

殊
設

備
の

設
置

工
事

に
都
産

技
研
職

員
が

直
接

協
力

（
延

14
名
）
 

・
職

員
の

作
業

時
間

全
体

に
占
め

る
開
設

工
事

関
連

作
業

時
間

比
率
が

5
.
4%
を

占
め
た
 

                                 ○
技

術
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

で
き

る
執

行

体
制

を
確

立
 

1
)
本

部
の

開
設
 

・
事

業
の

垂
直

立
ち

上
げ
 

 
・
設

備
や

機
器

導
入

を
充
実

し
、
支
援

体
制

を
整

備
 

 
 

 
本

部
へ

の
設

備
・

機
器

・
什
器

導
入
 

 
 

 
 

新
規

・
更

新
 
約

4
,
2
0
0
点
 

 
 

 
 

移
転

 
 

 
 
約

2
,
8
0
0
点
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3
)
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
・

新
事
業

創
出

型
研

究
の

充
実

 

・
研

究
開

発
に

お
け

る
成

果
を

重
視
し

た
組

織
展

開
に

変
更

 

研
究

開
始

時
か

ら
製

品
化
・
事

業
化
を

見
据

え
た

知
財

戦
略

を
実
施

す
る

た
め
、
開
発
企

画
室
に

知
財

管
理

担
当

を

集
約

（
1
0
月

）
 

・
「

環
境

」
、「

福
祉

」
、「

安
全
・

安
心
」

等
大

都
市

課
題

の
解

決
に
貢

献
 

4
)
中

小
企

業
の

国
際

競
争

力
強

化
 

 
 

 
・

技
術

経
営

支
援

室
を

中
小
企

業
の

海
外

展
開

支
援

担
当
部

署
と

位
置

づ
け

、
技

術
支
援

を
開

始
 

・
国

際
規

格
へ

の
試

験
対

応
を

重
視
し

た
機

器
整

備
の

実
施

 

5
)
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

へ
の

技
術

支
援
サ

ー
ビ

ス
拡

充
 

 
 

 
・
「
売

れ
る

商
品

づ
く
り

」
セ
ミ

ナ
ー

（
全

5
回
）
の

開
催
な

ど
、

も
の

づ
く

り
に

関
連
す

る
サ

ー
ビ

ス
産

業
向

け
技
術

支
援

事
業

を
拡

充
 

6
)
も

の
づ

く
り

に
携

わ
る

産
業

人
材
の

育
成
 

 
 

 
・

本
部

に
導

入
し

た
機

器
を
活

用
し

た
講

習
会

・
セ

ミ
ナ
ー

の
開

催
を

積
極

的
に

実
施
（
計

2
8
回

実
施

）
 

 
 

 
・
技
能

習
得

が
必
要
な

高
機
能

な
機

器
を
「

機
器
利

用
ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
」
導
入

に
よ
り

、
機

器
利

用
事
業
の

拡
大
に

対

応
 

 
 

 
・

実
習

を
伴

う
実

践
型

高
度
人

材
育

成
セ

ミ
ナ

ー
（

計
3
0
回

実
施

）
を

充
実
し

、
も
の

づ
く

り
に

携
わ

る
産

業
人
材
育

成
事

業
を

強
化
 

 (
3
)
「
東

京
緊

急
対

策
2
0
1
1」

震
災
対

応
事

業
へ

の
体

制
整

備
 

 
 

 
採

択
さ

れ
た

5
事

業
を

実
施
す

る
た

め
、

実
施

体
制

の
確
保

や
物

品
購

入
等

を
実

施
 

 
【

採
択

さ
れ

た
事

業
テ

ー
マ

】
 

 
 

・
「
被

災
地

に
お

け
る

電
気

製
品
・

医
療

用
製

品
の

安
全

性
試
験

の
実

施
」
 

 
 

 ・
「

被
災

地
に

お
け

る
中

小
企
業

製
品

の
放

射
能

側
定

支
援
」
 

 
 

 ・
「

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
向

け
た
製

品
開

発
の

促
進

」
 

 
 

 ・
「

都
内

中
小

企
業

の
工

業
製
品

の
出

張
放

射
線

検
査

」
 

 
 

 ・
「

事
業

者
へ

の
放

射
能

に
関
す

る
情

報
提

供
」
 

 

2
)
も

の
づ

く
り

産
業

の
総

合
的

支
援
の

推
進
 

・
高

付
加

価
値

化
、
デ

ザ
イ
ン

活
用
、
高
信

頼
性

の
製

品
開

発
体

制
を

整
備

 

3
)
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
・
新

事
業
創

出
型

研
究

の
充

実
 

・
研

究
開

発
に

お
け

る
成

果
を
重

視
し
た
組

織
展

開
に

変
更
 

4
)
中

小
企

業
の

国
際

競
争

力
強

化
体
制

の
整
 

 
備
 

5
)
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

へ
の

技
術

支
援

サ
ー

ビ

ス
拡

 
充

に
向

け
た

支
援

事
業

を
拡
大
 

6
)
も

の
づ

く
り

に
携

わ
る

産
業

人
材

の
育

成

の
強

化
 

     ○
東

京
都

震
災

復
興

事
業

へ
の

協
力
 

「
東

京
緊

急
対

策
20
1
1
」

震
災

対
応

事
業

へ
の

体
制

整
備
 

 
 

採
択

さ
れ

た
5

事
業

を
推

進
す

る
体

制

を
整

備
し

、
震

災
対

応
へ

協
力
 

 

②
事

業
動

向
等

を
踏

ま
え

組
織

の
見

直
し

を
継

続
的

に
実

施
し

、

各
事

業
の

効
率

的
な

執
行

体
制

を
確

保
す

る
。
 

(
4
)
組
織

の
見

直
し
 

 
 

 第
二
期

中
期

計
画

達
成
の

た
め
、

第
一

期
か

ら
の

組
織

体
制
の

見
直

し
を

実
施
 

 
1
)
も
の

づ
く

り
産

業
の

総
合

的
支
援

を
推

進
す

る
た

め
、

事
業
化

支
援

本
部
に

3
つ
の

セ
ク
タ

ー
を

新
設

（
4
月
）

 

・
も

の
づ

く
り

の
高

付
加

価
値

化
に
対

応
す

る
「

高
度

分
析

開
発
セ

ク
タ

ー
」

を
設

置
 

・
デ

ザ
イ

ン
活

用
・

売
れ

る
も

の
づ
く

り
を

支
援

す
る

「
シ

ス
テ
ム

デ
ザ

イ
ン

セ
ク

タ
ー

」
を
設

置
 

・
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発
を

支
援

す
る

「
実

証
試

験
セ
ク

タ
ー

」
を

設
置
 

 
2
)
研

究
開

発
に

お
け

る
成

果
を

重
視

し
た

展
開

や
新

技
術

分
野

（
環

境
・

省
エ

ネ
、

EM
C
・

半
導

体
、

メ
カ

ト
ロ

ニ
ク

ス
、

バ

イ
オ

応
用

）
へ

の
重

点
的

取
り

組
み
活

動
の

実
施

へ
対

応
し

た
組
織

変
更

（
4
月
）
 

 
 

 
a
)
新
技

術
分

野
へ

の
重

点
的
取

り
組

み
活

動
に

合
わ

せ
た
組

織
変

更
  

 
 

 
 

 
 

・
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク
ス

グ
ル

ー
プ

 
→

 
「

電
子
半

導
体

技
術

グ
ル

ー
プ

」
 

 
 

 
 

 
 

・
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン
ス

グ
ル

ー
プ

 
→

 
「

バ
イ
オ

応
用

技
術

グ
ル

ー
プ

」
 

b
)
技

術
支

援
分

野
に

合
わ

せ
た

組
織
を

再
編
 

 
 

 
 

 
 

・
デ

ザ
イ

ン
グ

ル
ー
プ

の
機

械
シ

ス
テ

ム
・

メ
カ
ト

ロ
ニ

ク
ス

分
野

と
 

・
先

端
加

工
グ

ル
ー

プ
の

機
械

加
工
・

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

 
の

2
つ
の

技
術

分
野

を
再

編
 

 
→

 
「

機
械

技
術

グ
ル

ー
プ

」
 
の

新
設
 

 
 

 
 

 
 

・
デ

ザ
イ

ン
グ

ル
ー
プ

の
塗

装
・

印
刷

と
先

端
加
工

グ
ル

ー
プ

の
表

面
改

質
 

・
資

源
環

境
グ

ル
ー

プ
の

め
っ

き
 
の

3
つ

の
技

術
分

野
再

編
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
→

 
「

表
面
技

術
グ

ル
ー

プ
」

 
の

新
設
 

c
)
技

術
経

営
支

援
室

技
術

部
門

の
機
能

見
直

し
 

 
 

 
 

 
 

22
年
度

ま
で
技

術
経
営

支
援

室
に

、
電

気
試

験
、
機

械
試

験
、
精
密

測
定
分

野
技
術

系
職

員
を

配
置

し
て

い
た
が
、 

技
術

系
職

員
を

新
設
の

3
セ
ク

タ
ー
や

開
発

本
部

へ
移

管
・

統
合
を

実
施
 

 
 
3
)
技
術

経
営

事
業

、
産

業
交

流
事
業

、
人

材
育

成
事

業
の

執
行
体

制
を

一
体

化
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
、
新
事

業
創
出

を
支

え
る

連
携

機
能

を
強
化

す
る

た
め

、
技
術
経

営
、
産

業
交

流
、
人

材
育
成

事
業

の
一

体
化

す
る

組
織

体
制

へ
変
更
 

（
人

材
育

成
事

業
や

産
業

交
流

事
業
を

担
当

す
る

産
業

交
流

室
を
廃

止
し

「
技

術
経

営
支

援
室
」

に
機

能
統

合
）
 

 
4
)
広
報

機
能

強
化
 

 
 

 
 

広
報

・
普

及
事

業
の

強
化
の

た
め

、
経

営
情

報
室

か
ら
分

離
独

立
し

、
広

報
室

を
新
設

（
4
月
）
 

○
第

二
期

中
期

計
画

達
成

の
た

め
の

執
行

体

制
の

確
立
 

1
)
組

織
機

能
の

充
実
 

・
3
つ
の

セ
ク

タ
ー

を
新

設
 

・
重

点
的

取
り

組
み

活
動

を
見
据

え
た
組

織
体

制
の

見
直

し
 

（
電

子
半

導
体

技
術

グ
ル

ー
プ

や
機

械
技

術
グ

ル
ー

プ
、
表

面
技

術
グ
ル

ー
プ
、
バ

イ

オ
応

用
グ

ル
ー

プ
等

の
新

設
）
 

・
技

術
経

営
事

業
、
産

業
交
流

事
業
、
人
材

育

成
事

業
の

執
行

体
制

を
一

体
化
 

（
技

術
経

営
支

援
室

の
支

援
機

能
を
再
編
）

・
広

報
機

能
強

化
に

よ
る

広
報

室
新
設
 

・
環

境
安

全
管

理
室

の
新

設
 

2
)
組

織
機

能
の

見
直

し
 

・
地

域
結

集
事

業
推

進
室

へ
の

変
更
 

 
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

終
了

を
見

据
え

、
各
グ

ル
ー

プ

が
執

行
す

る
体

制
と

し
、
「

地
域

結
集

事
業

推
進

部
」
は
「
地

域
結

集
事
業

推
進
室

」
に

変
更
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5
)
施
設

管
理

・
安

全
管

理
の

機
能
強

化
 

 
 

 
 

22
年
度

ま
で

設
置
し

た
施
設

課
の

業
務

内
容

に
、
薬
品

管
理

や
放

射
線

安
全
管

理
機
能

等
を

付
与

し
た
「
環

境
安
全
管

理
室

」
を

新
た

に
設

置
（

4
月

）
 

 
6
)
地
域

結
集

事
業

推
進

室
の

機
能
見

直
し

（
4
月
）
 

 
 

 
・

11
月
の

フ
ェ

ー
ズ
Ⅱ

終
了
を

見
据

え
、

地
域

結
集

事
業
推

進
部

体
制

か
ら

「
地

域
結
集

事
業

推
進

室
」

に
変

更
 

 
 

 
・
技

術
系

職
員

は
23

年
度

開
発

本
部

各
グ

ル
ー

プ
へ

異
動
し
（

計
7
名

）、
地
域
結

集
事
業

に
よ

る
研

究
成

果
の

中
小
企

業
製

品
化

支
援

を
各

研
究

グ
ル

ー
プ
で

行
う

体
制

に
変

更
 

7
)
新

拠
点

準
備

室
の

廃
止

(9
月

末
) 

 
 

 
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
や

本
部
の

開
設

に
伴

う
東

京
都

産
業
支

援
拠

点
再

整
備

事
業

終
了
に

よ
り
、
そ
の

業
務
を

担
当
し
て
 

き
た

「
新

拠
点

準
備

室
」

を
廃

止
 

 (
5
)
業
務

巡
回

の
継

続
実

施
 

 
 

・
経

営
幹

部
の

職
場

巡
回

（
年

2
回
、

延
べ

52
部
門
）

に
よ
り

三
現

主
義

の
経

営
を

継
続
 

・
東

日
本

大
震

災
へ

の
対

応
状

況
や
国

際
化

支
援

へ
の

取
組

等
を
確

認
 

 
 

 
7
月
：

四
半

期
実

績
に

基
づ
く

進
捗

管
理

と
課

題
対

策
 

 
 

 
1
月
：

年
度

末
見

込
み

管
理
と

次
年

度
計

画
検

討
 

 

1
-
2
 
適
正

な
組

織
運

営
 

 

地
方

独
立

行
政

法
人

法
の

主
旨

に

則
っ

た
事

業
経

費
の

適
切

な
執

行
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
事

業
別
の

セ
グ

メ
ン

ト
管

理
の

導
入

に
よ

り
、
各

事
業

に
お

い
て

投
入

し
た

経
営

資
源

と
事

業
効

果
を

検
証

し
、
技
術

支
援
事

業
と

研
究

開
発

事
業

と
の

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

事
業

執
行

を
め

ざ
す

な
ど

、
都
内

中
小

企
業

に
対

し
て

高
品

質
な

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
安

定
的

か
つ

継
続

的
に

提
供

す
る

適
切

な
組

織
運

営
を

実
施

す
る

。
 

①
事

業
別

の
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

事

業
に

お
い

て
投

入
し

た
経

営
資

源
と

事
業

効
果

を
検

証
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。
 

(
6
)
事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト

管
理
の

導
入
 

1
)
業

務
時

間
分

析
の

本
格

実
施

 

・
研

究
部

門
全

所
属

の
研

究
員

を
対
象

に
業

務
時

間
分

析
調

査
を
通

年
（
年

4
 回

）
で
実

施
 

・
総

務
シ

ス
テ

ム
で

の
デ

ー
タ

入
力
を

開
始

し
、

入
力

作
業

の
簡
略

化
と

分
析

作
業

の
効

率
化
を

達
成
 

・
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

の
基

礎
デ

ー
タ
と

し
て

事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト
試

算
に

活
用
 

 
 

・
2
3
年

度
の

業
務

時
間
分

析
結
果

：
研

究
開

発
が

や
や

少
な
く

、
そ

の
他

（
移

転
関

係
）
が

多
い

。
 

 
 

・
各

部
門

で
は

自
部

門
の

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
に

活
用
 

 

研
究

員
業

務
時

間
分

析
結

果
（

％
）
 

依
頼
 

試
験
 

技
術
 

相
談
 

機
器
 

利
用
 

O
M
 

開
発
 

支
援
 

研
究
 

開
発
 

セ
ミ
 

ナ
ー
 

産
業
 

交
流
 

展
示
 

会
等
 

技
術
 

審
査
 

そ
の
 

他
 

2
9
.
3 

1
1
.
2 

8
.
6 

1
.
8 

2
3
.
1 

4
.
2 

2
.
0 

4
.
0 

3
.
9 

1
1
.
9 

＊
O
M
：
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

の
略

 

                     

 ○
事

業
別

セ
グ

メ
ン

ト
管

理
の

導
入
 

・
業

務
時

間
分

析
の

本
格

実
施
 

 
 

総
務

シ
ス

テ
ム

で
の

デ
ー

タ
入

力
に

よ

る
入

力
作

業
の

簡
略

化
と

分
析

作
業

の
効

率
化
 

・
業

務
時

間
分

析
を

活
用

し
た
事

業
別
セ

グ
メ

ン
ト

分
析

を
開

始
 

・
事

業
セ

グ
メ

ン
ト

別
の

損
益

な
ら
び

に
 

 
収

益
率

（
自

己
収

入
/
経

常
費

用
）

の
把

握

を
開

始
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2
)
事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

の
開
始
 

 
 

・
研

究
員

業
務

時
間

分
析

結
果
等

を
活

用
し

、
各

事
業

の
損
益

計
算

書
事

業
別

セ
グ

メ
ン
ト

管
理

を
実

施
 

 
 

・「
製
品

開
発

支
援

セ
グ
メ

ン
ト
」

に
「

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
事

業
」

が
含

ま
れ

て
お

り
収
益

増
に

貢
献
 

 
 

 
 

＊
移

転
経

費
は

「
法

人
共
通

」
に

含
ま

れ
る
 

 
 

・
収

益
率

（
自

己
収

入
/経

常
費
用

）
で

は
、

技
術

支
援

、
製
品

開
発

支
援

、
研

究
開

発
の

3
事
業

が
ほ

ぼ
同

じ
水

準
 

平
成

23
年
度

第
1
～
第

4四
半
期

　
損

益
計

算
書

事
業
別

セ
グ
メ
ン
ト
分
析

表
（
単
位
：
千
円
）

技
術

支
援

製
品
開
発
支

援
研
究

開
発

産
業
サ
ー
ビ
ス

法
人
共

通
そ
の

他
合
計

経
常

費
用

2
,3
61
,6
1
4

8
4
1,
95
4

1,
5
06
,4
1
1

8
0
3,
80
3

1,
16
5
,5
53

1
,6
95
,1
2
4

8
,3
7
4,
4
61

　
人

件
費

6
95
,2
7
8

1
8
8,
72
6

42
6
,5
12

3
9
0,
15
6

70
9
,8
31

10
,2
6
0

2
,4
2
0,
7
66

　
業

務
費

1
,6
66
,3
3
5

6
5
3,
22
7

1,
0
79
,8
9
9

4
1
3,
64
6

45
5
,7
21

1
,6
84
,8
6
3

5
,9
5
3,
6
95

経
常

収
益

2
,5
49
,1
4
7

9
3
0,
47
0

1,
4
58
,0
1
3

8
1
2,
96
4

1,
08
6
,2
74

1
,6
95
,1
2
4

8
,5
3
1,
9
94

　
標

準
運
営

費
交
付
金

収
益

1
,1
02
,6
5
3

3
8
1,
96
3

67
3
,7
23

6
2
7,
85
3

88
4
,8
87

0
3
,6
7
1,
0
82

　
特

定
運
営

費
交
付
金

収
益

1
11
,4
9
1

2
9,
22
2

68
,8
7
6

5
4,
70
9

9
8
,8
35

1
,4
36
,4
1
1

1
,7
9
9,
5
46

　
事

業
収
益

1
,3
35
,0
0
3

5
1
9,
28
4

71
5
,4
13

1
3
0,
40
1

10
2
,5
50

2
58
,7
1
2

3
,0
6
1,
3
65

臨
時

損
失
（
固
定
資

産
除
却
損

）
10
,0
5
7

0
2
,2
2
4

0
2
3
,4
33

0
3
5,
7
15

臨
時

利
益

10
,0
5
7

0
2
,2
2
4

0
14
4
,6
80

0
15
6,
9
62

前
中

期
繰
越

積
立
金
取

崩
3
,4
8
1

0
0

0
12
8
,1
70

0
13
1,
6
51

経
常

損
益

1
87
,5
3
3

8
8,
51
5

-4
8
,3
97

9,
16
1

-7
9
,2
78

0
15
7,
5
33

当
期

純
損
益

1
87
,5
3
3

8
8,
51
5

-4
8
,3
97

9,
16
1

4
1
,9
67

0
27
8,
7
80

当
期

総
損
益

1
91
,0
1
4

8
8,
51
5

-4
8
,3
97

9,
16
1

17
0
,1
38

0
41
0,
4
31

損
益

外
減
価

償
却
　
発

生
額

30
,5
0
7

2
2,
62
8

8
,2
1
9

0
20
3
,7
70

0
26
5,
1
26

経
常

費
用
（
注
１
）

2
,3
92
,1
2
1

8
6
4,
58
3

1,
5
14
,6
3
0

8
0
3,
80
3

1,
36
9
,3
23

1
,6
95
,1
2
4

8
,6
3
9,
5
87

自
己

収
入
（
注
２
）

2
73
,1
6
0

1
1
4,
69
3

18
1
,5
82

5
2,
19
1

4
,8
00

2
58
,7
1
2

88
5,
1
40

自
己

収
入
／

経
常
費
用

1
1
.4
%

13
.3
%

1
2.
0
%

6
.5
%

0.
4%

1
5
.3
%

10
.2
%

 

 

②
都

内
中

小
企

業
に

対
し

て
高

品
質

な
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

安
定

か
つ

継
続

的
に

提
供

す
る

適
切

な
組

織
運

営
を

確
立

す
る

。
 

(
7
)
 
高
品

質
な

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス
を

安
定

か
つ

継
続

的
に

提
供
す

る
組

織
運

営
の

確
立

 

 
1
)
技
術

経
営

支
援

室
の

機
能

強
化
に

よ
る

技
術

相
談

業
務

の
機
能

強
化
 

 
 

・
本

部
総

合
支

援
窓

口
の

本
格
実

施
に

よ
る

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ
サ

ー
ビ

ス
対

応
の

向
上

 

 
 

・
本

部
総

合
支

援
窓

口
の

昼
休
み

時
業

務
を

開
始

（
10

月
）
 

・
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
の
技

術
相

談
機

能
向

上
へ

の
対
応

（
相

談
件
数

1
,
61
1
→

4
,
03
2
件

、
15
0
%増

）
 

 
2
)
3
セ

ク
タ

ー
新

設
に

よ
る

依
頼
試

験
や

機
器

利
用

業
務

の
高
品

質
化
 

 
 

・「
機
器

利
用

ラ
イ

セ
ン
ス

制
度
」

導
入

に
よ

る
機

器
利

用
事
業

の
拡

充
 

 
 

・
よ

り
高

精
細

な
高

速
造

形
機
に

よ
る

試
作

機
能

の
強

化
 

・
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
の
実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
機

器
利
用

情
報

の
提

供
 

 

○
高

品
質

な
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
 

1
)
総

合
支

援
窓

口
の

本
格

実
施

 

・
昼

休
み

時
業

務
の

開
始
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
の

技
術

相
談
へ

の
対

応
 

4
,
0
3
2
件

（
前

年
度

比
1
5
0
%増

）
 

2
)
 
3
セ

ク
タ

ー
新

設
 

 
・
「
機

器
利

用
ラ

イ
セ

ン
ス
制

度
」
導

入
 

 
・

高
速

造
形

機
に

よ
る

試
作

機
能
の

強
化
 

 
・
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

の
機
器

利
用
情

報
の

提
供
 

1
-
3
 
職
員

の
確

保
・

育
成
 

 

技
術

革
新

の
著

し
い

産
業

や
技

術

に
対

し
将

来
を

見
据

え
た

中
長

期
的

な
視

点
に

立
っ

て
、
必
要

と
さ
れ

る
技

術
を

適
時

に
中

小
企

業
に

対
し

て
提

供
で

き
る

よ
う

、
大

学
訪

問
な
ど

の
積

極
的

な
リ

ク
ル

ー
ト

活
動

に
よ

り
優

秀
な

技
術

職
員

を
計

画
的

に
採

用
す

る
。

 
 

 
 
 

①
大

学
訪

問
な

ど
の

積
極

的
な

リ
ク

ル
ー

ト
活

動
に

よ
り

優
秀

な
技

術
職

員
を

計
画

的
に

採
用

す
る

。
 

(
8
)
平
成

2
4
年

4
月

採
用

技
術

職
員
の

採
用

実
績
 

1
)
一

般
型

研
究

員
（

平
成

24
年

4
月
採

用
）

の
採

用
実

績
 

2
3
年

4
月
一

般
型

研
究

員
の
採

用
試
験

、
面

接
を

実
施

し
、

1
1
名

を
採

用
 

応
募

者
：

1
87

名
、

採
用

者
：

1
1
名
 

 
（

採
用

者
の

技
術

分
野

内
訳

：
機
械

：
5
名
、

電
気

・
電

子
・
情

報
：

4
名

、
化

学
：

2
名
）
 

2
)
平
成

2
3
年

度
 任

期
付

研
究

員
（
随

時
採

用
）

の
採

用
実

績
 

 
 

随
時

採
用

の
任

期
付

研
究

員
の
採

用
試

験
・

面
接

試
験

を
実
施

し
、

1
名

を
採

用
 

応
募

者
：

27
人
、

内
定

者
：
1
人

（
電

気
・

電
子

分
野

）
 

 (
9
)
平
成

2
5
年

4
月

採
用

技
術

職
員
の

採
用

活
動
 

 
 

前
年

度
採

用
活

動
の

分
析

に
よ
る

活
動

見
直

し
や
、
一

般
社
団

法
人

日
本

経
済

団
体

連
合
会

に
よ

る
会

員
企

業
対

象
向
け
の

「
倫

理
憲

章
」

改
訂

に
伴

う
新

た
な
採

用
活

動
計

画
を

策
定

 

 
1
)
採
用

活
動

の
見

直
し
 

新
規

採
用

職
員

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
実
施

し
、

取
組

内
容

の
一

部
見
直

し
を

実
施
 

 
2
)
新
た

な
採

用
活

動
計

画
の

策
定
 

 
 

 
1
2
月

1
日

の
就

職
活
動

解
禁
に

合
わ

せ
、

新
た

な
採

用
活
動

計
画

を
策

定
 

○
計

画
的

な
技

術
職

員
の

採
用

 

 
 

依
頼

試
験

等
の

事
業

実
績

増
加

や
退

職

者
補

充
の

た
め

、
計

画
的

に
技
術

職
員
を

採

用
 

 
・

技
術

職
員

の
採

用
実

績
 

2
2
年
度

→
23

年
度

→
24

年
度

 

 
 

 
 
1
5
名

 →
 
1
3
名

 →
 
1
2
名
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3
)
採
用

活
動

を
分

析
し

、
大

学
に
出

向
い

て
の

採
用

活
動

の
強
化
 

a
)
大

学
内

企
業

説
明

会
へ

の
活

動
を
強

化
 

採
用

活
動

を
分

析
し

た
結

果
、

理
工

系
学

生
へ

の
都

産
技

研
認

知
度

不
足

や
事

業
内

容
へ

の
理

解
不

足
の

判
明

に
よ

り
、

大
学

及
び

大
学

生
協

主
催

の
就
職

説
明

会
へ

の
参

加
を

強
化
 

 
 

 
 

 
参

加
大

学
数

：
10

大
学
、

参
加

学
生

数
：

1
37

人
（

前
年

度
：

参
加

大
学

：
2
大

学
）
 

 
 

 
 

 
 
新
た

に
就

職
説
明

会
を
実

施
し
た

8
大

学
：
東

京
工
業

大
学

、
東

京
農

工
大

学
、
電

気
通

信
大

学
、

横
浜

国
立
大

学
、
 

新
潟

大
学

、
長

岡
技

術
科

学
大

学
、
中

央
大

学
、

東
京

理
科

大
学
 

 
 

b
)内

定
者

出
身

大
学

訪
問

（
新
規

）
 

 
 

 
  
 
 平

成
2
4
年

4
月
採

用
内
定

者
の

出
身

大
学

就
職

課
に
訪

問
し

、
情

報
収

集
と

お
礼
を

実
施
 

 
 

 
 
 
  

訪
問

大
学

数
：
6
大

学
 

期
間

：
6
月
～

7
月

 
 

 
  
 
 
 

 
 

c
)大

学
就

職
担

当
者

へ
の

訪
問
 

都
産

技
研

全
管

理
職

に
よ

る
大

学
就
職

担
当

者
教

員
等

へ
の

個
別
訪

問
リ

ク
ル

ー
ト

活
動

を
実
施
 

（
全

34
校
：

前
年

度
な

み
）
 

 
 

 
 

 
訪

問
大

学
数

：
34

大
学
 

期
間

：
1
2
月

初
旬

～
2
月

中
旬

 

d
)
研

究
室

訪
問
 

若
手

研
究

員
に

よ
る

出
身

大
学

研
究
室

の
訪

問
リ

ク
ル

ー
ト

活
動
を

実
施
 

訪
問

大
学

数
：

研
究
員

2
4
人
が

出
身
大
学

2
0
校

の
研

究
室
を

訪
問
（

前
年
度

2
3
人

）
 

期
間

：
1
2
月

初
旬

～
1
月

上
旬

 

4
)
都

産
技

研
本

部
で

の
就

職
説

明
会
を

開
催
 

 
 

 
 1
0
月

に
開

設
し

た
本
部

で
、
就

職
説

明
会
を

3
回
開

催
し
、
延

3
3
6
人

が
参

加
 

 
 

 
 

（
前

年
度

比
：

1
回

増
、
参

加
者

55
%
増
）
 

 
 

 
 

・
第

1
回

 
 
1
2
月

2
0
日

 
参

加
者

 
 7
6
人
 

 
 

 
 

・
第

2
回

 
 
 
1
月

2
3
日

 
参

加
者

 
13
0
人
 

 
 

 
 

・
第

2
回

 
 
 
2
月

1
6
日

 
参

加
者

 
13
0
人
 

 
5
)
就
職

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

 

 
 

 
就

職
情

報
提

供
会

社
が

主
催
す

る
合

同
企

業
説

明
会

（
就
職

イ
ベ

ン
ト

）
に

出
展

 

 
 

 
 

・
第

1
回

 
1
2
月

3
日

 
来

訪
者

：
1
8
1
人

 
会
場

：
ベ
ル

サ
ー

ル
汐

留
 

 
 

  
 
 

（
機

械
、

電
気
・

電
子
・

情
報

分
野

に
限

定
し

た
説
明

会
）
 

・
第

2
回

 
1
月

2
1
日

 
 来

訪
者

：
 
6
5
人

 
会

場
：

東
京

ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
 

6
)
広

報
媒

体
を

活
用

し
た

採
用

活
動
 

a
)
新

卒
者

向
け

就
職

情
報

サ
イ

ト
掲
載
 

 
 

 
 

12
月

1
日
～

募
集
終

了
時
期

ま
で
 

 
 

 
 
 
※

1
1
月

よ
り

、
プ

レ
サ
イ

ト
に

先
輩

職
員

情
報

を
掲
載
 

b
)
職

員
採

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
及

び
産
技

研
採

用
サ

イ
ト

の
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
 

 
 

 
 

掲
載

内
容

を
新

本
部
移

転
後
の

内
容

に
変

更
 

 (
1
0
)
採
用

活
動

の
成

果
 

 
 

 
2
5
年

度
採

用
活

動
に
よ

り
、
1
0
0
人

超
の

応
募

者
を

確
保
 
 

 
 

 
 

採
用

選
考

応
募

者
 

1
6
9
人

（
2
4
年
度

：
1
8
7
人

、
23

年
度

1
14

人
）
 

 
 

 
 

筆
記

選
考

応
募

者
 

1
4
9
人

（
2
4
年
度

：
1
4
9
人

、
23

年
度

 
8
5
人

 
）
 

 

○
技

術
職

員
の

採
用

活
動

強
化

 

 
 
 
こ
れ

ま
で

の
採

用
活

動
を

分
析
し

、
採

用

活
動

の
見

直
し

を
実

施
 

・
大

学
内

企
業

説
明

会
へ

の
活

動
強
化
 

 
 

大
学

や
大

学
生

協
主

催
の

企
業

説
明

会

に
参

加
（

10
大
学

、
13
7
人
参

加
）
 

・
内

定
者

出
身

大
学

へ
の

訪
問
を

新
た
に

実
施

 
 

（
6
大
学

訪
問

）
 

・
都

産
技

研
本

部
で

の
就

職
説
明

会
開
催

を
増

加
3
回
開

催
、
延

3
3
6
人

参
加
 

 
（

前
年

度
比

：
1
回
増

、
参

加
者

5
5
%増

）

・
大

学
就

職
担

当
者

へ
の

訪
問

リ
ク
ル

ー
 
 

ト
 全

3
4
校
 

・
若

手
研

究
員

に
よ

る
出

身
研
究

室
へ
の

訪
問

リ
ク

ル
ー

ト
 

2
0
大
学
 

              

地
方

独
立

行
政

法
人

の
機

動
的

で

柔
軟

な
組

織
運

営
に

必
要

な
事

務
職

員
に

つ
い

て
も

、
計

画
的

に
確
保

し
て

い
く

。
 

 

②
地

方
独

立
行

政
法

人
の

機
動

的
で

柔
軟

な
組

織
運

営
に

必
要

な
事

務
職

員
に

つ
い

て
も

、
計

画

的
に

確
保

す
る

。
 

 

(
1
1
)
事
務

職
員

の
計

画
的

な
確

保
 

1
)
人

材
紹

介
会

社
を

活
用

し
た

都
産
技

研
固

有
事

務
職

員
の

採
用
 

民
間

企
業

等
で

の
実

務
経

験
を

有
す
る

者
を

即
戦

力
と

し
て

採
用
 

 
 
 
 
 

新
規

採
用

者
数

：
4
人

（
総

務
3
人
、

広
報

1
人

）
 

 
（

18
年
度

以
降

、
延

固
有
事

務
職
員

採
用

者
数

：
1
8
人
）

 

 
2
)
事
務

系
ワ

イ
ド

キ
ャ

リ
ア

ス
タ
ッ

フ
の

採
用
 

 
 

 
東

京
都

を
退

職
し

都
産

技
研
の

職
務

経
験

の
あ

る
事

務
職
員

や
、
民

間
企

業
の
定

年
退
職

者
を

ワ
イ

ド
キ

ャ
リ

ア
ス
タ
ッ

フ
と

し
て

採
用
 

 
 

 
 

採
用

者
数

：
2
人
（

総
務
、

施
設

管
理

）
 
 

 

○
事

務
職

員
の

計
画

的
確

保
 

・
固

有
事

務
職

員
の

計
画

的
な

新
規
採

用
 

 
 

新
規

採
用

者
数

：
4
人
 

（
1
8

年
度

以
降

、
延

固
有

事
務

職
員

採

用
者

数
：

18
人
）
 

・
事

務
系

ワ
イ

ド
キ

ャ
リ

ア
ス
タ

ッ
フ
の

採
用

 
 

採
用

者
数

：
2
人
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地
方

独
立

行
政

法
人

の
任

用
・
給

与

制
度

の
特

徴
を

活
か

し
て

、
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給

等
へ

の
適

切
な

反
映

に
よ

り
、
職
員

一
人

ひ
と
り

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

と
と

も
に

そ
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
進

め
、
組

織
運

営
の

効
率

化
や

、
技

術
支

援
及
び

研
究

開
発

の
水

準
の

向
上

を
図

る
。

 

 

③
公

平
な

業
績

評
価

と
そ

の
昇

給
等

へ
の

適
切

な
反

映
に

よ
り

、

職
員

一
人

ひ
と

り
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
と

と
も

に
そ

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

進
め

、
組

織

運
営

の
効

率
化

や
、
技
術

支
援

及

び
研

究
開

発
の

水
準

の
向

上
を

図
る

。
 

(
1
2
)
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給
等

へ
の

適
切

な
反

映
に

よ
る
組

織
運

営
の

効
率

化
や

、
技

術
支

援
及

び
研

究
開
発

の
水
準
の

向
上
 

 
1
)
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給
等

へ
の

適
切

な
反

映
 

a
)
業

績
評

価
の

実
施
 

・
評

価
の

公
正

性
、
客
観

性
を

担
保
す

る
た

め
、
課
長

に
よ

る
一
次

、
部

長
に

よ
る

二
次

及
び
総

合
評

価
か
ら
な
る
評

価
を

実
施
 

・
人

事
考

課
制

度
の

公
平

性
・
透

明
性
を

高
め

る
た

め
、
｢業

績
評

価
本

人
開

示
」「

評
定
結
果

に
係
る

苦
情

相
談

制
度

」

を
実

施
 

(開
示
請

求
1
8
件
、

苦
情

1
件
) 

 
 

b
)業

績
評

価
の

反
映
 

・
職

責
・

業
績

を
反

映
さ

せ
た

｢
給
与

制
度

｣
を
実

施
 

・
業

績
評

価
と

連
動

さ
せ

た
｢昇

任
制
度

｣や
業
績

評
価

を
反
映

さ
せ
た

｢賞
与
制

度
｣を

実
施

 

・
2
2
年

度
実

施
し

た
業

績
評
価

結
果
を

反
映

さ
せ

た
昇

給
お

よ
び
業

績
評

価
や

社
会

情
勢

に
基
づ

く
賞

与
支

給
を
実
施
 

 
2)

職
員

一
人

ひ
と

り
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
や

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

へ
の

取
り

組
み

に
よ

る
組

織
運

営
の

効
率

化
や

技
術

支
援

及
 

び
研

究
開

発
の

水
準

の
向

上
 

・
職

員
の

意
欲

、
業

務
遂

行
能

力
の
向

上
を

図
る

た
め

、
自

己
申
告

制
度

を
実

施
 

（
地

域
結

集
事

業
研

究
員

に
も

自
己
申

告
制

度
を

継
続

実
施

）
 

 
 

・
自

己
申

告
制

度
と

業
績

評
価
を

勘
案

し
た

人
員

配
置

を
実
施
 

 
 

・
学

協
会

参
加

や
図

書
購

入
等
の

自
己

啓
発

に
係

る
費

用
を
補

助
し

、
技

術
支

援
及

び
研
究

開
発

の
水

準
の

向
上

に
寄
与
 

 
 

・
社

会
人

博
士

課
程

へ
の

派
遣
（

4
名

、
2
名
が

学
位
取

得
）
 

 

   

中
小

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

適

切
に

支
援

し
て

い
く

た
め

、
職
員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情
報

収
集

な
ど

を
通

じ
て

国
際

規
格

の
相

談
に

対
応

で
き

る
職

員
の

確
保
・
育
成

に
努

め
る

。
 

④
中

小
企

業
の

国
際

化
を

適
切

に
支

援
し

て
い

く
た

め
、
職
員

の

海
外

で
の

学
会

参
加

に
よ

る
情

報
収

集
な

ど
国

際
規

格
の

相
談

に
対

応
で

き
る

職
員

の
育

成
を

開
始

す
る

。
 

(
1
3
)
国
際

規
格

の
相

談
に

対
応

で
き
る

職
員

の
育

成
 

 
1
)
海
外

で
開

催
さ

れ
る

学
会

へ
の
参

加
 

 
 

 
計

31
件
の

海
外

で
実
施

す
る
学

会
へ

参
加

し
、

学
会

発
表
す

る
と

と
も

に
情

報
収

集
を
実

施
 

 
2
)
国
内

外
の

規
制

に
関

す
る

セ
ミ
ナ

ー
の

開
催
 

 
 

 
安

全
保

障
貿

易
管

理
制

度
（
外

為
法

）（
2
月

1
4
日

）
や

EU
規
制

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー
（

R
oH
S
指

令
,
 
R
EA
CH

規
制

12

月
2
日
、

E
MC
2
月

2
2
日

）
を

開
催
し

、
技

術
情

報
を

習
得

（
職
員

の
参

加
 
計

3
1
名
）

 

 

○
国

際
規

格
の

相
談

に
対

応
で

き
る

職
員

の

育
成
 

1
)
海

外
学

会
へ

の
職

員
派

遣
 

3
1

件
（

前
年

度
1
6
件

）
 

2
)
国

内
外

の
規

制
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

開

催
 

 
計

3
回

、
職

員
の

参
加

 計
3
1
名
 

 
・

安
全

保
障

貿
易

管
理

制
度

（
外
為

法
）
 

 
・

EU
規
制
 

R
o
H
S
指

令
、

R
E
AC
H
規
制
 

 
 

 
E
M
C 

 

1
-
4
 
情
報

シ
ス

テ
ム

化
の

推
進

 
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
、
人
事
・
庶

務
シ

ス
テ

ム
な
ど

の
都

産
技

研
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

を
活

用
し

、
情
報

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向
上

、
業
務

の
効

率
化

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

向
上
等

を
図

る
。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

遠

隔
相

談
等

を
実

施
し

、
お

客
様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
努

め
る

。
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト
、
人

事
・
庶

務
シ

ス
テ

ム

な
ど

の
都

産
技

研
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

を
活

用
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム

の
利

便
性

向
上

、
業

務
の

効
率

化
、
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
等

を

図
る

。
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

に

よ
る

遠
隔

相
談

な
ど

情
報

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
利

便
性

の
向

上
に

努
め

る
。
 

(
1
4
)
情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

の
活

用
 

1
0
月
の

本
部

開
設

に
伴

い
、
情

報
シ
ス

テ
ム

の
更

新
を

行
い

、
利
便

性
の

向
上

、
業

務
の

効
率
化

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の
向

上
を

実
施
 

 
 
1
)
情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

の
整

備
 

a
)
フ

ァ
イ

ル
サ

ー
バ

ー
の

機
能

強
化
 

職
員

用
共

有
フ

ァ
イ

ル
サ

ー
バ

ー
の
容

量
を
約

5
倍
に

増
や

し
、
よ
り

多
く

の
電

子
デ
ー

タ
を
安

全
に

保
管

で
き
る
環

境
を

整
備
 

b
)
M
A
C
ア

ド
レ

ス
ベ

ー
ス

V
LA
N
の

導
入

（
新

規
）
 

所
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
MA
C
ア

ド
レ
ス

ベ
ー

ス
VL
A
N
機
能

を
導
入

し
、

都
産

技
研

の
複

雑
な
シ

ス
テ

ム
系

統
分
け
を

意
 

識
す

る
こ

と
な

く
、

職
員

が
所

内
LA
N
を
利

用
可

能
 

2
)
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向

上
 

a
)
主

要
シ

ス
テ

ム
間

の
相

互
認

証
機
能

強
化

に
よ

る
認

証
操

作
の
簡

便
化
 

情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

の
主

要
シ

ス
テ
ム

間
（

業
務

シ
ス
テ
ム

、
総
務

シ
ス

テ
ム

、
財
務
シ

ス
テ
ム

等
）
で
ア

カ
ウ
ン
ト
 

統
合

し
、

単
一

の
ロ

グ
イ

ン
操

作
で
主

要
シ

ス
テ

ム
を

利
用

で
き
る

よ
う

変
更
 

ロ
グ

イ
ン

認
証

や
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理
に

お
け

る
職

員
の

利
便

性
向
上

を
実

施
 

b
)
パ

ソ
コ

ン
教

室
の

機
能

強
化

（
新
規

）
 

パ
ソ

コ
ン

教
室

へ
環

境
復

元
ソ

フ
ト
を

導
入

し
、

セ
ミ

ナ
ー

事
業
の

利
便

性
向

上
を

実
施

 

 

   ○
情

報
シ

ス
テ

ム
機

能
の

充
実

 

1
)
情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
の

整
備

 

 
・

フ
ァ

イ
ル

サ
ー

バ
ー

機
能

強
化
 

 
・

M
AC

ア
ド

レ
ス

ベ
ー

ス
VL
A
N
の
導

入
 

2
)
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向

上
 

 
・
主
要

シ
ス

テ
ム

間
の

相
互
認

証
機
能

強
化

に
よ

る
ロ

グ
イ

ン
操

作
の

簡
便

化
 

 
・
パ
ソ

コ
ン

教
室

の
機

能
強
化

に
よ
る

セ
ミ

ナ
ー

事
業

の
利

便
性

向
上
 

3
)
業

務
の

効
率

化
 

 
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
高

速
化

 

 
 

 
西

が
丘

本
部

10
0
M
bp
s
→

本
部

1
Gb
p
s

 
・

総
務

シ
ス

テ
ム

機
能

向
上

 

4
)
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
機

能
向

上
 

 
・

ウ
イ

ル
ス

対
策

ソ
フ

ト
の

統
一
化
 

 
・

メ
ー

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

の
導

入
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3
)
業

務
の

効
率

化
 

a
)
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

高
速

化
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
と

所
内

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
の

高
速

化
（
西

が
丘

本
部

時
よ
り

1
0
倍
）

を
推

進
し

、
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

利
用

、
所

内
We
b
ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

系
シ
ス

テ
ム

の
利

用
、

所
内

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
資

源
 

（
フ

ァ
イ

ル
サ

ー
バ

ー
や

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
プ

リ
ン

タ
）

の
利

用
快
適

化
と

業
務

の
効

率
化

を
実
現
 

 
 

b
)総

務
シ

ス
テ

ム
の

機
能

向
上
に

よ
る

管
理

業
務

の
効

率
化
 

 
 

 
 

総
務

シ
ス

テ
ム

に
臨

時
職
員

の
管

理
機

能
を

付
加

し
、
紙
で

行
っ

て
い

た
臨
時

職
員
の

勤
怠

管
理

や
給

与
管

理
を
電
子
 

化
す

る
こ

と
で

、
管

理
業

務
の

効
率
化

を
実

施
 

 
4
)
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
向

上
 

a
)
ウ

イ
ル

ス
対

策
ソ

フ
ト

の
統

一
化
 

・
職
員

お
よ

び
業

務
パ

ソ
コ
ン

に
使
用

す
る

ウ
イ

ル
ス

対
策

ソ
フ
ト

を
統

一
化

し
、
ウ
イ

ル
ス
対

策
ソ

フ
ト

設
定
、
ウ

 

イ
ル

ス
検

知
、
定

義
フ

ァ
イ
ル

適
用
を

職
員

ま
か

せ
と

せ
ず

情
報
シ

ス
テ

ム
部

門
で

集
中

実
施
す

る
こ

と
で
、
所
内

パ
ソ

コ
ン

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

強
化
 

・
ウ

イ
ル

ス
対

策
ソ

フ
ト

の
一

括
調
達

・
配

布
に

よ
り

導
入

費
・
維

持
費

を
削

減
 

b
)
メ

ー
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
の

導
入

（
新
規

）
 

・
職

員
が
送

受
信

す
る

全
て
の

電
子
メ

ー
ル

を
一

定
期

間
保

管
す
る

こ
と

で
、
情

報
漏
洩

な
ど
の

事
故

発
生

時
の

調
査

や
、

職
員

の
電

子
メ

ー
ル

デ
ー

タ
消
失

時
の

復
元

に
対

応
 

・
ア

ー
カ

イ
ブ

実
施

の
所

内
周

知
に
よ

り
、

電
子

メ
ー

ル
の

不
正
利

用
防

止
に

貢
献
 

c
)
認

証
機

能
付

き
プ

リ
ン

タ
の

導
入
（

新
規

）
 

・
情

報
漏

洩
リ

ス
ク

を
低

減
化

す
る
た

め
、

全
事

業
所

に
職

員
ID

認
証

機
能

付
き

プ
リ
ン

タ
を
導

入
 

（
印

刷
時

は
職

員
証

を
か

ざ
し

ID
認
証

す
る

必
要

が
あ
る

た
め
、

無
駄

な
印

刷
の

抑
制

、
印
刷

物
の

取
り

忘
れ
や

混
入

防
止

を
実

現
）
 

 
5
)
テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
の

活
用
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
を

所
内

研
究
事

業
の

審
査

会
、
契
約

業
務
の

審
査

会
、
所

内
運
営

会
議
な

ど
に

利
用

し
、
職
員

の
 

移
動

時
間

や
移

動
費

用
の

削
減

 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
利

用
実

績
：
4
2
回
 

 

 
・

認
証

機
能

付
き

プ
リ

ン
タ

の
導
入
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

2
.
 

業
務

運
営

の
効

率
化

と
経

費
節
減
 

2
-
1
 
業
務

改
革

の
推

進
 

お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、
業
務

の
効

率
化

、
経

費
の

削
減

等
を

目
的
と

し

て
、

組
織

と
職

員
か

ら
の

提
案

に
よ
る

業

務
内

容
や

処
理

手
続

き
の

見
直

し
等
の

業

務
改

革
を

推
進

し
、

外
部

機
関

や
専
門

家

の
活

用
も

含
め

高
い

経
営

品
質

の
実
現

や

利
用

者
満

足
度

の
向

上
を

目
指

す
。
 

 

お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

、

業
務

の
効

率
化

、
経

費
の

削
減

等
を

目
的

と
し

て
、

組
織

と
職

員
か

ら
の

提
案

に
よ

り
、

業
務

内
容

や
処

理
手

続
き

の
見

直
等

の
業

務
改

革
を

推
進

し
、

外
部

機
関

の
活

用
も

含
め

高
い

経
営

品
質

の
実

現
や

利
用

者
満

足
度

の
向

上
を

目
指

す
。
 

2
3 

Ａ
 

  

(
1
)
業
務

改
革

の
推

進
 

高
い

経
営

品
質

の
実

現
や

利
用

者
満
足

度
の

向
上

を
目

指
し

、
組

織
と

職
員

か
ら

の
業
務

改
革
の

提
案
、
取
組
 

み
に

よ
り

、
全

部
門

が
業

務
内

容
と
処

理
手

続
き

の
見

直
し

等
を
実

施
 

1
)
業

務
改

革
の

実
施

件
数
 

2
3
年
度

、
業

務
改

革
の

充
実
期

と
し
て

引
き

続
き

業
務

の
品

質
向
上

に
重

点
を

置
き

、
経

費
削
減

と
事

務
手
 

続
き

の
簡

素
化

へ
の

取
り

組
み

を
実
施
 

 
 

 
 

取
り

組
み

実
績
 

提
案

数
：

87
テ
ー

マ
 

（
前
年

度
：
8
0
テ

ー
マ

）
 

実
施

数
：

82
テ
ー

マ
 

（
前
年

度
：
7
7
テ

ー
マ

）
 

 

(
2
)
業
務

改
革

の
取

り
組

み
事
例

 

 
1
)
経
営

品
質

向
上
 

a
)
研

究
課

題
外

部
評

価
制

度
の

見
直
し

（
開

発
企

画
室

）【
再

掲
：
項
目

1
6】

 

 
 

 
 

研
究

課
題

外
部

評
価

対
象
テ

ー
マ

を
一

部
の

み
を

実
施
か

ら
、

基
盤

研
究

全
課

題
へ
変

更
 

 
 

b
)機

器
利

用
方

法
の

マ
ニ

ュ
ア
ル

整
備

（
高

度
分

析
開

発
セ
ク

タ
ー
等

5
部
門

）【
再

掲
：
項
目

3
】
 

 
 

 
 

お
客

様
へ

機
器

使
用

方
法

を
説

明
す

る
際

に
使

用
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
整

備
し

、
業

務
ミ

ス
の

低
減

化
を

実
施
 

 
 

c
)機

器
管

理
担

当
者

の
複

数
人
体

制
の

構
築

（
材

料
技

術
グ
ル

ー
プ

）
 

 
 

 
 

機
器

管
理

担
当

者
を

複
数
定

め
，

一
人

の
担

当
者

し
か
機

器
が

扱
え

な
い

と
い

う
状
態

を
解

消
 

d
)
技

術
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

（
環

境
技
術

グ
ル

ー
プ

）
 

 
 

 
 

測
定

機
器

間
で

の
誤

差
や

定
量

下
限

値
な

ど
測

定
・

分
析

精
度

の
向

上
に

寄
与

す
る

デ
ー

タ
を

文
書

化
し

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
 

 
 

e
)事

業
別

セ
グ

メ
ン

ト
管

理
の
導

入
に

伴
う

各
部

門
の

経
営
品

質
の

向
上

（
財

務
会

計
課
）【

再
掲
：

項
目

22
】
 

 
 

・
研

究
員

業
務

時
間

分
析

結
果
等

を
活

用
し

た
損

益
計

算
書
事

業
別

セ
グ

メ
ン

ト
管

理
を
導

入
す

る
と

も
に

、
 

経
常

費
用

対
自

己
収

入
比

率
等

独
自
の

指
標

を
設

定
し

、
経

営
判
断

材
料

と
し

て
活

用
 

 
 

・
各

部
門

の
セ

グ
メ

ン
ト

情
報
を

所
内

に
公

表
し

、
各

部
門
の

事
業

運
営

に
活

用
 

 
 
 
f
)伝

票
作

成
方

法
の

変
更

に
よ
る

品
質

向
上

（
財

務
会

計
課
）
 

小
口

現
金

及
び

前
渡

金
を

月
毎

か
ら
支

払
い

毎
に

伝
票

作
成

方
法
を

変
更

す
る

こ
と

に
よ

り
、
リ

ア
ル

タ
 

イ
ム

の
残

高
確

認
が

容
易

に
な

る
と
と

も
に

、
事

業
別

セ
グ

メ
ン
ト

管
理

を
迅

速
か

つ
効

果
的
に

実
施

で
き
 

る
体

制
を

整
備
 

 
2
)
業
務

運
営

の
効

率
化
 

 
 

a
)P
C
使

用
時

の
認

証
方
法

の
簡
素

化
（

経
営

情
報

室
）【

再
掲
：

項
目

22
】
 

 
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
向

上
さ

せ
つ
つ

、
主

要
シ

ス
テ

ム
間

（
業
務

シ
ス

テ
ム

、
総

務
系

シ
ス
テ

ム
、

財
務

系
 

シ
ス

テ
ム

）
の

相
互

認
証

を
可

能
に
し

、
ロ

グ
イ

ン
操

作
を

利
便
化
 

b
)
広

報
等

に
関

す
る

情
報

収
集

の
シ
ス

テ
ム

化
（

広
報

室
）

 

 
 

「
取

材
報

告
」
、
「
図

書
購

入
」
手

続
き

を
シ

ス
テ

ム
に

て
運
用

開
始
 

c
)
ワ

イ
ド

キ
ャ

リ
ア

ス
タ

ッ
フ

時
間
型

職
員

及
び

臨
時

職
員

の
服
務

管
理

の
情

報
シ

ス
テ

ム
化
（
総

務
課

）【
再

掲
：

項
目

22
】
 

 
 

服
務

管
理

を
帳

票
（

紙
）

管
理
か

ら
情

報
シ

ス
テ

ム
化

に
よ
り

、
取

扱
事

務
を

省
力

化
 

d
)
学

協
会

参
加

費
用

の
取

り
扱

い
（
総

務
課

）
 

本
部

以
外

の
事

業
所

職
員

の
学

協
会
参

加
費

用
に

つ
い

て
、

本
部
が

一
括

処
理

す
る

よ
う

調
整
し

、
多

摩
 

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

及
び

3
支

所
の

事
務
作

業
を

軽
減
 

 
 
3
)
お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
 

 
 

a
)実

証
試

験
セ

ク
タ

ー
の

予
約
可

能
情

報
を

HP
掲
載
【

再
掲
：

項
目

8】
 

 
 

 
 

機
器

の
稼

働
状

況
等

を
管
理

す
る

体
制

を
構

築
し

、
機
器

利
用

の
予

約
可

能
情
報

を
HP

に
掲

載
(3
0
機

種
) 

 
 

b
)機

器
利

用
で

の
ラ

イ
セ

ン
ス
制

の
導

入
（

2
機

種
）【

再
掲
：

項
目

3】
 

 
 

 
機

器
利

用
に

供
し

て
い

な
か

っ
た

高
度

な
機

器
に

つ
い

て
少

人
数

の
実

習
を

行
い

、
習

熟
度

に
基

づ
き

ラ

イ
セ

ン
ス

制
度

を
設

け
て

機
器

利
用
を

実
施
 

 
 

c
)無

料
送

迎
バ

ス
の

運
行

（
新
規

）
 

 
 

 
本

部
－

東
京

テ
レ

ポ
ー

ト
間
の

送
迎

バ
ス

の
運

行
を

開
始
 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

（
第

一
期

中
期

目
標

期
間

指
摘

事
項
）
 

多
岐

に
わ

た
る

事
業

を
行

っ
て

お
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

事
業

実
績

も
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

改

め
て

業
務

見
直

し
を

行
い

、
よ

り
一

層
の

改
善

を

図
り

、
業

務
運

営
の

効
率

化
を

推
進

し
て

い
く

こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

・
業

務
改

革
の

取
り

組
み

に
よ

り
業

務
見

直
し

を

継
続

的
に

実
施

し
、

改
善

活
動

や
業

務
運

営
の

効
率

化
を

促
進
 

1
)
取

り
組

み
実

施
数

（
8
2
テ
ー

マ
）
 

内
訳
 

 
 

・
品

質
向

上
 

 
 

39
テ

ー
マ
 

(
前

年
度
：
3
8
テ

ー
マ

)

 
 

・
運

営
効

率
化

 
 

33
テ

ー
マ
 

 
 

・
そ

の
他

 
 

 
 

10
テ

ー
マ
 

2
)
業

務
改

革
の

活
動

成
果

事
例

 

a
)
経

営
品

質
向

上
分

野
 

・
機

器
管

理
担

当
者

の
複

数
化
 

・
技

術
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

、
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

化

b
)
業

務
運

営
の

効
率

化
分

野
 

・
広

報
等

に
関

す
る

情
報

収
集

の
シ
ス

テ
ム

化

・
学

協
会

参
加

費
用

を
本

部
で

一
括
処

理
 

 
c
)
お
客

様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
 

・
無

料
送

迎
バ

ス
の

運
行

（
新

規
）
 

 
 

本
部

－
東

京
テ

レ
ポ

ー
ト

駅
間（

1
日

86
便
）
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4
)
経
費

削
減

へ
の

取
り

組
み

 

 
 

 
 
本
部

移
転

に
伴

う
西
が

丘
本
部

の
不

要
物

品
の

譲
渡

 

 
a
)
被
災

地
支

援
と

し
て

公
設

試
験
研

究
機

関
へ

優
先

的
に

無
償
譲

渡
を

実
施
 

 
 

 
計

10
機
種

を
無

償
譲
渡

 

・
茨

城
県

9
機

種
 

・
岩

手
県

1
機

種
 

 
 

b
)板

橋
産

業
技

術
支

援
セ

ン
タ
ー

へ
優

先
的

に
無

償
譲

渡
を
実

施
 

 
 

  
 
82

品
を

提
供

（
小
型

恒
温
恒

湿
槽

、
多

点
温

度
記

録
計
、

ガ
ラ

ス
加

工
機

、
電

子
天
秤

 
等

）
 

 
 

c
)東

京
都

、
区

市
町

村
、

民
間
企

業
へ

譲
渡

を
実

施
 

 
 

 
 

自
治

体
へ

は
無

償
譲

渡
と
し

て
、

民
間

企
業

へ
は

都
産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

譲
渡
物

品
リ

ス
ト

を
掲

示
 

し
て

、
有

償
で

譲
渡
 

 
 

 
・

譲
渡

対
象

68
3
品
中

、
4
94

品
を

無
償

譲
渡
 

 
 

 
 

・
譲

渡
対
象

2
1
3
品

中
、
1
4
9
品

を
有

償
譲

渡
（

8
0
,
43
0
円

の
収

益
）
 

 
 

 
 

 
（

譲
渡

に
よ

り
廃

棄
費
用

概
算
で

2
,
30
0
千
円

相
当
額

の
経

費
削

減
を

達
成

）
 

 
 
5
)
ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

の
活

用
 

 
 

a
)ご

利
用

者
お

よ
び

職
員

用
サ
ー

ビ
ス

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン
グ
 

 
 
 
・

本
部

食
堂

運
営

を
業
務

委
託
 

 
 

b
)外

部
専

門
家

へ
の

ア
ウ

ト
ソ
ー

シ
ン

グ
 

 
 
 
 
・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制
強

化
に

向
け

た
業

務
委

託
を
継

続
（
薬

品
取

扱
部
署

の
リ
ス

ク
評

価
実

施
と

規

程
類

の
整

備
）
 

 
 
 

 ・
弁
護

士
と

顧
問

契
約
を

継
続
 

民
事

、
刑

事
、

会
社

法
、

労
働

法
等
幅

広
く

対
応

（
相

談
件

数
：
7
件
）
 

 
 
 
 
 ・

社
会

保
険

労
務

士
と
の

顧
問
契

約
を

継
続
 

社
会

保
険

、
雇

用
保

険
等

手
続

き
代
行

18
1
件
（

前
年

度
比

8
％
増

）
 

労
務

相
談

（
随

時
）
 

 
 
 
 
c
)定

型
的

な
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ
ー

シ
ン

グ
 

 
 
 
 
 ・

本
部

建
物

管
理

の
業
務

委
託
 

 
 

 見
学
対

応
・

東
京

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
ハ

ブ
施

設
管

理
を

新
た
に

委
託

内
容

に
追

加
 

 
 
 
 
・

給
与

計
算

の
業

務
委
託

を
継
続
 

 
 
 
 
・

健
康

診
断

等
の

業
務
委

託
を
継

続
 

 
 
 
 
d
)「

ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
報

告
書
」

調
査

お
よ

び
作

成
（

新
規
）
 

 
 

 
 
都
産

技
研

の
利

用
に
関

す
る
調

査
「
ア

ウ
ト

カ
ム
評

価
報
告

書
」
調

査
お

よ
び
作

成
を
調

査
回

答
率

向
上

の

た
め

外
部

委
託

（
回

答
率

大
幅

向
上
 

22
年
度

：
19
%
 
→

 
23

年
度

：
55
%
 ）

 

 

 ○
経

費
削

減
へ

の
取

り
組

み
 

・
西

が
丘

本
部

不
要

物
品

譲
渡

の
取
り

組
み
 

東
京

都
、

区
市

町
村

、
民

間
企

業
へ
譲

渡
 

 
 

6
43

品
譲

渡
、

売
却

額
 

8
0
千

円
 

 
 

（
廃

棄
費

用
約

2,
3
0
0
千

円
削
減

）
 

 ○
機

器
譲

渡
に

よ
る

被
災

地
支

援
 

被
災

県
公

設
試

験
研

究
機

関
へ

の
優

先
的

な

無
償

譲
渡
 

 
計

10
機
種

を
無

償
譲

渡
 

・
茨

城
県

：
9
機
種
 

・
岩

手
県

：
1
機
種
 

    ○
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
の

活
用

 

・
本

部
建

物
管

理
の

業
務

委
託

 

見
学

対
応

を
新

た
に

委
託

内
容

に
追

加
し

、

本
部

の
見

学
体

制
を

整
備
 

・「
ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
報

告
書
」
調
査

お
よ

び
作

成

（
新

規
）
 

 
 

都
産

技
研

の
利

用
に

関
す

る
調

査
「

ア
ウ

ト

カ
ム

評
価

報
告

書
」

調
査

お
よ

び
作

成
を

調
査

回
答

率
向

上
の

た
め

外
部

委
託

（
回

答
率

大
幅

向
上

 
2
2
年

度
：

1
9
%→

2
3
年

度
：
5
5
%
 ）

 

2
-
2
 
財
政

運
営

の
効

率
化
 

 

標
準

運
営

費
交

付
金

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

的
経

費
を

除
く

。
）
を

充
当

し
て

行
う
業

務

に
つ

い
て

は
、

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
の
低

下

し
た

業
務

の
見

直
し

や
複

数
年

契
約
の

推

進
等

に
よ

り
、

毎
年

度
平

均
で

前
年
度

比

一
パ

ー
セ

ン
ト

の
財

政
運

営
の

効
率
化

を

図
る

。
 

標
準

運
営

費
交

付
金

（
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

的
経

費
を

除
く

。
）
を

充
当

し
て

行
う

業
務

に
つ

い
て

は
、

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
の

低
下

し
た

業
務

の
見

直
し

や
複

数
年

契
約

の
推

進
に

よ
る

効
率

化
を

進
め

る
。
 

(
3
)
中
小

企
業

ニ
ー

ズ
の

低
下
し

た
業
務

の
見

直
し
 

 
1
)
放
射

線
関

連
業

務
の

一
部

廃
止
 

非
密

封
放

射
線

線
源

取
扱

施
設

に
関
す

る
業

務
を

廃
止
 

2
)
ニ

ー
ズ

の
低

下
し

た
固

定
資

産
の
廃

棄
 

 
 

 
廃

棄
し

た
固

定
資

産
：

3
0
件
 

 
 

 
【

廃
棄

し
た

主
な

固
定

資
産
】
 

・
ワ

イ
ヤ

ー
放

電
加

工
機
 

 
 

 
・

触
媒

燃
焼

式
脱

臭
装

置
 

・
フ

ラ
イ

ス
盤

 
 
 

 (
4
)
複
数

年
契

約
の

推
進
 

複
数

年
契

約
に

よ
り

、
事

務
負

担
を
軽

減
 

 
1
)
複
数

年
契

約
実

績
 

1
5
件
（

う
ち

新
規

5
件

）
 

 
 

 
【

複
数

年
契

約
を

実
施

し
た
主

な
事

例
】

 
 

  

・
本

部
建

物
総

合
管

理
委

託
 

 
 

 ・
財
務

管
理

シ
ス

テ
ム
運

用
保
守

委
託
 

 
 

 ・
現
金

自
動

預
払

機
（
A
T
M
）
設

置
運

用
委

託
 

な
ど
 

 

 

Ⅲ
．

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る
事

項
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1
.
 
資
産

の
適

正
な

管
理

運
用
 

 

安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金

運
用

管
理
を

推
進

し
、

建
物

、
施

設
に

つ
い

て
は
、

計

画
的

な
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に
、

設

備
機

器
に

つ
い

て
は

校
正

・
保

守
・
点

検

を
的

確
に

行
う

こ
と

に
よ

り
国

内
規
格

や

国
際

規
格

に
適

合
す

る
測

定
等

が
確
実

に

実
施

で
き

る
よ

う
管

理
運

用
す

る
。
 

 

安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金

運
用

管

理
を

推
進

し
、

建
物

、
施

設
に

つ
い

て
は

、
計

画
的

な
維

持
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
設

備
機

器
に

つ
い

て
は

校
正

・
保

守
・

点
検

を
的

確
に

行
う

こ
と

に
よ

り
国

内
規

格
や

国
際

規
格

に
適

合
す

る
測

定
等

が
確

実
に

実
施

で
き

る
よ

う
管

理
運

用
す

る
。

 

 

(
5
)
安
全

か
つ

効
率

的
な

資
金
運

用
管
理
 

 
1
)
資
金

運
用

方
法
 

・
債

権
(
都
債

)
を
導

入
す

る
こ

と
に
よ

り
資

金
運

用
の

多
様

化
と
収

益
増

を
推

進
（

新
規

）
 

・
大

型
定

期
預

金
等

で
資

金
運

用
 

2
)
資

金
運

用
収

入
 

1
,
9
1
2
千

円
 

3
)
資

金
運

用
管

理
  

・
資

金
管

理
規

則
に

よ
り

、
資

金
の
適

正
か

つ
効

率
的

な
管

理
を
実

施
 

・
過

不
足

金
取

扱
要

領
を

制
定

し
て

収
納

手
順

等
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

、
過

不
足

が
生

じ
た

場
合

の
手

続
き

等
を

明
確

化
す

る
こ

と
で

窓
口

収
納
現

金
の

取
扱

の
適

正
化

を
推
進
 

 (
6
)
建
物

や
施

設
・

設
備

の
計
画

的
な
維

持
管

理
 

 
1
)
本
部

の
維

持
管

理
 

a
)
長

期
保

全
計

画
の

策
定
 

新
築

し
た

本
部

の
長

寿
命

化
や

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
コ

ス
ト

の
削

減
を

図
る

た
め

長
期

保
全

計
画

を
策

定

し
、

今
後

30
年
間

の
予

防
保
全

に
基
づ

く
更

新
年

次
計

画
や

修
繕
費

用
等

を
算

定
 

b
)
施

設
課

題
へ

の
対

応
（

10
月

）
 

 
 

 
本

部
移

転
後

、
本

部
施

設
に
関

す
る

課
題

を
調

査
し

、
対
応

を
実

施
 

 
 

 
・

緊
急

地
震

速
報

装
置

の
移
設
 

 
 

 
・

恒
温

恒
湿

室
の

温
度

警
報
装

置
追

加
 

 
 

 
・

造
形

室
見

学
者

用
扉

新
設
 

 
 

 
・

換
気

用
送

風
機

の
増

設
 

 
 

 
・

避
雷

針
の

増
設
 

 
 

 
・

案
内

板
等

の
設

置
 

 
2
)
多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
城

東
支
所

、
城

南
支

所
の

維
持

管
理
 

 
 

 
各

事
業

所
の

長
期

保
全

計
画
に

基
づ

き
、

維
持

管
理

を
継
続
 

 (
7
)
設
備

機
器

の
校

正
・

保
守
 

 
 

 保
有
す

る
機

器
等

の
校
正

、
保
守

を
実

施
し

、
適

切
な

管
理
を

実
施
 

 
 

 
 
校
正

・
保

守
契

約
 
合

計
26
9
件
 

1
14
,
0
55

千
円

（
前
年
度

3
7
3
件

、
7
4
,
61
4
千

円
）
 

 
 

 
 

内
訳
 

 
本

部
（

西
が

丘
含

む
）

 
14
5
件
 

5
9
,5
1
5
千

円
 

 
 

 
 

 
 

城
東

支
所

 
 

 
 
 

 
 
2
7
件

 
 
7
,
25
1
千

円
 

 
 

 
 

 
 

墨
田

支
所

 
 

 
 
 

 
 
1
7
件

 
 
5
,
22
7
千

円
 

 
 

 
 

 
 

城
南

支
所

 
 

 
 
 

 
 
2
8
件

 
1
3
,
32
0
千

円
 

 
 

 
 

 
 

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ
 

 
 
5
2
件

 
2
8
,
73
9
千

円
 

     

 ○
資

金
運

用
方

法
の

新
た

な
取

り
組
み
 

・
都

債
に

よ
る

資
金

運
用

を
開

始
（
新

規
）
 

         

2
.
 
剰
余

金
の

適
切

な
活

用
 

 

的
確

な
経

営
判

断
に

基
づ

き
、

新
し
い

事
業

の
開

始
、

研
究

開
発

の
推

進
、
設

備

の
更

新
・

導
入

な
ど

に
よ

り
、

都
内
中

小

企
業

に
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
水

準
の
向

上

を
図

る
と

と
も

に
、

事
業

実
績

や
成
果

の

向
上

に
つ

な
が

る
よ

う
、

剰
余

金
を
有

効

に
活

用
す

る
。
 

  

的
確

な
経

営
判

断
を

行
い

、
新

し

い
事

業
の

開
始

、
研

究
開

発
の
推

進
、

設
備

の
更

新
・

導
入

な
ど

に
よ

り
、

都
内

中
小

企
業

に
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

事
業

実
績

や
成

果
の

向
上

に
つ

な
が

る
よ

う
、

剰
余

金
を

有
効

に
活

用
す

る
。
 

(
8
)
剰
余

金
の

適
切

な
活

用
 

 
 

 
23

年
度

は
第

二
期

中
期

目
標
期

間
初

年
度

の
た

め
、

剰
余
金

の
活

用
実

績
な

し
 

 

Ⅳ
．

予
算

（
人

件
費

の
見

積
り

を
含
む

。）
、

収
支

計
画

及
び

資
金
計

画
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予
算

（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。

）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
単

位
：
百

万
円

）

金
　

　
額

収
入

運
営

費
交

付
金

3
3
,5

1
1

（
う
ち

標
準

運
営

費
交

付
金

効
率

化
係

数
対

象
分

）
2
0
,1

0
2

（
う
ち

標
準

運
営

費
交

付
金

効
率

化
係

数
対

象
外

分
）

3
,6

0
4

（
う
ち

特
定

運
営

費
交

付
金

分
）

9
,8

0
5

施
設

整
備

費
補

助
金

5
0

自
己

収
入

4
,8

8
0

事
業

収
入

2
,2

7
3

補
助

金
収

入
1
5
0

外
部

資
金

研
究

費
等

5
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

3
1

そ
の

他
収

入
1
,9

2
7

積
立

金
取

崩
7
8
9

3
9
,2

3
1

支
出

業
務

費
2
9
,7

9
2

試
験

研
究

経
費

7
,6

9
0

外
部

資
金

研
究

経
費

等
5
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

8
2

産
業

支
援

拠
点

整
備

費
7
,2

8
8

東
京

緊
急

対
策

2
4
9

役
職

員
人

件
費

1
3
,9

8
3

一
般

管
理

費
9
,4

3
9

3
9
,2

3
1

[人
件

費
の

見
積

り
]

中
期

目
標

期
間

中
総

額
、

1
3
,0

0
9
百

万
円

支
出

す
る

。
（
退

職
手

当
は

除
く

。
）

※
　

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
変

更
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

平
成

２
３

年
度

～
平

成
２

７
年

度
予

算

１
．

予
算

区
  

  
分

計 計

 

（
単

位
：
百

万
円

）

金
　

　
額

費
用

の
部

4
2
,2

3
9

経
常

費
用

4
2
,2

3
9

業
務

費
2
1
,5

2
1

試
験

研
究

経
費

5
,2

4
3

外
部

資
金

研
究

経
費

等
5
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

8
2

産
業

支
援

拠
点

整
備

費
1
,5

6
8

役
職

員
人

件
費

1
3
,9

8
3

東
京

緊
急

対
策

1
4
5

一
般

管
理

費
9
,4

3
9

減
価

償
却

費
1
1
,2

7
9

収
入

の
部

4
2
,1

7
2

経
常

収
益

4
2
,1

7
2

運
営

費
交

付
金

収
益

2
6
,1

1
2

事
業

収
益

2
,2

7
3

外
部

資
金

研
究

費
等

収
益

5
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

3
1

補
助

金
等

収
益

5
0

そ
の

他
収

益
1
,9

2
7

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
1
1
,1

1
4

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入

1
0
8

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
5
0

資
産

見
返

寄
附

金
等

戻
入

7

純
利

益
△

 6
7

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

取
崩

額
6
7

総
利

益
0

※
　

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
変

更
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

２
．

収
支

計
画

平
成

２
３

年
度

～
平

成
２

７
年

度
収

支
計

画

区
  

  
分

 

（
単

位
：
百

万
円

）

金
　

　
額

資
金

支
出

3
9
,2

3
1

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
3
0
,9

6
0

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
8
,2

7
1

次
期

中
期

目
標

期
間

へ
の

繰
越

金
0

資
金

収
入

3
9
,2

3
1

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
3
8
,4

4
2

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
3
3
,5

1
1

事
業

収
入

2
,2

7
3

外
部

資
金

研
究

費
等

に
よ

る
収

入
5
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
収

入
3
1

補
助

金
等

に
よ

る
収

入
2
0
0

そ
の

他
の

収
入

1
,9

2
7

前
期

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰

越
金

7
8
9

※
　

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
変

更
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

３
．

資
金

計
画

区
  

  
分

平
成

２
３

年
度

～
平

成
２

７
年

度
資

金
計

画

 

 

予
算

（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。

）
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

（
単

位
：
百

万
円

）

金
　

　
額

収
入

運
営

費
交

付
金

1
2
,9

3
9

施
設

整
備

費
補

助
金

1
0

自
己

収
入

9
7
2

事
業

収
入

4
3
4

補
助

金
収

入
3
0

外
部

資
金

研
究

費
等

1
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

3
1

そ
の

他
収

入
3
7
8

積
立

金
取

崩
1
6
5

1
4
,0

8
7

支
出

業
務

費
1
2
,0

9
8

試
験

研
究

経
費

1
,7

4
1

外
部

資
金

研
究

経
費

等
1
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

8
2

産
業

支
援

拠
点

整
備

費
7
,2

8
8

東
京

緊
急

対
策

2
4
9

役
職

員
人

件
費

2
,6

3
7

一
般

管
理

費
1
,9

8
9

1
4
,0

8
7

[人
件

費
の

見
積

り
]

平
成

2
3
年

度
、

2
,4

4
3
百

万
円

支
出

す
る

。
（
退

職
手

当
は

除
く

。
）

※
　

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
変

更
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

１
．

予
算

平
成

２
３
年

度
  

予
算

区
  

  
分

計 計

 

   

（
単

位
：
百

万
円

）

金
　

　
額

費
用

の
部

1
0
,2

5
1

経
常

費
用

1
0
,2

5
1

業
務

費
5
,7

8
4

試
験

研
究

経
費

1
,2

5
2

外
部

資
金

研
究

経
費

等
1
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

8
2

産
業

支
援

拠
点

整
備

費
1
,5

6
8

役
職

員
人

件
費

2
,6

3
7

東
京

緊
急

対
策

1
4
5

一
般

管
理

費
1
,9

8
9

減
価

償
却

費
2
,4

7
7

収
入

の
部

1
0
,2

3
0

経
常

収
益

1
0
,2

3
0

運
営

費
交

付
金

収
益

6
,8

0
0

事
業

収
益

4
3
4

外
部

資
金

研
究

費
等

収
益

1
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

3
1

補
助

金
等

収
益

1
0

そ
の

他
収

益
3
7
8

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
2
,4

4
3

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入

1
8

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
1
4

資
産

見
返

寄
附

金
等

戻
入

2

純
利

益
△

 2
1

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

取
崩

額
2
1

総
利

益
0

※
　

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
変

更
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

２
．

収
支

計
画

平
成

２
３
年

度
  

収
支

計
画

区
  

  
分

 

  

（
単

位
：
百

万
円

）

金
　

　
額

資
金

支
出

1
4
,0

8
7

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
7
,7

7
4

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
6
,3

1
3

次
期

中
期

目
標

期
間

へ
の

繰
越

金
0

資
金

収
入

1
4
,6

6
5

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
1
3
,9

2
1

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
1
2
,9

3
9

事
業

収
入

4
3
4

外
部

資
金

研
究

費
等

に
よ

る
収

入
1
0
0

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
収

入
3
1

補
助

金
等

に
よ

る
収

入
4
0

そ
の

他
の

収
入

3
7
8

前
期

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰

越
金

7
4
3

※
　

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

、
変

更
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

３
．

資
金

計
画

平
成

２
３
年

度
  

資
金

計
画

区
  

  
分

 

 
1
)
予
算
 

 

（
単

位
：

百
万

円
）
 

区
 

 
分
 

予
算
 

決
算
 

差
額
 

(決
算
-予

算
) 

備
考
 

 収
入
 

 
 

運
営

費
交

付
金
 

 
 

施
設

整
備

費
補

助
金
 

 
 

自
己

収
入
 

 
 

 
 

事
業

収
入
 

 
 

 
 

補
助

金
収

入
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

 

 
 

 
 

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
 

 
 

そ
の

他
収

入
 

 
 

積
立

金
取

崩
 

収
入

 
計
 

 支
出
 

 
 

業
務

費
 

 
 

 
 

試
験

研
究

経
費
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

経
費

等
 

 
 

 
 

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
 

 
 

産
業

支
援

拠
点

整
備

費
 

 
 

 
 

東
京

緊
急

対
策
 

 
 

 
 

役
職

員
人

件
費
 

 
 

一
般

管
理

費
 

支
出

 
計
 

 

  

1
2
,
9
3
9 

1
0
 

9
7
3 

4
3
4 

3
0
 

1
0
0 

3
1
 

3
7
8 

1
6
5 

1
4
,
0
8
7   

1
2
,
0
9
8 

1
,
7
4
1 

1
0
0 

8
2
 

7
,
2
8
8 

2
4
9 

2
,
6
3
7 

1
,
9
8
9 

1
4
,
0
8
7 

  

1
2
,
9
3
9 0
 

1
,
0
7
2 

4
4
1 

2
9
 

1
4
0 

3
8
 

4
2
2 

1
3
1 

1
4
,
1
4
3 

 
  

1
2
,
2
1
2 

2
,
3
6
7 

1
4
0 

9
0
 

7
,
1
7
3 

4
6
 

2
,
3
9
4 

1
,
0
3
9 

1
3
,
2
5
1 

  

0
 

△
1
0 

9
9
 

7
 

0
 

4
0
 

7
 

4
4
 

 
 

△
3
3
 

5
6
 

 
 

  

1
1
4 

6
2
6 

4
0
 

8
 

△
1
1
4 

△
2
0
2 

△
2
4
2 

△
9
4
9 

△
8
3
5 

(注
1)
(注

2)

収
入

 
-
 
支

出
 

0
 

8
9
1 

8
9
1 

(
注

1
) 
独
立

行
政

法
人

科
学
技

術
振
興

機
構

か
ら

の
無

償
貸

与
分
を

含
ん

で
い

ま
す

。
 

(
注

2
) 
予
算

と
の

比
較

の
た
め

、
損
益

計
算

書
に

お
い

て
試

験
研
究

経
費

に
計

上
さ

れ
て

い
る
「

地
域

結
 

集
型

研
究

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
地
域

負
担

事
業

経
費

（
51

百
万
円

）
を

含
ん

で
い

ま
す

。
 

 
 

 
 
 

           
2
)
収
支

計
画
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（
単

位
：

百
万

円
）

 

区
 

 
分
 

計
画
 

実
績
 

差
額
 

(
実

績
-
計

画
)
 

備
考
 

費
用

の
部
 

 
 

経
常

費
用
 

 
 

 
 

業
務

費
 

 
 

 
 

 
 

試
験

研
究

経
費

 

 
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

経
費
等
 

 
 

 
 

 
 

地
域

結
集

型
研

究
開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
 

 
 

 
 

産
業

支
援

拠
点

整
備
費
 

 
 

 
 

 
 

役
職

員
人

件
費

 

 
 

 
 

 
 

東
京

緊
急

対
策

 

 
 

 
 

一
般

管
理

費
 

 
 

 
 

減
価

償
却

費
 

 
 

 
 

財
務

費
用
 

 
 

 
 

そ
の

他
費

用
 

臨
時

損
失
 

 
 

 
 

固
定

資
産

除
却

損
 

 収
入

の
部
 

 
 

経
常

収
益
 

 
 

 
 

運
営

費
交

付
金

収
益

 

 
 

 
 

事
業

収
益
 

 
 

 
 

外
部

資
金

研
究

費
等

収
益
 

 
 

 
 

地
域

結
集

型
研

究
開

発
プ
ロ

グ
ラ

ム
 

 
 

 
 

補
助

金
等

収
益
 

 
 

 
 

そ
の

他
収

益
 

 
 

 
 

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金
等

戻
入
 

 
 

 
 

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻
入
 

資
産

見
返

補
助

金
等

戻
入
 

 
 

 
 

資
産

見
返

寄
付

金
戻

入
 

 
 

臨
時

利
益
 

 
 

 
 

消
費

税
等

還
付

額
 

 純
利

益
 

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

取
崩
額
 

総
利

益
 

1
0
,
2
5
1 

1
0
,
2
5
1 

5
,
7
8
4 

1
,
2
5
2 

1
0
0 

8
2
 

1
,
5
6
8 

2
,
6
3
7 

1
4
5 

1
,
9
8
9 

2
,
4
7
7 -
 

-
 

-
 

-
  

1
0
,
2
3
0 

1
0
,
2
3
0 

6
,
8
0
0 

4
3
4 

1
0
0 

3
1
 

1
0
 

3
7
8 

2
,
4
4
3 

1
8
 

1
4
 

2
 

0
 

0
  

△
2
1 

2
1
 

0
 

8
,
4
1
1 

8
,
3
7
5 

5
,
1
4
6 

1
,
0
9
6 

1
4
0 

9
0
 

1
,
3
7
8 

2
,
3
9
4 

4
6
 

1
,
0
3
9 

2
,
1
8
9 0
 

0
 

3
5
 

3
5
  

8
,
6
8
9 

8
,
5
6
8 

5
,
4
7
0 

4
4
1 

1
4
0 

3
8
 

0
 

2
6
5 

2
,
1
4
0 

4
6
 

2
2
 

2
 

1
2
1 

1
2
1  

2
7
8 

1
3
1 

4
1
0 

△
1
,
8
39
 

△
1
,
8
75
 

△
6
3
7 

△
1
5
5 

4
0
 

8
 

△
1
8
9 

△
2
4
2 

△
9
8 

△
9
4
9 

△
2
8
7 0
 

0
 

3
5
 

3
5
  

△
1
,
5
40
 

△
1
,
6
61
 

△
1
,
3
29
 

7
 

4
0
 

7
 

△
1
0 

△
1
1
2 

△
3
0
2 

2
8
 

8
 

0
 

1
2
1 

1
2
1  

2
9
9 

1
1
0 

4
1
0 

(
注

)
「
地

域
結

集
型

研
究

開
発

プ
ロ
グ

ラ
ム

」
に

は
、

総
経

費
の
う

ち
独

立
行

政
法

人
科

学
技
術

振
興

機
構

か
ら
 

の
業

務
委

託
費

に
係

る
経

費
を

記
載
し

て
い

ま
す

。
計

上
額

に
は
、

独
立

行
政

法
人

科
学

技
術
振

興
機

構
か
 

ら
の

無
償

貸
与

分
を

含
ん

で
い

ま
す
。

地
域

負
担

事
業

経
費

は
「
試

験
研

究
経

費
」

に
計

上
し
て

い
ま

す
。
 

  

3
)
資

金
計

画
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（
単

位
：

百
万

円
）
 

区
 

 
分
 

予
算
 

決
算
 

差
額
 

(
決

算
-
予

算
)
 

備
考
 

 資
金

支
出
 

 
 

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
 

 
 

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
 

 
 

財
務

活
動

に
よ

る
支

出
 

 
 

次
期

中
期

目
標

期
間

へ
の

繰
越
金
 

 資
金

収
入
 

 
 

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
 

 
 

 
運

営
費

交
付

金
に

よ
る

収
入
 

 
 

 
事

業
収

入
 

 
 

 
外

部
資

金
研

究
費

等
に

よ
る
収

入
 

地
域
結
集

型
研
究

開
発
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
よ

る
収
入
 

 
 

 
補

助
金

等
に

よ
る

収
入

 

 
 

 
そ

の
他

の
収

入
 

 
 

前
期

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰
越

金
 

 

 

1
4
,
0
8
7 

7
,
7
7
4 

6
,
3
1
3 -
 

0
  

1
4
,
6
6
5 

1
3
,
9
2
1 

1
2
,
9
3
9 

4
3
4 

1
0
0 

3
1
 

4
0
 

3
7
8 

7
4
3 

 

1
9
,
3
0
7 

1
2
,
4
9
5 

4
,
7
4
4 

2
1
 

2
,
0
4
6  

1
9
,
3
0
7 

1
1
,
7
7
0 

1
0
,
7
1
1 

4
6
2 

2
0
3 

3
1
 

3
0
 

3
3
1 

7
,
5
3
6 

 

5
,
2
2
0 

4
,
7
2
1 

△
1
,
5
68
 

2
1
 

2
,
0
4
6  

4
,
6
4
2 

△
2
,
1
50
 

△
2
,
2
27
 

2
8
 

1
0
3 0
 

△
9 

△
4
6 

6
,
7
9
3 

(
注

)「
地

域
結

集
型

研
究

開
発

プ
ロ
グ

ラ
ム

」
は

、
総

経
費

の
う
ち

独
立

行
政

法
人

科
学

技
術
振

興
機
構
か
 

ら
の

業
務

委
託

費
に

係
る

経
費

を
記
載

し
て

い
ま

す
。
 

 
 
 

 

Ⅴ
．

短
期

借
入

金
の

限
度

額
 

 

1
.
 
短
期

借
入

金
の

限
度

額
 

 

1
5
億
円
 

1
5
億
円
 

  

な
し
 

 

2
.
 
想
定

さ
れ

る
理

由
 

 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及
び
予

見
で

き
な

か
っ

た
不

測
の

事
態

の
発
生

等

に
よ

り
、

緊
急

に
借

り
入

れ
の

必
要
が

生

じ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
 

運
営

費
交

付
金

の
受

入
れ

遅
滞

及

び
予

見
で

き
な

か
っ

た
不

測
の

事
態

の
発

生
等

に
よ

り
、

緊
急

に
借

り
入

れ
の

必
要

が
生

じ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
 

(
9
)
短
期

借
入

金
の

実
績
 

な
し
 

 

Ⅵ
．

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は
担

保
に

供
し

よ
う

と
す

る
 

と
き

は
そ

の
計

画
 

  

  

 
 

 
 

江
東

区
青

海
に

設
置

す
る

本
部

の
土
地

及
び

建
物

の
出

資
を

都
か

ら
受

け
る
際

に
、

出
資

と
同

時
に

次
の

資
産

を
都
に

譲

渡
す

る
。
 

西
が

丘
本

部
の

土
地

及
び

建
物

 

 

江
東

区
青

海
に

設
置

す
る

本
部

の

土
地

及
び

建
物

の
出

資
を

都
か

ら
受

け
る

際
に

、
出

資
と

同
時

に
次

の
資

産
を

都
に

譲
渡

す
る

。
 

西
が

丘
本

部
の

土
地

及
び

建
物

 

(
1
0
)
西
が

丘
本

部
の

資
産

譲
渡

 

 
1
)
資
産

譲
渡

の
経

過
 

 
 

・
「

旧
出

資
財

産
の

譲
渡

（
返

還
）
」

及
び

「
本

部
の

現
物

出
資

」
、
「

都
産

技
研

定
款

の
変

更
に

つ
い

て
」

の
議

案
が

平
成

23
年
第

4
回

都
議
会

定
例
会

に
て

可
決

（
1
2
月

1
5
日
）
 

・
「

定
款

変
更

認
可

書
」

総
務
大

臣
よ
り

認
可

（
1
月

2
4
日
）

 

・
「

資
本

金
変

更
登

記
申

請
」
を

実
施
（

2
月

1
日

）
 

・
東

京
都

と
「

旧
出

資
財

産
の

譲
渡
契

約
」

を
締

結
（

2
月

1
日
）
 

・
西

が
丘

本
部

と
本

部
の

土
地

及
び
建

物
と

の
出

資
財

産
差

額
を
資

本
金

の
増

加
と

し
て

適
切
に

会
計

処
理
 

(
増

加
額

1
6,
9
9
2
百

万
円

) 
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Ⅶ
．

剰
余

金
の

使
途
 

 

1
．

剰
余

金
の

使
途
 

当
該

中
期

目
標

期
間

の
決

算
に

お
い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

、
中

小
企
業

支

援
の

充
実

、
研

究
開

発
の

質
の

向
上
、

法

人
の

円
滑

な
業

務
運

営
の

確
保

又
は
施

設
・

設
備

の
整

備
及

び
改

善
に

充
て
る

。
 

2
．

積
立

金
の

使
途
 

前
期

中
期

目
標

期
間

の
最

終
年

度
に
お

い
て

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

4
0
条

第

一
項

又
は

第
二

項
の

処
理

を
行

っ
て
な

お

積
立

金
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

額
に
相

当

す
る

金
額

の
う

ち
設

立
団

体
の

長
の
承

認

を
受

け
た

金
額

に
つ

い
て

、
中

期
計
画

の

剰
余

金
の

使
途

に
規

定
さ

れ
て

い
る
中

小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質
の

向

上
、

法
人

の
円

滑
な

業
務

運
営

の
確
保

又

は
施

設
・

設
備

の
整

備
及

び
改

善
に
充

て

る
。
 

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し

た
場

合
、

中
小

企
業

支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質

の
向

上
、

法
人

の
円

滑
な

業
務

運
営

の
確

保
又

は
施

設
・

設
備

の
整

備
及

び
改

善
に

充
て

る
。

(
1
1
)
剰
余

金
の

使
途
 

 
 

・
2
3
年

度
は

第
二

期
中
期

目
標
期

間
初

年
度

の
た

め
剰

余
金
の

使
途

実
績

な
し
 

・
2
3
年

度
剰

余
金

は
、

中
小
企

業
支
援

の
充

実
、

研
究

開
発

の
質
の

向
上

、
法

人
の

円
滑

な
業
務

運
営

の
確

保

又
は

施
設

・
設

備
の

整
備

及
び

改
善
に

充
当
 

 (
1
2
)
積
立

金
の

使
途
 

1
)
前

中
期

目
標

期
間

繰
越

積
立

金
  

7
43

百
万

円
 

2
)
平
成

2
3
年

度
 

積
立

金
取
崩

額
 
1
3
2
百

万
円
 

・
東

日
本

大
震

災
の

影
響

で
平

成
22

年
度

に
履

行
が

完
了
し

な
か
っ

た
契

約
（

1
09

百
万

円
）
 

ほ
か
 

 

Ⅷ
．

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重
要

事
項
 

 
 

1
.
 
施
設

・
設

備
の

整
備

と
活
用

 
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の
た

め
の

施
設

・
設

備
の

整
備

を
計

画
的
に

実

施
す

る
。
 

 

①
業

務
の

確
実

な
実

施
と

機
能

向
上

の
た

め
の

施
設

・
設

備
の

整
備

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。
 

(
1
3
)
業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向
上

の
た

め
の

施
設

・
設

備
の
整

備
を

計
画

的
に

実
施

 

1
)
西

が
丘

本
部

で
の

業
務

継
続

体
制
の

整
備

  

東
日

本
大

震
災

に
よ

り
建

設
中

で
あ
っ

た
本

部
の

外
構

舗
装

の
一
部

沈
下

や
共

同
溝

と
の

接
続
部

分
損

傷
が
 

発
生

し
修

復
工

事
が

必
要

と
な

り
、
本

部
開

設
延

期
を

決
定

（
5
月

17
日
か

ら
10

月
3
日

に
延

期
）
 

a
)
西

が
丘

本
部

の
試

験
実

施
体

制
の
再

整
備
 

 
 

本
部

開
設

延
期

に
よ

り
、

本
部
開

設
に

向
け

移
転

し
て

い
た
機

器
を

西
が

丘
本

部
へ

再
移
転

を
実

施
 

 
 

 
再

移
転

実
施

機
器

数
：

2
1
機

種
 

 
 

 
主

な
機

種
名

：
振

動
試

験
機
、

温
度

校
正

試
験

機
 

 
 

b
)旧

駒
沢

支
所

職
員

の
西

が
丘
本

部
で

業
務

実
施
 

旧
駒

沢
支

所
職

員
は

平
成

2
3
年

3
月

末
に

お
け

る
事

業
所
廃

止
と
新

本
部

の
震

災
被

害
に

よ
る
開

設
延
期
 

に
よ

り
、
4
月

か
ら

9
月

ま
で
西

が
丘
本

部
で

の
試

験
業

務
や

福
島
原

発
事

故
に

伴
う

放
射

線
測
定

等
を
継
続
 

す
る

た
め

の
整

備
を

実
施
 

・
執

務
室

の
整

備
（

2
室

）
 

・
一

般
実

験
室

の
整

備
と

機
器

の
移
設

（
3
室
）
 

・
工

業
製

品
の

放
射

能
汚

染
検

査
に
対

応
す

る
た

め
の

測
定

室
の
整

備
と

関
連

機
器

の
移

設
（
2
室
）
 

・
浄

水
場

浄
水

、
大

気
浮

遊
塵

、
農

水
蓄

産
物

の
放

射
能

汚
染

検
査

に
対

応
す

る
た

め
の

測
定

室
の

整
備

と

関
連

機
器

の
移

設
（

2
室

）
 

・
大

気
浮

遊
塵

観
測

の
た

め
の

捕
集
装

置
の

移
設
 

c
)
西

が
丘

本
部

補
修

工
事

の
実

施
（
4
月

2
6
日

～
9
月

26
日

）
 

西
が

丘
本

部
で

依
頼

試
験

、
機

器
利

用
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

た
め

、
必

要
な

設
備

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
な

ど
を

実
施
 

・
維

持
補

修
工

事
実

施
件

数
 

 
合
計

9
件
 

 
（

本
部

移
転

を
控

え
て

い
る

た
め
、

最
低

限
の

修
繕

作
業

）
 

 
 

・
補

修
工

事
の

内
容
 

①
音

響
棟

無
響

室
修

繕
、

②
環

境
試
験

セ
ン

タ
ー

暗
室

漏
水

修
繕
、
 

③
空

調
用

電
磁

接
触

器
修

繕
、

④
北
棟

4
階

ダ
ク

ト
修

繕
、

⑤
機
械

室
内

冷
温

水
配

管
修

繕
、
 

⑥
有

機
機

能
研

究
室

空
調

修
繕

、
⑦
デ

マ
ン

ド
モ

ニ
タ

修
繕

、
⑧
転

倒
防

止
等

修
繕

2
件

 

 
2
)
本
部

で
の

業
務

の
確

実
な

実
施
体

制
の

整
備
 

a
)
震

災
対

応
安

全
対

策
の

実
施

 

 
 

 
・

研
究

設
備

や
書

棚
等

の
固
定

を
実

施
し

、
徹

底
し

た
転
倒

防
止

対
策
 

・
開

所
前

(
9
月

1
2～

2
2
日
)に

統
括
安

全
衛

生
管

理
者

(理
事

長
)に

よ
る

安
全

巡
視

を
実
施

し
事
故

発
生

を

 ○
西

が
丘

本
部

で
の

業
務

継
続

体
制
の

整
備
 

1
)
西

が
丘

本
部

の
試

験
実

施
に

向
け
再

整
備
 

 
 

本
部

か
ら

機
器

を
西

が
丘

本
部

へ
再

移
送

し
、

試
験

業
務

体
制

を
再

整
備

（
全

2
1
機
種
）

2
)
旧

駒
沢

支
所

職
員

の
西

が
丘

本
部

で
の

業
務

継

続
体

制
の

整
備
 

 
 

・
執

務
室

の
整

備
 

 
 

・
工

業
製

品
等

の
放

射
能

汚
染
検

査
対

応
 

 
 

 
 

ゲ
ル

マ
ニ

ウ
ム

測
定

機
器
整

備
 

専
用

測
定

室
設

置
 

3
)
震

災
に

よ
る

補
修

工
事

を
実

施
し

、
業

務
継

続

に
対

応
 

             ○
開

所
前

に
統

括
安

全
衛

生
管

理
者
(
理
事

長
)に
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予
防

 
指

摘
事
項

6
0
件
 

【
指

摘
事

項
】
 

 
①

段
差

に
お

け
る

注
意

喚
起

 

 
②

見
学

者
等

の
立

入
範

囲
の

明
示
 

 
③

電
気

配
線

に
よ

る
つ

ま
づ

き
防
止
 

 
④

機
器

の
配

置
改

善
、

作
業

性
の
向

上
 

 
⑤

食
堂

の
下

膳
口

安
全

性
改

善
、
等
 

 

よ
る

安
全

巡
視

を
実

施
 

指
摘

件
数

6
0
件
 

    

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
東

京
都

か
ら
の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源
を

確
保
し

、

先
端

技
術

へ
の

対
応

や
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

対

策
を

含
め

た
総

合
的

・
長

期
的

観
点
に

立

っ
た

整
備

・
更

新
を

適
切

に
行

う
。
 

 

②
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

東
京

都
か

ら
の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源
を

適
切

に
確

保
し

、
策

定
す

る
長

期
保

全
計

画
に

基
づ

き
総

合
的

・
長

期
的

観
点

に
立

っ
た

整
備
・
更

新
を
行

う
。

(
1
4
)
東
京

都
か

ら
の

施
設

整
備

補
助
金

等
の

財
源

を
確

保
し

、
施
設

を
整

備
・

更
新
 

1
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
 

a
)
維

持
補

修
工

事
（

修
繕

費
）

 
合
計

11
件
 

b
)
各

種
修

繕
 

①
デ

マ
ン

ド
モ

ニ
タ

修
繕

、
②

テ
ク
ノ

プ
ラ

ザ
本

館
・

繊
維

サ
イ
ト

・
E
M
C
サ

イ
ト

網
戸

取
付
工

事
、
 

③
繊

維
サ

イ
ト

・
E
M
C
サ

イ
ト

風
除
室

軒
樋

加
工

工
事

、
④

構
内
放

送
用

電
話

交
換

機
破

損
基
盤

交
換
工
事
、
 

⑤
経

営
サ

ポ
ー

ト
館

網
戸

取
付

工
事
、

⑥
イ

ン
バ

ー
タ

交
換

工
事
、

⑦
エ

レ
ベ

ー
タ

復
旧

工
事
、
 

⑧
中

水
管

メ
ー

タ
ー

取
付

工
事

、
⑨
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
修

理
、

⑩
追
加

サ
イ

ン
工

事
、
 

⑪
E
M
C
サ

イ
ト

空
調

改
造

工
事

 

2
)
城

東
支

所
 

a
)
維

持
補

修
工

事
（

修
繕

費
）

 
合
計

16
件
 

b
)
各

種
修

繕
 

 
 

①
1
階
西

通
用

口
ド

ア
修

繕
、

②
空
調

用
ク

ー
リ

ン
グ

タ
ワ

ー
循
環

配
管

修
繕

、
 

③
N
T
T
局

線
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

④
デ
マ

ン
ド

モ
ニ

タ
修

繕
、

⑤
空
調

機
械

室
排

水
シ

ス
テ

ム
の
修

繕
 

⑥
デ

ザ
イ

ン
ル

ー
ム

の
雨

漏
り

修
繕
、

⑦
加

湿
器

の
修

繕
、

⑧
1
階

ト
イ

レ
小

便
器

修
繕

 

⑨
ケ

ミ
カ

ル
ル

ー
ム

の
排

水
設

備
撤
去

、
⑩

吸
収

冷
温

水
機

の
修
繕

、
 

⑪
吸

収
冷

温
水

機
排

ガ
ス

温
度

変
換
器

の
修

繕
、

⑫
加

圧
給

水
ポ
ン

プ
ユ

ニ
ッ

ト
の

修
繕

、
 

⑬
冷

温
水

配
管

水
漏

修
繕

、
⑭

雑
排
水

管
詰

り
修

繕
、

⑮
デ

ザ
イ
ン

ル
ー

ム
の

電
源

コ
ン

セ
ン
ト

の
増

設
、
 

⑯
3
階
南

側
窓

の
断

熱
フ

ィ
ル

ム
貼
付

修
繕
 

3
)
城

南
支

所
 

a
)
維

持
補

修
工

事
（

修
繕

費
）

 
合
計

2
件
 

b
)
各

種
修

繕
 

①
排

気
フ

ァ
ン

修
繕

、
②

コ
ン

プ
レ
ッ

サ
ー

修
繕
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中
期

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

年
度

計
画

【
項

目
別

評
価

単
位

】
 

項
目
 

自
己

評
価
 

平
成

23
年
度

 
年

度
計

画
に
係

る
実
績
 

特
記

事
項
 

2
.
危

機
管

理
対

策
の

推
進
 

 
 

 
 

 
第

一
期
中

に
策

定
し

た
「

リ
ス

ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

基
本

方

針
」

に
基

づ
き

、
内

部
危

機
管

理
体

制
を

整
備

す
る

。
 

 
 

 
 

個
人

情
報

や
企

業
情

報
、

ま
た

製
品
開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘
密

に
つ
い

て

は
、

適
正

な
取

扱
い

と
確

実
な

漏
洩
防

止

を
図

る
た

め
に

、
全

職
員

の
受

講
を
必

須

と
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。
 

①
個

人
情

報
や

企
業

情
報

、
ま

た
製

品
開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘
密

に
つ

い
て

は
、

適
正

な
取

扱
い

と
確

実
な

漏
洩

防
止

の
た

め
に

、
全

職
員

の
受

講
を

必
須

と
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。
 

2
4 

Ａ
 

(
1
)
情
報

管
理

に
関

す
る

研
修
の

実
施
 

情
報

の
適

正
な

取
扱

い
と

確
実

な
漏

洩
防

止
を

図
る

た
め
に

、
全

職
員

受
講

の
コ

ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

お
よ

び
新

規
採

用
者

の
新

任
研

修
の

一
部
と

し
て

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

研
修

を
実

施
 

1
)
全

職
員

受
講

の
研

修
を

実
施

 

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

と
し

て
、
汚

職
等

非
行

防
止

と
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修
を

実
施
 

実
施

回
数

：
3
回
（

1
1
月

25
日

、
12

月
15

日
、

1
月

1
9
日

）
 

対
象

者
：

全
職

員
 

受
講

率
：

1
00
％
（

対
象

者
数

3
7
2
名

 、
受
講

者
数

3
72

名
）
 

（
内

訳
 

職
員

30
3
名
、

臨
時

職
員

6
4
名

、
人

材
派

遣
4
名

、
そ
の

他
１

名
 

）
 

2
)
新

規
採

用
者

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

研
修
 

 
 

新
任

研
修

の
１

つ
と

し
て

情
報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研
修

を
実

施
 

実
施

回
数

：
1
回
（

4
月

5
日
）

 

対
象

者
：

新
任

職
員
 

受
講

率
：

1
00
％
（

対
象

者
数

1
6
名

、
受

講
者

数
1
6
名
）

 

 

○
評

価
委

員
会

指
摘

事
項

に
つ

い
て
 

 
(
2
2
年

度
指

摘
事

項
) 

・
秘

密
保

持
を

要
す

る
情

報
を

多
く

取
り

扱
う

た

め
、

個
人

レ
ベ

ル
で

の
意

識
向

上
と

組
織

と
し

て

管
理

体
制

整
備

の
両

面
か

ら
、

引
き

続
き

情
報

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
に

注
力

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

1
)
個

人
レ

ベ
ル

で
の

意
識

向
上

対
策
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
は

全
職

員
が

毎
年

受
講

す
る

こ
と

を
継

続
 

・
講

義
の

内
容

更
新

の
た

め
講

師
を

毎
年

変
更

し
、

提
供

す
る

内
容

を
刷

新
 

2
)
組

織
と

し
て

管
理

体
制

整
備
 

・
依

頼
試

験
や

技
術

相
談

を
受

け
付

け
る

相
談

室
の

パ
ソ

コ
ン

や
プ

リ
ン

タ
に

、
職

員
I
D
認

証
付

き
機

器
を

導
入

し
、

機
密

保
持

機
能

を

向
上
 

・
業

務
用

パ
ソ

コ
ン

に
使

用
す

る
ウ

イ
ル

ス
対

策
ソ

フ
ト

統
一

化
に

よ
り

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
対

策
を

強
化
 

 ・
試

験
研

究
機

関
の

業
務

の
特

性
を
踏

ま
え

て
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

の
十

分
の

把
握
・

収
集

と
分

析
を

行
う

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
 

 ＜
指

摘
へ

の
回

答
＞
 

・
事

故
・

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

は
す

べ
て

の
事

項

に
つ

い
て

是
正

策
を

示
し

、
職

員
へ

の
周

知
を

実
施

（
平
成

2
3
年

度
2
9
件
）
 

     ○
本

部
開

設
に

伴
う

危
機

管
理

体
制
の

再
構

築
 

・
新

た
な

危
険

物
、

劇
毒

物
管

理
の

取
り

組
み

を

開
始
 

・
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
基

づ
く

東
京

都
へ

の
申

請

と
保

有
量

管
理

の
開

始
 

・
放

射
線

障
害

防
止

関
連

法
令

に
基

づ
く

新
た

な

放
射

線
管

理
の

取
り

組
み

を
開

始
 

・
応

急
処

置
備

品
の

再
整

備
及

び
緊

急
時

用
シ

ャ

ワ
ー

21
台
、

ア
イ

シ
ャ

ワ
ー
1
0
台
設

置
 

  ○
安

全
衛

生
活

動
の

充
実
 

健
全

な
事

業
活

動
の

確
保

や
事

故
・
事

件
の

未
然

防
止

を
図

る
た

め
、

環
境
保

全

や
規

制
物

質
管

理
、

労
働

安
全

衛
生
に

関

す
る

法
令

を
遵

守
し

、
危

険
物

、
劇
毒

物

の
管

理
と

取
扱

い
、

災
害

に
対

す
る
管

理

体
制

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

防
災
訓

練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識
向
上

の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。
 

②
環

境
保

全
や

規
制

物
質

管
理

、
労

働
安

全
衛

生
に

関
す

る
法

令
を

遵
守

し
、

危
険

物
、

劇
毒

物
の

管
理

と
取

扱
い

、
災

害
に

対
す

る
管

理
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
防

災
訓

練
等

の
実

施
や

職
員

に
対

す
る

意
識

向
上

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

 

(
2
)
危
険

物
、

劇
毒

物
の

管
理
と

取
扱
い

の
確

保
 

1
)
危

険
物

、
劇

毒
物

の
管

理
 

 
 

・
薬

品
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
る
保

管
状

況
な

ど
の

厳
格

な
管
理

を
実

施
 

 
 

・
危

険
物

・
劇

毒
物

等
の

規
程
に

基
づ

き
、
年

1
回
自

主
点
検

を
実

施
（

11
月
）
 

 
 

・
会

計
規

程
等

に
基

づ
き

、
年

1
回
棚

卸
を

実
施

（
3
月

）
 

2
)
高

圧
ガ

ス
の

管
理
 

 
 

・
本

部
は

高
圧

ガ
ス

保
有

量
増

加
に

よ
り

、
高

圧
ガ

ス
保

安
法

に
基

づ
く

第
二

種
貯

蔵
所

と
し

て
東

京
都

へ
申

請
（

6
月

）
 

・
新

た
に

管
理

ソ
フ

ト
で

運
用

し
、
保

有
量

管
理

を
適

正
に

実
施
 

・
従

事
者

に
対

す
る

安
全

講
習

会
の
開

催
（

10
月
）
 

・
規

程
に

基
づ

く
自

主
点

検
を

実
施
（

11
月
）
 

3
)
放

射
線

等
施

設
 

・
放

射
線

障
害

防
止

関
連

法
令

の
規

定
に

基
づ

き
、

文
部

科
学

省
へ

の
申

請
や

各
職

員
の

被
曝

管
理

、
健

康
管

理
、

教
育

訓
練

を
実

施
（

10
月

）
 

・
放

射
線

管
理

区
域

内
、

同
管

理
区
域

境
界

及
び

事
業

所
境

界
の
定

期
放

射
線

量
測

定
の

実
施
 

・
ガ

ン
マ

線
照

射
装

置
、

表
示

付
認
証

機
器

等
の

線
源

に
つ

い
て
、

適
正

な
管

理
を

実
施

 

 

(
3
)
安
全

衛
生

管
理

の
推

進
 

1
)
安

全
衛

生
管

理
の

推
進
 

 
 

a
)応

急
処

置
備

品
の

整
備

 

本
部

開
設

時
に

救
急

箱
等

の
応

急
処
置

備
品

及
を

執
務

室
及

び
各
実

験
室

に
設

置
す

る
と

と
も
に

緊
急

時
 

用
シ

ャ
ワ

ー
を
計

2
1
台

、
ア
イ

シ
ャ
ワ

ー
1
0
台

設
置
 

 
 

b
)委

員
会

の
開

催
 

 
 

 
 

法
令

で
設

置
が

義
務

付
け
ら

れ
て

い
る

本
部

の
安

全
衛
生

委
員

会
を

毎
月

開
催
（
1
2
回

）、
う
ち

5
回

は
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
及

び
各

支
所

が
参
加

し
、

都
産

技
研

全
体

の
安
全

衛
生

を
徹

底
 

 
 

c
)部

会
の

開
催

 
(8

部
会

 
年

5
3
2
回

開
催

) 

 
 

 
 

月
1
回

以
上

の
安
全

衛
生
推

進
部

会
の

開
催

、
職

場
巡
視

(災
害
可

能
性

の
排
除

)
、
安

全
ポ

ス
タ

ー
の

掲

示
等

を
実

施
 
 

 
 

d
)安

全
衛

生
推

進
部

会
の

活
動
 

 
 

 【
各
部

会
で

の
主

な
取
組

内
容
】
 

 
 

 
・

事
業

化
支

援
部

会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

薬
品

廃
棄
の

実
施

、
安

全
衛

生
手

帳
の
確

認
、

安
全

衛
生

に
関

す
る
要

望
等

の
聴

取
等
 

 
 

 
・

開
発
第

1
部
会
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（
活

動
内

容
）

震
災

を
踏
ま

え
た

標
語

の
検

討
、

熱
中
症

対
策

に
つ

い
て

、
避

難
訓
練

の
反

省
等
 

 
 

 
・

開
発
第

2
部
会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

安
全

衛
生
標

語
の

作
成

、
安

全
衛

生
手
帳

の
精

読
、

屋
上

、
5
階

及
び

4
階

廊
下

巡
視

等
 

 
 

 
・

企
画

・
総

務
部

会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

A
ED

の
点
検

、
各

執
務

室
の

照
度

調
査
、

転
入

者
向

け
薬

品
管

理
講
習

会
受

講
等
 

 
 
 
 
 
 ・

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

部
会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

地
震

被
害
状

況
確

認
、

構
内

標
識

掲
示
、

自
家

発
電

装
置

点
検

等
の
定

期
点

検
等
 

 
 

 
・

城
東

部
会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

薬
品

棚
卸
作

業
、

保
護

具
点

検
、

作
業
環

境
調

査
、

防
災

対
策

自
主
点

検
等
 

 
 

 
・

墨
田

部
会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

防
災

用
品
の

購
入

、
事

業
所

内
空

気
環
境

測
定

、
職

場
巡

視
指

摘
事
項

へ
の

対
応

等
 

 
 

 
・

城
南

部
会
 

 
 

 
 

（
活

動
内

容
）

安
全

衛
生

支
所

内
巡

回
、

事
務

室
ケ

ー
ブ

ル
整

理
、

排
水

処
理

施
設

改
修

工
事

設
計

の
現

場
確

認
等
 

 
 
 
e
)統

括
安

全
衛

生
管

理
者

(
理
事

長
)に

よ
る

職
場

巡
視

 

 
 
 
 
 
 
 
職
場

の
安

全
確

保
の

た
め
、

本
部

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

・
3
支
所

の
敷

地
、

建
物
、

全
部

屋
に

つ
い

て
 

統
括

安
全

衛
生

管
理

者
に

よ
る

職
場
巡

視
を

行
い

、
指

摘
事

項
の
抽

出
と

改
善

状
況

を
確

認
 

・
西

が
丘

本
部

（
4
月
）
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
、

3
支

所
(6

月
) 

・
本

部
（

9
月

）
 

 
 

f
)保

護
具

の
確

認
と

更
新

 

 
 

 
 

保
護

具
が

必
要

な
部

署
の
保

護
具

の
確

認
と

更
新

を
行
い

、
利

用
者

、
職

員
の

安
全
を

確
認
 

 
 

g
)職

員
の

健
康

保
全
 

 
 
 
 
 
  
・
冷

房
温

度
設

定
を
上

げ
る
対

策
と

し
て

扇
風

機
（

8
3
台

）
を

職
場

に
設

置
 

 
 

 
 
・
本

部
周

辺
の

病
院
立

地
状
況

の
調

査
及

び
職

員
へ

の
通
知
 

 
 

 
 
・
ク

ー
ル

ビ
ズ

の
拡
大

（
服
装

を
よ

り
軽

装
化

）
 

 
 
 
h
)健

康
診

断
の

実
施
 

 
 

 
  

一
般

(受
診
率

1
00
％

)
、
喀

痰
、

大
腸

が
ん

、
婦
人

科
、
V
D
T、

化
学

物
質

、
放
射

線
 

 
 
 
i
)健

康
づ

く
り

活
動

の
実

施
 

 
 

 
 

健
康

増
進

月
間

を
設

定
し
、

臨
時

職
員

、
人

材
派

遣
職
員

を
含

む
全

職
員

を
対

象
に
健

康
づ

く
り

活
動

を
 

実
施

し
、

優
秀

実
施

職
場

を
表

彰
 

 
 

 
 

 
(
第

1
回

6
月
実
施

、
参
加
者

3
4
4
名

、
第

2
回

1
0
月

実
施

、
参

加
者

3
49

名
) 

 
 

j
)健

康
管

理
講

習
会

の
実

施
 
(
参
加

者
1
9
人
) 

 
 

講
習

会
実

施
テ

ー
マ
 

 
 

・
食

事
で

守
ろ

う
！

自
分

の
健
康
 

 
 

 
 

・
肩

こ
り

・
腰

痛
の

予
防
と

体
操
 

 
 

 
 

・
メ

タ
ボ

の
予

防
は

食
事
と

運
動

で
 

 
 

 
 

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

講
習
会

（
ア

ロ
マ

オ
イ

ル
・

自
律
訓

練
法

を
体

験
）

 
 

 
 
 
 

 
2
)
安
全

教
育

の
実

施
 

 
 

a
)都

産
技

研
独

自
の

安
全

衛
生
手

帳
の

読
み

合
わ

せ
 

 
 

 
 

安
全

衛
生

推
進

部
会

ご
と
に

読
み

あ
わ

せ
を

実
施

（
計

1
5
回

）
 

 
 

b
)危

険
物

・
廃

液
等

取
扱

い
研
修

の
実

施
 

 
 

 
 

実
験

中
の

安
全

を
確

保
し
、

事
故

等
の

防
止

を
図

る
た
め

、
職

員
専

門
研

修
と

し
て
、

都
産

技
研

職
員

の
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

よ
る
研

修
を

実
施

(参
加
者
：

1
6
人

) 

 
 

c
)事

故
・

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例
の

所
内

の
情

報
共

有
化

 

 
 

 
 
 
事
故

・
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
件
数

：
2
9
件
 

 
 

 
 
 
事

故
・

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

が
発

生
し

た
際

に
は

、
所

属
長

及
び

経
営

企
画

室
長

へ
の

報
告

書
提

出
を

義
務

付

け
、

経
営

幹
部

が
暫

定
対

策
並

び
に

恒
久

対
策

等
を

決
定

し
た

後
、

所
内

で
情

報
を

共
有

で
き

る
体

制
を

整

備
 

    (
4
)
災
害

に
対

す
る

管
理

体
制
の

確
保
 

1
)
安

全
衛

生
部

会
 

 
月

1
回
以

上
の

安
全

衛
生
推

進
部
会

の
開

催
、

職
場

巡
視

(
災

害
可

能
性

の
排

除
)
、

安
全

ポ
ス

タ
ー

の
掲

示
等

を
実

施
 
 

2
)
安

全
衛

生
部

会
活

動
 

 
各

部
会

で
月

に
数

回
安

全
衛

生
に

関
す

る
活

動

を
実

施
 

3
)
理

事
長

に
よ

る
職

場
巡

視
 

 
職

場
の

安
全

衛
生

確
保

の
た

め
、

理
事

長
に

よ

る
職

場
巡

視
を

行
い

、
指

摘
事

項
の

抽
出

と
改

善
状

況
を

確
認

（
指

摘
事

項
、

全
30
1
件
）
 

                             ○
事

故
・

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

の
所
内

の
 

情
報

共
有

化
 

事
故

・
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
が

発
生

し
た

際
に

は
、

所
属

長
及

び
経

営
企

画
室

長
へ

の
報

告
書

提
出

を
義

務
付

け
、

経
営

幹
部

が
暫

定
対

策
並

び
に

恒
久

対
策

等
を

決
定

し
た

後
所

内
で

情
報

を
共

有
で

き
る

体
制

を
整

備
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1
)
地

震
や

火
災

等
の

各
種

災
害

を
想
定

し
、

全
事

業
所

に
お

い
て
実

地
訓

練
を

実
施
 

a
)
本

部
に

お
け

る
訓

練
 

・
緊

急
連

絡
網

に
よ

る
非

常
災

害
時
連

絡
訓

練
(
4
月

)
 
46

名
参
加
 

・
衛

星
電

話
を

用
い

た
西

が
丘

本
部
及

び
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
・
支

所
間

の
通

信
訓

練
（

5
月
）
 

・
避

難
経

路
確

認
目

的
の

本
部

避
難
訓

練
（

9
月

）
2
0
0
名
参

加
 

・
本

部
自

衛
消

防
訓

練
（

11
月

）
2
15

名
参

加
 

b
)
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
及

び
支

所
に
お

け
る

訓
練
 

・
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
合

同
避

難
訓
練

（
1
1
月

）
70

名
参
加

 

・
城

南
支

所
合

同
消

防
訓

練
(6

月
) 

5
名
参

加
 

・
城

東
支

所
消

防
訓

練
（

9
月

）
25

名
参

加
 

・
墨

田
支
所

K
F
C
合

同
自

衛
消

防
訓
練

(
11

月
)
 

19
名
参
加

 

2
)
事

故
防

止
の

た
め

に
職

員
に

対
す
る

研
修

を
実

施
 

 
 

 
・
「
放

射
線

の
人

体
影
響

」（
10

月
）
（
新

規
）（

2
5
人

参
加
）
 

 
 

 
・
「
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
研
修

～
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

運
営

方
法

の
理

解
～

(
管
理

職
対

象
)」

 

（
2
月
）
（

21
人
参

加
）
 

 

○
事

故
防

止
の

た
め

に
職

員
に

対
す
る

研
修

を
 

実
施
 

・
「

放
射

線
の

人
体

影
響

」
（
10

月
）
(
新
規

）
 

・「
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研
修

～
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

運
営

方
法

の
理

解
～

（
管

理
職

対

象
）
」
（
2
月
）
 

 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流
行
な

ど
に

備
え

、
対

応
策

を
定

め
る
と

と
も
に

、

万
が

一
発

生
し

た
場

合
に

は
、

被
害
拡

大

の
防

止
に

向
け

た
対

策
を

実
施

す
る
。
 

③
震

災
の

発
生

や
新

興
感

染
症

の
流

行
な

ど
に

備
え

、
対

応
策

を
定

め
る

と
と

も
に

、
万

が
一

発
生

し
た

場
合

に
は

、
被

害
拡

大
の

防
止

に
向

け
た

対
策

を
実

施
す

る
。
 

(
5
)
震
災

の
発

生
や

新
興

感
染
症

の
流
行

な
ど

へ
の

対
応

策
 

 
1
)
地
震

等
の

大
規

模
災

害
対

策
 

 
 

a
)必

要
な

備
蓄

品
等

の
整

備
 

 
 

 
 

・
食

糧
等

備
蓄

品
を

設
置
（

全
事

業
所

、
お

客
様

用
及
び

職
員
用

3
日
分

）
 

 
 

 
 

・
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
設

置
（
お

客
様
用

1
3
0
個

、
職

員
用

4
0
0
個

、
実

験
室
用

2
2
5
個
）
 

 
 

 
 

・
連

絡
通

信
用
に

P
H
S
を
全

役
職

員
へ

配
付
 

 
 

 
 

・
衛

星
携

帯
電

話
を

配
備
 

 
 

b
)大

災
害

に
備

え
た

対
応

策
を
策

定
 

 
 

 
 

火
災

発
生

時
や

津
波

発
生
時

の
本

部
避

難
部

屋
や

避
難
方

法
を

決
定
 

 
 

c
)情

報
管

理
機

能
の

バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
体

制
整

備
 

 
 

 
 

本
部

の
情

報
管

理
機

能
を
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
で

補
完
で

き
る

体
制

整
備

を
開

始
 

 
 

 
 

23
年
度

は
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
用

電
源

装
置

を
多

摩
テ

ク
ノ
プ

ラ
ザ

に
設

置
 

 
2
)
新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
の
継

続
 

 
 

 
・
休
憩

室
等

へ
空

気
清

浄
機
、
換
気

扇
を

設
置
（
全

事
業
所

）、
感

染
者

一
時

隔
離

場
所
を

確
保

(全
事
業

所
) 

 
 

 
・

う
が

い
薬

、
非

接
触

型
体
温

計
を

配
備

(全
事
業
所

) 

 
 

 
・

マ
ス

ク
備

蓄
（

全
事

業
所
）
 

 
 

 
・

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

集
団
予

防
接

種
の

実
施

（
希

望
者
）
 

3
)
浸

水
対

策
の

継
続
 

・
豪

雨
時

等
に

お
け

る
浸

水
防

止
の
た

め
、

土
の

う
、

止
水

板
を
配

備
(
城
南

支
所

）
 

・
浸

水
対

策
用

ピ
ッ

ト
、

止
水

版
を
配

備
（

城
東

支
所

）
 

 
 
4
)
大
規

模
震

災
に

対
す

る
事

業
継
続

計
画

（
B
C
P）

の
策
定

準
備
 

B
C
P
作
成

に
向

け
、

策
定

項
目

の
抽
出

や
他

機
関

の
調

査
を

開
始
 
 

 

 ○
大

規
模

災
害

対
策

用
に

必
要

な
備
品

を
整

備
 

 
東

日
本

大
震

災
を

受
け

、
以

下
の

備
品

整
備

を

実
施
 

・
食

糧
等

備
蓄

品
等

の
整

備
（

3
日
間

）
 

・
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
設

置
 

・
連

絡
通

信
用
に

P
H
S
を

全
役

職
員
へ

配
布
 

・
衛

星
携

帯
電

話
を

配
備
 

     

緊
急

事
態

の
発

生
を

想
定

し
、

対
策
委

員
会

の
設

置
、

緊
急

連
絡

網
の

設
定
、

通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と
し

て

ま
と

め
る

な
ど

、
迅

速
な

情
報

伝
達
・

意

思
決

定
に

向
け

た
管

理
体

制
の

整
備
を

図

る
。

  

④
緊

急
事

態
の

発
生

を
想

定
し

、
対

策
委

員
会

の
設

置
、

緊
急

連
絡

網
の

設
定

、
通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

ま
と

め
る

な
ど

、
迅

速
な

情
報

伝
達

・
意

思
決

定
に

向
け

た
管

理
体

制
の

整
備

を
図

る
。

  

(
6
)
迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思
決

定
に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備
 

 
1
)
マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
整

備
 

 
 

a
)リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制
の

強
化

（
含

む
対

策
委

員
会
の

設
置

要
綱

）
 

 
 
・

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
規

程
の
制

定
（

12
月

26
日
）

 

 
 

 
 

 
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

関
し

て
必

要
な

事
項

を
定
め

、
リ

ス
ク

顕
在

化
の

防
止
及

び
危

機
対

応
 

 
 

 
 ・

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
要
綱

の
制

定
（

1
月

26
日

）
 

 
 
 
 
 
  
 
 
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト
活

動
に

関
わ

る
基

本
的

な
取
組

み
方

法
を

規
定
 

 
 

 
・

ク
ラ

イ
シ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

規
程

の
制

定
（

12
月

2
6
日

）
 

危
機

対
応

の
た

め
の

準
備

及
び

ク
ラ
イ

シ
ス

発
生

時
の

対
応

を
明
確

化
 

 
  

b
)緊

急
事

態
発

生
時

に
対

応
す
る

た
め

、
緊

急
連

絡
網

を
設
定
 

 
 
 
c
)
消
防

訓
練

の
実

施
マ
ニ

ュ
ア
ル

を
策

定
し

、
訓

練
を

実
施
 
 
  

 
 
 
 
d
)消

防
法
第

8
条
の

2
第

1
項
に

基
づ

き
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
が

消
防

計
画

を
策

定
 

 
 
 

2
)
実

践
活

動
 

 
 

 
2
3
年

度
は

薬
品

を
使
用

す
る

3
部
署

（
表

面
技

術
、

材
料
技

術
、

環
境

技
術

グ
ル

ー
プ
）

を
対

象
に

、
化

学
 

 ○
管

理
体

制
の

整
備
 

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

強
化
 

（
含

む
対

策
委

員
会

の
設

置
要

綱
）
 

・
規

程
類

の
整

備
 

 
1
)
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
規

程
 

 
2
)
リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
要

綱
 

 
3
)
ク
ラ

イ
シ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
規
程
 

      ○
薬

品
取
扱

3
グ

ル
ー

プ
を
対

象
に
、

化
学

物
質
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物
質

用
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実
施

（
2
月
～

3
月

）
 
 

【
実

践
活

動
内

容
】
 

a
)
作

業
ご

と
に

「
危

険
性

及
び

有
害
性

」
と

発
生

の
お

そ
れ

の
あ
る

災
害

を
抽

出
 

b
)
既

存
の

災
害

防
止

対
策

を
検

証
 

c
)
リ

ス
ク

の
評

価
を

実
施

（「
有

害
性
レ

ベ
ル

」
、「

リ
ス

ク
の

優
先
度

」
等

を
評

定
）
 

d
)
評

価
に

基
づ

く
リ

ス
ク

低
減

対
策
案

を
作

成
 

e
)
対

策
後

の
想

定
リ

ス
ク

の
評

価
を
実

施
し

、
対

応
計

画
を

策
定
 

 
 
3
)東

日
本

大
震

災
発

生
直
後

の
対
策

会
議

の
運

営
 

・
東

日
本

大
震

災
発

生
直

後
の

電
力
需

給
の

逼
迫

に
対

応
す

る
た
め

、「
地

震
・
停
電

対
応

策
会
議

」
を
運
営
 

 
（

8
回

開
催

）
 

 
 

 
・

計
画

停
電

に
対

応
す

る
事
業

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定
し

、
準

備
(
計
画

停
電
は

な
し
) 

 

用
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
 

・
作

業
ご

と
に

「
危

険
性

及
び

有
害

性
」

と
発

生

の
お

そ
れ

の
あ

る
災

害
を

抽
出

し
、

そ
の

災
害

防
止

対
策

を
検

証
、

リ
ス

ク
評

価
、

リ
ス

ク
低

減
対

策
案

を
策

定
 

 
(
2
4
年

度
以

降
、

対
象

作
業

を
拡
大

予
定

) 

○
東

日
本

大
震

災
発

生
直

後
の

対
策
会

議
の

運
営

・
電
力

需
給

の
逼

迫
に

対
応

す
る

た
め

、「
地

震
・

停
電

対
応

策
会

議
」

を
運

営
（

8
回
開

催
）
 

・
計

画
停

電
に

対
応

す
る

事
業

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル

を
策

定
し

、
準

備
 

 

3
.
社

会
的

責
任
 

 
 

3
-
1
 
情
報

公
開
 

 
 

公
共

性
を

有
す

る
法

人
と

し
て

、
運
営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る
た

め
、
都
産

技
研

H
P
や

刊
行

物
の

発
行
等

に

よ
り

経
営

情
報

の
公

開
に

取
り

組
む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す
る

情

報
開

示
請

求
に

つ
い

て
は

、
規

則
に
基

づ

き
迅

速
か

つ
適

正
に

対
応

す
る

。
 

 

公
共

性
を

有
す

る
法

人
と

し
て

、

運
営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た
め

、
都

産
技

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

刊
行

物
の

発
行

等
に

よ
り

経
営

情
報

の
公

開
に

取
り

組
む

。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関

す
る

情
報

開
示

請
求

に
つ

い
て

は
、

規
則

に
基

づ
き

迅
速

か
つ

適
正

に
対

応
す

る
。
 

(
7
)
都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経

営
情
報

を
公

開
（

年
報

：
P.
1
3
6
）
 

 
1
)
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
経

営
情
報

の
公

開
 

 
 

 
情

報
公

開
、

入
札

情
報

な
ど
都

産
技

研
の

事
業

に
係

わ
る
各

種
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
上

で
随

時
提

供
 

 
 

 
 

更
新

回
数

 
：

3
03

回
 

 
 

a
)情

報
公

開
：

定
款

、
業

務
方
法

書
、

中
期

目
標

・
計

画
、
年

度
計

画
、

職
員

就
業

規
則
等

掲
載
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 改

訂
し
た

規
程
、

研
究

課
題

外
部

評
価

委
員
会

結
果

（
都

産
技

研
基

盤
研
究

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 開
始
前
評

価
、
終

了
後

評
価

の
評

価
結

果
）、

機
器

整
備

（
新

た
に
導

入
し
た

設
備

機
器

）、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 基
盤
研
究

お
よ
び

共
同

研
究

テ
ー

マ
名

、
各
グ

ル
ー

プ
事

業
紹

介
 

 
 

b
)入

札
情

報
：

入
札

参
加

要
項
、

入
札

予
定

案
件

、
入

札
経
過

情
報

（
入

札
参

加
者

氏
名
、

落
札

金
額

）
 

2
)
刊

行
物

に
よ

る
経

営
情

報
等

の
公
開
 

 
 

a
)事

業
案

内
 

8
,0
0
0
部

 

 
 

b
)各

事
業

所
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ
ト

（
本
部

2
0
,0
0
0
部
、

多
摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

3
,
00
0
部

、
 

 
 

 
 
 
城
東

支
所

1,
5
0
0
部

、
墨
田

支
所

1,
0
0
0
部

、
城

南
支
所

5,
0
0
0
部

、
3
セ
ク

タ
ー
8
,
0
00

部
）
 

 
 

c
)都

産
技

研
５

ブ
ラ

ン
ド

試
験
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
 
計

2
5
,
0
00

部
 

 
 

d
)都

産
技

研
年

報
（

6
月

発
行
）

 
8
0
0
部
 

 
 

e
)研

究
報

告
書

6
号

（
9
月

発
行

）
 

1
,1
0
0
部
 

 
 

f
)平

成
2
3
年

都
産

技
研
の

利
用
に

関
す

る
調

査
 
ア
ウ
ト

カ
ム
評

価
報

告
書

 
3
0
0
部

 

 
 

g
)技

術
情

報
誌

「
T
I
R
I 
N
e
w
s
」
を

毎
月

発
行

（
1
冊

12
ペ

ー
ジ

）
発

行
部

数
計

6
0,
0
0
0
部
 

 
 

(
8
)
開
示

請
求

に
対

す
る

開
示
手

続
き
（

年
報

：
P
.
1
62
）
 

情
報

開
示

請
求

に
対

し
、

規
則

に
基
づ

き
迅

速
に

開
示

手
続

き
を
実

施
 

 
 

 
 

開
示

請
求

件
数

：
2
件

 
開

示
件

数
：

2
件
 

 

 

3
-
2
 
環
境

へ
の

配
慮

 
 

 
 

 

法
人

の
社

会
的

責
任

を
踏

ま
え

、
省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、
CO

2
削

減
等
、「

環

境
方

針
」

に
沿

っ
た

取
組

に
よ

り
環
境

負

荷
の

低
減

や
環

境
改

善
に

配
慮

し
た
業

務

運
営

を
行

う
。
 

法
人

の
社

会
的

責
任

を
踏

ま
え

、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C
O
2

削
減

等
、「

環
境
方

針
」
に

沿
っ

た
取

組
に

よ
り

環
境

負
荷

の
低

減
や

環
境

改
善

に
配

慮
し

た
業

務
運

営
を

行

う
。
 

(
9
)
環
境

負
荷

の
低

減
や

環
境
改

善
に
配

慮
し

た
業

務
運

営
（

年
報
：

P
.1
9
7）

 

1
)
省

資
源

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

の
推
進
 

 
 

a
)最

大
使

用
電

力
量

の
削

減
へ
の

取
り

組
み
 

・
東

日
本
大

震
災

の
影

響
に
よ

る
夏
期

の
電

力
使

用
制

限
が

経
済
産

業
省

に
よ

り
実

施
さ

れ
、
西
が

丘
本

部
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
駒

沢
支

所
の

3
事
業

所
に

よ
る

共
同

使
用
制

限
ス

キ
ー

ム
に

よ
り

電
力
削

減
 

 
西

が
丘

本
部

に
お

い
て

、
デ

マ
ン

ド
計

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
接

続
す

る
こ

と
に

よ
り

、
パ

ソ
コ

ン
か

ら
の

消

費
電

力
の

監
視

を
強

化
。

パ
ソ

コ
ン

上
で

瞬
時

に
消

費
電

力
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
節

電
に

努
め

た
結

果
、

平
成

22
年
度
比

最
大
使

用
電
力

3
7
%減

を
達

成
 

・
1
0
月

の
移

転
以

降
、

本
部
に

お
け
る

消
費

電
力

を
把

握
（

2
4
年

度
継

続
実

施
）
 

・
3
支
所

に
お

い
て

は
、

照
明

設
備
の

一
部

消
灯

を
実

施
し

、
そ
れ

ぞ
れ

消
費

電
力

量
削

減
に
寄

与
 

 

○
夏

期
の

省
エ

ネ
特

別
対

策
の

実
施
 

・
電

力
使

用
制

限
令

へ
の

対
応
 

1
)
デ

マ
ン

ド
計

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
接

続
し

、
職

員

の
パ

ソ
コ

ン
上

で
瞬

時
に

電
力

使
用

を
確

認
す

る
こ

と
を

可
能

と
し

、
節

電
意

識
を
向

上
 

2
)
節

電
の

取
り

組
み

に
よ

り
、
平
成

2
2
年

度
比

最

大
使

用
電
力

3
7
%減

を
達

成
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b
)
 
C
O 2
削
減

へ
の

貢
献
 

 
 

 
・

西
が

丘
本

部
ボ

イ
ラ

ー
設
備

廃
止

（
4
月
）
 

・
環

境
規

制
対

応
機

能
や

省
エ

ネ
・
リ

サ
イ

ク
ル

等
、

環
境

へ
配
慮

し
た

機
器

選
定
 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

車
規

制
に

適
合

す
る
自

動
車

に
よ

る
物

品
配

送
等
 

・
印

刷
機

イ
ン

ク
ト

ナ
ー

リ
サ

イ
ク
ル

の
一

括
管

理
に

よ
る

リ
サ
イ

ク
ル

率
の

向
上
 

2
)
環

境
方

針
に

よ
る

事
業

展
開

 
  

 
 
 

 
環

境
負

荷
の

低
減

、
環

境
改
善

に
つ

な
が

る
環

境
・

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
の

研
究

開
発
の

推
進
 

 
 

a
)基

盤
研

究
に

お
け

る
環

境
関
連

テ
ー

マ
へ

の
取

り
組

み
 
1
1
テ

ー
マ

を
実

施
（
前

年
度

1
0
テ

ー
マ

）
 

 
 

 
「

微
生

物
を

利
用

し
た

低
VO
C
型
木

材
防

腐
剤

の
開

発
」
 

「
省

電
力

シ
ョ

ー
ケ

ー
ス

へ
の

R
P
技

術
の

応
用

」
 

「
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
ス

ク
ラ

ッ
プ
の

迅
速

種
別

判
定

に
向

け
た
現

場
分

析
の

最
適

化
」

 
他
 

 
 

b
)共

同
研

究
に

お
け

る
環

境
関
連

テ
ー

マ
へ

の
取

り
組

み
 
1
0
テ

ー
マ

（
前

年
度

1
2
テ
ー

マ
）
 

 
 

 
「

ガ
ラ

ス
発

砲
体

に
よ

っ
て
回

収
さ

れ
た

リ
ン

の
農

業
利
用

法
の

開
発

」
 

「
放

射
性

物
質

の
回

収
・

減
容

化
・
固

化
方

法
の

開
発

」
 

「
直

管
形

LE
D
ラ
ン

プ
の

照
度

調
整
に

よ
る

省
エ

ネ
シ

ス
テ

ム
の
研

究
」

 
他

 
 

 
 

c
)環

境
方

針
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で

公
開

継
続
 

 
 
 

d
)環

境
方

針
カ

ー
ド

を
新

採
職
員

全
員

に
配

布
、

全
職

員
が
携

帯
し

、
環

境
方

針
の

周
知
徹

底
 

3
)
環

境
法

令
の

遵
守

お
よ

び
対

応
 

・
廃

棄
物

の
分

別
収

集
や

廃
棄

マ
ニ
フ

ェ
ス

ト
を

確
認

す
る

な
ど
、

適
正

な
処

理
の

実
施

 

 
 
 
・

有
害

廃
棄

物
処

理
フ
ロ

ー
を
定

め
、

有
害

廃
棄

物
の

適
正
処

理
を

推
進
 

 

3
-
3
 
法

人
倫

理
 

 
 

 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る
よ

う
、「

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立
産

業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

憲
章

」
等
を

踏
ま
え

、

法
令

遵
守

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、
職

務

執
行

に
対

す
る

中
立

性
と

公
平

性
を
確

保

し
つ

つ
、

高
い

倫
理

観
を

持
っ

て
業
務

を

行
う

。
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ

る
よ

う
、「

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

憲

章
」

等
を

踏
ま

え
、

法
令

遵
守

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

職
務

執
行

に
対

す
る

中
立

性
と

公
平

性
を

確
保

し
つ

つ
、

高
い

倫
理

観
を

持
っ

て
業

務
を

行
う

。
 

(
1
0
)
法
人

倫
理

へ
の

取
り

組
み

 

 
1
)
事
業

倫
理

指
針

の
制

定
(1
0
月

)（
新
規

）
 

 
 

a
)人

体
計

測
等

が
伴

う
依

頼
試
験

や
研

究
開

発
業

務
で

の
、
実

施
妥

当
性

を
審

査
す

る
「
事

業
倫

理
規

程
」

を
 

 
作

成
 

b
)
第

1
回

委
員

会
を

開
催

（
10

月
25

日
）
 

 
2
)
職
員

研
修

の
実

施
 

 
 

a
)コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
（
汚

職
等

非
行

防
止

・
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

）【
再
掲
：

項
目

2
4】

 

 
 

 
 

全
職

員
を

対
象

に
、

毎
年
受

講
が

必
要
 

 
 

 
 

研
修

回
数

：
3
回
（

1
1
月

2
5
日

、
1
2
月

1
5
日
、

1
月

1
9
日

）
受

講
者

数
：
3
7
2
名
 

 
b
)
科
学

研
究

費
補

助
金

説
明

会
 

採
用

1、
2
年

目
の

若
手

研
究
員

を
中
心

に
全

職
員

を
対

象
と

し
て
、
科
研

費
の

不
正

使
用

の
防
止

策
等

に

関
す

る
説

明
会

を
実

施
 

 
 

 
 

研
修

回
数

：
1
回
（

7
月

2
0
日

）
受

講
者

数
：
3
5
名
 

3
)
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
の

制
定
（

3
月

）（
新
規

）
 

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

以
外
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

（
パ

ワ
ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

）
に

も
対
応

で
き

る
よ
 

う
に

す
る

た
め

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防
止

規
程

を
制

定
 

 

 ○
事

業
倫

理
指

針
を

新
た

に
制

定
 

依
頼

試
験

や
研

究
開

発
業

務
に

お
け

る
事

業
倫

理
体

制
を

整
備
 

        ○
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
の

制
定
 

 
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
以

外
の

ハ
ラ

ス

メ
ン

ト
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防

止
規

程
を

制
定
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